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ひら し みず に

平清水Ⅱ遺跡発掘調査報告書

ふるさと農道緊急整備事業野田地区関連遺跡発掘調査



本県には旧石器時代の遺跡を初めとする数多 くの埋蔵文化財包蔵地が各地にあ

り、平成12年度の岩手県教育委員会のまとめでは12,000カ 所を超えております。

先人の残 したこれらの埋蔵文化財を保護 し、保存 していくことは私たち県民に課

せ られた重大な責務であります。

一方、本調査の原因となりましたふるさと農道緊急整備事業を例にあげるまで

もなく、現代社会を豊かにし、快適な生活をお くるための道路交通網の整備 もま

た県民の切実な願いであります。埋蔵文化財の保護・保存と地域開発 という、相

容れない要素を持つ事業の調和のとれた施策が今日的課題 となっております。

財団法人岩手県文化振興事業団は、埋蔵文化財センターの創設以来、埋蔵文化

財保護の立場に立 って、県教育委員会の指導と調整のもと、開発事業によってや

むを得ず消滅する遺跡について発掘調査を行い、その記録を残す措置をとってま

いりました。

本報告書は、ふるさと農道緊急整備事業に関連 して平成 13・ 14年度に発掘調査

を実施 した平清水 Ⅱ遺跡の調査結果をまとめたものであります。

平清水 Ⅱ遺跡は、九戸郡野田村にあり、今回の調査により、縄文時代前期中葉

～中期前葉の村跡が主に発見され、多 くのフラスコ状土坑が見つかっています。

また、縄文時代中期の狩猟の場、古代の集落跡であったこともわかりました。今

回の調査では、目を見張るようなすばらしい発見はありませんで したが、 この地

域での本格的な発掘調査は初めてであることか ら、野田村あるいは岩手県沿岸北

部の歴史解明に重要な役割を果たすことと思われます。

この報告書が広 く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財に対する理解

の一助になれば幸いです。

最後になりましたが、 これまで発掘調査及び報告書作成に御援助・御協力を賜

りました岩手県久慈地方振興局農政部農村整備室、野田村教育委員会をはじめと

する関係各位に衷心より感謝申し上げます。

平成16年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 茫半 武



例 言

1.本報告書は、岩手県九戸郡野田村大字野田第22地割字明内53番地ほかに所在する平清水Ⅱ遺跡の発掘

調査の結果を収録 したものである。

2.今回の調査は、ふるさと農道緊急整備事業野田地区に伴う事前の発掘調査である。調査は、岩手県教育

委員会事務局生涯学習文化課と岩手県久慈地方振興局農政部農村整備室の協議を経て、lMl岩手県文化振

興事業団埋蔵文化財センターが担当した。

3.岩手県遺跡台帳に登録される遺跡番号は J G60-0224で ある。

4.発掘調査期間、担当者、調査面積、遺跡略号は、次の通りである。

平成13年 8月 20日 ～11月 9日  金子昭彦・坂部恵造      350(検 出1,100)∬  HSⅡ -01

平成14年 8月 1日 ～11月 15日  金子昭彦 。星 幸文・坂部恵造 950ご        HSⅡ -02

5.室内整理と担当者は、次の通りである。

平成18年 11月 1日 ～平成14年 3月 31日 金子昭彦・坂部恵造

平成14年 11月 1日 ～平成15年 3月 31日 金子昭彦・坂部恵造

6。 本報告書の執筆は、第 I章を岩手県久慈地方振興局農政部農村整備室、それ以外を金子が担当した。

7.遺物の分析 。鑑定は次の方々に依頼 した。

石質 :花蘭岩研究会 (代表 矢内圭三)

8.報告書作成に当たり、次の方々に御協力・御指導いただいた (五十音順 。敬称略)。

稲野裕介 (北上市立埋蔵文化財センター)、 熊谷常正 (盛岡大学)、 小林圭― (lMl山形県埋蔵文化財セン

ター)、 小林 克 (秋田県埋蔵文化財センター)、 齋籐邦雄 (岩手県教育委員会)、 酒井宗孝 (花巻市教

育委員会)、 千葉啓蔵 (久慈市教育委員会)、 中村良幸 (大迫町教育委員会)

9,調査成果はこれまでに現地説明会資料や調査略報に発表してきたが、本書の内容が優先するものである。

10.本遺跡の調査で得られた一切の資料は、岩手県立埋蔵文化財センターが保管している。

11.遺構等の平面位置は、平面直角座標第X系を利用 している (座標値は第Ⅲ章を参照)。

12.土層の色調は、『新版標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修 1990)を 参考にした。

13.凡例は、以下の通りである。また、脚注と参考文献はそれぞれの章、節の後に一括している。その他は、

第Ⅲ章を参照 していただきたい。
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I.調査に至る経過

平清水 Ⅱ遺跡は、ふるさと農道緊急整備事業野田地区の事業区域内に位置 しているため、当該事業の施行

にともない発掘調査を実施することとなったものである。

ふるさと農道緊急整備事業野田地区は、各生産団地を最短距離で結び物流の合理化を図ることや、高生産

性農業を促進 し付加価値を高める農業生産基盤整備を目的に、平成10年度より九戸郡野田村野田地区内の総

延長2 9kmの 農道整備を実施 している。

当該事業区域の埋蔵文化財包蔵地については、当該事業の施行主体である久慈農村整備事務所 (平成15年

度に農政部農村整備室に改称)の依頼を受け、平成 12年度に岩手県教育委員会事務局が試掘調査を実施 した。

そして、その結果を踏まえ岩手県教育委員会事務局 との協議により、平成13年度 (財)岩手県文化振興事業

団に調査を委託することとなったものである。

岩手県教育委員会は、平成13年 3月 1日 付け教文第1342号 により(財)岩手県文化振興事業団が平成13年度

事業として実施する旨久慈農村整備事務所へ通知 した。

この通知を受け、岩手県久慈地方振興局 と(財)岩手県文化振興事業団は、平成13年 5月 31日 付け財岩文埋

第44号 にて委託契約を締結 し、発掘調査に着手 した。

(岩手県久慈地方振興局農政部農村整備室 )

Ⅱ.立地と環境

1.位置・地形・調査範囲 悌 1～ 5図、写真図版1～ 3・ 70)

平清水 Ⅱ遺跡は、岩手県沿岸北部の九戸郡野田村に所在 し、三陸鉄道北 リアス線陸中野田駅の南西約 25

kmに 位置する。北緯40° 6′ 16〃 、東経 141° 47′ 51〃 付近にある (世界測地系)。

遺跡は、大きく見れば明内川に沿 って残 る海岸段丘上に立地するが (第 4図参照。段丘名は何れも海岸段

丘で、九戸段丘標高150～ 220m、 種市段丘標高15～40m、 平内段丘標高10～ 15m)(齋籐 1987:pp 6～ 7)、

明内川右岸の河岸段丘上にあり、段丘上は東流する沢に開析されなだらかな丘陵状を呈す。遺跡は、 この丘

陵の北端にある。東側は海までなだらかな地形が続 き、西側は起伏の多い丘陵地がひかえる。

今回の調査範囲は遺跡の北限に沿い、明内川に下る崖際に位置 し、川との比高は約20m、 現況は山林、農

道、水田である。

遺跡の周辺は、1969(昭和44)年の開田工事によって大きく地形が改変されており、県の遺跡台帳に載 っ

ている遺跡範囲 (第 4図左上図の道路北側の斜線範囲)が、どの程度的を射ているかわか らない。現に、今

回の調査区の東部水路予定地の大部分は (第 5図 )、 その範囲か ら大きく東にはみ出 している (第 3図 )。 県

の遺跡台帳に使われている地図は古 く、今回の調査範囲が遺跡範囲のどこに相当するか不明だが、国土地理

院作成の 1/25,000図から推測すれば (第 3図参照 )、 遺跡範囲の東端に沿って走 る道路が今回の調査原因に

なった道路にほぼ相当 し、その北端の部分 と左右に連続する農道が今回の調査範囲に相当するようである

(第 5図 )。 この北端と西側に延びる農道は、段丘崖にあり、今回の調査区はこの部分において遺跡の北縁を調

査 したことになる (県の遺跡台帳の範囲とは異なっているが)。 東側に延びる農道は段丘崖まで10m以上ある。
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今回計画されている農道 は、 さらに北に延びるが (第 5図参照 )、 上述の地形で急斜面になっていること

か ら調査範囲には含まれていなか った。 しか し、現地でよく見てみると、 この部分は尾根状になっており、

遺跡はもう少 し北 (2m弱 )の 斜面最上部まで延びている可能性 も窺われた。現に調査ではぎりぎりまで遺

構が検出されている。 しか し、検出された遺構を精査するのに手一杯で、試掘 トレンチ等を入れることはで

きなかった。

参考文献

齋籐邦雄 1987「 Ⅲl.遺跡周辺の地形」『古館山』野田村教育委員会

高橋信雄 1987「 Ⅲl.地形・地質」『根井貝塚発掘調査報告書』岩手県立博物館

松本秀明 1992「 第一編第一章 地誌」『野田村誌』野田村
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2.基本層序と検出・出土状況

(1)基本層序

I層  表土。水田造成時のカクランを受けているところでは盛土、本来の上が残 っているところでは腐植土

の場合が多い。層厚20cm以上。

Ⅱ層 黒色土 (10YR2/1)シ ル ト。層厚 0～ 20cm。 所謂 クロボク土で、縄文時代中期以降に形成 された層

と考える。遺物を含むが混入であろう。削平されている場所にはない。

Ⅲ層 暗褐色土 (10YR3/3)シ ル ト。層厚 0～ 20cmo Ⅱ～Ⅳ層の所移層でⅣ層の再堆積層 と思われる。遺

物包含層で、ほとんどの焼上の検出面。削平 されてない地点 もある。

Ⅳ層 黄褐色土 (10YR5/6)粘土。層厚30～ 40cm。 遺構検出面。

V層 Ⅳ層 とほとんど同 じだが、固 く締まる。層厚60～ 140cm。 他の影響 (根 など)を受けていないために

硬 く締まるだけで、Ⅳ層と同一層の可能性が高い。

Ⅵ層 段丘堆積物で、地点によって異なる。明黄褐色 (10YR6/6)の 粘上のところもあれば、砂のところ

もあり、西端では礫層であった。層厚未確認。

(2)遺構の検出 。遺物の出土状況

今回の調査範囲は、農道、水田になっている場所が多かったが、元は山林が広がっていたためか、根によ

るカクランが著 しく、遺構覆土が淡いせいもあって、カクランとの区別がはっきりせず遺構の検出は極めて

難 しかつた。初年度は「遺構の検出はできるだけ高い面で行 う」 という発掘調査の原則に則 り、遺構がある

とわかった時点でプランは掴めなくても精査に入 って しまったため、掘 り上がった時点で重複 している遺構

に気づ くこともしばしばあった。調査区東部の細長い水路予定地は、水田造成時に大 きく削平されて法面に

なっており、他 と比べれば比較的検出しやすかったが、それでも地表に露出していたためか遺構 はやはり見

えにくかった。ただし、上記のことは主 として縄文時代の竪穴住居跡、土坑類のことで、上面に黒土が入 る

陥 し穴状遺構や古代の竪穴住居跡は、比較的たやすかった。

古代の土器は、古代の竪穴住居跡からのみ出土 した。縄文時代の遺物は、ほとんどが前期中葉～中期前葉

のもので、時期幅が比較的短 く連続 しているせいか、地点差・層位差は認め難い。

3.こ れまでの調査と周辺の遺跡 彿 4・ 5図 )

(1)こ れまでの調査

遺跡 自体は古 くか ら周知されていたようだが、本遺跡を対象 として発掘調査されたことはない。ただ し、

1969(昭和44)年 に開田工事に伴って岩手大学教授草間俊一氏が調査 した上明内遺跡は、本遺跡の続 きの可

能性がある (草間 1970)。 上明内遺跡は、現在岩手県の遺跡台帳には登録されてお らず、正確 な範囲は不

明だが、円筒下層 d式や上層al式上器、フラスコ状土坑などが発見されており (草間 前掲、齋籐 1992)、

今回の調査結果に符合する。ただ し、報告書か ら窺われる位置は (草間 1970:p.7)、 野田中学校の前を通

る道路より南側で平清水 I遺跡 (本遺跡の南側にある遺跡で、第 4図の下の斜線範囲)に近いが、県の遺跡

台帳では縄文時代後期の遺跡ということになっており、性格については本遺跡の方が符合する。

上明内遺跡の調査では、その他、円筒下層 a式 ?土器、独鈷石、半扁平状打製石斧、石錘、石鏃等の各種

石器などが発見された (齋籐 前掲 )。 土師器や須恵器、古代の竪穴住居跡 も発見されたようだが、詳細は

-7-



不明である (草間氏は古墳時代、齋籐氏は奈良時代 と述べている)。

開田後、本遺跡は壊滅 したものとして県の遺跡台帳で扱われていたが、今回の事業に伴 って行われた岩手

県教育委員会の試掘調査で、遺跡の北端はかろうじて残 っていることがわか り、今回の本調査となった。

(2)周 辺の遺跡 (第 2・ 3図 )

今回の調査では、主 として縄文時代前期中葉～中期前葉、平安時代の遺構・遺物が発見されたので、 この

時期を中心に見ていくことにしたいが、本地域は県の中心部か ら遠 く離れていて開発が少ないためもあって、

発掘調査はほとんど行われていない。

本遺跡か ら約 4k14北 東に行 った広内遺跡は (第 2図▲ )、 草間俊一氏 らによって調査され、縄文時代前期

末葉の良好な資料が得 られている (草間 1971、 齋籐 1992)。 遺跡は、小河川によって開析を受けた標高

約80m前後の眺望のきく海岸段丘上に立地。1966(昭和41)年 という古い時期の トレンチ調査で、詳細は不

明だが、良好な遺物包含層が発見され、多 くの完形に近い円筒下層dl式土器、少 しの完形に近い円筒下層

d2式土器、半扁平状打製石斧等の石器類が出土 しているようである。

広内遺跡と平清水 (Iか Ⅱか不明)遺跡か らは、硬玉製品も出土 している (齋籐 1985)。

本遺跡か ら、約500m東 に行 った中平遺跡は、野田中学校建設の際に発見され (第 2図、第 3図の中学校

の位置)、 県の指定文化財になっている。指定の手続 き上の理由か、本遺跡は、県の遺跡台帳では「野田竪

穴遺跡」 として登録されている。調査は数次にわたるが、何れも1969(昭和44)年以前の小規模なものであ

る。関連文献のほとんどを見 ることができなかったので詳細は掴めないが、平安時代の竪穴住居跡が主 とし

て発見されたようである (草間 1970)。

本遺跡 と関連する遺跡 は以上だが、 この他、本遺跡か ら約 1.5km西 にある古館山遺跡が、1970(昭和45)

年に野田小学校建設に伴 って調査され (第 2・ 3図の小学校の位置 )、 弥生時代後期の土器、後北式土器、

奈良時代の上器などが発見されている (野田村教育委員会 1987)。

また、岩手県立博物館が、1983～ 85(昭和58～60)年に根井貝塚を調査 し (第 2図一番下にある根井集落

の神社のす ぐ南 )、 調査面積 は約40ピ と小規模なが ら、縄文時代後期後葉の竪穴住居跡が検出され、晩期前

半の土器、燕尾形離頭鉛頭等の骨角器、岩礁性の貝類を主体 とした小規模な貝層なども発見されている。

調査は、その他に、中世城館の分布調査がある程度で (岩手県教育委員会 1986)、 以上が野田村で行わ

れた発掘調査の全てのようである。1970(昭和45)年前後に行われた岩手大学の草間俊一氏による調査の後

は、岩手県立博物館の根井貝塚まで目立 った調査はなく、また、何れ も小規模な調査であり、本地域の歴史

的な様相は不明な点が多 く、今後に委ねられている。

参考文献

岩手県教育委員会 1986『 岩手県中世城館跡分布調査報告書』(岩手県文化財調査報告書第82集 )

岩手県立博物館 1987『 根井貝塚発掘調査報告書』(岩手県立博物館調査研究報告書第3冊)

草間俊- 1970『 中平・上明内調査概報』野田村教育委員会
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野田村教育委員会 1987『 古館山』
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Ⅲ.調査・整理の方法と経過

1.調査の目的と結果の概要

当初は別の調査員が本遺跡を担当することになっていた。 しか し、 この年は遺構 。遺物が予想以上に発見

される遺跡が多 く、調査員のローテーションの大幅な変更を余儀なくされたため、急粧担当が変わることに

なった。また、そうした事態のため、初年度の最初は、さらに別の調査員が入 り調査を開始 した。

このような経緯のため、十分な情報を収集することもなく調査に入 って しまった。 9月 4日 に引き継いだ

時点では既に表土剥 ぎは答わり水路南側の検出に入っており、非常に多 くの遺構が検出されると予想された。

当初計画では10月 31日 までに1,100ポ の全てを調査することになってお り、 また調査区中央に水路が残 りま

だ使用中であること、木の伐採が済んでないことなど調査の支障となる条件が多 く、困難が予想された。そ

のため、とにか く調査を前に進めることばかりに心を配るようになって しまった。

次年度は、 このような反省を踏まえて、前年度の調査で首の極端に狭いフラスコ状土坑が多 く検出された

ことか ら、その掘削方法を解明することを最大の目的とし、遺構内遺物の出土状況を確認 して遺構の時期・

用途を推定できるようにすることを二番目の目的とした。

しか し、 9月 は調査員が 2名 であったため余裕がなくなり遺構の掘 り方まで検討することができなくなっ

てしまったこと、 フラスコ状土坑が集中 し重複・ 隣接 している場合が比較的多 く、土坑が検出しづ らいため

掘 り始めてから重複に気づ くことが頻繁にあり、断ち割 り等の思い切 った調査手段が執 りにくかつたことか

ら、掘削方法の解明はほとんどできなかった。二番目の目的は、できる限 りのことは果たせたと思 う。

残念な点は、東部調査区の水路予定地に岩手県教育委員会の試掘で竪穴住居跡 らしいものがあるとわかっ

ていたのに、結局竪穴を確認できず炉跡、柱穴のみの検出にとどまった点である。

2.野外調査

(1)作業経過

調査面積は1,350〆で、野外調査はニカ年にわたった。当初は、調査面積 1,100だで一カ年で終了の予定だっ

たが、木の伐採が調査期間内に終わ らなかったこと、また予想以上に多 くの遺構が検出されたことか ら、次

年度まで継続 となった。さらに、検出結果から遺跡範囲がさらに東側に延びることが予想されたため、当初

の調査範囲の東に続 く水路予定部分を岩手県教育委員会が改めて試掘 し、その結果予想通 り遺構が検出され、

水路部分250∬が追加 となった。

初年度の調査は、平成13年 8月 20日 (月 )～ 11月 9日 (金 )ま で行われた。 9月 3日 (月 )ま で別の調査員が急

粧担当 し、その引き継 ぎが 9月 4日 (火 )1こ 行われた。この時点で基準杭の打設・重機による表土剥 ぎは済ん

でおり、水路南側調査区のⅢ層掘 り下げ・検出が西側から始まっていた。

まず、問題 となったのは、調査範囲の中央を水路が範囲に沿 って走 っており、それが10月 にならないと撤

去できないということであった。そこで、10月 までに水路の南～西側 (南側調査区と仮称)を終了すること

にし、西端から東に向かって調査を進めた。 しか し、天候不順と予想以上に遺構が検出されたため、10月 10

日(水 )とこ県教育委員会によるこの部分の終了確認を経て、 10月 16日 (火 )|こ 水路を撤去 した後 も、一部精査を

残 し、結局完全に終了するには10月 下旬までかかった。ただ し、 10月 中旬か らは水路北側の検出も並行 して

始めている。
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部分終了確認の際、委託者か ら期間内の木の伐採は難 しいとの話があり、調査が次年度に継続される可能

性がでてきた。そこで残 りの調査範囲 (北側調査区と仮称)は検出を中心に進めることとし年度内の検出終

了を目指 した。その後、木の伐採は今年度の調査終了後にということになり、継続調査が決定 した。ただ し、

水路は来年度初めに必要 となるので、水路予定部分だけは今年度内に調査終了 して欲 しい旨伝えられた。大

部分は既に終了 していたので、水路の北側になっていた調査区西端の精査を10月 下旬～11月 上旬に行 った。

11月 6日 (火)に 行われた今年度の終了確認で、新設水路が調査範囲か らさらに東に延び掘削を伴 うことが

わかった。当初の遺跡範囲か らは外れるが、検出結果か ら、その範囲にも遺跡が広がることは明 らかで、調

査終了後に県教育委員会が試掘を行 うことになった。 11月 7日 (水)に は来年度調査範囲にシー トをかけて埋

め戻 し、 11月 8日 (木)に器材水洗、 11月 9日 (金)午前に器材を搬出 して初年度の調査を終了 した。なお、 10

月28日 (Blに は現地説明会を行 っている。

調査後 12月 18日 (火)に 行われた試掘調査では、やはり遺構が確認されて来年度の調査範囲に加え られ (東

側調査区と仮称 )、 この部分についてはパイプによる仮設水路で対応することになった。

次年度の調査は、平成14年 8月 1日 (木)～ 11月 15日 (金 )ま で行 った。北側調査区から開始 し、まず、 シー

トを剥が してクリーニング、 8月 前半は、前年度に検出 していた焼土、炉跡の精査、冬に伐採された木根 の

除去を行 った。 8月 後半～ 9月 上旬、基本的に西か ら東に向かって再度検出 し、土坑類の精査 も開始 した

(精査はこの後調査終了まで)。 9月 中旬に東側調査区の入力による掘 り下げ (深 さ30cm程度 )、 検出を、西

か ら東に向かって行 った。 この調査区は農道法面の水路敷設によるものだが、水路予定地が厳密に決まって

いなかったため法面全部を調査することになった。

9月 は調査員の一人が不在であったため精査は土坑類に限 り、北側調査区の土坑類のほとんどに手を掛 け

終わって、かつ調査員が復帰 した10月 初めか ら竪穴住居跡の精査に入 った。住居が大きく、また壁がはっき

りしないこともあって予想以上の時間を費や し、 10月 末に全体写真 という有様であった。10月 中旬に竪穴住

居跡床面か らもフラスコ状土坑が検出されたために焦 り、11月 に入ると住居内の記録の済んだ場所か ら掘 り

下げ検出をするという事態に陥った。 この焦 りのため、炉跡断ち割 り後にセクション・ ポイントを記録忘れ

るという失策を何度 も繰 り返 して しまった。なお、 10月 下旬か らは東側調査区の精査にも入 っており、記録

終了後に検出面を30cmほ ど掘 り下げたり、遺構の間に トレンチを入れる、ダメ押 しは、遺構精査と並行 して

随時行った (詳細は第Ⅳ章冒頭)。

11月 8日 (金)に は遺構はほぼ出尽 くし、 11月 13日 (水)に は精査を終了、平面実測を残すのみとなった。 ま

た、11月 上旬からは遺物水洗 も並行 して行 ったが、この年の11月 はとても寒 く、あまり捗 らなかった (ス トー

ブは焚いていたが)。 11月 14日 (木)午後か らは撤収準備を行 ったが、沿岸なのに雪が降 り積 もりだ した。 11

月15日 (金)午前器材搬出して、調査の全てを終了。村の教育委員会、水路組合長に挨拶に伺った後センター

に向かったが、内陸はやはり雪がひどく、峠付近は全て圧雪であった。

10月 26日 (土)に現地説明会、 10月 30日 (水 )航空写真撮影、 11月 14日 (木)に終了確認を行 っている。

(2)特記事項

・ グリッ ドについて

平面直角座標 (第 X系)に合わせ、遺跡全体をカバーできるように、 10× 10mの メッシュをかけ、東西方

向に西か ら 1、 2、 3の アラビア数字、南北方向には北か らA、 B、 Cの アルファベットを付 し、 lA、 lB
等 と呼称 した (第 6～ 7図 )。 これが大 グ リッドであ り、 6C、 8Bの 北西端の座標値 は、 6C(X=
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11,760000、 Y=82,500000)、 8B(X=11,750.000、 Y=82,480000)で ある。以上は、 日本測地系による

ものであり、これを世界測地系に直すと、 6C(X=12,066.9517、 Y=82,200,7018)、 8B(X=12,0569522、

Y=82,180。 7023)と なる。

各大グリッドを 5mづつ四等分 し、左上を①、右上を②、左下を③、右下を④ とし、 lA①グリッ ド等 と

呼称 した。 これが中グリッドである (第 7図 )。

遺物包含層等、さらに細かい区画が必要な場合は、大グリッドを 2mづつ25等分 し、大グリッド同様東西

方向に西か ら 1、 2、 3の アラビア数字、南北方向には北か ら a、 b、 cの アルファベットをつけ (第 7図

参照)、 lAla等 と呼称 した。 これが小グリッドである。

・調査条件について

調査環境のうち、気象以外の環境条件について。

前述のように、初年度は、本の伐採、水路の撤去が済んでお らず、調査の大きな支障になった。狭い調査

範囲をさらに細か く分けて調査することになり、三度手間であったことは否めない。

排土置き場 は、初年度 は調査区南西に隣接する休耕田を借地でき (プ レハブもここに)、 ここに積み上 げ

たが、最大で60m運ぶ ことになり、やや支障になっていたか も知れない。調査範囲の北側は崖、西側は現農

道、東側は山林で、致 し方なかったが。次年度 も同 じ場所を借 りる約束をしたため排土はそのままにし、次

の年に現地確認に赴いたところ、古代米が作付けされており、前年度調査終了 した範囲にしか出せな くなっ

た。それも、西側に延びる部分は新 しい水路が既に敷設されていて、結局調査区中央の南北に広がる部分に

しか出せないことがわかった。あわてて委託者に相談 したところ、村に働 きかけ調査区の南側の田面の低い

休耕田を埋め立てることになった (写真図版 1)。 距離があるので、取 りあえず調査終了部分に積み上げ、

定期的に (1月 に 1度)ダ ンプで運ぶことにした。狭い範囲に積み上げることになり調査の支障になったか

も知れないが、新設 された水路両脇の高い場所か らも捨て られたので (写真図版 1)、 それほどではないと

思 う。

遺物、器材水洗用の水。初年度は、水路が撤去されるまではこの水が使えたが、撤去後晴れの日が続いた

こともあって事欠 くようになった。テンバコに溜めた雨水 も底をつき、最後の器材水洗は、付近の排水路ま

で運んで行 うはめになった。次年度は、水路組合の御厚意で新設 された水路に稲刈 り後 も水を流 し続けて も

らったので、支障はなかった。

現況は、農道、山林、一部水田であり、農道 も含めて根による撹乱が者 しく、特に遺構の検出に支障をき

たした。ほとんどの遺構の覆土が、やや汚れた責褐色土 (Ⅳ ～V層再堆積)で、根による汚れと区別 しにく

かったためである。また、水路は道路法面に敷設されることになっていたため、傾斜が急で検出 。精査に影

響があったが、掘削予定部分だけでなく法面全体を調査対象にしたため、それほどの困難はなかった。ただ

し、濡れると非常に滑 り慎重に行動 しなければならなかった。

遺構覆土。第 Ⅱ章で も述べたように、古代の遺構 と陥 し穴快遺構 は黒土がはっきり入 っていたが、それ以

外の特に土坑は、前述のように「黄色に黄色Jで遺構の識別は華 しかった。大きくて深いフラスコ状土坑は、

上面に黒上が入 っていることもあったが、その場合は逆に腐植土 (I層)が落ち込んでいる部分 との区別が

つきにくかった。 フラスコ状土坑は、検出面では確認できず掘 り始めて重複に気づいたものも多い。土は、

腐植土あるいはいわゆる赤土で、掘 りやすかった。フラスコ状土坑同士を中心 として遺構の重複 も比較的多

かったが、多重重複は少なく、それほど大きな支障にはなっていないと思われる。
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・特に気象条件について

三カ年 とも、 8月 (初年度は下旬か ら)～ 11月 前半に調査 した。初年度は、雨が多 く、特に 8月 下旬～ 9

月中旬までは毎 日のように霧雨 (や ませの影響 )、 10月 上句 も毎 日のように雨が降った。作業の進行上 (水

路南側を先に終了させる)雨でも調査することが多かったが、滑 りやすい上で、あまり捗 ったとは言 い難い。

10月 下旬～11月 上旬は天候に恵まれ作業は捗 った。次年度は総 じて雨が少なかったが、 8月 中旬は比較的多

かった。気温 も低 く過 ごしやすかったが、上旬、下旬は暑 くて沿岸北部なが ら30℃ を越える日も多 く、特に

下旬は暑さのぶ り返 しのため体調を悪 くする人が多かった。 9月 前半は雨がほとんど降 らなかったが、 9月

下旬～10月 上旬は台風の影響 もあって比較的雨が多 く、 10月 は定期的に雨が降った。平年並みの降水量で、

逆に気温は平年より高 く、作業は捗 った。 しか し、 11月 に入 ると急に寒 くなり、撤収 日前日の11月 14日 には

野田村で も積雪をみた。晴れの日が多 く調査は捗 ったが、寒いため遺物水洗は捗 らず半分以上洗い残 した。

・調査員、作業員の構成について

初年度は、調査員 2名、作業員22名前後で野外作業を行 った。調査員は 1名 が文化財調査員、他 1名 は期

限付調査員である。作業員は年齢層が高 く、特に実測に支障を来 した。 しか し、熱心で真面目な方がほとん

どだったので、粗掘 り、検出は通常より捗 った。

次年度は、初年度の構成に文化財調査員 1名、作業員約 8名 が加わり、調査員 3名、作業員30名前後で作

業を行 った。新加入の作業員 も皆初心者であったが、20～30代 と若い方がほとんどだったので、実測、精査

にも万全な体制 となり、作業は捗 った。

・遺構の検出方法について

初年度はできるだけ高い面で検出という調査の原則に則 ったが、上述のように、本遺跡では遺構が確認 し

づ らく、遺構があるということはわかってもプランが掴めないことが多かったので、精査 し始めてか ら重複

に気づ く場合が しば しばあった。そこで、次年度は、最初か ら検出面を10～ 20cm下 げて、プランをで きるだ

け確認 してか ら精査に入ることにした。ただ し、住居周囲では行 っていない。

・ 遺構の精査、遣物の取 り上げについて

遺構の精査方法は、基本的には一般的なやり方で、半裁 もしくはベル トを残 して掘 り下げた後、土層断面

を記録 した後、完掘 している。完掘時には、基本的には層 ごとに掘 り上げ、遺物 も層 ごとに取 り上 げている

が、時間がなくて一括 した場合があり、また層に変化がなくて識別 しにくかった場合には一括せざるを得な

かった。残 りの良い土器や、床・底面出土遺物 は、出土状況を図や写真等で記録 したが、該当例は少ない。

。遺構の実測について

平面図は、基本的には一般的な簡易遣 り方で作成 したが、一部を光波 トランシットによる測距を基 に作成

している (平板実測の測量の部分を光波 トランシットで行 ったのに相当)。

。遺構の名称について

遺構名称については、野外では下記のように便宜的に作業順に名前を付け、報告時に全て付け直 している。

各遺構の種類 ごと (土坑はさらに細分 した類型 ごと)に西か ら東に向かって番号を付けている。

竪穴住居跡→ AOF、 住居状遺構→ BOF、 土坑→ DOF、 陥 し穴状遺構→ EOF、 焼土→ FOF、 炉跡

→ ROFo Oの 中は番号が入る。
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3.室内整理と報告書の作成
(1)作業経過

整理作業は、平成 13年 12月 3日 ～平成 14年 3月 29日 、平成14年 11月 1日 ～平成15年 3月 31日 、調査員 2名、

作業員約 2～ 10名 で行 った (平成13年度は、12月 10名、 1～ 3月 2名、平成 14年度は 9名 )。

初年度は、水の便が悪 く野外で遺物水洗をほとんど全 く行 っていなかった。 12月 ～ 1月 上旬、遺物水洗、

1月 中旬～ 2月 中旬、土器の接合・復元、注記、 2月 下旬～ 3月 、実測、拓影作成。遺構については、調査

員が行い、 1月 ～ 2月 、図面点検、土層注記の打ち込み、 3月 トレース。

次年度。作業員は、 11月 前半調査員が室内に戻るまで、前年度分の遺物 トレース、拓本断面実測。 11月 後

半、洗い残 した遺物の水洗、12月 ～ 1月 中旬、土器の接合・復元、注記、 1月 下旬～ 2月 、実測、拓影作成、

断面実測。並行 して、 11月 後半には石器の分類・接合 も行い (調査員 も)、 12月 ～ 2月 、石器実測。実測図

は調査員の点検を経て、 3月 トレース、遺構写真図版作成。遺構については、調査員が行い、 1月 図面点検、

土層注記の打ち込み、 3月 トレース。遺物の写真撮影は、写真撮影専門の作業員によって、 3月 後半、 5月

1日 ～ 6月 上旬まで行われた。原稿は、調査員が 2～ 3月 に執筆。

遺構内出土遺物が多 くて掲載遺物の絞 り込みが難 しかったため、作業は全体的に遅れた (本書掲載の遺構

外出土遺物のほとんどは前年度に出上、図化 したものである)。

(2)特記事項

・遺物の全体量と報告書掲載基準について

調査では、縄文土器 (30× 40× 30cmの コンテナ)37箱 (初年度17箱、次年度20箱 )、 土師器約20点 (初年

度のみ)、 土製品は23点 (土器 ?1点、土偶 4点、円盤状土製品 4点、焼粘土塊14点 )、 石器は973点 、石器

製作時の剥片67,386.74g、 石製品は 8点 (垂飾品 1点、円盤状石製品 ?1点、軽石加工品 6点 )、 アスファ

ル ト1点、 コハク (加工品含む)18点出土 した。掲載基準は、整理方針に後述 (詳細は第V章参照 )。

・ スタッフと整理方針について

初年度は、調査員 2名 と作業員 2～ 10名 で整理作業を行 った。ほとんどが初心者である。調査員の指示の

悪さか、注記、復元、選別に細かな ミスがあった。次年度は、調査員 2名 と作業員 9名 で行 った。ベテラン

の作業員が良 く指導 して くれたが、接合・復元にかなり時間がかかった。また、調査員の指示の悪さか、登

録台帳の記入、選別に比較的大きな ミスが多々あった。

スタッフと整理期間を考慮 して、次のような整理方針を立てた。第一に、青森県三内丸山遺跡に代表 され

るように、比較的調査例が多い時期なので、遺構内出土遺物を中心に掲載する (遺構外出土土器が比較的多

く掲載されているのは初年度に遺構が比較的少な く出土遺物 も少なかったため)。

第二に、掲載方法は、ニーズとコス トを考えて (金子 1998:pp.11～ 13)、 石器は写真を基本 とし、遺構

内は基本的に実測するが遺構外 (遺物包含層含む)は余裕のある限りとした。石器素材剥片は、初年度 は遺

構内出上分は掲載 したが、次年度は遺構内出土分があまりに多 くて、割愛せざるを得なかった。土器は、で

きるだけ拓本を使用 し、湾曲が大きくて凹凸が著 しく拓本に不向きな円筒上層式の口縁部分は実測する。そ

の他の遺物については原則として全て実測するが、焼粘土塊やコハク、アスファル ト等は写真のみと した。

・遺構図版の点検・ 修整について

平面図と断面図の照合等の図面点検は、現地で全て行 った。合わない場合は計 り直 したが、どうして も合
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わない場合やセクション・ ポイントがないなどの不備は、そのままにし本文中にその旨記 している。ただし、

1/20の縮尺で l mm(原寸では 2 cl■ 、報告書では0.5mm)の違いについては誤差範囲とし、特におゝれていない。

報告書に嘘を書いてはいけないという方針 (金子  1998:p.10、 13)に よるものである。

・遺物の接合・復元・ 注記について

土器は基本的に報告書に掲載 したものだけに注記 した。土製品、石器・石製品については、 1点、 1点別

の小袋にしまって、その袋に出土位置等を記載 し、注記はしていない。今回、石器素材剥片が比較的多 く出

土 したので、作業員 2名 が10日 ほど接合作業を行 ったが、同 じ袋、同 じグリッドの中でのみ試みたためか、

ほとんど接合 しなかった。

土器の接合は、初年度は作業員約 4名 が約 6週間、次年度は作業員約 7名が約 4週間行 った。原則として

同 じ袋、同 じ遺構、同 じグリッドの中でのみ試み、遺構間や異なるグリッドの間での接合は行 っていない。

・遺物の実測、拓本・ トレースについて

遺物の実測・ トレースは作業員が行い、それを調査員が点検 した。特に石器については、調査員がよくわ

かっていない部分があるので、点検は外形 と不自然な点がないかに留めた。

・報告書について

報告書の体裁は、基本的に既存の報告書に倣 ったが、一部違 うところがあるので、以下にそれを記す。最

も違 うところは、遺構の記載と遺物 (特 に遺構内の遺物 と遺構外の土器)の記載である。

〔遺構図版の凡例について〕

本書冒頭の例言の下にある。

〔遺構出上遺物の掲載 。記載の位置について〕

遺構出土の遺物 も第V章で掲載・記載 しているが、遺構図版の後に遺構内遺物集成図として縮尺を落とし

てまとめてもいる (第 68～ 101図 )。 その代わり、遺物は次に述べるように出土位置に従 って並べた。その理

由は、金子 (1998)の pp.15・ 16参照。

〔遺物の分類・掲載順序について〕

遺物は、基本的にそれぞれの種類 ごとに (土製品、石製品はさらに細分 した分類―円盤状土製品など―ご

とに)出上位置の順 (遺構内→遺構外、遺構外ははっきりしているもの→不明なもの)に並べている。

遺構外か ら出上 した土器を、型式学的分類ではなく出上位置によって並べた理由については、金子 (1998)

のpp 15・ 16参照。

〔遺物の記載の仕方について〕

遺物の記載は基本的に観察表で行い、表に入 りきらない場合や表の項目に当てはまらないことは本文中に

記 し、その頁を表の「本文記載」 という欄に記 した。

〔註・ 引用参考文献の掲載位置について〕

それぞれの節の最後にまとめている (例 えば、第 1節縄文土器 )。

〔本文、表、図版のレイアウ トについて〕

原則として本文は本文、図版は図版 とまとめている。報告書は通 して読まれるということはほとんどない

と思われるので、“捜 し易さ"を優先すべきと考えたためである。

参考文献

金子昭彦 1998「 埋蔵文化財センターの考古学」時己要』XVlll(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター
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Ⅳ.遺 構

今回の調査では、縄文時代の竪穴住居跡 3棟、炉跡10基 (土器埋設炉 6基 =炉体土器の数、石囲炉 3基、

地床炉 1基 )、 住居状遺構 1基、土坑 。墓壊104基、溝状の陥 し穴状遺構 7(6?)基 、焼±42基、古代 (平

安時代 ?)の 竪穴住居跡 2棟、住居状遺構 1基、土坑 1基 (第 105号)検出された。縄文時代の遺構は、前

期中葉～中期前葉のものがほとんどを占め (中 で も前期末～中期初頭 )、 その他早期の可能性のあるフラス

コ状土坑が 2基ある (第 18・ 57号 )。 縄文時代の土坑は、墓壊の可能性のあるもの (第 101～ 104号)と それ

以外に分けられ、それ以外のものは、フラスコ然 としたものがほとんどである。

本章を読む際に注意 していただきたい点。凡例は、本書冒頭の例言の下にある。遺物の記載、掲載場所に

ついて。遺構内出土遺物は、遺構図版の後に遺構内遺物集成図としてまとめてはいるが (第68～ 101図 )、 詳

しい記載 (観察表)、 実測図は、第V章 に掲載 しているので、そちらを参照 していただきたい (番号は共通

である)。 遺構名称は、報告書執筆の時点で全て付 け直 した。同 じ種類の遺構の中での番号は、基本的に西

か ら東に向かって付けている。その他、第Ⅲ章を参照 していただきたい。

平面図と断面図の照合等の図面点検は、現地で全て行 っている。合わない場合は計 り直 しているが、どう

して も合わない場合は、そのままにし本文中 〔図・ 精査状況〕にその旨記 している。ただ し、 1/20の 縮尺

で l mm(原 寸では 2 cm、 報告書では0.5mm)以 内の違いについては誤差範囲とし、 とくにふれていない。本

文記載中の深さは、言 うまでもなく検出面か らの深さである。なお、本来は実測間違い (測 り間違い)に よ

るズレは存在 しないはずだが、調査員の意思の疎通に問題があったためか、少なか らずある。 〔位置 。検出

状況〕の欄では、読者の理解を助けるため、位置をグリッドだけでなく地区名でも表 している。地区は、中

央の南北 (縦)方向に調査範囲が広がる部分を中央部 として、それより西側の東西に延びる部分を西部、そ

れより東の東西に細長 く延びる部分を東部 と表現 した。 〔出土遺物〕の欄。記載内容に、初年度 と次年度の

違いがあり、次年度調査遺構では、不掲載土器の量についてふれているが、前年度については扱 っていない。

また、石器製作時の剥片を、初年度では石器に含めて掲載 しているが、次年度では、あまりに遺構内か ら出

土 した量が多かったため、掲載 していない (第 1号住居跡出土分全て、第 3号住居跡出土分の一部 に関 して

は、最後にまとめて掲載 )。 その代わり、次年度は遺構 ごとの出土量を本文中に記載 した。なお、剥片 B類

とは、打製石斧に代表される直接打撃系列の石器製作時に出る剥片であり、石鏃に代表される押圧剥離系列

の石器製作時に出る剥片 と明確に区別される剥片である。分類上は押圧剥離系列のそれを剥片 A類 としてい

るのだが、実際には区別 し難い場合が多いので、直接打撃系列のそれであるとはっきりしているものだけを

「剥片 B類」 として区別 し、それ以外を総称 して「剥片」 とした。詳細は、第V章第 4節を参照 していただ

きたい。

今回の調査範囲は、遺構の検出・精査状況か ら、三つの区域に分けられる。まず、次年度に調査の全てを

行 った東側の細長い水路予定地 (東側調査区と仮称 )。 残 りの部分は、初年度か ら調査範囲だったが、中央

に水路が東西に走 り、それをまだ使 っていたため、水路の北側 と南側に分けての調査 となった (重機による

表土剥ぎは同時に行 っている)(第 6・ 7図の調査区中央の線は、その境界を示す)。 南側 (南側調査区と仮

称)は、初年度に調査の全てを終了 し (た だ し第10号住居下の上坑は次年度調査 )、 北側 (北側調査区と仮

称)は、西端を除き初年度は検出のみで調査のほとんどを次年度に行 った。また、水路の撤去を重機で行 う

関係 もあって、北側の調査区に入る時点で南側調査区は埋めもどして しまっていた。詳細は第Ⅲ章第 2節を
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参照 していただきたいが、 こうした事情で狭い範囲なが ら調査を別々におこなったため、住居の柱穴確認等

調査に一部支障を来 している。

調査範囲の地形は、削平されているためもあるのか、 ほぼ平坦で、若干西か ら東に、北か ら南に向かって

傾斜 している (詳細は第Ⅱ章第 1節、第 2節を参照 )。 具体的な様子は、写真図版 2・ 3等で窺われる。

遺構の検出状況については、第 Ⅱ章第 2節、第Ⅲ章第 1節 を参照 していただきたいが、今回の調査区は水

田と農道であったため、水田にかかる部分は削平が著 しかった。南側調査区の南端、東端、調査範囲東半分

の南側が相当 し、特に東側調査区は水田造成時に大 きく削平されて法面になってお り、地表面は既にⅣ層以

下であった。南側調査区の東端は遺構空白地帯になっているが、削平によって消滅 した可能性が高い。調査

区の北端の一部は林であったが、農道敷設以前はさらに林が広がっていたこともあり、調査範囲全体が、木

根によるカクラン著 しく、検出は困難を極めた。今回検出された遺構の覆土は淡いものが多いため、根によ

るカクランとほとんど区別できなかった。そのため、検出面で遺構を確認できず精査の途中で重複 している

ことに気づ くことが しばしばあった。初年度の失敗を繰 り返さないため、次年度は、検出面 (Ⅳ層上面)を
10～ 20cm下 げてでも、遺構をはっきりと確認 してか ら精査に入るよう心がけたが、住居の周 りは下げられな

いこともあり、同 じような失敗 もあった。遺構の精査 。遺物の取 り上げ方については、第Ⅲ章、第V章参照。

ダメ押 し。初年度はほとんどできなかったが、次年度はできるだけ行った。 3D～ 4Cグ リッド、 8C～
10Dグ リッドでは (第 6図 )、 検出・ 精査後にさらに30cm地 山を下げて再検出 しているので、 この付近に遺

構がないのは事実である。ただ し、 8D付近は、 もともと削平されている場所なので、本来はあった可能性

もある。その他 も、北側 。東側調査区は、最初の検出時で既に地山を20cal以上下げているので、見逃 してい

る可能性は低いと思われる。東側調査区は、 もともと削平されているので、あり得ないと思 う。ただ し、竪

穴住居跡の周囲は、住居が検出できた時点で止めているので、ほとんど下げていないが、周囲の遺構の空白

部分には深さ約30cnの トレンチを入れているので、 この場所についても見逃 している可能性はほとんどない

と思われる (ト レンチの位置を記録 したかったが、できなかった。実施 したのが撤収前 日で、雪が降 り、暗

くて光波 トランシットも平板 も使えなかったためである)。 住居内についても、記録後床面を約30cm下 げて

再検出しているので、見逃 していることはないと思 う。

1.竪穴住居跡・炉跡
縄文時代 (全て中期前葉)の竪穴住居跡を 3棟、古代 (平安時代 ?)の竪穴住居跡を 2棟検出した。 この

他、縄文時代 (前期中棄～中期前葉で、前期末～中期前葉主体か)の炉跡が10基 (土器埋設炉 6基 =炉体土

器の数、石囲炉 3基、地床炉 1基)検出されたが、周囲に柱穴が確認されることもあり、屋外炉でなく竪穴

住居跡の炉跡である可能性が高い。そこで一緒に報告することにしたが、調査範囲が狭いこともあって住居

の範囲を特定することは極めて難 しく、近 くに検出された柱穴が、本当にその炉跡が帰属する住居跡に伴 う

かどうか定かでない。調査で も、基本的には炉跡は炉跡 として登録 し遺物 も別に取 り上げている。そこで、

近 くに検出された炉跡 と柱穴を合わせて第○号住居跡 として報告するが、その炉跡 も第○号炉跡として続け

て別に詳細に報告することにしたい。 さらに (○ と○は同 じ数字が入る)、 近 くに複数の炉が検出された場

合、柱穴がどの炉の住居跡に帰属するか見当 もつかない (一つの住居に複数の炉が伴 う可能性 もあるが)。

そこで、近 くに複数の炉がある場合は同時に報告することとし、住居 も第○号住居 と一括 して扱い、炉跡を

第OA号 炉跡、第OB号炉跡、第OC号 炉跡のように報告する。
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なお、第 Ⅱ章第 2節、第Ⅲ章第 1節、本章冒頭に述べたように、今回の調査では狭い範囲なが ら検出・精

査を何度にも分けて行 っており、調査結果に組部を来 している。本遺跡の柱穴は、根穴 と区別できないよう

なものが多 く、また現実に周囲には根穴が多 く見 られた。そのため、半裁 して同 じような結果が見 られても、

遺構とする積極的な気持ちが働けば柱穴になるし、そうでなければ疑似現象 として しまう。近 くに炉跡があ

れば柱穴とするが、そうでなければ……。柱穴が前年度の範囲に広が らず不自然な分布を示すのは、このた

めである。

遺物の出土位置を示す①～④は、断面図を取 る前の遺物の取 り上げに便宜的に使 ったもので、中グリッド

に準 じ (第 Ⅲ章参照 )、 南北ベル トと東西ベル ト (平面図のセクションポイント参照)を基準にして住居内

を四つの区画に分け、北西区画を①、北東区画を②、南西区画を③、南東区画を④ と呼称 した。

縄文の住居は、基本的には、調査範囲全体に広がるようだが、西部西端、中央部中央、東部中央に特に集

中する。

第 1号住居跡 (第 8・ 9・ 68・ 69図、写真図版 4・ 5。 116～ 119・ 171～ 178・ 183)

〔位置 。検出状況〕調査区西部東端。 6C～ Dグ リッド。前年度水路より南側の区画を最初に調査 していた

とき、Ⅳ層上面暗褐色土で検出。大 きく弧を描 くプランから竪穴住居跡とわかった。北側の未検出範囲にほ

とんどがあり、またこの部分では水路か ら検出面 まで深さ lm以上あって水路を壊 して も住居にはほとんど

影響がないことがわかった。さらに、新規に付 け替えられる水路工事の範囲にも含まれないことを知 った。

そこで、 この時点では手を付けず、全てを検出 し終わってか ら精査に入ることにした。また、未検出範囲を

検出面まで下げるとき、住居の掘 り込み面を確認するため、 Ⅱ層以下の土層をベル ト状に残 した。精査は、

次年度、調査員 3人体制が復活 した10月 1日 か ら開始 した。

〔図・ 精査状況〕東西断面 (A― A′ )|よ、土手状に高 く残 したので平面図と計測 レベルが異なるため、上

場合わない。柱穴 5の上器の位置合わない。 A′ 側、 グラグラと立ち上がったはずなのになぜか下場がある。

B― Bア のセクション・ ポイントB′ は多分ずれている。 B側の上場測 り間違い。炉の断ち割 りは、調査の

最終時にだめ押 しと平行 して行 っていたせいか、セクション・ ポイント記入忘れ。東西方向に割 っている。

本住居の床は、非常にわかりづ らく、硬 く締まらず濁 っており、サブ トレンチを多 く入れて確認 したため、

大部分が掘 りすぎである (掘 り足 らなかった可能性は、後で住居内にある土坑を検出するため全体を20cm以

上下げて確認 したので、ないと思われる)。 平面写真で高 く残 っているところが床面であり実測 もしてきた

が、図面に記すと煩雑になるので割愛 した。

壁 もはっきりせず、北西隅は、土器の出土 もほとんどなく、床 も他と比べてきれいなⅣ層であったことか

ら、掘 りすぎの可能性 もある。

北東隅の柱穴様のものは、ベル ト残 しての掘削時作業員にいつの間にか掘 られていたもので、近 くに土坑

(第44号 )の シミが検出されていたこともあり、意味のない掘 り過ぎと考えていた。 しか し、その後だめ押

しで柱穴 9が確認され、 この穴と対角線上にあることから、柱穴であった可能性 もある (レ ベル未記入で深

さ不明)。

〔重複〕南西隅に第29号焼土あり。重複するか微妙なところだが、検出面か ら焼上の方が新 しい可能性が

ある。床面から第42・ 44号土坑検出。新旧関係ははっきりしないが、検出面で輪郭全 く掴めなかったことか

ら土坑の方が古いと考えていたが、ベル トを残 しての精査時にかなり高い面で確認できたことから、土坑の

方が新 しい可能性 も捨てきれない。東壁に第43号土坑があるが、本土坑は住居精査時に検出できず第30号焼
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土を断ち割 ったときに初めて確認で きたので、新旧関係 ははっきりしないが土坑の方が古 い可能性があ

る。

〔覆土・堆積状況〕断面図の 2層以下が相当するのだと思われるが、Ⅲ層 とほとんど同 じであり、 3層以外

は各層の間 もほとんど区別できない。上述のように床面 との違いも定かでない。なお、 7層 は、 A― A′ 断

面の裏側にあり (8層の裏にある)、 図中には出ていない。

〔平面形 。規模〕壁、床 はっきりせず (特 に北西隅 )、 不確かだが、 5.8× 4.81n程 度の隅丸長方形～楕円形

か。

〔壁・床・掘 り方〕壁・ 底は汚れたⅣ層 と言 った感 じではっきりしない。掘 り方は、 トレンチを入れたり、

だめ押 しで深掘 りをかけたが、確認できなかった。

〔柱穴〕床面で、はっきりしないものを含み半裁 した結果 5つ を登録 した (柱穴 1～ 5)。 床面を下げだめ

押 しで 4つ 検出した (柱穴 4～ 9)。 第43号土坑精査後撮影のためクリーニ ングした際 2つ 検出 (柱穴 10、

11)。 構造は読みとれないが、一箇所に集中するものがあり建て替えが行われている可能性が高い。覆土は、

柱穴 1が、僅かな上層と下層に分かれ、上層は灰黄褐色土 (10YR4/2)地 に黄褐色土 (10YR5/6)の ブロッ

ク、 シル ト、炭化物含みⅣ層粒子多い (1層 とする)① 下層は黒褐色土 (10YR3/2)シ ル ト、粘性あり、他

は上層 と同 じ性質 (2層 とする)。 柱穴 2は 、立ち上がりがはっきりしないが、大部分を占める上層は、柱

穴 1の上層に似るが、より黄褐色上の部分多 く、Ⅳ層に根が入って汚れているようにも見える。下層は 2層。

柱穴 3は、上から下まで柱穴 2の上層 とほとんど同 じ。柱穴 4は、 2層 とほとんど同 じだが、底に責褐色土

が頭者。柱穴 5は、 1層で、土器が逆位に埋設 (土器は上半部のみ)。 柱穴 6は、褐色土 (10YR4/4)シ ル

ト、粘性あり、 l mm程度の炭化物散 る。柱穴 7は、柱穴 6に似るが、より濃い色である。柱穴 8は、薄い上

層は、柱穴 6、 7よ りず っと淡 くにぶい黄褐色土 (10YR5/4)で 、根穴 とも思われるが、大部分を占める

下層は、褐色土 (10YR4/6)シ ル ト、 ほんの僅かな炭化物含む。下層に最初気づかなかったので疑似現象

かとも思 っていた。柱穴 9は、柱穴 6～ 8と 異なるが、強いて言えば 8に 近い。焼土粒 目立つ。褐色± 10

YR4/4)。 柱穴10は、住穴 6に 似 るが もっと淡い。褐色土 (10YR4/4)シ ル ト、粘性強い、 ローム粒多 く、

炭化物、焼土粒含む。柱穴 11は 、柱穴 1～ 5に似 る。にぶい黄褐色 (10YR4/3)地 に黄褐色土 (10YR5/6)

の斑、 シル ト、Ⅳ～V層粒子多 く、炭化物比較的多 く含む。

〔炉〕上面では焼土 しか確認できなかったが、断ち割 った結果土器埋設炉であることがわかった。土器の周

囲80× 55cmの範囲にしっか りした焼土が形成されている。

〔その他の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕 (出土状況)9点 の比較的残 りの良い土器が出土 した (第 8図、写真図版 5参照 )。 No l～ 8

の順 は、出土 レベルの高い→低 いの順であるが、何れ も 6層か ら出土 している (8は ほぼ床面 )。 No 9

(第68図 11・ 12)は 、柱穴 5に 逆位に埋設。No.1(第 68図 2=3)は 、 ほぼ水平 に横倒 しになって土圧で

押 しつぶされた状態で出土。No 2(第 68図 4)は、バラバラの土器破片の寄せ集めと言 った感 じで、立 っ

ている底部破片 も見える。No.3(第 68図 5)も 、横倒 しになって土圧で押 しつぶされたような状態だが、

住居中央に向かって傾斜 している (床面 も?)。 No.4(第 68図 6)も 、 ほぼ水平 に横倒 しになって土圧で

押 しつぶされたような状態で出土 しているが、下の上に接 している部分は残 っていないかも知れない。No 5

は、集中部分か ら二つに分かれ (5a～ c)(5b・ cは不掲載)、 5a(第 68図 7)は、日～胴部が水平に

横倒 しでつぶれたような状態で出土、 5bは、底部破片で横倒 しになった状態で (底部 自体は立 ったような

位置)で出土、 5cは胴部破片。No.6(不掲載)は、黒こげになった破片 (寄せ集め ?)が、 ほぼ水平の

-18-



状態で出土。No 7(第68図 9)は、口～胴部の比較的大 きな破片が、内側を上に向けてほぼ水平に出土。

No.8(第 68図 10)は 、日縁部破片が、外側を上に向けてほぼ水平に出土。No.9(第 68区 12)は 、底を欠

いているが、ほば倒立 したような状態で出土。

(遺物)第 68図 1～ 25の 土器、写真図版 117の 1～ 119の 37の 石器 (第 69図 に一部図示 )、 写真図版 171の 791

～178の 965の石器製作時の剥片 (一部 Rフ レイク含む)(総量 1,192.61g)、 写真図版 116の 10の焼粘土塊、写

真図版 183の 1～ 3の コハクが出土。土器 は、 1、 7は、縄文中期前葉、 2=3は 、円筒上層 b式、 5?、

6、 10～ 12、 13?、 16、 18?、 20、 21?、 22?、 24は 、円筒上層al式、 9は 、円筒上層a2式、23?=25は

円筒下層dl式 ?、 4、 8、 14、 15、 17、 19は 、時期不明。掲載 した以外に、 9号袋 × 6程度の上器破片が出

土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代中期前葉 (円筒上層al～ 2式期 ?)と 思われる。

第 2号住居跡 (第 10。 11・ 69～ 73図、写真図版 6～ 8・ 119～ 126・ 183)

〔位置・検出状況〕調査区中央部中央。 7～ 8Bグ リッド。前年度調査終盤に確認。次年度丁寧に検出 した

が、明確なプラン、第 3号住居跡 との新旧関係は掴めなかった。仕方がないので、本住居の主軸方向のベル

トを第 3号住居まで通 して設定 し、それと直交する方向にも多めのベル トを掛けて、断面から、プラン、新

旧関係を明確にしようとした。精査に入 ったのは、土坑の精査がほぼ一通 り終わり、再び調査員 3人体制に

戻った10月 以降である。思 った以上に浅 く、壁がはっきりしなかったが、第 3号住居の床とはレベル差があ

り、二つの住居の重複であろうという見通 しはたったので、登録。半裁時に出土 した土器は、登録前だった

ので、第 2・ 3号 として上げている。

〔図・ 精査状況〕住居断面のセクション・ ポイントBア とC、 写真撮影のための清掃時に動かされていた。

炉跡、焼土のセクション・ ポイントは、調査最終局面でだめ押 しと平行 して調査を進めていたため、なくなっ

たり記録忘れたりで、セクション・ ポイントE以外平面図に残 っていない。何れ も東西方向に割 り、南側の

断面を記録 している。

〔重複〕東側第 3号住居 と重複 し、 はっきりしないが覆土の延び具合か ら考えて (A― A′ )、 本遺構の方

が新 しい可能性が高い。第 4・ 5号炉体土器の下に第64号、第65号土坑がある (本遺構の方が新 しい)。 南

東側第67号土坑があり第 3号住居より古いので、本遺構より古い。上に切 り株あったため木根多 く、 さらに

元の水路が横切 り本遺構中に方向変換用の水槽 (図示)があり、カクランを多 く受けている。

〔覆土・堆積状況〕暗褐色の今回よく見 られた一般的な遺構の覆土。浅いため、 ほぼ単層。

〔平面形 。規模〕壁がはっきりせず、特に第 3号住居跡との重複部分が全 く不明なため、よくわか らないが、

短軸 4m程度、長軸 9m以上の隅丸長方形～長楕円形か。

〔壁・床 。掘 り方〕重複 してない部分は、Ⅳ層上部、東側は第 3号住居覆土。何れ も軟 らか く、床 らしくな

い。所々 トレンチを入れだめ押 しを したが、掘 り方は確認できなかった。

〔柱穴〕床面浅 く地表面に近 くて汚れており、検出は困難を極めた。それ らしいものを断ち割 った結果、あ

まりはっきりしないが、 9つ 登録 した。覆土は、柱穴 1～ 5、 9は 、褐色土 (10YR4/4)シ ル ト、粘性あ

り、炭化物顕著に含む。柱穴 6～ 8は、怪 しく根穴か も知れないが、にぶい黄褐色土 (10YR4/3)シ ル ト、

Ⅳ層粒子、ブロック多 く含む。柱穴 7・ 8は、 1～ 5に似るがより淡い。

〔炉〕土器埋設炉。東西方向に土器が 3つ 並び、軸方向がややずれているような気がするが、その延長上の

第 3号住居内に 2つ の土器が並ぶ。 3つ 並んだ部分の西側には土器の抜 き取 り痕状の黒いシミが見 られ、さ
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らにその西側は水槽によって壊 されているので、 もっと多 くの上器が埋設 されていた可能性が高い。炉は強

く火を受けて赤 く焼けており、焼土は大きく発達 している (最大厚 14cm)。 掘 り方ははっきりしない。

〔その他の付属施設〕床面に焼土が 2箇所発見されたが、周囲にも焼土が見 られるところであり、本遺構 と

は関係ないかも知れない。

〔出土遺物〕 (出上状況)浅 いため、本住居に帰属すると特定されたものは少ないが、柱穴 9の 覆土中層か

ら比較的大きな土器片、枡によるカクランの南西側床面か ら石皿が出土 している。

(遺物)第 69図26～第70図34の土器、写真図版 119の 38～ 120の 50の 石器 (第 70図 に一部図示 )、 写真図版 183

の 4の コハク、石器製作時の剥片52456gが 出土。土器は、26～ 28、 32は 円筒上層al式、 31、 33、 34は 、円

筒下層dl式、 29、 30は、縄文前期後葉～中期前葉。掲載 した以外に、土器片が、 10× 10cm l点、 9号袋 ×

5袋程度出土。

なお、以上の他に、第71図 46、 52～ 55他 の上器、写真図版 121の 69～ 122の 72、 123の 102、 103他の石器 も

出土 している (第 71～ 73図 に一部図示)。 土器は、46、 53、 54は、円筒上層al式、52は 、五領 ヶ台 Ia式で

あろう。55は 時期不明だが古いかも知れない (縄文早期～前期前半)。 ところで、「第 2～ 3号住居跡」となっ

ているのは、第 2号 と第 3号を通 してベル トを設置 し掘 り下げたためで、遺物は、四区画に準 じた方向で、

北側に①→②→③→④、南側に⑤→⑥→⑦→③の区画で取 り分けている (③、⑦はどちらに帰属するか不明。

①、②、⑤、⑥は本住居 )。 また第 2号か 3号住居のどちらか ら出たかはっきりしない土器片が、 9号袋 ×

2程度出土 している。第71図 6の 円盤状土製品、写真図版 183の 5の コハ クも、 どちらか ら出土 したかはっ

きりしない。また、「第 2～ 3号住居跡」で取 り上げた石器製作時の剥片が、6,432.28gあ る。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代中期前葉円筒上層al式期と思われる。

第 3号住居跡 (第 12・ 13・ 70～ 73図、写真図版 8。 9。 120～ 126・ 178～ 181・ 183)

〔位置・ 検出状況〕調査区中央部。 8B～ Cグ リッド。前年度調査終盤 に確認。次年度丁寧に検出したが、

明確なプラン、第 3号住居跡 との新旧関係は掴めなかった。仕方がないので、第 2号住居の主軸方向のベル

トを第 3号住居まで通 して設定 し、断面か ら、プラン、新旧関係を明確に しようとした。南北ベル トは、土

坑あるいは出入 り口状遺構 らしいものが確認されていたので (第64号土坑 )、 それを通 して設定 した。精査

に入 ったのは、土坑の精査がほぼ一通 り終わり、再び調査員 3人体制に戻 った10月 以降である。第 2号住居

が思 った以上に浅 く、壁がはっきりしなかったが、第 3号住居の床 とはレベル差があり、二つの住居の重複

であろうという見通 しはたったので、登録。半裁時に出土 した土器は、登録前だったので、第 2・ 3号 とし

て上げている。

〔図・精査状況〕南北断面 (A― A′ )、 石囲炉の南側の石の北側の上場、認識の違いか、合わない。東西

断面 (B― B′ )の石囲炉の西側の石の西側の上場、合わない。 B′ 側のカクラン範囲、崩れたせいか合わ

ない。石囲炉のセクション・ ポイント、調査最終期でだめ押 しと平行 していたせいか、セクション・ ポイン

ト抜かれてなくなり記入 していない。お詫び申し上げる次第である。 C― C′ は、東西方向に割 り南側か ら

記録、 D― D′ は、南北方向に割 り西から記録 している。

最後に精査 した住居であり、下に土坑が隠れているという見通 しを持 っていたので、かなり焦 って精査 し

たため、多 くの不備がある。

〔重複〕西側、第 2号住居と重複 し、覆土および炉の位置か ら第 2号の方が新 しいと思われる。北西側第64

号土坑と重複 し、断面か ら土坑の方が新 しい。北側、第68号土坑 と重複 し、住居検出面では確認できず床面
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で確認 したが、第64号土坑 との関係か ら、第68号土坑の方が新 しい。西側第67号土坑 と重複 し、土坑上面に

黄褐色土を貼 っていたことか ら、土坑の方が古い可能性が高い。南側、第72号土坑 と重複。本土坑は、第 3

号住居の柱穴検出時に確認 したもので、土坑の方が古い可能性がある。北西隅、第65号、第66号土坑と重複

するが、両土坑 とも上面にある第 2号住居跡の炉を断ち割 った際に検出 したため、新旧関係ははっきりしな

い。

〔覆土 。堆積状況〕 3層を基本的な覆土 とするようだが、Ⅳ層再堆積土に炭化物を含むという今回の調査で

多 くの遺構に見 られた土。

〔平面形・規模〕68× 47m程度の楕円形。周溝があるので間違いないと思われる。

〔壁 。床・掘 り方〕壁～底Ⅳ層で、汚れており固 く締まらない。浅 く、壁の上面が木根等によって汚れてお

り、壁 も床 も明確には検出できなかった。第67号土坑との重複部分は、黄褐色土を貼 っているようである。

だめ押 しで20cm以上掘 り下げてみたが、掘 り方は確認できなかった。

〔柱穴〕床面検出時に10個、土坑含めて精査全て終了 したダメ押 し時に 6個登録。床面が汚れていて明確に

は検出できなかった。床面検出時には、その他にも柱穴 らしいものを確認 したが、半裁 した結果ボツ。柱穴

4・ 6は′
l■
Xし く、 9も やや怪 しい。覆土 は、皆同 じで、にぶい黄褐色土 (10YR4/3)シ ル ト、汚れⅣ層再

堆積、 フカフカ、根穴より淡い。だめ押 し時に検出したものは、柱穴 11、 12が、褐色土 (10YR4/4)シ ル

ト、 ローム粒多 く、 1～ 2 mmの 炭化物含む。柱穴 13・ 15は 、褐色土 (10YR4/6)シ ル ト、粘性あり、全体

が一様で汚れⅣ層再堆積、炭化物含まず疑似現象との区別つきづ らいが、検出面か ら柱穴に間違いないと思

われる。柱穴 14は、柱穴 11・ 12よ り地の色が濃 く、床面で検出 したものに近い。暗褐色土 (10YR3/4)シ ル

ト、ややボソボソ、他の性質は柱穴 11・ 12と 同 じ。柱穴16は、柱穴 11・ 12に より地の色がずっと明るく、ロー

ム粒多 く、他は柱穴 11・ 12に 同 じ。

4本柱四角形 という主柱穴の構造をとるものと思われる。それぞれの位置に複数の柱穴が確認 されたこと

から、建て替えがなされているのであろう。北西部分の柱穴が極端に少ないのは、第 2号住居の炉、第65号、

第66号土坑と重なる位置にあり、検出 しにくかったためと思われる。

〔炉〕75× 70程度の範囲に一周礫が巡 り、中央に土器底部が埋設される土器埋設石囲炉。土器は赤 く良 く焼

けており石のほとんどは火を受けて赤 くなっているが、焼土の形成は非常に弱い①調査最終時に焦 って精査

を進め、普段精査を担当 していない作業員に精査をやってもらったため指示が十分に伝わ らず、断ち割 り時

に石を取 り除かれて しまった。平面図が断面図とうまく合わないのはこのためである。お詫び申 し上げる次

第である。

〔その他の付属施設〕周溝が巡 る。北～西にかけて検出できなかったのは、 この部分が遺構の重複著 しく確

認 しづ らかっただけか も知れない。二重に巡る場所 もあり、柱穴のみならず周溝か らも建て替えの可能性が

示唆される。覆土は、柱穴 1～ 10と 同 じで、にぶい黄褐色土 (10YR4/3)シ ル ト、汚れⅣ層再堆積、 フカ

フカ、根穴より淡い。

〔出土遺物〕第70図 35～ 45の 土器、写真図版 120の 51～ 122の 68の 石器類 (第 71図 に一部図示 )、 写真図版 178

の966～ 181の 1060他の石器製作時の剥片 (Rフ レイク含む)(掲載分34845g、 総量 1,55801g)が 出土 してい

る。土器は、36～ 38、 45は、円筒上層al式、41は、円筒上層a2式 の可能性が高い。40は、縄文前期後葉～中

期前葉、35、 39、 42～44は、時期不明。

なお、以上の他に、第71図49～ 51、 62、 63等 の土器、写真図版 122の 82～ 123の 101、 125の 131～ 126の 146

他の石器 も出土 している (第 71～73図 に一部図示 )。 土器は、49は 円筒上層 b式 ?、 50、 62は 、円筒上層al
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式、 51、 63は時期不明。 ところで、「第 2～ 3号住居跡Jと なっているのは、第 2号 と第 3号を通 してベル

トを設置 し掘 り下げたためで、遺物は、四区画に準 じた方向で、北側に①→②→③→④、南側に⑤→⑥→⑦

→③の区画で取 り分けている (③、⑦はどちらに帰属するか不明。④、⑥ は本住居 )。 掲載 した以外に、 9

号袋 × 7程度の上器片が出土 し、その他、第 2号か 3号住居のどちらか ら出たかはっきりしない土器片が、

9号袋× 2程度出土 している。第71図 6の 円盤状土製品、写真図版 183の 5の コハクも、どちらか ら出土 し

たかはっきりしない。また、「第 2～ 3号住居跡」で取 り上げた石器製作時の剥片が、6,432.28gあ る。

〔時期〕出土土器 と重複関係か ら、縄文時代中期前葉 (円筒上層al式期 ?)の可能性が高い。

第 4号住居跡 (第 14・ 15・ 73・ 74図、写真図版10～ 12。 126・ 127)

〔位置 。検出状況〕第 4A号、第 4B、 C号炉跡を精査 した後、 これにレベル的に合 う床面を見つけ、竪穴

住居跡の存在を考えたが、それは初年度の調査終盤であった。次年度は、 この住居の柱穴を捜すところか ら

始めた。周囲に古代の住居があり汚れているせいか、なかなか検出できなかった。あまりそれらしくはなかっ

たが、 4つ の柱穴、さらにダメ押 しで 2つ の柱穴を見つけた。 しか し、本住居の床 と考えて残 しておいたⅢ

層の下から、焼土 (第41号)が検出され、柱穴が、この焼土に伴 うものである可能性 も捨てきれないので、

一緒に掲載 した。ただ し、詳細は、本章最後の焼土の節参照。

〔図 。精査状況〕柱穴 6は 、調査員の意思疎通がうまくいかず平面図を作成 していなかった。お詫び申し上

げる次第である。柱穴 6の 位置は、柱穴 4の 東隣か、柱穴 3の 東隣である。同 じくF― F′ は、 F側崩れて

合わず、 H― H′ は、崩れたのか全 く合わない。炉跡については、後述。第41号焼土 については、焼上の節

参照。

〔重複〕古代の第10号住居跡に切 られる。周囲に第 2号～第 6号土坑があるが、新旧関係は不明。想定 した

床面が正 しいとしたら、第41号焼土は、本遺構より古い。

〔覆土・ 堆積状況〕認定時既になくなっていたので、不明。〔平面形 。規模〕不明。

〔壁 。床・掘 り方〕炉跡東側に残 したⅢ層が床面だとすれば、水平で、比較的固 く締まるが、表面に凹凸が

あリボソボソした部分 もある。壁、掘 り方は確認できなかった。

〔柱穴〕柱穴 1～ 4は、同時に検出 し、 1は 比較的はっきり検出。他 は断ち割 ってみた結果それらしいもの

を登録 (ボ ツになったものも多かった)。 3は 、怪 しいが、 1、 2と の並びがよいので、含めた。覆土は、

全体的ににぶい黄褐色～灰黄褐色土だが、 3と 4は やや異質である。柱穴 5と 6は、地山上面を20cm下 げて

第 5～ 6号土坑のプランを確認する際に検出。

〔炉〕 3つ の上器埋設遺構。詳細は、後で別に述べる。

〔その他の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕以下に述べる炉体土器の他に、本住居に帰属する可能性のある遺物として、第73図 68～ 70の 土

器、写真図版 126の 147～ 127の 159の 石器類 (第73～ 74図 に一部図示 )、 石器製作時の剥片2624gあ る。土器

は、69は 円筒下層dl式、その他 も円筒下層 d式の可能性が高い。掲載 した以外に、本遺構に関係する土器

破片が、 9号袋 × 1分あるが、本遺構に帰属するかどうかは不明である。

〔時期〕出土土器から縄文時代前期末 (円筒下層dl式期 ?)の可能性が高い。

第 4A号炉跡 (第 14・ 15。 第73図、写真図版10)

〔位置 。検出状況〕調査区西端。 2Dグ リッド。Ⅲ層中で確認。

〔図・精査状況〕検出面で確認 した焼上の範囲が、断ち割 った際の焼上の範囲と大 きく異なったため、焼土
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範囲合わない。その理由としては、検出面で、覆土が被 っていたことや焼土粒が密集 していたことにより燃

焼範囲を見誤 ったことが挙げられる。

〔重複〕東側第10号住居 と重複 し、壊されている。

〔覆土〕検出時に既になくなっていたため不明。

〔種類・平面形・ 規模・掘 り方〕土器埋設炉。土器の周囲に約80× 50c14の 範囲で焼土が不整形に広がってい

る。土器は、深鉢形土器の底部が正位に埋設 されている。

〔焼土〕土器の周囲に約80× 50cmの 範囲で焼土が不整形に広がっていたが、不整形なのは撹乱を受けている

ためか。検出時の最大厚約14cmo Ⅲ層中に形成されているためか、あまりしっか りしていないようである。

〔付属施設〕ないと思われる①

〔所属施設〕Ⅲ層上面でほぼ検出され周囲にⅢ層が広がるが、第10号住居のカマ ド東側に残 しておいたⅢ層

上面がどうやら住居床面であることが 1年 目の調査の最後に判明 し、 この点か ら判断すると、 この住居の炉

跡である可能性が高い。なお、本遺構の北東側に隣接 して第 4B、 C号炉跡があるが、検出面の高さがほば

同 じであることか ら、 これ も同 じ住居の炉跡の可能性が高い。 これ らを総称 して第 4号住居跡 と仮称する。

第 4号住居の詳細は、上で別に述べた。

〔出土遺物〕炉体土器は、日縁部が欠損 しており (第 73図 64)、 時期の特定が難 しいが、円筒下層 d式の可

能↑生があるか。

〔時期〕炉体土器か ら、縄文時代前期末の可能性がある。

第 4B、 C号炉跡 (第 14・ 15。 73図、写真図版 10)

〔位置 。検出状況〕調査区西端。 2Dグ リッド。Ⅲ層中で確認。

〔図・ 精査状況〕西 (B′ )側の焼土が、断ち割 りの際に崩れたため、平面図と断面図の範囲合わない。

〔重複〕南側第 10号住居 と重複 し、壊されている。

〔覆土〕検出時に既になくなっていたため不明。

〔種類 。平面形・規模・掘 り方〕土器埋設炉で、東西に隣接 して三つの上器が L字状に並んで埋設されてい

る。土器は、何れも深鉢形土器の底部が正位に埋設されている。周囲には焼土が広がるが、南側が第10号住

居で壊されているため範囲は不明である。

〔焼土〕東西方向に約 70cm、 南北方向は35cm以上 (住居に壊されているため不明)に わたって広がる。検出

面からの最大厚 10cm。

〔付属施設〕ないと思われる。

〔所属施設〕Ⅲ層上面でほぼ検出され周囲にⅢ層が広がるが、第10号住居のカマ ド東側に残 しておいたⅢ層

上面がどうやら住居床面であることが 1年 目の調査の最後に判明 し、 この点か ら判断すると、 この住居の炉

跡である可能性が高い。なお、本遺構の南西側に隣接 して第 4A号炉跡があるが、検出面の高さがほぼ同 じ

であることから、 これも同 じ住居の炉跡の可能性が高い。 これ らを総称 して第 4号住居跡 と仮称する。第 4

号住居の詳細は、上で別に述べた。

〔出土遺物〕炉体土器 (第 73図65～67)は 、何れも回縁部が欠損 しており、時期の特定が難 しいが、円筒下

層 d式を中心とした時期のものと思われる。

〔時期〕炉体土器か ら、縄文時代前期末の可能性がある。
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第 5号住居跡 (第 16・ 17・ 74図、写真図版 12・ 13・ H6・ 127・ 128)

〔位置・検出状況〕調査区東部中央。14Cグ リッド。法面 クリーニングして第 5A、 B号炉跡検出①前年度

県教育委員会の試掘で竪穴住居跡 とされたものは、本遺構か も知れない。周囲をクリーニングして竪穴を捜

したが、検出位置が法面の一番上近 くにあり、ほとんどが削平 されているためか見つけることはできなか っ

た。それで現場では炉跡 として全録 したが、後に柱穴が確認されたこともあり、また調査区境の断面に竪穴

らしいものも確認 されたため、住居跡を想定 した。なお、調査区境をクリーニングした際、別の炉跡 (第 5

C号)も 検出されたが、 この炉跡が帰属する竪穴範囲が推測できず、 この炉より東側の調査区境断面図の作

成を省略 したため、一緒に掲載する。また、第42号焼土 も、炉跡 と柱穴か ら推定される竪穴の範囲に入 るの

で一緒に掲載する。ただ し、詳細 は、本章最後の焼土の節参照。

〔図・精査状況〕調査区境断面図 (A― A′ )の セクション・ ポイント平面図に記入漏れ。西側の角がセク

ション・ ポイントAの位置になる。炉跡については後述、焼土については本章最後の焼土の節参照。

〔重複〕第 5B号炉跡 は第91号土坑、第42号焼土は第90号土坑の検出面にある (よ り新 しい)。 周囲には、

その他の遺構 も広がるが、新旧関係不明。

〔覆土・堆積状況〕断面図 (A― A′ )の 2層 が相当するか。 〔平面形・規模〕不明。

〔壁・床 。掘 り方〕壁、底は、調査区境に相当する部分があるか。掘 り方は確認できなかった。

〔柱穴〕周囲を丹念に検出 したが、法面に位置 し水田造成時に南側は大きく削平されたためか、北側の高い

方にしか見つけられなかった。断ち割 った結果 7基を登録。あまりはっきりしないが、第 4号、第 6号住居

跡に比べればそれ らしい。断面図は、次年度の調査最終時であったため作成 しなかったが、覆土は、柱穴

1～ 3が、濃淡の違いはあるが、にぶい黄褐色土 (10YR5/3)シ ル ト、粘性あり、 V層 ダマ状 (径 l cm)ブ

ロック、炭化物含む。 す ごく淡 く、周囲の根穴 とほとん ど区別で きない。柱穴 4、 5は、灰黄褐色土

(10YR4/2)シ ル ト、性質は 1～ 3と 同 じ。柱穴 6は、灰黄褐色 (10YR4/2)～黒褐色土 (10YR3/2)の間、

性質は 1～ 3と 同 じ。柱穴 7は、いったんは疑似現象かと思 ったが思い直 した。 1～ 3と 4～ 5の 中間的。

深さは、柱穴 1約 19cm、 2約 44cm、 3約 44cnI、 4約 33cm、 5約 20cm、 6約 56cm、 7約 59cm。

〔炉〕最初は第 5A、 B号炉跡のみかと考えていたが、第 5C号炉跡、第42号焼土 も同 じ軸線上に乗 り、一

連のものか も知れない。詳細は、炉跡については後述、焼土については本章最後の焼土の節参照。

〔その他の付属施設〕不明。

〔出土遺物〕以下の第 5A～ C号炉跡炉体土器の他、第74図75～ 78の 上器、石器製作時の剥片4169g出 土。

土器は、 75、 76は 、円筒下層dl式 か、 77、 78?は 、縄文中期前葉。写真図版 127の 165～ 128の 172の 石器類

(一部第74図 に図示)も、周囲か ら出土 している。

〔時期〕第 5A～ C号炉跡の炉体土器か ら、縄文時代中期前葉 と思われる。

第 5A・ B号炉跡 (第 16・ 17・ 74図、写真図版 13・ 116・ 127)

〔位置・ 検出状況〕調査区東部中央。14Cグ リッド。法面 クリーエングして検出。前年度県教育委員会の試

掘で竪穴住居跡 とされたものは、本遺構かも知れない。周囲をク リーニングして竪穴を捜 したが、検出位置

が法面の一番上近 くにあり、ほとんどが削平されているためか見つけることはできなかった。それで現場で

は炉跡 として全録 した。

〔図・精査状況〕断面図はB― B′ で、土器東側測 り間違いか合わない。焼土範囲は認識の差で合わない。

〔重複〕第91号土坑の検出面にある (よ り新 しい)。 なお、検出時には、土坑があまりに小さかったため炉

跡の掘 り方かと思 っていた。
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〔覆上〕検出時既になくなっていたため、不明。

〔種類 。平面形・ 規模・ 掘 り方〕土器埋設炉。土器の数か ら考えると 2基になるが、一連のものと思われる。

5A号炉は、深鉢形土器の底部を正位に埋設。 5B号炉は、円筒上層al式の底部を欠いた深鉢形土器を正

位に埋設 (口縁部 も欠いているが、元はあった可能性がある)。 掘 り方 は、一応それ らしいものが確認され

ている (断面図参照 )。

〔焼土〕東側の土器の周囲には、円形に焼土が発達 している (直径約 50cm、 最大厚 10cm)。 そこか ら、西側

の土器にかけてはブロック状の焼上が見 られ、西側の土器の周 りには焼土は検出されていない。

〔付属施設〕不明。

〔所属施設〕周囲に検出された柱穴は、本炉跡が帰属する竪穴住居跡のものの可能性がある。また、調査区

境を記録 した断面図 (A― A′ )中央に見 られる落ち込みは、その竪穴である可能性 もある。第 5C号炉跡、

第42号焼土 とも同 じ軸線上に乗 っており、より大きな住居の炉跡の可能性 もある。

〔出上遺物〕第74図71が 5A号炉の炉体土器、72が 5B号炉の炉体土器。71は 、はっきりしないが、72は 円

筒上層al式 と思われる。77も 5A号炉付近から出土 しているが、時期ははっきりしない。78も 同様である。

写真図版 127の 160、 161の石器類 (一部第74図 に図示 )、 写真図版116の 11の焼粘土塊 も出土 している。掲載

した以外に、本遺構に関係する (検出時 も)土器 として、 10× 10cm 2個、 9号袋 ×08程度の上器片が出土

しているが、本遺構に帰属する可能性は低いものと思われる。

〔時期〕 5A号炉は、はっきりしないが、縄文時代前期末～中期前葉辺 りか。 5B号炉は、縄文時代中期前

葉円筒上層al式期 と思われる。

第 5C号炉跡 (第 16・ 17・ 74図、写真図版 13・ 127)

〔位置 。検出状況〕調査区東部中央。15Cグ リッド。第 5A、 B号炉跡が帰属する竪穴を捜そうと、調査区

境をクリーニングしていたときに検出。す ぐ横の断面の丁度良い高 さに床面 らしいものが確認されたが、立

ち上がりがはっきりせず (そ のため、時間が限 られていたこともあって、本炉跡より東側の断面は記録 しな

かった)、 また周囲に柱穴 も確認されなかったので、炉跡として登録。

〔図・ 精査状況〕焼土範囲認識の違いで、合わない。 〔重複〕ないものと思われる。

〔覆土〕検出時既になくなっていたため不明だが、 A― A′ 断面図の 2c層が相当する可能性が高い。

〔種類 。平面形・ 規模・ 掘 り方〕土器埋設炉。円筒上層al式の底部を欠いた深鉢形土器を正位に埋設 (口

縁 も欠いているが元はあった可能性が高い)。 掘 り方は、それ らしいものが確認された。

〔焼上〕やや偏 ってはいるが、土器を中心に周囲直径約50calの 円形に広がる (厚 さ10cm弱 )。

〔付属施設〕不明。

〔所属施設〕竪穴住居跡に帰属する可能性が高 く、断面図には床 らしいものが確認 されたが、その広が りは

不明で、付近には柱穴 も確認できなかった。ただし、第 5A号、第 5B号、さらに第42号焼土 も同 じ軸線上

に乗 っており、 これ らは一連の炉で一つの竪穴住居跡に帰属するのか も知れない。

〔出上遺物〕第74図 73=74が 炉体土器で、円筒上層al式 と思われる。掲載 した以外に、本遺構に関係す る

(検出時 も)土器 として、 5× 5 cm未満の土器片が10個程度出土 しているが、本遺構に帰属する可能性は低

いものと思われる。また、炉体土器か ら、写真図版127の 162～ 164の石器類が出土 (一部第74図 に図示)。

〔時期〕炉体土器か ら、縄文時代中期前葉円筒上層al式期 と思われる。
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第 6号住居跡 (第 17・ 74図、写真図版 14・ 15。 116・ 128)

〔位置・ 検出状況〕調査区西部東。 5Cグ リッド。前年度終盤、焼土群 と共に第 6号炉跡検出。次年度の最

初にクリーエングした後、 これに伴 う柱穴を捜 した。あまりはっきりしなかったが、それらしいものが確認

されたので、竪穴住居跡に認定 した。

〔図・精査状況〕柱穴 1、 測 り間違いか、合わない。炉跡については後述。

〔重複〕炉の上に第13号焼土がある (よ り新 しい)。 その他にも焼土群が周囲に見 られるが、形成層か ら考

えて、何れの焼土 も本炉 (住居)跡より新 しいと思われる。その他、周囲に第35号等の土坑が見 られるが、

新旧関係は不明。

〔覆土・ 堆積状況〕 (炉跡)検出時既になくなっていたため、不明①〔平面形 。規模〕不明。

〔壁・床 。掘 り方〕炉跡の状態か ら考えて、柱穴検出面 (Ⅳ層上面)が床であったと推測される。特 に硬 く

締まることもな く全 く床 らしくない。掘 り方は確認できなかった。

〔柱穴〕最初のクリーエング時に 2つ、後で20硼下げた土坑検出時に 1つ 認定。クリーニング時には、その

他にも3つ 検出したが、半裁 した結果疑似現象とわかった。何れの柱穴 も立ち上がりははっきりせず、周囲

に見 られる根穴 との区別は明確ではない。柱穴 1の 覆土には焼土が認められた。前年度の調査範囲にも存在

していた可能性があるが、認定されたものはなかった。一応それらしいものも検出され半裁 したと記憶 して

いるが、疑似現象ばかりで柱穴と認定できるものはなかった。ただし、次年度の柱穴も上記のようなものだっ

たので、積極的に柱穴 とするかどうかの判断の違いによるだけの可能性が高い。

〔炉〕石囲炉。詳細は後述。 〔その他の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕写真図版 116の 12の焼粘土塊が柱穴か ら出土。周囲から、第74図 79～ 82の 土器が出土 している。

土器は、80?=81?は円筒下層b2式の、82は 円筒下層bl式の可能性がある。79は 時期不明。

〔時期〕時期を特定できるものがないが、出土土器と今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期中葉～中期前

葉の可能性がある。

第 6号炉跡 (第 17・ 74図、写真図版 14・ 128)

〔位置 。検出状況〕調査区西部東。 5Cグ リッド。前年度焼土群 と共に既に検出していた。

〔図・精査状況〕焼土範囲、認識の違いで合わない。石 も、断ち割 り時に落下 して しまったので、合わない。

〔重複〕北西側、本遺構の上面に第13号焼土がある (よ り新 しい)。

〔覆土〕検出時既になくなっていたため、不明。

〔種類 。平面形 。規模 。掘 り方〕石囲炉。75× 70cmの、南東側に開 くコ字形。石の抜き取 り痕は確認できず、

元々開いていた可能性が高い。 コ字の南西部分の石がないのは、 この部分に焼土が重複 しており、また木根

があり、抜 き取 り痕 らしい黒土 も見 られたことか ら、石が抜 き取 られた可能性が高い。 この位置は、開口部

か ら見て第 7号炉跡 と同 じ位置で、事実としたら、当時の慣習を垣間見せるもので非常に興味深い。各石の

炉内側は、何れ も良 く焼けており、特に北西部分の石は、花南岩であるためボロボロになっている。掘 り方

は、はっきりしないが、それ らしいものが確認 されている。

〔焼土〕直径約50cmの 円形の範囲に見 られ、北東側は一部石の向こう側まで形成されている。最大厚10cmで 、

比較的良 く焼けているが、根によるカクランを多 く受けている。

〔付属施設〕不明。

〔所属施設〕上で別に述べた柱穴が伴 うとしたら、竪穴住居跡だった可能性が高い。
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〔出上遺物〕 コの字形に囲 う炉石の反対側に、写真図版 128の 173の 石器類出土 (第 17図 )。 北西側石の向こ

う側に土器の底部片が正位で出土 (第 74図 79)。 黒 こげである。石器製作時の剥片925g出土。掲載 した以外

に、本遺構に関係する (検出時等)土器破片が 9号袋× 1分 ある。本遺構に帰属するものはほとんどないと

思われるが。

〔時期〕時期を特定できるものがなく不明だが、出土土器と今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期中葉～

中期前葉の可能性がある。

第 7号住居跡 (第 18・ 74図、写真図版 15～ 17・ 128)

〔位置 。検出状況〕調査区中央部西。 7Bグ リッド。前年度の調査終盤、Ⅳ層上面で第 7号炉跡検出。次年

度、この面で柱穴を捜 したところ、あまりそれ らしくないが比較的多 くの柱穴が検出されたので、竪穴住居

跡を想定 した。

〔図・精査状況〕柱穴の、 E― E′ のセクション・ ポイントEが合わない。 」― J′ のセクション・ ポイン

トJ′ 完掘後崩れた。炉跡については後で別に述べる。

〔重複〕炉跡下に第47号土坑がある (本遺構の方が新 しい)。 周囲に土坑群が広がるが、新旧関係不明。

〔覆土・ 堆積状況〕検出時既になくなっていたため、不明。 〔平面形・ 規模〕不明。

〔壁・床・ 掘 り方〕炉の位置か ら、柱穴検出面が床面であると思われるが、特に固 く締まらず全 くそれらし

くない。壁は消失。掘 り方は不明。

〔柱穴〕炉跡検出面 (Ⅳ層上面)で、13個検出 し、半裁の結果 2個 は疑似現象 と判断 し、 2基を除いて、あ

まりそれ らしくないが11個 を認定。柱穴が南側に広がらず不自然なのは、調査を別々に行 ったためである。

南側調査時にも、柱穴 らしいものは確認 されたが、半裁 した結果立ち上が りもはっきりせず、それ らしくな

かったので疑似現象と考え遺構 と認定 しなかった。北側を調査 したときは、炉跡があるということで、怪 し

いもので も積極的に柱穴に認定 した。その差がこの結果になっていると思われる。柱穴 6と 11は 、覆土等か

ら柱穴 らしいが、他は立ち上がりもはっきりせず根穴ともほとんど違わない。柱穴 11は、土坑 と予測 してい

たシミを掘 り下 げた底か ら検出された もので、確認面が低いせいか極めてはっきり円を描いて確認 され

た。

〔炉〕石囲炉。詳細は、後述。 〔その他の付属施設〕不明。

〔出土遺物〕柱穴から第74図83～86の上器、写真図版128の 174～ 176(一部第74図 に図示)の石器類が出土。

土器は、83は時期不明、84、 85?、 86?は 円筒上層al式の可能性がある。掲載 した以外に、本遺構に関係

する (検出時等)土器破片が 9号袋 ×1/2分 ある。本遺構に帰属するものはほとんどないと思われるが。

〔時期〕出土遺物から、縄文時代中期前葉の可能性がある。

第 7号炉跡 (第 18図、写真図版 15。 16)

〔位置 。検出状況〕調査区中央部西。 7Bグ リッド。前年度Ⅳ層上面で検出。

〔図・ 精査状況〕断面 B― B′ の Bの方の石、合わない。

〔重複〕第47号土坑の上面にある (本遺構の方が新 しい)。

〔覆土〕検出時既になくなっていたため、不明。

〔種類・平面形・規模 。掘 り方〕石囲炉。60× 40cnの コ字形。西側、石の抜 き取 り痕は見 られず、元々なかっ

たものと思われる。 コ字の北東側の石がないが、検出面黒 く、抜き取 られた可能性 もある。この位置は、開

口部か ら見て第 6号炉跡と同 じ位置で、事実としたら、当時の慣習を垣間見せるもので非常に興味深い。南
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側の比較的大 きな石を除き、何れの石 も火を受けて赤 くなっており、特に東側の小 さな石は花南岩であるた

めボロボロである。南北断面の北側の石は、下がきれいな黄褐色土であるため掘 り方をはっきり確認するこ

とができた。 しか し、同断面の南側の石は、周囲が黒 っぱい土のため、はっきりしない。

〔焼土〕焼土粒は多 く見 られるが、焼けている面 は残 っていない。片づけがなされたせいか。石器製作時の

設1片 も多 く出土 している。

〔付属施設〕不明。

〔所属施設〕上で述べた柱穴が本遺構に帰属するとしたら、竪穴住居跡であった可能性が高い。

〔出土遺物〕石器製作時の設1片6972g出土。

〔時期〕不明だが、今回の調査結果全体か ら縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第 8号住居跡 (第 19図、写真図版 17・ 18・ 128)

〔位置・検出状況〕調査区東部西。10Cグ リッド。周囲 (西以外)の調査範囲外に続 く。前年度の最後に炉

跡検出。規模が大きく焼土が明瞭に形成されていることか ら、最初から竪穴住居跡を想定 して精査。次年度

最初に、周囲を丹念に検出したところ、はっきりした柱穴が確認された (は っきりしすぎて新 しい可能性 も

あるか)。 南側は水田造成時の削平、北～東側は調査範囲外のため、全容不明。本遺構は当初か ら竪穴住居

跡 として登録 されていたが、今回報告す るに当たって他の同様遺構の様式に合わせて報告す るものであ

る。

〔図・ 精査状況〕炉跡については後述。

〔重複〕炉跡第100号土坑 と重複 (土坑の方が新 しい)。

〔覆土・ 堆積状況〕検出時既になくなっていたため、不明。 〔平面形・規模〕不明。

(壁・ 床 。掘 り方〕炉跡の南側は硬 く締まり (Ⅳ層 )、 それ らしい。壁、掘 り方は確認できず。

〔柱穴〕西側に弧を描いて並ぶように 4基検出。柱穴 4(E― E′ )は、ややあや しいが、他は黒褐色の柱

あたりらしいものが確認され、今回の調査では最 も明確に認定できたものである (た だし、はっきりし過 ぎ

て、新 しいものの可能性をぬぐい去れない)。 南側は水田造成時の削平 (法面 )、 北～東側は調査範囲外のた

め、柱穴の広がりは不明。

〔炉〕後述。 〔その他の付属施設〕確認できなかった。

(出 土遺物〕柱穴か ら写真図版128の 177の 石器類出土。 5× 5 clll未満の土器破片 4個が出土 しているが、本

遺構に本当に帰属するかは定かでない。時期 も不明。

〔時期〕不明だが、今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第 8号炉跡 (第 19図、写真図版 17・ 18)

〔位置 。検出状況〕調査区東部西。10Cグ リッド。東側の調査輸囲外に続 く。前年度の最後に検出。規模が

大きく焼土が明瞭に形成されていることか ら、最初か ら竪穴住居跡を想定 して精査。次年度最初に、周囲を

丹念に検出 したところ、はっきりした柱穴が確認 された (は っきりしすぎて新 しい可能性 もあるか )。 こう

した経緯のため、本遺構は当初から竪穴住居跡の炉跡 として登録されていたが、今回報告するに当たって他

の同様遺構 との兼ね合いか ら、あえて炉跡 として別に報告するものである。

〔図・精査状況〕平面実測時出したらなかったせいか、合わない。

〔重複〕西側に飛び地状に柱穴大に広がる焼土を第100号土坑が切る (よ り新 しい)。

〔覆土〕検出時既になかったため、不明。
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〔種類 。平面形・ 規模・ 掘 り方〕地床炉か。石囲炉の可能性 も十分あるが、上面が根穴により汚れてお り、

炉石の抜 き取 り痕は確認できなかった。規模は、東側の調査範囲外に続 くため不明。

〔焼土〕規模 も大 きく良 く焼けている。調査 した範囲では、最大厚約 7 cm。 本遺構は次年度の最初 に調査 し

ており、大量の土坑群を早 く手に付けなければとあせっていたためか、断ち割 り時の注記をし忘れて完掘 し

て しまった。お詫び申し上げる次第である。

〔付属施設〕不明。

〔所属施設〕周囲に検出された柱穴 と共に、本遺構を炉跡 とする竪穴住居跡に帰属する可能性がある。

〔出土遺物〕なし。

〔時期〕時期を特定できるものがないが、今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性

がある。

第 9号住居跡 (第 19図、写真図版 18)

〔位置 。検出状況〕調査区西部東端。 6Cグ リッド。初年度の最初の頃に調査 した第 9号炉跡は、焼土が確

認できず、また石が焼けていないこともあって、当初配石遺構としていた。 しか し、三カ年の調査を終えて、

周囲には竪穴住居跡が広がり、また石囲炉 も近 くにあることがわかり、炉跡 と考えた方が良いと思 うように

なった。今回の調査で明 らかに屋外炉 と言えるものは存在せず、竪穴住居跡の存在を想定 した。 このような

経緯のため、柱穴は登録されていない。根穴かどうかはっきりしないものは検出 し、断ち割 りはしたが、そ

れらしいものはなかったので、積極的に住穴 とする気持ちはなかった。第 6号、第 7号住居跡などの柱穴か

ら考えれば、柱穴がないのは、単にその気持ちによる部分の可能性が高い。 ここに、調査範囲を細か く分断

して行 った弊害が如実に表れている。以下、配石遺構改め炉跡について詳述する。

第 9号炉跡 (第19図、写真図版 18、 183)

〔位置・検出状況〕調査区西～中央。 6Cグ リッド。Ⅳ層検出面で確認。規模から炉跡 と考えたが、礫が全

く火を受けておらず焼土 も確認できなかったので、配石遺構 として登録。ただ し北西側 lmほ ど離れた地点

の土坑 (第 101、 102号土坑)検出面では焼土 ブロックが確認 されている。

〔図・精査状況〕西側の配石断面図と合わない。

〔重複〕配石遺構検出時には確認できなかったが、下部か ら第101号、第40号土坑が検出されている。明 ら

かに本遺構の方が新 しい。

(覆土・堆積状況〕調査員が確認 した時には既に配石が露頭 していたため不明だが、検出状況か ら考えてⅢ

層の一部 として良いと思 う。

〔平面形・ 方向・規模〕北西―南東方向に主軸を持つ長方形～長楕円形。約75× 35cm。

〔配石の構成〕石囲炉のように角礫を長方形～長楕円形に配置 しただけで特に組んではいないようである。

〔石の性質〕火は受けていないようである。石質は鑑定 していない。

〔石の掘 り方・設置の仕方〕根等の攪乱 もあり、はっきりしないが、断面か ら推測すると、皿状に掘 り窪め

たところに石を並べ、その上に 1層の上を被せたものか。

〔付属施設〕確認できなかった。

〔下部構造〕下に第101号土坑 (第40号土坑 も関係 ?)が あり、 これに関係する可能性が高い。ただ し、第

101号 の覆土はⅣ～V層再堆積の褐色土で積極的に埋め戻 したとする根拠はなく (第 40号 は後述のよ うに不

明)、 墓壊かどうかは不明であるが、角張った楕円形 という今回の調査で他 とはやや異なる形か ら墓装の可
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能性が窺われるか も知れない。

〔所属施設など〕 もし本遺構が炉跡だとして も、付近に柱穴は検出されておらず竪穴住居跡の一部にはなら

ないものと思われる。

〔出上遺物〕す ぐ南側の検出面で琥珀出土 (写真図版 183の 16)。 確認時には壊れて しまったので加工品かど

うかは不明。

〔時期〕時期を特定できる遺物はないが、重複関係 と今回の調査結果全体から、縄文時代中期前葉の可能性

がある。

第10号住居跡 (第 20・ 75図、写真図版 19～ 21・ 128・ 129)

〔位置 。検出状況〕調査区西端。 2Dグ リッド。南側の調査範囲外に続 く。主 としてⅣ層上面で黒上で検出

したが、周囲にⅢ層に近い暗褐色上が広が り、第11号住居ほど明確には検出できなかった。13年度調査終盤

に、それは、周囲に縄文時代の遺構が広が り、それを掘 り込んで構築されているためと気づいた。道路造成

時に削平され、南に行 くほど削平の度合いは大 きい。 〔図・精査状況〕カマ ド断面、平面図と焚 き口部分合

わない。平面図では 3層の一部まで焼土範囲と含めていたためのようである。

〔重複〕第 4B、 C号炉跡を壊 して構築。床下か ら、第 5、 6号土坑を検出。調査区境付近水路によって壊

されている。

〔覆土・堆積状況〕上部黒土、下部黒褐色～暗褐色土。 4層 は住居外から続 くカマ ドと推測される部分を覆 っ

ている。

〔平面形・規模〕南側の調査範囲外に大 きく続 くため不明。東西は約47m。

〔壁 。床・掘 り方〕壁は削平されているため非常に浅 く不明である。床は特に締まる部分はな く、北西隅は

根による攪乱のためかボソボソな所がある。Ⅲ～Ⅳ層を壁、Ⅳ層を床 とする。完掘後セクションポイントに

沿 って トレンチを入れたが、掘 り方ははっきりせず、少なくとも面的な広が りを持 っている部分はなか っ

た。

〔柱穴〕数回床面をクリーニングし、あや しいものを断ち割ったが、皆疑似現象で柱穴 と思 しきものはほと

んど確認できなかった。南東部分に検出された 1基 も、輪郭がボヤーとしていて確実性は薄い。半裁時断ち

割 り、完掘時掘 りすぎたので、形は確かでないが、直径約30cm、 床面か らの深さ約 15cal。 覆土 は、黒褐色

(10YR3/2)シ ル ト、わずかに炭化物含む。

〔カマ ド〕カマ ド本体は残 っておらず、その部品と思 しき礫を含む 4層が相当部分に広がる。 この 4層 は住

居北側か ら流入する形で広がっているが、由来がはっきりせず、カマ ド本体が崩れたとしては、粘土やロー

ムブロック、焼土ブロックの混入が少ない。

焚き口は、65× 50cmに わたって焼土が形成されており、最大厚約 10cm。 煙道および煙出には、熱を受けて

硬化 した部分はない。 これは、煙道が縄文時代の上坑を壊 して構築されているためか。

〔その他の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕 (出土状況)南西隅の水路近 くの床面で (l cn4浮 く)、 土師器甕の破片が横倒 しになった状態で

出土 (写真図版20～ 21)(第 75図 1)。 同一個体 と思われる破片が、そのす ぐ西か ら出上 し、付近に木根があ

ることか ら、これによって攪乱されたのか も知れない。カマ ド焚き日前方の 4層中で、住居方向に傾斜 して

底部破片が出土 (写真図版20)(第 75図 2)。 そのす ぐ下南側に磨石出土。

(遺物)第 75図 1～ 3の上師器出土。出土量が少な く残 りが悪いので、はっきりしないが、八木編年のG期
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(9世紀後葉)(第 V章第 2節参照)に 相当するか。写真図版 128の 178持 129の 193(一部第75図 に図示)の

石器類が出土 しているが、その多 くは周囲の縄文時代の遺構か らの紛れ込みと思われる。

〔時期〕出土土器か ら、平安時代 (9世紀後葉 ?)と 思われる。

第 11号住居跡 (第 21・ 22・ 75図、写真図版 21・ 22・ 129。 130)

〔位置 。検出状況〕調査区中央。 7Cグ リッド。古代の竪穴住居跡によく見 られる黒土で明確に検出。

〔図 。精査状況〕南北断面 (A― A)完掘時掘 り広がったため上場、下場平面図と合わない。東西断面の東

(B)側の上場 も。カマ ド断面、石が平面図と微妙に合わない (測 り位置によるものと思われる)。 煙出、完

掘時掘 り広がったため平面図と合わない。

カマ ド断面

〔重複〕覆土上面か ら第105号土坑が掘 り込まれている (住居より新 しい)。

〔覆土・堆積状況〕 1層 は、住居と第105土坑の覆土。上半部黒褐色～黒色土、下半部褐色～黄褐色土。 11

層には灰白色火山灰が含まれる。覆土の性質及び形態か ら、自然堆積の可能性が高い。

〔平面形・規模〕約3.3× 3mの 隅丸方形。

〔壁・床・ 掘 り方〕壁は、垂直に近 く外反するようである。床は特に締まる部分はなかった。Ⅳ層を壁 と床

とする。完掘後セクションポイントに沿 って トレンチを入れたが、掘 り方は確認できなかった。

〔柱穴〕床面を数回クリーニングし、あや しいものを断ち割 ったが、皆疑似現象で柱穴 と思 しきものは確認

できなかった。

〔カマ ド〕検出時、煙出は黒いシミが柱穴状に円 くはっきり見え、カマ ド本体との間は、地山の黄褐色上に

近い土が広がり所々黒褐色上がブロック状に見 られるという状態であった。勝ち割 り時には煙道上面には既

に黄褐色土は見 られず、 この点か ら考えれば掘 り込み式 ということになろうが、検出状況か らは くり抜 き式

の可能性が窺われる。本来 くり抜き式だったものが煙道部分が大きく削平されたため掘 り込み式 に見えてい

る可含ヒ'l■ もある。

カマ ド本体は石組みの立派なものであるが、それを覆っていたはずの粘土は残っておらず石 も多 くは崩れ、

その上の煙出に向かう部分 も家の中に向かって崩れていた (カ マ ド断面の 2、 3、 7?層 )。 焚 口焼土に接

する北側の石、およびそれに東側に隣接する石は立石で、地中に15cm程度埋設されていた。西側の石は赤 く

明 らかに火を受けているが、東側の石は赤 くない。ただ しやや脆いので火を受けているかも知れない。

焚日は、90× 70cmの範囲で焼土が形成されており、最大厚約 8 cl■。煙道および煙出は、熱によって硬化 し

た部分は全 く見 られなかった。

〔その他の付属施設〕カマ ド南側、住居南東隅に浅い窪みが検出された。約60× 50cmの不整円形で、床面か

らの深 さ約 5 cm、 覆土 は単層で、暗褐色 (10YR3/4)シ ル ト、ややボソボソでダマ条のロームブロック、

焼土ブロック、炭化物含む。埋め戻 したような土であり、竪穴を掘 った時の窪みを平 らにならしただけなの

か も知れない。

〔出土遺物〕 (出土状況)カ マ ド北側の床面直上か ら比較的残 りの良い土師器 (a土器)(第 75図 4)、 その

他の上器片が出土 した (第 22図 )。 (遺物)第 75図 4の 土師器が出土① l点のみで、また残 りが悪 いため、時

期を特定するのは難 しいが、第 10号住居跡出土土器 とほば同 じくらいか。写真図版 129の 194～ 130の 208(一

部第75図 に図示)の石器類出上 しているが (一部第105号土坑出土分含むか)、 その多 くは周囲の縄文時代の

遺構か らの紛れ込みと思われる。
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〔時期〕出土土器か ら、平安時代 と思われる。

2.住居状遺構
竪穴住居跡に類似するが、炉やカマ ドを持たない遺構である。縄文時代 1基 と古代 1基検出された。規模

はTHJれ も/卜 さい。

第 1号住居状遺構 (第 23・ 75図、写真図版 22・ 116・ 130)

〔位置 。検出状況〕調査区西部東。 6Cグ リッド。Ⅳ層上面で、輪郭はばんやりしていていたが、中央に濃

い灰黄褐色土を持つ比較的大 きなシミを検出。規模から住居状遺構かと考えたが、比較的小 さいので半裁 し

た。その結果、浅 く底が平 らだったので、住居状遺構に認定。土坑でなく住居状遺構 としたのは、規模、深

さ、底が平 らという3点か らであるが、墓 と推定 した第104号土坑 も、 これ らの条件を満た し、本遺構より

さらに大きい。位置 も近 く、同 じ仲間とすることも不可能ではないが、覆上が全 く異なり、本遺構 は他の多

くの遺構に近 く、同 じ時期と考え られる。 しか し、規模 と深さが他の上坑類 と全 く異なるので、別の遺構 と

考えた。す ぐそばに該期の竪穴住居跡が存在することも、住居状遺構に分類する根拠である。

(図・精査状況〕浅いため底が軟 らか く汚れており、半裁時中央付近掘 りすぎ (副穴状の部分 )。 その他の

壁、底の部分 も掘 りすぎが多い (特 に半裁時に掘 った南側)。 〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕全て似たような土だが、下に行 くほど淡い。北西隅、 6層の下にⅣ層再堆積土あり (炭

化物少 し混 じる)。

〔平面形・規模〕 1.9× 1.4m程度の楕円形か。

〔壁・床・ 掘 り方〕壁上25clllⅣ層、壁下 5 cm～底 Vtt。 掘 り方は確認できなかった。

〔柱穴〕確認できなかった。〔その他の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕第75図87～ 95の 土器、写真図版 130の 209～ 210の 石器類 (一部第75図 に図示 )、 写真図版 116の

13の 焼粘土塊、石器製作時の剥片3973gが出土。土器は、 93、 95?は 円筒上層al式の可能性があり、87～

92、 94は 、縄文前期中葉～中期前葉。掲載 した以外に、 9号袋×13程度の土器破片出土。

〔時期〕出土遺物と今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期末～中期前葉の可能性がある。

第 2号住居状遺構 (第 23・ 第75図、写真図版 23・ 130)

〔位置・ 検出状況〕調査区西。 3Dグ リッド。Ⅳ層黒上で検出。検出面では第 1号陥 し穴状遺構とくっつい

て見え、隅丸方形の土坑の北西隅に溝状の土坑が連続 しているように見えた。半裁 した結果、壁と底を確認

して土坑 と認定 したが、その形態 と規模か ら、報告書記載の時点で住居状遺構に改めた。

〔図 。精査状況〕西 (A)側の上場完掘時掘 り広がったため合わない。第 1号陥 し穴状遺構との重複関係を

把握するため、北西隅にサブ トレンチを入れたが、その際狭 くて土層が十分に把握できなかったので、掘 り

広げて本遺構を壊 した。

〔重複〕北西隅第 1号陥 し穴状遺構 と重複。覆土はよく似ているが、断面か ら住居状遺構の方が新 しい。

〔覆土・ 堆積状況〕上部黒土、中部黄褐色土、黒褐色土 と黄褐色上の混土、下部黒～黒褐色土。中部は埋め

戻 した上のようである。平面図に示 したように、底面中央から北側にかけて焼土粒を多量に含むブロックが

検出された。炭化物や炭化材 らしいものも含み、底面から約10cmの 高さで見 られたが、断面図の相当層は確

認できなかった。
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〔平面形・規模〕約2.2× 19mの 隅丸方形。

〔壁・ 底・掘り方〕壁は垂直に近 く外反。掘 り方は確認 しなかった。壁～底Ⅳ層。

〔柱穴〕検出できなかった。

〔その他の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕写真図版130の 211～ 215の 石器類が出土 しているが (一部第75図 に図示)、 その多くは周囲の縄

文時代の遺構からの紛れ込みと思われる。

〔時期〕覆土から古代の可能性が高 く、今回の調査結果全体から平安時代 (9世紀後葉)の可能性がある。

〔所見〕古代の第10号住居跡に隣接することから、物置などの付属施設なのかも知れない。

3.土坑・墓境

(人 によって)地面に掘 られた穴のうち、竪穴住居跡 (第 1節 )、 住居状遺構 (第 2節 )、 溝状の陥 し穴状

遺構 (第 4節)を除いたものである。

縄文時代104基 (第 1号～第104号 )、 古代 1基 (第 105号)あ る。縄文時代のものは、墓墳の可能性のある

もの (第 101号～第104号)と それ以外に分け、それ以外のものは、フラスコ然 としたものとそうでないもの

(第 98号～第100号)に分けた。同 じ種類の中では、西から東へ番号をふっている。前期中葉～中期前葉のも

のがほとんどを占め (中で も前期末～中期初頭 )、 その他早期の可能性のあるフラスコ状土坑が 2基 ある

(第 18号、第57号 )。 なお、 フラスコ状土坑については、第Ⅶ章に一覧表がある。

本遺跡では、オーバーハ ングがきつ く三角形に近いフラスコ状土坑が多かった。そのため、日が狭 く、ま

た掘 り終わると、そのそばから崩れて しまい、精査するのも容易でない。そこで、半裁する際には、 トレン

チ状に掘 って断ち割 り、他の部分の壁は完掘時に同時に掘ることにした (写真図版25等参照 )。 なお、 こう

した方法のため、完掘時には、通常の部分 (断面実測 した部分)と 正反対の方向にも覆土が残ることになる。

これについても、基本的には断面実測 した部分 と同様に層 ごとに遺物を取 り上げたが、断面実測 した層 と同

じかどうか見極めが付かない場合には「○○相当層」 という言葉を使 っている。

〔平面形・規模〕の欄の「上場」は、上述のような形のため、検出時の姿がどれだけ本来の「開口部」の

形を示 しているか不明なため、あえて使用 したものである。 〔断面形・深さ〕の欄の「袋状」は、「口」が底

より小さく壁がオーバーハ ングしているものを総称 しており、「 フラスコ状」は、「袋状」のうち、日付近が

垂直に近 く立ち上がるもので「 フラスコ形」に近いものを指す。

第 1号土坑 (第 24・ 75図、写真図版 23・ 130。 131・ 182・ 183)

〔位置 。検出状況〕調査区西端。 2D～ Eグ リッド。Ⅳ層褐色土で検出。水路を除去 しク リーニングしたと

ころ暗褐色の円いシミを検出。半裁 したところ壁 と底を確認 し土坑 と認定。南側の調査範囲外に続 く。

〔図・精査状況〕東 (A′ )側の底、平面図測 り間違いのため合わない。深さの割に口が狭 く、精査が難 し

くなったのでサブ トレンチを入れて上場南側を壊 した。

〔重複〕上面に第24号焼土を検出。

〔覆土 。堆積状況〕濃淡や含まれるものの違いはあるが、ほとんど同 じⅣ～V層再堆積の暗褐色～褐色土。

〔平面形・規模〕上場は上記の理由で不明。底は、直径約1.8mの 円形か。

〔断面形・深さ〕三角形に近い袋状。約 90cm。

〔壁・ 底面〕壁は、直線的にオーバーハ ングする。壁上30cmⅣ層、その下～底 Vtt。
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〔副穴等の付属施設〕調査 した範囲では確認できなかった。

〔出土遺物〕第75図 96、 97の土器片、写真図版 130の 216～ 131の 222の石器類 (一部第75図 に図示 )、 写真図

版 182の 3の 軽石加工品 ?、 写真図版 183の 6の コハク、石器製作時の剥片4,93gが 出土。土器は、96は 円筒

下層dl式、97は 特定できない。

〔時期〕出土遺物 と今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期末～中期前葉の可能性がある。

第 2号土坑 (第 24。 76図、写真図版 23・ 24・ 131)

〔位置 。検出状況〕調査区西端。 2Dグ リッド。Ⅳ層褐色上で検出。水路を除去 しクリーニングしたところ

暗褐色の円いシミを検出。半裁 したところ壁 と底を確認 し土坑 と認定。南側の調査範囲外に続 く。

〔図・精査状況〕上場崩れたせいか合わない。深さの割に口が狭 く、精査が難 しくなったのでサブトレンチ

を入れて上場南側を壊 した。サブ トレンチの位置は、図が煩雑になるので今回は省略 した。

〔重複〕北側第 3号土坑 と重複。検出面では重複 しておらず完掘時に重複だと気づいたため新旧関係不明。

〔覆土 。堆積状況〕濃淡や含まれるものの違いはあるが、 ほとんど同 じⅣ～V層再堆積の暗褐色～褐色土。

下半の方が暗い。 15～ 16層 は、自然現象によってV層が変化 したもので掘 りすぎと考えていたが、 15層 は違

うかも知れない (後述)。

〔平面形・規模〕上場は、直径90cm程 度の円形か。底は、直径約16mの 円形。

〔断面形・深さ〕三角形に近い袋状。約1lm。

〔壁 。底面〕直線的にオーバーハ ング。壁上40cmⅣ 層、その下～底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕冨」穴があった可能性がある。今断面図を見ると、ほぼ中央にそれ らしい落ち込みがあ

り、15層 を後から堆積 したものと捉えることも可能だか らである。ただ し、現場では、 15層 が手で握るとブ

ロック状に分かれ、いかにも自然現象で地山が変化 した上のようであり、副穴の覆土とは思えなかった記憶

がある。副穴と想定される部分の西側の下場 も不整形であった。いずれにしろ記録が残 っていないので定か

ではなく、調査が甘かったことは認めざるを得ない。

〔出土遺物〕 (出土状況)断面図 1層下部の礫の上から比較的大 きな土器片出土 (写真図版24)。 北西方向に

やや傾斜 している。 (遺物)第 76図98～ 101の 上器片、写真図版 131の 223～ 227の石器類 (一部第76図 に図示)

が出土。土器は、時期が特定できないが、何れも縄文時代前期末～中期前葉の可能性が高いか。

〔時期〕出土遺物と今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期末～中期前葉の可能性がある。

第 3号上坑 (第 24・ 76図、写真図版 24・ 131)

〔位置 。検出状況〕調査区西端。 2Dグ リッド。Ⅳ層褐色上で検出。上面の土が非常に淡かったので疑似現

象だと思 っていた。念のため半裁 したところ暗褐色土が下に続き、壁と底を確認 して土坑と認定。

〔図・ 精査状況〕深さの割に口が狭 く、精査が難 しくなったのでサブ トレンチを入れて上場南側を壊 した。

サブ トレンチの位置は、図が煩雑になるので今回は省略 した。

〔重複〕南側第 2号土坑 と重複。検出面では重複 しておらず完掘時に重複だと気づいたため新旧関係不明。

〔覆上 。堆積状況〕口 (首)が狭いせいか、極めて特徴的な堆積状態である。上部褐色土、その下は基本的

に黒褐色～暗褐色土と褐色土～黄褐色上の交互層で、下部に黒褐色土があり、その上付近か ら大量の上器破

片が出土 している。

〔平面形・規模〕上場は直径90cm程 度の円形か。底は、直径約17mの 円形。
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〔断面形 。深さ〕口が大きく外反するフラスコ形。約 1.5m。

〔壁・ 底面〕壁は、底か らやや丸みを帯びて強 くオーバーハ ングし、その後垂直に近い状態で立ち上が り、

最後に強 く外反する。壁上20clnⅣ層、その下～底 Vtt。 底に花南岩の露頭が見える。

〔副穴等の付属施設〕底面 ほぼ中央に約 0.6× 04mの隅丸長方形の副穴検出。底面か らの深さ約20cmで 、四

隅に深さ約 5 cm(何れも)の細い溝が付 く。

〔出土遺物〕 (出土状況)底面か ら上約 32cm、 炭化物、 ロームブロックが顕著な15～ 16層 (白色粘土含まれ

ていないか ら、おそらく16層 )か ら大量の土器片出土 (写真図版 24)。 ほば水平方向に面的に広がるが、基

本的に中央 (南側 ?)に向かって傾斜 しているようで、中央付近では緩やかに、壁付近ではやや強 く傾斜 し

ている。半裁時には記録 していないので、南側にも続いていたかどうかは定かでないが、記憶では同様に土

器が出土 したと思 う。北壁の底か ら上 2 cmで も比較的大 きな土器片が出土 (平面図に記載 )。 下は灰黄褐色

(10YR4/2)の ボソボソの土で南東方向にやや傾斜 している。

(遺物)第76図 102～ 115の 土器、写真図版 131の 228～ 234の石器類 (一部第76図 に図示)が出土。土器は、

102～ 104、 107、 108、 111、 113、 114は 円筒下層dl式、 106、 109、 110、 112は 、円筒下層 c～ d式 ?、 115は

縄文前期後半。 105は 時期不明。

〔時期〕出土土器から、縄文時代前期末 (円筒下層dl式期 ?)と 思われる。

(分類・所見〕検出面か ら出土 した土器 (114)と 下部か ら出土 した土器 (107、 108)が ほぼ同時期 という

ことで、埋めもどされている可能性が高い。覆土、断面形、底面施設、遺物の出土状況に顕者な特徴が見 ら

れ、特異な土坑である。

第 4号上坑 (第 25・ 77図、写真図版25・ 132)

〔位置・検出状況〕調査区西部西端。 2Dグ リッド。地山上面で、ばんやりではあるが円形のシミが確認で

きた。ただ し、周囲にはっきりしない土坑があったため、20cm下 げてか ら掘 り始めた。

〔図 。精査状況〕 トレンチの西側、東側の上場、崩れたため合わない。北側、中段に洞窟状の庇がある。調

査者は掘れる土だったと言 うが、周囲に根が見 られて締まり弱かっただけの可能性が高い。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕上半、責褐色～褐色土 と灰黄褐色～黒褐色土の交互層、下半、締まり弱 くボロボロのV

層 ブロック顕者に含むが、上半 と同 じく交互層。締まり等土性か ら、 1～ 7層以外、全て埋めもどした土と

思われる (1、 7層 も?)。

(平面形・ 規模〕上場は約17× 1.4mの 楕円形、底は直径約13mの不整円形。

〔断面形 。深さ〕約1.5mの 袋状で、日が大 きく広がる。

〔壁・底面〕壁上20～ 30cmⅣ層、その下V層、底から15cm以下Ⅵ層 ? 底は、大きな礫を含む砂質 シル トで、

他のⅥ層とやや異なる。川砂がキラキラしている。いわゆる段丘堆積物。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われるが、地層の関係で不明。

〔出土遺物〕第77図 116～ 118の 土器、写真図版 136の 235、 236の 石器類 (第 77図 に図示)が出土。土器は、

118は 円筒下層b2式、他は不明。掲載 した以外に、 9号袋 × 1程度の上器片出土。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類・所見〕口が大きく広がることと覆土から、周囲を削って埋め戻 していると思われる。基盤層を掘 り

抜いている。
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第 5号土坑 (第 25。 77図、写真図版25。 132・ 183)

〔位置・検出状況〕調査区西部西。 2Dグ リッド。第 2号住居の床を10cm下 げて確認。

〔図・精査状況〕西側の上場崩れて合わない。冨1穴、測 り間違いか、西側の上、下場全 く合わない。

〔重複〕上に第 2号住居がある (新 しい)。

〔覆土・堆積状況〕黄褐色～掲色土 と灰黄褐色土の交互層。

〔平面形 。規模〕上場は、約 1.2× lmの楕円形。底は直径約1.5mの不整円形。

〔断面形・深さ〕深さ約0,8mの 袋状。

〔壁・底面〕V層。

〔副穴等の付属施設〕冨1穴あり (底 V層 )。

〔出土遺物〕 (出土状況)北東壁付近、 9層か ら完形に近い土器～大 きな土器片出土 (写真図版25)。 No l

は、 9層上部で、東西方向にほぼ水平に横倒 しになって出土。No.2も 、 9層上部で、土坑の中央に向かっ

て傾斜 して出土。No 3は 、 9層中部で、南北方向に横倒 しになって (土圧でつぶされている)壁側に僅か

に傾斜 して出土。土器を含む層の下の土はボロボロと崩れる土。

(遺物)第 77図 119～ 127の 土器、写真図版 132の 237、 238の 石器類 (一部第77図 に図示 )、 写真図版 183の 7

のコハク、石器製作時の剥片21.07gが 出土。土器は、 122は 円筒下層 c式 ?、 125は 円筒下層d2式、127は 円

筒下層dl式 ?、 1201よ 縄文前期末～中期初頭、 119、 121、 123、 124、 126は、時期不明。掲載 した以外に、

9号袋× 2程度の土器片出土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第 6号土坑 (第 25。 77図、写真図版25)

〔位置・ 検出状況〕調査区西部西。 2Dグ リッド。前年度第10号住居跡カマ ド煙道半裁中に下に土坑がある

ことに気づいた。次年度にプラン検出を試みたが、住居内で汚れているせいか、なかなか掴めず、結局20cm

下げてやっと確認できた。 〔図・ 精査状況〕完掘時掘 り方悪 く、西側の下場掘 りすぎで合わない。北側に見

えるのは、カマ ド半裁時の トレンチ後である。〔重複〕上部に第10号住居跡あり (新 しい)。

〔覆土・堆積状況〕上に住層あり、さらに下げすぎたせいか、単層に近い。ほとんどを占める 1層 は、霜降

り土で埋めもどしたものである。 2層 は、ほばⅣ層そのもの、 3層 は、褐色土。

〔平面形 。規模〕約17× 1.5mの 不整円形。北西側に突出部があるのは、崩れたのか (明 らかに掘れる上で、

掘 りすぎではない)。

〔断面形・深さ〕深さ約30cmの タライ形。

〔壁・底面〕 Vtt。 底はガチガチに固 く締まる。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕第77図 128の土器片が出土、円筒下層b2式か。掲載 した以外に 9号袋 ×1/4程 度の土器片出

土。

〔時期〕今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類・所見〕覆土の共通性か ら、 フラスコ状土坑に含めたが、深さと断面形が頭著に異なり、別に扱 った

方が良かったかも知れない。
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第 7号土坑 (第 26図、写真図版26)

〔位置・検出状況〕調査区西部西。 3C～ Dグ リッド。北側調査範囲外に続 く。地山上面は、ほとんど区別

できない土 (2層 )だ ったため確認できなかったが、20cm下 げたところ、はっきり区別できる 3層 が出てき

たため、明確に検出。 〔図・ 精査状況〕副穴東側下場合わない。

〔重複〕調査できた範囲では、ないと思われる。

〔覆土・ 堆積状況〕霜降土 (ロ ームブロック多 く散 る)と 黄褐色上の交互層。水平堆積。堆積状態及び土性

(特 に霜降 り)か ら、埋めもどしていると思われる (特に 3、 5、 6層 )。

〔平面形 。規模〕上場 は不明。底は直径約1.8mの 円形か。

〔断面形・深さ〕深さ約14mの フラスコ形。

〔壁・ 底面〕壁上部Ⅳ層、その下～底 Vtt。 断面図参照。

〔副穴等の付属施設〕冨」穴あり。

〔出土遺物〕 5× 5 cmお よびそれ以下の上器片が 6点出土、時期は特定できない (手違いで 1点 も掲載 して

いない)。 石器製作時の剥片52.38g出土。

〔時期〕今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類 。所見〕掘 り込み面がわかる。水平堆積。

第 8号土坑 (第 26・ 77図、写真図版 26。 132)

〔位置 。検出状況〕調査区西部。 3Dグ リッド。Ⅳ層中褐色土で既に検出されていた。水田造成時にⅣ層ま

で削平されて盛土がなされ、北半分上を水路が東西に走 っていた。半裁の結果壁 と底が確認されたので土坑

と認定。

〔図・ 精査状況〕半裁後上場崩落 したため不明。平面図は、現地での判断で作成 しており、最終的な判断 と

は異なっている (詳細 は次項参照 )。

〔重複〕東側第 9土坑 と重複 し、 9号の方が新 しい (詳細は後述 )。 北側第10土坑 と重複。半裁途中に東隣

の第 9号土坑と重複 しているとわかった。境界付近があいまいで、またフラスコ状土坑という狭い中での作

業のためわかりづ らく新旧関係に悩んだが、第 8号の覆土が特徴的であったため、 これを頼 りにし、 9号の

東壁 との非対称性か ら西壁は壊 されているものと考え、問題となる11層 は、 8号を作る際に掘 り出された13

層が再堆積 したものと解釈 し、 9号→ 8号 と半裁時には考えた。狭 く暗かったこともあり、 この時には 8号

と 9号の間の段差はそんなに大 きくないように見え、その不自然さには気づいてなかった。底 と立ち上が り

も確認 したが、この段差が取れるようには思えず、これで間違いないと判断 した。 8号の方が新 しいのなら、

こうしたこともあり得 ると考えていたのである。その後、半裁時に残 っていた上の水路が撤去 され口も崩れ

て中の様子が見やす くなり、その不自然 さに気づいた。11層 を 9号帰属 と考え、 8号→ 9号 と逆転させた方

が合理的ではないかと思い始めたのである。 しか し、忙 しさにかまけ例の段差 については忘れて しまった。

完掘写真を撮る時も、底面土に全 く不自然なところがなく通常のV層に見えたこともあって思い出せなかっ

た。さらに、完掘 した結果北側に 8土坑の底が続いて重複 していることがわか り、頭がそのことにばかり向

いて しまったためでもある。報告書執筆の時点で、その不自然さにやっと気づいたのである。平面図を見て

わかるように、 8号の方が新 しく底をより深 く掘 り込んでいて、境の段差が逆ならありうるが、その逆はあ

り得ないはずである。 したがって、 12層 の東は掘 り足 らず 9号の方が新 しいと現時点では考える。

〔覆上 。堆積状況〕上部褐色土、中部上半暗褐色土、下半黄褐色土、下部褐色～黄褐色土。東か ら西に向かっ
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て傾斜。 11層 は、前述のように第 9号の方に帰属する可能性が高い。

〔平面形・規模〕上場は全て崩落 し、前述のように精査に問題があり、はっきりしない。底径約1.5m?

〔断面形 。深さ〕袋状。約80cm。

〔壁・底面〕壁はかなりきつ くオーバーハ ングする。底 は平 らで固 く締まる。壁上20cmⅣ層、その下～底V

層。

〔副穴等の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕 (出土状況)底面直上北西隅に比較的大 きな土器片出土 (第 77図129)(写真図版26)。 北西方向

に傾斜 し、南東側 は底面か ら約 1lcm、 北西側は約 4 cm、 南東側 は底か ら 8 cmが ロームブロック多い褐色土

(10YR4/4)で、その上に黒褐色土 (10YR3/1)が 2 cmあ り、その上に土器はある。

(遺物)第 77図 129～ 131の土器、写真図版 132の 239、 240の石器類 (一部第77図 に図示)が出土。土器 は、

129は 円筒下層b2式、 1301よ 同dl式、 131は 同 c tt。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期中葉の可能性がある。

第 9号土坑 (第 26・ 77図、写真図版 26。 132)

〔位置 。検出状況〕調査区西部。 3Dグ リッド。Ⅳ層中褐色土で既に検出されていた。水田造成時に削平 さ

れて盛上がなされ、北半分上を水路が東西に走 っていた。半裁の結果壁 と底が確認されたので土坑 と認定。

〔図・精査状況〕半裁後上場崩落 したところがあリー部不明。平面図は、現地での判断で作成 しており、最

終的な判断とは異なっている (詳細は第 8号参照)。 底面直上に14層があり、はっきりしないので、サブ ト

レンチを入れて確認 した。

〔重複〕西側第 8号土坑 と重複 し、最終的に 9号が新 しいと判断 した (詳細は第 8号参照 )。

〔覆土 。堆積状況〕上半褐色土、下半責褐色土。11層 は本土坑に属 し、両層の中間的。

〔平面形・規模〕上場は崩落 し前述のように精査に問題があり、 はっきりしない。底、約 1.8× 16mの 楕円

形か。

〔断面形・ 深さ〕袋状か。約60cn。

〔壁・ 底面〕東壁か ら判断すると、直線的にオーバーハ ングするようである。底はほば平 ら。壁上10cmⅣ層、

その下～底 Vtt。 底はサブ トレンチを入れて確認。

〔副穴等の付属施設〕確認できなかった。

〔出上遺物〕第77図 132の 土器出土、縄文時代前期後半か。写真図版 132の 241の 石器が出土。

〔時期〕出土土器 と今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期中棄～中期前葉の可能性がある。

第 10号土坑 (第 27・ 77図、写真図版27)

〔位置・ 検出状況〕調査区西部中央。 3Dグ リッド。前年度調査 した第 8号土坑 と底面が重複 していたため

検出できたが、上面の覆土 は周囲の地山とほとんど同 じで、検出面では確認できない。 〔図・精査状況〕西

側の上場崩れたのか合わない、西側下場測 り間違いか合わない。南側に重複 している第 8号土坑の平面図が

前年度作成 したものと微妙に異なるが、前年度の調査範囲は埋めもどして しまったため合わせられない。底

は、根が入 り込んでいるせいもあってわかりづ らく、半裁時サブ トレンチ状に掘 りすぎ。

〔重複〕南側第 8号土坑 と重複。底面付近のみ重複 し、新旧関係は確認できなかった。

〔覆土・堆積状況〕上半、Ⅳ～V再堆積の黄褐色土、下半、今回の調査でよく見 られた炭化物散る灰黄褐色
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土 と、黄褐色上の交互層。

〔平面形 。規模〕上場、直径約 lmの不整円形。底は、約 1.6× 14mの 不整円形。

〔断面形・ 深さ〕全周オーバーハ ング。深さ約0.9mの フラスコ状で、底に段があるようだ (次項 )。

〔壁 。底面〕壁Ⅳ～V層、底 Vtt。 底中央付近に段があるようである。半裁時には、根が入 り込んでいたこ

ともあって、フラスコ状土坑に段があるはずがないと思いこみ、土 も締まり以外はV層 によく似ており9層

は根によるカクランと考えていた。 しか し、後か らよく見ると、良 く締まる部分が面的に広がって顕者に連

続的に落ち込み、段があると考えた方が自然である。

〔副穴等の付属施設〕かなり印象が異なるが、一段落ち込む部分を副穴 と捉えることも可能か。

〔出土遺物〕第77図 133の土器が出土、時期は特定できない。掲載 した以外に、 5× 5 cmよ り小さい土器片

6点出土。

〔時期〕今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類 。所見〕底に段を持つ。

第 11号土坑 (第 27・ 77図、写真図版27)

〔位置・検出状況〕調査区西部中央。 3Dグ リッド。Ⅳ層を10cm下 げた面で、にぶい黄褐色土がはっきりし

た円を描いているのを確認。 〔図・精査状況〕平面実測前に上場崩落。東側下場、測 り間違いか全 く合わな

い。、半裁時、底がわか りづ らいこともあって、 トレンチ状に掘 りすぎ。 〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕今回の調査でよく見 られた炭化物散る灰黄褐色土を基本 とし、西端 と、東端の中層にⅣ

～V層再堆積の黄褐色土が見 られる。西端は根によるカクラン多 くてはっきりしない。灰黄褐色土の部分は、

全体的によく似ているが最上層は黒っぽい土が混 じっていて顕著に異なる。その他はよく似ていて、汚れⅣ

層の再堆積に炭が散るもので、各層の違いは色の濃淡の相対的な差で しかない。

〔平面形 。規模〕上場は崩落 して不明。底は、直径約17mの 円形。

〔断面形 。深さ〕深さ約40cmの 袋状。

〔壁・底面〕壁上30cmⅣ 層、壁下10cm～底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕半裁時掘 りすぎのため不明。

〔出土遺物〕 (出上状況)土器、礫比較的多 く出土。オーバーハ ングに隠れた壁近 くか らNo.1～ 3土器が

出土 (第27図、写真図版 27)。 第77図 134の 大部分を占めるNo.2土器 は、表面を上にして回縁部を奥に胴部

を土坑中心に向け僅かに傾斜 した状態で出土。 134の 一部を占めるNo.1土器 は、内面を上にしてほぼ水平

に出土。No,3土器 も内面を上 にし、東に向かってやや緩やかに傾斜 して出土 した。No l土 器より大 きな

破片ではあったが、胴部破片だったため掲載基準を満たさず不掲載。

(遺物)第 77図 134～ 136の 土器、石器製作時の剥片32.33g出土。土器 は、 134は 、半完形の土器なが らやや

特異であるため時期が特定 しにくいが、縄文時代前期後葉～末か。 135、 1361よ、前期末～中期前葉か。掲載

した以外に、10× 10cm l点、 9号袋×3程度の土器片出土①

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期後半の可能性がある。

〔分類 。所見〕浅い。

第12号土坑 (第 27・ 78図、写真図版27・ 28・ 132)

〔位置 。検出状況〕調査区西部中央。 3C～ Dグ リッド。北側調査範囲外に続 く。地山面を10～ 20c14下 げた
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ところで、にぶい黄褐色土の半円を見つけた。周囲に広がる根によるカクランと同じものと考えたが、念の

ため半裁 したところ lm以上下がり、土器も出てきて土坑と判明。

〔図・精査状況〕土器の位置東側合わない。南側奥の壁、軟 らかくどんどん奥に入っていってしまい、暗 く

てよく見えないのでサブトレンチを入れた結果、土は全 く汚れていないので、たまたまこの部分の土が軟 ら

かいのだと判断。〔重複〕調査範囲内では、ないと思われる。

〔覆上・ 堆積状況〕上 1/8根 によるカクランに近いにぶい黄褐色土の汚れで、区別ほとんどなし。下2/3土

坑によく見られる灰黄褐色上で互いによく似る。

〔平面形・規模〕上場不明だが、楕円形か。底も、不整形で不明。

〔断面形・深さ〕深さ約1lmの フラスコ状。

〔壁・底面〕壁上50cmⅣ 層、その下～底V層で、底は固く締まる。

〔副穴等の付属施設〕覆土、黄褐色 (10YR5/6)地 に灰黄褐色 (10YR4/2)の 斑。 シル ト。炭化物含み、

固く締まる。

〔出土遺物〕 (出土状況)底面直上から2つ の破片 (No lと 2)(第 78図 137～ 139)、 2つ の完形土器 (No.3

と4)(第 78図 140、 142?)が出土 した (第 27図、写真図版27～ 28)。 1と 2は、 4の上から出上 し、 1は ほ

ぼ水平だがほんの僅か中央に向かって傾き、 2は 中央奥に向かって傾き、両方とも9層上面の出土 らしい。

3と 4は 中央に向かって横倒 しになっており、 3は土圧でつぶれているが、 4はつぶれていない。両方 とも

12層上面から出土 しているようで、土器の中には上から9層、10層 が、ほば水平に堆積 している。

(遺物)第 78図 137～ 142の 土器、写真図版132の 242の石器、石器製作時の剥片21.45g出土。土器は、139?、

140、 142は 円筒下層dl式、141は 同b2式、1371よ、同 c～ d式か、138は 特定できなかった。なお、139は、

第17号 出土破片と接合 している。掲載 した以外に、 9号袋×1.5程度の土器片出土。

〔時期〕他の時期の土器片が混 じっているものの、完形に近い土器は円筒下層dl式が主体を占めるので、

縄文時代前期末か。

〔分類・所見〕掘り込み面がわかる。断面形、土器の出土状況に特徴。

第13号土坑 (第 28・ 77図、写真図版28。 132)

〔位置・検出状況〕調査区西部中央。 3C～ 4Dグ リッド。うすばんやりとした灰黄掲色土で検出。

〔図・精査状況〕セクション・ ポイントAが崩落 してしまったが、西側下場以外合っているようだ。隣の第

14号土坑と同時に検出し、検出面では重複 していなかったが、これまでの例からその可能性があると思い、

通 して トレンチ状に半裁 した。第14号 との境付近崩落。

〔重複〕第14号土坑と重複 し、接するような微妙な重複の仕方で、断面図の形から第14号 の方が新 しいと判

断したが、覆土がよく似ていることもあり、確信はない。

〔覆土・ 堆積状況〕22層以外ほぼ同じ灰黄褐色土で、各層の違いは、黄色みの強さ、炭化物の大きさの違い

とこ過ぎない。

〔平面形・規模〕上場、直径約0.9mの 円形。底は、約1.6× 13mの 不整楕円形。

〔断面形 。深さ〕深さ約09mの 袋状。

〔壁・底面〕壁は根穴多 く、上部20～ 40cmⅣ層、その下～底V層で、底は固く締まる。

〔副穴等の付属施設〕掘りすぎてよくわからなくなってしまったが、あったようだ。

〔出土遺物〕 (出上状況)北側奥18層上面で、完形に近い土器がほば水平に横倒 しになった状態で出土 (第
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77図 143)(写 真図版28)。 (遺物)第 77図 143～ 145の上器、写真図版 132の 243の 石器、石器製作時の剥片31.32g、

剥片 B類 24.01gが 出土。土器は、 143は 円筒下層 c式、 144、 145は 同 d tt。 掲載 した以外に、 9号袋 Xl.5程

度の上器片出土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期後葉 (円筒下層 c式期 ?)の可能性がある。

第 14号上坑 (第 28。 78図、写真図版28・ 29・ 132)

〔位置・検出状況〕調査区西部中央。 4C～ Dグ リッド。 うすばんや りとした灰黄褐色土で検出。

〔図・ 精査状況〕セクション・ ポイントAが崩落 して しまったが、合 っているようだ。隣の第13号土坑 と同

時に検出 し、検出面では重複 していなかったが、 これまでの例か らその可能性があると思い、通 して トレン

チ状に半裁 した。第13号 との境付近崩落。

〔重複〕第13号、第15号土坑 と重複。第13号 とは、接するような微妙な重複の仕方で、断面図の形か ら本土

坑の方が新 しいと判断 したが、覆土がよく似ていることもあり、確信はない。第15号 とは、底部付近 しか重

複 しておらず、新旧不明。

〔覆土・堆積状況〕東側中央部黄褐色土である他は、全体的に似た灰黄褐色上で、第13号土坑 との違いは黄

色みが強いだけ。

〔平面形 。規模〕上場、約 1.2× lmの不整楕円形。底は、直径約 18mの 円形。

〔断面形・ 深さ〕深さ約0,7mの 袋状。

〔壁 。底面〕壁上部30cm程度Ⅳ層、その下～底V層で、底は固 く締まる。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕第78図 146～ 148土器、写真図版 132の 244～ 246の 石器類、石器製作時の剥片4.65g、 設1片 B類

18,79g出 土。土器は、 147、 1481よ 円筒下層dl式、 1461ま 特定できない。掲載 した以外に、 9号袋 × 2程度の

土器片出土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第 15号土坑 (第 28・ 29。 78図、写真図版29・ 132)

〔位置 。検出状況〕調査区西部中央。 4Cグ リッド。調査区隅に疑似現象 ともつかない薄いシミを見つけ、

試 しに半裁 したところ、 はっきりした覆土が出てきて土坑 と認定。 〔図・精査状況〕セクション・ ポイント

Bが崩落 して しまったが、大体合っているようである。北西側、第16号土坑 との重複部分崩落。

(重複〕西側第16号土坑、南側第14号土坑 と重複。いずれも底面付近のみの重複で、新旧関係不明。

〔覆上・ 堆積状況〕上半部はにぶい黄褐色土で、ほとんど区別できない。中部は灰黄褐色土でやはりほとん

ど区別つかないが、その下の 9層 ははっきり暗い。下部は黄褐色土。

〔平面形 。規模〕上場崩落 したため不明だが、楕円形か。底は、直径約1.3mの不整円形。

〔断面形・ 深さ〕深さ約1.2mの袋状。

〔壁・ 底面〕壁は上部40cmⅣ 層、下部～底 Vtt。 壁の下の方は、凹凸が激 しく、棒状の工具でつついて掘 っ

ている様子が窺われる。底は今一つ固 く締まらない。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕 (出土状況)南西隅の底か ら 9 cmの 部分 (10層 ?)で、内面を上に向けたほば水平の状態で比

較的大 きな土器片が出土 (第 78図 149)(第 28図、写真図版29)。
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(遺物)第 78図 149～ 153の 土器、写真図版 132の 247～ 249の石器類 (一部第78図 に図示 )、 石器製作時の剥片

22063g、 剥片 B類 61.00g出土。土器は、 150、 153は 円筒下層dl式、 149、 151、 152は 縄文時代前期末～中期

前棄の可能性がある。掲載 した以外に、 9号袋 × 2程度の土器片出土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期末～中期前葉の可能性がある。

〔分類・ 所見〕開田部狭い。

第 16号土坑 (第 28・ 29・ 78図、写真図版29・ 132・ 133・ 182)

〔位置・ 検出状況〕調査区西部中央。 3～ 4Cグ リッド。北側の調査範囲外に続 く。地山を10～ 20cm下 げた

ところで調査区境に直径30cal程度の半円形のシミがはっきりと確認できた。

〔図・精査状況〕半裁 し始めたところ、南側に比較的大 きな土器片が出上 したため狭 く掘 りづ らくなったの

で北側に掘 り広げた結果、上場があまりに狭かったため北側の上場がなくなって しまった。南側の上場 も鵜

崩落。〔重複〕東側第 15号土坑 と重複 し、底付近のみのため新旧不明。

〔覆上 。堆積状況〕掘 りすぎて上場付近なくなって しまったが、上半灰責褐色土、下半、灰黄褐色土 とにぶ

い黄褐色土の薄い交互層 (た だ し違いはあまり顕著でない)。 底はV層 ブロック。

〔平面形・ 規模〕上場は、直径03m程度の円形だった。底は、直径約1.5mの 円形か。

〔断面形・ 深さ〕袋状。深さは、崩落 したため不明。

〔壁 。底面〕壁上40cmⅣ 層、その下～底 Vtt。 底は硬 く締まる。

〔副穴等の付属施設〕冨J穴あり。

〔出土遺物〕 (出土状況)南側上場直下、比較的大 きな土器片が出土 (写真図版29)。 内面を上に向けてほば

水平 (ほ んの少 し西側に傾斜)(第 78図 154)。 底部直上、副穴の南西横、内面を上に向け土坑の中心 に向かっ

て僅かに傾斜 して土器片が出土 (第 78図 159)。 9～ 10層上面。

(遺物)第 78図 154～ 160の 上器、写真図版 132の 250～ 133の 252の 石器類 (一部第78図 に図示 )、 写真図版 182

の 4の軽石加工品 ?、 石器製作時の剥片17.51g出土。土器は、 154、 155、 156、 158、 159?、 160?は 、円筒

下層dl式、 157も 同様か。掲載 した以外に、 9号袋 × 1程度の土器片出土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第 17号土坑 (第 29・ 79図、写真図版30。 133)

〔位置 。検出状況〕調査区西部中央。 4Dグ リッド。地山を20cm下 げた面の灰黄褐色土で比較的はっきり検

出。〔図・ 精査状況〕西側上場ほんの少 しだが崩れたため合わない。〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・ 堆積状況〕中部西側隅が黄褐色土である他は、上か ら下までほとんど同 じ (今回の調査でよ く見 ら

れた)炭混 じりの灰黄褐色土。

〔平面形 。規模〕上場は、08× 06mの 楕円形か。底は、直径約1.6mの 円形。

〔断面形 。深さ〕深さ約 lmの フラスコ快。

〔壁・ 底面〕壁上30～40cmⅣ層、その下～底 Vtt。 壁は根にやられてはっきりしない部分ある。底 は固 く締

まる。 〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕第79図 161～ 165土器、写真図版 133の 253、 254の 石器類、石器製作時の剥片87.32g、 剥片 B類

3,71g出 土。土器は、161?=165、 162≒ 164は 、円筒下層dl式、 1631よ 時期不明 (古いか)。 第78図 139に も、

本遺構か ら出土 した破片が含まれていて (「半裁時」で取 り上げ、詳細は第V章本文補足参照)、 第12号土坑
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出土破片 と接合 している (円筒上層dl式 ?)。 掲載 した以外に、 9号袋×1.5程度の土器片出土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期後半の可能性がある。

〔分類・所見〕開口部狭い。

第 18号上坑 (第 29・ 79図、写真図版30・ 133)

〔位置・検出状況〕調査区西。 4Dグ リッド。Ⅳ層上面褐色上で検出。半裁の結果壁と底が確認されたので

土坑と認定。

〔図・ 精査状況〕東 (A′ )側完掘時底が掘 り広がったため合わない。上場が崩れたので下場のみ掲載。精

査時に北側にまだ水路が走 っていたので、該当部分だけ掘 り広げた。掘 り慣れない作業員が掘 ったので南側

掘 りすぎ多い。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕Ⅳ～V層再堆積の褐色土。濃淡の差や含まれるものが異なるが、ほとんど同 じ。

〔平面形・規模〕上場は崩れたため不明。底は、直径約1.5mの 円形。

〔断面形・ 深さ〕袋状。約50cm。

〔壁 。底面〕全周オーバーハ ングか。壁Ⅳ層、底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕底面中央よりやや北西寄 りに直径約45cmの 副穴検出。半裁時掘 りすぎ、完掘時それに

合わせて掘 られて しまったので、深さ不明。覆土 は、黄褐色土 (10YR5/6)シ ル ト、やや もろ く炭化物含

む。

〔出土遺物〕第79図 166の 上器出土、縄文時代早期後葉赤御堂式か。写真図版 133の 255～ 257の石器類 出土

(一部第79図 に図示 )。

〔時期〕今回の調査で検出された他の上坑に比べ特に異なった特徴は見 られないが、出土土器か ら考えると

古いのかも知れない。

〔分類 。所見〕早期後葉土器片出土。

第 19号土坑 (第30・ 79図、写真図版30・ 133・ 182)

〔位置・検出状況〕調査区西部。 4Dグ リッド。南側の調査範囲外に続 く。周囲は手違いで重機によりV層

まで下げられて しまったようである。V層中褐色上のシミで検出。半裁の結果壁 と底が確認されたので土坑

と認定。覆土は地山が汚れたような土でわかりづ らかった。水田造成時に削平。

〔図・ 精査状況〕上場は、削平されて しまったのでない (写真に写 っているのはあくまで単に掘 り始めた面

である)。

〔重複〕調査できた範囲では、ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕ほとんどが地山が汚れたような粘土質の上でよく似ている。

〔平面形 。規模〕上場は削平されて しまったため不明。底 は、直径約1.9mの 円形 ?

〔断面形・ 深さ〕断面図を見ると、袋状を呈するようである。約 70cm。

〔壁 。底面〕壁はオーバーハ ングするようである。底は平 らなようであり、断面図の西側は、写真を見 ると

測 り間違いで、 もっとスムーズに傾斜するようである。壁はⅣ層、底はV層 のようである。

〔副穴等の付属施設〕確認できなか った。断面図にあ り写真 に写 っている副穴状の ものは掘 りす ぎであ

る。
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〔出土遺物〕第79図 167、 168の 土器、写真図版133の 258、 259の石器類出土 (一部第79図 に図示)。 写真図版

182の 5の軽石加工品 ?出土。土器は、167は 円筒下層 c～ d式、168は 不明。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類 。所見〕断面非対称。

第20号土坑 (第30図、写真図版30)

〔位置 。検出状況〕調査区西部。 4Dグ リッド。南側の調査範囲外に続 く。周囲は手違いで重機によりV層

まで下げられてしまったようである。V層中褐色土のシミで検出。水田造成時に削平。半裁の結果壁と底が

確認されたので土坑と認定。

〔図・精査状況〕上場は、削平されてしまったのでない (写真に写っているのはあくまで単に掘 り始めた面

である)。

〔重複〕調査できた範囲では、ないようである。

〔覆土 。堆積状況〕 1層 と8層以外、ほとんど同 じで汚れたⅣ層。

〔平面形・ 規模〕肖1平 されてしまったため不明。底は、直径約17mの 円形 ?

〔断面形・ 深さ〕断面図を見ると、袋状を呈するようである。約70cm。

〔壁・底面〕壁はオーバーハングするようである。底は平 ら。壁はⅣ～V層、底はVtt。

〔副穴等の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕なかったようである。

〔時期〕今回の調査結果全体から、縄文時代前期中棄～中期前葉の可能性がある。

第21号土坑 (第30。 31・ 79図、写真図版31・ 116・ 133)

〔位置 。検出状況〕調査区西部中央。 4Cグ リッド。灰黄褐色土で検出。北隣にも同様なシミが検出された

ので、同時に トレンチ状に半裁した結果、南側のみが土坑と判明。周囲、壁、底根によるカクラン多い。

〔図・精査状況〕東側上場崩壊 (西側上場は正 しいと思う。半裁時、南側隅掘り誤って、残すべき部分も掘っ

てしまった。〔重複〕北東隅、第23号土坑と重複。底面付近のみ重複 し、新旧関係不明。

〔覆土 。堆積状況〕上2/3灰 黄褐色土で、ほとんど区別つかない。下部暗褐色土、最下部きれいな責褐色土

(Ⅳ層再堆積)。

〔平面形・規模〕上場は不明。底は、直径約18mの 円形か。

〔断面形・ 深さ〕深さ約1.lmの フラスコ形。

〔壁・底面〕壁上40～50cmⅣ層、その下V層 (赤色パ ミス含む)。 底はⅥ層で軟らかい。

〔副穴等の付属施設〕底に小穴が見 られるが、根によるカクラン等を円く掘ってしまったもので、副穴では

ないと思う。

〔出土遺物〕第79図 169～ 174の 土器、写真図版133の 260、 261の 石器類 (一部第79図 に図示)、 写真図版116

の14の焼粘土塊、石器製作時の剥片22292g出 土。土器は、169は 円筒下層bl式か、 170は 円筒下層dlか、

171≒ 172、 173?=174は、円筒下層d2式。掲載 した以外に、 9号袋× 1程度の土器片出土。

〔時期〕出土土器から、縄文時代前期後半 (末 ?)の可能性がある。

〔分類 。所見〕口狭い。
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第22号土坑 (第 30・ 31・ 79図、写真図版 31・ 116・ 133)

〔位置 。検出状況〕調査区西部中央東寄 り。 4Cグ リッド。地山を10～ 20cm下 げたところ、にぶい黄褐色土

が検出された。根によるカクランによく似ており形が変なので疑似現象だろうと思 ったが念のため半裁 して

みた。 しばらくその思いは変わらなかったが、約 lm下か ら土器が出てきたので、 もっと掘 り下げたところ、

はっきりした黒土が出てきた。〔図・精査状況〕上場崩壊。 〔重複〕第23号土坑とは接するか。

〔覆土・ 堆積状況〕上半、根による汚れとほとんど区別できないにぶい黄褐色土、下半、一部にV層 ブロッ

ク多 く含む特徴的な層が見 られるが (14層 )、 その他は黒褐色と黄褐色の交互層。

〔平面形 。規模〕上記の検出状況と上場崩壊 したため、不明。底は、約23× 2mの 円形。

〔断面形・ 深さ〕上半分は上記のような覆上のため、はっきりしない。北側下部にも同様の場所がある。上

場が崩落 したような不整フラスコ状。約1lm。

〔壁・底面〕壁上40cnⅣ層、その下V層で、底はⅥ層。底 と壁明確に区別。底は軟 らか。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕第79図 175～ 181の 土器、写真図版 133の 262～ 264の 石器類 (一部第79図 に図示)(一部第23号土

坑出土品含むか)、 写真図版 116の 15の焼粘土塊、石器製作時の剥片5742g出 土。土器は、 175は 円筒下層d2

式、176=177?、 178は 、円筒上層 b式、 179は 中期前葉 ?、 1801よ縄文時代前期後半、 181は 不明、掲載 した

以外に、 9号袋 ×1/2程度の上器片出土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期末～中期前葉の可能性がある。

〔分類 。所見〕断面非対称。大型 ?

第23号上坑 (第 30・ 31・ 79図、写真図版31・ 32・ 133・ 134)

〔位置・ 検出状況〕調査区西部中央東寄 り。 4Cグ リッド。地山を10～ 20cm下 げたところで、灰責褐色土を

検出。疑似現象の可能性は低いのではないかと考えていたが、半裁時下の方か ら地山とほとんど区別できな

い黄褐色土が出てきて底が不整形になり、 トレンチ状に狭 く掘 っていたこともあって土坑 として良いか悩ん

だ。曇 りの日によく見たら黄褐色上の周 りに境界線 (壁～底)が引けることがわかり、土坑 と認定。

〔図・ 精査状況〕完掘時掘 り広がったため、南側の下場、副穴の上、下場合わない。段取 り悪 く、半裁時第

22号土坑の トレンチと接 して しまい、その後崩落。西側の上場 も、北側の一部崩れた。半裁時下げす ぎ。

〔重複〕第21号土坑 と重複するが、底部付近のみのため新旧不明。第22号土坑と接するか。

〔覆土・ 堆積状況〕上部、濃淡の違いはあるがほとんど同 じ灰黄褐色土 (南側下部は顕者に濃い)、 下部地

山とほとんど区別できない黄褐色土。

〔平面形・規模〕上場崩落 したため不明。底は、約22× 19mの 楕円形。

〔断面形・深さ〕深さ約 lmの袋状。

〔壁・ 底面〕南側壁上50cm、 北側壁上30cm、 Ⅳ層、その下～底 Vtt。 根特に多い。

〔副穴等の付属施設〕あり。

〔出土遺物〕 (出 土状況)中央より西寄 り副穴西、底直上 (底 か ら 5 cm、 下は10層 )、 比較的大 きな破片

(No,1)が 内面を上に向けて完全に水平に出土 (第79図 182)(写真図版31～ 32)。

(遺物)第 79図 182～ 187の 上器、写真図版 134の 265の 石器、石器製作時の剥片 12.3g、 剥片 B類 9220g出

土。写真図版133の 263、 264の 中にも、本遺構出土品が含まれているかも知れない。土器は、182、 183、 185?、

187は 、円筒下層dl式、 186は 円筒下層 c～ d式、 184は 不明。掲載 した以外に、 9号袋 × 1程度の上器片出
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土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期末円筒下層dl式期の可能性が高い。

第24号土坑 (第 32・ 80図、写真図版 32・ 134・ 183)

〔位置 。検出状況〕調査区西部中央。 4～ 5Cグ リッド。地山面を10～ 20c14下 げたところで、輪郭ははっき

りしなかったが中央の黒褐色土ではっきりと確認。東側にうすばんやりしたにぶい黄褐色土が認められ、重

複 している土坑があるかと同時に半裁 したが、30cm程 度の深さはあったが、底がはっきりせず、第52号土坑

と同様人によって意図的に掘 られたもの (遺構)で はないと判断。出土遺物 もほとんどなかった。

〔図・ 精査状況〕冨」穴合わず、平面図の方が間違 っているか。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕上部黒褐色土、中部  (両脇)黄褐色～にぶい黄褐色上、下部、灰黄褐色～黒褐色土 と

黄褐色～にぶい黄褐色土の交互層。

〔平面形・規模〕上場、直径約15× 1.3mの 円形。底、直径約2.5mの 円形。

〔断面形・ 深さ〕上場崩落 しているのか、国の広いフラスコ状①深さ約 1.2m。

〔壁 。底面〕壁上30cmⅣ 層 (北側は削平 して しまったため無い)、 その下～底 Vtt。 底は、西半Ⅵ層、東半

V層、副穴底Ⅵ層。底は固 く締まる。

〔副穴等の付属施設〕冨1穴 あり。最下層の12層下面で副穴は検出できた。

〔出上遺物〕第80図 188～ 194の 上器、写真図版 134の 266～ 273の 石器類 (一部第24図 に図示 )、 写真図版 183

の 8、 9の コハク、石器製作時の剥片268.15gが 出土。土器は、 188?=190=192は 、円筒下層bl式、189、

191、 193、 194は 不明。図示 した以外に 9号袋 × 3程度の上器片が出土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期中葉の可能性がある。

〔分類 。所見〕東側に見 られたのは、埋め戻 し穴の可能性がある (第 52号土坑参照)。 大型。

第25号上坑 (第 32・ 80・ 81図、写真図版 32・ 33・ 134～ 137・ 182)

〔位置・検出状況〕調査区西。 5C～ Dグ リッド。Ⅳ層検出面で、周囲の上坑 と異なりはっきりとした黒土

(Ⅲ 層)で検出。ただ し黒土の周囲は他の土坑 と同様のためプランははっきりとは確認できなかった。半裁

の結果壁 と底が確認されたので土坑 と認定。

〔図・ 精査状況〕完掘時西側掘 り広がったため、断面図の上場、下場と合わない。東側の壁上部 6層 と区別

し難かったのでサブ トレンチを入れた。北側の壁中央の一部掘 りすぎ。南側の壁上部一部掘 りすぎ。西側底

掘 りすぎ。調査序盤に慣れない作業員が掘 ったため掘 りすぎが多い。

〔重複〕南側に第 2号陥 し穴状遺構が重複。検出面および上場では重複 しておらず、第25号土坑を精査中に

重複に気づいたため新旧関係は不明である。

〔覆土 。堆積状況〕上部黒褐色～暗褐色土、中部 (両脇)黄褐色～褐色土、下部暗褐色土 と褐色土の交互層。

フラスコ状土坑に一般的堆積状況か ら自然堆積 と思われる。

〔平面形・規模〕18× 1.8m程度の隅丸方形～円形。下場は直径24m程度の円形～隅丸方形。

〔断面形・深さ〕フラスコ状。約 1.lm。

〔壁・ 底面〕全周オーバーハ ング。壁上40～ 50c14Ⅳ層、その下～底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕検出できなかった。
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〔出土遺物〕 (出土状況)半裁時 3層西下部～ 9層上面か ら比較的大 きな土器破片出土 (写真図版32～ 33)。

断面図にあるように 7層 と10-11層の間か らほぼ水平に比較的大 きな土器片出土。 15層 か ら比較的大 きな土

器片がまとまって出土 (水平)(写真図版60)。

(遺物)第 80図 195～ 204の土器、第81図 1の 石製垂飾品、写真図版134の 274～ 136の 297の 石器類 (一部第80

～81図 に図示 ))、 写真図版 182の 6の 軽石加工品 ?出土。写真図版186の 298～ 137の 313の石器類の中にも、

本遺構出土品が含まれているか も知れない。土器は、 195は 円筒上層 b式、 199?、 2021よ、円筒下層dl式、

203は 円筒下層d2式 ?、 197?、 198?は、円筒上層al式 ?、 196、 204は、円筒下層 c～ d式、2001よ不明、

201は 縄文時代前期末～中期初頭。なお、 196は 、第36号土坑出土土器片と接合 しているようである。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期末～中期前葉の可能性がある。

〔分類・所見〕大型。

第26号土坑 (第 33・ 81図、写真図版33・ 137・ 183)

〔位置・検出状況〕調査区西部中央。 5Cグ リッド。地山を10～ 20cm下げたところで、輪郭はばんやりだが

中央に黒褐色土が見 られ、比較的はっきり検出。 〔図・ 精査状況〕 セクション・ ポイントA′ 側 トレンチ崩

れ、半裁時掘 り足 らなか ったためか東側下場合わない。北東側上～壁崩落、南側壁崩落で、南側の上場以外

は全て原形を留めていない。 〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕上半、最上部黒褐色土、その下黄褐色土、下半、灰黄褐色土とにぶい黄褐色上の交互層。

2層 は、周囲の根穴による汚れと区別できない。

〔平面形・規模〕上場楕円形か。底、直径約2.6mの 円形。

〔断面形・深さ〕深さ約14mの フラスコ状。

〔壁 。底面〕壁上、東側30cn、 西側50cm、 Ⅳ層、その下 Vtt。 底は、南東部はV層で固 く締まり、それ以外

はⅥ層。〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕 (出土状況)北側奥壁際底面直上 (底か ら2 cm)か ら完形土器が倒立 して出土 (No l)(第 81

図205)(写真図版 33)。 逆位にほぼ直立 しており (や や東か ら西に傾 く)、 下は北側の壁奥まで16cm、 上は同

じく 6 cm、 上部は 6 cmで壁に到達する、壁の最 も奥に安置されていた。炭化物含む灰黄褐色土 (15層 )上 に

あり、10層 の土まで被 っていたようである。

(遺物)第 81図 205～ 217の土器、写真図版 137の 314～ 316の石器類 (一部第81図 に図示 )、 写真図版 183の 10

のコハク、石器製作時の剥片46172g、 設Jtt B類 13.99gが 出土。土器は、2061よ 円筒上層a2式、207は大木 7a

式系、2091よ 円筒上層al式 ?、 210、 2161よ 、円筒上層 b式、2121ま 円筒下層 c～ d式、205、 215は 不明、208?、

211、 213?、 214、 217?は 、中期前葉。掲載 したほかに、 9号袋 1分の土器片が出土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代中期前葉の可能性がある。

〔分類・ 所見〕上半の責褐色土は頸が崩れたものか。断面富士山形。大型。

第27号土坑 (第 33・ 81図、写真図版33・ 34・ 137)

〔位置・検出状況〕調査区西部東。 5Cグ リッド。地山を10cm下 げたところで比較的はっきり確認。

〔図・精査状況〕南西隅崩落。 〔重複〕ないと思われる。

〔覆土 。堆積状況〕中部両脇 (4層 )黄褐色土、下部 (6層 )黒土、それ以外ほとんど同 じにぶい責褐色土。

〔平面形・規模〕崩落 しているのか、上場は約 1.7× 16mの不整楕円形。底は、約24× 2.lmの楕円形。
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〔断面形・ 深さ〕深さ約0,811nの 袋状。北側は検出時に削平 して しまったため底まで45cmし かない。

〔壁・ 底面〕壁上15cmⅣ層、その下～底 Vtt。 周囲に根 もあるので確信は持てないが、底に見える黒い点々

は掘 り方か (写真図版34)。 〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕 (出土状況)底面直上か ら 5点の比較的大 きな遺物が出上 し、 うち 1点 は、半裁時 トレンチ状

に掘 った部分の東端 7層上面 ほば水平の状態で出土 した土器だったが、精査時に動か して しまったので位置

は記録 していない (第 81図223?)。 その他の 4点のうちNo l～ 3は土器で (第 81図 218～ 220)(第 33図、写

真図版38～ 34)、 1は底部が横倒 しになった状態で上に接する部分は水平、 2も ほぼ水平、 3は 中心に向かっ

てほんの僅か傾斜 し、 2と 3は 7層、 1は 出土層が確認できなかったが 7層 より上である。No.4は 自然礫

であるが、枕石状であり、南東側奥の壁際で 7層上面にほぼ水平に出土 し (底面か ら北側 16cm、 南側18cm)

遺棄 している可能性を窺わせる。

(遺物)第 81図 218～ 223の 土器、写真図版 137の 317、 318(第 81図 に図示)の石器類、石器製作時の剥片

3399g出 土。土器は、219は 円筒下層d2式 ?、 220、 222?は 、円筒下層dl式、 2231ま 円筒上層al式、218は

円筒下層 c～ d式、221は 前期末～中期初頭。掲載 した以外に、 9号袋 × 1程度の土器片出土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期末の可能性がある。

〔分類・ 所見〕大型。

第28号土坑 (第 34・ 81図、写真図版34・ 137・ 138・ 183)

〔位置 。検出状況〕調査区西部東。 5Cグ リッド。地山を10～ 20cm下 げたところで、中央が黄褐色土、その

周囲に灰黄褐色上が広がる二重の円をはっきりと確認。

〔図・ 精査状況〕セクション・ ポイント合わない (お そらくA)。 北西隅 トレンチ横上か ら底まで崩落。南

東隅、第104土坑との間も崩落。 〔重複〕ないと思われる。

〔覆土 。堆積状況〕最上部黄褐色土、その下灰責褐色上、中部褐色～黄褐色土、最下部黒褐色土。中部は比

較的特徴があり、両脇の土以外は比較的はっきり識別できる。ただ し層は厚いが細分はできない。 8層 は堆

積量が多 く、残 り半分では、奥の壁際まで半周広がり西側では底まで広がっていた。

〔平面形・規模〕上場は崩落 しているのか、約 1,7× 17mの 不整形。底は、直径約2,7mの 円形。

〔断面形・深さ〕深さ約1.3mの フラスコ状。

〔壁・底面〕壁上30cmⅣ層、その下～底 Vtt。 底は固 く締まり凹凸ある。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕 (出土状況)1、 9層 は土器出てない。 10層 は出土。

(遺物)第 81図224～ 228の 上器、写真図版 137の 319～ 138の 323の 石器類 (一部第81図 に図示 )、 写真図版 183

の11の コハク、石器製作時の剥片529,09gが 出土。土器は、 224、 225、 227は、円筒下層dl式、226は 円筒上

層 b式、228は 円筒上層al式か。掲載 した以外に、 9号袋 ×2.5程 度の土器片出土。

〔時期〕出土土器から、縄文時代前期末の可能性がある。

〔分類・ 所見〕大型。

第29号土坑 (第 34・ 82図、写真図版 34。 35。 138・ 182)

〔位置 。検出状況〕調査区西部東。 5～ 6Cグ リッド。上に切 り株あって検出面にも多 くの木根が残 り、検

出面を20cm下 げてもボヤーとしたにぶい黄褐色土や灰黄褐色土が幾つか並ぶのが確認できただけであった。
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そこで、既に検出精査を進めていた第31号土坑まで通 して半裁 してみた。それで もよくわか らなかったが、

曇 りの日に熟視、熟慮 し、 4つ の土坑が並んでいるのだと考えた。第103号、第104号 は、よく見れば、はっ

きりと確認できたが、第29号、第30号 はやや苦労 した。上面の土及びその長さか ら、 2つ の土坑が重複 して

いると思われるのだが、似た上で、また周囲の地山が根で汚れているため、底 と壁がはっきりしないのだ。

何 とか一応の結論は出 したが (断面図での第29号 の北側の壁は不自然 とは思 っていた)、 次項に記すように

紆余曲折がある。

〔図 。精査状況〕上場崩落 し、 A′ 側断面図より掘 り広が った。完掘時、重複する第30号土坑に変化が見 ら

れ、30号土坑 と一続きの一つの楕円形土坑 と思 うに至 ったが、報告書執筆時点で再び疑間に感 じている (詳

細は第30号土坑参照)。 しか し、既に真相は不明である。お詫び申し上げる次第である。壁、底 も含めて木

根非常に多い。

〔重複〕北側第30号土坑 と重複するが、前述のように一つの同 じ土坑の可能性 もある。

〔覆上・堆積状況〕灰黄褐色土 と黄褐色上の交互層。

〔平面形・規模〕重複と崩落のため、不明。

〔断面形・ 深さ〕深さ約 lmか。

〔壁・ 底面〕壁上20cmⅣ層、その下～底 Vtt。 底はあまり固 く締まらない。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕 (出土状況)No.1は 、比較的大 きな土器片で内面を上に向け北東方向 (中央)に向かって急

傾斜 して 3層上面か ら出土 (第 32図 229)(写真図版 35)。 No 2は、 2層の比較的上か ら西に傾斜 して出土

(第82図 252)。

(遺物)第 82図 229～ 234、 252の 土器、写真図版 182の 7の軽石加工品 ?、 石器製作時の剥片23053g、 設1片

B類 2.80gが 出土。土器は、 230、 234は、円筒上層al式、232は 中期前棄 ?、 229、 231、 233、 252は 、時期

不明。 また、第90図 367に も、本土坑か ら出土 した破片が含まれていて (5層 出土。詳細 は第V章本文補則

参照 )、 第58号、第63号土坑出土破片 と接合 している (縄文前期末)。 掲載 した以外に、 10× 10cm程度の破片

1、 9号袋 × 1程度の上器片が出土。その他、半裁時に、第29、 30、 31、 103、 104号土坑一括で取 り上げた

土器があり (第 82図247～ 252)、 不掲載破片が、 9号袋× 1程度ある。写真図版 138の 324～ 329の 石器類 (一

部第82図 に図示)、 第82図 2の土偶 (円筒上層 a式期)も、石器製作時の剥片367.64gも 、同様である。土器

は、247は 円筒下層d2式 ?、 248は五領 ヶ台 Ia式系、249?、 251は 、円筒上層al式、 2501よ 、縄文早期貝殻

文期 (白浜式 ?)、 252は 時期不明。

〔時期〕出土土器から、縄文時代前期末～中期初頭の可能性がある。

第30号上坑 (第34・ 82図、写真図版34・ 35。 138)

〔位置・検出状況〕調査区西部東。 5～ 6Cグ リッド。上に切 り株あって検出面にも多 くの本根が残 り、検

出面を20cm下 げてもボヤーとしたにぶい黄褐色土や灰黄褐色土が幾つか並ぶのが確認できただけであった。

そこで、既に検出精査を進めていた第31号土坑まで通 して半裁 してみた。それで もよくわからなかったが、

曇 りの日に熟視、熟慮 し、 4つ の土坑が並んでいるのだと考えた。第103号、第104号 は、よく見れば、はっ

きりと確認できたが、第29号、第30号 はやや苦労 した。上面の上及びその長さか ら、 2つ の上坑が重複 して

いると思われるのだが、似た上で、また周囲の地山が根で汚れているため、底 と壁がはっきりしないのだ。

何 とか一応の結論は出したが (断面図での第29号 の北側の壁は不自然 とは思 っていた)、 次項に記すように

-49-



紆余曲折がある。

〔図・ 精査状況〕上場崩落 し、 A′ 側断面図より掘 り広がった。完掘時、18層 もその上のⅣ層と考えていた

土 も覆土 とわかった。またV層 と考え底 と思 っていた土 も覆土 とわかり、結果的に底は第29号土坑と同じ高

さで繋がってしまった。そうして、改めて平面形や壁を見ると楕円形の一つの土坑 と見てもさほど不自然で

はないように思われ、野外調査の最後にはそのように考えるようになっていた。 しか し、報告書執筆時点で

改めて検討 してみると、壁は二つの弧を描 くように続いており、平面形が楕円形に見えるに至ったのは上場

が崩れた部分が多かったせいだったのではないかと思い直 している。ただ し事実がどうだったかはわからな

い。壁、底 も含めて木根非常に多い。東側の壁は全て崩落。

〔重複〕南側第29号土坑 と重複するが、前述のように一つの同 じ土坑の可能性 もある。

〔覆土 。堆積状況〕中部に黄褐色土入る他は、にぶい黄褐色土～灰黄褐色土。

〔平面形・規模〕崩落 と重複のため不明。

〔断面形 。深さ〕深さ約0,7mか 。

〔壁・ 底面〕壁上20cmⅣ 層、その下～底 Vtt。 底はあまり固 く締まらない。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕時期を特定できる土器 は出上 しなかった (手違いで 1点 も掲載 しなかった)。 9号袋×1/2程

度の上器片が出土。その他、半裁時に、第29、 30、 31、 103、 104号土坑一括で取 り上げた土器があり (第82

図247～ 252)(時期は、第29号土坑参照 )、 不掲載土器片が 9号袋 × 1程度ある。写真図版 138の 324～329の

石器類 (一部第82図 に図示 )、 第82図 2の上偶 (円筒上層 a式期)も 、石器製作時の剥片367.64gも 、同様で

ある。

〔時期〕今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第31号土坑 (第 35。 82図、写真図版 35・ 116・ 138・ 139)

〔位置・検出状況〕調査区西部東側。 5～ 6Cグ リッド。前年度の調査区との境で、上部に黒褐色土が見 ら

れることもあって地山上面で既に検出 し南側の一部を掘 り下げていた。今年度 は検出面をさらに10cm下 げた

ため明確に検出。〔図・ 精査状況〕西側の下場掘 りすぎのため合わない。平面図の下場の形 もう少 しきれい

な円になる。本土坑半裁後、北側に広がる土坑群が確認され、検出面でプランが確認できなかったため、本

土坑まで通 して南北に半裁 した。

〔重複〕北側、第104号土坑 と重複 し、本土坑の方が新 しい。覆土がはっきり異なるので間違いない。東側

に黒いシミを見つけ、別の上坑がか らんでいるのかと思 ったが、精査 したところ底がはっきりせず疑似現象

であることがわかった。

〔覆土・堆積状況〕上半、黒～灰黄褐色のブロック状の土 (あ まり広が らない)、 下半、灰黄褐色土 とにぶ

い黄褐色土の交互層。

〔平面形・ 規模〕上場不明。底、直径約2.2mの 円形。

〔断面形・深さ〕全周強いオーバーハ ング。深さ約1.lmの フラスコ状。

〔壁・底面〕壁上20cmⅣ層、その下～底 Vtt。 底は一部赤色パ ミス含み固 く締まる (鹿沼土のような感 じ)。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕第82図 235～ 246の 土器、写真図版 138の 330～ 335の 石器類 (134は 写真図版 139)(一部第82

図に図示 )、 写真図版116の 16の 焼粘土塊、石器製作時の剥片587.38g出 土。 土器 は、235?、 237??、
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238?、 243?は 、円筒下層d2式、 236、 246?は 、円筒上層 b式、239、 242は、円筒上層al式 ?、 244は 五

領 ヶ台 Ia式系、245は 円筒下層dl式、241は 円筒下層 c～ d式、2401よ 日寺期不明。図示 した以外に 9号袋×

3程度の土器片が出土。その他、半裁時に、第 29、 30、 31、 103、 104号土坑一括で取 り上げた土器があり

(第 82図 247～ 252)(時期は、第29号土坑参照 )、 不掲載土器片が 9号袋 × 1程度ある。写真図版 138の 324～

329の石器類 (一部第82図 に図示 )、 第82図 2の 上偶 (円筒上層 a式期)も 、石器製作時の剥片 367.64gも 、

同様である。

〔時期〕出土土器から、縄文時代前期末～中期初頭の可能性がある。

第32号土坑 (第 35・ 82・ 83図、写真図版35。 138～ 140)

〔位置・検出状況〕調査区西。 5Dグ リッド。Ⅳ層褐色上で検出。周囲に疑似現象が点々とあり、土坑かど

うか確信は持てなかったが、半裁の結果壁 と底が確認されたので土坑 と認定。南側の調査範囲外に続 く。

〔図・精査状況〕上場全て崩落 したので下場のみ掲載。半裁時予想より深 く狭 くて掘れなくなって しまった

のでサブ トレンチを入れた (南側 )。

〔重複〕上面に第 6号焼土を検出。東側第33号土坑 と重複。検出面では重複 してお らず、精査中に重複 して

いるとわかったため、新旧関係を確認することはできなかった。なお、両土坑の間に褐色土のシミが見 られ

るが、あまり広がらず不整形であり、周囲に点在するものと同 じ疑似現象であろう。

〔覆土・堆積状況〕上部褐色土 (一部黄褐色土 )、 中部暗褐色土、下部黄褐色土。

〔平面形・規模〕上場は崩落、底は調査範囲外に続 くため不明だが、 1.8× 15mの楕円形か。

〔断面形・深さ〕袋状。約 85cm。

〔壁・ 底面〕壁は全周オーバーハ ングするようである。壁上40cmⅣ層、その下～底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕調査 した範囲では確認できなかった。

〔出土遺物〕第82図 253、 254の 土器、写真図版 138の 336～ 140の 355の 石器類 (一部第82～83図 に図示)出土。

土器は、253は 縄文前期末か ?、 254は不明。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第33号土坑 (第 35・ 83図、写真図版36・ 140。 141)

〔位置 。検出状況〕調査区西。 5Dグ リッド。Ⅳ層褐色土で検出。周囲に疑似現象 (根 による攪乱)が点々

とあり、土坑かどうか確信は持てなかったが、半裁の結果壁と底が確認されたので土坑と認定。南側の調査

範囲外に続 く。

〔図・精査状況〕口が非常に狭 く深いので通常のやり方では精査できず、サブ トレンチを入れた。

〔重複〕上面に第10号焼土を検出。西側第32号土坑 と重複。検出面では重複 してお らず、精査中に重複 して

いるとわかったため、新旧関係を確認することはできなかった。なお、両土坑の間に褐色土のシミが見 られ

るが、あまり広がらず不整形であり、周囲に点在するものと同 じ疑似現象であろう。上場東側にも同様のも

のが広がる。

〔覆土・堆積状況〕 6、 8層がV層のブロックを含むのが特徴的なくらいで、濃淡の差や含まれるものが異

なるが、ほとんど同 じⅣ～V層再堆積の褐色土。

〔平面形・規模〕上場 (日 )は、根による攪乱を受けているのではっきりしない点があるが直径約30cmの 円

～楕円形か。底は、直径約1.6mの 円～楕円形。回は、底部に比べ著 しく北西に偏 っている。
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〔断面形・深さ〕国が極めて細いフラスコ状。深さ約1.5m。

〔壁 。底面〕壁は全周強 くオーバーハング。壁上40cmⅣ 層、その下～底Vtt。

〔副穴等の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕第83図 255、 256の土器出土、255は 円筒下層dl式か、256は 時期不明。写真図版140の 356～ 141

の382の 石器類出土 (一部第83図 に図示)。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類 。所見〕今回の調査を代表するように細い開回部を持つ。縄文人はどのように掘ったのか。

第34号土坑 (第 36・ 83図、写真図版36・ 141)

〔位置・検出状況〕調査区西寄 り、調査範囲際。 5Dグ リッド。Ⅳ層で黄褐色土で検出。疑似現象との区別

が難 しく、プランは半裁後に確認。半裁後底と立ち上がりが確認できたので土坑と認定。

〔図・精査状況〕半裁後上場崩落 したため、平面図は下場のみ掲載。北側は疑似現象と重複 しており掘 りす

ぎで半裁時に壊 してしまったので、下場も不明。

〔重複〕ないと思われる。北側は疑似現象 (根 )と 重複。

〔覆土・堆積状況〕疑似現象と見間違うような褐色上で、全体的によく似ている。

〔平面形・規模〕上場は崩落 したため不明。下場は、直径約1lmの 円形。

〔断面形・深さ〕北側が疑似現象と重複 しているためか不整形である。約50cm。

〔壁・底面〕北壁以外はオーバーハングしている。底は平ら。壁上26cmⅣ 層、その下～底Vtt。

〔副穴等の付属施設〕底面中央よりやや北側から直径約25cm、 底面からの深さ約 7 cmの 副穴検出。覆土は手

違いで記録されておらず不明。

〔出土遺物〕 (出上状況)西壁に近接 した底面直上から、ほば完形の鉢形土器が北側に口を向けて、そのま

ま土圧で押 しつぶされたような形で出土 (第83図 257)(第 36図、写真図版36)。 底面からは約 6c14浮 いてい

るが底面と平行に寝た状態で、 4層から出上 しているようである。黒こげでボロボロになった状態のため、

復元することはできなかった。

(遺物)第 83図257の上器出土、時期は縄文時代前期末辺りか。写真図版141の 383、 384の石器類出土 (一部

第83図 に図示)。

〔時期〕出土土器から、縄文時代前期末～中期初頭の可能性がある。

〔分類・所見〕断面非対称。

第35号土坑 (第 36・ 83図、写真図版36・ 141・ 142)

〔位置・検出状況〕調査区西。 5C～ Dグ リッド。Ⅳ層褐色土で検出。周囲に疑似現象が広がる土坑集中区

で、怪 しいものを半裁 したところ褐色土が下に続き、底と壁を確認できたので土坑と認定。

〔図・精査状況〕口が狭い割に深 く掘るのが容易でなかったので断ち割ってサブトレンチを入れた。

〔重複〕上面に第 8号焼上を検出。

〔覆土・堆積状況〕濃淡の差や含まれるものが異なるが、ほとんど同じⅣ～V層再堆積の褐色土。

〔平面形 。規模〕上場直径約50cmの 円形 ?、 底直径約14mの 円形。

〔断面形・深さ〕口が非常に狭いフラスコ形。約90cm。

〔壁・底面〕底から途中までかなリオーバーハングがきつく、その上は垂直に近 く立ち上がる。壁上部40cm
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Ⅳ層、その下～底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕第83図 258～ 260の上器、写真図版 141の 385～ 142の 389の石器類 (一部第83図 に図示)が出土。

土器は、 2591よ 円筒下層 c～ d式、258は縄文時代前期後半、260は時期不明。

〔時期〕出土土器 と今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期後半の可能性がある。

〔分類・ 所見〕首狭いフラスコ状。

第36号上坑 (第 36・ 80・ 83・ 84図、写真図版36・ 37、 142～ 144・ 170)

〔位置・検出状況〕調査区西～中央。 6Cグ リッド。Ⅳ層検出面で、周囲の上坑 と異なりはっきりとした黒

土 (Ⅲ層)で検出。ただ し黒土の周囲は他の上坑 と同様のためプランははっきりとは確認できなかった。半

裁の結果壁 と底が確認されたので土坑 と認定。

〔図・精査状況〕南側の上場、崩れたりして正確でないので省略。西 (A′ )側の上場、測 り間違いか、合

わない。半裁時、狭 く深いため精査が容易でな く、サブトレンチを入れた。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕上部黒褐色土、その下全てⅣ～V層再堆積の褐色土。濃淡の差や含まれるものが異なる

が、ほとんど同 じ。

〔平面形・規模〕上場は崩落 したため不明。底は、直径約2.6mの 円形。

〔断面形・深さ〕フラスコ状。約 1.6m。

〔壁・底面〕全周オーバーハ ングか。壁上約50cmⅣ層、その下～底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕 (出土状況)13層 中深鉢形土器の胴部が西か ら東へ傾斜 して出土① 14層 中 (上面 ?)に ほぼ水

平の状態で土器片がまとまって出土 し、一番東側の土器は南東側にやや傾 き、その上に石皿が南向きに傾斜

して出土 (写真図版37)。 石皿は、底面のほぼ中央の位置になる。

(遺物)第 83図261～第84図 270の土器が出土。第80図 196土器の一部破片 も、本遺構 (検出面 ?)か ら出土

しているようである。写真図版 142の 390～ 144の 419の 石器類出土 (一部第84図に図示 )。 土器は、261は 大木

7a式系 ?、 262?、 264、 2691ま 、円筒上層 b式、263、 266、 268、 270は 、円筒下層dl式、267は 円筒上層

a2式、265は不明。写真図版 170の 786、 787の 石器類 も本遺構か ら出土 している可能性がある。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代中期前葉の可能性が高い。

〔分類・所見〕大型。回広いフラスコ。

第37号土坑 (第 37・ 84図、写真図版 144・ 145)

〔位置・検出・精査状況〕調査区西～中央。 6C～ Dグ リッド。大部分が南側の調査範囲外にある。第38、

39号土坑の半裁時、覆上分層の際南壁に不自然なところがあり、南側に土坑が重複 していることがわかった。

ほとんどが調査範囲外であり、また表土か ら底面までは深 く (約 14m)、 調査範囲内の狭い範囲 (40cm幅 )

を精査するにはかなりの危険が伴 うので、精査はしなかったが、断面か ら37号の方が新 しいことは確実であ

る。

〔重複〕上記のように、北側第39号土坑 と重複 し、37号の方が新 しい。

〔出土遺物〕重複が著 しく特定できず、第37～40号土坑出土として取 り上げた土器片が 2点あり (第84図 271、
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272)、 円筒上層al式と思われる。写真図版 144の 420～ 145の 444(一部第84図 に図示)の石器類 も同様であ

る。

〔時期〕今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第38号上坑 (第 37・ 84図、写真図版37・ 144・ 145)

〔位置 。検出状況〕調査区西～中央。 6Cグ リッド。Ⅳ層面褐色土で検出。土坑が重複 して集中する場所あ

るが、周囲に疑似現象が広が リプランは全 く確認できなかった。重複する第40号土坑 も同様で、 こちらは検

出時には認識できなか った。本土坑の場合は、半裁の結果壁と底が確認されたので土坑 と認定 したが、三つ

の土坑が重複 していた。

〔図・精査状況〕底半裁後に掘 り広がったため合わない。

〔重複〕南側第39号土坑 と重複。一緒に半裁 したが底面が二段になり重複 と判断。段差の最 も自然な解釈、

黄褐色上がブロック状に入るという第39号土坑の覆土の特徴、39号 の南壁か ら類推 した北壁の形状から、断

面図のように判断 し、39号 の方が新 しいと考えた。東側第40号土坑 と重複。検出面では確認できず、39号土

坑完掘の際底面で、黒土が東側に続いていることから初めて別の上坑 と重複 していると気づいたため新旧関

係は不明である。

〔覆土 。堆積状況〕最上部黒褐色土、下部濃淡の差や含まれるものが異なるが、ほとんど同じ暗褐色土。

〔平面形 。規模〕上場は崩落 して しまったので不明。底は、重複 しているためはっきりしない。

〔断面形 。深さ〕袋状か。約80cln。

〔壁 。底面〕全周オーバーハ ングか。壁上50cmⅣ層、その下～底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕重複が者 しく特定できず、第37～40号土坑出土として取 り上げた土器片が 2点 あり (第84図 271、

272)、 円筒上層al式と思われる。写真図版 144の 420～ 145の 444の 石器類 (一部第84図 に図示)も 同様であ

る。

〔時期〕今回の調査結果全体から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第39号土坑 (第37・ 84図、写真図版37・ 144・ 145)

〔位置 。検出状況〕調査区西～中央。 6Cグ リッド。Ⅳ層面褐色土で検出。土坑が重複 して集中する場所で

あるが、周囲に疑似現象が広がリプランは全 く確認できなかった。重複する第40号土坑 も同様で、 こちらは

検出時には認識できなかった。本土坑の場合は、半裁の結果壁 と底が確認されたので土坑 と認定 したが、三

つの土坑が重複 していた (第37図 )。

〔図・精査状況〕底半裁後に掘 り広がったため合わない。上場崩落 したため底のみ記載。

〔重複〕北側第38号土坑 と重複。一緒に半裁 したが底面が二段になり重複 と判断。段差の最 も自然な解釈、

黄褐色土がブロック状に入 るという第39号土坑の覆上の特徴、39号 の南壁か ら類推 した北壁の形状から、断

面図のように判断 し、39号 の方が新 しいと考えた。南側第37号土坑 と重複。覆土分層の際南壁に不 自然なと

ころがあり、南側に土坑が重複 していることがわかった。ほとんどが調査範囲外であり、また表土から底面

までは深 く (約 14m)、 調査範囲内の狭い範囲 (40cal幅)を精査するにはかなりの危険が伴 うので、精査は

しなかったが、断面か ら37号 の方が新 しいことは確実である。東側第40号土坑 と重複。検出面では確認でき

ず、39号土坑完掘の際底面で、黒土が東側に続いていることか ら初めて別の土坑と重複 していると気づいた
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ため新旧関係は不明である。

〔覆土・堆積状況〕最上部黒褐色土、上部黒褐色土と黄褐色土の混土 (黄褐色土のブロック)、 中部黒褐色

土、下部黄褐色土。最上部は自然堆積、上部は人為堆積 (埋め戻 し)の可能性が窺われる。

〔平面形・ 規模〕上場は崩落 して しまったので不明。底は、重複 しているためはっきりしないが、2.1× 19m

程度の楕円形か。

〔断面形 。深さ〕袋状。約 1.3m。

〔壁 。底面〕全周オーバーハ ングか。壁上60cmⅣ 層、その下～底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕断面写真にはそれ らしいものが底面中央付近に見 られるが、雨後のクリーエングの際

削って無 くなって しまったようである。お詫び申し上げる次第である。

〔出土遺物〕重複が者 しく特定できず、第37～ 40号土坑出土 として取 り上げた土器片が 2点あり (第84図 271、

272)、 円筒上層al式と思われる。写真図版 144の 420～ 145の 444の石器類 (一部第84図 に図示)も 同様である。

〔時期〕今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第40号上坑 (第 37・ 84図、写真図版37・ 144・ 145)

〔位置 。検出状況〕調査区西～中央。 6Cグ リッド。周囲に疑似現象が広がる土坑集中区で、検出面では確

認できなかった。半裁時に検討 した結果、国が直径約40cm程 度で非常に狭かったため土坑の可能性を疑 うこ

とができず、第37～39号土坑等を割 った トレンチか ら外れた模様である。第39号土坑完掘の際底面で、黒土

が東側に続いていることか ら初めて土坑があると認識できた。

〔図・精査状況〕土坑があると確認できた時点では、東側の覆土は残 っていたので半裁 した。ところが二 日

の休みを挟んで現場に来てみると上場は全て崩落 していたのである。オーバーハ ングがかなりきつい壁だっ

たせいと思われるが、いかに初年度の調査終盤で急いでいたとは言え、あまりに考えがなかったと反省する

次第である。以上の経緯のため、断面図 も上場 もなく、底のみの掲載である。なお、図面上本土坑の底が一

周 しているのは、全ての土坑の中で最 も深 く掘 り込まれていたためで、新旧関係を表現 しているわけではな

ヽヽ。

〔重複〕北東隅上面に第 9号炉跡があり明らかに炉跡が新 しい。西側第38、 39号土坑、東側第101、 102号土

坑と重複するが、上記の検出状況のため、新旧関係はいずれも不明である。お詫び申し上げる次第である。

〔覆上・堆積状況〕上記の経緯のため不明である。

〔平面形・規模〕上場は崩落 して不明。底は直径約 2mの 円形。

〔断面形 。深さ〕袋状か。約1.5m。

〔壁・底面〕全周オーバーハングか。壁上60cmⅣ 層 (下方、根が深 く入っているためV層を誤認 ?)、 その

下～底V層。南東壁の底面直上に花南岩の露頭。

〔副穴等の付属施設〕底面中央に約40× 30cmの 楕円形で底面からの深さ約10cmの 副穴検出。調査員が確認 し

たときには完掘されていたため覆土は不明。

〔出土遺物〕重複が著 しく特定できず、第37～40号土坑出土として取 り上げた土器片が 2点あり (第84図

271、 272)、 円筒上層al式 と思われる。写真図版144の 420～ 145の 444の 石器類 (一部第84図 に図示)も 同様

である。

〔時期〕今回の調査結果全体から、縄文時代前期中葉～中期前棄の可能性がある。
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第41号土坑 (第 37・ 85図、写真図版 37・ 145・ 146)

〔位置 。検出状況〕調査区西～中央。 6～ 7Cグ リッド。南側調査範囲外に続 く。周囲に疑似現象が広が る

土坑集中区で、Ⅳ層褐色土で検出し、半裁 したところ、壁 と底が確認されたので土坑と認定。

〔図・精査状況〕西側の壁はっきりしなかったのでサブ トレンチを入れた。 うっかり底まで入れて しまった

ので底 も不明になって しまった。

〔重複〕調査 した範囲ではないと思われる。壁の項参照。

〔覆土・堆積状況〕上部暗褐色土 (Ⅲ 層に酷似 )、 中部褐色土 (今回の調査でよく見 られるⅣ～V層再堆積

土 )、 下部黄褐色土 と褐色土の交互層。上部 と下部か ら、 自然の堆積の可能性が高い。

〔平面形・ 規模〕上場 はサブ トレンチで壊 して しまったため推測できない。底は、直径18m前後の円形か。

〔断面形・深さ〕袋状 (次項参照 )。 約1lm。

〔壁 。底面〕断面を見ると、西壁が不自然な形をしているが、サブ トレンチを入れた結果、 15層 の下が掘れ

るようには思えなかった。途中の突出部を底にして上にもう 1基 フラスコ状土坑が重複 しているのかも知れ

ないが、覆土は比較的似ており顕者な違いは見いだせず、また底を認識することはできなかった。ただ し、

報告書執筆時点で再検討 してみれば、16～ 17層 と18～ 19層 の間が比較的大きく異なっており、覆土を底 とし

たためしっか りせず下に落ち込んだ可能性 も考慮すれば、上にもう 1基 あると考えた方がより自然かも知れ

ない。壁はオーバーハ ング。壁、検出面か ら50cmⅣ層、その下～底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕調査 した範囲では確認できなかった。

〔出土遺物〕第85図 273、 274の 上器、写真図版 145の 445～ 146の 450の石器類 (一部第85図 に図示)出土。土

器は、273は 円筒下層d2式 ?、 274は 円筒下層 c～ d tt。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期末の可能性がある。

〔分類・ 所見〕断面非対称。

第42号土坑 (第 38・ 85図、写真図版38。 146)

〔位置・ 検出状況〕調査区西部東端。 6Cグ リッド。住居ベル ト残 して掘 り下げた際、黒かったので間違 っ

て掘 り下げた。 この時点ではプランは確認できず、当初は住居の周溝かと思 っていたが、予想より深 く大 き

く、土坑であろうとわかった。住居精査終了後、床面を下げてプランを大まかに掴み、半裁。

〔図・ 精査状況〕 トレンチ南側崩れ、上場全 く合わない。上場が段をなしてわかりにくいこともあり、上場

をどこと捉えるかという認識の違いのせいかも知れない。南側上場、徳利状に開き、住居の壁を削 っている

可能性を疑 ったが、根による汚れと判断。

〔重複〕第 1号住居跡中に検出。新旧関係はっきりしないが、検出状況から本土坑の方が古い可能性がある。

〔覆土・ 堆積状況〕上か ら下までほとんど同 じボロボロの灰黄褐色土。

〔平面形・ 規模〕上場不明。底、直径約1.6mの 不整円形。

〔断面形 。深さ〕上面皿状に開いて段をなし、壁はオーバーハ ングきつい。 フラスコ状。深さ約 1.5m。

〔壁・ 底面〕壁上Ⅳ層、下V層、底Ⅵ層 (白色粘土層 )。 壁 と底ははっきり分かれる。

〔副穴等の付属施設〕冨1穴 あり。

〔出土遺物〕第85図 275～ 280の 土器、写真図版 146の 451～ 454の 石器類 (一部第85図 に図示)、 石器製作時の

剥片189,34gが 出土。土器は、275は 円筒下層b2式 ?、 277は五領 ヶ台 Ia式系 ?、 278?、 279??は、円筒

下層bl式 ?、 280は 円筒上層al式 ?、 276は縄文前期中葉か。掲載 した以外に、 9号袋× 1程度の土器片出
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土 ①

〔時期〕出土土器から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類 。所見〕皿状に開 く上場は、第52号土坑のように、埋め戻 し穴の可能性 もあるかも知れない。首狭

峰ヽ
。

第43号上坑 (第 38・ 85図、写真図版 38・ 146)

〔位置・検出状況〕調査区西部東端。 6～ 7Cグ リッド。焼土断ち割 り時、下の様子がおか しいと気づいた。

両側に地山そっくりの上が入 っていたので確信は持てなかったが、掘 り下げてみたら土坑 とわかった。

〔重複〕上面に第30号焼土あり (よ り新 しい)。 第 1号住居跡 と重複 し、新旧関係はっきりしないが、住居

精査時全 く確認できなかったことか ら、土坑の方が古い可能性が高い。

〔覆土・ 堆積状況〕上部にぶい黄褐色土、中部Ⅳ～V層再堆積の責褐色土、下部にぶい黄褐色土 (一番下 は

V層再堆積 ?)。

〔平面形・ 規模〕上場不明。底、直径約1.5mの 円形。

〔断面形・深さ〕深さ約 lmの フラスコ状。

〔壁 。底面〕検出面のせいか、壁～底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕冨1穴あり。覆土は、褐色土 (10YR4/6)シ ル ト、粘性あり、 1～ 2 mmの 炭化物、 5 mm

～ l cmの V層 ブロック多 く含む。

〔出土遺物〕第85図 281の上器 (円筒下層 c～ d式か ?)、 写真図版 146の 455～ 457の石器類 (一部第85図 に

図示)、 石器製作時の剥片529.57g出土。掲載 した以外に、 10× 10cm l点、 9号袋 ×1/4程度の土器片出土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期後葉の可能性がある。

第44号土坑 (第 38・ 85図、写真図版38。 146)

〔位置 。検出状況〕調査区西部東端。 6B～ Cグ リッド。第 1号住居跡柱穴捜すため床面をクリーニングし

た時に発見。プランは掴めなかったが、半裁 した結果、柱穴ではな く土坑 と確認。住居跡精査後、改めて床

面を下げてプランを確認。

〔図・精査状況〕南側上場崩れて合わない。北側上場測 り間違いで合わない。上場、図示 したものとそれほ

ど遠 くなかったと思われるが、精査中に崩れている可能性が高い。

〔重複〕第 1号住居跡 と重複。検出状況か ら、本土坑の方が古い可能性が高い。

〔覆土・堆積状況〕汚れⅣ～V層の再堆積土と暗褐色上の交互層。南側の上面に確認された層は、地山とほ

とんど区別できない。

〔平面形・規模〕上場不明。底、直径約1.4mの 円形。

〔断面形 。深さ〕崩れているためか不整形。約0.9m。

〔壁・底面〕検出状況のせいで、壁～底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕冨」穴あり? 他 と異なり上場がはっきりせず、ダラダラと立ち上がる。

〔出土遺物〕第85図 282～ 284の 土器、写真図版 146の 458(=第 85図458)の 石器、石器製作時の剥片13.90g

出土。土器は、 282、 284は、縄文中期前葉、283は 縄文前期末～中期初頭。掲載 した以外に、10× 10c142点、

9号袋×1/2程度の上器片出土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期末～中期初頭の可能性がある。
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〔分類 。所見〕断面非対称。

第45号土坑 (第 39・ 85図、写真図版38・ 146・ 147)

〔位置・検出状況〕調査区中央部西端。 7B～ Cグ リッド。地山上面で、第 7号炉跡に伴 う柱穴を捜 してい

た際に検出。炭化物を花南岩のように顕著に含む灰黄褐色土だったので、比較的はっきり確認 したが、あま

りに小さか ったので、半裁前 は柱穴と思 っていた。 〔図 。精査状況〕北側上場はっきりしなかったのでサブ

トレンチを入れた。

〔重複〕東側第48号土坑 と重複 し、断面か ら48号 の方が新 しい。底付近のみ重複。本土坑を精査 したときに

は、まだ48号 は検出 してお らず、半裁 した際に偶然あたった。48号 は、初め住居状遺構 と考えていたので、

さらに別の上坑があるのだと思 っていた。

〔覆土・ 堆積状況〕断面図に見える下部の花南岩の直下 と間を置いて、その下がやや黄色みが強いというだ

けで、ほとんど同 じ灰黄掲色土。炭化物を花南岩のように特徴的に含む。

〔平面形・ 規模〕上場08× 0.6cmの 楕円形。底、直径約13mの 円形。

〔断面形・ 深さ〕南側上部洞穴状に僅かにオーバーハ ングし、二段のオーバーハングになっている。深 さ約

lmの フラスコ状。

〔壁・ 底面〕壁上30cmⅣ 層、その下～底 Vtt。 底は固 く締まる。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕 (出土状況)炭化物多 く含むのに、他に比べて土器が出土 しない層が非常に多かった。

(遺物)第85図 285、 286の 上器、写真図版 147の 459、 146の 460の石器類、石器製作時の剥片89.42g出 土。土

器は、286は 円筒下層 c～ d式か、285は 時期不明。掲載 した以外に、 9号袋半分強程度の上器片が出土 して

いる。

〔時期〕出土土器 と今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類 。所見〕口狭い。

第46号土坑 (第 39・ 85。 86図、写真図版39。 146～ 148)

〔位置・検出状況〕調査区中央。 7Cグ リッド。Ⅳ層面褐色土で検出。半裁の結果壁 と底が確認されたので

土坑 と認定。

〔図・精査状況〕測 り間違いでセクションポイント合わない。完掘時掘 り広がったため (お そらく掘 りすぎ)、

断面図と平面図合わない。半裁時口が狭かったので南側を壊 して精査 (ト レンチ)。 ところが、調査序盤で

作業員が慣れていなかったため断面を垂直に下ろすことができず、下方をかなり快って しまった。下方に合

わせて断面を垂直にするように求めたが、なかなか垂直に下ろすことができず、とうとう上場がな くなって

しまった。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土 。堆積状況〕断面実測できたところでは、全てⅣ～V層再堆積の褐色土。濃淡の差や含まれるものが

異なるが、ほとんど同 じ。

〔平面形・規模〕前述のように、上場は精査中に壊 して しまったため不明であり、下場は掘 りすぎている可

能性が高いので不明。

〔断面形・ 深さ〕 フラスコ状か。約90cm。
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〔壁・ 底面〕全周オーバーハ ング? 壁上部Ⅳ層、壁下部～底部 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕第85図 287、 288の 土器、写真図版 146の 461～ 148の 466の石器類 (一部第85～ 86図 に図示)出土。

土器は、287は 円筒上層al式 ?、 288は 縄文時代前期末辺 りか。

〔時期〕出土土器 と今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期末～中期前葉の可能性がある。

第47号上坑 (第 39。 40・ 86図、写真図版39。 148)

〔位置・検出状況〕調査区中央部西。 7B～ Cグ リッド。地山上面で、前年度既に検出し少 し掘 り下げてい

た。〔図・ 精査状況〕オーバーハ ングきつ く、南半分上場崩落。 〔重複〕上面で第 6号炉跡を検出 (新 しい)。

精査中に、北側の第48号土坑 とくっついて しまったが、重複はしていない。後述のように、本土坑 自体が 2

つの土坑の重複の可能性がある。

〔覆上 。堆積状況〕西側の 1、 2、 10層以外、V層 ブロックの含む量 と濃淡の違いはあるが、ほとんど同 じ

灰黄褐色土。 3層 はⅣ層そのものに近 く、壁が崩落 したものか。

〔平面形 。規模〕検出面では気づかなかったが、掘 り上げた後、壁と底を見ると、中央付近が くびれて二つ

の円が連結 したようになっており、本来は二つの上坑が重複 していたのが、上場が崩れて一つに見えた可能

性 もある。

〔断面形 。深さ〕オーバーハ ングきつい。深さ約0,7mの 袋状。

〔壁 。底面〕壁上20～30cmⅣ 層、その下～底 Vtt。 〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕 (出土状況)北側壁近 く、比較的まとまった土器片が土坑の中心に向かって僅かに傾斜 して出

土 (写真図版 39)。 (遺物)第 86図 289～ 296の 上器、写真図版148(=第86図)の 467の石器、石器製作時の剥

片132.9gが 出土。土器 は、 290、 298は、円筒下層dl(d2?)式 ?、 289?、 291、 292?、 294、 295?は、

円筒上層al式、296は 円筒下層d2式。掲載 した以外に、 9号袋 ×3/4程度土器片出土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期末～中期初頭の可能性がある。

〔分類 。所見〕断面非対称。

第48号土坑 (第 39・ 40・ 86・ 87図、写真図版39。 40・ 148)

〔位置・検出状況〕調査区中央部西。 7Bグ リッド。Ⅳ層上面で住居状のように広いシミを確認。プランは

はっきり掴めなかったが、近 くに竪穴住居跡があるため、 これ以上下げられず、十字ベル トを設定 して、 こ

れに沿 って トレンチ状に掘 り下げた。その結果、第52号土坑 と同様で上面に埋め戻 し穴がある土坑であるこ

とがわか り、東西方向のベル トを除去 して掘 り下げた。

〔図 。精査状況〕セクション・ ポイントB崩落。全体的に崩落ひどく、ずれている。

〔重複〕覆土上部南側に第33号焼上がある (よ り新 しい)。 西側、第45号土坑 と重複 し、断面か ら本土坑 の

方が新 しい (第45号 の断面参照)。 南側に第47号土坑あるが、重複 していない (間が崩落 しただけ)。 後述の

ように、本土坑 自体が重複かも知れない。

〔覆土・堆積状況〕上部埋め戻 し穴覆土は、淡い土、その下 は、よく似ており、濃淡の違いはあるがV層 ブ

ロックを特徴的に含む灰黄褐色土。中位に段があるが、土層の類似性、堆積状況か ら、土坑の重複でな く一

つの土坑に段があるのだと考えた。

〔平面形・規模〕崩落ひどく、不明。
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〔断面形 。深さ〕全体的にオーバーハ ングきつ く、上場全周精査 しているそばか ら崩れたため不明。中位段

～下位底にかけての壁 もオーバーハ ングしており、す ぐ崩れて しまった。深さ約0.8m。

〔壁・ 底面〕壁上20cmⅣ層、その下～底V層。下位の段 (底 )は ネ トネ トしていて、中位の段の底の方が固

く締まる。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕 (出土状況)No l土器 (第 86図 297)は 、 ほぼ完形で、土坑中央部か ら、北か ら南 に僅かに傾

斜 して出土 (下 3層 )。 No 2土器 (第86図 298)は 、 ほば水平に略完形の土器が土圧で押 しつぶ されたよう

な状態で出土 (1層 )(第 39図 )。 写真図版40参照。

(遺物)第86図 297～ 316の土器、第87図 7の 円盤状土製品、写真図版 148の 468～ 479の 石器類 (一部第87図

に図示)、 石器製作時の剥片96112g、 剥片 B類 1029g出 土。土器は、297、 298?、 300(下 層d2式 ?)、 307、

308?、 310、 314、 316は、円筒上層al式、 304、 312は 、円筒下層dl式、305は 円筒上層a2式、 3111よ 円筒下

層d2式 ?、 315は 円筒下層b2式 ?、 2991ま 縄文前期末～中期初頭、301?、 303?、 309は、中期前葉、302、

306、 313は、時期不明。掲載 した以外に、 9号袋 × 3程度の土器片出土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期末の可能性がある。

〔分類 。所見〕半裁時確認された段を、同 じ土坑の段 と考えていたが、完掘後、北西側にも段が確認され、

中段が一つの楕円形になり、下位が円形を呈することがわかった。 これを見る限 り、二つの上坑の重複と考

えた方が自然である。 しか し、覆土は上記の通 りで、真相は不明である。上場の広が りは、第52号土坑同様、

深い土坑を埋め戻すために掘 られた穴と考える。大型 ?

第49号土坑 (第 40・ 87図、写真図版40・ 148・ 149)

〔位置 。検出状況〕調査区中央。 7Cグ リッド。Ⅳ層黒褐色上で検出。周囲に疑似現象が広がる土坑集中区

で、検出面でプランは確認できなかった。最 も濃い部分に トレンチを入れた結果、二つの土坑の底 と壁が確

認された。

〔図 。精査状況〕上場は、 トレンチと掘 りすぎ (疑似現象との重複)に よってほとんどがなくなって しまっ

た。南側疑似現象があり、一緒に掘 ってしまったので第75号土坑 と重複 しているように見える。

〔重複〕北側第50号土坑、第51号土坑 と重複。間に トレンチが入 って しまったため新旧関係不明。

〔覆上・ 堆積状況〕上部黒褐色土、その下基本的には黄褐色土 と黒褐色～暗褐色土の交互層。 自然堆積 と思

われる。

〔平面形 。規模〕上場 トレンチと崩落によって不明。底、直径約1.5mの 円形。

〔断面形・深さ〕断面図を見る限り、口がほぼ垂直に立ち上がるフラスコ形。約 1.lm。

〔壁 。底面〕壁は、底からきつ くオーバーハ ングし中程か らほば垂直に立ち上がる。壁～底Ⅳ～V層 (根に

よる攪乱を受けているせいか境界が曖味で区別できない)。

〔副穴等の付属施設〕底面中央よりやや北東寄 りに約45× 30cmの楕円形の副穴が検出された。底面からの深

さは約20cmで 覆土は 9層 である。

〔出土遺物〕重複著 しく、本遺構に帰属すると特定できた遺物はない (第87図、写真図版148の 480～ 149の

488参照 )。

〔時期〕今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類 。所見〕首狭い。
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第50号土坑 (第 40・ 87図、写真図版41・ 148～ 152)

〔位置・検出状況〕調査区中央。 7Cグ リッド。Ⅳ層黒褐色土で検出。周囲に疑似現象が広がる土坑集中区

で、検出面でプランは確認できなかった。最 も濃い部分に トレンチを入れた結果、二つの土坑の底 と壁が確

認された。

〔図・精査状況〕上場は トレンチによって南半分消失。

〔重複〕東側第51号土坑 と重複。断面か ら判断すると第50号 の方が新 しい。南側第49号土坑と重複 し、間に

トレンチが入 って しまったため新旧関係不明。

〔覆土・ 堆積状況〕上か ら下まで、濃淡や含まれるものの違いはあるが、ほとんど同 じⅣ～V層再堆積の黄

褐色土。

〔平面形・ 規模〕上場は、直径50cn程度の円形か。底は、直径約1.25mの 円形。

〔断面形・ 深さ〕断面図を見る限り、国が極めて細いフラスコ形。約 lm。

〔壁・ 底面〕壁は、底から緩やかにオーバーハ ングした後急傾斜で立ち上がり、最後に外反するようである。

壁上部60cmⅣ 層、その下～底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕重複著 しく、本遺構に帰属すると特定できた遺物は少ない (第87図、写真図版148の 480～ 152

の535参照 )。 319土器の一部は、本土坑か らも明 らかに出土 している。縄文中期前葉か。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期末～中期前葉の可能性がある。

〔分類・所見〕首狭い。

第51号土坑 (第40・ 87図、写真図版41・ 148～ 152)

〔位置・検出状況〕調査区中央。 7Cグ リッド。Ⅳ層黒褐色土で検出。周囲に疑似現象が広がる土坑集中区

で、検出面でプランは確認できなかった。最 も濃い部分に トレンチを入れた結果、二つの上坑の底 と壁が確

認された。

〔図 。精査状況〕上場は、 トレンチによって南半分消失 し、北側は疑似現象 と重複 していたため掘 りすぎ、

不明である。東 (B′ )側完掘時底掘 り広がったため合わない。

〔重複〕西側第50号土坑 と重複。断面から判断すると第50号 の方が新 しい。南側第49号土坑 と重複 し、間に

トレンチが入 って しまったため新旧関係不明。北～東側疑似現象による攪乱を受けている。

〔覆土・ 堆積状況〕上から下まで、濃淡や含まれるものの違いはあるが、ほとんど同 じⅣ～V層再堆積の黄

褐色土。

〔平面形・ 規模〕上記の理由で上場不明。底 も重複によって壊されたため不明。

〔断面形・ 深さ〕断面図を見る限り袋状。約60cm。

〔壁・ 底面〕壁は、オーバーハ ングするようである。壁上部60calⅣ 層、その下～底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕重複著 しく、本遺構に帰属すると特定できた遺物は少ない (第87図、写真図版148の 480～ 152

の535参照 )。

〔時期〕今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。
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第52号土坑 (第 41・ 88図、写真図版41・ 42・ 152)

〔位置 。検出状況〕調査区西部北東隅。 6Bグ リッド。地山上面で、淡い色 (に ぶい黄褐色)の シミを見つ

けた。それ らは、不整形で輪郭はボヤーとしていたが、比較的濃いところに注目すれば、南北に延びる楕円

形 とその西側の円形、あるいは南北に並ぶ円形 2つ と西側の 1つ と見ることもできた。プランがうまく掴め

なかったが、住居の隣だったので検出面をこれ以上下げるわけにはいかず、 これ らを同時に掘ることとし、

楕円形の西側を掘 り、その南側か ら隣の上坑にベル トを通 して、歪んだ「 T」 字状に土層を残 して掘 り始め

た。検出面で確認されたシミは30cm程 度 と浅 く、その下の中央部には大きな土坑が検出された。 このシミの

部分は、ボヤーとして底 も壁 もはっきりしないが、ある程度の深さを持って面的に広がり、住居状の楕円形

遺構 2基が南北 と東西に広がり、それが重複 しているのか、そして、その下に土坑があるのかとしばらく悩

んだ。完形に近い土器 (No O)が 出土 していることも拍車を掛けた。結局、 フラスコ状土坑より新 しい割

にはあまりに輪郭がばんやりしており、覆土 も地山汚れ上で、底が不整形でうねっているため、人によつて

意図的に掘 られたものではないと判断 し遺構 とは認定せず、下の土坑だけ遺構 として扱 った。その正体はわ

か らなかったが、下の上坑を中心に広がるということで、土坑の上場が崩れたのかと漠然 と考えていた。

〔図・精査状況〕西側上場崩落。底面下げすぎ。その他にも掘 りすぎ多い。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・ 堆積状況〕最上部、にぶい黄褐色土、中央 (上部)灰黄褐色～黒褐色土、両脇 (下部)黄褐色土、

最下部灰黄褐色土 と黄褐色土の交互層。

〔平面形 。規模〕上場、不明 (「 埋め戻 し穴」あり)。 底、直径約21mの 円形

〔断面形 。深さ〕袋状。深さ約 1.3m。

〔壁・底面〕壁上30～40cmⅣ層、その下特底 Vtt。 底の一部、東壁の奥底近 く軟 らかい。土は地山の色で炭

はほとんど含まないので、再堆積土でなく、地山そのものが何 らかの影響で軟 らか くなったものと判断。

〔副穴等の付属施設〕冨」穴あり。

〔出土遺物〕 (出上状況)2層 中か らNo.0土器出土 (第 88図 322)。 胴部下半で、底を北側上に向けなが ら

大 きく傾斜 している。No.1(第 88図 323)は 、比較的大 きな破片で、 11～ 12層上面か ら北側 に強 く傾斜 し

て出土。No.2(第 88図 324)は 、完形土器で、 12層 上面層か らほぼ水平で北東方向に向かってやや傾斜 し

て出土。写真図版41～42参照。

(遺物)第88図 322～ 334土器、写真図版152の 536～ 540の石器類 (一部第88図 に図示 )、 石器製作時の剥片

352.27g、 剥片 B類373gが 出土。土器は、3231ま 五領 ヶ台 Ia式系、324、 327、 328?、 330、 332、 333は、円

筒下層dl式、325、 331、 334は、円筒上層al式、326は 円筒下層d2式、3291よ 円筒下層 c～ d式、322は 中

期前葉 ? 図示 した以外に 9号袋× 3程度の上器片が出土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期末～中期前葉の可能性がある。

〔分類・ 所見〕上面のシミが何なのか、ず っと悩んでいたが、第48号土坑でも同様なものが見 られたとき、

ひらめくものがあった。本土坑は、第48号 と同様比較的規模が大きく、また住居のそばにある。今回の調査

では、フラスコ状土坑はしばしば埋めもどしているのが確認された。埋めもどすにあたって土をどこから持 っ

て くるかが問題 となろう。本土坑の場合は、規模が大きいので埋めもどすために多 くの上が必要になる。土

が足 りなくなったため周囲の地山を削って埋めたのではないだろうか。同時期に存在 したか不明だが、住居

のそばにあったため早急に埋めもどす必要があったのかも知れない。埋めもどすために掘 った浅い穴は、住

居のそばに窪地があるのは不都合ということで、後日また改めて地山土で埋めもどしたのではないか。
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第53号土坑 (第41図、写真図版42・ 152)

〔位置・検出状況〕調査区中央部北西隅。 6～ 7Bグ リッド。地山上面で比較的はっきり円形の灰黄褐色土

を確認。〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・ 堆積状況〕上部灰黄褐色土、中部汚れⅣ～V層再堆積でほとんど同じ、下部は一番上が黒褐色土で

炭化物多い、その下がにぶい黄褐色土、最下層がV層再堆積。

〔平面形 。規模〕上場、約1.1× 0.6mの楕円形。底、直径約1,9mの 円形。

〔断面形 。深さ〕深さ約1lmの フラスコ状。

〔壁 。底面〕壁上30cmⅣ 層、その下～底Vtt。

〔副穴等の付属施設〕冨1穴あり。

〔出土遺物〕写真図版152の 541～ 543の 石器類、石器製作時の剥片713.58g出土。時期が特定できる土器はな

かったようである (手違いで 1点 も掲載 しなかった)。 5× 5～ 10× 10cmの破片 1、 5× 5 cmの 破片 2、 そ

れ以下の破片33点出土。

〔時期〕今回の調査結果全体から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第54号土坑 (第 42・ 88図、写真図版42・ 152・ 153)

〔位置・検出状況〕調査区中央部北西隅。 7Bグ リッド。地山から20cnl下 げたところで検出。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆上・堆積状況〕中央部炭化物多く、下部は黄褐色上で、その他は全体的によく似たにぶい黄褐色～灰黄

褐色土。下半部は細かく分かれる。

〔平面形 。規模〕上場、直径約0,9mの不整円形。底、直径約1,7mの 円形

〔断面形・深さ〕深さ約12mの袋状。

〔壁・底面〕壁上30cmⅣ 層、その下～底Vtt。

〔副穴等の付属施設〕冨1穴 あり。

〔出土遺物〕第88図 335～ 337の 土器、写真図版152の 544～ 153の 549の石器類 (一部第88図 に図示)、 石器製

作時の剥片87.79g出土。土器は、335は 円筒下層 c～ d式、3361ま 円筒下層dl式 ?、 337は前期末～中期初頭

あたりか。掲載 した以外に、 5× 5～ 10× 10cmの破片 2、 5× 5 cmの破片 2、 それ以下の破片42点出土。

〔時期〕出土土器から、縄文時代前期後半の可能性がある。

〔分類・ 所見〕堆積状態に特徴。

第55号土坑 (第 42・ 89図、写真図版43・ 153)

〔位置 。検出状況〕調査区中央部北西。 7Bグ リッド。地山上面で疑似現象ともつかないシミを見つけたが、

近 くに住居が検出されたためこれ以上下げられず、試 しに半裁 したところすぐ多量の土器が出土 して土坑と

わかった。西側に検出されたシミは、半裁の結果疑似現象とわかった。周囲は木根多い。

(図・精査状況〕上場の形がわかりづらく、平面図作成時の西側上場の認識が断面図と異なっていたため合

わない。南側上場崩れていないようである。

〔重複〕西側第56号土坑と重複し、断面図から本土坑の方が古い。第56号 は、本土坑と違って炭化物 もほと

んど含まず黄色みが強いので、はっきり区別できる。

〔覆土 。堆積状況〕上半、灰黄褐色土～にぶい黄褐色土、下半、最上部特徴的な黒褐色土、その下Ⅳ～V層

-63-―



再堆積の責褐色土。

〔平面形・規模〕上場、約1.2× lmの不整楕円形。底、直径約2.2mの 円形①

〔断面形・深さ〕深さ約13mの 袋状。

〔壁・ 底面〕壁上20～ 30cmⅣ 層、その下～底 Vtt。 底には、 レモン色 (25Y8/6)の ブロックが見 られ、硬

質 で ツ ル ッ ル 。

〔副穴等の付属施設〕底中央が窪んでいるが、副穴あったのか不明。

〔出土遺物〕 (出土状況)3層 上面に土器片多 く発見。No l(第89図 339の一部)(写真図版43)は、 ほぼ

水平に堆積、No 2(第 89図 339の一部)は、西側下方に向かって緩やかに傾斜。No.3(第 89図339の一部 )

は、礫の上にあり、北東に向かってやや強 く傾斜。底面中央付近で完形土器出土 (第89図 338)。 6層上面で

頭を出 した。西に向かって傾斜 している。

(遺物)第89図 338～347の上器、写真図版 153の 550～ 555の石器類 (一部第89図 に図示 )、 石器製作時の設1片

123.84g、 剥片 B類 105g出土。土器は、 338、 342?、 347?は 、円筒下層d2式、339?、 341、 343?、 344、

345、 346は、円筒下層dl式、 3401よ 円筒下層 c～ d tt。 掲載 した以外に、 9号袋 ×1,3程 度の上器片出土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期末の可能性がある。

〔分類 。所見〕大型 ?

第56号土坑 (第42・ 43・ 89図、写真図版43・ 44)

〔位置 。検出状況〕調査区中央部北隅。 7Bグ リッド①上に切 り株あり木根多 く、また住居の近 くだったた

め下げられず、検出面では確認できなかった。第55号土坑の重複か ら存在を確認。確認前、上面の土は第 2

号住居に似ていたので、住居の張 り出 し部かと思 っていた。

〔図・精査状況〕南側の中間場の落ち際、水糸か らの高低差大きかったせいか、少 しずれている。西側オー

バーハ ングきつ く大幅に崩れた。

〔重複〕西側第55号土坑 と重複 し、第55号 の断面か ら本土坑の方が新 しい (55号の記載参照 )。 北側、第57

号土坑と重複 しているが、第57号の精査中底付近で気づいたので、新旧不明。

〔覆土・堆積状況〕上部、ボヤーとしたにぶい黄褐色土、中部、中央黒褐色、両脇黄褐色土、下部、黄褐色

土 と黒褐色上の薄い交互層。中部 と下部の間大きな礫目立つ。

〔平面形・規模〕上場不明だが、「埋め戻 し穴」を持つと考える。底、直径約2.5rnの 円形。

〔断面形・深さ〕深さ約1.8mの フラスコ状。

〔壁・ 底面〕壁上30cmⅣ層、その下～底V層①底は固 く締まる。

〔副穴等の付属施設〕確認できなかった。

(出土遺物〕 (出土状況)覆土中央部、 8層以下、一抱えもある礫がゴロゴロ出土、板状が多いが棒状 もあ

る。その下か ら、半完形土器が押 しつぶされて大きな破片となって出土 (写真図版43～ 44)。

(遺物)第89図348～ 353土器、石器製作時の剥片 16164g、 剥片 B類27.95g出土。土器 は、348、 349?、 350、

351、 352?、 353?は、円筒下層dl式。掲載 した以外に、10× 10cm以上 2、 9号袋 ×1/2程度の土器片出土。

〔時期〕出土土器から、縄文時代前期後葉～末の可能性がある。

〔分類・所見〕第52号土坑同様、「埋め戻 し穴」を持つと考える。覆土中位か ら大 きな礫。大型。
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第57号上坑 (第 43・ 89図、写真図版44)

〔位置・ 検出状況〕調査区中央部北西隅。 7 AttBグ リッド。地山を10cm下 げたところで検出。上に切 り株

あり、また検出面にも根が多 く残存 し、覆土 も根による汚れとほとんど区別できなかったが、試 しに半裁 し

たところ、灰黄褐色のよりはっきりした土が出てきて底 も確認 され、土坑と認定。

〔図・ 精査状況〕上場崩れたためか掘 り広がって合わない。

〔重複〕南側第56号土坑 と重複。底面付近のみなので新旧不明。

〔覆上 。堆積状況〕Ⅳ～V層 の再堆積である褐色～にぶい黄掲色土 とにぶい黄褐色～灰黄褐色土の交互

層。

〔平面形・規模〕上場、直径約1.lmの 円形。底、直径約1.6mの 円形。

〔断面形・ 深さ〕深さ約 lmの袋状。

〔壁・ 底面〕壁上40cmⅣ 層、その下～底 Vtt。 底 は固 く締まる。

〔副穴等の付属施設〕冨」穴 とそれに繋がる 3つ の小溝跡。

〔出土遺物〕第89図 354～ 360の 上器、石器製作時の剥片2972g出 土。土器は、355は 縄文早期貝殻文寺の沢

式、3571よ 縄文前期前葉 ?、 354、 356、 358～ 3601よ 、時期不明。図示 した以外に 9号袋半分程度の土器片が

出土。

〔時期〕他より古い土器が出ているが数が少な く、また遺構自体は他と特に異なってはいず、混入の可能性

も否定できない。

〔分類・所見〕冨1穴に小溝。早期土器片出土。

第58号上坑 (第43・ 90図、写真図版44)

〔位置 。検出状況〕調査区中央部北。 7Bグ リッド。地山上面で検出。根による汚れに近い色だが、はっき

りした円形だった。〔図・精査状況〕半裁時副穴未検出。 〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕両脇の一部黄褐色土の他は、みなにぶい黄褐色土でほとんど区別つかない。

〔平面形・規模〕上場。直径約0.8mの 不整円形。底、直径約16mの 円形。

〔断面形・深さ〕深さ約0,9mの フラスコ状。

〔壁・底面〕壁上30cmⅣ層、その下～底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕冨1穴 とそれに繋がる小溝跡あり。

〔出上遺物〕 (出土状況)中位の高 さか ら比較的大 きな土器片が、ほぼ水平に出土 (No.1)(第 90図 361)。

層不明。写真図版44参照。

(遺物)第 90図361～ 368土器、石器製作時の剥片62.6g出 土。土器は、362、 363、 366は 、円筒下層dl式、

361?、 368??は 、円筒下層d2式、8641よ 円筒上層al式 ?、 365、 367は、縄文前期末 ? 367は、第29号、

第63号土坑出土破片 と接合 している。掲載 した以外に、 10× 10cmの破片 1、 9号袋 ×1/2程度の土器片が出

土。

〔時期〕出土土器から、縄文前期末の可能性がある。

(分類 。所見〕冨1穴に小溝。

第59号土坑 (第 44・ 90図、写真図版45・ 153)

〔位置 。検出状況〕調査区中央部北隅。 7A～ Bグ リッド。地山面を20cm下 げたところで検出。はっきりし
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ない根による汚れのような土で、あまり期待 していなかったが、半裁 し深 く掘 り下げた結果、壁と底が確認

できたので土坑と認定。

〔図・精査状況〕上場崩れたせいか合わない。〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕上記のような土で、また浅いせいか区別できなかったが、濃淡で 2層 に細分。上部の方

がロームブロック多い。ただし、土器の出土状況を見ると、 1層は土器の上を通って東西に続きそうである。

〔平面形・規模〕上場崩落 したため不明。底は、約1.5× 12mの不整楕円形。

〔断面形 。深さ〕約0,4mの 袋状。

〔壁・底面〕壁Ⅳ層、底 Vtt。 底は固く締まる。

〔副穴等の付属施設〕検出面で土坑と確認できなかったため半裁時 トレンチ状に深 く掘り下げたため不明。

〔出土遺物〕 (出土状況)完形に近い土器が、土坑のほぼ中央から水平に近い状態で、口を北東方向に向け

て出土 している (No l)(第 90図 369)(第 44図、写真図版45)。 2層上面からか。北東側の一部は土圧でつ

ぶされたような状態で出土 しているが、それ以外は本来の位置から外れており、立っている破片 もある。

(遺物)第 90図369～372の土器、写真図版153の 556、 557の 石器類 (一部第90図 に図示)出土。土器は、369、

372は 円筒上層dl式 ?、 370は縄文前期後半、371は時期不明。掲載 した以外に10× 10cmの 破片 1、 9号袋×

2程度の土器片が出土。

〔時期〕出土土器から、縄文時代前期末の可能性がある。

〔分類 。所見〕浅い。

第60号土坑 (第 44。 90図、写真図版45・ 153)

〔位置・検出状況〕調査区中央部北隅。 7Aグ リッド。地山を10～ 20cm下 げたところで根によるカクランに

近い汚れたⅣ層を検出。あまり望みはないと思って半裁 したら、はっきりした灰黄褐色上が出てきた土坑と

判明。〔図・精査状況〕西側上場崩れたため合わない。根によるカクラン受けているため、半裁 した断面で

も東西両側の境はっきりしなかった。〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕上半Ⅳ～V層再堆積の黄褐色土 (炭化物もほとんどない)、 下半灰黄褐色土。

〔平面形・規模〕上場、約1.3× 1.2mの 不整楕円形。底、直径約1.7mの 円形。

〔断面形・深さ〕全周オーバーハ ング。深さ約0,7mの袋状。

〔壁・底面〕壁上20calⅣ層、その下～底 Vtt。 底は固く締まる。

〔副穴等の付属施設〕冨」穴とそれに続 く十字状の小溝跡が検出。底面からの深さ、副穴30c14、 溝 3 cm、 副穴

の底には花南岩がある (元々現地にあったものではないようだ)。 溝覆土、黄褐色土 (10YR5/6)粘 土質シ

ル ト、Ⅳ層再堆積。

〔出土遺物〕第90図373の土器 (時期不明)、 写真図版153の 558の 石器、石器製作時の剥片1.69g出土。出土

遺物は少なく、掲載されたもの以外に土器片が 5× 5 cmよ り小さなものが 4片。

〔時期〕今回の調査結果全体から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類 。所見〕冨」穴に小溝。

第61号上坑 (第 45。 90図、写真図版45・ 153)

〔位置 。検出状況〕調査区中央部北隅。 7～ 8Aグ リッド。地山を20cm下 げたところで検出。上に切り株あ

り、木根が多く残存しているところでばんやりとした土で検出されたため、ほとんど期待はしていなかった。
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試 しに半裁 し大 きめに掘 り下げたところ、底 と壁が確認されたので土坑 と認定。

〔図・精査状況〕東側、崩れたのか掘 りすぎたのか、上、下場 とも合わない。木根ひどくて土が汚れており、

壁わか りづ らい。 〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・ 堆積状況〕西上隅がやや黄色みが強い程度で、 ほとんど同 じにぶい黄褐色～灰黄褐色土。ただ し、

周囲のⅣ層よりは濃 くはっきりと区別できる。

〔平面形・規模〕上場、約13× 12mの 円形。底は、約 1.6× 1.5の 不整楕円形。

〔断面形 。深さ〕全周オーバーハ ング。約0,4mの 袋状。

〔壁・ 底面〕壁上15cmⅣ層、その下～底 Vtt。 底は固 く締まる。

〔副穴等の付属施設〕冨J穴 あり。覆土は、褐色 (10YR4/4)シ ル ト、 5 mm程 度のダマ状のロームブロック

含む。周囲の根穴 とほとんど同 じ土。

〔出土遺物〕第90図374～ 376土器、写真図版153(=第90図 )の 559の 石器類、石器製作時の剥片34.28g出 土。

土器は、376は 円筒上層al式 ?、 374、 375は時期不明。掲載 した以外に 9号袋1/2程度の土器片が出土。

〔時期〕出土土器 と今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類 。所見〕浅い。

第62号土坑 (第44・ 90図、写真図版46・ 154)

〔位置・ 検出状況〕調査区中央部北隅。 7A～ 8Bグ リッド。検出面を10cm下 げたところ、にぶい黄褐色土

ながら比較的はっきり検出できた (基準杭直下 )。

〔図 。精査状況〕セクション・ ポイントの Bは実測時動かされていた。 〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・ 堆積状況〕黄褐色～にぶい黄褐色土 と灰黄褐色土の交互層に近い。中央に最 も暗い層がある。

〔平面形・規模〕上場、約 1.3× 1.2mの 不整楕円形。底は、直径約1,9mの 円形。

〔断面形・ 深さ〕約 lmの袋状。

〔壁・ 底面〕壁上30cmⅣ層、その下～底V層。底は固 く締まる。

〔副穴等の付属施設〕副穴あり。覆土は、褐色 (10YR4/4)シ ル ト、Ⅳ～V層の粒子細かいブロック多 く、

2 mm大、 l cm大の炭化物 も多い。深さ 5 cm。 これとは別に、底面のより東寄 りで、下から二番 目のV層再堆

積土の上面で柱穴様の副穴 らしいものが確認された。西端がはっきりしなくて変だったので、さらに下げた

ら、な くなって しまい、底面中央に前述のはっきりした副穴が検出されたのである。

〔出土遺物〕第90図 377土器 (時期不明)、 写真図版 154の 560、 561の 石器類、石器製作時の剥片 1339g出土。

掲載 した以外に、 9号袋×1/2程度の上器片出土。

〔時期〕今回の調査結果全体から、縄文時代前期中棄～中期前葉の可能性がある。

第63号土坑 (第45・ 90図、写真図版46・ 154・ 182)

〔位置 。検出状況〕調査区中央部北。 8Bグ リッド。地山上面で検出。上部に切 り株あり、検出面にも木根

多 く残 りわかりづ らかったが、近 くに住居が検出されたため、 これ以上下げられなかった。プランはっきり

しない根による汚れのようなもので、あまり期待 しないで試 しに半裁 したところ、炭化物多 く含むはっきり

した覆上が検出され、壁 と底 も確認できたので土坑 と認定。

〔図・ 精査状況〕西側の上場少 し崩れたせいで合わない。

〔重複〕ないと思われる。ただ し、西側、第58号土坑の半裁時の トレンチと重複 している。
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〔覆土・堆積状況〕中部に炭化物多 く含む灰黄褐色土が見 られる他は、全てよく似た (特 に上はほとんど区

別できない)に ぶい黄褐色土。

〔平面形・ 規模〕上場、約 1× 08mの楕円形①底は、直径約21mの 円形

〔断面形・深さ〕上部は皿状に広が り段を持つ。オーバーハ ングきつい。深さ約1.lmの フラスコ状。

〔壁 。底面〕壁上30cmⅣ 層、その下～底 Vtt。 底は固 く締まる。

〔副穴等の付属施設〕珂ヽさめの副穴あり。覆土は、褐色 (10YR4/6)シ ル ト、 l cm台 のV層 ブロック、 1

～ 3 mmの 炭化物含む。

〔出土遺物〕第90図 378～ 388土器、写真図版 154の 562～ 565の 石器類 (一部第90図 に図示 )、 写真図版 182

の 8の軽石加工晶、石器製作時の剥片71.17g出土。土器は、378?、 380、 381=382=383≒ 388、 385、 387

は、円筒下層dl式、84は 円筒下層 c～ d式、386は 縄文前期後半、379は 縄文前期末～中期初頭。第90図

367に も、本土坑か ら出土 した破片が含まれていて (「半裁時」で取 り上げ。詳細は第V章本文補足参照 )、

第29号、第58号土坑出土破片 と接合 している (縄文前期末)。 掲載 した以外に 9号粂×15程度の土器片が出

土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期末の可能性がある。

(分類 。所見〕首極端に狭い。

第64号上坑 (第 46・ 91図、写真図版46・ 154・ 155)

〔位置・検出状況〕調査区中央部中央～北。 8Bグ リッド。第 3号住居跡検出時、住居覆土上面にⅢ層に近

い黒褐色上の円いシミを幾つか検出。半裁 したところ、そのほとんどは木根によるⅡ～Ⅲ層の落ち込みであっ

たが、本遺構は土坑になった。検出時、本遺構は住居の外にも広がり、出入 り口状遺構の可能性 もあると考

えていたので、住居の南北ベル トに合わせて半裁 した。上面には木の切 り株が多 くあった。

〔図 。精査状況〕 トレンチの南側崩れて合わない。

〔重複〕第 3号住居跡 と重複 し、検出状況及び断面から、本土坑の方が新 しい。南西側第68号土坑 と重複。

検出面が異なり、 また第68号は検出面で もプランがはっきり確認できなか ったため、新旧関係ははっきり

しないが、第68号 の第64号土坑 と重複する部分が、Ⅳ～V層 の上で補強 してあった。明 らかに第68号 の中

心に向かって傾斜 しており、 このことか ら第68号の方が新 しいと考えて も良かろう。南側、第65号土坑 と重

複。第65号 は、第 2号住居跡炉断ち割 り時に確認 したもので、検出面が異なり新旧関係不明。ただ し、第65

号の覆土が一般的なフラスコ状土坑の覆土で、第64号土坑の最上部に黒褐色土が入 っていることを考えて、

第64号土坑の埋没時間が他 と比べて特に長 くかかっていないと仮定すれば、第64号 の方が新 しい可能性 も

ある。

〔覆土・堆積状況〕上部黒掲色土、中部 (両脇)黄褐色土、下部黒褐色～暗褐色土と黄褐色上の薄い交互層。

底面直上一抱えもある礫多 く出土 (写真図版46)。

〔平面形・規模〕上場、約 2× 1.7mの楕円形。底は、約2.5× 2.25mの 楕円形。

〔断面形・深さ〕深さ約14mの フラスコ状。

〔壁・底面〕壁上20～ 30calⅣ層、その下～底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕第91図 389～ 413の 土器、写真図版 154の 566～ 155の 581の石器類 (一部第91図 に図示 )、 石器製

作時の剥片7241g、 剥片 B類 5019g出 土。土器は、389は 円筒上層a2式 ?、 392、 393、 396、 397?、 398?、
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401、 404?、  405、 406、 407(下層d2式 ?)、 408、 409、 412(下層d2式 ?)は、 円魚こ層al式、 393?、

397は、円筒上層 b式、403、 413は 、円筒下層dl式、410?、 41Hよ 、大木 7a式系、 399、 400?は 、前期末

～中期初頭、390?、 395?、 402は、中期前葉、391、 394、 402は、時期不明。掲載 した以外に、 9号袋× 3

程度の上器片出土。

〔時期〕出土土器から、縄文時代前期末～中期前葉の可能性が高い。

〔分類・所見〕上場が広いのは、第52号土坑同様、「埋め戻 し穴」によるためか。住居より新 しい。

第65号土坑 (第 46・ 47・ 92図、写真図版46・ 47・ 155)

〔位置・検出状況〕調査区中央部中央。 8Bグ リッド。第 3号住居 4～ 5号炉検出の際周囲が褐色土で覆わ

れているのをいぶか しくは思 っていたが、検出面上部に切り株があり周囲に木根が多 く残っていたことから、

土坑だという認識はなかった。結局炉断ち割 り後土坑と認定。

〔図・精査状況〕調査最後に確認・精査 したため、周囲はだめ押 しを併行 して行 っており、そのせいでセク

ション・ ポイントの A′ 消失。周囲が木根によって汚れており、全体的に掘 りすぎ。

〔重複〕上面に第 2号住居の炉がある (よ り新 しい)。 第 3号住居の範囲内でもあるが、新旧関係ははっき

りしない。東側第66号土坑と重複 し、境界付近はっきりしない部分はあるが、断面か ら本土坑が新 しいと判

断。北側、第64号土坑 と重複するが、検出面が異なり新旧関係不明。ただ し、第65号の覆土が一般的なフラ

スコ状土坑の覆上で、第64号土坑の最上部に黒褐色土が入っていることを考えて、第64号土坑の埋没時間が

他と比べて特に長 くかかっていないと仮定すれば、第64号の方が新 しい可能性 もある。

〔覆上・堆積状況〕上部Ⅳ層粒子多 く散 る褐色土、下部暗褐色土。

〔平面形 。規模〕重複著 しく、不明。

〔断面形・深さ〕約05mの袋状。

〔壁・底面〕壁Ⅳ層、底 V層最上面。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出上遺物〕時期を特定できる土器はなく (手違いで 1点 も掲載 しなかった)、 5× 5 cm以下の上器破片23

点出土。写真図版155(=第 92図)の 582～ 584の 石器類、石器製作時の剥片7065g出 土。

〔時期〕重複関係と今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期後半の可能性がある。

〔分類 。所見〕浅い。

第66号土坑 (第 46・ 47・ 92図、写真図版46・ 47)

〔位置 。検出状況〕調査区中央部中央。 8Bグ リッド。第 3号住居 4～ 5号炉検出の際周囲が褐色土で覆わ

れているのをいぶか しくは思 っていたが、検出面上部に切 り株があり周囲に木根が多 く残 っていたことから、

土坑だという認識はなかった。結局炉断ち割 り後土坑と認定。

〔図・精査状況〕調査最後に確認・精査 したため、周囲はだめ押 しを併行 して行 っており、そのせいでセク

ション・ ポイントの A′ 消失。周囲が木根によって汚れており、北側は全体的に掘 りすぎ、南側は炉跡断ち

割 り時の トレンチで消失。

〔重複〕上面に第 2号住居の炉がある (よ り新 しい)。 第 3号住居の範囲内で もあるが、新旧関係ははっき

りしない。東側第66号土坑 と重複 し、境界付近はっきりしない部分はあるが、断面か ら本土坑が新 しいと判

断。南側第67号土坑と重複 しているようだが、間に木根入 っているので定かでない。
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〔覆土・堆積状況〕黄褐色土 とにぶい黄褐色土の交互層。

〔平面形・ 規模〕重複著 しく、はっきりしない。底は、楕円形 ?

〔断面形・深さ〕重複者 しく、はっきりしないが、フラスコでない ? 深さ約0.4m。

〔壁・底面〕壁Ⅳ層、底 Vtt。 〔冨1穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕第92図414の上器が出土、縄文中期前葉か。掲載 した以外に、 9号袋 X1/4程度の土器片出土。

〔時期〕今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類・所見〕浅い。

第67号土坑 (第46・ 47・ 92図、写真図版47・ 155)

〔位置 。検出状況〕調査区中央部中央。 8Bグ リッド。住居跡重複部分で床 と壁の把握に苦慮 していたとき、

第 3号住居跡の床面 と考えていた黄褐色土が剥がれることに気づいた。その下に土坑があるのを確認。住居

精査後、改めて検出 したら、黄掲色土の周囲に灰黄褐色土が円形に巡 ることが、わかった。

〔図・精査状況〕オーバーハ ングきつ く上場全周崩落。

〔重複〕第 2号、第 3号住居跡 と重複 し、検出状況から何れよりも新 しいと思われる。北側、第66号土坑 と

重複 (間 に木根入 っているので定かでない)?

〔覆土・堆積状況〕最上部 (壁際)灰黄褐色土、上半ロームブロック多い埋めもどした上、下半暗褐色土 と

黄褐色土の薄い交互層。

〔平面形 。規模〕上場、崩落 したため不明。底、直径約1.8mの 円形。

〔断面形・ 深さ〕オーバーハ ングきつい。深さ約0.8mの袋状。

〔壁・ 底面〕壁上20～30cmⅣ 層、その下～底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕 (出土状況)No。 1土器 (第 92図415)は、内面を上に向けて、 9層上面か ら壁際ほんの僅か中

央に向かって傾斜 して出土 (写真図版47)。

(遺物)第 92図415～ 417の 土器、写真図版 155の 585～588の石器類 (一部第92図 に図示 )、 石器製作時の剥片

434.27g出土。土器は、415、 417は、円筒上層al式、416は中期前葉か (大木 7a式系 ?)。 掲載 した以外に、

9号袋 ×1/2程度の上器片出土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代中期前葉の可能性がある。

第68号土坑 (第 47・ 92図、写真図版48。 155・ 156・ 183)

〔位置 。検出状況〕調査区中央部中央。 8Bグ リッド。住居柱穴検出時、柱穴の北西側に黒褐色土が細長 く

長楕円形に広がるのを確認 したが、あまりに長いので土坑にはならないと考えていた。試 しに半裁 したとこ

ろ土坑になることがわんゝった。

〔図・精査状況〕東側の上場、第 3号住居跡の柱穴の形の可能性が高い。ただ し、 これが本当に柱穴だった

かどうか定かでなく、本来第68号土坑の上場だった可能性 もある。北西側上場崩落。

〔重複〕北西側、第64号土坑 と重複。第64号 の底の方が低いのだが、そこに地山土が貼 ってあり、本土坑の

底の高さに合わせてある (写真図版48)。 明 らかに本土坑の中心に向かって傾斜 しており、本土坑に伴 うも

のと思われる。 このことか ら、本土坑の方が新 しい。第 3号住居跡 と重複。検出状況か らははっきりしない

が、住居跡が重複する第64号土坑との関係か ら、本土坑の方が新 しいようである。
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〔覆土・堆積状況〕最上部炭化物多い黒褐色土、上部暗掲色土、中部焼土粒目立つ暗褐色土 (一部壁崩落土)、

下部暗褐色土、最下部Ⅳ層再堆積土。

〔平面形・規模〕上場、約22× 0.8mの 不整長楕円形。底は、約23× 15mの 楕円形。

〔断面形・深さ〕北西側上場、段になっており、浅 く細長 く第64号土坑の方へ続 く。深さ約12mの フラス

コオ犬。

〔壁・ 底面〕壁上20～30cmⅣ 層、その下～底 Vtt。

(副穴等の付属施設〕冨1穴 はないと思われる。第64号土坑 との重複部分に地山土を貼 って、底 と壁の延長部

分がスムーズになるよう調整 している。中か ら遺物は出土 しなかった。

〔出土遺物〕第92図 418～ 426の 土器、写真図版 155の 589～ 156の 609の 石器類 (一部第92図 に図示 )、 写真図

版183の 12の コハク、石器製作時の剥片 1,79279g、 設1片 B類33.25gが 出土。土器は、420?、 422?、 424、 426

は、円筒上層al式、421?、 423は 、円筒上層 b式、4191よ 円筒上層al～ a2式、425は縄文中期前葉、418は

時期不明。掲載 した以外に、 9号袋×15程度の土器片出土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代中期前葉の可能性がある。

〔分類 。所見〕北西側の段は、第52号土坑のように、埋め戻 し穴か。回狭い。底、極端な楕円形。

第69号土坑 (第 48・ 93・ 94図、写真図版48・ 156。 157)

〔位置 。検出状況〕調査区中央部北隅。 8Aグ リッド。東側の調査範囲外に続 く。地山を20cm下 げたところ

で検出。上部に黒土があったためはっきりと確認。 〔図・精査状況〕南側 トレンチ崩れたのか合わない。西

側上場は崩れていない。 〔重複〕調査 した範囲では、ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕上部Ⅲ層に似た上、中部、にぶい黄褐色土でほとんど同 じ、下部、炭化物 と焼土粒多 く

含む黒褐色土 と、にぶい黄掲色上の薄い交互層。

〔平面形・規模〕上場、不明。底は、直径約2.2mの 円形か。

〔断面形・深さ〕深さ約2.2mの フラスコ状。

〔壁・底面〕壁上、西側30cm、 東側60c14Ⅳ層、その下～底V層。底は固 く締 まる。

〔副穴等の付属施設〕冨1穴あるが、調査員が確認する前に掘 られて しまったので覆土不明。

〔出上遺物〕 (出土状況)土器が非常に多 く出土 した。ただ し、土坑の約半分が調査範囲外に続 き狭いこと

もあって土器を残 して掘 り進めることが難 しく、出土位置を記録できたものは少ない。No.1と 2は、半裁

時 トレンチより西側か ら出土 した。No l(第 93図 427、 428)|よ 、23相当層 (黒土)か ら18cm上 の21層相当

層 ?(底か ら34cm)か ら、多 くの破片がほば水平に折 り重なって出土。No 2土器 (第 93図 430)は 、底か

ら37cm、 25層上面か らほぼ水平に表面を上にして口縁を奥に向けて出土。No 3と 4は、半裁時の トレンチ

より出土 (第 48図 )。 No 3(第 93図 429)は、底か ら14cm、 26層上面、 ほば水平に裏面を上に向けて出土

(写真図版48)。 No 4(第 93図 431～ 433)は 、24層か ら破片が折 り重なるように出土。なお、調査時に誤 っ

て重複 して番号を付けて しまったので、No.1と 2が二つずつあり、No,3を 調査時には「No.1」 と、No 4

を「No.2」 と付けている。層名を併記 していたので、該当する土器の番号変更に無理 はなかったが、層名

を併記 していない「No.2土 器の奥」、「No 2土器脇」は、記憶にのみ基づいているので、誤 りがあるか も

知れない。

(遺物)第 93図427～第94図465の 土器、写真図版 156の 610～ 157の 622の 石器類 (一部第94図 に図示 )、 石器

製作時の剥片975,33g、 剥片 B類8.35g出土。本遺構出土土器は、円筒下層 d式か円筒上層al式か微妙なも
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のが多いので、曖昧な部分を残すが、427、 454?は 、円筒下層d2式、430、 487、 440、 443、 465?は 、円筒

下層dl式、429、 434、 436?、 439、 441、 444??、 445、 447～ 449、 450?、 451、 452?、 453?、 455～ 458、

460は 、円筒上層al式、428、 461は、円筒下層d2式 と大木 6式 との折衷土器、431、 4641よ 、縄文前期末 ?、

432は縄文時代前期後葉～中期前葉、433、 435、 438は、縄文前期末～中期初頭、446、 459?は、円筒下層 c

～ d式、442は 縄文中期前葉 ?、 462、 463は、縄文時代前期後棄～中期前葉。掲載 した以外に 9号袋×3程

度の上器片が出土。

〔時期〕出土土器から、縄文時代前期末の可能性が高い。

〔分類 。所見〕掘 り込み面わかる。深い。上器の出土量多い。大型 ?

第70号上坑 (第48・ 95図、写真図版49・ 157・ 158)

〔位置 。検出状況〕調査区中央部北東隅。 8A～ Bグ リッド。東側調査範囲外に続 く。地山上面で、あまり

はっきりしない灰黄褐色土で検出。近 くに住居あるため下げられず、取りあえず半裁 してみたら、壁と底が

確認されて土坑と認定。

〔図・精査状況〕下部出っ張ったまま断面図を作成 してしまったため、平面図に大きな不整合が見られる。

調査区境に検出され、上場が小さな割に深かったため、西側 (調査範囲内)の上場なくなってしまった。周

囲木根多く、かなり下の方まで地山は壊されている。

(重複〕南西側上部で、第23号焼土検出 (焼上の方が新 しい)。 その他は、調査 した範囲ではないと思 う。

〔覆上・堆積状況〕中部汚れた黄褐色上、最下部V層再堆積 ?の褐色土、その他はほとんど全て黄褐色のダ

マが入る灰黄褐色土。土性から、全て埋めもどした土と思われる。

〔平面形・規模〕上場、不明。底は、直径約1.5m程度の円形か。

〔断面形・深さ〕範囲内は全周オーバーハング。深さ約17mの フラスコ状。

〔壁 。底面〕壁上10cm上 Ⅳ層、その下～底Vtt。 底は固く締まる。

〔副穴等の付属施設〕半裁時下げすぎたためはっきりしないが、 6～ 7 cmの 窪みがあり副穴あったかも。

〔出土遺物〕 (出土状況)西側部分 6層より上は何も出土 しなかった。

(遺物)第 95図 466、 467の土器出土 し、何れも円筒上層d2式 (上層al式 ?)? 写真図版157の 623～ 158の

628の 石器 (一部第95図 に図示)、 石器製作時の剥片97938g出 土。掲載 した以外に、 9号袋× 1程度の上器

片出土。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類・所見〕上場が大きく開くのは、覆土の鼈積状況から、第52号土坑同様「埋め戻 し穴」と考えられる。

掘り込み面わかる。首狭い。

第71号上坑 (第49・ 95図、写真図版49。 158)

〔位置・検出状況〕調査区中央部中央東端。 8B～ Cグ リッド。地山上面、楕円形の灰黄褐色土で検出。周

囲に木根多 く残っており、はっきりした上でなかったので確証は持てなかった。半裁 し上半まで下げ、土器

は出てきたが木根によるカクランと区別できなかった。一応さらに下げてもらったら、はっきりした底と副

穴が確認できたので、土坑と認定。

〔図・精査状況〕南側半裁時の トレンチにより消滅。南側壁崩落。〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕根によるカクラン著 しく、層プライマリーではないようだ。上半、灰黄褐色土、下半、
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黄褐色土と灰黄褐色土の交互層だが、特徴的な土なし。 9層 は、 8層が、 11層 は、 10層 が、根によるカクラ

ンを受けて脆 くなったものと思われる。

〔平面形 。規模〕上場、楕円形か。底、直径約 2mの 円形。

〔断面形・ 深さ〕深 さ約 13mの フラスコ状。

〔壁・ 底面〕壁上20～30cmⅣ 層、その下～底V層。

(副 穴等の付属施設〕冨1穴 あり。覆土は、にぶい黄褐色土 (10YR5/4)粘 土質 シル ト、固 く締まる。

〔出土遺物〕第95図468～ 473の 上器、写真図版 158の 629～ 632の石器類、石器製作時の剥片162.28g出 土。土

器は、468=471、 469?、 470?、 472、 473は、円筒下層dl式。図示 した以外に、 9号袋× 1分 の土器片出

土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期末の可能性が高い。

第72号土坑 (第 49・ 95図、写真図版49。 158)

〔位置 。検出状況〕調査区中央部中央。 8B～ Cグ リッド。住居柱穴検出時に確認。プランははっきり確認

できなかったが、他の柱穴 と比べて特に黒さ目立ち、土坑 との目星を付けていた。

〔重複〕第 3号住居跡 と重複 し、検出状況から本土坑の方が古い可能性がある。

〔覆土・堆積状況〕上部炭化物多い黒褐色土、中部地山が崩れたような土、下部暗褐色土。

〔平面形 。規模〕上場、12× 0.8mの 不整楕円形。底、直径約1.3mの 円形。

〔断面形 。深さ〕オーバーハ ングかなりきつい。深さ約 lmの フラスコ状。

〔壁・ 底面〕壁上20～30cmⅣ 層、その下～底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕第95図 474の 上器出土、円筒上層al式 と思われる。写真図版 158の 633～ 636の石器類 (一部第

95図 に図示)、 石器製作時の剥片43435g出土。掲載 した以外に、 9号袋 × 1程度の土器片出土。

〔時期〕出土土器 と今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類・ 所見〕首狭い。

第73号土坑 (第 49。 95図、写真図版49。 158)

〔位置・検出状況〕調査区中央部中央。 8Cグ リッド。地山上面で、南側の黒褐色土で検出。半裁後、 この

黒褐色土は、本遺構 とは直接関係なく、より北側が中心であることが判明。

〔図・精査状況〕オーバーハ ングきつ く上場全周崩落。

〔重複〕南東側第 5号陥 し穴状遺構と重複、断面図か ら明 らかに本遺構の方が古い。

〔覆土・堆積状況〕最上部黒褐色土、上～中部、暗褐色土 (5、 6層以外よく似 る)、 下部、黒褐色土→黄

褐色土→暗褐色土。

〔平面形 。規模〕上場崩落のため不明。底、直径約1.8mの 円形か。

〔断面形・深さ〕全周オーバーハ ングきつい。西側上部、洞窟状に段をなすが、本当かどうか調査員が確認

する前に掘 られて しまったのではっきりしない。深さ約1,lmの不整袋状。

〔壁 。底面〕壁上20～30cmⅣ 層、その下～底 Vtt。 〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕第95図475～ 484の 土器、第95図 3の 土偶、写真図版158の 637～ 640の 石器類 (一部第95図 に図

示)、 石器製作時の剥片278.03g出 土。土器は、476?、 477?、 478?、 479?、 480、 481?、 482?は 、円筒
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上層al式、483は 円筒下層dl式 ?、 484は縄文前期末～中期初頭、475は 時期不明。掲載 した以外に、 9号

袋×1.5程度土器片出土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期末～中期初頭の可能性が高い。

〔分類 。所見〕最上部の黒掲色土は、カクランか (根腐れ ?)。 第52号土坑のような埋め戻 し穴の可能性 も

な くはないが、埋め土が他 と全 く異なる。

第74号土坑 (第 50・ 95図、写真図版50・ 158・ 159)

〔位置・検出状況〕調査区中央。 7Cグ リッド北東隅。Ⅳ層面褐色上で検出。周囲に疑似現象が点々と見 ら

れる地区である。半裁の結果壁 と底が確認されたので土坑 と認定。

〔図・精査状況〕調査序盤で作業員が慣れていなかったため断面を垂直に下ろすことができず、下方をかな

り挟 って しまった。下方に合わせて断面を垂直にするように求めたが、なかなか垂直に下ろせず、 とうとう

上場がなくなって しまった。底 も掘 りすぎの部分があり破線にしてある。お詫び申し上げる次第である。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕濃淡の差や含まれるものが異なるが、ほとんど同 じⅣ～V層再堆積の褐色土。

〔平面形・ 規模〕上場はなくなって しまったので不明、底は直径約1.3mの 円形。

〔断面形・ 深さ〕袋状。深さは、上場壊 して しまったので不明だが、70cm程度か。

〔壁 。底面〕全周オーバーハ ングか。壁上40cmⅣ 層、その下～底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕底面中央よりやや南寄 りに直径約30cm、 底面からの深さ約 8 cmの 副穴検出。確認 した

時には既に完掘 されて しまっていたので覆土不明。

〔出上遺物〕第95図 485、 486の土器、写真図版 158の 641～ 159の 644の 石器類 (一部第95図 に図示)出土。土

器は、485は大木 7a式系、486は 円筒上層al式 ?

〔時期〕出土土器 と今回の調査結果全体から、縄文時代前期中葉～中期前棄の可能性がある。

第75号土坑 (第 50・ 95図、写真図版50・ 151・ 152・ 159。 160)

〔位置 。検出状況〕調査区中央。 7Cグ リッド。Ⅳ層点々と広がる黒褐色土で検出。周囲に疑似現象が広が

る土坑集中区で、検出面でプランは確認できなかった。最 も濃い部分を東西方向に半裁 したところ下に褐色

土が続いていたが、疑似現象 との区別がつかなかった。そこで南北方向にもトレンチを入れ、やっと底 と壁

を確認 して土坑 と認定 した。

〔図・ 精査状況〕北側根による攪乱 とサブトレンチと崩落により上場不明。

〔重複〕ないと思われる。北側根による攪乱。

〔覆土 。堆積状況〕濃淡や含まれるものの違いはあるが、ほとんど同 じⅣ～V層再堆積の黄褐色土。上面の

黒褐色土は本土坑 とは関係なく根による攪乱 と思われる。

〔平面形・規模〕上記の理由で上場不明。底は直径約1,9mの 円形。

〔断面形・ 深さ〕断面か ら推測するとフラスコ状。約80cm。

〔壁・底面〕断面か ら推測すると、底から垂直に近い状態でオーバーハ ングし、その後直線的にオーバーハ

ング、最後に外反するようである。 〔副穴等の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕第95図487～ 489の土器、写真図版 159の 645～ 160の 671の 石器類 (一部第95図 に図示)出土。土

器は、4871よ 円筒上層al式、488、 489は、円筒下層d2式 ? 写真図版 151の 521～ 152の 535の 石器の中に も、
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本遺構出土品が含まれているか も知れない。

〔時期〕出土土器 と今回の調査結果全体から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第76号土坑 (第 50。 96図、写真図版50・ 160)

〔位置・検出状況〕調査区中央。 7～ 8Cグ リッド。Ⅳ層面点々と広がる黒褐色上で検出。疑似現象 と思い

ながら念のため半裁 したところ、下は褐色土が続いた。ただ し遺構 と断定するには難 しい土だったので、サ

ブトレンチを入れたところ、壁 と底が確認されたので土坑 と認定。

〔図・ 精査状況〕上場は崩落 したため底部のみ形成。副穴測 り間違いか合わない。

〔重複〕東側第 4号陥 し穴状遺構 と重複 し、陥 し穴の方が新 しい (第 77号土坑の断面図参照 )。 第77号土坑

とも重複 しているようだが、検出面では重複 してお らず、また断面では間に第 4号陥 し穴状遺構があるため

はっきりしないが、底部の形か ら判断すると第76号の方が新 しいと思われる。

〔覆上・ 堆積状況〕 ほとんど同 じⅣ～V層再堆積の褐色土だが、上半明るく下半暗い。

〔平面形・規模〕上場は崩落 したため不明。底は直径1.6m程度の円形か。

〔断面形・深さ〕袋状。約70cm。

〔壁 。底面〕全周オーバーハ ングか。壁上部30～50cmⅣ 層、その下～底V層。

〔副穴等の付属施設〕底面中央よりやや南寄 りに直径約30cm、 底面からの深さ約 13cmの 副穴検出。南側か ら

細い溝 (深 さ約 4 cm)が接続する。東側の壇は掘 りすぎか。 この穴は、半裁時には掘 りすぎと判断 していた

ため覆土等は不明。完掘時溝状のものが検出されたため副穴かと思い直 したものである。

〔出土遺物〕第96図 490、 491の上器、写真図版 160の 672～ 680の石器類 (一部第96図 に図示)出土。土器は、

490は縄文前期末～中期初頭 ?、 491は時期不明。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体から、縄文時代前期中葉～中期前棄の可能性がある。

〔分類 。所見〕断面非対称。副穴に小溝。

第77号土坑 (第 50・ 96図、写真図版50・ 160・ 161・ 169)

〔位置・ 検出状況〕調査区中央。 7～ 8Cグ リッド。Ⅳ層面点々と広がる褐色土で検出。疑似現象 と思いな

が ら念のため半裁 したところ、下にはっきりした褐色土が出てきた。ただし遺構 と断定するには難 しい土だっ

たので、断ち割 ったところ、壁 と底が確認されたので土坑 と認定。

〔図・精査状況〕東 (B′ )側下場完掘時掘 り広がったため合わない。検出面では疑似現象と断定できるよ

うな状態であったため半裁 した場所が悪 く、北側の上場は壊 して しまった。南側の上場は崩落 して しまった

ため、底のみ記載。

〔重複〕西側第 3号陥 し穴状遺構 と重複 し、陥 し穴の方が新 しい (断面図参照 )。 第76号土坑 とも重複 して

いるようだが、検出面では重複 しておらず、また断面では間に第 3号陥 し穴状遺構があるためはっきりしな

いが、底部の形か ら判断すると第76号の方が新 しいと思われる。

〔覆土・ 堆積状況〕半裁 した場所が悪 く上部 は不明だが、下部 は、 ほとんど同 じⅣ～V層再堆積 の黄褐

色土。

〔平面形・ 規模〕上場は崩落 したため不明。底は直径16m程度の円形か。

〔断面形・ 深さ〕袋状。約 70cm。

〔壁・底面〕全周オーバーハ ングか。周囲の土は、Ⅳ層 とV層 の境がはっきりしない。
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〔副穴等の付属施設〕確認できなかった。

(出土遺物〕第96図492(時期不明)が、本遺構と第 4号陥 し穴状遺構のどちらからか出土。写真図版160の

681～ 161の 688の 石器類出土 (一部第96図 に図示)(684～ 6881ま 第 4号落とし穴状遺構出土の可能性がある)。

写真図版169の 778の フレイクも本遺構出上の可能性がある。

〔時期〕今回の調査結果全体から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第78号土坑 (第 51・ 96図、写真図版51・ 161)

〔位置・検出状況〕調査区中央。 7Dグ リッド。Ⅳ層で検出。極めて淡い褐色土だったので疑似現象 と考え

ていた。念のため半裁 したところ下に褐色土が深 く続き、はっきりした壁と底を確認 して土坑と認定。

〔図・精査状況〕冨」穴の特に西側、断面図と合わない。深かったため測り間違ったものと思われる。深さの

割に国が狭 く精査が難 しくなったので南側にサブトレンチを入れた。

〔重複〕南側第79号土坑と重複。検出面では重複せず lmも離れており、底まで掘り下げた時点で重複とわ

かったため、新旧関係不明。

〔覆土・堆積状況〕濃淡や含まれるものの違いはあるが、ほとんど同じⅣ～V層再堆積の黄掲色土。本土坑

の場合は特に黄色みが強く地山とよく似ている。

〔平面形 。規模〕上場は直径50cm程 度の円形か。底は直径約19mの 円形。上場は底面の中心より北に偏る

ようである。

〔断面形・ 深さ〕フラスコ状。約13m。

〔壁・底面〕壁は、底から直線的にオーバーハングし最後に外反。壁上50cmⅣ層、その下～底Vtt。

〔副穴等の付属施設〕底面ほば中央に直径約40cm、 底からの深さ約20c14の 副穴が検出された。覆土は10層。

〔出土遺物〕第96図493の上器出土。縄文前期中葉か。写真図版161の 689、 690の 石器類出土。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類・所見〕首狭い。

第79号土坑 (第 51・ 96図、写真図版51・ 161～ 163)

〔位置 。検出状況〕調査区中央。 7Dグ リッド。Ⅳ層で検出。極めて淡い褐色土だったので疑似現象と考え

ていた。まのため半裁 したところ下に褐色土が深 く続き、はっきりした壁と底を確認 して土坑と認定。

〔図・精査状況〕西 (B)狽Jの 底、完掘時掘りすぎたため断面図と合わない。深さの割に口が狭 く精査が難

しくなったので掘り広げたが、半裁箇所が結果的に上場の中心から大きく北にずれていたため、】ヒ側を掘り

すぎて、半裁 した (断面実測 した)場所は上場がなくなってしまった。

〔重複〕北側第78号土坑と重複。検出面では重複せず lmも離れており、底まで掘り下げた時点で重複とわ

かったため、新旧関係不明。

〔覆土・ 堆積状況〕濃淡や含まれるものの違いはあるが、ほとんど同じⅣ～V層再堆積の黄褐色土。本土坑

の場合は特に責色みが強く地山とよく似ている。 1層 は本土坑に含まれるかどうか微妙である。

〔平面形 。規模〕上場は、上記のように北側を大きく掘 りすぎてしまったため不明。底は、約26× 2,lmの

楕円形。

〔断面形・深さ〕フラスコ状のようである。約16m。

〔壁・底面〕全周オーバーハングのようだが、壊 してしまい詳細不明。壁は、上部40cmⅣ 層、その下 Vtt。
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底は、にぶい責橙色 (10YR6/3)を 中心にして様々な色が混 じり合う砂礫層 (た だし礫はほとんどない)。

〔副穴等の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕第96図 494～ 496の土器、写真図版161の 691～ 163の 707の 石器類 (一部第96図 に図示)出土。土

器は、495は 円筒上層a2式 ?、 496は 円筒上層al式、494は 時期不明。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類 。所見〕大型 ?

第80号土坑 (第 51・ 97図、写真図版51・ 163)

〔位置 。検出状況〕調査区中央部南東。 8Cグ リッド。地山上面で、円形の灰黄褐色土を検出。小さく柱穴

と考えていたが、底に大きく広がった。

〔図・精査状況〕周囲に疑似現象多 く、それらを全て断ち割ったため、北側の上場崩落。

〔重複〕検出面より上で第80号焼土検出 (よ り新 しい)。 北西側第 5号陥 し穴状遺構と重複。検出面では重

複 しておらず、底付近のみで、新旧関係不明だが、陥し穴状遺構の覆土がⅢ層に近いことから、土坑の方が

古い可能性が高い。

〔覆土 。堆積状況〕上から下までほとんど全く同じローム粒混 じり灰黄褐色土。特に 1～ 3層 はほとんど同

じ、 4層 は、やや暗く、ロームブロックや土器の位置から考えると、さらに細かく分層できるかも① l～ 3

層の違いは、 1層 は締まり、 3層 はやや暗くロームブロック含むこと。

〔平面形・規模〕上場不明。底、約1,9× 1,7mの楕円形。

〔断面形 。深さ〕全周オーバーハングきつい。深さ約0.8mの フラスコ状。

〔壁 。底面〕壁上30cmⅣ層、その下特底Vtt。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕 (出 土状況)No.1土 器は、 国縁部破片で、 ほぼ水平で 3層上面から出土 しているらしい

(第 97図497)(第 51図、写真図版51)。

(遺物)第 97図497～ 504の 土器出土。写真図版163の 708、 709の 石器類 (一部第97図 に図示)、 石器製作時の

剥片145.58g出土。土器は、497、 501?は 、円筒下層d2式、498?、 499?=500?、 502、 503?、 504?は 、

円筒上層al式。掲載 した以外に、 9号袋× 1程度の上器片が出土。

〔時期〕出土土器から、縄文時代前期末～中期初頭の可能性が高い。

〔分類・ 所見〕首狭い。

第81号土坑 (第 52・ 97図、写真図版52・ 163)

〔位置 。検出状況〕調査区中央部南東隅。 8Cグ リッド。Ⅳ層上面 1層で確認。はっきりしない土で疑似現

象の可能性もあったが、その広さから住居状遺構の可能性 もあると考え、十字に土層ベル トを設定 して掘 り

始めた。 1層 を取 り除いた結果、中央付近境ははっきりしないが円形に落ち込むことがわかったので、南北

ベル トを取り去 り土坑として掘り始めた。また、東側の 1層下にこれとは別の土坑が存在することもわかっ

た (第 82号土坑)。

〔図 。精査状況〕覆上が、 1層以外地山とほとんど区別できないため、 トレンチ状に東西に大きく掘 り広げ

た。また互いに極めてよく似ているため分層発掘は難 しかった。〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕全体的によく似た黄褐色土で、 1～ 4層 は極めてよく似ているが、 5層 は責色みが強 く、

―-77-―



7層 は、肌色っぱい。 1層は、穴の範囲よりかなり広 く周囲に広がり、この穴に関係ないかもしれない。 1層

は、 2層に似た土に根によるものか淡い黒上の斑が入る。

〔平面形・ 規模〕上場みな崩れたので不明。底は、直径1,7mの 円形。

〔断面形・深さ〕オーバーハングきつく、上場みな崩れた。深さ約0.9m。

〔壁・底面〕壁上30cnlⅣ層、その下～底V層。

〔副穴等の付属施設〕冨1穴あり。

〔出土遺物〕 (出土状況)西側の上部から完形に近い大きな土器が出土 した (写真図版52)。 No.1(第 97図

505)は 、口を南側に向けて南北方向に横倒 しになって土圧でつぶれたような状態で出土 した完形土器であ

る。下は水平で 2層上面から1層 の土を被 って出土。No.2(第 97図 506)は 、その北側か ら、内面を上に

向けて、穴の中央に向かって大きく傾斜 して 3層上面から出土。

(遺物)第 97図505～ 509の 土器、写真図版163の 710～ 712の 石器類 (一部第97図 に図示)、 石器製作時の剥片

30.26g出土。土器は、505は 円筒上層al式、508は 円筒下層 c式 ?、 509は 円筒上層 b式 ?、 506、 507は、時

期不明。掲載 した以外に、 9号袋×2程度の上器片出土。

〔時期〕出土土器から、縄文時代前期後葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類・所見〕覆土から考えると、黒土が全 く入っていないのが気になるが、埋めもどしているのかも知れ

ない。そう考えると、 1層の在り方が第52号土坑と共通 しており、周囲の地山を掘って埋めたため黒上が全

く入っていないのかも知れない。底と開田部の差なく、特徴的な断面形。

第82号土坑 (第 52・ 97図、写真図版52・ 163)

〔位置・検出状況〕調査区中央部南東隅。 8Cグ リッド。東側調査範囲外に続 く。地山上面で第81号土坑の

元ととなる住居状遺構を検出し、十字ベル トを掛けて トレンチ状に掘り下げてクリーニングした際、東端に

黒い半円形のシミがあることがわかった。境はっきりしておらず、上に切り株があったので根によるカクラ

ンと考えたが、試 しに掘り下げたところ、非常に深い土坑であることがわかった。

〔図・精査状況〕調査できた範囲は少 しで土坑が非常に深かったため掘り広げざるを得ず、調査 した範囲に

は上場全 く残っていない。西側に見える小穴は、第81号土坑半裁の際の トレンチである。

〔重複〕ないと思われる。上から見ると第81号土坑に重複 しているように見えるが、高低差があり重複して

いない。

〔覆上 。堆積状況〕上部黒土、中部にぶい黄褐色土で 5～ 8層 ほとんど区別なし、下部にぶい黄掲色土と黄

褐色上の交互層。

〔平面形・規模〕上場、直径1.8m程度の円形か。底、直径約 3mの 円形か。

〔断面形・深さ〕オーバーハングかなりきつい。深さ約1.9mの フラスコ状。

〔壁・底面〕壁は、上が崩れているのか、底からオーバーハングした後垂直に近 く立ち上がる。底はⅥ層上

面かV層がグライ化 したものと思われるクリーム色～オレンジ色の上①

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出上遺物〕第97図 510～ 515の 土器、写真図版163(=第 97図)の 713、 714の 石器類、石器製作時の剥片

261.75g、 剥片 B類 2.59g出 土。土器は、510?、 512は、円筒上層 b式、511は 円筒上層a2式、513、 515は、

円筒上層al式、514は大木 7a式系。掲載 した以外に 9号袋× 1程度の土器片が出土。

〔時期〕出土土器から、縄文時代中期前葉の可能性がある。
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〔分類 。所見〕大型。特徴的な断面形。

第33号土坑 (第 53・ 第97図、写真図版52・ 163。 183)

〔位置・検出状況〕調査区東部西端。 9Dグ リッド。地山を15cnI下 げたところで炭化物散る灰黄褐色土を検

出。〔図・ 精査状況〕冨1穴の東側の下場合わない (完掘時掘 り広がったためか)。 〔重複〕ないと思 う。

〔覆土 。堆積状況〕全体的によく似るが、中部の両脇、下部はⅣ層の再堆積土で、中部はブロック状。その

他は灰責褐色上でよく似 るが、最上部、上部は炭化物多い。

〔平面形・規模〕上場、約08× 07mの 楕円形。底、直径約0,9mの 円形。

〔断面形・ 深さ〕全周オーバーハ ング。深さ約08mの袋状。

〔壁・底面〕 V層。上部は根の影響を受けているのでそうでもないが、下は固 く締まる。

〔副穴等の付属施設〕ある。深さ約 20cm。

〔出土遺物〕 (出土状況)南側上場付近覆土上部 (2か 4層。傾斜方向から考えれば 2層 )か ら、土器底部

正位で出土 (第97図 517)。 北西か ら南東方向に傾斜。

(遺物)第97図 516～ 518の土器、写真図版163(=第 97図 )の 715の 石器類、写真図版 183の 13の コハク、石

器製作時の剥片2351g出 土。土器は、516は 円筒下層d2式 (上層al?)?、 518は 円筒上層al式、517は 時期

不明。掲載 した以外に、 9号袋 X1/2程度の土器片出土。

〔時期〕出土土器 と今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期後葉～中期前葉の可能性がある。

(分類 。所見〕月ヽ型。上場 と底の差ない。

第84号土坑 (第 53・ 97図、写真図版53)

〔位置 。検出状況〕調査区東部西。1l C～ Dグ リッド。法面をクリーニングした時点では確認で きなかった

が、20cm下 げたら、はっきりした円形のプランを確認できた。ただ し覆土は周囲の土 とほとんど同 じかより

暗い程度であった。水田造成時に削平されているが、検出時の高さか ら、北側はそれほどでもないと思われ

る。 〔図・ 精査状況〕冨J穴掘 りすぎたのか断面図 と合わない。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・ 堆積状況〕上半、にぶい黄褐色土、下半、灰黄褐色土 とにぶい黄褐色土の薄い交互層。異様に水平

に堆積 しており、土性か らも埋めもどしている可能性が高い。

〔平面形・規模〕上場、直径約0,9mの不整円形。底、直径約1.7mの 円形。

〔断面形 。深さ〕深さ約1.3mの 袋状。

〔壁 。底面〕壁は直線的にオーバーハ ングする。北壁上部Ⅳ層、その下～底 Vtt。 底は固 く締まる。

〔副穴等の付属施設〕冨1穴 あり。周囲は花南岩がむき出 しになっている。

〔出上遺物〕第97図519の土器出土 (円筒下層dl式 ?)。 石器製作時の剥片456g出 土。出土遺物 は少なく、

掲載 した以外に、 5× 5 cm以下の土器片が19個 出上 しているのみ。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期後葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類 。所見〕堆積状態に特徴。底に花南岩。

第85号土坑 (第 53・ 54・ 98図、写真図版53・ 54・ 116・ 163・ 164)

〔位置 。検出状況〕調査区東部西。1l C～ Dグ リッド。法面をクリーニングしてす ぐ検出。ただ し、ボソボ
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ソの上だったので重複関係が読みとれず、20cm下げた。それでもはっきりしなかったが、おそらく2基が重

複 しているのだろうと思い、東西に通 しで半裁。底～壁を出した結果、南側にもう 1基あることがわかった

(第 87号 )。 水田造成時に削平され、南側上場はほとんど残 っていない。

〔図・精査状況〕完掘後北側上場崩落。

〔重複〕東側第86号土坑 と重複。断面か ら第86号の方が新 しい。南側第87号土坑 と重複 しているが、水田造

成時に削平され、さらに検出時に確認できなか ったので、新旧関係不明。

〔覆土・ 堆積状況〕上部ボソボソの黄褐色土、中部、炭化物、焼土粒多い灰黄褐色～黒褐色土で、それぞれ

の層は薄い、下部灰黄褐色～にぶい黄褐色土。東から西に傾斜。

〔平面形・ 規模〕上場崩落 し重複ひどく、不明。

〔断面形・深さ〕壁が崩れているのか、深さ約0.6mの 不整袋状。

〔壁・ 底面〕肖」平されているため、ほぼV層。上の方は根によってボソボソ。底は固 く締 まる。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

(出土遺物〕 (出上状況)写真図版53～ 54参照。No.2(第98図523)は 、外側を上 に向けて、ほぼ水平で出

土 (下 は 6層 )。 No 3(第 98図521の一部)は、内面を上に向けてその下から土層の傾斜 に沿 って東か ら西

に向かって大 きく傾斜 (下 は 8層 )。 No.4(第 98図521の一部)も、内面を上に向けて土層の傾斜に沿 って

北側か ら南側に大 きく傾斜 して出土 (下 は 6層 )。 No.5(第 98図524)は 、底部破片で底を上に向けて、土

層の傾斜に沿 って東か ら西に大 きく傾斜 して出土 (下 は 9層 )。

(遺物)第 98図 520～ 532の 土器、写真図版 163の 716～ 164の 721の 石器類 (一部第98図 に図示 )、 写真図版 116

の17の 焼粘土塊、石器製作時の剥片408.18g出 土。写真図版 164の 722、 723の 石器 も出土か (一部第98図 に図

示)。 土器は、 520、 523、 526?、 527～ 531、 532?は 、円筒上層al式、525は縄文中期前葉、521、 524は、縄

文前期末～中期前葉、522は 日寺期不明。掲載 した以外に、 9号袋 × 1程度の土器片出土。 この他、「第85～ 86

号土坑」で取 り上げた石器製作時の剥片が92 1lgあ る。

〔時期〕出土土器から、縄文時代中期前葉の可能性が高い。

〔分類 。所見〕断面非対称。

第86号土坑 (第 53・ 54。 98図、写真図版 53・ 54・ 164)

〔位置・検出状況〕調査区東部西。1l Cグ リッド①法面をクリーニングしてす ぐ検出。ただ し、ボソボソの

土だったので根穴と勘違いされ、一部掘 られて しまった。重複関係が読みとれず、20cm下 げた。それでもはっ

きりしなかったが、おそらく2基が重複 しているのだろうと思い、東西に通 しで半裁。底～壁を出した結果、

南側にもう 1基 (第 87号)あ ることがわかった。水田造成時に南側大きく削平。

〔図 。精査状況〕オーバーハ ングきつ く、北側上場崩落。

〔重複〕西側第85号土坑と重複。断面か ら本土坑の方が新 しい。南側第87号土坑 と重複 しているが、水田造

成時に削平され、さらに検出時に確認できなかったので、新旧関係不明。

〔覆上 。堆積状況〕上半、炭化物混 じりⅣ層再堆積土、下半、霜降りの埋め戻 し土～Ⅳ層再堆積土。水平堆積。

〔平面形・ 規模〕上場崩落のため不明。底、約 2.5× 2.lmの楕円形。

〔断面形・ 深さ〕深さ約09mの 後状。

〔壁・ 底面〕肖1平 されているためか全てV層のようである。

〔副穴等の付属施設〕冨1穴 あり。覆土は、褐色土 (10YR4/4)シ ル ト、 もろい。汚れⅣ層再堆積。
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〔出上遺物〕第98図 533～ 536の 土器、石器製作時の剥片480.34g出 土。534、 535?は 、円筒下層dl式、536

は円筒下層bl式 ?、 533は、縄文中期前葉 ? 掲載 した以外に、 9号袋× 1程度の土器片出土。写真図版

164の 722、 723の石器 も出土か (一部第98図 に図示)。 この他、「第85～ 86号土坑」で取 り上げた石器製作時

の剥片が92.1lgあ る。

〔時期〕出土土器から、縄文時代前期後半の可能性がある。

第87号土坑 (第 53図、写真図版53・ 54)

〔位置・検出状況〕調査区東部西。1l C～ Dグ リッド。法面をクリーニングしてすぐ検出。ただし、重複関

係が読みとれず、20cm下 げた。それでもはっきりしなかったが、おそらく2基が重複 しているのだろうと思

い、東西に通 しで半裁 (第85号、第86号。その結果、南側にもう 1基あることがわかった (第 87号土坑)。

水田造成時に大きく削平され、東側の壁と副穴のみ残存。〔図・ 精査状況〕上記理由で平面図のみ。

〔重複〕北西側第85号、北東側第86号土坑と重複するが、上記検出状況のため新旧関係不明。

〔覆土 。堆積状況〕掘 り上げた後気づいたため不明。

〔平面形・規模〕肖」平のため不明。〔断面形 。深さ〕肖」平のため不明。

〔壁 。底面〕確認できたのはV層 のみ。

〔副穴等の付属施設〕副穴あり。覆土は、にぶい黄褐色土 (10YR3/3)シ ル ト、固 く締まる。 ローム粒、

l mm程度の炭化物含む。

〔出上遺物〕なかったようである。

〔時期〕今回の調査結果全体から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第88号土坑 (第 54・ 98図、写真図版55,164)

〔位置 。検出状況〕調査区東部中央。14Cグ リッド。法面を20cm下 げたところではっきりと確認。南側に位

置するので、水田造成時に大きく削平されているものと思われる。

〔図・ 精査状況〕上場崩れたため合わない。目町穴が対応しないのは測り間違いか。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕ほぼ同じ黒掲色のブロック状の土 (V層 ブロック含む)。 埋めもどした土と思われる。

〔平面形・規模〕上場崩落のため不明。底、直径約21mの円形①

〔断面形・深さ〕全周オーバーハング。深さ約08mの袋状。

〔壁・ 底面〕壁はV層、底はⅥ層 (砂混 じり上)。 底は固く締まる。

〔副穴等の付属施設〕冨Ⅲ穴あり。覆土は、褐色 (10YR4/6)粘 土質シル ト、汚れⅣ層再堆積土で、V層 ブ

ロック含み、固く締まる。

〔出土遺物〕第98図 537～ 540の 土器、写真図版164の 724の石器、石器製作時の剥片21.58g出 土。土器は、

537、 538?、 539?、 540は、円筒下層dl式。掲載 した以外に、土器が、10× 10cmの破片 1、 5× 5 cmの破

片 1、 それ以下の破片 8点出土している。

〔時期〕出土土器から、縄文時代前期後葉～末の可能性がある。

〔分類 。所見〕堆積状態に特徴。
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第89号土坑 (第 54・ 98図、写真図版 55。 164・ 183)

〔位置・検出状況〕調査区東部中央。 14Cグ リッド。南側の調査範囲外に続 く。法面下を20cm下 げたところ

で覆土が黒いのではっきり確認。水田造成時に大 きく削平されているものと思われる (法面及び水路。東西

方向に トレンチ状に延びるのは水路跡である)。

〔図・ 精査状況〕東側上場僅かに崩れたため合わない。冨」穴は本物かどうか不明。北側上場完掘後崩れたも

のと思われる。 〔重複〕調査 した範囲では、ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕黒褐色土 とにぶい黄褐色土 (ブ ロック状)の交互層。埋めもどした土 と思われる。

〔平面形・規模〕上場、直径約15mの不整円形。底、約19× 1,7mの不整円形。

〔断面形・深さ〕深さ約0.6mの 袋状。

〔壁・ 底面〕肖」平されているせいか Vtt。 底は固 く締まる。底には火山灰状のものが見 られる (鹿沼上のよ

う)。

〔副穴等の付属施設〕平面図に記録 されているが、非常に浅 く不■k形 で小さく、掘 り方 (掘削時の工具痕 )

と考えた方が良いと思われる。

〔出土遺物〕第98図541～ 547の土器、写真図版 164の 725～ 729の 石器類 (一部第98図に図示 )、 写真図版 183

の14の コハク、石器製作時の剥片 1,304.9g、 剥片 B類 1165g出土。土器は、541は 五領 ヶ台 Ia式系、 544、

546、 547は、円筒下層dl式、545は 円筒下層d2式 ?、 542は 縄文前期末 ?、 543は縄文前期後葉～中期前葉、

掲載 した以外に、 9号袋× 1程度の上器片出土。

〔時期〕出土土器か ら、縄文時代前期後葉～末の可能性がある。

第90号上坑 (第 55。 99図、写真図版 55・ 164)

〔位置・検出状況〕調査区東部中央。14Cグ リッド。法面をクリーニングした際、上面に焼土が検出され、

周囲に灰黄褐色土が広がっていた。焼土断ち割 り時に土坑 と確認。水田造成時に大 きく削平されているもの

と思われる。

〔図・ 精査状況〕西側の下場、測 り間違いか 2段 とも合わない。半裁時西側に段が見えたが、調査終盤で忙

しかったこともあり、特に気にとめなかった。覆土が似ているので、重複ではないと思 う。周囲の柱穴確認

するため、特に北側を20cm程度下げている。法面の傾斜が緩やかに見えるのは、 このためである。

〔重複〕上面に第42号焼土 (第 5号住居跡 ?)あ り (よ り新 しい)。 北東側柱穴 と重複するが (第 5号住居

跡 )、 検出面が異なり新旧関係不明。

〔覆土・堆積状況〕基本的に霜降 りで、黄褐色土 と灰黄褐色上の交互層。

〔平面形 。規模〕上場、崩れているのか、不整形のため不明。底、直径約1.5mの 円形。中段に西側に張 り

出す段あり。

〔断面形・ 深さ〕西狽1に 段がある。深さ約 lmの袋状。

〔壁 。底面〕北側壁上 5 cmⅣ層、その下～底 Vtt。 底は固 く締まる。

〔副穴等の付属施設〕冨1穴あり。覆土は、灰黄褐色土 (10YR4/2)シ ル ト、 もろい、汚れⅣ層再堆積。

〔出土遺物〕第99図 548～ 550の 土器、写真図版164(=第 99図)の 730～ 732の石器類、石器製作時の剥片

17702g、 剥片 B類 11.54gが 出土。土器は、548は 円筒上層al式、5501よ 円筒下層dl式、549は 縄文中期前葉。

掲載 した以外に、 9号袋×1.5程度の上器片出土。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期後半の可能性がある。
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〔分類・ 所見〕段あり。

第91号土坑 (第 55・ 99図、写真図版56・ 164・ 165)

〔位置・検出状況〕調査区東部中央。14Cグ リッド。法面クリーニングしたら土器埋設炉を検出。周囲に灰

黄褐色土広がっていたが、掘 り方かと思っていた。炉跡断ち割り時、土坑と確認。水田造成時に削平されて

いるものと思われる。

〔図・ 精査状況〕周囲、炉跡 (第 5号住居跡)に伴う柱穴捜すため、20cm程度下げ、段状になっている。

〔重複〕上面に第 5A、 B号炉跡 (住居跡)検出 (よ り新 しい)。

〔覆土・堆積状況〕上部 (中心部)灰責褐色土、上部東脇Ⅳ層再堆積土、下半両脇黒褐色～暗褐色土。最下

部 (底中央)V層再堆積土。

〔平面形・規模〕上場、直径09m程度の円形か。底、直径約1.5mの 円形。

(断面形 。深さ〕全周オーバーハング。深さ約1,3mの 袋状。

〔壁・ 底面〕北側、壁上20cmⅣ層、その下～底Vtt。 底は固く締まる。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕第99図 551、 552の上器、写真図版164の 738～ 165の 739の 石器類 (一部第99図 に図示)、 石器製

作時の剥片5553g、 剥片 B類 24.23gが 出土。土器は、両方とも円筒下層dl式か。掲載 した以外に、 9号袋

×1/2程度の上器破片出土。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第92号上坑 (第 55。 99図、写真図版56・ 165)

〔位置 。検出状況〕調査区東部中央～西。14～ 15Cグ リッド。南側調査範囲外に続 く。法面下を20cm下 げた

ところで、覆土が黒いのではっきり確認。水田造成時に大きく削平されているものと思われる (法面及び水

路。東西方向にトレンチ状に延びるのは水路跡である)。

〔図 。精査状況〕上場は完掘後全て崩落。副穴、東側上場合わないのは認識の違いか。

〔重複〕調査した範囲では、ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕上半、やや霜降りの灰黄褐色上、下半、炭化物含むにぶい責褐色～暗褐色土。埋めもど

した土と思われる。

〔平面形 。規模〕上場崩落のため不明。底、直径約1,8mの 円形

〔断面形・深さ〕全周オーバーハング。深さ約0.5mの袋状。

〔壁・底面〕肖」平されているためVtt。 底は固く締まる。

〔副穴等の付属施設〕冨」穴あり。

(出土遺物〕第99図 553、 554の 土器、写真図版165(=第 99図)の 740の 石器、石器製作時の剥片97.39g出土。

土器は、553、 554??は 、円筒下層dl式。掲載 した以外に、 9号袋×1/2程度土器片出土。

〔時期〕出土土器から、縄文時代前期後葉～末の可能性がある。

第93号土坑 (第 56・ 99図、写真図版56)

〔位置・検出状況〕調査区東部中央～東。15Cグ リッド。北側の調査範囲外に続 く。法面をクリーニングし

たら、西に炉跡、東に焼土が検出された。いくらクリーエングしても住居のプラン掴めなかったので、20cm
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下げたところ、土坑を確認。水田造成時に削平されているものと思われる。

〔図・精査状況〕セクション・ ポイント、測り間違いで全然合わない (特 にA)。 南半の上場崩落。

〔重複〕調査できた範囲では、ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕上から下まで同じような層が見られるが、上半が大きなまとまりを持つのに対 し、下半

は薄い層に分かれる (地山ブロック含む霜降り層と灰黄褐色上の交互層)。 埋めもどした可能性が高い。

〔平面形 。規模〕上場不明。底、直径約18mの 円形か。

〔断面形・深さ〕深さ約1.4mの フラスコ状。

〔壁・ 底面〕北側上20cmⅣ 層、その下～底V層。

〔副穴等の付属施設〕冨」穴あり。覆土は、褐色 (10YR4/4)地 に黄褐色 (10YR5/6)の 霜降り、 シル ト、

Ⅳ層ブロック多く、炭化物含む。

〔出土遺物〕第99図 555の 土器出土 (円筒下層dl式 ?)。 掲載 した以外に、 5× 5 cmよ り小さい土器破片16点

出土。石器製作時の剥片5874g出 土。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体から、縄文時代前期中棄～中期前葉の可能性がある。

〔分類・所見〕首狭い。特徴的な堆積状況。

第94号土坑 (第 56・ 99図、写真図版56)

〔位置 。検出状況〕調査区東部東。15～ 16Cグ リッド。法面を20cm下 げたところで覆土が黒いのではっきり

確認。水田造成時に大きく削平されているものと思われる。

〔図・精査状況〕東側下場、完掘時掘 りすぎたのか合わない。〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・ 堆積状況〕弱い霜降りの灰黄褐色土～にぶい黄褐色土。埋めもどした土と思われる。

〔平面形・規模〕上場、直径約1.3mの 不整円形。底、直径約1.8mの 円形。

〔断面形 。深さ〕全周オーバーハ ング。深さ約0.55mの 袋状。

〔壁 。底面〕肖1平されているためかVtt。 底は固く締まる。

〔副穴等の付属施設〕冨1穴あり。覆土は、にぶい黄褐色土 (10YR4/3)シ ル ト、 もろい、細かいV層 ブロッ

ク散る。

〔出土遺物〕第99図556の上器出土 (時期不明)。 掲載 した以外に、 5× 5 cm以 下の土器破片11点出土。石器

製作時の剥片1512g出土。

〔時期〕今回の調査結果全体から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第95号土坑 (第 56・ 99図、写真図版57・ 165)

〔位置・検出状況〕調査区東部東端。16Cグ リッド。地山を20cm下 げたところで、比較的はっきりした土で

検出。水田造成時に、下方中心に削平されていると思われる。

〔図・精査状況〕セクション。ポイント全 く合わない。動かされたのか、測り間違いか不明。両方ともそう

だが、A側 は上場少 し崩れているが、ほぼそのままの状態を示 していると思われる。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土 。堆積状況〕上部、にぶい黄褐色土と灰黄褐色土の交互層 (や や霜降り)、 中部、V層 ブロックの層、

下部、灰黄褐色土。上～中部は、その土性から埋めもどされていると思われる。

〔平面形 。規模〕上場、直径08m程度の円形か。底、直径約1.9mの 円形
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〔断面形 。深さ〕全周オーバーハ ング。深さ約1.4mの フラスコ状。

〔壁・底面〕肖1平 されているためかVtt。 底は固く締まる。

〔副穴等の付属施設〕冨J穴あり。

〔出土遺物〕第99図557～ 560の土器、写真図版165の 741、 742の 石器類 (一部第99図 に図示)、 石器製作時の

剥片84053g出土。土器は、557?、 558、 559は、円筒下層dl式、560は 円筒下層 c式 ?? 掲載 した以外に、

5× 5 cm以下の土器片が15点出土。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後半の可能性がある。

〔分類 。所見〕堆積状況に特徴。

第96号土坑 (第 57図、写真図版57)

〔位置 。検出状況〕調査区東部東端。16B～ Cグ リッド。北側の調査範囲外に続 く。地山を20cm下 げて比較

的はっきりした上で検出。〔図・精査状況〕調査できた範囲が狭く、また深かったため、掘り広げざるを得

ず、上場は全くなくなってしまった。〔重複〕調査できた範囲では、ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕上半、にぶい黄褐色土、下半、中央に黒褐色土、その他はにぶい責褐色～灰黄褐色土の

交互層 (や や霜降り上)。 下半は、その上性から埋めもどしていると思われる。

〔平面形・規模〕上場不明。底、直径15m程度の円形か。

〔断面形・深さ〕深さ約14mの フラスコ状で、上が開く。

〔壁 。底面〕北側、壁上20cmⅣ 層、その下から底V層。底は固く締まる。

〔冨1穴等の付属施設〕調査できた範囲にはなかった。

〔出上遺物〕時期を特定できる土器片はなかった (手違いで 1点 も掲載 しなかった)。 掲載 した以外に、 5

× 5 cmよ り小さい土器破片 1点出土。石器製作時の剥片042g出土。

〔時期〕今回の調査結果全体から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類 。所見〕断面形・堆積状態に特徴。

第97号土坑 (第 57・ 99図、写真図版57)

〔位置・検出状況〕調査区東部東端。17B～ Cグ リッド。南側の調査範囲外に続 く。地山を20cm下 げたとこ

ろで、黒褐色上ではっきり確認。南側にあり、水田造成時に大きく削平されている。

〔図 。精査状況〕オーバーハングきつく上場全周崩れた。副穴上場西側、測 り間違いか合わない。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕霜降度弱い、灰黄褐色～にぶい責褐色土。土性から、埋めもどした土の可能性がある。

〔平面形 。規模〕上場崩落のため不明。底、直径約2.3mの 円形

〔断面形・深さ〕オーバーハングきつい。深さ約0.6mの袋状。

〔壁 。底面〕肖」平されているせいかVtt。 底は固く締まる。

〔副穴等の付属施設〕冨」穴あり。覆土は、褐色土 (10YR4/4)シ ル ト、 もろい、 1～ 5 mm程度のロームブ

ロック霜降り状に含む。

〔出土遺物〕出土遺物非常に少ない。第99図 561の 土器出土 (時期不明)。 掲載 した以外に、 5× 5 cmよ り小

さい土器破片 1点出土。

〔時期〕今回の調査結果全体から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。
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第98号土坑 (第 57図、写真図版57)

〔位置 。検出状況〕調査区東部西端。10C～ Dグ リッド。周囲削平されているためか、Ⅳ層で灰黄褐色上の

円形をはっきりと確認。〔図 。精査状況〕掘りすぎ多く、上下場推定。〔重複〕ないと思 う。

〔覆上・堆積状況〕肖」平されているためか浅 く、単層。ローム隆霜降る、埋めもどした土。

〔平面形・規模〕上場、0.8× 0,7m程度の楕円形か。

〔断面形・深さ〕深さ約10cmの 浅皿状。

〔壁・底面〕Ⅳ層で、締まらない。

〔副穴等の付属施設〕掘りすぎのせいか、確認できなかった。

〔出土遺物〕なかったようである。

〔時期〕今回の調査結果全体から、縄文時代前期中棄～中期前葉の可能性がある。

〔分類・所見〕浅 く、覆土は第 8号炉跡に伴う?柱穴 2に似る。この住居に帰属する可能性が高いが、覆土

はフラスコ状土坑によく似る。

第99号土坑 (第 57・ 99図、写真図版58)

〔位置 。検出状況〕調査区東部西端。 9Dグ リッド。ダメ押 しで、地山面から45cm下 げた面で土器片が出土

し注意 したが、周囲より土がボソボソしている程度で、はっきり穴とは確認できなかった。半裁 したところ、

覆土は一様のフカフカのロームで根によるカクランと見間違うが全体が一様で周囲との境がはっきりし、底・

壁が明瞭に確認できたので、土坑と認定。〔図・精査状況〕西側上部崩れたせいか合わない。半裁時、中央

付近下げすぎ。〔重複〕ないと思う。

〔覆上 。堆積状況〕一様のフカフカのローム。

〔平面形・規模〕上場、13× 1.lm程度の隅丸長方形～楕円形。

〔断面形 。深さ〕深さ約0.3mの 袋状。

〔壁 。底面〕V層。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

〔副穴等の付属施設〕不明。

〔出上遺物〕第99図562の土器出土 (縄文中期前葉)。 掲載 した以外に、 5× 5 cm未満の上器破片10点 出土。

石器製作時の剥片5,45gtti。

〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類 。所見〕ダメ押 しで検出したので、浅い?

第100号上坑 (第 58・ 99図、写真図版58・ 165)

〔位置・検出状況〕調査区東部西端。10Cグ リッド。Ⅳ層中黒褐色土で、第 8号炉跡に伴う?焼土を切って

いることもあり、明確に検出。〔図・精査状況〕 南側掘りすぎ、下げすぎ。

〔重複〕第 8号炉跡に伴う?焼土を切る。

〔覆上 。堆積状況〕上部黒褐色土、下部責褐色土。上面はフラスコ状土坑に比べ顕者に黒い。

〔平面形・規模〕上場、直径約0.8mの 不整円形。〔断面形・深さ〕深さ約031nの 浅皿状。

〔壁 。底面〕ほばVtt。 〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕第99図563の土器出土 (縄文中期前棄)。 写真図版165の 743の石器出土。掲載 した以外に、 5×

5 cm未満の上器破片 5点出土。
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〔時期〕出土土器と今回の調査結果全体から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類 。所見〕断面形、覆土、深さなどから、フラスコ状土坑とは顕者に異なる。

第101号土坑 (第 58・ 99図、写真図版 58・ 165)

〔位置・検出状況〕調査区西～中央。 6Cグ リッド。Ⅳ層面褐色土で検出。土坑が重複 して集中する場所で

あるが、周囲に疑似現象が広がリプランは全 く確認できなかった。重複する第40号土坑 も同様で、 こちらは

検出時には認識できなかった。本土坑の場合は、半裁の結果壁 と底が確認されたので土坑 と認定 したが、二

つの上坑が重複 していた (第 101、 102号 )。

〔図・精査状況〕セクションポイントAは推定復元である (完掘時に作業員が移動 )。 周囲に疑似現象が広

がり掘 りすぎが非常に多 く、完掘時には形がほとんど捉え られなくなって しまった。

(重複〕南東隅上面に第 9号炉跡があり明 らかに配石遺構が新 しい。北側に第102号土坑が重複。検出面で

は 1基 (102号)し か確認できなかったが、半裁の結果、想定より南側まで土坑が続いていること、底面に

段差が見 られることか ら、二つの土坑の重複を考えた。覆土の違いはほとんどないが、段差 との整合性およ

び北壁の形か ら、 2～ 3層 と 5層の間に不連続面を想定 し、二つの土坑を区別 した。上面が第101号土坑で

あり、 こちらが新 しい。下に第40号土坑が重複 しているが、 これは第39号土坑の完掘時に初めて認識できた

ため、新旧関係 も確認できなかった。

〔覆上・堆積状況〕ほとんど同 じⅣ～V層再堆積の褐色土。

〔平面形 。規模〕掘 りすぎが多 く不明だが角張 った楕円形か。

〔断面形 。深さ〕階段状の不整形。約40c14。

〔壁・底面〕底は階段状。ほぼ壁Ⅳ層、底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕第99図564の上器出土 (時期不明 )。 第99図 565の土器 (時期不明)、 写真図版165の 744～ 747の

石器類 (一部第99図 に図示)も 、本遺構出土の可能性がある。

〔時期〕今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類 。所見〕形から、墓娯の可能性 もある。

第102号土坑 (第 58・ 99図、写真図版58・ 165)

〔位置 。検出状況〕調査区西～中央。 6Cグ リッド。Ⅳ層面褐色土で検出。土坑が重複 して集中する場所で

あるが、周囲に疑似現象が広が リプランは全 く確認できなかった。重複する第40号土坑 も同様で、 こちらは

検出時には認識できなかった。本土坑の場合は、半裁の結果壁と底が確認されたので土坑 と認定 したが、二

つの上坑が重複 していた (第 101、 102号 )。

〔図・精査状況〕セクションポイントAは推定復元である (完掘時に作業員が移動 )。 周囲に疑似現象が広

がり掘 りすぎが非常に多 く、完掘時には形がほとんど捉えられな くなって しまった。

〔重複〕南側に第101号土坑が重複。検出面では 1基 (102号)し か確認できなかったが、半裁の結果、想定

より南側まで土坑が続いていること、底面に段差が見 られることから、二つの土坑の重複を考えた。覆土の

違いはほとんどないが、段差との整合性および北壁の形か ら、 2～ 3層 と 5層 の間に不連続面を想定 し、二

つの上坑を区別 した。上面が第101号土坑であり、 こちらが新 しい。下に第40号土坑があるが、 これは第39

号土坑の完掘時に初めて認識できたため、新旧関係 も確認できなかった。
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〔覆土 。堆積状況〕ほとんど同 じⅣ～V層再堆積の褐色土だが、 7層がやや濃い。中央に礫が見 られ、隣接

する第101号土坑や、最終的に炉跡 として報告 したが配石遺構 (第 9号炉跡)と の関連 も窺われる。

〔平面形・ 規模〕掘 りすぎが多 く不明。

〔断面形・ 深さ〕掘 りすぎが多 く不明。約 50cm。

〔壁・底面〕壁はオーバーハ ングしているところがある。壁下20cm～ 底V層、その上Ⅳ層。

〔副穴箸の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕第99図 565の 上器が本遺構出上の可能性 もある (時期不明)。 写真図版 165の 744～ 747の 石器類

(一部第99図 に図示)も、本遺構出上の可能性がある。

〔時期〕今回の調査結果全体か ら、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

〔分類 。所見〕形か ら墓壊の可能性 もある。

第103号土坑 (第 58・ 59・ 82・ 99図、写真図版59・ 138・ 165)

〔位置 。検出状況〕調査区西部東。 5～ 6Cグ リッド。上に切 り株あって検出面にも多 くの木根が残 り、検

出面を20cm下 げてもボヤーとしたにぶい黄褐色土や灰黄褐色土が幾つか並ぶのが確認できただけであった。

そこで、既に検出精査を進めていた第31号土坑まで通 して トレンチ状に半裁 してみた。それでもよくわか ら

なかったが、曇 りの日に熟視、熟慮 し、 4つ の土坑が並んでいるのだと考えた。第 103(104号 は特に淡い土

だったが、断面の立ち上が りを追 ってよく見れば上面でも一応プランは確認できた。ただし、 トレンチ状に

半裁 した部分より東側のプランはなかなか掴めず、地山面か ら30cm下 げ移植ベラで丁寧に検出してやっとわ

かった。

〔重複〕北側第29号土坑、南側第104号土坑に極めて近接するが、重複はしていないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕上層はV層 ブロック多 く含む掲色土、中層はにぶい黄褐色土、下層は灰黄褐色土 と、似

てはいるがはっきり識別できる。ほば水平堆積で、覆土の特徴か らも埋めもどしている可能性が高い。

〔平面形・規模〕上場、 1.2× 12m程度の不整隅丸方形。

〔断面形・深さ〕壁はほば垂直に立ち上がる。深さ約0.5m。

〔壁・底面〕壁上10cmⅣ層、その下～底 Vtt。 底は固 く締まる。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出上遺物〕第99図 566、 567の上器、写真図版165(=第99図)の 748の石器、石器製作時の剥片246g出 土。

土器は、566は 円筒下層dl式 ?、 567は時期不明。掲載 した以外に 9号袋 ×1/3程度土器片が出土。その他、

半裁時に、第 29、 30、 31、 103、 104号土坑一括で取 り上げた土器があり (第 82図 247～ 252)(時期は第29号

土坑参照 )、 不掲載土器が 9号袋 × 1程度ある。写真図版 138の 324～ 329の 石器類 (一部第82図 に図示 )、 第

82図 2の上偶 (円筒上層 a式期)、 石器製作時の剥片36764gも 、同様である。

〔時期〕第104号土坑 と極めて類似 した検出状況と出土土器、および今回の調査結果全体から、縄文時代前

期後半の可能性がある。

〔分類・所見〕形 と覆土か ら、墓壊の可能性が高い。

第104号土坑 (第 58・ 59・ 82・ 100図、写真図版59・ 60。 138・ 165～ 168)

〔位置・検出状況〕調査区西部東。 5～ 6Cグ リッド。上に切 り株あって検出面にも多 くの木根が残 り、出

面を20cn下 げてもボヤーとしたにぶい黄褐色土や灰黄褐色土が幾つか並ぶのが確認できただけであった。そ
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こで、既に検出精査を進めていた第31号土坑まで通 して半裁 してみた。それでもよくわか らなかったが、曇

りの日に熟視、熟慮 し、 4つ の土坑が並んでいるのだと考えた。第 103、 104号 は特に淡い土だったが、断面

の立ち上がりを追 ってよく見れば上面でも一応プランは確認できた。ただ し、南側の第31号土坑 と重複 して

いる部分は、中間的な覆土が見 られ、どっちに帰属するかはっきりせず、またその西側は地山が汚れている

のか覆土なのかはっきりせず、プランは掴めなかった。

〔図・精査状況〕北側の上場合わない。プランが掴めなかった南西部については、重複する第31号土坑を完

掘 した後その壁を精査 し、 ここか ら立ち上がりを捜 し上面 と対応させた。すると、黒土が点々と弧を描いて

続いていること (30層 )に気づき、その周囲に32層がとりまくことがわかった。半裁ベル ト挟んで南東側、

34層 の下ににぶい黄褐色 (10YR4/2)地 に責褐色 (10YR5/6)の 斑、 シル トで、Ⅳ層 ブロック、炭化物、

土器混 じりの上が見 られたが、底は木根でボコボコで傾斜 しており、根穴か、崩れたもので、第104号土坑

とは関係ないらしい。

〔重複〕南側第31号土坑 と重複 し、断面か ら本土坑の方が古い。北側第103号土坑 と接するが重複はしてい

ないと思われる。北西側第28号土坑 と接するが、精査中に間が崩落 して しまった。

〔覆上 。堆積状況〕上層にぶい黄褐色土、中層地山再堆積の責褐色土、下層灰黄褐色土。覆土の特徴及び水

平堆積から、埋めもどしている可能性が高い。

〔平面形 。規模〕上場、2.5× 17m程度の隅丸長方形～楕円形。

〔断面形 。深さ〕壁はほぼ垂直に立ち上がる。深さ約045m。

〔壁・ 底面〕西側、壁上 10cm、 東側、壁上 20cm、 Ⅳ層、その下～底 Vtt。 底は固 く締まる。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕 (出土状況)第 59図参照。半裁時 トレンチ状に掘 った部分の東隅か ら、 2点の比較的大 きな土

器片が出土 (写真図版 60)。 No lは (第 100図 568の 一部 )、 外面を上に向けて (下 にあるのは32層 )、 No.2

は (第 100図 568の 一部 )、 内面を上に向けて (下 にあるのは32層最下部 )、 どちらも土坑の中心に向かって緩

やかに傾斜。 また、土坑中央～西寄 りの34層上面か ら、No.3～ 9の比較的大 きな土器片が出土 (第 100図

569。 No 4を除 く)(写真図版 59)。 3は北隅にあり、北か ら南に大 きく傾斜 (底か ら北 36cm、 南 24cm、 以

下同 じ)、 4は その南で北西か ら南東に傾斜 (30cm)(接 合せず時期特定できないため不掲載か)、 5は北か

ら南に傾斜 (22～ 13cm)、 6(30cm)と 7(30～ 24cm)は、ほぼ水平だが、 6は 南西か ら北東へ、 7は 東か

ら西へ僅かにに傾斜、 8は北東か ら南西に強 く傾斜 (33～ 21cm)、 9は西か ら東へ緩やかに傾斜 (20～ 16cm)。

同 じ層中だが、さらに下か ら、後述の粘土板を挟んで 2点の一抱えもある板状の礫が出土 (写真図版 167の

756、 168の 757)。 北側のものは底から 2 cn4で ほぼ水平、南西側のものは底か ら3 cmで ほぼ水平。土坑中央で

底に接 して一抱えもある白色粘土板が出土。粘土板と礫はほぼ同 じ形状規模である。

(遺物)第 100図568～ 580の土器、写真図版 165の 749～ 166の 755、 167の 756、 168の 757の 石器類 (一部第 100

図に図示)、 石器製作時の剥片 123.81g、 剥片 B類9.71gが 出土。土器は、568は 円筒下層b2式、570?、 574?、

575?、 580?は、円筒下層bl式、571、 573?は、縄文中期前葉、569は縄文前期中葉、572、 576≒ 577≒ 578?

≒579は、時期不明。掲載 した以外に、 9号袋 × 2程度の上器片出土。その他、半裁時に、第29、 30、 31、

103、 104号土坑一括で取 り上げた土器があり (第82図247～ 251)(時期 は、第29号土坑参照)、 不掲載土器破

片が 9号袋 × 1程度ある。写真図版138の 324～ 329の 石器類 (一部第32図 に図示 )、 第82図 2の土偶 (円筒上

層 a式期)、 石器製作時の剥片36764gも 、同様である。

〔時期〕縄文中期前葉の可能性のある土器は、重複する第31号土坑に本来帰属する可能性が高いと考えられ、
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出土土器か ら、縄文時代前期中葉円筒下層 b式期の可能性が高い。

〔分類・ 所見〕形、遺物の出土状況、覆土から、墓墳の可能性が高い。

第 105号 土坑 (第59図、写真図版60・ 129)

〔位置 。検出状況〕調査区中央。 7Cグ リッド、第11号住居内。住居にベル トを設定 して掘 り下げていたと

ころ、土坑状の落ち込みが検出された。断面を観察 した結果、住居床面より高い位置から掘 り込まれていた

ので土坑 として独立 して認定 した。

〔図 。精査状況〕北西部分掘 りすぎ。

〔重複〕第11号住居 と重複 し、より新 しい。

〔覆土・堆積状況〕上部黒土、中部黒褐色土、下部黒褐色土 と黄褐色上の交互層。 1層は、大幅に東側 まで

広がっているが、 これは、土坑の東壁は住居覆土であるため崩れやす く、そこに流入 したためと考えられる。

〔平面形 。規模〕東壁を上記のように判断すれば、約 1.6× 1.2mの 隅丸長方形。

〔断面形 。深さ〕約80cm。

〔壁 。底面〕壁は、底か ら中央付近までほぼ垂直に立ち上がり、そこか ら大 きく直線的に外反する。底～壁

下20cal V層 、その上Ⅳ層。

〔副穴等の付属施設〕確認できなかった。覆土下部か ら比較的大 きな礫が出土 している。

〔出上遺物〕写真図版 129の 194～ 197の 石器類の中に本遺構か らの出土品が含まれている可能性があるが、

その多 くは周囲の縄文時代の遺構か らの紛れ込みと思われる。

(時期〕重複関係 と覆土か ら、平安時代 と考えられる (9世紀後葉 ?)。

4.陥 し穴状遺構

平面形が溝状で、底が極端に細 く狭い土坑である。 7基検出 したが、第 7号 は疑似現象の可能性が高 い。

調査区中央部の 3基 は並んでいるようにも見えるが、基本的にはみな単独で点在 しているようである。

遺構記載の用語について。平面形は、長軸の長さ :単軸の長 さの比率によって楕円形、長楕円形、溝状 に

区別 している。断面形は、縦断面は、壁の立ち上が りの形態によって、逆三角形、四角形、直角三角形 (片

側オーバーハ ング)、 三角形 (両側オーバーハ ング)に区別 している。横断面は、 Y字状、 V字状、 I字状

を区別 しているが、 これは本来同 じ形状のものが削平がひどくなるほど変わ り (右に行 くほどひどくなる)、

削平の度合いしか示 していない可能性がある。

第 1号陥 し穴状遺構 (第 60・ 100図、写真図版60)

〔位置 。検出状況〕調査区西端。 3Dグ リッド。Ⅳ層黒土で検出。第 2号住居状遺構と同時に検出 し、覆土

がよく似ていたので、その一部のように見えた。

〔図・精査状況〕口の割に深 く精査が難 しくなったためサブ トレンチを入れ、底 も壊 した。検出面ではっき

りしなかった第 2号住居状遺構との重複関係をはっきりさせるためにサブトレンチを入れ、壁と底を一部壊

した。

〔重複〕南東側第 2号住居状遺構 と重複 し、住居状遺構の方が新 しい (第 23図参照)。

〔覆土・ 堆積状況〕上部暗褐色土、中部褐色土、下部暗褐色土。

〔平面形 。規模〕約 2.2× 0.5mの長楕円形。
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〔断面形・深さ〕縦断面直角三角形。横断面 V字状。約80cm。

〔壁・ 底面〕長軸方向東側オーバーハ ング。壁上20cmⅣ層、その下～底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕第100図 581の土器出土 (縄文前期末～中期初頭か)。

〔時期〕今回の調査結果全体か ら、縄文時代中期の可能性がある。

第 2号陥 し穴状遺構 (第 60・ 100図、写真図版61・ 166)

〔位置 。検出状況〕調査区西。 4～ 5Dグ リッド。検出面Ⅳ層、黒土ではっきりと陥 し穴状遺構 と確認。 ト

レンチを入れた結果、壁 と底が確認できたので陥 し穴状遺構 と認定。

〔図・ 精査状況〕セクションポイントA、 精査中に動かされたため合わない。

〔重複〕東端第25号土坑 と重複。検出面および上場では重複 してお らず、第25号土坑を精査中に重複に気づ

いたため新旧関係は不明である。

〔覆土・ 堆積状況〕上部黒褐色土、中部褐色土、下部暗褐色土。 自然堆積 と思われる。

〔平面形・規模〕約 3.8× 06mの溝状だが、東端が北側に向かって曲が っている。

〔断面形 。深さ〕縦断面 は三角形。横断面 I字状で幅広い。約80cal。

〔壁 。底面〕長軸方向の両端オーバーハ ング。底は、東側に向か って傾斜 (西端 は約 50、 東端は約90cm)、

西端は四角 くなっている。壁上30cmⅣ層、その下～底はVtt。 底はガ リガ リと固 く締まる。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕第100図 582～ 584の土器、写真図版 166の 758～ 765の石器類 (一部第100図 に図示)が出土。土

器は、582?、 583は、円筒上層 b式、584は 円筒下層 c～ d式 ?

〔時期〕出土土器の時期は重複する第25号土坑の時期と重複 しているので、どちらに本来的に帰属するかど

うか不明である。覆土 と今回の調査結果全体か ら、縄文時代中期の可能性がある。

第 3号陥 し穴状遺構 (第 61・ 101図、写真図版61・ 166～ 169)

〔位置 。検出状況〕調査区中央。 8Cグ リッド。北西に隣接 して第 4号陥 し穴状遺構がある。Ⅳ層面黒土で

はっきりと陥 し穴状遺構 と確認。 トレンチを入れた結果、壁 と底が確認できたので陥 し穴状遺構 と認定。

〔図・精査状況〕最初に トレンチを入れたところ若干掘 りすぎあり。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕上部黒褐色土、中部褐色土、下部黄褐色土、最下部黒褐色土。 自然堆積と思われる。

〔平面形・規模〕約39× 0,9mの溝～長楕円形。

〔断面形 。深さ〕縦断面三角形。横断面底幅広のV字状。約 1.lm。

〔壁・底面〕長軸方向の両端オーバーハ ング。特に西端は上場端か ら50cmも 潜 り込む。底はVtt。 壁 も全て

V層 ?

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕第101図585の土器出土 (時期不明)。 写真図版 166の 766特 169の 777の 石器類出土 (一部第101図

に図示)。

〔時期〕覆土と今回の調査結果全体か ら、縄文時代中期の可能性がある。
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第 4号陥し穴状遺構 (第 61・ 96・ 101図、写真図版61・ 169)

〔位置・検出状況〕調査区中央。 8Cグ リッド。南東に隣接 して第 3号陥 し穴状遺構がある。Ⅳ層面黒土で

陥し穴状遺構と確認。 トレンチを入れた結果、壁と底が確認できたので陥 し穴状遺構と認定。

〔図・精査状況〕国の割に深 く精査が難 しくなったためサブトレンチを入れた。検出時には第76号、第77号

土坑は認識 しておらず、結果的に重複関係にありながら同時に精査 してしまった。そのため重複部分の上場

はヤ肖う(。

〔重複〕北西側第77号土坑と重複 し、陥し穴状遺構の方が新 しい (第 50図参照)。

〔覆土・ 堆積状況〕上部黒褐色土、中部黄褐色土と褐色土の交互層、下部暗褐色土。自然堆積と思われる。

〔平面形・ 規模〕約3.2× 0.5mの 溝～長楕円形。

〔断面形 。深さ〕縦断面四角形。横断面V字状。約90cm。

〔壁・ 底面〕壁上40calⅣ層、その下～底Vtt。

〔副穴等の付属施設〕ないと思われる。

〔出土遺物〕第101図 586の土器出土 (円筒上層 b式 ?)。 写真図版169の 778の石器類出土 (第 77号土坑出土

の可能性も)。 その他、第96図492(時 期不明)が、本遺構と第77号土坑のどちらからか出土。

〔時期〕覆土と重複関係と出土土器から、縄文時代中期の可能性がある。

第 5号陥し穴状遺構 (第62・ 101図、写真図版61・ 62・ 169)

〔位置 。検出状況〕調査区中央部中央。 8Cグ リッド。上面に黒褐色土が溝状に広がり、Ⅳ層上面ではっき

りと確認。〔図・精査状況〕A― A′ 断面、A側測り間違いか合わない。 C― C′ 断面、測り間違いかほとん

ど合わない。狭 く深 く、掘りすぎ多い。また第73号土坑と重複部分は、狭 くて暗くて掘りづらく、土坑完掘

時に見たら奥行き16cnI程掘り足 らなかったことがわかった。

〔重複〕北西側、第73号土坑と重複。検出面でも重複 しているのがわかったが、土坑の上面にカクランによ

るものか黒褐色土が広がっていたので新旧関係はよくわからなかった。そこで重複部分を トレンチ状に断ち

割った結果、本遺構の方が新 しいとわかった。南東側、第80号土坑と重複。底付近 しか重複 しておらず、新

旧関係不明だが、覆土と本遺跡のこれまでの調査例から、陥 し穴の方が新 しい可能性が高い。

〔覆土・堆積状況〕上部、黄褐色土と黒褐色土混 じり、中部、黄褐色上のブロック含む暗褐色土、下部、ボ

ソボソの暗褐色土。

〔平面形 。規模〕約3.1× 05mの 溝形。

〔断面形・ 深さ〕縦断面三角形。横断面 v字形。深さ約12m。

〔壁・底面〕壁上20cmⅣ層、その下から底Vtt。

〔副穴等の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕第101図 587の上器出土 (円筒上層al式 )。 写真図版169の 779、 780の 石器類出土 (一部第101図

に図示)。 掲載 した以外に、 5× 5 cm以下の上器破片23個出土。石器製作時の剥片35.33g出土。

〔時期〕覆土と重複関係と出土土器から、縄文時代中期前葉以降の可能性がある。

第 6号陥し穴状遺構 (第 62・ 101図、写真図版62・ 170)

〔位置 。検出状況〕調査区東部東。15Cグ リッド。法面を20cm下 げたところで、細長いボヤーとした灰黄褐

色土を確認。倒木が腐ったものかとも思ったが、半裁。大きく断ち割っても、あまり陥し穴らしくない覆土
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で遺構 との確信 は持てなかったが、下場が水平に延びることを重視 して、遺構 と判断。陥 し穴状遺構が、法

面に切 られ、特に斜面下側が大 きく削平 されたため消失 したものと考えた。

〔図・ 精査状況〕 A― A′ 断面、 A側の上場崩れたのか合わない。下場は掘 りすぎでなくなった。 B― B/

断面、平面図のセクション・ ポイントの B′ の位置おそらく間違い。 トレンチの位置合わない。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土・堆積状況〕肖」平されているためか単層。一般的な覆土 と異なって固 く締まり、地山が根で汚れたよ

うな土。

〔平面形・ 規模〕溝形 ? 斜面下 (南)側消失 したため不明。

〔断面形・深さ〕縦断面の北側階段状にオーバーハ ング。南側は削平されたため不明。横断面 I字形。深 さ

約45cm。

〔壁・底面〕肖1平 されているため、全てV層 ?

〔副穴等の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕第101図588の土器出土 (円筒下層 c式 ?)。 写真図版170(=第 101図)の 781の 石器出土。掲載

した以外に、 5× 5 cm未満の土器破片 1個 出土。石器製作時の剥片031g出 土。

〔時期〕今回の調査結果全体からは、縄文時代中期の可能性があるが、他の陥 し穴状遺構とやや異なること、

出土土器か ら、他の時期の可能性 もある。

第 7号陥 し穴状遺構 (第62図、写真図版62)

〔位置 。検出状況〕調査区西端。 2Dグ リッド。第10号住居内。水路下にあり、南側の調査範囲外に続 く。

住居平面写真撮影の清掃の際に、調査範囲外に延びる溝状の褐色土を確認。他 と比べて覆土が淡 く木根が含

まれていたので疑似現象と思 ったが、一応調査範囲境を掘 り下げてみた。よくわか らないので両側、下方に

広げサブ トレンチを入れたが、何 とも言えない。周囲に木根があり疑似現象 (木根の攪乱)の可能性が高い

と思われるが、決め手に欠けるので一応陥 し穴状遺構に認定 して、精査・報告 した。

〔図・精査状況〕測 り間違いのせいかセクションポイントA′ 合わない。精査状況は上記参照。

(重複〕第10号竪穴住居下に検出。 この部分は水路に壊されているので決め手に欠けるが、検出状況か らは

住居の方が新 しい可能性がある。

〔覆土・ 堆積状況〕肖J平 されているためか、他 と異なり下まで淡い覆土でⅣ～V層 の再堆積の黄褐色土。

1層 はV層そのもののようにも見え、やはり疑似現象か。

〔平面形 。規模〕サブ トレンチで壊 し、大部分が調査範囲外にあるので不明だが、残 っている部分か ら推測

すると、溝状か。

〔断面形・深さ〕縦断面不明。横断面 I字状か。約40cm。 削平されている (V層中)と は言え、他 と比べて

あまりに浅 く、やはり疑似現象か。

〔壁 。底面〕調査範囲内に検出された長軸方向の北端はオーバーハ ングしない。壁～底 Vtt。

〔副穴等の付属施設〕確認できなかった。

〔出土遺物〕なかったようである。

〔時期〕出土土器がないことと、今回検出された他の陥 し穴状遺構 と大 きく異なるため、時期不明。

〔分類 。所見〕疑似現象 (木根による攪乱)の可能性が高い。
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5。

焼土は、42基検出され、その他、第 2号住居床面に検出されたものが 2基ある。炉跡の可能性 もな くはな

いが、ご今回の調査で検出された竪穴住居跡の炉は、土器埋設炉、石囲炉 と、はっきりした施設を持つ場合

がほとんどであり、検出された焼土は、数力所に極端に集中 し、炉跡 と異なった傾向を持つので、炉跡の可

能性は低いと考える。ほとんどがⅢ層中に形成されており、縄文時代の可能性が高い。

以下、報告は、集中ごとにまとめて行 うが、概要について。

本章冒頭で も述べたように、東部 (水路部分)以外の検出は基本的に前年度に行 っていて、東部 (水路部

分)、 第22号、第33号、第35号、第41号以外の焼土は、前年度の検出の後 シー トを被せて冬～春を過 ごして

おり、残存状況に影響があったかも知れない。

今回検出された焼上の性格は不明だが、数力所に極端に集中することが特徴としてあげられ、 また他の遺

跡に比べて石器製作時の剥片が石器類の組成の中で多 くを占め、そのほとんどが遺構外のⅢ層か ら出土 し集

中焼上の近 くか ら見つかることも多かったことか ら、石器製作に何 らかの関係があるかも知れないが、本書

では、遺物の取 り上げ区画が大 きかったこと (5× 5m)、 時間的な余裕のなさなどか ら、地点 ごとの剥片

出土量を示せなかった。

第 1号～第10号焼土 (第63・ 101図 、写真図版62～ 64)

〔位置・検出状況〕調査区西。 5C～ Dグ リッド。土坑集中区と重なるが、中心はより西にずれている。検

出作業中ほとんどがⅢ層中に検出されたが、Ⅳ層まで下げて しまったので、かなり薄 くなって しまった。

(図・精査状況〕平面図は多少のカクランを無視 して作成 しているため、断面図と合わないところがある。

第 1号、第 5号 は、下げすぎで焼土ほとんどな くなって しまったので断面図は作成 していない。第 2号 は、

セクションポイントAが測 り間違いで位置合わない。第 4号 は、セクションポイント合わない (C′ 測 り間

違い ?)。 第 3号 は、平面図と断面図合わない (測 り間違いか)。

〔重複〕第 6号の下に第32号土坑、第 8号の下に第35号土坑、第10号の下に第33号土坑が検出された。周囲

に根によるカクランも多い。

〔覆上〕検出時に既になくなっていたため不明。

〔平面形 。規模・厚さ〕 1号→長楕円形 ?・ 不明 。10cm、 2号→長楕円形 ?・ 不明・約 5 cm、 3号→不整楕

円形・約80× 65cm。 約 5c14、 4号→楕円形 ?・ 不明 。約 5 cn、 5号→円形・約24× 24cm・ 6 cm、 6号→円形・

約40× 36cnl・ 約 5 cm、 7号→長楕円形・約80× 30cm・ 約 8 cm、 8号→円形・約50× 50cm。 約 8 cm、 9号→不

整楕円形 。約64× 46cm・ 約 10cm、 10号→楕円形・約40× 30cm。 約 4 cm。

〔燃焼状態〕記録が残 っていない。

〔形成層〕Ⅲ層。

〔所属施設〕不明。

〔出土遺物〕第 3号焼土 とその周辺から、第101図589の上器出土 (円筒下層 c～ d式 ?)。

〔時期〕形成層か ら、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第11号～第14号焼土 (第 63・ 101図 、写真図版64・ 170)

〔位置 。検出状況〕調査区西部中央。 5Cグ リッド。Ⅲ層で検出。調査 した年度が異なるので別々に扱 った

土
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が、第 1号～第10号焼土 と一連のものの可能性 もある (特 に第 9号 )。 ただ し、その間は比較的疎 らである。

〔図・精査状況〕第11号焼土の A′ 側合わない。第12号焼土、焼土範囲の認識の違いか全 く合わない。 これ

らは、平面図を光波浪1量によって作成 したことに拠 るものの可能性が高い。

〔重複〕第13号焼上、一部第 6号炉跡覆土上に形成 (よ り新 しい)。

〔覆土〕検出時に既になくなっていたので不明。

〔平面形 。規模 。厚さ〕11号→三 日月形・約30× 20cm。 約 5 cn、 12号→不整楕円形・約45× 35cm・ 約 8 cm、

13号→不整楕円形・約70× 45c14・ 約 10cm、 14号→楕円形・ 約25× 14cm・ 約 6 cm。

〔燃焼状態〕第11号 は、根によるカクランを受けているせいか焼上の形成今一つ。他は良 く焼けている。

〔形成層〕Ⅲ層。

〔所属施設〕不明。

〔出土遺物〕第12号焼土を中心 として、第101図 590～ 593の 土器出土。 590、 593は 、円筒上層al式 ?、 592

は円筒上層 b式 ??、 591は時期不明。第 13号焼土か ら写真図版170(=第 101図)の 783の 石器、石器製作時

の剥片122gが出上 しており、またクリーニングの際写真図版170(=第 101図)の 782の 石器出土 している。

掲載 した以外に、第 12号 か ら5× 5 cm未満の土器破片 2個、第13号から5× 5 cm未満の上器破片 3個 出土。

その他、周囲か ら、 5× 5 cm以下の土器破片10個出土。「第 11～ 14号焼土」か ら石器製作時の剥片12.75g出

土。

〔時期〕形成層か ら、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第15号～第23号焼土 (第64・ 101図、写真図版64～ 66・ 170)

〔位置・ 検出状況〕調査区中央部北東隅。 8A～ Bグ リッド。東側の調査範囲外に続 くと思われる。Ⅲ層で

検出。第22号 だけは後で検出したもので、第70号土坑のプランをはっきりさせるため検出作業を繰 り返 した

ところ、焼上の一部が検出されたので、東側に調査範囲を拡張 したものである。上に切 り株多 く残 っていた

ところで、木根によるカクラン著 しい。

〔図・ 精査状況〕第15号、 A側焼土範囲の認識の差により合わない。第16号、平面図 A′ 側焼土でない もの

を含んでいた。第 17号、第20号、焼土範囲の認識の差によりほとんど合わない。第18号、第19号、第21号、

平面図焼土でないものを含んでいたため合わない。第22号、 G′ 側、焼土範囲の認識の差に寄 り合わない。

第23号のH側 も同様である。

〔重複〕第23号焼土は、第70号土坑覆土に一部かかる (よ り新 しい)。 その他、第69号土坑が近 くにある。

〔覆土〕検出時既になくなっていたため不明。

〔平面形・ 規模 。厚さ〕15号→楕円形・約44× 28cm・ 約 6 cm、 16号→不整円形・約46× 44cm。 約 12cm、 17号

→不整楕円形・ 約66× 40cm・ 約 16cm、 18号→不整楕円形・約84× 60cm。 約 12cm、 19号→不整楕円形・ 約36×

24cm・ 約 6 cm、 20号→円形・約40× 35cal・ 約 10cm、 21号→不整円形・約52× 46cm・ 約 6 cm、 22号→不整方形・

約74× 70cm。 約 10cm、 23号→楕円形・約26× 18cm。 約 4 cal。

〔燃焼状態〕根によるカクランのせいか、全体的にあまり良 くないが、第 16号、第22号 は厚 く焼土が形成さ

れ、第22号 は表面が非常に固 く締まっていた。

〔形成層〕Ⅲ層上面。第22号だけは、他より標高が低いが、それはここの場所のⅢ層が落ち込んでいたため

である。

〔所属施設〕不明。
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〔出土遺物〕第101図594～ 598の 土器出土。594は 円筒下層d2式 ?、 595は円筒下層 c～ d式、596～ 598は 時

期不明。第15号～第21号焼土クリーニングの際、写真図版170(=第 101図)の 734、 785の石器類出土。掲載

した以外に、第21号から5× 5 cm未満の土器破片 1個、第22号から5× 5 cm未満の土器破片 4個、第29号か

ら5× 5 cm未満の土器破片 5個出土。その他、周囲から5× 5 cm以下の土器破片23個 出土。石器製作時の剥

片が、 16号から5.05g、  17号 から2.16g、  18号 んゝら070g、  211号 から570g、  22号 から4.19g、  29号から1.70g、

「第15～ 21号焼土」として36.30g出土 している。

〔時期〕形成層から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第24号・ 第25号焼土 (第 65図、写真図版66)

〔位置 。検出状況〕調査区最西端。 2Dグ リッド。

〔重複〕第24号焼上の下に第 1号土坑を検出。

〔覆土〕検出時に既になくなっていたため不明。

〔平面形・規模 。厚さ〕24号→不整円形・約36× 30cm・ 約 4 cm、 25号→不整長楕円形 。約70× 35cm・ 約 4 cm。

〔燃焼状態〕記録が残っていない。

〔形成層〕Ⅲ層。

〔所属施設〕両方とも固く焼けしまっている。

〔出上遺物〕なかったようである。

〔時期〕形成層から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第26号焼土 (第 65図、写真図版66)

〔位置・検出状況〕調査区西。 3Dグ リッド。検出作業中ほとんどがⅢ層中に検出されたが、Ⅳ層まで下げ

てしまったので、かなり薄くなってしまった。お詫び申し上げる次第である。

〔図・ 精査状況〕断面図作成時セクションポイントの落とした位置が間違っていたようで、平面図の焼土範

囲と断面図のそれは、セクションポイントをずらせば合う。

〔重複〕第■号土坑の上面に検出 (よ り新 しい)。

〔覆土〕検出時に既になくなっていたため不明。

〔平面形・規模 。厚さ〕きのこ形 。約44× 44cm・ 約 8 cm。

〔燃焼状態〕固く焼けしまる。

〔形成層〕第■号土坑覆土上面。

〔所属施設〕不明。

〔出上遺物〕なかったようである。

〔時期〕重複関係から、縄文時代前期末～中期前葉の可能性がある。

第27号 。第28号焼土 (第 65図、写真図版67)

〔位置 。検出状況〕調査区西～中央。 6Cグ リッド。検出作業中Ⅲ層中に検出されたが、Ⅳ層まで下げてし

まったので、かなり薄くなってしまった。お詫び申し上げる次第である。

〔図・ 精査状況〕下げすぎで焼土ほとんどなくなってしまったので断面図は作成 していない。

〔重複〕ないと思われる。
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〔覆土〕検出時に既になくなっていたため不明。

〔平面形・ 規模 。断面形 。厚さ〕27号→楕円形 。約38× 26cm。 厚さ下げすぎて不明、28号→楕円形 。約40×

24om・  4 cm。

〔燃焼状態〕記録が残っていない。

〔形成層〕Ⅲ層上面。

〔所属施設〕不明。

〔出土遺物〕なかったようである。

〔時期〕形成層から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第29号焼土 (第 65・ 101図、写真図版67・ 116)

〔位置 。検出状況〕調査区西部東端。 6Cグ リッド。住居検出時、Ⅳ層上面で検出。根によるカクランあり。

〔図・ 精査状況〕半裁時、A側欠けてしまったためか合わない。

〔重複〕第 1号住居跡に近接するが、重複 してはいないと思われる。

〔覆土〕検出時既になくなっていたため、不明。

〔平面形・ 規模 。厚さ〕楕円形 。約54× 37cm。 約 8 cm?

〔燃焼状態〕根によるカクランを受けているせいか、あまり良 くない。

〔形成層〕Ⅳ層上面。

〔所属施設〕不明。

〔出上遺物〕第101図 599の上器 (時期不明)、 写真図版116の 18、 19の焼粘土塊出土。

〔時期〕形成層から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある

第30号焼土 (第65図、写真図版67)

〔位置・検出状況〕調査区西部東端。 6～ 7Cグ リッド。Ⅳ層上面に検出した際には、そのレベルから第 1

号住居跡に帰属するものと考えていたが、住居精査の結果、住居外に位置することがわかった。

〔図・ 精査状況〕焼土範囲の認識の違いか、 A′ 側合わない。

〔重複〕第43号土坑の覆土上面に形成 (よ り新 しい)。 第 1号住居跡に近接。

〔覆土〕検出時既になくなっていたため、不明。

〔平面形・規模 。厚さ〕不整形・約120× 70cm・ 約 8 clll。

〔燃焼状態〕土坑覆土中に形成されているわりには、非常に良い。

〔形成層〕第43号土坑覆土上面～Ⅳ層上面。

〔所属施設〕不明。

〔出土遺物〕なかったようである。

〔時期〕重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後葉～中期前葉の可能性が高い。

第31号焼土 (第65図、写真図版67)

〔位置・検出状況〕調査区中央部西端。 7B～ Cグ リッド。Ⅲ層上面で検出。中央が窪み、カクランを受け

ている。〔図・精査状況〕焼土範囲の認識の違いか合わない。〔重複〕ないと思われる。

〔覆上〕検出時既になくなっていたため、不明。
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〔平面形・規模 。断面形 。厚さ〕不整形 (方形 ?)・ 140× 80程度 ?・ 約 4 cm。

〔燃焼状態〕カクランを受けているせいか、あまり良 くない。

〔形成層〕Ⅲ層上面。

〔所属施設〕周囲を検出したが、柱穴 らしいものは確認できなかった。ただし、第 7号炉跡に伴うとした柱

穴の中に本遺構に帰属するものが存在する可能性もある。

〔出土遺物〕なかったようである。

〔時期〕形成層から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第32号焼土 (第66・ 101図、写真図版68)

〔位置・検出状況〕調査区中央部西端。 7Bグ リッド。Ⅲ層上面で検出。根によるカクラン著 しい。現地性

の焼土でない可能性もある。

〔重複〕ないと思われるが、第45号、第48号土坑に近接。

〔覆上〕検出時既になくなっていたので不明。

〔平面形・規模 。厚さ〕不整円形・約42× 40cm・ 不明。

〔燃焼状態〕根によるカクランのせいか、非常に悪 くブロック状。投げ捨て焼上の可能性もある。

〔形成層〕Ⅲ層上面。

〔所属施設〕不明。

〔出上遺物〕周囲から第101図600の土器出土 (時期不明)。 掲載 した以外に、 5× 5 cm未 満の土器破片 3個

出土。石器製作時の剥片0.54g出土。

〔時期〕形成層から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第33号焼土 (第66図、写真図版68)

〔位置 。検出状況〕調査区中央部西。 7Bグ リッド。第48号土坑精査中に検出。変な形だが、面的な広がり

をもっており、現地性の焼土と判断。〔図・精査状況〕焼土範囲の認識の違いか、合わない。

〔重複〕第48号土坑覆土上層に形成 (よ り新 しい)。 〔覆土〕第48号土坑覆土 (1層最上部 ?)。

〔平面形・規模 。厚さ〕不整形・約28× 6cm。 約 8 cm。

〔燃焼状態〕比較的しっかり焼けている。

〔形成層〕第48号土坑覆土 (1層 ?)。

〔所属施設〕不明だが、第 7号炉跡に伴うとした柱穴の中に本遺構に帰属するものがある可能性もなくはな

とヽ。

〔出土遺物〕なかったようである。

〔時期〕重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代中期前葉の可能性がある。

第34号焼土 (第66図、写真図版68)

〔位置 。検出状況〕調査区中央部中央。 7Bグ リッド。Ⅲ層上面で検出。木根によるカクラン著 しい。

〔図 。精査状況〕平面図光波測量で行ったせいか、 A′ 側合わない。

〔重複〕ないと思われるが、第 2号住居跡に近接。

〔覆土〕検出時既になくなっていたため不明。
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〔平面形・規模 。厚さ〕不整楕円形 。約18× 10cm・ 不明。

〔燃焼状態〕根によるカクラン受けているせいか、非常に悪い。

〔形成層〕Ⅲ層上面。

〔所属施設〕不明。

〔出土遣物〕なかったようである。

〔時期〕形成層から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第35号焼土 (第66図、写真図版68)

〔位置 。検出状況〕調査区中央部北。 7Bグ リッド。住居プランを確定 しようと検出作業を繰 り返す中で、

検出。Ⅲ層上面～第56号土坑覆土上面。上面切 り株多かったところで、木根によるカクラン著 しい。〔図・

精査状況〕焼土範囲の認識の違いか、合わない。〔重複〕第56号土坑の上面に検出 (よ り新 しい)。

〔覆土〕検出時既になくなっていたため、不明。

〔平面形・規模 。厚さ〕不明・ 60× 30cm程度 ?。 約 2 cm。

〔燃焼状態〕平均的。〔形成層〕Ⅲ層上面～第56号土坑覆土上面。〔所属施設〕不明。

〔出上遺物〕石器製作時の剥片7.15g出土。

〔時期〕重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期末～中期前棄の可能性がある。

第36号焼土 (第66図、写真図版69)

〔位置・検出状況〕調査区中央。 7Cグ リッド。検出作業中Ⅲ層中に検出されたが、Ⅳ層まで下げてしまっ

たので、かなり薄 くなってしまった。お詫び申し上げる次第である。

〔重複〕ないと思われる。

〔覆土〕検出時に既になくなっていたため不明。

〔平面形・規模 。厚さ〕不整楕円形 。約46× 20cm・ 約 6 cm。

〔燃焼状態〕固く締まる。

〔形成層〕Ⅲ層。

〔所属施設〕不明。

〔出土遺物〕なかったようである。

〔時期〕形成層から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第37号焼土 (第67図、写真図版69)

〔位置 。検出状況〕調査区中央部東。 8Cグ リッド。Ⅲ層上面で検出。木根によるカクラン著 しい。

〔重複〕下に第80号土坑がある (よ り古い)。 〔覆土〕 検出時に既になくなっていたので不明。

〔平面形・規模 。厚さ〕不整楕円形 。約26× 14cm・ 不明。

〔燃焼状態〕カクランを受けているせいか、焼上の形成弱い (淡い)。 〔形成層〕Ⅲ層上面。

〔所属施設〕不明。

〔出土遺物〕時期が特定できない5× 5 cm未満の上器破片 2個出土 (手違いで 1点 も掲載 しなかった)。 石

器製作時の剥片8,78g出土。

〔時期〕形成層から、縄文時代前期中棄～中期前葉の可能性がある。
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第38号焼上 (第67図、写真図版69)

〔位置・ 検出状況〕調査区中央部南。 8Cグ リッド。〔重複〕ないと思われる。北西方向に根によるカクラ

ン。〔覆土〕検出時に既になくなっていたので不明。

〔平面形 。規模・厚さ〕不整円形・約42× 34cm・ 約 4 cm。

〔燃焼状態〕明瞭に焼上が形成されている。 〔形成層〕Ⅲ層上面。〔所属施設〕不明。

〔出土遺物〕石器製作時の剥片2.55g出土。

〔時期〕形成位置から、縄文時代前期前葉～中期前葉の可能性がある。

第39号焼上 (第67図、写真図版69)

〔位置・検出状況〕調査区東部中央。15Cグ リッド。第 5C号炉跡が帰属する竪穴住居跡を確認 しようと検

出を繰り返 していた際に、調査区境に検出。〔重複〕ないと思われる。

〔覆土〕検出時賜になくなっていたため、不明。

〔平面形・ 規模・厚さ〕不整円形・約30× 28cm・ 約 3 cm。

〔燃焼状態〕法面上面で根によるカクランを受けているせいか、あまり良 くない。

〔形成層〕Ⅲ層上面か。

〔所属施設〕不明。

〔出土遺物〕なかったようである。

〔時期〕形成層から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第40号焼上 (第 67図、写真図版70)

〔位置 。検出状況〕調査区東部東。15Cグ リッド。第 5C号炉跡が帰属する竪穴住居跡を確認 しようと検出

を繰 り返 していた際に、調査区境に検出。〔図・精査状況〕焼土範囲の認識の違いか、合わない。

〔重複〕ないと思われる。〔覆土〕検出時既になくなっていたため、不明。

〔平面形・規模 。厚さ〕不整楕円形 。約30× 20cm・ 約 6 cm。

〔燃焼状態〕法面上面にあり根によるカクランを受けているせいか、あまり良 くない。

〔形成層〕Ⅳ層上面か。

〔所属施設〕不明。

〔出土遺物〕なかったようである。

(時期〕形成層から、縄文時代前期中葉～中期前葉の可能性がある。

第41号焼土 (第 14～ 15図、写真図版11)

〔位置 。検出状況〕調査区西部西端。 2Dグ リッド。第 4号炉跡に伴うと考えていた床 (Ⅲ層)の下から検

出。中央部が窪んでいた。

〔図・精査状況〕作業手順の都合上、検出した後 しばらく放置していたためボロボロになってしまった。

〔重複〕第 4号住居 (炉)と 重複 し、より古い。

〔覆土〕汚れたⅣ層再堆積土。

〔平面形 。規模・断面形 。厚さ〕直径約60cmの 不整円形。約 5 cm。

〔燃焼状態〕検出時は比較的良かったという記憶がある。〔形成層〕Ⅲ層上面か。〔所属施設〕第 4号住居に
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伴うと考えている柱穴群は、本遺構を炉跡とする住居に帰属する可能性もなくはない。

〔出土遣物〕なかったようである。

〔時期〕重複関係と今回の調査結果全体から、縄文時代前期後半の可能性がある。

第42号焼土 (第16～ 17図、写真図版13)

〔位置・検出状況〕調査区東部中央。14Cグ リ
・ッドお法面をクリーニングした時点で検出。

〔図・精査状況〕焼土範囲認識の違いで、合わない。

〔重複〕第90号土坑覆土中にある (よ り新しい)。

〔覆上〕検出時既になくなっていたため、不明。

〔平面形 。規模・断面形・厚さ〕30X15cmの 不整精円形。約 5 clll。

〔燃焼状態〕覆土中にしては比較的良いと思われる。

〔形成層〕第90号土坑覆土。

〔所属施設〕周囲に検出された柱穴は、第 5号炉跡ではなく、本遺構に伴うものかも知れない。

〔出土遺物〕石器製作時の剥片441,79g出土。

〔時期〕重複関係から、縄文時代中期前棄の可能性がある。

-101-



。
遺
構

全
体

図

。
地

区
別
全

体
図

(1
)(
水

路
部
分

)

糾 ｏ 図 　 肺 蔀 ゆ 募 口 。 苫 図 辿 ゆ 募 図 全 ）

Ｉ Ｉ Ｐ Ｏ ］ ― ―

A B C D
焼
土

任
二
翠
些 響

m

14

96
土

か

95
土

97
土

盈
i狸

[三
二]焼
土

|

0 
  
  
  
1:
40
0 
  
  
 1
0m

|





-90T―

([)鴫ヨTItt ι尊 国9尊

●
糾

お
中
蒔
却
彗

②

０
二

０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
¨ヽ

０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ヨ

ｒ
＝
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
＝
Ｈ
Ｈ
Ｈ
＝
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
辟
―Ｉ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ

十



L=
63
,7
00
m

糾 Φ 口 　 糾 一 中 甫 珀 彗 Ｓ ）

― ― ド Ｏ ω ｌ ｌ

1 
黒

色
(1
0Y
R2
/1
)ン

ル
ト
 

い
わ

ゆ
る

ク
ロ

ボ
ク
土

(■
層

)。

2 
暗

褐
色

10
YR
3/
4)
と

黒
色

(1
0Y
R2
/1
)の

混
合

に
褐

色
(1
0Y
R4
/6
)ブ

ロ
ッ

ク
混

入
。

ン
ル

ト
 

粘
性

あ
り
。

Ⅳ
層

粒
子

,

ブ
ロ

ッ
ク
多

く
含

む
。

■
層

と
同

じ
か

。

3 4 5 6

暗
褐

色
(1
0Y
R3
/4
)に

褐
色
(1

0Y
R4
/6
),
黄

褐
色

(1
0Y
R5
/6
)ブ

ロ
ッ

ク
混

入
。

粘
土

質
ン
ル

ト
 

Ⅳ
層

再
堆

積
。

暗
褐

色
(1
0Y
R3
/3
)ン

ル
ト
 

固
く

し
ま

る
。

Ⅳ
層

粒
子
,細

か
い

プ
ロ

ッ
ク
, 
1～

2 
mm
の

炭
化

物
含

む
。

暗
褐

色
(1
0Y
R3
/4
)に

褐
色

(1
0Y
R4
/6
)プ

ロ
ン
ク
混

入
。

粘
土

質
ン

ル
ト
 

Ⅳ
層

ブ
ロ

ッ
ク
多

く
含

み
、
焼

土
粒

も
含

む
。

暗
褐

色
(1
0Y
R3
/4
)ン

ル
ト
 

粘
性

あ
り
。
1～

5 
mm
の

炭
化

物
多

く
、

Ⅳ
層

粒
子

, 
ブ

ロ
ッ

ク
含

む
。

土
坑

の
基

本
的

な

覆
上

に
似

る
。

に
ぶ

い
黄

褐
色

(1
0Y
R4
/3
)ン

ル
ト
 

粘
性

あ
り
。

性
質

は
6層

と
同

じ
だ

が
、

色
調

は
6層

と
8層

の
中

間
的

で
あ

る
。

暗
褐

色
(1
0Y
R3
/4
)と

褐
色

(1
0Y
R4
/6
〉

の
混

合
。

粘
土
 

汚
れ

て
お

り
、

炭
化

物
等

も
含

む
が

、
住

居
平

面
形
,床

面

の
高

さ
の

整
合

性
か

ら
Ⅳ

層
の

上
面

が
根

に
よ

っ
て

汚
れ

て
い

る
た

め
と
判

断
。

固
く

し
ま

る
こ

と
も

な
く
、

い
わ

ゆ
る
掘

り
方

埋
土

、
床

面
の

上
が

っ
た

も
の

と
も
異

な
る
。

褐
色

(1
0Y
R4
/4
)粘

土
 

Ⅳ
層

。
8層

と
ほ

と
ん

ど
同

じ
だ

が
、

よ
り
明

る
く
Ⅳ

層
と

は
っ

き
り

し
て

い
る

の
で

別
に
扱

っ

た
。

暗
褐

色
(7
5Y
R3
/4
)に

暗
赤

褐
色
(5
YR
3/
6)
プ

ロ
ッ

ク
ま

だ
ら
に

入
る
。

ン
ル

ト

暗
赤

褐
色
(5
YR
3/
6)
砂

質
ン
ル

ト
 

も
ろ

い
。

焼
上

。

褐
色

(7
 5
YR
4/
4)
粘

土
質

ン
ル

ト
 

も
ろ

い
。

熱
で
V層

が
変

化
し
た

も
の

。

柱
穴

(ダ
メ
押

し
)

炉 Ｃ
ト

柱
穴

3
5

22
×

(2
0)

40
×

(4
0)

深
さ

(c
m



ｏ
訟

Ю
帥
甫
珀
尊

十

∋

O四
    十

>

―とOT―

([)嘲ヨ翌各τ等 国0,等

十

討
泌

幽
Ⅷ
辮
鞘
識
腑
帥
帥
剛

〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一ヽ
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囀
ヨ

阿
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
日
Ｈ
日
日
日
日
日
畔
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｌ



A 卜
L=
63
′

10
0m

B 片
L=
63
,1
00
m

C ト
ー
ー
L

=6
3′

10
0m

船 三 図 　 韻 囀 帥 甫 即 彗 含 ）

― ― ド 〇 ∞ ― ―

1 
黄

掲
色

(1
0Y
R5
/8
)と

暗
褐

色
(1
0Y
R3
/4
)の

混
合
 
霜

降
の
上

で
、

水
路

埋
設

時
の
掘

り
方

埋
土

(カ
ク

ラ
ン

)。

2 
暗
褐

色
(1
0Y
R3
/4
)シ

ル
ト
 1
～

21
m炭

化
物
,焼

土
粒
,W
～

V層
プ

ロ
ッ
ク
含

む
。

よ
く
あ

る
遺

構
の
覆

上
。

地
点

に
よ

っ
て
含

ま
れ

る
も
の
等

に
若

千
の
違

い
が

あ
り
、

分
層

で
き
る
可
能

性
が

あ
る
か
不

明
。

3 
暗
褐

色
(1
0Y
R3
/4
)に

黒
褐

色
(1
0Y
R2
/2
),
赤

褐
色
(5

YR
4/
8)
ブ

ロ
ッ
ク
状

に
混
ス
ゃ

ン
ル

ト
 

非
常

に
固

く
し
ま

る
。

黒
土
,V
層

プ
ロ

ッ
ク
,焼

土
ブ

ロ
ッ
ク
含

み
、

1層
に
や

や
似

て
お

リ
カ

ク
ラ

ン
の
可

能
性

も
あ

る
。

4 
褐

色
(1
0V
R4
/4
)粘

土
 

固
く

し
ま

る
。
W層

が
根

に
よ

る
カ

ク
ラ

ン
を
受

け
た

も
の

と
思

わ
れ

る
。

写
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 D
′

卜
L=
63
,1
00
m 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

引

暗
褐

色
(7
5Y
R3
/4
)シ

ル
ト
 

も
ろ

い
。

根
に

よ
る

カ
ク

ラ
ン
。

暗
掲

色
(1
0Y
R3
/3
)ン

ル
ト
 

焼
土

粒
, 

ロ
ー

ム
粒

含
む

。

暗
赤

掲
色

(5
YR
3/
6)
シ

ル
ト
 

固
く

し
ま

る
。

焼
土

。

赤
褐

色
(5
YR
4/
8)
ン

ル
ト
 

粘
性

あ
り
。

焼
土

?

赤
褐

色
(5
YR
4/
8)
ン

ル
ト
 

も
ろ

い
。

掘
り
方

に
焼

土
粒

が
い

っ
ば

い
入

っ
た

も
の

か
。

褐
色

(1
0Y
R4
/6
)と

暗
赤

褐
色

(5
YR
3/
6)
と

暗
褐

色
(1
0Y
R3
/3
)の

混
合

。
シ

ル
ト
 

も
ろ

い
。

ロ
ー

ム
粒

多
く
、

焼
土

粒
含

む
。

掘
り
方

埋
土

。

褐
色

(1
0Y
R4
/6
)と

極
暗

掲
色

(7
5Y
R2
/3
)の

混
合

。
シ

ル
ト
 

固
く

し
ま

る
部

分
と

も
ろ

い
部

分
あ

り
。

ロ
ー

ム
粒

含

む
。

掘
り
方

埋
土

か
。

褐
色

(1
0Y
R4
/4
)シ

ル
ト
 

や
や

も
ろ

い
。

焼
土

粒
含

む
。

根
に

よ
る

カ
ク

ラ
ン
?

黄
褐

色
(1
0Y
R5
/6
)粘

上
 

固
く

し
ま

る
。

Ⅳ
層

が
熱

に
よ

っ
て

変
質

し
た

も
の

。

黄
褐

色
(1
0Y
R5
/6
)に

暗
褐

色
(1
0Y
R3
/3
)ま

だ
ら
に

入
る
。

粘
土
 

Ⅳ
層

が
汚

れ
た

も
の

。

暗
赤

褐
色
(5
YR
3/
6)
砂

質
ン
ル

ト
 

固
く

し
ま

る
。

焼
土

◇

暗
褐

色
(1
0Y
R3
/3
)に

暗
赤

褐
色
(5
YR
3/
6)
ブ

ロ
ッ

ク
斑

に
入

る
。

ン
ル

ト
 7
層

に
似

る
。

暗
褐

色
(1
0Y
R3
/3
)と

暗
赤

褐
色
(5
YR
3/
6)
,褐

色
(1
0Y
R4
/6
)の

混
合

。
シ
ル

ト
 

固
く

し
ま

る
。

焼

土
粒

含
む

。
7層

よ
リ

ロ
ー

ム
粒

子
多

く
明

る
い
。

炉
体

土
器

掘
り
方

埋
土

か
。

暗
褐

色
(1
0Y
R3
/4
)と

暗
赤

褐
色
(5
YR
3/
6)
の

混
合

。
シ

ル
ト
 

固
く

し
ま

る
。

焼
土

粒
多

。
炉

体
土

器

内
部

。

暗
褐

色
(1
0Y
R3
/4
)ン

ル
ト
 

固
く

し
ま

る
。

ロ
ー

ム
粒

子
多

い
。

炉
体

土
器

内
部

。

=6
3.
10
0m

E′

引

焼
±

1

F 
  
  
  
 F
′

卜
  
 

引
L=
63
,4
00
m

暗
褐

色
(1
0Y
R3
/4
)シ

ル

ト
 

も
ろ

い
。

根
穴

。

赤
褐

色
(5
YR
4/
6)
ン

ル
ト

固
く

し
ま

る
。

焼
土

。

褐
色

(1
0Y
R4
/6
)ン

ル
ト

固
く

し
ま

る
。

熱
に

よ
っ
て

Ⅳ
置

が
変

化
し
た

部
分

。

曲
炉 Ｅ
ト

1 
赤

褐
色

(5
YR
4/
8)
ン

ル
ト

固
く

し
ま

る
。

焼
土

。

焼
±

2

晋
=側
潔∞
ぜ
′

ｉ 家 よ 生 駐 “ 　 Ｌ 　 肌 儀 ｎ

炉
体
4 
 

炉
体

5

21
キ
篭
の
中

0 
  
 
  
  
  
  
  
  
1:
40
  
  
  
  
  
  
  
2m



●第 3号住居跡

(露領駆襲坑)

く第72号土坑)

柱穴

No 7 8

径 tcma 87X34 Fぱ X.C 40X(38)

深さ(cm 28 28 34 55 38 30 2a 1 21 1 15 1 20

第12図 第 3号住居跡 (1)

‐-109-―



Ａ
卜

N
引

B′

引

0 
  
  
  
  
  
  
  
1:
40
  
  
  
  
  
  
  
2m

Ｂ
卜

削 お 口 　 船 ω 中 甫 珀 尊 合 ）

― 臣 ｏ ｌ

=6
3,
10
0m

L=
63
,1
00
m

炉 C 卜
L=
62
′

90
0m

1 
黒

色
(1
0Y
R2
/1
)ン

ル
ト
 

ク
ロ

ボ
ク

に
Ⅳ

層
粒

子
散

る
。

炭
化

物
,焼

土
粒

含
む

。
2 

黒
褐

色
(1
0Y
R2
/2
)に

黄
褐

色
(1
0Y
R5
/6
)斑

に
入

る
。

シ
ル

ト
 

黒
土

と
Ⅳ

層
再

堆
積

上
の

混
土

。
炭

化
物

含
む

。
1層

と
3層

の
中

間
的

。
3 

暗
掲

色
(1
0Y
R3
/4
)ン

ル
ト
 

汚
れ
W層

再
堆

積
上

に
炭

化
物

含
む

。
よ

く
あ

る
遺

構
の

覆
土

。
4 

暗
褐

色
(1
0Y
R3
/4
)ン

ル
ト
 3
層

の
一

部
と
思

わ
れ

る
が

、
黄

色
味

が
弱

く
、

8層
に

近
い
。

:i
彗

三
4§
::
ti
l穏

侶
に

得
:ヨ

ヨ
糧

盈

`報

線
転

ワ
産

。

当ど
と
と

レ

、
銚

靴
策

裁
窯

甚
皇

岳
みゞ

握
9弩

れ
。

7 
暗

褐
色

(1
0Y
R3
/4
)に

黄
褐

色
(1
0Y
R5
/6
)ブ

ロ
ッ

ク
入

る
。

粘
土
 

Ⅳ
層

が
根

に
よ

っ
て

汚
れ

た
も
の

と
思

わ
れ

る
。

8 
暗

褐
色

(1
0Y
R3
/4
)ン

ル
ト
 

炭
化

物
散

る
。

3層
に
似

る
が

黄
色

味
弱

く
暗

い
。

第
2号

住
居

跡
覆

壷

炉 D 卜
L=
62
′

90
0m

暗
赤

褐
色

(5
YR
3/
6)
ン

ル
ト
 

も
ろ

い
。

焼
土

?
暗

褐
色

(1
0Y
R3
/4
)に

掲
色

(1
0Y
R4
/6
)と

赤
褐

色
(5
YR
4/
6)
斑

に
入

る
。

シ
ル

ト
暗

褐
色

(1
0Y
R3
/4
)シ

ル
ト
 

粘
性

あ
り
。

掘
り
方

埋
土

。

Ｃ 引

焼
土

粒
多

く
、

炭
化

物
含

む
。
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⊃
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A号
炉

A ト
ー
ー
L=
64
′

50
0m

=μ
P側
ぱ
′

1

Ｇ

凹 　 　 　̈ 巴

Ｇ

B、
C号

炉

B

1 
赤

褐
色
(5
YR
4/
6)
砂

質
ン

ル
ト
 

固
く

し
ま

る
。

焼
土

。

2 
に

おゞ
い

黄
褐

色
(1
0Y
R5
/4
)砂

質
シ

ル
ト
 

固
く

し
ま

る
。

Ⅳ
層

が
熱

に
よ

つ
て

固
く
な

っ
た

部
分

。

3 
褐

色
(1
0Y
R4
/4
)シ

ル
ト
 

炭
化

物
含

む
。

Ⅲ
層

に
似

る
。

掘
り
方

埋
土

?
4 

黄
褐

色
(1
0Y
R5
/6
)砂

質
シ
ル

ト
 

Ⅳ
層

が
バ

サ
バ

サ
に

な
っ

た
部

分
。

5 
褐

色
(1
0Y
R4
/4
)シ

ル
ト
 

や
や

も
ろ

い
。

Ⅳ
層

が
根

に
よ

る
カ

ク
ラ

ン
を

受
け

た
部

分
。

6 
黒

褐
色

(1
0Y
R3
/1
)砂

質
ン

ル
ト
 

炭
化

物
含

む
。

焼
土

粒

多
。

第
10
号

住
居

跡
の

3層
に

似
る
。

7 
黒

褐
色

(1
0Y
R3
/1
)ン

ル
ト
 

や
や

も
ろ

い
。
A2
F第

10
号

住
居

跡
の

覆
土

(や
や

2層
に
似

て
い

る
)。

赤
褐

色
(5
YR
4/
6)
砂

質
シ
ル

ト
 

固
く

し
ま

る
。

焼
土

。

に
ぶ

い
黄

褐
色

(1
0Y
R5
/4
)シ

ル
ト
 

固
く

し
ま

る
。

ロ
ー

ム
粒

多
。

熱
に

よ
る
硬

化
。

暗
褐

色
(1
0Y
R3
/3
)砂

質
ン

ル
ト
 

ロ
ー

ム
粒

、
炭

化
物

含

む
。

掘
り
方

埋
土

。

に
おゞ

い
黄

褐
色

(1
0Y
R4
/3
)ン

ル
ト
 

粘
性

強
い

。
炭

化
物

含
む

。
■

層
の

一
部

?

灰
黄

褐
色

(1
0Y
R4
/2
)ン

ル
ト
 

固
く

し
ま

る
。

炭
化

物
含

む
。

Ⅲ
層

。

1 
暗

赤
褐

色
(5
YR
3/
6)
砂
 

ポ
ロ

ボ
ロ
崩

れ
る
。

焼
土

。

2 
褐

色
(1
0Y
R4
/6
)シ

ル
ト
 

ボ
ロ

ボ
ロ
崩

れ
る
。
V層

が
熱

に
よ

っ
て

変
化

し
た

も
の

。

0 
  
  
  
  
  
  
  
 1
:4
0 
  
  
  
  
  
  
 2
m

船 Ｓ 口 　 糾 〔 中 甫 潮 郵 含 ）

Ｉ Ｆ ］ ―

警

1 
灰

黄
褐

色
(1
0Y
R3
/2
)シ

ル
ト
 

固
く

し
ま

る
。

炭
化

物
わ

ず
か

に
含

む
。

2 
に

ぶ
い
黄

褐
色

(1
0Y
R4
/3
)粘

土
 

固
く

し
ま

る
。

汚
れ

地
山

再
堆

積
に

炭
化

物
含

む
。

3 
灰

黄
褐

色
(1
0Y
R3
/2
)シ

ル
ト
 

固
く

し
ま

る
。

1層
よ

り
暗

い
。

炭
化

物
含

む
。

4 
褐

色
(1
0Y
R4
/6
)粘

土
 

地
山

再
堆

積
。

5 
黒

褐
色

(1
0Y
R3
/2
)シ

ル
ト
 

固
く

し
ま

る
。

炭
化

物
含

む
。

6 
に

な
い

黄
褐

色
(1
0Y
R5
/3
)粘

土
 

汚
れ

地
山

再
堆

積
。

7 
黒

褐
色

(1
0Y
R3
/2
)シ

ル
ト
 

他
と
比

べ
て

暗
く
、

炭
化

物
多

い
。

8 
に

ぶ
い

黄
褐

色
(1
0Y
R4
/3
)ン

ル
ト

9 
灰

黄
褐

色
(1
0Y
R3
/2
)ン

ル
ト

10
 
に

な
い

黄
褐

色
(1
0Y
R4
/3
)ン

ル
ト
 

固
く

し
ま

る
。

汚
れ
V層

再
堆

積
。

掘
り
方

埋
土

。



。
第

5号
住

居
跡

(1
)

糾 示 口 　 糾 い 帥 甫 珀 事 全 ）

Ｉ Ｅ ω ｌ

黒
褐

色
(1
0Y
R2
/2
)ン

ル
ト
 

ロ
ー

ム
粒
散

る
。

Ⅲ
層

上
部

に
近

い
。

(2
a,
2b
,2
c)
暗

掲
色

(1
0Y
R3
/4
)に

褐
色

(1
0Y
R4
/6
)及

び
黒
褐

色
(1
0Y
R2
/2
)班

に
入

る
。

シ
ル

ト
 

固
く

し
ま

る
。

ロ
ー

ム
粒

多
。

細
か

い

炭
化

物
含

む
。
I層

中
～
下

部
に
近

い
。

2b
層

は
5A
炉

跡
～
5B
炉

跡
を
伴

う
住

居
の
覆
土

。
2c
層

は
5C
炉

跡
を
伴

う
住

居
の
覆
土

と
考

え
た
が
、

炉
の
位

置
と

レ
ベ

ル
か

ら
合

理
的

に
分

け
た

も
の
で
、

土
は

ほ
ぼ
同

じ
。

3 
暗
褐

色
(1
0Y
R3
/4
)1
こ

褐
色

(1
0Y
R4
/6
)斑

に
入

る
。

ン
ル

ト
 

固
く

し
ま

る
。

2層
と
ほ
ぼ
同

じ
だ

が
、

淡
い
。

根
に

よ
る
カ

ク
ラ

ン
と
思

わ
れ

る
。

C炉

0 
  
  
  
  
  
  
  
 1
:4
0 
  
  
  
  
  
  
 2
m

ぼ
第

91
号

土
坑

第
89
号

土
坑

企 ） ｏ

⑮
g一

C号
炉

バ
引

離
互
ヒ
三
些

70
0m



A号炉

。第 5号住居跡(2)

1 赤褐色 (5YR4/8)砂質 ンル ト 5B炉 跡の焼土。

2 暗褐色(10YR3/4)に 褐色 (10YR4/6),赤褐色 (5YR4/8)斑 に入る。

シル ト 固 くしまる。 4層 に焼土粒多 く含む。

2b2層 の中とほとんど同 じだが、焼土粒含まない。 もろい。 5A炉
跡掘 り方埋土か。

3 暗褐色 (10YR3/8)シ ル ト やや もろい。焼土粒含む。 5B炉跡掘

り方埋土か。

4 暗褐色 (10YR3/3)に 赤褐色 (5YR4/8)ブ ロック入 る。 ツル ト 固 く

しまる。 3層に似るが、ロームブロック含むも

5 暗褐色 (10YR3/4)ン ル ト 4層 に似 るが焼土粒含まない。

6 褐色 (10YR4/4)ン ル ト 固 くしまる。 ローム粒含む。

●第 6号住居跡

ほ⊂>

当
T∞

「

′C号炉

第42号焼土

D
卜 L=61′100m Ｄ引

赤褐色(5YR4/8)砂質 ンル ト 固 くしまる。焼土。

褐色 (10YR4/4)シ ル ト 固 くしまる。焼土粒、 ローム粒多い。

暗褐色 (10YR3/3)ンル ト 固 くしまる。 ローム粒散る。

炉
A

＋

　

σ

。

唸

Ａ
Ｖ

Ｏ

Cｈ
ツ
Ｏｂ

Ｄ

Ｏ

OB

2m

楷 岬吋
′

5 4

1 暗褐色(10YR3/4)ン ル ト 焼土粒混じる。汚れⅣ層の再堆積土。

2 赤褐色(2.5YR4/6)ン ルト 固くしまる。焼上のように見えたが、固いプロックが多く含まれている

だけだった。
3 暗褐色(10YR3/4)粘土質ンルト 固くしまる。焼土粒が混じる以外はV層 とほとんど同じ。

4 褐色(10YR4/6)粘 土 固くしまる。V層が汚れた再堆積土。

5 暗褐色(10YR3/3)粘 土 固くしまる。V層 とほぼ同じ。

6 暗褐色(10YR3/4)粘 土 花闘岩状に l cln程度の炭化物含む。本遺跡のフラスコ状土坑によくある土。

0                 1:40

第17図 第 5号住居跡 (2)、 第 6号住居跡

暗赤褐色(5YR3/6)砂質 シル ト 固くしまる。焼±6

赤褐色 (25YR4/6)砂 質 ツル ト 固 くしまる。焼土。

赤褐色 (5YR4/6)に黒褐色 (10YR2/3),褐色 (75YR4
/6)の 混合。 ンル ト 焼上粒多 く含む。掘 り方埋土 ?

暗褐色 (10VR3/4)と 黒褐色 (10YR2/3)の混合。粘土

質 ンル ト 固 くしまる。焼土粒含む。掘 り方埋土 ?

褐色 (75YR4/6)帖 土 周囲の V層 よりやや汚れて見

える。掘 り方埋土 ?

褐色 (10YR4/4)粘 土 固 くしまる。 V層 が熱で変化

したもの。

1 褐色 (75YR4/4)ン ル ト もろい。根によるカク

2 にぶい黄褐色 (10YR5/4)シ ル ト もろい。根 に

よるカクラン。

3 褐色 (75YR4/4)ン ル ト 非常に固 くしまる。焼

土粒多い。炉覆土 ?
4 赤褐色 (5YR4/6)ンル ト 焼上。

5 によい黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 部分的に焼土

粒含む。 2層 との違いほとんどないが、炉石掘 り

方埋土か。

苦
63′3吋

′

褐色 (10YR4/4)シ ル ト ロームrt

多く、焼土粒散り、 l mmri度 の炭化

物含む。

褐色(10YR4/6)シ ルト 粘性強い。

1層 に似るが、ローム粒より多く、

焼土粒含まず、 3 mm程 度の炭化物含

む。

褐色(10YR4/4)ン ル ト 粘性強い。
ローム粒含み、 l mm程 度の炭化物含

む。
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。第10号住居跡

サ
ブ

ト

レ

ン
チ

水 路 跡
調査範囲外

A
卜 L=64′300m

B
十一

L=64′ 300m Ｃト
Ｃ引

黒色 (10YR1 7/1)ン ル ト ローム粒散る。 クロボク土。

黒褐色 (75YR3/1)ン ル ト 1層 とⅣ層の漸移的。焼土 ブロック合む所が

ある。

黒褐色 (10YR3/1)シ ル ト ローム粒多。焼土プロック含む。

黒褐色 (10YR3/1)ン ル ト ローム粒多。焼土ブロック含む。 3層に似るが

色調が明るい。住居外に続 くカマ ドを壊 している土。拳大～一抱えもある

レキ多い。

黒褐色 (10YR3/1)シ ル ト ローム粒多。 4層に似るがより嗜 く、 3層より

黄色味が強い。

0                1:40              2m

1 黒褐色 (10YR3/1)ン ブット もろい。 ローム粒散る。住居覆土の 4層に同 じ。
2 赤褐色 (5YR4/6)ンル ト 固 くしまる。焼土。
3 黒褐色 (75YR3/2)シ ル ト 固 くしまる。焼土プロック、炭化物含む。
4 黒褐色 (10YR3/2)シル ト 固 くしまる。 ブロック状の塊多 く含む。Ⅲ層が崩

落 したものか。
5 黒色 (10YR2/1)ン ル ト もろい。底面に焼土プロック。煙出の覆土。
6 にぶい黄褐色(10YR4/3)粘土質ンルト ややもろい。ロームブロック。煙出

の覆土。
掲灰色 (10YR4/1)ン ル ト 固 くしまる部分 ともろい部分あり。煙道覆土。
黒褐色 (10YR3/1)ン ル ト ややもろい。 2 mm大 の焼土ブロック、ロームプロゥ
ク多い。炭化物含む。煙出覆土。
灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 固 くしまる。焼土 ブロック、炭化物含む。 カマ

ド掘 り方埋土か。
掲色 (10YR4/4)シ ル ト 別の上坑の覆土。
にぶい黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 別の土坑の覆土。
褐色 (10YR4/4)粘土 固 くしまる。 V層か。

７
８
　
９
　
１０
１１
姥

第20図 第10号住居跡
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。第11号住居跡 十

A
卜 L=63′ 200m

Ｂ卜 L=63,200m

1 黒色 (10YR1 7/1)ン ル ト ローム粒散る。炭化物含む。第11号住居跡と第105号土坑両方の覆土。
2 黒褐色 (10YR3/1)ン ル ト ややもろい。 ローム粒多 く散る。第105号土坑覆土。
3 黒色 (10YR2/1)シ ル ト 粘性あり。 ローム粒散る。10層の再堆積か。第105号土坑覆土。
4 黒褐色 (10YR3/1)粘 土質 ンル ト もろい。 ローム粒非常に多い。 ロームブロック含む。第105号土坑の覆土。
5 黒褐色 (10YR3/2)シ ル ト ローム粒非常に多い。第105号土坑跡覆土。
6 褐色 (10YR4/4)粘土 汚れⅣ～V層再堆積。第105号土坑跡覆土。
7 黒掲色 (10YR3/1)シ ル ト ややもろい。 ローム粒含む。第105号土坑跡覆土。
8 にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘 土質 ンル ト ローム粒、炭化物含む。第105号土坑跡覆土。
9 黒褐色 (10YR3/1)ン ル ト ローム粒散る。第11号住居跡覆土。
10 黒色 (10YR2/1)粘 土質 ンル ト 粘性あり。やや固い。 ローム粒散る。第11号住居跡覆土。
11 褐色 (10YR4/4)シ ル ト ローム粒多 く含む。炭化物、焼土粒含む。灰自色火山灰合む。第■号住居跡覆土。
12 にぶい黄褐色 (10YR5/4)粘 土 地山が根によって汚れたか、Ⅲ層の再堆積。第11号住居跡覆土。
13 黄褐色 (10YR5/6)粘 土 地山が根によって汚れたか、Ⅲ層の再堆積。第■号住居跡覆土。

Ｂ引

0                 1140               2m

第21図 第11号住居跡 (1)

第105号土坑
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。第11号住居跡 カマ ド

Ｃ卜 L=63′200m
Ｃ引

５

６

　

７

８

９

Ю

1 黒色 (10YR2/1)ン ル ト ローム粒散る。上面に炭化物。住居覆上の 1層 と同 じ?

2 黒褐色 (10YR3/2)シ ル ト もろい。 ローム粒散 る。住居覆土と同 じ?

3 黒褐色 (10YR3/2)シ ル ト 灰白色火山灰、ロームプロック含む。

4 黒褐色 (10YR3/2)ン ル ト ややもろい。 ロームブロック、焼土ブロック含む。炭化物含む。 3層に似る。カマ

ド天丼部が落盤 したもの ?

暗掲色 (10YR3/3)ン ル ト ローム粒散る。炭化物含む。 6層に似るが、より暗い。

暗褐色 (10YR3/3)ン ル ト 硬化 したロームブロック、焼土ブロック含む。 ローム粒多。炭化物含む。

カマ ド天丼部が落盤 したものらしい。ただし底面は焼けておらず、硬化 もしていなt、

黒褐色(10YR3/2)ン ル ト 非常にもろい。 ローム粒散 る。石をどけてみたところ、 2層と同 じようである。

黒褐色 (10YR3/1)ン ル ト 焼土ブロック含む。

赤褐色 (5YR4/6)砂質 シル ト 焼土。

にぶい黄褐色 (10YR5/4)砂 質 ンル ト Ⅳ層が火を受けて硬化 したもの。

第11号住居跡 (2)

-119-
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。第 1号住居状遺構

。第 2号住居状遺構

B
卜 L=64′300m

A
卜 L=63,400m

1 黒褐色(10YR2/3)ンル ト 5 mm程 度の炭化物多 く、 ローム粒含
む。最も暗い層。

2 暗褐色(10YR3/3)ンル ト 1層 より明るく、炭化物の粒イヽきく
少ないが、それ以外は同じ。

3 掲色(10YR4/4)ン ルト V層の再堆積。
4 暗褐色(10YR3/4)ン ル ト 2層よリローム粒多 く明るい。焼士

ブロック含む。
褐色 (10YR4/4)シ ル ト V層 の汚れ再堆積に炭化物含む。
暗褐色 (10YR3/4)に 黄褐色 (10YR5/6)が ブロック状に入る。粘
土質 ンル ト 4層 に似るが V層 ブロック多 く含む。
黄掲色 (10YR5/6)粘土 V層 が根によるカクランを受 けて汚れ
たもの。

1 黒色 (10YR1 7/1)ン ル ト クロボク。
2 黒色 (10YR2/1)シ ル ト

3 黒褐色 (10YR3/2)シ ル ト ローム粒多い。
4 黒褐色 (10YR3/1)シ ル ト ロームプロック含む。
5 暗褐色 (10YR3/3)シ ル ト ダマ状にロームブロック含む。 ローム粒多い。
6 にぶい黄褐色 (10YR4/2)シ ル ト もろい部分あり。 ロームブロック含む。
7 褐色 (10YR4/4)粘土質 シル ト ロームブロック多 く、埋めもどした土に

近い。

8 黒褐色 (10YR3/1)地 に霜降 り状に黄褐色 (10YR5/6)。 シル ト 埋めもど
した土か。

褐色 (10YR4/4)粘 土質 ンル ト Ⅳ層のプロック。
黒褐色 (10YR3/1)粘 土質 ンル ト やや固い。上面に線状に黒色(10YR2/1)。
根の腐 ったものか。

黒色 (10YR2/1)粘 土質 ンル ト ややもろい。 ロームブロック含む。
黒褐色 (10YR3/2)ン ル ト ゃゃもろい。

Ｂ

ｏ

Ｂ

ｏ
　

Ａ

ｏ

９

１０

　

１１

１２

Ｂ引
黒褐色 (10YR3/1)～暗褐色 (10YR3/3)ン ル ト ローム粒散
る。炭化物含む。

灰黄掲色 (10YR4/2)シ ル ト 粘性あり。W層 の再堆積。
にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘土質 ンル ト 粘性強い。Ⅳ層の

再堆積。

褐色 (10YR4/4)粘土質 ンル ト 粘性強い。 もろい。汚れW
層の再堆積。

0                1140              2m

第23図 第 1号、第 2号佳居状遺構
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第1号



。第 1号土坑

。第 2号、3号土坑

9

A
卜 L=64,200m

1 褐色 (10YR4/4)ン ル ト 固 くしまる。 2～ 3 mmの 炭化物多い。

2 褐色 (10YR4/4)ン ル ト 粘性あり。汚れⅣ～ V層の再堆積に炭化

物含む。

3 にぶい黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト ダマ状の ロームプロック含む。

4 にムゞい黄褐色 (10YR4/0ン ル ト 粘性あり。 3層によく似るがロー

ムブロック少ない。

褐色 (10YR4/4)シ ル ト 非常にもろい。汚れⅣ層の再堆積。

にぶい黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト V層 のブロック多。炭化物含む。

褐色 (10YR4/6)ン ル ト ややもろい。 V層 のブロック非常に多い。

暗褐色 (10YR3/4)シ ル ト

褐色 (75YR4/4)ン ル ト ,F常 にもろい。汚れⅣ層の再堆積。

暗褐色 (10YR3/3)シ ル ト 粘性あり。汚れⅣ層の再堆積で、 9層
によく似るが、より暗い。

暗褐色 (10YR3/4)シ ル ト ローム粒多い。

褐色 (75YR4/4)ン ル ト Ⅳ～V層 の再堆積。

2号

にぶい黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 炭化物多い。

にない黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト 固 くしまる。炭化物含む。 1層

によく似るが、より明るい。

にぶい黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 粘性あ り。 V層 のブロック含

む。 1層 と 3層 の中間的な明るさ。

褐色 (75YR4/4)ン ル ト 非常にもろい。 V層のブロック含む。

褐色 (75YR3/4)シ ル ト 粘性あり。2層によ く似るが、より暗い。

褐色 (75YR3/4)シ ル ト 粘性あり。炭化物、小 さなロームブロッ

ク含む。

暗褐色 (10YR3/4)シ ル ト ダマ状のロームブロック含む。

褐色 (75YR4/4)ン ル ト 粘性あり。非常に もろい。

暗褐色 (10YR3/4)粘土質 シル ト Ⅳ～V層の汚れ再堆積に炭化

物含む。

暗褐色 (10YR3/4)ン ル ト 炭化物多い。 ローム粒含む。

褐色 (10YR4/4)粘 土質 ンル ト 粘性あり。
にぶい黄褐色(10YR4/3)ン ル ト 固 くしまる部分あり。

褐色 (10YR4/4)ン ル ト 粘性あり。

暗褐色 (10YR3/4)ン ル ト 固 くしまる。

褐色 (75YR4/4)ン ル ト 粘性強い。非常 に もろい。

褐色 (10YR4/6)粘土 非常に固 くしまる。 V層が根等によって

変質 したものと思われる。

1 暗褐色 (10Y鞘 /4)シ リレト 固 くしまる。炭化物、ダマ状の日―ムブロ ック含む。
第 2号土坑の 1届 と非常によく似る。

2 暗褐色 (10YR3/3)シツレト 非常にもろい。 ローム粒含む。
3 褐色 (10YR4/6)シル ト ,に常にもろ 、ヽ 粘性あり。N～ V層の再堆積。
4 にぶい黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト もろい。粘性あり。 2層 によく似るが、より暗い。
5 褐色 (10YR4/4)シル ト 非常にもろい。汚れⅣ層の再堆積。
6 褐色 (10YR4/6)粘土質 ンル ト Ⅳ層の再堆積。
7 にない黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 炭化物含む。
8 褐色 (10YR4/4)粘土質 シル ト 粘性強い。汚れⅣ層の再堆積。
9 暗褐色 (10YR3/4)シル ト 回 くしまる。炭化物含む。
10 褐色 (10YR4/6)粘土質 ンル ト 粘性強い。Ⅳ層の再堆積。
11 暗褐色 (10YR3/3)ンフレト 固 くしまる部分あり。
12 暗褐色 (10YR3/4)ンフレト ,津常にもろい。
13 暗褐色 (10YR3/8)シル ト 固 くしまる。砂を含む。
14 暗褐色 (10YR3/8)ンル ト 非常にもろい。16層 より暗い。
15 暗褐色 (10YR3/4)シル ト 粘性あり。炭化物多 く、白い灰 (粘土質)含む。
16 にぶい黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト 'F常 にもろい。 日―ム粒、炭化物含む。
17 黒褐色 (10YR3/2)粘土質 シフレト 最 ももろい。
18 におゞい黄褐色 (10YR4/3)シル ト 固 くしまる。
19 明褐色 (75YR5/6)la土 質 シル ト Ⅳ層の再堆積。
20 暗褐色 (10YR3/4)粘土質 シル ト 粘性強い。

多彊謬譴 95分卜鞘鍮、。も熱、 性___Щ 生___聟 m

第 1号～第 3号土坑
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。第 4号上坑 A
|― L=64,000m

A
引

調査範囲外

１

２

　

３

４

５

　

６

７

８

　

９

　

１０

Ｈ

褐色 (10YR4/4)ン ル ト 固 くしまる。 W層粒子多。 2～ 10mdの 炭化物多い。

黄褐色 (10YR5/6)粘上質 シル ト しまる部分ともろい部分あり。W～ V層 の再堆積 (細 かいV層 ブ

ロック)に 7層の上混 じる。

褐色(10YR4/6)ン ルト 固 くしまる。Ⅳ～V層の再堆積舘日かいV層ブロック含む)に 1層の土混 じる。

にぶい黄褐色 (10YR4/3)シル ト 固 くしまる。 1幅 とほとんど同 じ (琥 ra含 む)。

褐色 (10YR4/6)粘土質 シル ト しまる部分 ともろい部分あり。 3層 とはとんど同 じ (炭化物比較的

多い)。

褐色 (10YR4/4)ン ル ト もろい。 2～ 3 cm大 のV層 ブロック合む。

暗掲色 (10YR3/3)シ ル ト 固 くしまる。 1～ 3 cnの 炭化物多い。 V層 ブロック含む。

にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘土質 ンル ト 固 くしまる。汚れⅣ～ V層の再堆積 (細かいV層 プロック)

に炭化物含む。

褐色 (10YR4/6)に 暗褐色 (10YR3/3)ま だ らに入 る。粘土質 ンル ト もろい。hI～ V層の再蛙積 (V
層 ブロックは l cm大 が主だが、 2 cal程度のものも)と 7層土の混土。埋め戻 した土 と思 う。

黄褐色 (10YR5/6)粘土質 ンル ト もろい。Ⅳ～V層の再堆積 (1～ 4 cnlの V層 プロック多 )。

暗褐色 (10YR3/4)シ ル ト もろい。 9層の逆で 7層土にⅣ～ V層再堆積土 (細 かいV層 ブロック)

混 じる。

=64,000m

1 暗掲色 (10YR3/4)シ ル ト 2～ 5 mmの 炭化物多 く含む。

2 褐色 (10YR4/6)粘土質 シル ト 固 くしまる。 V層の再堆積に炭化物含

む。

3 褐色 (10YR4/4)シル ト ややもろい。

4 暗褐色 (10YR3/3)ン ル ト 2～ 5 mmの 炭化物含む。

5 褐色 (10YR4/6)粘土質 ンル ト V層 の汚れ再堆積。

6 褐色 (10YR4/4)シル ト 粘性あり。ややもろい。 3,7層 とほとんど

同 じだが、 もろい。

7 にない黄掲色 (10YR4/3)ン ル ト 3層 とほとんど同 じだが、やや暗い。

3 褐色 (10YR4/4)粘土質 シル ト 固 くしまる。 V層の汚れ再堆積に炭化

物含む。

9 褐色 (10YR4/6)粘土質 ンル ト V層 のブロック含む。W～ V層の再堆

積。

10 暗褐色 (10YR3/3)シ ル ト 固 くしまる。

11 にない責掲色 (10YR4/3)粘土質 ンル ト Ⅳ～V層の汚れ再堆積に炭化

物含む。

12 暗褐色 (10YR3/3)に褐色 (10YR4/6)が まだらに入 る。粘土質 ンル ト

もろい。Ⅳ層の汚れ再堆積。

13 暗褐色 (10YR3/3)に褐色 (10YR4/6)の 小ブロック混 じる。 シル ト

粘性強い。

A
卜 L=64′000m

。第 5号土坑

。第 6号上坑

Ａ引Ａト

バ
引

3

褐色 (10YR4/6)ン ル ト 固 くしまる。黄褐色土に黒土がブロック状に

混 じる。明らかに埋め戻 した土。

にぶい黄褐色 (10YR4/3)と 褐色 (10YR4/6)の混合。粘土質 ンル ト

Ⅳ～ V層 の再堆積。

にぶい黄掲色 (10YR4/3)粘土質 ンル ト 非常に固 くしまる。 V層の汚

れ再堆積 ?

第 4号～第 6号土坑

-122-
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。第 7号土坑

。第 8、 9号土坑

A
|― L=64′800m

1 黒褐色 (10YR2/3)ン ル ト Ⅳ～V層 ブロック多。 2～ 3 mmの 炭化物,焼土粒含む。

バ引

Ⅲ層上部に似 る。

褐色 (10YR4/6)粘土質 ンル ト 炭化物,焼土粒含む。周囲のⅡ層と区別できない。

褐色 (10YR4/6)に黒褐色 (10YR2/3)混 じる。粘土質 ンル ト しまる部分 ともろい

部分あり。Ⅳ～ V層 ブロック顕著に含む霜降状の上。

黄褐色 (10YR5/8)粘土質 シル ト Ⅳ～V層の再堆積 (V層 プロック含む)。

褐色 (10YR4/6)に 黒褐色 (10YR2/3)混 じる。粘土質 ンル ト しまる部分 ともろい

部分あり。

にぶい黄褐色 (10VR4/3)ン ル ト 固 くしまる。色調は明るいが、 3層 とほとんど

同 じ。
にぶい黄褐色 (10YR4/3)に 褐色 (10YR4/6)プ ロック混 じる。 ンル ト しまる部分
ともろい部分あり。 6層 とほとんど同 じだが、 V層 プロック顕著。
にぶい黄掲色 (10YR4/3)に 黄褐色 (10YR5/8)プ ロック混 じる。 ンル ト もろい。
7層とほとんど同 じだが、 V層 プロック少な く、 もろ t、

第10号

`f 土坑

8手子

N

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13:

14

第 7号～第 9号土坑

―-123-―

褐色 (10YR4/4)砂質 ンル ト 固 くしまる。 ローム粒散る。炭化物含む。13層 によく
似 る。第 3号土坑の覆土。
にぶい黄褐色 (10YR4/3)砂質 ンル ト 固 くしまる。 1層 によく似 るが、より増 く、
ダマ状のブロック含む。第 8号土坑の覆土。
暗褐色 (10YR3/3)砂質 ンル ト 固 くしまる。 2層 とほとんど同 じだが、より暗い。
第 8号土坑の覆土。
にぶい責褐色 (10YR5/4)砂質 ンル ト 固 くしまる。 V層のプロック。第 8号土坑の

覆土。
褐色 (10YR4/4)砂質 シル ト 固 くしまる。 2層 とほとんど同 じだが、より明るい。
13層 に非常によく似ており、第 8号土坑の覆土。
暗褐色 (10YR3/3)砂質 シル ト 固 くしまる。 3層 とほとんど同 じだが、より黒 く見
える。第 8号土坑の覆上。
暗褐色 (10YR3/4)砂質 ンル ト 固 くしまる。 3層 とほとんど同 じだが、 ロームのダ
マ多 く、より明るい。第 3号土坑の覆土。
掲色 (10YR4/4)砂質 ンル ト 固 くしまる。汚れたⅣ～V層の再堆積。第 8号土坑の

覆土。
褐色 (10YR4/6)砂質 ンル ト 固 くしまる。W～ V層の再堆積。第 8号土坑の覆土。
褐色 (10YR4/4)砂質 ンル ト 固 くしまる。 ローム粒多 く含み、炭化物含む。第 8号
土坑の覆土。
褐色 (10YR4/4)砂質 シル ト 固 くしまる。 ロームブロック、炭化物含む。13層 と14
層の混土的。
黄褐色 (10YR5/6)ン ル ト 粘性強い。Ⅳ～ V層 の再堆積。第 8号上坑の覆土。
褐色 (10VR4/4)砂質 ンル ト 固 くしまる。 ローム粒散 り、炭化物含む。第 9号土坑
の覆上。
黄褐色 (10YR5/6)砂質 ンル ト 固 くしまる。W～ V層の再堆積に炭化物混 じる。第
9号土坑の覆土。

第26図



。第 10、 11号土坑

B′

A
トーーL=64,100m

黄褐色 (10YR5/6)シ ル ト 根によるカクラン多 く、一部ボツボツ。Ⅳ

～ V層の再堆積。

褐色 (10YR4/6)ン ル ト 固 くしまる。汚れたⅣ～V層の再堆積。

褐色 (10YR4/4)ン ル ト 固 くしまる。 5 mm程 度の炭化物多 く含む。

黄褐色 (10YR5/6)地に斑に灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 固 くしまる。

炭化物含む。W～ V層の汚れ再堆積。

黄褐色 (10YR5/6)粘 土質 ンル ト 固 くしまる。Ⅳ～ V層の再堆積。

にない黄褐色 (10YR4/2)シ ル ト 固 くしまる。炭化物,焼上粒含む。

にxl.い黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 固 くしまる。 6層 とはとんど同 じだ

が黄色味が強い。

掲色 (10YR4/4)ン ル ト 固 くしまる。粘性あり。根によるカクランか。

褐色 (10YR4/6)粘土 V層 が根によるカクランを受けたような土。 V
層よりはしまり弱い。

=64′ 100m

にぶい黄褐色 (10YR4/3)地 に黒褐色 (10YR3/1)の斑。粘上質 ンル ト

固 くしまる。 レモン色の土 ?の ブロック,炭化物含む。

褐色 (10YR4/3)粘土質 ンル ト 固 くしまる。細かいローム粒散 る。炭

化物含む。

褐色 (10YR4/3)粘土質 ンル ト 固 くしまる。 2層 に似るが炭化物少 な

く黄色味が強い。

にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘土質 ンル ト 固 くしまる。

褐色 (10YR4/4)粘 土 固 くしまる。Ⅳ～ V層の再堆積。

褐色 (10YR4/4)粘 土質 シル ト 固 くしまる。Ⅳ～ V層の再堆積。根 に

よるカクラン多い。

暗褐色(10YR3/4)ン ルト 非常に固くしまる。

含む。

A
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黒褐色 (10YR3/21ン ル ト Ⅲ層の一部。

灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト ローム粒多い。炭化物わずかに含む。Ш層の一部 と思われ る。

に小い黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト ローム粒非常に多い。炭化物わずかに含む。 Ш層の一部

と思われる。
に●・い黄褐色 (10YR4/3)地 に黄褐色 (10YR5/6)の斑。 シル ト ロームブロック含む。 h/層

が根によって汚れた程度。
褐色 (10YR4/4)粘 上  4層 との連いはロームブロック含まず、黄味が うすいだけ。汚れIV

層の再堆積。
褐色 (10YR4/4)粘±  5層 とほとんど同 じだが、ロームブロック含み、炭化物わずかに含む。

に●・い黄褐色 (10YR4/3)粘± 6層とほとんど同 じだが、より暗 く、炭化物より多い。

にない黄褐色 (10YR4/3)粘±  7層とほとんど同 じだが、より暗 く、固 くしまる。

に小い黄褐色 (10YR4/3)粘土 固 くしまる。 8層 とほとんど同 じだが、より明るいか。

o                l:40              2m

黒褐色 (10YR3/2)粘土
にかい黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト
にない黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト

暗い。
にない黄褐色 (10YR4/3)粘土
よリー様。12雇 より明るい。

粘性強い。もろい。 9層 とほとんど同じだが、より明るい。
粘性

'F常

に強い。 もろい。ローム粒少なく、よリー様に

固くしまる。11層 とほとんど同じだが、ローム粒少なく、

第10号～第 12号土坑
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。第13～ 16号土坑
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第28図 第13号～第16号土坑 (1)
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Ｃ引
16号

褐色 (10YR4/6)ン ル ト 炭化物わずかに含む。汚れⅣ層の再堆積。根によるカクラン

のせいか、 2層 との境、周囲のⅣ層との境はっきりしない。

掲色 (10YR4/4)シ ル ト 1～ 5 mm程 度の炭化物含む。径 5 mm程 度のロームブロ ック含

む。

にぶい黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 固 くしまる。 2層 とほとんど同 じだが、 2層より暗

にぶい黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 固 くしまる。 ロームブロック含まない以外 3層 とほ

とんど同 じだが、より暗い。

におドい黄掲色 (10YR4/3)ン ル ト 固 くしまる。3層 とほとんど同 じだが、より明るい。

灰黄褐色 (10YR4/2)シ ル ト やや もろい。 5層 とはとんど同 じだが、より暗い。

灰黄褐色 (10YR4/2)シ ル ト 固 くしまる部分ともろい部分あり。炭化物含む。 5層 よ

り暗 く、 9層より明るい。

灰黄褐色 (10YR4/2)シ ル ト 固 くしまる部分ともろい部分あり。根によるカクラン受

ける。炭化物多い。

黒褐色 (10YR3/2)シ ル ト 固 くしまる。炭化物最 も多 く、顕者に暗い。

褐色 (10YR4/4)粘 土 やや もろい。Ⅳ～ V層の再堆積。

褐色 (10YR4/4)粘土  もろい部分 と固 くしまる部分あり。10層 とほとんど同 じだが、
より暗い。

●第18号土坑

灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 固 くしまる。炭化物わずかに含む。

灰黄褐色 (10YR4/2)地 に褐色 (10YR4/6)の斑。 シル ト ローム粒多 く、

炭化物わずかに含む。
にぶい黄褐色(10YR4/3)粘土質 ンル ト 2層 とほとんど同 じだが、より暗

ヤヽか。

灰黄褐色 (10YR4/2)シ ル ト 固 くしまる。 ロームプロック,炭化物含む。

灰黄掲色 (10YR4/2)ン ル ト 炭化物多 く含み、最 も暗い。
にない黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 固 くしまる。ローム粒多い。炭化物含む。

灰黄褐色 (10YR4/2)シ ル ト 固 くしまる。 6層 とはとんど同 じだが、炭化

物が大 きく(lcm大 )、 多い。

灰黄掲色く10YR4/2)ン ル ト 固 くしまる。 6層 とほとんど同 じだが、 ロー

ム粒より少ない。

A
引

にぶい黄掲色 (10YR4/3)シ ル ト ややもろい。 4層が根によるカクランで

ボツボンになったもの ?

黄褐色 (10YR5/6)地 ににおゞい黄掲色 (10YR4/3)混 じる。粘土質 ンル ト

Ⅳ層と 4層の混土的。

褐色 (10YR4/4)シ ル ト 圃 くしまる。 V属のブロック。
にぶい黄褐色 (10YR5/3)ン ル ト 固 くしまる。ローム粒散 り、炭化物含む。

灰黄褐色 (10YR4/2)シ ル ト 固 くしまる。炭化物含む。木根が腐 ったもの ?

掲色(10YR4/4)ン ル ト 4種 に似るが、よリローム粒多い。
にぶい黄褐色(10YR4/3)ン ル ト 固くしまる。 4層 に似るが、ダマ状のロー

ムブロ ンク含む。

黄褐色 (10YR5/8)粘 土 固 くしまる。炭化物含む。 V層 のブロック。

黄掲色 (10YR5/6)粘土 固 くしまる。炭化物、焼土粒含む。V層 のブロック。

９

Ю

Ｈ
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２
３
　
４
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６
　
７
８
　
９
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ｌ２
　
‐３

。第17号土坑

十
ク含む。

A
卜 L=64′ 100m

パ
引

十 A(、

0                1:40              2m

第13号～第16号土坑 (2)、

C
卜 L=64′ 600m

におゞ い黄掲 色 (10YR4/3)地 に暗褐 色 (10YR3/4)の 斑 。 ンル ト W IIPl足 源
土多 い。 炭化物 含む。
におゞ い黄 掲色 (10YR4/3)ン ル ト I扇 に似 るが、 Ⅳ層起 源上 少 な い。
灰黄褐 色 (10YR4/2)シ ル ト 粘性 やや強 い。 2層 とは とん ど同 じだが、 さ
らにⅣ層起 源上少 ない。
にな い黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 固 くしま る部分 あ り。 2屈 とほ とん ど同
じだが、 炭化物 多 い。
にな い黄 褐色 (10YR4/3)ン ル ト 粘性 強 い。 もろい。 4層 とほ とん ど同 じ
だが、 炭化物少 な い。
になゞ い黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 固 く しま る部分 あ り。 2層 とほ とん ど同
じだが、炭化物 含 まない。
灰黄 褐色 (10YR4/2)ン ル ト 固 くしま る。 3層 とほ とん ど同 じ。
褐 色 (10YR4/4)シ ル ト 粘性 強 い。 固 く しまる部 分 あ り。 汚 れ W層 の再 堆
積。
1こ ぶ ヽヽ黄褐色 (10YR4/3)シ ツレト 国 く しまる。 6層 とは とん ど同 じ。
に .|.い 黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト 帖性 強 い。 もるい。8廟 に似 るが、 暗 い。
灰黄 褐色 (10YR4/2)シ ル ト 粘 4/U強 い。 IVttAE源 の上 含 む。 9,10層 に似
るが、 よ り]音 い。
褐色 (10YR4/4)シ ル ト 粘性強 い。 固 く しま る。 汚 れ V層の プ ロ ックの再
堆稜。
にぶ い黄褐色 (10YR5/4)ン ル ト 粘性強 い。 もろい部分 多 い。 V層 の プロ ッ

卜 L=63′800m

第29図
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第17号、第18号土坑



。第 19、 20号土坑

19号

され、νッチにより導
法

1 褐色 (10YR4/4)ン ル ト 固 くしまる。炭化物多い。 V層 と 2層の混

土的。

2 にかい黄 49」 色 (10YR4/3)シ ル ト 固 くしまる。炭化物最 も多い。 ダ

マ状のロームブロック含む。

褐色 (10YR4/4)ン ル ト 固 くしまる。 2層 とよく似 るが、より明る

く、炭化物少ない。

褐色 (10YR4/6)粘土 固 くしまる。 V層 の再堆積。

褐色 (10YR4/4)ン ル ト 固 くしまる。 3層 によ く似 るがより暗 く、

2層より明るい。

掲色 (10YR4/4)粘土質 ンル ト ローム粒多い

褐色 (10YR4/4)粘土質 シル ト 固 くしまる。

にぶい黄褐色 (10VR4/3)粘土 固 くしまる。

IV～ V層の再堆積にダマ状のロームプロック

含む。

9 黄褐色 (10YR5/6)粘 土 固 くしまる。 V層
の再堆積にダマ状のロームブロック、炭化物、

焼土粒含む。

10 黄褐色 (10YR5/8)粘 土 固 くしまる。 V層
に似ているが、やや濁 ったような感 じ。

11 にぶい黄褐色 (10YR5/4)粘 土 固 くしまる。

炭化物二番 目に多い。N層が根によるカクラ

ンを受けたもの?

。炭化物、焼土粒含む。

V層の再堆積。

下げすぎ

o                 l:40               2m

第30図 第19号、第20号土坑、第21号～第23号土坑 (1)

訥褒翻醸外
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鰺 場s&浸将望子貯て窪ち口_ムブロック含

花ぷa曇追鶴 ゃR4/3)ン ルト 炭化物、径 l cal程度のロームプロック含む。3層
よ りやや暗 い。

電魯t棋毎協劣1罐竹ヽ電長々見血再弓§晨療権 む。4層より黄色味
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21号

=63′ 700m

1 にない黄褐色 (10YR4/3)地 に黄掲色 (10YR5/6)の斑。 シル ト ローム粒多 く、 l mm程 度の炭化物散る。
2 にぶい黄褐色 (10YR4/8)ン ル ト 固 くしまる。 1層 に似 るが、 ローム粒 より少なく、炭化物の粒が大 き

い (3～ 5nm)。

3 にぶい黄掲色 (10YR4/3)シ ル ト 2層 よりさらにローム粒少ない。
4 褐色 (10YR4/4)ン ル ト 固 くしまる。 W～ V層の再堆積に 3～ 5 mmの 炭化物含む。
5 灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 固 くしまる。 3層 とほとんど同 じだが、より暗い。
6 灰黄掲色～にぶい黄褐色 (10YR4/2～ 4/3)シ ル ト 粘性強い。 ローム粒,炭化物含む。最 も暗い層。
7 にない黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 粘性強い。Ⅳ～V層の汚れ再堆積。
8 褐色 (10YR4/4)と 灰黄褐色 (10YR4/2)の混土。 シル ト 粘性強い。 6層に似るが、よリローム粒多い。
9 黄褐色 (10YR5/6)粘土  もろい部分 と固 くしまる部分あり。Ⅳ～ V層の再堆積。
10 にない黄褐色 (10YR4/3)地 に黄褐色 (10YR5/6)の斑。 ンル ト 1層 に非常によく似るが、 ローム粒多 く、

炭化物ほとんど含まない。根によるカクランと考える。

】:糧呂ti解畳:チ8耗笠
かど言編写衆!漁碧奎哲及斗勧せ髭セ杵肌 鶏するカクランを受けたものに近い。

3 褐色 (10YR4/6)に にない黄褐色 (10YR5/3)混 じる。粘±  1層より暗い。 1～ 311mの 炭化物含む。

な:墾亀魁圏解洗篭ケS籍董褐零畢踏↑で?季通〆害建績虐隻花易却
～V層の再堆積に期ヒ物含む。

6 掲色 (10YR4/6)粘 上 固 くしまる。 5層 とほとんど同 じだが、より暗い。
7 黄褐色 (10YR5/6)粘 土 Ⅳ～V層 の再堆積。
8 褐色 (10YR4/6)ン ル ト もろい。N～ V層の再堆積。
9 褐灰色 (10YR4/1)ン ル ト やや もろい。最 も暗い層。
10 褐色 (10YR4/4)シ ル ト 粘性強い。汚れW～ v層の再堆積。

I歩 霜糧岳志鰯 訴紹堕
土

も背言と

こ

昇生彰蓬ゑ警亀義♪
ろい部分あり。W～ V層の再堆積。拳大以上のV層 プロック含む。

13 灰黄褐色 (10YR4/2)ツ ル ト 粘性強い。 9層 に似 るが、 ローム粒多。

1与 奮員畳三難
雀た褒根豊摺盤 Э野去穐室

レ
忠土粘鋒警擢舌ギ唇蟹瞥F↑港未穀|:Y冒牙うち多α豊みたもの。

17 第 93号土坑 の 7層
18 第 23号土坑 の 9層
19 第 23号土坑 の 10層

23号

L=63.600m

1 褐色 (10YR4/6)シ ル ト 固 くしまる。
2 褐色 (10YR4/6)ン ル ト 固 くしまる。 211m程 度の炭化物含む。
3 掲色 (10YR4/6)ン ル ト 2層 との連いは炭化物含まないことと黄色味が強いこと。
4 褐色 (10YR4/4)シ ル ト 固 くしまる。 ロームブロック顕著に含むのが特徴。
5 褐色 (10YR4/4)シ ル ト 固 くしまる。 4層 に似るが、より]音 い。
6 褐色 (10YR4/6)シ ル ト 汚れIVの再堆積。
7 にぶい黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 固 くしまる。最 も暗い層。炭化物比較的多い。
8 褐色 (10YR4/4)シ ル ト 固 くしまる。 5層に似 るが、やや暗い。
9 褐色 (10YR4/4)シ ル ト 固 くしまる。粘性ややあり。汚れW～ V層の再堆績。
10 掲色 (10YR4/4)ン ル ト 固 くしまる。粘性あり。W層 の再堆積。
11 掲色(10YR4/4)粘土 粘性強い。汚れ V層の再堆積か。

  0           1:40           2m

第31図 第21号～第23号土坑 (2)
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。第24号上坑

3

5

6

8
9

10

11

に 3・ い黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト Ⅳ層が根で汚れた感 じ。下場が

はつきりしないので別の土坑 とはせず、第52号土坑と同様に判断。

褐色 (10YR4/4)地 に灰黄褐色 (10YR4/2)の斑。 ンル ト やや も

ろい。炭化物わずかに含む。 1層 よりさらに根によるカクラン的。

黒褐色 (10YR3/1)シル ト l II程度の炭化物多い。
黒褐色 (10YR3/1)と 褐色 (10YR4/4)の混土。 ンル ト l ma程 度
の炭化物多い。
黄褐色 (10YR5/6)地 に灰黄褐色 (10YR4/2)の斑。 ンル ト 炭化

物含む。W層の汚れ再堆積。
黄褐色 (10YR5/6)粘土 V層 の細かいブロック再堆積。

掲色 (10YR4/6)地 にわずかに黒褐色 (10YR3/1)の斑。粘土 Ⅳ

層の再堆積に炭化物含む。
褐色 (10YR4/4)粘土  もろい。W層 の汚れ再堆積。

灰黄褐色 (10YR4/2)シル ト 炭化物含む。

黄偶色 (10YR5/6)地 に灰黄褐色 (10YR4/2)の斑。粘土 W～ V
層の再堆積。
1こ ホい黄褐色(10YR4/8)シル ト ヲF常 にもろい。ローム粒多。
褐灰色(10YR4/1)ンル ト

灰黄褐色(10YR4/2)ン ル ト 12層 とほとんど同じだが、より明

におミ導ミ褐色(10YR4/3)ンルト 13層 とよく似るが、より明るい。

。第25号土坑

0                1:40              2m

A
トーーL=63.500m

第32図 第24号～第25号土坑

バ
引

ローム粒散る。炭化物わずかに含む。
1層 とほとんど同 じだが、 より明るい。
1、 2層 とほとんど同 じだが、色調が 1,

ローム粒多。炭化物含む。

‡目t:ヱ宿B景辛量柴馬告毯黒泉aち

ロームブロック、炭化物含む。
粘性あり。 3層によく似 るが、より暗 く、
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。第26号土坑

●第27号土坑

A
|― L=63,500m

1

2

3

4

5

6

7

A    8
９

１０
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ｌ２

‐３

　

‐４

‐５

黒褐色 (10YR3/1)と にぶい黄褐色 (10YR4/3)の 混土。 シル ト 固 くしまる。

細かい炭化物散る。 ローム粒多い。

灰黄褐色 (10YR4/2)と 黄褐色 (10YR5/6)の混土。粘土

黄褐色 (10YR5/6)粘 土 Ⅳ～V層の再堆積でV層 ブロック含む。

灰黄褐色 (10YR4/?)ン ル ト もろい。 ローム粒多い。

黒褐色 (10YR3/2)ン ル ト 粘性強い。 ローム粒,炭化物含む。

灰黄褐色 (10YR4/2)シ ル ト 粘性強い。 ローム粒多い。 4層より明るい。

灰黄褐色 (10YR4/2)と 黄褐色 (10YR5/6)の 混土。 シル ト 粘性強い。 ローム

粒多い。 6層に似 るが、より明るい。

灰黄褐色 (10YR4/2)に 黄褐色 (10YR5/6)の 斑。 ンル ト 非常 にもろい。 7層
に似るが、より暗 く、 ローム粒少ない。

黄褐色 (10YR5/6)粘土 Ⅳ～V層の再堆積。

黄褐色 (10YR5/6)と 灰黄褐色 (10YR4/2)の混土δ粘上 N層 の汚れ再堆積。

灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 粘性強い。炭化物比較的多い。 5層に似 るが、

より明るい。

にない黄褐色 (10YR4/3)粘 土 粘性強い。W層の汚れ再堆積。10層 より明るい。

にない黄褐色 (10YR4/3)と 黄褐色 (10YR5/6)の 混土。粘土 粘性強い。非常

にもろい。12層 とはとんど同 じだが、より明るい。

褐色 (10YR4/4)ン ル ト 非常にもろい。Ⅳ層の汚れ再堆積に炭化物含む。

褐色 (10YR4/4)ン ル ト 粘性強い。Ⅳ層の汚れ再堆積で、14層 より暗い。

に小い黄掲色 (10YR4/3)ン ル ト もろい。根によるカクラン。

褐色 (10YR4/4)シ ル ト 汚れⅣ層の再堆積にlm程度の炭化物含む。

にない黄掲色 (10YR4/3)粘土質 ンル ト 固 くしまる。炭化物含む。

褐色 (10YR4/6)粘 上質 シル ト Ⅳ層の再堆積に炭化物わずかに含む。

褐色 (10YR4/4)シ ル ト ローム粒多い。炭化物含む。

灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 固 くしまる。炭化物含む。

にない黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト ローム粒,炭化物多い。 3層 とほとん

ど同 じだが、炭化物より多い。

Ａ

ｏ

0                1:40              2m

第26号、第27号土坑
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。第28号土坑

=63′ 300m

褐色 (10YR4/6)粘土 固 くしまる。W層 の再堆積。

灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 1～ 3 mmの 炭化物含む。

褐色 (10YR4/4)ン ル ト Ⅳ層の汚れ再堆積に 3 mm程度 の炭化物含む。

褐色 (10YR4/6)粘土 V層 のプロック再堆積で、Ⅳ橿の上 も混 じる。

褐色 (10YR4/6)粘±  3層 とほとんど同 じだが、より明るい。

褐色 (10YR4/6)粘±  4層 とほとんど同 じ。

褐色 (10YR4/6)粘±  6層によく似るが、Ⅳ層起源の土は含まないようである。

褐色 (10YR4/6)地 に灰黄褐色(10YR4/2)の 斑。粘土 ややもろい。 3層 とほとんど同
じ。東西両側はV層のこまかいブロックを多く含み、別層かも。

褐色(10YR4/6)粘土 もろい。V層の細かいブロック再堆積。

黒褐色(10YR3/2)ン ル ト Ⅳ層の細かいプロック、炭化物含む。

。第29、 30号土坑

0                1:40               2m

A

+

Ｎ引Ａト

灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 5 mm程 度の炭化物

比較的多い。下部に土器含む。第29号土坑。

褐色 (10YR4/4)ン ル ト 汚れhf層 再堆積。第 29

号土坑。
にぶい黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 1層 に似るが、
より明るく炭化物少ない(l IIm程度のもの)。 第29

号土兆

黄褐色 (10YR5/6)粘 土 ? Ⅳ層再堆積。第29号

土坑。

黄褐色 (10YR5/6)粘 土 ? 4層 とほとんど同 じ

だが、より嗜い。第29号土坑。
にぶい黄褐色 (10YR4/3)地 に黄褐色 (10YR5/6)
の斑。 シル ト Ⅳ層 ブロック含む。第29号土坑。

黄褐色 (10YR5/6)粘 土 Ⅳ層再堆積 に l mm程度
の炭化物わずかに含む。第29号土坑。

黄褐色 (10YR5/6)粘 土 Ⅳ層汚れ再堆積。 7層
とほとんど同 じ。第29号土坑。

褐色 (10YR4/4)シル ト やや もろい。第29号土坑。

黄褐色 (10YR5/6)粘土 Ⅳ層再堆積。第29号土坑。

灰黄褐色 (10YR4/2)と 黄褐色 (10YR5/6)の 混土。

A
トーーL=63,400m

Ⅳ層の一部か。
Ⅳ層の一部か。木根多い。

バ引

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15
16

17

18

ンル ト hr屠 粒子含む。 l mm程 度の炭化物わ

ずか。第29号土坑。

灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 2層 とはとんど同 じだが炭化物含み、より暗いようだ。第30号土坑。

褐色 (10YR4/6)ン ル ト 汚れⅣ層再堆積に 5団Ⅲ程度の炭化物含む。第30号 土坑。

褐色 (10YR4/4)ン ル ト Ⅳ層粒子多い。

灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト Ⅳ層ブロック含む。

黄褐色 (10YR5/6)粘土 Ⅳ層の再堆積。

黄褐色 (10YR5/6)粘土 やわ らか く汚れているが、

黄褐色 (10YR5/6)粘土 やわらか く汚れているが、

第34図 第28号～第30号土坑
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。第31

=63′ 400m

。第32、 33号土坑

A
卜 L=63′ 600m

B′
~~引

 19 第31号土坑の1層
20 第 31号 土坑 の 3層
21 第 31号 土坑 の 4層
22a第 31号 土坑 の 8層  22b痛 との境

は ほ とん ど区別 で きない。
22b第 31号 土 坑 の 11層 22a層 との境

は ほ とん ど区別 で きな い。
23 第 31号土坑 の 12層
24 灰 黄 褐 色 (10YR4/2)地 に黄 褐 色

(10YR5/6)の 斑。 ンル ト 第31
号土坑の■層とほとんど同 じ。

25 第31号 土坑の14層
26 灰黄褐色 (10YR4/2)と 黄褐色(10

YR5/6)の 混土
27 黒褐色 (10YR3/2)ン ル ト Ⅳ肩

粒子,炭化物含む。
28 第31号上坑の16層
29 第31号 土坑の17屑

Ｂト

A
トーーL=63′300m

1 黒褐色 (10YR3/1)地 に黄褐色 (10YR5/6)の 斑。 ンル ト 2 mm程 度
の炭化物、 l cn大のロームプロック含む。

2 黒掲色 (10YR3/1)ン ル ト 1層 との違いは色と、 ロームブロックほ

とんど含まないこと。焼土粒含む。
3 黒褐色 (10YR3/2)シル ト 固 くしまる。 2層 との違いはローム粒多

4 黒褐色 (10YR3/2)ン ル ト 2層 との連いは色と、炭化物多いこと。
3層より暗い。

5 暗褐色 (10YR3/3)ンル ト 3届 とほとんど同 じだが、より明るい。
6 にぶヽヽ黄褐色 (10YR4/3)ン ソレト 3層 よリローム粒多 く、より明る

7 黒褐色 (10YR3/2)シ ル ト 5,6屑 より暗 く、 4層 とほとんど同 じ。

3 灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 粘性強い。汚れⅣ層再堆横に炭化物含
L・ 。

9 褐色 (10YR4/4)シル ト もろい。粘性強い。汚れⅣ層再堆職。
10 黒褐色 (10YR3/1)ン ル ト 粘性強い。炭化物含む。
11 灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト ロームブロック含む。
12 黄褐色 (10YR5/6)と 灰黄褐色 (10YR4/2)の 混上。 ンル ト V層 再

lt積。焼土ブロ ンク含む。
にぶい黄褐色 (10YR5/4)粘上 Ⅳ層再堆積。

灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 7屈 とはとんど同 じだが、より明るい。

褐色 (10YR4/4)ン ル ト 粘性強い。汚れⅣ層再堆積。

黄褐色 (10YR5/6)粘土 V層 再堆積。
黒褐色 (10YR3/2)ンル ト 14層 とほとんど同 じだが、より暗い。

黄褐色 (10YR5/6)と 灰黄褐色 (10YR4/2)の 混土。 ンル ト 粘性強
い。 もろい。Ⅳ層のブロック多い。
黄褐色 (10YR5/6)枯上 Ⅳ層の再堆積。
黄褐色 (10YR5/6)地 に灰黄褐色 (10YR4/2)の斑。粘上 炭化物 ,

焼土粒わずかに含む。W層 が根 によるカクランで汚れたものと思 う。
におゞい黄褐色 (10YR4/8)シ ル ト 炭化物,焼土粒含む。20層 と同様

と考えるが、それに しては一様で、やや不 自然である。

Ｂ卜 L=63.500rn Ｂ引

宴籍告留発モ私ξ,6社rn汁 薗くしまる。Ⅳ～V層
の再堆積に炭化物含む。
橿琶til璃義クを;し生I聯常最台ζ_ム ブDッ ク多く含
ぞ瀑答隻惚包協YR4/3)ン グレト固くしまる。ローム粒、
藩笹惚乱宅視/4)シルト 固くしまる。グマ状のブロック、
疾螢惚と名ま姦胡ルf舜黒 炭化物(2 mm～ l cm)最 も

急盲岳卓多鴫勇岳篭ζl粍笠卜ぴ翌君Fそ見え今と写鷺法写
婚琶 翰 土 質 ンル ト 固 く しま る。 炭 化 物、 焼

走無怠築聖尾誌y摩謗釣ンルト 焼上粒含む。焼上遺構
で景伝善三旨色そ15艦房;」輩Й,卜 回くしまる。熱に
よってⅣ層が硬化したもの。焼上遺14に伴う。

第104号土坑

0                1:40              2m

第31号～第35号土坑
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●第34号土坑

。第35号上坑

A
卜 L=63′500m

Ｎ引Ａ卜 =63′ 500m
にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘土質 ンル ト 圃 くしまる。炭化物含む。

黄褐色 (10YR5/6)地ににぶい黄褐色 (10YR5/4)の プロック。粘土質 ンル ト 炭化物、焼上粒含む。

Ⅳ～V層 と 1層 の混土的。

褐色 (10YR4/6)ン ル ト 粘性強い。

似るがより明るい。

褐色 (10YR4/4)粘 上 固 くしまる。

褐色 (10YR4/6)粘土質 ンル ト 固 く

褐色 (10YR4/4)粘上 固 くしまる。

褐色 (10YR4/6)粘上 固 くしまる。

1 黒褐色(10Y■ 2/2)ン ル ト ローム粒散 る。炭化物含む。

2 黒褐色 (10YR2/3)シ ル ト 固 くしまる。 1層 と色調が異なるだけ。

3 暗褐色 (10YR3/3)ン ル ト 固 くしまる。 ローム粒多 く、炭化物含む。

4 にぶい黄掲色 (10YR4/3)ン ル ト 固 くしまる。 ローム粒多 く含む。炭化物、焼土粒含む。

5 黄掲色 (10YR5/6)粘土 Ⅳ層の再堆積。

6 に●・い黄褐色 (10YR4/3)粘 土質 ンル ト ローム粒多 く、炭化物含む。

7 褐色 (10YR4/4)粘 土質ンル ト 汚れⅣ～ V層の再堆積に炭化物含む。

8 掲色 (10YR4/6)粘 土質 ンル ト 汚れⅣ～ V層の再堆積に炭化物含む。

9 黄褐色(10YR5/6)粘土 Ⅳ～ V眉の再堆積。

10 黄褐色(10YR5/6)粘土 Ⅳ～V層の再堆積。

■ にぶい黄 tgJ色 (10YR5/4)粘 土質 ンル ト 汚れⅣ～ V層 の再堆積。反対側に大きな石皿。

12 褐色 (10YR4/6)粘土 V層 のブロック多い。Ⅳ～ V層 の再堆積にほんの少 し炭化物含む。

13 黄褐色 (10YR5/6)粘土 Ⅳ層の再堆積にはんの少 し炭化物含む。

14 にぶい黄褐色 (10YR5/4)粘 土質 ンル ト

15 にない黄褐色 (10YR5/4)と 黒褐色 (10YR2/2)の 混土。粘土質 シル ト。場所によって もろい。

16 にない黄褐色(10YR4/3)粘 土質 シル ト 汚れⅣ～ V層の再堆積。

17 黄褐色 (10YR5/6)と にぶい黄褐色(10YR4/3)の 混土。粘土質 ンル ト

18 褐色 (10YR4/6)粘土 Ⅳ～V層 の再堆積。

19 黄掲色 (10YR5/6)粘上 場所によって もろい。Ⅳ層～ V層 の再堆積。

20 灰黄褐色 (10YR4/2)地 に多量の黄褐色 (10YR5/6)の プロック。粘上 場所によって もろ

い。 V層のブロック状再堆積。

灰黄褐色 (10YR4/2)粘土 Ⅳ～V層の再堆積。

黄褐色(10YR5/6)に 黒褐色 (10YR3/1)混 じる。粘土 非常にもろい。

灰黄褐色 (10YR4/2)粘土
にぶぃ黄褐色(10YR5/4)粘土質ンル ト 炭化物、 レキわずかに含む。根によるカクラン

と思われる。

第34号～第36号土坑

-133-

やや もろい。炭化物含み、焼土粒わずかに含む。 1層 によ く

炭化物、焼土粒含む。 1, 3層 によく似るが、より暗い。

しまる。 V層の再堆積に炭化物、焼 t粒 含む。

V層の再堆積。

V局の再堆積に焼土粒多 く、炭化物含む。

十
●第36号土坑
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Ａ
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にな い表褐 色 (10YR4/3)ン ル ト 炭化物 含む。

拒黒 よ裟娼 笹 簡々 あ牝 上 聟与 サ や
わ

亀 fr=譜 を。 2 mm程度 の炭 化

惚 色 棚 シジレト 粘性 強 い。 ロー ム粒 多 い。 炭 化 物 、 焼

上粒含 む。

橿雲 ‖憂堀握兵路浮髯す玖鵬 ィ里 啄 毅 f蘊 土

粒 多 い。
にホ い黄 褐色 (10YR4/3)粘 上質 シル ト 非常 に もろ い。

灰黄褐 色 (10YR4/2)ン ル ト 炭化物 含む。

灰黄褐色 (10YR4/2)ン グレト もろい。炭化物含む。 9庸 よりa音 い。
灰黄褐色 (10YR4/2)シ ル ト リト常にもろい。 1012層 より明るく、 9層
より暗い。
灰黄 4目 色 (10YR4/2)粘土質 ンル ト 粘性強い。炭化物含む。 9屈 よ り

廃美湛避脇 4'赤慈至費ンルト 12届より暗く、炭化物多い。
o                l140              2m

第36図



。第37～40号土坑

38号

Ａ

。

38号

A
|――L=63,400m

5

8

9

12

13

39号

黒褐色 (10YR3/2)ン ル ト 固 くしまる。径 4～ 5 cmの ロームブロック含
む。炭化物含む。第39号 土坑の覆土。
黒褐色 (10YR3/P)ン ル ト 固 くしまる。 1, 3層 との違いは、ロームブ
ロックほとんど含まないことだけ。第99号土坑の概土。
黒褐色 (10YR3/2)シ ル ト 固 くしまる。炭化物含む。下面に沿 って準大
のロームブロック並おゞ。第39号土坑の授上。
黒褐色 (10YR3/2)ン ル ト 固 くしまる。 3幅 とほとんど同 じだが、 ロー
ムブロック含まない。第39号 土坑の覆土。
黄褐色 (10YR5/6)ナヒに黒褐色 (10YR3/2)混 じる。 ンル ト ローム粒、
プロ ック多い。炭化物含む。第39号 土坑の投上。
褐色 (10YR4/6)と にかい黄褐色 (10YR4/3)の 混土。 ンル ト 粘性強い。
2, 5層 に似るが、 ロームプロックほとんど含まない。第39号土坑の jr4

土。
黒褐色 (10YR3/2)ン ル ト 粘性強い。 ローム粒、炭化物含むが、ローム
ブロックはほとんど含まない。第39号 土坑の覆上。
黄褐色 (10YR5/6)の す き間ににない黄褐色 (10YR4/3)。 粘土 固 くし
まる。 V層の再堆積に炭化物含む。第39号土坑の覆土。
黄褐色 (10Y■ 5/6)粘土 もろい。IV～ V眉の再堆積に炭化物含む。第39
号土坑土坑の覆土。
褐色 (10YR4/4)ンル ト 粘性後い。ややもろい。炭化物、焼土粒含む。
第39号 上坑の覆土。
黄褐色 (10YR5/6)粘上 固 くしまる。 V層のプロック。第39号土坑の覆
土。
明褐色 (75YR5/6)シ ル ト 焼土粒多い。第37号 土坑の覆土。 (調査範囲
外に続 く)

明褐色 (75YR5/6)と 灰黄褐色 (10YR4/2)の 混土。 ンル ト 粘性強い。
焼土粒、炭化物含む。第37号 土坑の投土。
黒褐色(10YR3/2)ン ル ト 固 くしまる。炭化物含む。第38号上坑の投上。
暗褐色 (10YR3/3)シ ル ト 粘性強い。炭化物含む。第38号 土坑の覆上。
にぶい黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 固 くしまる。炭化物、 ダマ状のローム
プロック多 く、焼土粒含む。第38号 上坑の覆土。
褐色 (10YR4/4)ン ル ト 固 くしまる。炭化物含む。 日―ム粒多い。
褐色 (10YR4/4)ン ル ト 固 くしまる。17層より暗い。 2 mm程 度の炭化物
含む。
褐色 (10YR4/4)ン ル ト ローム粒多 く、炭化物、焼土粒含む。
におゞい黄褐色 (10YR4/3)粘土質 ンル ト 固 くしまる。汚れⅣ層の再堆積
に炭化物含む。
黄褐色 (10YR5/6)粘土 固 くしまる。掘 りすぎか (V層 )?
暗褐色 (10YR3/3)粘土質 ンル ト 固 くしまる。炭化物、焼土粒含む。

暗
バ

君

40号

°メY

。第41号土坑

A
卜 L=64,000m

1 盛土 (I層 )と面―耕作上、下部―黄褐色土と黒上の混合層。
2 黒色 (10YR2/1)に 黄褐色 (10YR5/6)混 じる。 ンツレト 固 くしまる。

I層 の一部と思われる。
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黒色(10YR1 7/1)シ ル ト Ⅱ層。
黒褐色 (10YR2/2)ン ル ト Ⅲ層の一部。
黒褐色 (10YR3/2)ン グレト 皿層。
黄褐色 (10YR5/6)粘土 IV屈。
黄褐色(10Y■ 5/6)粘」ヒ 固 くしまる。 V層。
に森い黄褐色 (10YR5/3)シル ト 固 くしまる。 ローム粒多。
にぶい黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト やや粘性あり。炭化物、
ム粒含む。
にかい黄褐色 (10YR5/4)粘土  W層 が根によってよごれたものか。
褐色 (75VR4/3)IB土 質 ンル ト 固 くしまる。 V層 の再堆積に焼上粒が
多 く混 じったもの。
褐色 (10YR4/4)粘上 Ⅳ～ V層 の再堆積に炭化物、焼土粒混 じる。
黄褐色 (10YR5/6)粘上質 ンル ト しまる部分ともろい部分あり。Ⅳ層が
根によるカクランを受けたものに近い。
黄褐色 (10YR5/6)粘土 W～ V層 の再堆積に炭化物混 じる。
褐色 (10YR4/4)lj土 質 ンル ト Ⅳ～ V層の再堆積に焼土粒多 く、炭化物
混 じる。
黄褐色(10Y■ 5/6)粘土 Ⅳ～ V層の再堆積。
黄褐色 (10YR5/8)粘土 もろい。Ⅳ層の再堆積。
にない黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト
黄褐色 (10YR5/6)粘土質 ンル ト IV～ V層の再堆積に炭化物混 じる。
にかい黄褐色 (10YR5/4)粘土  ,F常にもろい。Ⅳ層の再堆積。
黄褐色 (10YR5/6)粘上 固 くしまる。 V層の再堆積。
黄褐色 (10YR5/6)粘土 Ⅳ層の再堆積。
灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 炭化物混 じる。
にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘土 固 くしまる。 V層の再堆積に炭化物、焼
土粒混 じる。
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第80号焼土。
褐色(10YR4/6)粘土質 ンル ト 焼土粒含む。Ⅳ層再堆積。

褐色(10YR4/6)緒土質 ンル ト ほぼW層そのもの。

暗褐色 (10YR3/4)と 褐色 (10YR4/6)の 混合に明赤褐色 (25YR5/8)ま だ ら

に入る。 ンル ト h7層 Ft子 多 く、炭化物含む。

褐色 (10YR4/6)に 暗褐色 (10YR3/4)ま だ らに入 る。 ンル ト Ⅳ層粒子多い。

褐色 (10YR4/6)シ ル ト Ⅳ層再堆積に炭化物含む。

褐色 (10YR4/6)に明赤褐色 (25YR5/8)」 ブヽロックまだ らに入 る。 ンル ト

Ⅳ層再堆積に炭化物含み、焼土粒多い。
暗褐色 (10YR3/4)シ ル ト 固 くしまる。 V層 ブロック含む。

褐色 (10YR4/4)に黄褐色 (10YR5/6)プ ロックはいる。 ンフレト  もろい。 V
層ブロック再堆積。
褐色(10YR4/4)ン ル ト 汚れV層再堆積。

A
卜 L=63′ 200m

1 暗褐色 (10YR3/4)粘 土質 ンル ト Ⅳ層再堆積 (周 囲のW層 とほとんど区号1で きない)。

2 暗褐色 (10YR3/4)ン ル ト 固 くしまる。 ローム粒, 14m程 度の炭化物含む。

3 暗褐色 (10YR3/4)ン ル ト 固 くしまる。 2層 とほとんど同 じだが、炭化物の粒大 きく

(5mm)、 より暗い。

4 黄褐色 (10YR5/6)と 暗褐色 (10YR3/4)の混合。粘土質 シル ト やや もろい。 W層の再

堆積に炭化物含む。

5 暗褐色 (10YR3/4)ン ル ト 固 くしまる。 3層に性質は似るが、ずつと暗い。

6 褐色 (10YR4/6)と 暗褐色 (10YR3/4)の 混合。 ンル ト もろい部分 と固 くしまる部分あ

り。 V層再堆積と

5層の混上。

7 黄褐色 (10YR5/6)粘 土 もろいが、 V層 その もの らしい。

8 黄褐色 (10YR5/6)粘 上 周囲とやや異なって見えるが、 V層そのもの らしい。
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褐色 (10YR4/4)ン ル ト W層 粒子, ブロック多い。炭化物含む。

暗褐色 (10YR3/4)ン ル ト 固 くしまる。 1』m程度の炭化物 , 5 mЮ 程度のW層
ブロック散 る。
暗褐色(10YR3/4)ン ル ト 画くしまる。 2層 とほとんど同じだが、より暗い。
暗褐色(10YR3/3)シ ルト 非常にもろい。
暗褐色(10YR3/3)に ホB色 (10YR4/6)ブ ロックまだらに入る。 シルト もろい。
Ⅵ層粒子,W～ V層粒子,ブロック含む。
暗褐色(10YR3/3)に 褐色(10YR4/6)打 ブヽロックまだらに入る。 シル ト もろ
い。 5層に似るが、より暗い。
暗褐色(10YR3/3)ン ルト プFf書 1こ もろい。 5層 とほとんど同じ。

暗褐色(10YR3/4)ン ル ト 回くしまる。 6層 に少 し似るが、より暗く、炭化

物含む。
暗掲色 (10YR3/4)に褐色 (10YR4/6)ブ ロ ック入 る。 ンル ト 最 ももろい。 V
層 ブロック多 く含む。
暗褐色 (10YR3/3)に 褐色 (10YR4/6)混 じる。 シル ト 7層 とほとんど同 じ。
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。第47号、48号土坑

。第45号土坑
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灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 2～ 5 mmの 炭化物 ,

同 じ大 きさのロームブロック含む。

褐色 (10YR4/4)地 に灰黄掲色 (10YR4/2)の 斑。
ンル ト 固 くしまる。炭化物含む。 ロームブロッ

ク多い。
にない黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 1層 とほとん

ど同 じだが、よリローム粒多 く、黄色い。

灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 固 くしまる。 1層
より明るく、 3層 より暗い以外はほとんど同 じ。

にない黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト 固 くしまる。

3層 とほとんど同 じ。
にない黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト 3層 とほとん

ど同 じだがより暗 く、 4層より明るい。

7 灰黄褐色 (10YR4/2)シ ル ト 4,6層 とほとんど

同 じだが、より暗い。

8 灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 粘性強い。 6,7層
とほとんど同 じだが、ローム粒より多 く黄色い。

9 におゞい黄褐色 (10YR4/3)シル ト 粘性強い。固

くしまる。周囲の層 とほとんど同 じだが、 5 cn大

のロームブロック多い。

10 にぶい黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 固 くしまる。

9層よリロームブロック少なく暗い。
11 褐色 (10YR4/4)粘土 やや もろい。 W層の再堆

積。

12 灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 固 くしまる。 9層
とほとんど同じだが、 ロームブロック少ない。

13 灰黄掲色 (10YR4/2)ン ル ト 固 くしまる。

14 にぶい黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト 固 くしまる。

粘性あり。例目とほとんど同じだが、ロームブロッ

クほとんど含まない。
15 にぶい黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト 粘性あり。 2,

5,9層 とはとんど同 じだが、 ロームブロックほ

とんど含まない。隣の上坑の覆土。

16 褐色 (10YR4/6)シ ル ト やや もろい。 Ⅳ層 の再

堆積に炭化物含む。隣の土坑の覆土。
17 灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 15層 とはとん ど同

じで、12層 より明るいか。隣の上坑の覆土。

18 灰黄褐色 (10YR4/2)シ ル ト 非常に固 くしまる。

5 mm大 のロームブロック多い。隣の土坑の覆土。

1:40

第45号、第46号土坑、第47号、第48号土坑 (1)

=63,100m

褐色 (7 5YR4/3)粘 土質 シル ト やや もろい。炭化物含む。

褐色 (7 5YR4/3)粘 土質 シル ト 焼土粒多 く、炭化物含む。

褐色 (7 5YR4/4)粘 土  もるい。Ⅳ層の再堆積。

褐色 (75YR4/4)粘上  もろい。 W層の再堆積。 3層よりやや明

るい。

褐色 (75YR4/3)粘 土 非常にもろい。粘性強。

褐色 (75YR4/4)粘 土 非常にもろい。粘性強。Ⅳ層の再堆積。

褐色 (75YR4/4)粘 土 非常にもろい。粘性強。Ⅳ層の再堆積。

褐色 (7 5YR4/3)粘土質 ンル ト 非常にもろい。粘性強。 V層 の

再堆積 ?

褐色 (7 5YR4/3)粘 土 帖性強。 V層の再堆積。

い

―‐
Ψ

第39図

-136-

47号



バ
引

黒褐色 (10YR3/2)ン ル ト 固 くしまる。 5 mm程 度の V層 ブロック, 2～ 3 mmの 炭化物含む。崩

れたところにたまった土か。

黒褐色 (10YR3/2)と 黄褐色 (10YR5/8)の 混合。 シル ト Ⅳ層の汚れ再堆積。

黄褐色 (10YR5/8)粘 土 V層 再堆積 (そ の ものに近 い。上が崩れたのか )。

にぶい黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト 固 くしまる。 1～ 2 mmの 炭化物含む。 1層 に似るが、より明

るい。
暗褐色 (10YR3/4)ン ル ト 1,4層 の中間的。

褐色 (10YR4/4)ン ル ト 4層 よりⅣ～V層粒子, ブロックさらに多 く明るい。

暗掲色 (10YR3/3)シ ル ト 5層 に似 るが、 V層 ブロック多 く拳大の ものもある。根のカクラン

多い。
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暗褐色 (10YR3/4)シ ル ト 固 くしまる。 5層に似 るが、

暗褐色 (10YR3/4)に 黄褐色 (10YR5/6)プ ロック混 じる。

炭化物少なく、のっぺりとした印象。

黒褐色 (10YR2/3)ン ル ト 粘性あり。 もろい部分ある。

より暗い。
ンル ト 固くしまる。 7層 に似るが、

7層に似るが炭化物の粒1～ 2cI大 と大

48号

きく、やや暗い。根によるカクランあり。

暗褐色 (10YR3/4)ン ル ト 固 くしまる。 9層 とほとんど同 じだが、 V層 ブロ ックほとんど含ま

ない。

1 褐色 (10YR4/4)に 褐色 (10YR4/6)プ ロック入 る。 ンル ト 拳大の

W～ V層 ブロック含む。 2～ 5 mmの 炭化物含む。

2 褐色 (10YR4/4)シ ル ト 1層 とほとんど同 じだが、やや暗いか。

3 褐色 (10YR4/4)シ ル ト 1層 に似るが、 5 cn大のW～ V層 ブロック

顕著でより暗い。

4 暗褐色 (10YR3/4)シ ル ト 3層 とほとんど同 じだが、ブロック小さ

暗褐色 (10YR3/4)シ ル ト 4層 とほとんど同 じだが、より暗い。

暗褐色 (10YR3/4)に黄褐色 (10YR5/6)ま だ らに入る。 ンル ト

回 くしまる。 4層 とほとんど同 じだが、より明るい。

7 暗褐色 (10YR3/4)に 黄褐色 (10YR5/6)の小 ブロックはいる。 ンル

ト 固 くしまる。 6層 とはとんど同 じだが、より暗い。

8 暗褐色 (10YR3/4)に黄褐色 (10YR5/6)ブロック入る。 シル ト

固 くしまる。 5層 とほとんど同 じだが、プロック大 きく2～ 5 cm。

9 暗褐色 (10YR3/4)シ ル ト 5層 とほとんど同 じ。

10 暗褐色 (10YR3/3)に黄褐色 (10YR5/6)ブロック入 る。 ンル ト

固 くしまる。基本的な性質は 9層 と同 じだが暗い。

H 黄褐色 (10YR5/6)に 暗褐色 (10YR3/3)ブ ロック入 る。粘土質 ンル

ト 固 くしまる。 V層 の再堆積。
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第40図 第47号、第48号土坑 (2)、

1 黒褐色 (10YR3/2)ン ル ト 固 くしまる。炭化物含む。

2 暗褐色 (10YR3/3)粘 土質 ンル ト 固 くしまる。 ローム粒多 く、 2 mm程 度の

炭化物比較的多い。

3 にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘 土質 ンル ト 固 くしまる。 2層 に似 るが、 ロー

ム粒より多 く、炭化物より大 きい (3～ 5 mm)。

4 暗褐色 (10YR3/3)粘土質 シル ト 固 くしまる。 3層 とほとんど同 じだがよ

り暗い。

5 褐色 (10YR4/4)粘土質 シル ト 固 くしまる。 2層 に似 る。

6 掲色 (10YR4/4)粘土 Ⅳ層の再堆積に炭化物含む。

7 灰黄掲色 (10YR4/2)ン ル ト 炭化物含む。 5層に似る。

8 黒褐色 (10YR3/1)シ ル ト 固い所 ともろい所がある。炭化物最 も多い。

9 褐色 (10YR4/4)ン ル ト ボソボツ。Ⅳ層の再堆積に炭化物含む。

にない黄 4島 色 (10YR5/4)ン ル ト 根による汚れ。
褐色 (10YR4/4)ン ル ト 固 くしまる。炭化物含む。第50号土坑覆土。
に S・・い黄褐色(10YR4/3)シ ル ト ローム粒多い。炭化物含む。第50号 土坑程土。
に/S・ い黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 3層 より暗い。炭化物含む。第50号 土坑IPly土。
にぶい黄褐色 (10YR5/4)ン ル ト ローム粒、ノロック多い。炭化物含む。第50号土坑覆

土。
にぶい黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 炭化物、焼上粒含む。第50号土坑投土。
にぶい黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト もろい。炭化物含む。 6層、 7屑より暗い。第50号 土

坑覆土。
8 にない黄褐色(10YR4/3)シ ル ト もろい。炭化物含む。 4層 より暗 く、 7層 より明るい。

第50号 土坑稜土。
9 にない黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト 固 くしまる。 ダマ状のロームプロック含む。炭化物含

む。第51号土坑稜土。
10 にぶい黄掲色 (10YR4/3)ン ル ト 固 くしまる。第51号 土坑覆土。
■ 褐色 (10YR4/4)シ ル ト もろい。10層 に似 る。第51号 土坑覆土。
12 褐色 (10YR4/4)粘 土質 ンル ト 固 くしまる。炭化物含む。第51号 土坑漫土。
13 にない黄褐色 (10YR4/3)粘 土質 シル ト 固 くしまる。炭化物含む。第51号 土坑覆土。
14 にA・ い黄褐色 (10YR5/4)ン ル ト V層 が根 によって汚れ、やわ らか くなったもの。

0                1:40              2m
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0                1:40              2m

Ａ卜 L=63,100m

1 にぶい黄褐色 (10VR4/3)ンル ト 細かい炭化物含む。

2 褐色 (10YR4/6)ン ル ト 炭化物わずか。汚れⅣ層再堆積。

3 褐色 (10YR4/4)ン ル ト 2層 に似るが、より濁 った黄色。

4 褐色 (10YR4/6)ン ル ト 炭化物含む。汚れhr層再堆積。 3層に似るが、よりきれいな黄色。

5 褐色 (10YR4/4)シ ル ト やや固 くしまる。 3層 に似 るが、より炭化物多い。

6 褐色 (10YR4/6)ン ル ト 粘性あ り。固 くしまる部分 ともろい部分がある。炭化物含む。最

もきれいなⅣ～V層再堆積。

7 灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 炭化物最 も多い。 ローム粒含む。

3 褐色 (10YR4/6)ン ル トⅣ～ V層再堆積。

第41図 第52号、第53号土坑
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。第54号土坑

A
トーーL=63,000m

Ａ
ト =63′ 100m

A
引

r.“rF
∧,

:虻Ⅷ努諸認鰯禁%
善と奮積魯極駆矛録螺書岳予号造鍮‰ュ爺
鍵魯:ヽ指ユ拷ヨ彗ご稚隷善学塔岳稗[角軍噺碧

れ再塩

Ａ

ｏ

。B′

撞糧色モII¥畳 :チ4;しチケ
～
イ橿宿膀壱原士告色宴織ブロック顕著に含み、より明

るい。
褐色 (10YR4/6)粘土 ? 固 くしまる。W層が根によるカクランを受けたものか。

踵 蟹 機 ウ五とをピ縄 麓 囀 暴 警 宅栴 こめ 、
V層のブロックより顕著。
褐色 (10YR4/4)粘土 ? V層 の再堆積。
黒褐色 (10YR2/3)シ ル ト 灰,炭化物多量に含み、最 も暗い層。
褐色 (10YR4/4)粘土 ? W～ V層の再堆積。
黒褐色 (10YR2/3)に 暗褐色 (10YR3/4)を まだ らに含む。 シル ト 9層 とほとんど

と:3暑期をと書§孝イ峰:ξな目嘗号をB阜:ち量ヨとの∞に愚、別
の土坑の覆上 ?

16 褐色 (10YR4/4)粘土質 シル ト Ⅳ層の再堆積に炭化物わずかに含む。

孟福&制¥誘財柏圭質V耳て
の
晃樫Lほとんど同じだが、より暗く、期ヒ物含まな

0                1:40              2m

第54号土坑、第55号、第56号土坑 (1)
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L=63,100rnＢ卜
Ｂ¶

第56号土坑

第55号、第56号土坑 (2)、

褐色 (10YR4/4)シ ル ト 1～ 211mの 炭化物,拳大のⅣ層 プロック含む。

掲色 (10YR4/4)ン ル ト 1～ 5 taの 炭化物, 5 mEの W讀 ブロック含む。

暗褐色 (10YR3/4)ン ル ト 2層 に似るがより暗 く、炭化物多い。

褐色 (10YR4/6)ン ル ト Ⅳ層再堆積。

暗褐色 (10YR3/3)に 掲色 (19YR4/6)小 ブロック入る。 ンル ト 炭化物 ,

灰多 く、Ⅳ層 プロック含む。

掲色 (10YR4/6)に 暗褐色 (10YR3/3)の混合。 シル ト 2層 に似 るが、

より明 るい。

褐色 (10YR4/6)ン ル ト 汚れⅣ層再堆積。

暗褐色 (10YR3/3)に褐色 (10YR4/6)ま だらに入 る。 ンル ト もろい。

6層 に似るがより暗い。

褐色 (10YR4/4)粘土質 ンル ト 固 くしまる部分 ともろい部分あ り。Ⅳ

～ V層 の再堆積 (V層 プロック多い)。

褐色 (10YR4/6)と 暗褐色 (10YR3/3)の混合。 シル ト もろい。 8層 に

似 るが、よりIV～ V層の再堆積多 く含む。

黄褐色 (10YR5/6)粘土質 ンル ト もろい。 V層 ブロック再堆積。

褐色 (10YR4/6)と 暗褐色 (10YR3/3)の混合。粘土質 ンル ト もろい。

Ⅳ～ V層再堆積に炭化物含む。

褐色 (10YR4/61粘土質 ンル ト もろい。 V層 ブロック多の再堆積。

褐色 (10YR4/6)粘土質 ンル ト 非常にもろい。Ⅳ～V層の再堆積。

黄褐色 (10YR5/6)粘土質 ンル ト 9層 と同 じ。

黄褐色 (10YR5/6)粘土質 ンル ト 非常にもろい。 V層の再堆積。

L=63,100m

褐色 (10YR4/4)粘±  2～ 3 mmの 炭化物わずか。Ⅳ層が根で汚れたか

ん じ。

にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘±  1層 とほとんど同 じだが、より暗い。

掲色 (10YR4/4)粘±  2層 とほとんど同 じだが、より暗い。Ⅳ層が根

で汚れたものと思われる。

灰黄褐色 (10YR4/2)シ ル ト 炭化物含む。

黄褐色 (10YR5/6)粘 土 V層 の再堆積に炭化物含む。

にぶい黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト 汚れⅣ～ V層の再堆積。

褐色 (10YR4/4)粘土 粘性あり。固 くしまる。 V層の再堆積。

L=63′100m

1 にぶい黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト 1～ 2 dmの 炭化物含む。

2 褐色 (10YR4/4)シ ル ト 1層 とほとんど同 じだが、炭化物含 まず、 よ

り明るい。

3 にない黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト 1層 とほとんど同 じだが、炭化物少

な く、より暗い。

4 にない黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 固 くしまる。汚れⅣ層の再堆積 に炭

化物含み、 3層より明るい。

掲色 (10YR4/6)粘土 粘性強い。Ⅳ層の再堆積。

灰黄褐色 (10YR4/2)粘土 固 くしまる。汚れV層の再堆積。

褐色 (10YR4/0粘土 やや もろい。Ⅳ層の再堆積。

黄褐色 (10YR5/6)粘土 固 くしまる。W層 の一部で黄味が強い。

にない黄褐色 (10YR5/4)粘土 Ⅳ層の一部で、根によるカクランのせ

いか汚れている。一番よく見 られるⅣ層。

1:40
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●第59号、62号土坑

=62,900m

1 褐色 (10YR4/6)粘 土質 シル ト

2 暗掲色 (10YR3/4)ン ル ト 国 く

Ａ
卜

Ⅳ層の再堆積。

しまる。 1～ 5 mmの 炭化物散る。

1 褐色 (10YR4/4)粘土質 ンル ト Ⅳ～V層の汚れ再堆積に炭化物散 る。

2 にぶい黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 炭化物最 も多 く含む。W～ V層の汚れ再

堆積。

3 褐色 (10YR4/4)ン ル ト Ⅳ～ V層 の再堆積に炭化物含む。

4 褐色 (10YR4/6)ン ル ト もろい部分あり。 V層のプロ ンク,炭化物含む。

5 黄褐色(10YR5/6)粘 土質 ンル ト もろい部分と固い部分あり。V層のブロッ

ク含むⅣ～V層の再堆積。

6 褐色 (10YR4/4)シ ル ト もろい部分あり。 V層のブロック多量に含み、炭

化物含む。

7 暗褐色(10YR3/4)ン ル ト 固 くしまる。炭化物含む。最 も暗い層。

8 褐色 (10YR4/4)ン ル ト 固 くしまる。W層の汚れ再堆積に炭化物含む。

9 黄褐色 (10YR5/6)粘土質 ンル ト もろい部分 と固 くしまる部分あり。 V層
の再堆積。

10 黄褐色 (10YR5/6)粘土質 ンル ト もろい。Ⅳ～V層の再堆積。

11 にない黄褐色 (10YR4/3)粘土質 ンル ト 固 くしまる。 V層の汚れ再堆積。●第60号土坑

A
トーーL=62,800m

A
引

褐色 (10YR4/4)ン ル ト 2,3層 よりはっきりと暗い。根による汚れとほとんど同

じ。

黄褐色 (10YR5/6)粘 土 ほとんどW層その もの。

褐色 (10YR4/6)ン ル ト 2層 とほとんど同 じだが、 V層のブロック顕著に含む。Ⅳ

～V層の再堆積。

褐色 (10YR4/4)ン ル ト 粘性あり。 2層 とほとんど同 じだが、より暗いか。

にぶい黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト 非常に固 くしまる。顕者に暗く、土器含む。炭化

物ほんのわずか含む。

にA・ い黄褐色 (10YR4/3)粘土 非常に固 くしまる。Ⅳ～V層の汚れ再堆積。

0                1:40              2m
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。第61号土坑

だ

Ａト =62,800m
バ

引
根

~は
<根 Ⅳ

｀
根 V

A舎

1 掲色 (10YR4/4)シ ル ト 固 くしまる。Ⅳ層起源の上多 く、 1～ 5mの炭化

物散る。

2 褐色 (10YR4/6)粘土質 ンル ト 汚れⅣ層再堆積に炭化物含む

3 暗褐色 (10YR3/4)ン ル ト 固 くしまる。W～ V層起源の上。 1～ 2 mmの 炭

化物含む。
4 暗褐色 (10YR3/4)ン ル ト 固 くしまる。 3層 とほとん ど同 じだが、 5層 ブ

ロック多 く、より明るい。

L=63,100m

1 にない黄褐色 (10YR4/3)ンル ト 固 くしまる。細かい(l mm)炭 化物,焼土

粒含む。

2 褐色 (10YR4/4)ン ル ト Ⅳ層 ブロック,粒子多。 l mm程 度の炭化物散 る。

3 褐色 (10YR4/4)ン ル ト 2層 とほとんど同 じだが、より明るい。
4 褐色 (10YR4/4)ン ル ト 3層 とほとんど同 じだが、より暗 く、炭化物大 きい

(5 am)。

5 褐色 (10YR4/4)粘 土 汚れⅣ層再堆積に炭化物含む。 2層 より明 るい。

6 に小い黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト V層 ブロック顕著に含み、炭化物含む。汚

れhI彊再堆積。

7 褐色 (10YR4/4)粘 土 Ⅳ層再堆積。
8 灰黄褐色 (10YR4/2)シ ル ト 炭化物最 も多 く暗い層。下部に上器多い。

9_黄褐色 (10YR5/6)粘 土 Ⅳ層再堆積に炭化物含む。

10 黄褐色(10YR5/6)粘土 粘性強い。 9層 とはとんど同 じだが、 ま り汚れてい

る。

■ にぶい黄掲色 (10YR5/4)シ ル ト 汚れⅣ～V層再堆積。

0                1:40              2m
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。第64号上坑

O尽

=63.100m

黒褐色 (10YR2/2)ン ル ト ローム粒散る。第 3号住居跡の 2層 に似る。炭化

物含む。

黒褐色 (10YR2/2)に 褐色 (10YR4/4)斑 に入る。 ンル ト やや もろい。 1層
とほとんど同 じだが、より淡い。

黒褐色 (10YR2/3)に褐色 (10YR4/4)雖 に入 る。 ンル ト 2層 とほとんど同

じだがW層粒子多い。

褐色 (10YR4/6)シ ル ト 汚れW層再堆積。

黒褐色 (10YR2/3)に褐色 (10YR4/4)雄 に入 る。 ンル ト 粘性あり。 3層 と

ほとんど同 じ。

褐色 (10YR4/4)シ ル ト 粘性強い。 4層と 5層の中間的。

黄褐色 (10YR5/6)粘土質 ンル ト Ⅳ～V層の再堆積。

暗褐色 (10YR3/3)シル ト 粘性強 く、二番目に暗いが、基本は 3層 と同 じ。

褐色 (10YR4/6)粘土質 ンル ト ボツボツ。 7層 とほとんど同 じ。

暗褐色 (10YR3/4)粘土質 シル ト 固 くしまる。汚れV層再堆積 ?

暗褐色 (10YR3/4)に 褐色 (10YR4/4)斑 に入 る。 ンル ト 粘性強 く、 8層 と

ほとんど同 じ。

黒褐色 (10YR2/2)ンル ト 粘性あり。ボツボツ。最 も暗いが、基本は 8層 と

同 じ。

暗褐色 (10YR3/4)に褐色 (10YR4/6)ブ ロック入 る。 ンル ト 粘性強 く、大

部分はもろい。Ⅳ層ブロック含む。

黄褐色 (10YR5/6)粘土質 ンル ト V層 再堆積。

暗褐色 (10YR3/3)に黄褐色 (10YR5/6)斑 に入る。 シル ト 粘性強 く、やや

もろい。 9層より暗いが、基本は同 じ。

暗褐色 (10YR3/3)に 褐色 (10YR4/6)斑に入る。 ンル ト 粘性強い。

褐色 (10YR4/4)粘土質 ンル ト Ⅳ～ V層が根によるカクランを受けたものか。

o                l:40              2m
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Ａト L=63′ 100m 65号

6 褐色 (10YR4/6)と 暗掲色 (10YR3/3)の 混合。 シル ト 霜降状 にロームブロッ

ク含む。第65号土坑覆土。

7 暗褐色 (19YR3/3)シ ル ト 固 くしまる。ロームプロック,炭化物,焼土ブロッ

ク含む。

8 褐色 (10YR4/6)粘土質 ンル ト 固 くしまる。Ⅳ～ V層再堆積。焼土粒含む。

9 褐色 (10YR4/4)ン ル ト 固 くしまる。W層粒子,炭化物含む。

10 褐色 (10YR4/6)粘土質 ンル ト 固 くしまる。 8層 とほとんど同 じ。

■ 褐色 (10YR4/6)粘土質 ンル ト 10層に似るが、より暗い。

●第68号土坑

1 褐色 (10YR4/6)と 暗掲色 (10YR3/4)の混合。 ンル ト もろい部分 と固 くし

まる部分あり。Ⅳ～V層 ブロック含む。

2 黄褐色 (10YR5/6)粘 土質シル ト Ⅳ～V層 ブロック再堆積。

3 褐色 (10YR4/6)粘 土質 ンル ト 2層 と同 じだが色調がやや異なる。

4 黒褐色 (10YR3/2)ン ル ト 非常にもろい。

5 褐色 (10YR4/6)に 黒褐色 (10YR3/2)斑に入る。粘土質 ンル ト やや もろい。

粘性あり。Ⅳ～V層再堆積。

6 黒褐色 (10YR3/2)ン ル ト Ⅳ～ V層 ブロック含む。

7 褐色 (10YR4/6)ン ル ト もろい。Ⅳ～V層再堆積。

8 暗褐色(10YR3/4)ン ル ト 粘性あり。Ⅳ～V層粒子散る。
9 黒色(10YR2/1)シ ル ト Ⅳ～V層 ブロック含む。

黒褐色 (10YR2/3)シ ル ト 炭化物多 く含み、 ローム粒含む。

暗褐色 (10YR3/4)シ ル ト 炭化物, ローム粒含む。

掲色 (10YR4/6)に黄褐色 (10YR5/6)ブ ロックはいる。粘土質 ンル ト Ⅳ～

V層再堆積。

黄褐色 (10YR5/6)粘土質 ンル ト V層 ブロック。

暗褐色 (10YR3/4)シ ル ト 2層 より明るく、炭化物少ない。

暗褐色 (10YR3/4)に 赤褐色 (2 5YR4/8)小 プロック理に入 る。 ンル ト もろ

い。焼土粒多 く、炭化物含む。

暗褐色 (10YR3/3)ン ル ト もろい。 5層 とほとんど同 じだが、やや暗いか。

暗褐色 (10YR3/3)シ ル ト もろい。 7層 とほとんど同 じだが、ずっと暗い。

褐色 (10YR4/4)粘 土質 シル ト IV～ V層再堆積。

第
６４
号
土
坑

0                 1:40                2m

第47図 第65号～第67号土坑 (2)、 第68号土坑

=62,700m
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。第69号上坑

。第70号土坑

参

範

醸

褐色 (10YR4/4)ン ル ト 皿層下部に近 い。
ク,細かい炭化物含む。
褐色 (10YR4/4)に黄掲色 (10YR5/6)ブ ロッ
ト 固 くしまる。 1層 とほとんど同 じだが
きく、基本的な色調が晴い。
褐色 (10YR4/4)に 黄褐色 (10YR5/6)斑 に入る。 シル ト 固 くしまる。 1層
とはとんど同 じだが、Ⅳ層起源土多い。
褐色 (10YR4/4)に 暗褐色(10

増也Li藍れ,ユギ髯ξ甘諸ヒ彙蔦(鶏先争基ィ三転。
いテ汀悸にま看どなEχ書試

塁娼 含 h乱名 議 すと培褐 色 (10YR3/3)斑 に入 る。 ンル ト や や もろ い。 上

の層より、より霜降‖犬に混 じる。
暗掲色 (10YR3/3)に 黒褐色 (10YR2/3)ブ ロック状に入る。 ンル ト

似るが、より暗い。

Ａト L=63′ 800m

1 黒色 (10YR2/1)と 灰黄褐色 (10YR4/2)の 混土。 ンル ト 炭化物含む。Ⅲ屑上部に似 る。

2 黒褐色 (10YR3/1)と 灰黄褐色 (10YR4/2)の混土。 ンル ト と層 とほとんど同 じだが、より

明るい。

3 黄褐色 (10YR5/6)と 灰黄褐色 (10YR4/?)の 混土。粘土 Ⅳ層が汚れた感 じ。

4 褐灰色 (10YR4/1)と 灰黄褐色 (10YR4/2)の 混土。 ンル ト 2層 とほとん ど同 じだが、 より

明るい。

5 灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 炭化物含む。Ⅳ層粒子多い。

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

黄褐色 (10YR5/6)と にぶい黄褐色 (10YR4/3)の 混土。粘土 汚れⅣ層再堆積。

灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 5層 とはとんど同 じだが、より暗い。

灰黄掲色 (10YR4/2)シ ル ト 炭化物含む。7層 に似るが、W層粒子ほとんど含 まず、より暗い。

褐色 (10YR4/4)粘 土 汚れⅣ層再堆積。

黄褐色 (10YR5/6)粘土 もろい。Ⅳ層再堆積。

黄褐色 (10YR5/6)粘土 固 くしまる。 V層再堆積。

灰黄褐色 (10YR4/2)シ ル ト 粘性強い。炭化物含む。 8層 より暗い。

にぶい黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト ややもろい。 8層 と12層 の中間的。

黒褐色 (10YR3/2)シ ル ト やや もろい。12層 に似 るが、灰を多 く含んでいるためかより暗い。

にぶい黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト ややもろい。 9層 と13層 の中間的。

褐色 (10YR4/4)シ ル ト 汚れⅣ層の再堆積に炭化物含む。

褐色 (10YR4/4)シ ル ト もろい。焼土粒,灰,炭化物を多 く含む。焼土粒 は一番多い。

にぶい黄褐色 (10YR4/8)ン ル ト もろい。粘性強い。炭化物,灰を含む。

黒褐色 (10YR3/2)ン ル ト 灰,焼土粒を二番目に多 く含む。炭化物は最 も多い。

褐色 (10YR4/4)ン ル ト 非常 にもろい。炭化物含む。

にぶい黄褐色 (10YR5/4)ン ル ト 非常にもろい。Ⅳ層の汚れ再堆積に炭化物 を多 く含む。

褐灰色 (10YR4/1)ン ル ト 非常にもろい。粘性強い。炭化物多 く含む。

黒褐色 (10YR3/1)ン ル ト 粘性強い。灰最 も多 く、最 も暗い。炭化物含む。

黒掲色 (10YR3/1)ン ル ト 粘性強い。非常にもるい。炭化物,灰を多 く含み、土器 も多い。

黄褐色 (10YR5/6)地に灰黄褐色 (10YR4/2)の 斑。 ツル ト 2層 に似 るが、 よ り汚れている。

上面に上器含む。

にぶい黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 粘性強い。炭化物含む。

A
トー L=

2

3

暗褐色 (10YR3/4)ンフレト
暗褐色 (10YR3/4)ン ル ト
土より多 く明るい。
黒褐色 (10YR2/3)シル ト
暗褐色 (10YR4/4)ンフレト

黄褐色 (10YR5/8)lh土 ?
もの ?

Ⅳ層粒子, ブロッ    パ O

ク状に入る。 シル

、hI局 プロック大

7層 とほとんど同 じだが、より固 く緻密である。
ややもろい。 7層とほとんど同 じだが、Ⅳ層起源

もろ tヽ 。8層に似るが、より暗 くもろい。
固 くしまる部分あり。W～ V属の汚れ再堆積。
固 くしまる。 V眉のプロックというよりV層その

６

　

７

　

８

９

　

１０

１１

１２

　

‐３

もの 7
黄褐色 (10YR5/6)粘土 V層 が根によるカクランを受けたもの。

12                    12
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●第71号上坑
 +

。第73号土坑

Ａ
引Ａ卜

Ａ

ｏ

L=63′ 300m

暗褐色 (10YR3/4)ン ル ト 固 く じまる。 炭 化物 ,焼 上粒 わずか に含 む。

暗褐 色 (10YR3/4)と 褐色 (10YR4/6)の 混 合 。 ンル ト 粘 性 強 い。 IV～ V
膚 の再堆積。

褐色 (10YR4/6)粘 土 質 シル ト 固 く しま る。 V層の再 堆穣 に炭化 物 含む。

黄褐色 (10YR5/6)粘 土質 ンル ト V購 の再 堆積 。

褐色 (10YR4/6)粘 土質 シル ト 固 く しま る部分 と もろい部分あ り。 IV～ V
層 の再堆積。

掲色 (iOYR4/6)粘 上質 シル ト もろ い。 W層 の再 雅積。

暗褐色 (10YR4/4)帖上質 シル ト rtr層 の汚 れ再 堆積。 両端 は木根 に よるカ

クラ ン受 けて い る。

褐色 (10YR4/6)粘 土質 ンル ト 粘 性 強 い。 V層 の再堆積 。

にな い黄褐 色 (10YR4/3)粘 土質 ンル ト 粘性 強 い。 非常 に もろい。 8層が

本根 によ るカ ク ラ ンを受 けた もの ら しい。

におゞ い黄褐 色 (10YR4/3)粘 止質 シル ト 粘性 強 い。 非常 に もろい。 11層 が

様 によ るカク ラ ンを受 けた もの ら しい。

暗褐色 (10YR3/4)粘 土質 シル ト 固 くしまる。 V層の再駐積 に炭化物 含む。

A
トーーL=63,100m

ク ロボ クに IV眉 粒 子 ,炭 化物 含 む。 カ ク ラ ン ?
固 く しま る。 3 mm程度 の炭化物 含む。 6眉 の商

1 黒 褐 色 (10YR2/3)に 褐 色 (10YR4/6)プ ロ ック は い る。 シル ト 5硼 程 度
の炭化物 , ローム プロ ック含 む。

2 褐 色 (10YR4/6)と 黄 褐 色 (10YR5/6)の 混 合 。 粘 上 質 ンル ト V層 ブ ロ ッ
クの再堆積 (く ずれたもの)。

}籍暑岳麗魂爛 麟⇔盈と?#F。もすt'与Iii逮

5 露婚轡 k10YR3/4)ン ル ト 粘性 あ り。 やや もろ い。炭化物 含む。

。第72号土坑

+

１

２

３

４
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７

８

９

１０

１１

バ
引Ａ卜 L=62,900m

バ引

１

２

　

３
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７

　

８

９
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１１

１２

　

・３

・４

　

・５

・６

ンル ト 固 く しま る。 炭 化物 ほ とん ど含 まない。
ル ト 固 くしま る。 1～ 2 nnの 炭化物 含 む。 3層 に似 る

と黄褐色 (10YR5/6)の 混合。 ンフレト 固 くしまる。 4

3亮†
°

固 くしまる。 3～ 7Ю側の炭化物比較的多 く含む。

9η l。 画くしまる。6眉 とほとんど同じだが、炭化物

鰻鰯繰   麒
クは細 か い )。

IIB色 (loVR4/4)粘 土質ンル ト ややもろい。w～v層再堆積上 (V臓 ブロッ

帽色 ti艇岳4握:シ ;し  ヽ 勉能盪B:憲嫁Ⅸ
『

話唇粟権鷲ま塚芽ケツ0宅妾
けたものか。

増糧岳も鰯 継I豊うル竹性絶栓務口び晃鳥εiま と用と喬t先ふ∇まち
汚れて い る。
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。第74号土坑

A

L=63′ 200m

1 褐色 (10YR4/4)シ ル ト 粘性強い。Ⅳ～ V層の再堆積に炭化物混 じる。

2 にぶい黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 粘性強い。 ローム粒、小 さなプロック多い。炭化物

わずかに含む。

3 にない黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 2層 とほとんど同じだが 2層 より暗い。

4 にかい黄褐色 (10YR5/4)粘土 Ⅳ～V層のブロック。

5 にぶい黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 汚れたⅣ～V層の再堆積。

6 褐色 (10YR4/4)ン ル ト ややもろい。 ローム粒多い。

7 にぶい黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト もろい。炭化物含む。

8 掲色 (10YR4/4)粘土質 ンル ト もろい。汚れたⅣ～V層の再堆積。

9 にぶい黄褐色 (10YR5/4)粘上質 ンル ト 固 くしまる。

10 にない黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト 粘性強い。 ローム粒、炭化物含む。 2層に似るが、

よりしまる。

。第76、 77号土坑

77号

ギ  ャ
76号

0                1:40              2m
「―            - 1-一

黒 褐色 (10YR3/1)ン ル ト
上部 ―黒 褐 色 (10YR3/1)、  下部 ―褐 色 (10YR4/4)シ ル ト 固 くしま る。
上部 と 下部 は漸移的 (標 によ る汚 れ ?)。 炭化 物 含 む。
褐 色 (10YR4/4)粘 上質 ツル ト 汚 れ ,層 の再蛙 積 に炭化 物含 む。
黄褐色 (10YR5/6)粘 上  Ⅳ履 の再堆 積 に炭化物 含 む。
灰 黄褐色 (10YR4/2)粘 上質 ンル ト 粘性 強 い。 汚 れ W層 の再堆積 に炭化物
含 む。
褐灰色 (10YR4/1)粘 上質 ツル ト 固 くしまる。
にぶい黄褐色 (10YR5/4)粘 上質 ンル ト 固 くしまる。IV～ V癌の再堆積。

。第75号上坑―卜

＼＼＼＼＼ヽ
‐‐‐‐

　
　
　
　
　

ｒ・　Ａ引

。A

Ａ
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Ａ卜
A
卜 と=63′ 100m

A
卜 L=63′ 100m

N
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1 にな い黄褐色 (10YR5/4)ン ル ト 汚 れ Ⅳ～ V層 の再 堆 積 に炭化物含 む。
2 にか い黄褐色 (10YR5/4)粘 土質 ンル ト 粘性 強 い。 汚 れⅣ～ V層の再堆積

に炭化物 、燐上粒 含む。

3 に小 い黄橙色 (10YR6/4)粘 土  V層 の プ ロ ック。
4 黄褐 色 (10YR5/6)粘 土  V臓 の再堆積。 3層 よ り暗 い。

5 にか い黄褐色 (10YR4/3)粘 土質 ンル ト 炭 化物 含 む。
6 褐色 (10YR4/4)ン ル ト 固 くしまる。
7 にかい黄褐色 (10YR5/3)ン ル ト 粘性強い。
3 に●・い黄掲色 (10YR5/4)粘 土 同 くしまる。 V層 の再堆積。
9 半裁時V層 と考えていたが、 V層ではなかったよ うである。

=63.100m

1 褐 僅 (10YR4/6)と 灰黄 褐 色 (10YR4/2)の 混 土。 粘 土  第 4号 陥 し穴 1犬 辿

轄 の覆土。
2 におゞ い黄褐 色 (10YR5/4)粘 土質 ンル ト 炭 化物 含 む。 第 4号陥 じ穴状遺構

の覆土。 (根 によ るカク ラ ンを受 けて い る ?)
3 にな い黄褐色 (10YR4/8)粘 土質 ンル ト 炭化物 含 む。 2眉 とほ とん ど同 じ。

第 4号陥 し六状遺構 の覆土。

4 黒褐色 (10YR3/1)粘 上質 ンル ト ボ ッボ ッ。 第 4号陥 し穴状 遺構 の覆 土。

5 にぶ い黄褐 色 (10YR5/4)帖 土  やや ボ ツボ ツ。 第 76号土坑 の覆土。

6 黄褐色 (10YR5/6)粘 上質 シル ト Ⅳ～ V層の再堆積。第77号土坑の覆土。
7 にムゞい黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト 炭化物含む。第 7イ号上坑の覆土。
8 黄褐色(10YR5/6)粘 土 Iw～ V層の再 l■ 積。第77号上坑の覆上。

第74号～第77号土坑
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。第78号、79号土坑

。第80号土坑

Ａ卜 L=63,100rn

78号

。メ<

第51図 第78号～第80号土坑

】:墨摺担吉臨 塊 患ゝイ留り売雫
ン
失を物雲き:考 鳥ょ琴箸筆磯玄R、

3 姜箔也 (10YR5/6)粘土質 ンル ト 粘性強い。 W層 の再堆積に炭化物

4 倉黎lヽ 黄偶色 (10YR5/4)粘土質 シル ト 粘性強い。焼上粒、炭化物

5 婁摺色 (1。Y■5/6)粘上質 ンル ト 粘性強い。Ⅳ層の再 llr積に炭化物

,:量摺毯蕊倶ミξ活亀望害し寿雫
ン
宅、固聟しま落争映ん物覧募畠多

8 せ lゞ い黄褐色 (10YR5/4)粘上質 ンル ト 粘性 強 い。 Ⅲ層 の汚 れ再堆

み昌僣z吾繹魯矛善麹:暮こ方|で越遂謹と1予主聾と、Σttξ憲けF

L=63,100rn
B′

引

1 黄褐色 (10YR6/6)粘」二 部分的 |こ 固 くしまる。 V層が 4Rに よるカク

2 黄褐色轟乱名訪3と 灰黄褐色 (10YR4/2)の混土。粘土 粘性強い。

3 た蜃よ皇屠色題監民協)与予予
上
絶宅鶏ネ:ゃゃもろい。炭化物含

4 佗ぷい黄褐色(10YR5/4)粘上質シルト 4・L性強い。Ⅳ層の再堆積。
::で票憬髪亀躙 影

“

を土査ケηや
む
籍性強い。もろい。A7層の

7 層簑僚墨婚色紹乱亀うも亀上
る
岳路臓の再lt横。

3 にぶ い黄 褐 色 (10YR5/3)と 灰 黄 褐 色 (10YR4/2)の混 土 。 シル ト

9輩 擢 名 缶織 品 夕V鮪 裳� R4/め の混土 。 ンフレト や や も

10 皇 惜と と騒 診 5蘊 釧
含

亀推 強 い。 W～ V層の再 堆積 に炭

11 幾招亀 乙醜 粘 性 強 い。 IV～ V層の再 堆 積。 (V層 の ノ

そ ら蓋汽量堪鈍 響 き粘竺
性
藉樫監ュ『

群児♀層稼警確積硼 ヒ

14 契婁摺色(10YR4/2)ンル ト 固 くしまる。焼土粒含む。4Rに よるカ

Ａト L=63′100m
ド

引

1 暗褐色 (10YR3/4)ンル ト 1～ 認Enの 炭化物多 く含み、焼土ブロッ

ク含む。
2 暗褐色 (10YR3/4)シ ル ト やや もろい。 1層 との違いはややもろい

点だけ。
3 暗褐色 (10YR3/4)ン ル ト やや もろい。 2層 とほとんど同 じだが、

焼土粒含まず、W～ V層 ブロックの粒子多 く、より明るい。

4 暗褐色 (10YR3/8)ン ル ト 細かい炭化物散る。所々N～ V層再堆積

上が広がるが、層 として分けられない。他より暗い。
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。第81号土坑

。第32号上坑

Ａ

ｏ

A
卜 L=63′ 100m

1 にぶい黄褐色 (10YR5/4)地に黒掲色 (10YR3/2)の 斑。 シル ト 固 くしまる。

1～ 2 mm程 度の炭化物含む。焼土粒含む。

2 にない黄掲色 (10YR5/4)粘 土 固 くしまる。

3 にない黄褐色(10YR5/4)粘土 固 くしまる。

物少なく、より明るい。

4 にぶい黄褐色 (10YR5/4)粘土 固 くしまる。

明るい。

5 黄褐色 (10YR5/6)地 ににぶい黄褐色 (10YR5/4)の 斑。粘土 固 くしまる。

汚れⅣ層の再堆積。

におゞい黄褐色 (10YR5/4)粘土 粘性強い。Ⅳ～ V層の再堆積。

にない黄褐色 (10YR5/3)粘上 粘性強い。固 くしまる。

=63′ 200m

黒褐色 (10YR2/2)ン ル ト ローム粒子散る。Ⅲ層 とほとんど同 じ。

黒褐色 (10YR2/3)ン ル ト ローム粒子散る。Ⅲ層の明るい部分とほとんど同 じ。

黒色 (10YR1 7/1)シ ル ト ローム粒子散 る。 1～ 2層 とほとんど同 じだが黒い。

黒褐色(10YR2/2)と 暗褐色 (10YR3/3)の 混合。 シル ト 粘性強 く、 1層 と 2層の中間的。

暗褐色 (10YR3/3)シ ル ト 粘性強い。 ローム粒多 く、炭化物含む。

暗褐色 (10YR3/3)ン ル ト 粘性強い。やや固 くしまる。 5層 に似 るが、より暗 く、炭化物比較的多い。

暗褐色 (10YR3/3)シ ル ト 粘性強い。 5層 とほとんど同 じだが、よ り暗い。 (6層 より明 るく、炭化

物少ない)。

にぶい黄掲色 (10YR4/3)シ ル ト 粘性強い。やや もろい。 7層 とほとんど同 じだが、はんの少 し明る

ヽヽか。

にぶい黄褐色 (10YR4/3)と 褐色 (10YR4/6)の 混合。 ンル ト 粘性強い。汚れⅣ層再堆積。

暗褐色(10YR4/4)ン ル ト 粘性非常に強い。 9層に似るが、より暗い。

暗褐色 (10YR3/3)ン ル ト 粘性あり。 6層 とほとんど同 じだが、より明るい。

暗褐色 (10YR4/4)シ ル ト 粘性強 く、10層 とはとんど同 じだが、より暗い。

褐色 (10YR4/6)と 暗褐色 (10YR4/4)の 混合。 ンル ト 粘性強 く、 V層のブロックがほとんどを占め

るV層の再堆積。

14 褐色 (19YR4/6)シ ル ト 粘性強い。Ⅳ層再堆積。

15 褐色 (10YR4/6)ン ル ト 粘性強い。 V層のブロック含むⅣ～ V層の再堆積。

16 暗褐色 (10YR3/3)シ ル ト 粘性強い。固 くしまる。炭化物含む。

17 暗褐色 (10YR3/3)と 褐色 (10YR4/6)の 混合。 ンル ト 粘性強い。Ⅳ層の汚れ再堆積に炭化物含む。

18 暗褐色 (10YR4/4)シ ル ト 粘性強い。13層 と同 じ。

19 暗褐色 (10YR3/3)ン ル ト 粘性強い。炭化物比較的多い。

20 褐色 (10YR4/6)ン ル ト 粘性強い。Ⅳ層の再堆積に炭化物含む。

21 暗褐色(10YR3/4)ン ル ト 粘性強い。非常にもろい。

22 暗褐色 (10YR3/3)と 褐色 (10YR4/6)の 混合。 ンル ト 粘性強い。 N層の汚れ再堆積に炭化物わずか

に含む。

23 暗褐色 (10YR3/3)シ ル ト 粘性強い。非常にもろい。21層 よリローム粒多いか (ほ とんど同 じ)。

24 暗褐色 (10YR3/4)シ ル ト 粘性強い。Ⅳ層の汚れ再堆積に炭化物含む。22層 より暗い。

25 暗褐色 (10YR3/3)ン ル ト 粘性強い。

o                l:40              2m

第52図 第81号、第82号土坑

1～ 2 mm程 度の炭化物最 も多い。

2層 とはとんど同 じだが、炭化

l cI大 の炭化物含む。 3層より

多
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。第83号土坑 +

卦
尽

A
|―一―L=62′500m

1 暗褐色 (10YR3/3)粘土質 ンル ト l mm程 度の炭化物非常 に多 く含み、 l cu程 度

の炭化物 も含む。

2 褐色 (10YR4/4～4/6)粘 土質 ンル ト 1～ 5 mIF程 度の炭化物含む。

3 明褐色～褐色 (75YR5/6～ 4/6)粘 土  もろい。Ⅳ層の再堆積。

4 暗褐色 (10YR3/4)粘土質 ンル ト Ⅳ層の再堆積 に lm～ lclの 炭化物含む。

5 褐色 (75YR4/6)粘 土 Ⅳ層の再堆積。

6 暗褐色 (10YR3/3)ン ル ト 粘性強い。炭化物含む。

7 暗褐色 (10YR3/3～3/4)シ ル ト W層 の再堆積に炭化物わずかに含む。

8 暗褐色 (10YR3/3～3/4)粘土 Ⅳ層の再堆積。

9 暗掲色 (10YR3/4)粘 上  8層 とほとんど同 じだが、色調が灰色がかっている。

。第85号～87号土坑

1 褐色 (10YR4/4)ン ル ト 汚れAr～ v層再堆積 (細 かいV層 ブロック含む )

に 1～ 5 mmの 炭化物含む。
つ 褐色 (10YR4/4)1こ 褐色 (10YR4/6)混 じる。 ンル ト 1層 に性質は似 るが、

V層 プロック大 きく多い。
3 褐色 (10YR4/6)に 褐色 (10YR4/4)混 じる。 ンル ト V層 ブロックの集まり。
4 暗褐色 (10YR3/4)粘土質 シル ト 固 くしまる。汚れV層再堆積。

5 褐色 (10YR4/6)粘土質 シル ト 固 くしまる。 V層再堆積。
6 暗褐色 (10YR3/4)に 褐色 (10YR4/6)斑 に入る。粘土質 ンル ト 固 くしまる。

汚れV層再堆積 (ブ ロック状)に炭化物含む。
7 暗褐色 (10YR3/4)粘土質 シル ト 6層 とほとんど同 じだが、よリー様。
8 暗褐色(10Y■ 3/4)イ こ褐色 (10YR4/6)斑に入る。粘上質 ンル ト 固 くしまる。

6層 と 7層 の中間的。
9 暗褐色 (10YR3/4)IIB土質 ンル ト 固 くしまる。 7層とほとんど同 じ。
10 褐色 (10YR4/4)ン ル ト 8層 に似 るがよりV層土多 く、明るい。
■ 暗褐色 (10YR3/4)粘土質 ンル ト 粘性強い。汚れV層再堆積。
12 クリーニ ング時に掘 られてなくなって しまった。

A
トーーL=62′000m

パ
引

85号

上場崩落

186号

N

第83号、第84号土坑、第85号～第87号土坑 (1)第53図
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Ａ卜 =61′ 700m

。第88号上坑

A
卜 L=60′ 700m

A
引

暗褐色 (10YR3/4)に褐色 (10YR4/6)ブ ロック混 じる。 シル ト Ⅳ～V
層 ブロック含む。 2層 ほど顕著ではないが、ブロックの寄せ集 め。

暗褐色 (10YR3/4)に褐色 (10YR4/6),黒 褐色 (10YR2/3)プ ロック混 じ

る。 ンル ト ボロボロ崩れる。 ブロックの寄せ集め。

暗掲色 (10YR3/4)ン ル ト 粘性強い。 この土だけが他 と顕著 に異なり、

ブロック状でない。

暗褐色 (10YR3/4)に褐色 (10YR4/6)ブ ロック混 じる。 ンル ト 粘性 あ

り。 1層 とほとんど同 じ。

暗褐色 (10YR3/3)と 褐色 (10YR4/6)の 混合。 ンル ト Ⅳ～ V層 ブロッ

ク顕著な霜降に近い土。

暗褐色 (10YR3/3)ン ル ト 炭化物含む。一般的な土坑の覆土。

褐色 (10YR4/6)に 暗褐色 (10YR3/3)IXiに 入る。粘土質 ンル ト V層 ブ

ロック顕著なⅣ～ V層再堆積。埋めもどし土と思われる。

暗褐色(10YR3/3)ン ルト 粘性強く、炭化物含まないが、 2層 に似る。

暗褐色(10YR3/4)に褐色(10YR4/6)ブ ロック入る。 Ⅳ～V層汚れ再

堆積。焼土ブロック含む。

o                l:40              2m

調査範い外

。第89号土坑

第54図 第85号～第87号土坑 (2)、

|― L=60,700m

-151-

第88号、第89号土坑



。第90号土坑

。第91号土坑

９

Ю

Ｈ

ｌ２

憾

‐４

‐５

1～ 3 第42号 焼土遺構
4 暗褐色 (10YR3/4)に 黄褐色 (10YR5/6)と 暗褐色 (10YR3/3)の 混合。 ングレト

固 くしまる。 ロームブロック含む。
5 暗褐色 (10YR3/4)ン ル ト 回 くしまる。 4と 同 じ性質だが、より暗い。
6 褐色 (10YR4/6)に 暗褐色 (10YR3/4)斑 に入 る。 シル ト 汚れⅣ～ V層再堆

積。
7 黄褐色 (10YR5/6)と 暗褐色 (10YR3/4)の 混合。 ンル ト 6層 に似る。
8 暗褐色 (10YR3/3)に 黄褐色 (10YR5/6)斑 に入 る。 ンル ト 5層 に似 るが、

より暗い。
暗褐色 (10YR3/8)と 黄褐色 (10YR5/6)の混合。 シル ト 圏 くしまる。 8層
とはとんど同 じ。
褐色 (10YR4/6)に 暗褐色 (10YR3/4)斑 に入 る。粘土質 ンル ト 6眉 とほと
んど同 じだが、より明るい。
暗褐色 (10YR3/3)に 黄褐色 (10YR5/6)プ ロック入 る。 シル ト 6層 とほと
んど同 じだが、より暗い。
黄褐色 (10YR5/6)に 暗褐色 (10YR3/3)4に 入 る。 シル ト 固 くしまる。 V
層ブロック多のh7～ v層再堆積。
黄褐色 (10YR5/6)と 暗褐色 (10YR3/3)の 混合。ンル ト 10層 とほとんど同 じ。
黒褐色 (10YR2/3)に黄褐色 (10YR5/6)プ ロック入る。 ンル ト 固 くしまる。
11層 とほとんど同 じ。
黄褐色 (10YR5/6)シ ル ト 固 くしまる。13層 とほとんど同 じだが、より明る

暗褐色 (10YR3/8)ンル ト 固 くしまる。14瞳 とほとんど同 じ。

A                         A′

1～ 6:5A炉 跡  5B炉 跡炉

7 暗褐色 (10YR3/4)ン ル ト 固 くしまる。 ローム粒多い。

8 暗褐色 (10YR3/4)シル ト 固 くしまる。 7層に似るが、より暗い。

9 暗褐色 (10YR3/3)に 掲色 (10YR4/6)斑 に入 る。 ンル ト 霜降状にロー

含む。炭化物わずかに含む。

10 暗褐色 (10YR3/3)に 褐色 (10YR4/6)斑 に入 る。 ンル ト ややもろい。

とほとんど同 じだが、より暗い。
11 褐色 (10YR4/4)シル ト もろい。Ⅳ層再堆積。

12 黄褐色 (10YR5/6)粘土 固 くしまる。W層再堆積。

13 暗褐色 (10YR3/3)ン ル ト 固 くしまる。 ロームブロック含む。

14 黒褐色 (10YR2/3)ン ル ト 固 くしまる。13層 に似るが、より暗い。

15 褐色 (10YR4/6)粘土質 ンル ト 固 くしまる。 V層再堆積。

調査範囲外

粒

　

層

。第92号土坑

+ A
卜 L=60′400m

バ
引

2層 よ り固 く、霜降度 弱 い。

尽

６

７

８

９

　

Ю

　

Ｈ

ψ

非常に国 くしまる。

暗褐色 (10YR3/4)ン グレト 固 くしまる。 しまり以外
`よ

10層 と同 じ。
暗褐色 (10YR3/4)ン ル ト もろい部分と固 くしまる部分あり。11庸より炭化
物多 く、暗い。

0                1:40              2m

第90号～第92号上坑
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。第93号土坑+

。第94号土坑

１
２
　
３
　
４
　
５
　
６
　
７
３
　
９
１０
　
■

L=61,400m

汚 れ V層再堆積。

A
卜 L=60,000m

膳糧名tiζ�亀,3し批I篭長證亀。
口
j孔詐砲〒ギて濠きfπシロック散

る。炭 化物 含 む。
褐 色 (10YR4/6)と 暗褐 色 (10Y■3/4)の混 合。 ンル ト 固 く しま る。 IV～ V
層再堆 積 に炭化物 含む。
黄褐色 (10YR5/6)に暗褐色 (10YR3/4),(10YR3/3)プ ロック入る。粘 上
V臆 ブロ ンクを主体 とする。
暗褐色 (10YR3/3)イ こ褐色 (10YR4/6)ブ ロック入 る。 ンル ト 閣 くしまる。
ロームブロックやや多 く、炭化物含む。
噌褐色 (10YR3/4)に褐色 (10YR4/6)斑 に入る。 シル ト 固 くしまる。 ロー
ム粒多い。炭化物含む。

婆糧談IBミ鶏影8と倦描避乳も七毛え,ミ駐、
4七

,,ゃ
よ
ぎ嘉(蠍分と固く

しまる部分 あ り。 ロー ム ノ ロ ック含 む。
褐 色 (10YR4/6)シ ル ト 粘 性 あ り。 汚 れⅣ～ V層再 lt積 。
Π音褐 色 (10YR3/3)に褐 色 (10YR4/6)ブ ロ ック入 る。 シル ト 粘性 あ り。 圃

く しま る。 7層 に似 るが 、 よ リ ロー ム粒 多 く明 るい。
暗褐 色 (10YR3/3)と 褐 色 (10YR4/6)の 混 合。 粘 上 質 シル ト 国 く しまる。

Ａ引

韻 参 Fu醸
外

十
。第95号土坑

0                1:40              2m

暗褐色 (10YR3/4)ン ル ト 固 く しま る。 IV～ V層粒 子 ,細 か い ノ ロ ック多
い。炭 化物含 む。

褐色 (10YR4/4)ン ル ト 固 く しま る。 Ⅳ層汚 れ再堆穣。

暗褐 色 (10YR3/4)ン ル ト 固 く しま る。 1層 とほ とん ど同 じだが、やや暗 い。

黒褐 色 (10YR2/2)に 暗褐 色 (10YR3/4)斑 に入 る。 シル ト 固 く しまる。 や

や霜 降伏 にⅣ層 ブロ ック含 む。
口音褐色 (10YR3/3)に 暗褐 色 (10YR3/4)と 褐色 (10YR4/6)プ ロ ックIIlこ 入 る。
ンル ト 固 くしまる。 4層 に似 るがず っと明 るい。

暗掲色 (10YR3/4)と 黄 褐 色 (10YR5/6)の 混合。 ンル ト  もろい部 分 あ り。

5層の上 に V層 ブロ ック多 く含 む。

褐 色 (10YR4/6)粘土 質 ンル ト もろ い部 分 あ り。 V届 ブ ロ ックで構成。 埋

め もど した土 か。
暗褐色 (10YR3/4)シ ル ト や や霜 降 状 にⅣ～ V層 ブ ロ ック含 む。 埋 め もど

じた十か。

第56図 第93号～第95号土坑
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。第96号土坑

Ａ卜 L=60,300m

1 暗褐色 (10YR3/4)シ ル ト Ⅲ層より暗 く、炭化物含む。

2 褐色 (10YR4/4)ン ル ト Ⅳ層の汚れ再堆積に炭化物含む。

3 褐色 (10YR4/4)ン ル ト 固 くしまる。W層の汚れ再堆積に炭化物多 く含む。

4 暗褐色 (10YR3/4)に 黒褐色 (10YR2/2)ブ ロック混入。 シル ト 固 くしまる。

霜降土に近 く、Ⅳ～V層粒子, プロック含む。炭化物含む。

5 褐色 (10YR4/6)粘土質 ンル ト もろい。 V層 プロック多 く含む。Ⅳ～V層再

堆積。

6 褐色 (10YR4/4)ン ル ト 固 くしまる。 3層に似るが、炭化物少ない。

7 暗褐色 (10YR3/4)ン ル ト 固 くしまる。 6層に似るが、まり暗 く、V層ブロッ

ク顕著。

8 暗褐色 (10YR3/4)シ ル ト 固 くしまる。 7層 とほとんど同 じだが、より暗い。

●第98号上坑

。第97号土坑

IA

瀬
藝 外

Ａ卜 L=59′600rn

墨 振 懸

=階

)に 黄 褐色 (10YR5/6)ブ ロ ック混 じる。 ンル ト 藉 降 上 で

暗褐色 (10YR3/4)に 黄褐色 (10YR5/6), 黒褐色 (10YR2/2)ブ ロ ック混 じる。
ンル ト 1層 と同 じだが、黄色 味が 強 い。
褐色 (10YR4/4)シ ル ト もろい。 2庸 よ りさ らに黄色味が強 い。
暗褐 色 (10YR3/3)ン ル ト I層 と 2層の中間的。
暗褐 色 (10YR3/4)に 褐 色 (10YR4/4)混 じる。 ンル ト や や もろい。 3層 と
ほ とん ど同 じ。
暗褐 色 (10YR3/3)ン ル ト 霜 降度 弱 い。
暗褐 色 (10VR3/4)ン ル ト 固 く しま る部 分 あ り。 5層 に似 るが、霜降度弱 い。
暗褐 色 (10YR3/3)ン ル ト 粘性 あ り。 もろい。藉 降度 弱 く、 V層の細 か な ブ
ロ ック含 む とい った感 じ。
黄褐 色 (10YR5/6)粘土  V層 が根 で汚 れ た もの。

。第99号土坑

1 褐色 (10YR4/4)粘土質 シル ト 土器を含む。W層の再堆積。

L==62,400m

暗褐色 (10YR3/4)粘 土質 ンル ト 固 くし

まる。霜降状に細かいローム粒多 く含む。

Ｎ引Ａト
＋

Ａ

。

Ａト L=62,300m

0                1:40              2m

第57図 第96号～第99号土坑
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。第100号上坑

=62′500m

黒褐色 (10YR3/1)地ににぶい黄褐色 (10YR5/4)混 じる。 ンル ト 多量の灰 ,

ローム粒含み、 2～ 3 mmの 炭化物 も多い。焼土粒含む。

黒色 (10YR2/1)ン ル ト 灰,炭化物最 も多 く含む。 ローム粒含む。焼土粒

含む。

黒掲色 (10YR3/2)シ ル ト 1層 に似 るが、 ローム粒少ない。

掲色 (10YR4/4)粘 土 固 くしまる。AI～ V層の汚れ再堆積。

褐色 (10YR4/4)シ ル ト Ⅳ～ V層 の汚れ再堆積。 4層よりしまりが弱い。

。第103号、104号土坑

104号
′

第31号土坑

(崩 落)

。第101号、102号土坑

▼   v

掲色 (75YR4/6)シ ル ト 固 くしまる。焼土粒多い。炭化物含む。 どち

らの上坑 とも関係ない ?
にぶい黄褐色 (10YR4/3)ンル ト 固 くしまる。炭化物含む。どちらの上

坑 とも関係ない ?

褐色 (10YR4/4)粘土 炭化物含む。第101号土坑覆土。

黄褐色 (10YR5/6)粘土質 シル ト 炭化物含む。第101号土坑覆土。

にぶい黄褐色 (10YR4/3)ンル ト 固 くしまる。粘性強い。炭化物含む。

第102号土坑覆土。

黄褐色 (10YR5/6)粘 土質 ンル ト 粘性強い。炭化物含む。第102号 土坑

跡覆土。

褐色 (10YR4/4)ン ル ト 粘性強い。第102土坑覆土。

灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 根による汚れ ?土坑 とは関係ない。

0                1:40              2m
AO

第58図 第100号～第102号土坑、

L=63.400m
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第103号、第104号土坑 (1)



Ａト
A

引=63′ 400m

第31号土坑

灰黄掲色 (10YR4/2)ン ル ト 固 くしまる。 V扇 ?プ ロック多い。
におゞい黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト 国 くじまる。Ⅳ層 ?汚れ再堆積。におゞい黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト 国 くじまる。Ⅳ層 ?汚れ再堆積。
褐色 (10YR4/の シル ト 固 くしまる。31層 によく似 るわゞ、より明るい。
灰黄48色 (10YR4/2)シ ル ト 固 くしまる。 W層 ?粒子多 く、炭化物含む。
灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 固 くしまる。 V層 ?ブ ロック含む。

第29号土坑

灰黄褐色 (10YR4/2)ン ル ト 固 くしまる。 V層 ?ブ ロック含む。
にぶヽ`黄褐色 (10YR5/3)ン ル ト 固 くしまる。30層 とほとんど同 じだが、より明るいか。
|こ ぶい黄褐色 (10YR4/3)シ ツレト 回 くしまる。35層 より暗 く、 V層 ?プ ロック含まない。|こ ぶい黄褐色 (10YR4/3)シ ツレト 回 くしまる。35層 より暗 く、 V層 ?プ ロック含まない。
にない黄褐色 (10YR4/3)ン ル ト 固 くしまる。36層 とほとんど同 じだが、より暗 く、 V層 ?ブ ロック含む。
に小い黄掲色 (10YR5/4)粘 上 候で汚れているが、Ⅳ庸と思 う。

1:40              2m

黒色 (10YR1 7/1)ン ル ト ローム粒散 る。炭化物含む。第11号住居跡 と第105号 土坑両方

皇籍談 ЮYRИ )ン ル ト やや もろい。 ローム粒多 く散る。細 号土坑覆土。
黒色 (10YR2/1)シ ル ト 粘性あり。 ローム粒散 る。10層の再堆積か。第105号土坑の覆土。
黒褐色 (10YR3/1)粘土質 ンル ト もろい。 ローム粒非常に多い。 ロームブロック含む。
第105号土坑覆土。
黒褐色 (10YR3/2)シル ト ローム粒非常に多い。第105号土坑覆土。

鰻籍琶!絣9誉ウルてれ平軍送層冒挙嘗と密避緊姦轟詫著土坑覆土。
にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘土質 ンル ト ローム粒、炭化物含む。第105号土坑覆土。

第59図 第103号、第104号土坑 (2)、 第105号土坑

〕                 m

A。

第104号土坑遺物出土状況

第11号住居跡

-156-
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。第 1号陥し穴状遺構

十

Ｂト L=63,700m

暗褐臼(10YR3/3)シルト し―ムー柱多い。
晴褐色(10YR3/4)シルト 汚れⅣ鱚の再堆積。
褐色(10YR4/の 粘土質シルト 汚れⅣ層の鵡
曙得色(10YR3/4)粘土質ンルト 非常に尊ろヽ Lロームー粒多 、ヽ ●―ムプロッ
ク含む。
暗褐色(10YR3/4)粘土質シルト 粘性強い。画くしまるoロ ーム粒含む。

母
′

Ｂ引

●第 2号陥し穴状遺構

/,
″   |

Ｂト L圭 63′600m

1`黒褐色(10YR2/2Jシルト ローム粒散る。
2.黒褐色(10YR3/2〉 ン″ト ローム粒多く散る。

E:鍵器留協雛贔洛鳥ガ務強暁粘fLAシルト財物舘根はるルラン受け

::認雪程I職8絶壌影体
脚ヒ物、雄力′ケ含む。根はるカタラ泰けている。

第60図 第 1号、第 2号陥し穴状遺構

0                 1:40               2m
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。第 3号陥 し穴状遺構

Ａ卜 L=634000Fn Ｂト L=63,000m

】:員懇魯t認¥朋通生基ン元〒
ム
警空娑雑含む。

二:暦齋継!B鰹警ウ掃¥ル患雄昌I´祥驀お指れ再堆積。
::墾亀靭

シ
件二手縄犠鴫堪発惑離 れていたの瑚どものとしたが、根はるカクラ

生曇亀遣奮禽亀与急絶圭
う再t娼泳岳鑽 拒絶4跳 クラン受けている。

9:轟発評沼邪叩孝繹イ無にξ客持
V層のカッタ非常に多い。

第4号陥し穴状遺構

Ｂ引Ａ引

Ｂ

０

ドーーーL=63′000mゴ

麓岳駅務懲坐レ′泳
~4欝

督毯患|ぜ岳特乎薔】≒筆
堆積。
に森い黄褐色(10YR4/3)粘土資シル ト 活性醜 ロー

ム粒含む。

黄褐色(10YR5/6)粘土 粘性強。Ⅳ層の再犠
にA・・い黄褐色(10YR4/9粘土質ンル ト 粘性義
3層に非常によく似るが、より暗い。

灰黄褐色(10YR4/妙 粘土質ンル ト 粘性韓。 もろい。
ローム粒散るむ

灰黄褐色(10YR4/2)粘 土質ツル ト 粘性強。非常にも

ろい。根による方クラン。

0                 1:40               2rn

号、第 4号陥 し穴状遺構
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し穴状遺構

第61図 第 3



十
。第 5号陥 し穴状遺構

第73号土坑

B

。第 6号陥 し穴状遺構

褐色(10YR4/4)ンルト 炭化物含む。根でV層が汚れた
ような感じ。

褐色 (10YR4/6)と 黒褐色 (10YR2/2)と 暗褐色 (10YR3/4)
の混合。 シル ト もろい。黄褐色地に黒斑。

褐色 (10YR4/6)と 暗褐色 (10YR3/4)の 混合。 シル ト

もるい。 1層 に性質はよく似るが、両方の土の色が近 く、
ボヤーとした印象。

暗褐色 (10YR3/4)シ ル ト 非常にもろい。Ⅳ層汚れ再堆積。

…     B′

第80号土坑

2

黒褐色 (10YR2/2)に 黄褐色 (10YR5/8)ブ
ロック斑に入る。 ンル ト 第 5号陥 し穴状

遺構の 1層 に相当すると思 うが、黒色上が

淡い。

暗褐色 (10YR3/4)と 黄褐色 (10YR5/8)の
混合。 シル ト もろい。第 5号陥 し穴状遺

構の 2層に相当すると思 うが、黄褐色土少

ない。

褐色 (10YR4/4)ン ル ト 粘性あり。 2層に

似 るが、より黄褐色土多い。第 5号陥 し穴

状遺構の覆土。

黒褐色 (10YR2/2)と 褐色 (10YR4/4)と 黄

褐色 (10YR5/6)の 混合。粘土質 ンル ト 粘

性強い。 もろい。IV層 の再堆積に黒色土含

Ｂ引Ｂト
ド

●第 7号陥 し穴状遺構

Ａ卜 L=64′ 100m

む。第 5号陥 し穴状遺構の覆土。

第73号土坑の 1層 と同 じ。

第73号土坑の 2層 と同 じ。

第73号土坑の 9層に似 る。

第73号土坑の13層 と同 じ。

第73号土坑の15層 と同 じ。

盛土

にぶい黄褐色 (10YR5/4)粘 土 固 くしまる。Ⅳ層の

再堆積。

褐色 (10YR4/4)粘 土 W層 の再堆積。

灰黄褐色 (10YR4/2)シ ル ト 粘性強

1
尽

引
0´

習  了
根

第62図 第 5号～第 7号陥 し穴状遺構

ラ(Vツ生
L=60,610m
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。第 1号～10号焼土

3号

卜 L弓鶴′甲Omゴ
′

鯵
g

鯵
鰐

Ｏ
Ｇ

Ｏ
Ｇ

①

∂

7号

Ｅ

ｏ

Ｃ

ｏ

縁
嶋

Ｃ

ｅ

鰐
⑬

Ｄ

ｏ

2号

ド

6号            7号

性 側お0寧′
卜 L=鶴お側m

μ 却坪叫

μ=“お∞可
1  3

坤
8

Ｅ引

9号

G
トーーL=63′ 600m   引

。第11号～14号焼上

1 明赤褐色 (5YR5/8)砂質 ンル ト 焼土。     7
2 褐色 (7 5YR4/4)粘 土質 シル ト ボツボソ。焼土粒混 じる。根穴。
3 褐色 (7 5YR4/4)ン ル ト 根穴。

4 明褐色 (7 5YR5/6)ン ル ト 固 くしまる。焼土粒散る。根穴。

5 褐色 (10YR4/4)地 に明赤褐色 (5YR5/8)の ブロック。 ンル ト 根穴。
6 褐色 (10YR4/4)ン ル ト 根穴。

7 明褐色 (7 5YR5/8)ン ル ト ややもろい。火を受けてⅣ層が変化 したもの。
8 黄褐色 (10YR5/8)ン ル ト ややもろい。焼土粒散る。根穴。

G′

Ｃ

ｏ 且号

卜_L=63,ヂ lm臨
鴫

Ｃ

ｏ

OB

瞬⑬
ユ 赤褐色 (5YR4/6)砂質 ンル ト 焼土。

2 赤褐色 (5YR4/6)ン ル ト 焼土粒多い。

OA

13号

第63図  第 1号～第14号焼土

12号 13号

1 赤褐色 (25YR4/8)ン ル ト 焼土。

2 明赤褐色 (25YR5/8)ン ル ト ややもろい。焼土。
3 褐色 (10YR4/6)シ ル ト 根によるカクラン。
4 暗褐色 (10YR3/3)ン ル ト 3層 と同 じ。

5 明赤褐色 (25YR5/8)シ ル ト 固 くしまる。焼上。

14号  6 褐色 (10YR4/6)粘 土質 シル ト 固 くしまる。焼土粒多い。

C              C′
トーーL=63′ 700m 引

OB′

OA

0                1:40              2m

⑤ G
H′

1 明赤褐色～赤褐色(5YR5/8～ 4/8)ンルト
固くしまる。焼土。
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。第15号～23号焼土

明褐色 (75YR5/6)粘 土

貼床に似ている。

赤褐色 (25YR4/6)シ ル ト

褐色 (10YR4/6)ン ル ト

16号

卜
L=

鰐∞
黒褐色 (10YR2/3)ン ル ト もろい。根 によるカクラン。

明赤褐色 (2 5YR5/8)砂 質 ンル ト 固 くしまる。焼土。

褐色 (75YR4/6)砂質 シル ト 固 くしまる。焼上が根によるカクラ

ンを受けたもの。

黒褐色 (10YR2/2～ 2/5)シ ル ト もろい。根によるカ

赤褐色 (2 5YR4/6)砂 質 ンル ト 固 くしまる。焼土。

褐色 (7 5YR4/6)砂 質 ンル ト 固 くしまる。焼土プロッ

含む。

掲色 (10YR4/6)ン ル ト 焼土粒含む。

=63,000rn

鳴
Ｃ
ト Ｃ引

‐

』
鴫

(霰
藝 鬱

)°

[鱒甥
g

非常に固 くしまる。 W層起源の上が変質 したものか。

非常に固 くしまる。焼土。

Ⅳ層が熱によって変質 したもの。

ｏ

ｒ
）

　

一Ｅ

ｏ 嶋
Ｄ卜 Ｄ引

褐色～暗褐色 (75YR4/4～ 3/4)

い。根によるカクラン。

赤褐色 (2 5YR4/6)砂 質 ンル ト

焼土。

19号

E               E′

シル ト もろ

固くしまる。

G′ 。 十 】
3

赤褐色 (5YR4/8)砂質 ンル ト 固 くしまる。焼土。

暗赤褐色 (5YR3/6)砂 質 ツル ト 焼土粒多い。

根によるカクラン受ける。

褐色 (10YR4/4)地 に黒褐色 (10YR2/3)斑。 ン

ル ト 焼土粒混 じる。根によるカクラン多い。

F  20号
トーーL=63,200m

霧
Ｈト

号Ｆ¶

霧
鬱

褐色 (75YR4/6)シ ル ト 焼土粒,焼土 ブロッ

ク多い。焼土が根によるカクランを受けたもの。

赤褐色 (25YR4/6)砂 質 ンル ト 固 くしまる。

焼土。

褐色～暗褐色(75YR4/4～ 3/4)シ ル ト 固 くし

まる。焼土粒多い。

暗褐色 (10YR3/4)シ ル ト もろい。根 による

カクラン。

赤褐色 (2 5YR4/6)砂 質 ンル ト 焼土。

褐色 (7 5YR4/6)ン ル ト 根によるカクラン。

0                 1:40               2m

第64図 第15号～第23号焼土

バ引
孵
Ａ片

L=63,000m

赤褐色 (2 5YR4/6)ン ル ト

赤褐色 (5YR4/6)シ ル ト

焼土。

焼土粒多い。

L=63′ 100rn

1ユ 1 2

卜 L言 6監聖

L=62′ 900m
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土焼口可
２５口可

４

・第２
＋

。第26号焼土 。A

む
。Ａ

鰯

孵

十

Ｂ
ｏ
。
ド

。第27号、28号焼土

A
2E

1 赤褐色 (5YR4/6)砂 質 ンル ト 固

くしまる。焼土。
2 にぶ い黄褐色 (10YR5/4)砂 質 ン

ル ト 火を受けたせいか固 くしま

る。

3 黄掲色 (10YR5/6)砂 質 シル ト

Ⅲ層が火を受けて固くなったもの。

にぶい赤褐色 (5YR4/3)砂 質 シ

ト 固 くしまる。焼土。

灰黄掲色 (10YR4/2)砂 質 シル

火を受けたせいか固 くしまる。

卜 ●第29号焼土

赤褐色 (5YR4/6)砂質 ンル ト 固 くしまる。焼土。

黄褐色 (10YR5/6)ン ル ト Ⅲ層が火を受けて圃

くなったもの。

暗褐色 (10Y鞘 /3)ン ル ト もろい。根によるカ

タラン。

他の土が

明鰯
Ｏ
Ａ

2DlD

砕 =64′ 400rn 観

霧

A
|― L=63′500m

黒褐色 (75YR3/2)ン ル ト 根によるカクラン。

赤褐色 (2 5YR4/6)砂 質 ンル ト 焼土がカクランを受 けた もので、

混入 している。

キ
‐

バ

ｏ

6B

6C

7B

7C

。第31号焼土

1 褐色 (75YR4/4)ン ル ト 固 くしまる。焼土。
2 褐色 (10YR4/6)ン ル ト 固 くしまる。熱によってW層が変質 した もの。
3 1層 と 2層の混土。上面に 1層、下部に 2層。ただ し、焼上の発達 は弱 く、

ブロ ック状を呈する所が多い。
4 褐色 (10YR4/6)シ ル ト 固 くしまる。2層が根によるカクランを受 けたもの。
5 hT層 だが、根によるカクラン多い。

0                1:40               2m

第65図 第24号～第31号焼土

OA

。メY

Ａｒ L=63.100m

1 明赤褐色 (25YR5/8)ン ル ト 固 くしまる。
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雌
Ａ

口可
２

期

＋

●

1 暗褐色(10YR3/4)ン ル ト 焼土粒含む。焼上が根による

カクランを受けたもの。
2 掲色(10YR4/4)ン ル ト 焼上粒含む。焼上が根によるカ

クランを受けたもの。

●第33号焼上

OA
●第34号焼土

。第35号焼上

OA

褐色 (75YR4/6)ン ル ト 焼土粒多い。焼上が カクランを

受けたものか、そうでない現地性でないものか不明。

暗褐色 (10YR3/3)ン ル ト Ⅲ層。

褐色 (10YR4/6)ン ル ト 汚れたⅣ層。

Cう  ざ

赤褐色 (5YR4/8)ン ル ト 固 くバサバサ している。焼土。

褐色 (10YR4/6)シ ル ト 南側の住居の覆上によ く似 る。

第47号土坑

鋤　
麟
廻　十

AO

伴 63"ωゞ

町
明赤褐色(5YR5/8)ン ルト 固くバサバサしている。焼土。

暗赤褐色(5YR3/6)シ ル ト 固くバサバサしてい0。 焼土

粒含む。熱で 3層が変化 した部分。
にぶい責掲色(10YR4/3)ン ル ト 炭化物含む。下部上坑
の覆土。

。第36号焼上

A
Ａ

ｏ

0                1:40              2m

橙色 (5YR6/6)砂質 ンル ト 固 くしまる。焼土。

明褐色 (75YR5/6)砂 質 ンル ト 固 くしまる。熱によって

変化 したⅣ層。

黄褐色 (10YR5/6)ン ル ト もろい。根によるカクラン。

第66図 第32号～第36号焼土

特 =平′讐
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。第37号焼土

●第39号焼土

0バ

1.褐色(Tガ R4/の ンルト もろい。焼土粒多い。
2 明赤褐色OYR5/8jン ルト ロ(しまる。擁土ブロック。

ユ:醐 琲1岳繊 標`に挙オタラち

。第38号焼土

●第40号焼止

第67図 第37号～第40号焼土

Ｓ

Ａ

Ａ
Ａ
０

赤髄 く25YR4/の シルト 焼土。
赤概含C2.5YRケゆンルト さない。LELが

'ク
ランを受

籠 需 陥 /6J粘上 回でしまる。�層に離 よるル
ラン混じる。
暗褐色 (10YR3/Oシル ト Ⅲ層か。

Ａ

ｏ

Ю
Ａ

。

鰯 。

嗜褐色(10YR3/3)ン ル ト 、ろい。根によるカ
クテン●‐

褐色QoYR4/Gjン ルト 根によるカクラン。

赤褐色(呼R4/8Dンガ ト 固ぐしまる,擬土。

0           1:40          2m

A

‐れ。畿 Ｏ
Ａ

饗
鰯 聰懸薪筈

卜
塩互lilt鍵争ギ像

熱によケ変化したもの。
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No 3土 器  5

(〔

T「二T二|三〒≡≡Fサ18

壽マ
1層 13

Nd 7土 器

鬱守
2層  14

6層

移
♂

22

②

第68図 第 1号住居跡 (1)出上遺物 (1/5)
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Nl1 4」ヒ君思

7

Nα 9土器

No 8土器

膚

――

‐Ｉ

Ｈ

囲

第 1号住居跡 (1)



Ⅷ中靱

薗
Ⅷ
Ⅷ
蝉
‐

蠣

Ю

◇

①

２８
慮
懸

／
　
　
　
　

Ψ　
④

劇

珊

魁

＝
も

成
　
角

て ら ②

⌒  ④

飲 -0

- ④

姦

穐

解

２

ハ
川
‐―キ
‐―‐
Ｗ

④

∽

◇

鰺

一

緯

甥

３

Ａ
用
側
ｍ
）
」
④

鯵

♪

第 69図 第 1号住居跡 (2)、 第 2号住居跡 (1)出土遺物

(上器・礫石器1/5、 剥片石器1/3)
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第 1号住居跡(2)

炉体土器 2?



∞ 730

絲

¨ V
本主ガ〔8    33

妄髭§量3儀§§§写子ア!4
炉跡 1～ 3周辺

◎

４４

ハ
ーーー
Ｍ
ソ

¢

◇
2層◇ぐ‰

◆           40
炉①～⑥周辺

簸{¨
→        45

柱穴 2

◇中◇
⇔       41

炉①～③周辺

レ F姶
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第 71図 第 3号住居跡 (2)、 第 2号、第 3号住居跡 (1)出土遺物
(上器・礫石器1/5、 剥片石器・土製品1/3)
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(剥片石器1/3)
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第74図 第 4号住居跡 (2)、 第 5号～第 7号住居跡出土遺物
(土器・礫石器1/5、 剥片石器1/3)
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第 76図  第 2号、第 3号土坑出土遺物

(土器1/5、 剥片石器1/3)
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第 77図  第 4号～第 6号、第 8号～第 11号、第 13号土坑出土遺物

(土器1/5、 剥片石器1/3)
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第80図 第24号、第25号土坑 (1)出土遺物

(上器 。礫石器1/5、 剥片石器1/3)

-177-

周囲検出面 (Ⅳ層上面)

鱒 1警
0       276

第25号土坑(1)



◇軽井静 印 ‖Ⅷ
季              301

周囲検出面(Ⅳ層上面)

―鬱 ―qO
-             305周囲検出面 (Ⅳ 層上面)

岬

測

Ｈ

ヽ

℃

懇

299

週（門凹測６　的

12=14層   213

半裁時 214
才

２２３

、騨黙ざ齢熊軒

配 1土器(4層上面)218

4・ 5

嬢
318

相当層

第27号土坑
Nα 2土器 (7層 )

移

３０８

周囲検出面(Ⅳ層上面)

文様および縄文あるが

吹きこばれひどく拓本省略

■層 211
Nα l土器(15層 了)205

半裁日寺 226 半裁H寺  228

第 81図 第 25号土坑 (2)～第 28号土坑

(上器1/5、 剥片石器石製品1/3)
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第82図 第 29号～第 32号土坑 (1)出土遺物

(上器、礫石器1/5、 剥片石器、土製品1/3)
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第 84図 第 36号土坑 (2)～第40号土坑出土遺物

(土器・礫石器1/5、 剥片石器1/3)
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第 85図 第41号～第46号土坑 (1)出土遺物

(土器・礫石器1/5、 剥片石器1/3)
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第 86図 第 46号土坑 (2)～第48号上坑 (1)出土遺物

(土器・礫石器1/5、 剥片石器1/3)
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第87図 第48号土坑 (2)～第 51号土坑出土遺物

(土器・礫石器1/5、 剥片石器・土製品1/3)
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第 88図 第52号、第54号土坑出土遺物

(土器1/5、 剥片石器1/3)
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第91図 第64号土坑出土遺物

(土器1/5、 剥片石器1/3)
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第95図 第 70号～第 75号土坑出土遺物

(土器・礫石器1/5、 剥片石器・土製品1/3)
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(土器1/5、 剥片石器1/3)
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(土器1/5、 剥片石器1/3)
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V.

今回出土 した遺物は、縄文土器 (30× 40× 30cmの コンテナ)37箱、土師器約20点、土製品は23点 (土器 ?

1点、土偶 4点、円盤状土製品 4点、焼粘土塊14点 )、 石器は973点、石器製作時の剥片67,33674g、 石製品

は 8点 (垂飾品 1点、円盤状石製品 ?1点、軽石加工品 6点 )、 アスファル ト1点、 コハク (加工品含む)

18点である。

遺物の記載は図と表で行い、本文中にはその補足 と概要のみ記 したので、ここで、図版、写真図版、表を

見る際の留意事項について述べてお く。

本章では遺構出土の遺物 も含めているが、それぞれ、その種類の遺物の中で最初に並べている。遺構出土

の遺物 は、第Ⅳ章の最後に遺構 ごとの集成図を掲げているので参照 していただきたい (第 68図～第101図 )。

個々の遺物 (遺構内)の 出土状況は第Ⅳ章を参照 していただきたい。

遺構外出上の遺物は、遺構出土遺物の後に出土位置の順 (は っきりしているもの→はっきりしない もの、

はっきりしているものはグリッド順としているが、若干混乱がある)に並べている。出上位置の欄の遺構の

①、②等については第Ⅳ章の冒頭部分、グリッドの①、②については第Ⅲ章を参照 していただきたい。遺物

の取 り上げは、第Ⅲ章に記 したように、完掘時には基本的に層 ごとに取 り上げたが、初年度はこの原則に従

えなか った場合が多い。また次年度でも、覆土に変化がな くて識別 しにくい場合には、「○～△層」 と、複

数の層 ごとに一括 して取 り上げたものもある。「○相当層」 とは、○層 と離れた地点にある層 (土)が○層

と同 じと思われるが確信が持てない層である。 フラスコ状土坑を半裁する際、安全上の理由で トレンチ方式

にしたため、覆土が、通常残 る所 (断面実測をする側)と 反対側にも残 ることになったので、命名の必要が

生 じた。

1.率毛政

“

上器  (第 103図～第183図 、写真図版71～ 114)

〔概要〕大 コンテナ (30× 40× 30cm)で 37箱出土 し、早～前期前半の土器が数点、後期の可能性のある土器

が 1点出土 している他は全て前期中葉～中期前葉の土器のようで、中でも前期末～中期前葉の土器が大部分

を占める。前期末は、大木 6式系および折衷土器、中期前葉には、大木 7a式系、五領ヶ台 la式系土器が

認められる。

(掲載基準〕口縁部は 5× 5 cal以 上、胴部は10× 10cm以上の破片、底部のみの場合は一周 しているもの、小

型土器は1/2以上のものを掲載 しているが、遺構内はこの限 りでなく、基準を満たさない土器で も必ず 1点

以上は掲載 している。また、出土点数が少ない時期・型式、他 と大きく異なる特徴を持つ土器 も、 この限 り

でなく積極的に掲載 している。同一箇所か ら出土 した同一個体破片で接合 しないものについては、 1点のみ

掲載 して、その他の破片については文章で補足するに留めたが、一部徹底 していない所がある (No.381～

383)。 違 う地点か ら出上 した同一個体破片で接合 しないものについては、同 じ番号で a、 bを付けることに

したが (No l10a、 b)、 この基準は徹底 していないところが多い (No.1、 3な ど)。

〔記載要領・表の見方〕記載は基本的に図と表で行 ったので、最初にその作成要領、表を見る際の留意事項

について述べておく。出土位置あるいは本文記載に示 した分数は、掲載土器のうちその場所か ら出上 した土

器がどれだけの割合あるのかを示す。外面、内面の観察事項の欄の「→」 は施文順序を表す。「半裁竹管状

沈線」 とは、半裁竹管状工具による沈線の略である。備考の欄の付着物の「スス」「吹きこばれ」「お こげ」

塩逗
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は、厳密に区別 してお らず、単に付着 している量によって分けている (右 に行 くほど多い)。 「焼けはじけ」

とは、煮炊 きによって土器の表面に直径0.5～ l cm程度の円がた くさんできたように剥落 した状態を示 し、

剥落がひどい場合を「ただれている」 と表現 している。上記以外の事項 については本章の冒頭部分を参照 し

ていただきたい。なお、掲載順序についても、冒頭に述べたとおりなのだが、不注意で不手際が生 じている

(No 829～ 831の I贋序 )。

〔出土状況〕遺構内遺物の個々の出土状況は第Ⅳ章を参照 していただきたい。出土量は、前期末～中期前棄

の上器が大半を占め、遺構内外 とも変わ らない。土坑か らは、早期～前期前半の土器なども出土 している。

第 1号住居跡は円筒上層al式の、第 3号、第 12号土坑は、円筒下層dl式の、第48号土坑は円筒上層al式

の、第69号 は円筒下層d2式 (前後の過渡期 ?)の、比較的良好な資料 と言えようが、 どちらかと言えば前

期末～中期前葉は混入する場合が多いようだ

〔型式学的特徴〕 ミニチュアおよびやや変わった器形 と思われるのは、44、 56、 105、 132、 151(台 )、 157、

180?、 194?、 233、 274、 299、 348、 395?、 453(片 口状 ?)、 495(異形鉢)、 536、 595?、 696、 757、 836、

839。

その他、特に気のついた点。半裁竹管状工具による刺突は、逆 コ字状で上下が棘状 (三角形)に なってい

るものがほとんどを占める。

〔時期・型式〕時期 。型式を同定するに当たっては参考文献に掲げたものを参照 したが、円筒下層d2式 と

円筒上層a2式 の特徴を報告者が十分に理解 し得なかったため、特に円筒下層dl式～上層a2式 については

同定間違いが多々あるものと思われる。

縄文時代早期は、 166、 250、 355。 250、 355は、早期前葉貝殻文土器で、250は 白浜式、355は 寺の沢式か。

166は 、早期後葉表裏縄文土器で、赤御堂式か。その他、後述のように早期～前期中葉の可能性のある土器

片 もある (55、 163)。

前期前葉の可能性のあるものは、357(下層 a?、 深郷田 ?、 大木 1式 ?)。

前期中葉のうち、円筒下層bl式 と思われるのは、82、 124、 169?、 188?=190=192、 265?、 278?(b2

〒ミ? ?)、 279? ?、 536?、 570?、  574?、  575?、  580?、  641 (a― bl三ミ)。

円筒下層b2式 と思われるのは、80?=81?、 118、 128?、 129、 141、 253??、 275?、 315、 568、 638、

640、  643、  743?、  882?

前期後葉 (円 筒下層 c式)と 思われるのは、122?、 131、 143、 289、 508?、 560??、 588?、 624?、

871、 873。 134も 、 この前後の可能性があるが、特異な土器であるため、はっきりしない。

前期末葉のうち、円筒下層dl式 と思われるのは、23?=25、 31、 33、 34、 69、 75?、 76?、 96、 102～

104、  107、  108、  111、  113、  114、  127?、  130、  139?、  140、  142、  144、  145、  147、  148、  150、  153-156、  158、

159?、  160?、  161?=165、  162=〒 164、  170?、  182、  183、  185?、  187、  199?、  202、  220、  224、  225、  227、

245、 255?、  263、 266、 268、 270、 290? (d2ゴこ?)、 293? (d2:式 ?)、  304、  312、  324?、  327、  328?、

330、  332、  333、  336?、 339?、  341、  343?、  344、  345、  346、  348、  350、  352?、  353?、  362、  363、  366、

369?、 372?、  378?、  380、  381==382三三388三=388、  385、  387、  401、  403、  413、  430、  437、  440、  443、  465?、

468三二471、 469?、  470?、  472、  473、  483、  519?、  534、  535?、  537、  538?、  539?、  540、  544、  546、  547、

550、  551?、  552?、  553、  554? ?、  555?、  557?、  558、  559、  566?、  601?、 602?、  603、 604?、 605==

606、  607、  608、  609?、  611?、  612、  614、  615、  617、  619-621、  625-627、  628?、  630?、  631-633、  636、

637、  644、  647、  651、  669、  672、  682、  686?、  698、  721、  735?、  738、  745、  793、  802、  807、  809?、  843、
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850?、  857、  862、  874?、 875?、 879?、 880?、  884、  885、  886?、  887?、 896?、  899?  924。

円筒下層d2式 と思われるのは、125?、 171≒ 172、 173?=174、 175、 203?、 219?、 235?、 237??、

238?、  243?、  247?、  273?、  296、  311?、  326、  338、 342?、  347?、  361?、  368? ?、  427、  454、  466

(上層al式 ?)、 467(上 層al式 ?)、 488?、 489?、 497、 501(上層al式 ?)、 516(上層al式 ?)、 545?、

594?、 642?、 645?、 657?、 683(L層 al式 ?)?、 684(上層al式 ?)?、 706?、 710?、 714?、 725?、

727??、 729?、 740?、 747、 788?、 801(上層al式 ?)、 804、 808?、 830(上層al式 ?)?、 834、 887

(上層al式 ?)?、 846?、 858?、 859?、 883?、 892?、 893?=894、 903?、 904、 906?、 916、 923?、

925?

前期末 と思われるもので、異系統及び折衷土器。大木 6式系の可能性のあるのは、 769、 大木 6式 と折哀

的と思われるのは、401、 428(大木 7a式 との折衷 ?)、 461、

中期前葉のうち、円筒上層al式 と思われるものは、 5?、 6、 10～ 12、 13?、 16、 18?、 20、 21?、 22?、

24、  26-28、  32、  36-38、  45-48、  50、  53、  54、  57、 58、  61、  62、  73、  74、  84、  85?、 86?、  98、  95?、

197?、  198?、 209?、  223、  228?、  230、  234、  239?、 242?、  249?、  251、  271、  272、  280?、  287?、  289?、

291、 292?、  294、  295?、  297、  298?、 300 (T帰曇d2三 ?ヽ)、  307、  310、  314、  316、  325、  331、  334、  364?、

376?、 392、 393、 396、 397?、 398?、 404?、 405、 406、 407(Fナ雷d2:式 ?)、 408、 409、 412(下ナ琶d2:式 ?)、

415、  417、  420?、  422?、  424、  426、  429、  434、  436?、  439、  441、  444? ?、  445、  447-449、  450?、  451、

452?、 453?、 455-458、  460、 474?、 476?、 477?、  478 (下層 c式 ?) ?、  479?、  480、 481?、 482?、

486?、 487、 496、 498?、 499?=500?(下 層d2式 ?)、 502、 503?、 504?、 505、 513、 515、 518、 520、

523、 526?、  527-531、  532?、  548、  587、  590?、  593?、  610?、  635、  646?、  650、  653、  664-666、  667?、

668、  670、  671?、  673、  675、  676、  679、  680?、  681、  685、  687、  688、  690、  691?、  6931P、  694?、  6951ユ 、

700、 701?、  702、  704、  705、  712?、  713?、  716、  720?、  723?、  724?、  730、  734?、  741、  744?、  748、

753、 758、  760、  761、  762?、  763、  764、  766、  768、  770、  771?、  773?、  774?、 776?、  777、  778=789?、

779、  780、  781、  782?、  783、  785、  786、  787?、  790、  791?、  792`P、  800、  803、  810、  811`P、  812?、  813、

814?、  815?、  817?、  818、  820?、  821?、  823?、  825、  827、  829、  831、  833、  838、  840、  842、  844、  845、

851?、  852?、  853、  855、  864、  866、  868、  870?、  872、  876?、  888?、  891、  897?、  898、  902、  905、  907、

908、  909?、  911かΨ913、  914?、  918、  920、  921、  922。

円筒上層a2式 と思われるものは、 9、 41、 206、 267、 305、 389?、 495?、 511?、 677?、 707?、 711?、

717、 731、  736?、  754、  755、  765、  794==806、  805 (alゴこ?)、 832、  847?、 878?、 889、  890??

円筒上層 b式 と思われるものは、 2=3、 49?、 59?、 176=177?、 178、 195、 210、 216、 226、 236、

246?、 262?、  264、  269、  393、  397、  421?、  423、  509、  510?、  512、  582?、  583、  586?、  655?、  658、  663、

699、 709、 715、 718、 726、 728?、 733(上層 c式 ??)?、 795、 797?(a2式 ?)、 822?、 867、 877?、

895? ?、  900?、  901?

中期前葉の異系統 と思われるもの。大木 7a式系 と思われるものは、 207、 261?、 410?、 411、 416??、

485、 514、 652、 817、 828、 835、 919? 五領 ヶ台 Ia式系の可能性があるものは、52、 244(大木 7a式系 ?)

?、 277(大木 7a式系)?、 248、 323、 541、 656、 708、 756、

後期前葉の可能性のあるものは、847?(螢沢式～十腰内 1式古 ?)。

上記以外のほとんど全ては、縄文時代前期中葉～中期前葉、中で も前期末～中期前葉 (円筒下層dl式～

円筒上層 b式)に相当するものが多いと思われる。 しかし、次の 2点については、破片なが ら別の時期の可
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能性がある。 55と 163が それである。何れ も側面圧痕のようで、前期中葉～中期前葉にも主体的に見 られる

ものであり、特に1631こ ついては、 これが密でなければ円筒上層 b式であってもおか しくない。 しか し、印

象が全 く違 う。数人の上司・ 同僚にも当たってみたが、何れ も、「古 いのではないか」、「早期～前期前葉 こ

ろではないか」 という意見は一致 したが、小破片であるため、 これ以上の特定には至 らなかった。

(1)遺構出上の上器 (第 103図 1～第156図 600、 写真図版71～ 101)

いずれの遺構 も、前期中葉～中期前葉、中でも前期末～中期前葉の土器を主体 とするが、最 も数の多い土

坑には、前期中葉 も含め比較的古い土器 も認められ、早期～前期前葉の土器 も出土 している。 しか し、前期

中葉を除き複数出土するということはなく、どちらかと言えば紛れ込みといった状況を呈 している。

(a)竪穴住居跡出上の上器 (第 103図 1～第112図 86、 写真図版71～ 77)

中期前葉を主体 とするが、第 4号住居跡のように前期末 も見 られる。他の時期 は少ない (55は 古いか)。

第 1号住居跡 は、円筒上層al式の比較的良好な資料 と言えようか。以下、表の補足。

2の突起間、口唇 も側面圧痕。胴部には、何 らかの縄の押捺 らしきものが見える。外面、胴部上半スス付着。

6の 外面、底か ら1/3よ り下二次焼成でひどく摩耗。内面、1/3よ り下黒い。内面整形、頸部屈曲部より上

ヨコミガキ、その下 タテ ミガキ。

26の 内面、胴部上部には黒斑が一周 しており、焼けはじけが見 られる。

27の 内面、日縁の屈曲部摩耗、外面 も一部摩耗。

42の 取 り上げ、柱穴 2が 24/28、「床 クリーニング」 1/28、「第 2～ 3号住居跡④」 3/28。

65の 取 り上げは、「炉体土器」 12/15、 「炉跡」 1/15、「炉周辺」 2/15。 内面は、底か ら高さ15cmく らいまで帯

状に黒 く、その上は二次焼成で脆 く白い。

71の 内面下部ススが付着 しているが、底面はない。

74の施文順序、口縁側面圧痕→胴部綾繰文→突起。頸部突起 4単位。口縁部文様意匠 (波状文)4単 位で、

波頂部は頸部突起の間に来る。胴部の綾繰文は、 8単位で、波頂部 と頸部突起の両方に対応。内面、頸部の

屈曲部より下は黒、上は赤い。内面上部、外面下部、焼けはじけ。外面胴部中央、ススの帯が見える。外面

上部、二次焼成強 く白くなっている。

(耐 住居状遺構出上の上器 (第 112図87～ 95、 写真図版77)

他の遺構 と同様、前期末～中期前葉の上器を主体とする。

(Cl 土坑出上の上器 (第 112図96～第156図 580、 写真図版77～ 100)

前期中葉～中期前葉がほとんどで、中でも前期末～中期前葉の上器を主体 とするが、 163?、 166、 250、

355、 357の ように、早期～前期前半の上器 も認められる。第 3号、第12号土坑は、円筒下層dl式 の、第48

号土坑は円筒上層al式の、第69号 は円筒下層d2式 (前後の過渡期 ?)の 、比較的良好な資料 と言えよう

が、どちらかと言えば前期末～中期前葉は混入する場合が多いようだ (報告者の型式認識に問題があるのか

も知れないが)。 以下、表の補足。

96の 口縁部、羽状の意匠だが、間隔が開きすぎているところあり、側面圧痕か。頸部、高め隆帯上横か ら刺

突 (口 ほど深 くない)。

100の 出土状況、写真図版24参照。
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102の 出土位置は、検出面 6/28、 14～ 16層 1/28、 15～ 16層 直上 2/28、 16層 2/28、 同 じく16層 (断面図にあり)

17/28。 出土状況は、写真図版24参照 。施文順序は、頸の隆帯→口、胴。口～頸部の刺突は、同じ細 く尖 っ

た棒状工具で施文 しており、口縁部は垂直方向に深 く、頸部は横か ら突 き刺 している。口縁部中央の側面圧

痕を縦断 している刺突群は、 3単位だが、それぞれの構成は微妙に異なっている。その間の口縁最上部にも

刺突群が見えるが、 3単位かどうかは不明 (欠 けているため)①

胴部の文様は、結東部分だけ生か し、羽状部を消そうとして、単軸絡状体を上書 き施文 している。

103の 取 り上げは、「写真図版24に 出土状況を示 したもの (15～ 16層 )J4/20、「 16層 (断面図にあり)」 3/20、

同 じく「16層」 6/20、 「南東壁際底か ら20cm(16層 )」 3/20、 「検出面」 4/20。 口縁部の波状意匠15単位で、

図正面に見えるように一箇所だけ異なる部分ある。胴部の縄文は、底付近まである。底面ナデ (丁寧 )。 頸

部の刺突は、深 く尖 った棒状工具で。外面上半スス付着。内面、 10× 5 cmの 範囲、ひどくただれ、焼けはじ

けが一杯。

104の 注記に不備があり割合不明だが、判明できたものには、 16層、 15～ 16層、南側壁際底から20cnが ある。

内面底部ただれ。

107の 胴部、結束 1種 (LR、 RL)ヨ コ逆位交互に。

110Bの 出土状況は、写真図版24参照。外面、底面中央摩耗。

111の 施文順序は、隆帯→側面圧痕 。羽状縄文→隆帯ナデ・刺突。刺突 は、細 く尖 った棒状工具により横方

向から。外面、底か ら1/3二次焼成で赤 というより白い。内面底面ただれ。

118の 取 り上げ位置は、第 4号土坑が6/11、 2D③・包含層が5/11。

125の 取 り上げは、「 4、 7相当層」が1/14、「半裁時」が13/14。 施文順序は、胴→頸 (→頸ナデ)、 外面上

部スス付着、下部二次焼成。内面上部ただれ。

127の 内面は、底面は二次焼成で赤 く、その周囲の胴部はススが付着 していて、スポット・ ライ トが当たっ

たかのように見える。

134の 出上位置、No.2土器 (3層上面)22/27、 No,1土器 (3層上面)2/27、 7層 2/27、 2層 1/27。

137の 出土位置、No.1土器 (9層上面 ?)5/10、 No.2土 器 (9層上面 ??)2/10、 11層 2/10、 2～ 9層

1/10。 外面二次焼成で摩耗。

139の 出上位置、第12号土坑・ 9層上面 2/3、 第 17号土坑 (半裁時)1/3。

140の 口縁部突起 (波状口縁 )、 7単位か (明瞭でなく乱れている)。 頸部隆帯上に結東 1種施文されている

ところあり。胴部の羽状縄文、中央より上に逆位に施文されているところあり。外面、胴部下1/2摩耗、上

スス付着。内面、中位一周帯状にスス付着。

143の 出土状況、写真図版28参照。胎土繊維含む。内面焼けはじけ。

145の 同一個体破片、多 くあるが (5× 5 cmで 4片 )、 接合 しない。

150の 外面、スス付着、摩耗。

158の 出土割合、 2～ 8層 1/7、 9～ 10層上面 ?6/7。

171の 胎土、繊維、石含む。内面スス付着。

175の 取 り上げ、 3層 1/16、 9層上面 ?が 6/16、 「半裁時」 9/16。 外面、頸の屈曲部ナデて光沢が見 られる。

183の 内面、焼けはじけ ?

185の 補修孔、内面上下瓢箪状に二連結 していて上の穴は未貫通。外面摩耗ひどい。

196の 取 り上げは、「写真図版32倍 33に 出土状況を示 したもの (15層 )」 5/13、「 8層下面～15層上面」4/13、
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「第25号土坑」 とだけ記載3/13、 「 6C③の土坑 (第36号土坑 )」 (検出面 ?)1/13。 内面、胴部中央帯状にス

ス付着。外面は、特に下部にスス顕者で、上部は赤 く二次焼成を受けている。

205の 口縁部付近、折 り返 しなのか、景1落 している。胴部縄文、上部 1/4周 、結東 1種 (RR?、 LR)ヨ コ ?、

その他の部分は痕跡的で、吹きこばれ厚 く不明だが、他の原体 もありそう。胴部のケズリ粗 く、土器に当たっ

て太い沈線状になっているところある。外面吹きこばれ、胴部上半 (底か ら10cmよ り上 )、 内面お焦げ、上

部にもあるが概ね胴部下半に集中 し底にはない。吹きこばれ、お焦げ、いずれもすごく、器面全面を全周厚

く覆 っている (大分剥落 して しまったが)。

226の 刺突列、上の隆帯が覆い被さってつぶされている。

230の 口縁部隆帯低め。胴部 は、LRヨ コが基本のようだが、隆帯下だけはLRヨ コ (0段多条 ?)→単軸絡

lA(R、 L)タ テ。

252の 取 り上げ、「第29号土坑 No.2土器 (8層 )」 5/20、 「同・ 3層」8/20、 「第29～ 31号、第103号、第104

号土坑 半裁時」 5/20、 「 5C②・Ⅳ層-10cm」 2/20で 、後ろか ら2番 目の出土位置のため、手違いで、 こ

の位置に入 って しまった。

261の 取 り上げ、「写真図版37に 出土状況を示 したもの (23層上面 ?)」 2/15、 「南北ベル ト北側・ ベル トと下

層」5/15、 「南北ベル ト南側・ ベル トと下層」4/15、 「 6C③土坑 ?」 2/15、「第36号土坑」のみ3/15

262の取 り上げ、第36号土坑④ 1/5、 6C③の土坑 ?(第 36号 ?)4/5。

267の 取 り上げ、「写真図版37に 出土状況を示 したもの (14層下部 )」 7/19、「写真図版37に 出土状況を示 した

もの (17層 下面～18層上面 )」 5/19、 「④」 2/19、 「南北ベル ト南側・ ベル トと下層」5/19。 頸部隆帯間の文

様意匠は、波頂部 4単位が基本のようだが、一箇所 5波頂ある。外面、お焦げ非常に多 く厚 く付着 していて

原体はっきりしない。外面、底から8 cm赤 く二次焼成を受けていて一部ただれており、その上はお焦げが付

着。内面、日縁部付近 と底は二次焼成のためか赤 く、その間は黒い。

270の 回縁部、折 り返 しか。

278の 半分は、「半裁時」で取 り上げ。

281の 取 り上げ割合、 8層 1/2、 半裁時1/2。 歪みひどく、径復元できない。

297の 口縁部隆帯、胴部の縦綾繰文 と対応 しているようで、 4単位か。外面底面、ナデ。内面整形、光沢 は

ないが細長い工具痕で ミガキか。ススは、内面は、底部下か ら 5 cmの 範囲に帯状に (底面にはな し)、 外面

は胴部上半中心。

301と 303、 同一個体。

316の二股の方の口縁突起、頸部の突起、さらに胴部の綾繰文に対応。外面、胴部突出部より下二次焼成で

赤い。内面、全体的に摩耗気味。

323の 出土位置、No.1土器 (11～ 12層上面)4/5、 9層 1/5。

324の 外面、底面 ミガキ。外面底か ら1/3や や摩耗。

326の 出土割合、南部 2層主体4/5、 4、 5層 1/5。 口縁部左端の円形の割れ日、補修孔の未貫通か。

327の頸部刺突、刺す又状工具によるものか、上下三個一対。

330の胴部原体、結東 1種 (RL十 附加条R、 LR十 附加条L)。 外面表皮、パ ラパ ラと剥落する。

332の 施文順序、胴→頸側面圧痕。

338の外面、回縁～胴部上半スス付着、胴部下二次焼成で白～赤いが、一部底か ら頸部まで幅20cm白 く摩耗

している。
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339の 取 り上げ、No l土器4/77、 No.2土器9/77、 No 3土 器4/77、 1～ 5層 10/77、 7=8層 2/77、 半裁時

48/77。

344の 出上位置、 1～ 6相当層が1/8、 7=8層 が5/8、 10層 が2/8。

345の 出土割合、 1～ 6相当層 1/2、 9、 11層 1/2。

350の 施文順序は、日縁部側面圧痕→頸隆帯→胴部羽状縄文。

366の 頸部微隆帯下の側面圧痕上に羽状縄文が覆い被さっている。

367の 出土位置、第29号土坑・ 5層 1/5、 第58号土坑 。1～ 4層 1/5、 同・半裁時 1/5、 第63号土坑・ 半裁時

2/5。 第58号土坑の場所に掲げられているのは不明だが、最初の登録時にこの注記のみ移記 したためか。 ま

た、一つだけ離れた第29号土坑か ら出土 しているのが気になるが、現場で付けた仮番号は、第29号土坑→ D

65F土坑、第58号土坑→ D64F土坑、第63号土坑→ D69F土坑であり、64を 65と 書 き間違えた可能性 もな く

はないが、遺構名はプ レー トに記 してその場に置いているので、考えにくい。

3811よ 、 382、 383と 同 一イ固体。 388と もか ?

384の 取 り上げは、「半裁時」 3/6、 「 4相当層」 2/6、 「 8相当層」 1/6。 原体の附加条が、RLIこ Lが うまく絡

んでおらず、結節状になっている。

427の取 り上げ、No.1土器 (21層 ?)14/41、 No.2土 器 (24層 )12/41、 No.2土 器の奥7/41、 25層相当層

2/41、 半裁時6/41。 内面、底付近スス。

428の 出土位置、No l土器 (21層 ?)6/24(底部 )、 No.2土 器の脇 6/24、 25層相当層 1/24、 半裁時11/24。

二次焼成で赤 くなっている。

429の 取 り上げは、「No.3土器 (26層上面 )」 27/32、 「 5層相当層」 3/32、 「半裁時」 2/32。 胴部の綾繰文

(結節回転文)は、口縁部の突起のどちらにも対応。

430の取 り上げ、No 2土器 1/2、 半裁時 1/2。 外面、上か ら10cn4ス ス、その下二次焼成で摩耗 しているが、

一部、上か ら下までただれており、その部分は内面 も同様。

433の取 り上げ、No.4土器3/6、 No.2土器の奥2/6、 半裁時 1/6。 外面、底か ら10cmよ り下摩耗 しているが、

底面はしていない。

435の 出土割合、No.2土器の奥 10/11、 24相当層 1/11。 外面、二次焼成で赤い (オ レンジ色)。 内面、底付

近スス付着、底面直上ただれ、底面は二次焼成で赤い (オ レンジ色 )。

440の頸部、刺突列 と羽状縄文の間に無文帯。外面、日縁部特に摩耗。

455の外面、頸部隆帯下に無文帯。内面整形、屈曲部より上 ヨコミガキ、下 タテ ミガキ。

505の 取 り上げ、No.1土器 (2層上面)4/9、 1層 4/9、 本遺構南西部及びその周辺 (底 )1/9。

515の スス付着位置は、外面は頸部付近にとどまり、内面 は外面 に対応するように、丁度それが途切れる辺

りか ら下に見 られる。

520の 口縁部に垂下する隆帯、一部剥落 しているが、その下は無文。その隆帯間には、上に国が開 くコ字状

(縦の棒は棘状になっている)の刺突列。ボタン状貼付文の上の側面圧痕、渦巻 き状に。

521の取 り上げは、「半裁時」 2/9、 「No.1(8層上面 ?)(残 した土器 )」 1/9、 「No 3(8層 上面 )」 4/9、

「No 4(6～ 7層 )」 2/9。 外面、上部帯状にスス付着、下部二次焼成で赤い。内面、下部帯状にスス付着、

上部と底面は二次焼成で赤い。

523の底部～底面ナデ。頸部直下幅 3 cmで帯状に一周スス付着 し、それに直交するように、吹きこばれがほ

ぼ等間隔で (突起の間)日縁か ら垂下 し (4箇所 というか 4単位 ?)、 ススか ら下に約 7 cm続 いているが
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(胴部突出部まで)、 一箇所だけほば底まで続 く。胴部突出部より下は二次焼成で赤 くなっている。

566の取 り上げ位置、「第103号土坑 。36層」 1/5、 「第29～ 31号、 103、 104号土坑・半裁時」 2/5、 「 5C②・

Ⅳ層-10cm」 2/5。

568の 取 り上 げ位置は、No.1土器 (32層 下)3/16、 No.2土器 (32層 下)11/16、 32層 2/16。 胴部 の結節回

転文 (綾繰文)は、部分的にしか見 られない。

569に は、図示 した以外に接合 しない破片が図示 した分の半分位あり、 それ らを含めた取 り上 げ位置は、

No.7土器 (34層上面)36/167、 No.5土器 (34層上面)33/167、 No.9土器 (34層 上面)21/167、 No.3土

器 (34層上面)18/167、 「北西隅 (崩落)・ 32層 ?」 18/167、 No7土器 (34層 上面)の 下12/167、 No.6土器

(34層 上面)9/167、 No.8土器 (34層 上面)6/167、 30層 6/167、 31層 3/167、 「第 29、 30、 103、 104、 31号土

坑・半裁時」3/167、 拡張区32層 ?2/167。 図示 した以外の破片の原体は、バラけていてよくわか らない。

572の 出上位置は、第104号土坑・ 30層 が1/3、 5C④・Ⅳ層 -10cmが 2/3。

個)陥 し穴状遺構出上の上器 (第 156図 581～ 588、 写真図版100)

やはり前期末～中期前葉が多 く、どちらかと言えば中期前葉の土器が多いか (小片ばかりで何 とも言えな

いが)。

僧)焼上出上の上器 (第 156図589～ 600、 写真図版100～ 101)

やはり前期末～中期前葉の上器が主体。

(2)遺構外 (遺物包含層含む)出上の上器 (第 157図601～第 183図 926、 写真図版101～ 114)

ほとんど全て前期中棄～中期前葉の土器である。以下、表の補足。

606と 605は 同一個体 ? 頸部、低め隆帯上に竹管状工具で刺突。補修孔あり。

607の 同一個体破片、回縁～胴部の10× 10cmの ものが 2片、胴部破片が10× 10cmの もの 1片、 5× 5 cmの も

の 4片あり。

614の施文順序、胴部→口縁部。

615の 口縁部圧痕、ススでよく見えず他の部分は摩耗 してはっきりしない。単軸絡 lAナ ナメ回転 の可能性

もある (一部にそのような痕跡 )。

620の施文順序、日、胴→頸部隆帯ナデ。胴部原体、最上部LRヨ コ、その下単軸絡 lA(R、 L)タ テ。

632の胴部、左上単軸絡 1タ テ施文。胴部、単軸絡 1(L)タ テ→LRタ テ、 ヨコ→結束 (R)ヨ コ。

646の 内面、土師器の黒色処理のように黒 く光沢あり。

655の 口縁部隆帯剥落部にも吹きこばれベットリと付着。

656の下段の大 きな三角形の彫 り去 り部分、下描き状の細 く鋭い沈線が見 られる。

698の頸部、刺突列と羽状縄文の間に無文帯。

721の 頸部、隆帯の下無文帯。

737と 739、 同一個体。

738の 胴部原体、結東 1種 (LR、 RL十 附加条R)。

747の 外面、胴部下部の屈曲部か ら下は摩耗 し、それより上にスス付着。

752の外面、上3/4二次焼成強 く赤 く摩耗 している。内面、中央焼けはじけ見 られ、その下はススが付着 して
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いる。

800の 頸部隆帯の下ナデ。胴部の結束 1種 の原体は、RL十 附加条L?を左巻 き、LR十 附加条R?を右巻 きか。

附加条には節のようなものが見え、それぞれLR、 RLの 可能性 もある。

809の 出土割合、③が1/7、 ④が6/7。

825の 口～胴部の施文順序は、隆帯→竹管状刺突→ナデ→側面圧痕。外面下部スス付着。

827の 頸部の半裁竹管状刺突、角張って逆 コ字状。

829の頸部刺突、半裁竹管状でなく円形のものも。

832の 施文順序、日縁部側面圧痕→頸部隆帯→胴部羽状縄文。

843の取 り上げ、 Ⅱ層下部～Ⅲ層上部 1/2、 Ⅲ層 1/2。 胴部の原体LRは 附加条でない。隆帯に沿 ってナデてい

る。口縁部、意図的なものか、爪形圧痕 ランダムにある。

344の内面、底の方 におこげ付着。外面スス全体に付着。胎± 3～ 5 mmの石多い。

858の施文順序、胴部→口縁部側面圧痕。頸部刺突、両端尖 っている工具か。

904に は、接合 しない同一個体破片が、口縁部破片 5× 5 cmの もの 1片、胴部破片10× 10cmの もの 2片 ある。

日縁部刺突、逆 コ字状。胎土繊維含む。

926の 刺突は、角棒状工具によるもので逆 コ字状。

参考文献

石岡憲雄 1999「東北地方 前期 (円筒下層式)」『縄文時代』10 縄文時代文化研究会

今村啓爾 1985「五領ヶ台式土器の編年」『東京大学文学部考古学研究室研究紀要』 4

江坂輝弥編 1970『石神遺跡』ニュー・サイエンス社 (1976年再版)

工藤竹久 1989「縄文尖底系土器様式」『縄文土器大観 1 草創期 早期 前期』小学館

小林達雄ほか 1989『縄文土器大観 1 草創期 早期 前期』小学館

1988『縄文土器大観 3 中期Ⅱ』小学館

鈴木克彦 1999「東北地方 中期 (円筒上層式)」『縄文時代』10 縄文時代文化研究会

冨樫泰時 1989「貝殻沈線文系土器様式」『縄文土器大観 1 草創期 早期 前期』対ヽ学館

中村五郎 1996「図版50～ 95」『画龍点睛』山内先生没後25年記念論集刊行会

丹羽 茂 1989「中期大木式土器様式」『4亀文土器大観 1 草創期 早期 前期』小学館

三宅徹也 1977「円筒土器の概念とその崩壊」『青森県立郷土館調査研究年報』 3

1982「 円筒土器」降電文文化の研究3 縄文土器 I』 雄山閣

1989「 円筒土器下層様式」『縄文土器大観 1 草創期 早期 前期』小学館

1989「 円筒土器上層様式」『縄文土器大観 1 草創期 早期 前期』小学館

山内清男 1979『 日本先史土器の縄紋』先史考古学会
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2.土二日下器  (第 102図 1～ 4、 写真図版 115)

古代の竪穴住居跡か ら、土師器が約20点 出土 している。出土点数が少なく、また郭類が見 られないなど、

時期推定が難 しいが、何れも八木編年のG期 (9世紀後棄)辺 りに相当するか (八木 1998)。 なお、表の

見方などの注意事項は、本章の冒頭部分に述べているが、出土位置に示 した分数は、掲載土器のうちその場

所か ら出土 した土器がどれだけの割合あるのかを示す。

以下、表の補足。 1の取 り上げは、No la土器4/47、 No lb土器8/47、 No.lc土器 12/47、 床面2/47、 2層

3/47、 4層 5/47、 ① 6/47、 住居北西隅付近 (第 4A号炉跡付近)7/47(何れ も第10号住居跡内)。 外面、ケ

ズ リロ立つ。外面、肩付近吹きこばれ。外面、粘土まくれ痕。外面、回縁は赤 っぱ く、胴部 は灰色。 2の 出

土状況、写真図版20に あり。上の割れ口、粘土接合痕か らの剥離 (内傾 )。 外面摩耗 してお り調整痕はっき

りしないが、細い工具痕であることは確か (ミ ガキと言えるかどうかは疑間)。 内外面スス付着 しており、

特に外面はタール状。 3の 外面、スス付着。 4の取 り上げ、カマ ド付近 ?1/3、 カマ ド掘方付近 1/3、 ②1/3

(何れも第11号住居跡内)① 外面は、焦げ茶色でやや光沢があり、今回出土 した土師器の中では最 も残 りが良い。

参考文献

八木光則ほか 1998「馬淵川流域」『第24回古代城柵官衡遺跡検討会 シンポジウム「城柵と地域社会の変容」資料集

東北地方の古代集落』第 1分冊

0          1 : 3         10cm

第 102図 土師器
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l 第10号住居,No la～ c土器、 2層 、4層、床面ほか 甕 デ/鰯 !ヘ ラケズ,→ナデ 口 :ヨ コナデ/胴 : 国のみ ほぼ一周 国以外 1/2周 以 ト p208

第10号住居 No 2土器 (カ マ ド疫土 ) /履面:木棄癌→ナデ ハケメ/底 :ナ デ
3 第 10号住居② 口 :ヨ デ/胴 Iヘラケズリナテ □～‖日,ナ デ 1/8周・外ケズリ日ヤつ

4 第11号住居 カマ ド付近ほか 甕 。国縁部 口 :ヨ コナデ/胴 : ナ デ 1/2,司 ル秋「 p208



3.土 寡里!吊 (第 184図 1～ 9、 写真図版115～ 116、 観察表は写真図版の方にある)

今回の調査で出土 した土製品は23点で、土器 ?1点、土偶 4点、円盤状土製品 4点、焼粘土塊14点である。

以下、それぞれについて概要 と表の補足を述べていく。なお、表の見方などの注意事項は本章の冒頭にある。

(1)上器 ?(第 184図 1、 写真図版115の 1)

土器 と思われるが確信が持てないもの。 1点出土 した。土器の把手が1/2周弱欠 けたものか。図の下端の

部分は、差 し込み式になっていたようで、元々粘土接合面からの剥離である。外面調整は、ナデのようだが、

それほど土師器 らしくはなく、遺構外出土でもあるため時期は特定できない。

(2)上偶 (第 184図 2～ 5、 写真図版 115の 2～ 5)

4点出土。小片なので土偶でない可能性のあるものも含んでいる。 2は、裏面が無文で極めて平坦であり

土偶でない可能性 もあるが、表面に「疑似絡条体圧痕文」 (鈴木 1985:p74)が 見 られ、鈴木克彦氏によ

れば、土器には見 られない文様のようなので (同 :p.77)、 土偶 と考えてお く。また、鈴木氏によれば、円

筒上層 a式期 と考えて良さそうである (同 :p77)。 3の ような無文の胴長の形態は、本遺跡で主体を占め

る縄文時代中期前葉までには見 られないようであり (『 土偶 とその情報』研究会 1994)、 他の時期のものか

土偶でないか も知れない。 4の「疑似絡条体圧痕文」および時期については、 2参照。 5の ような無文で長

い腕部は、本遺跡で主体を占める縄文時代中期前葉まで、特に円筒上層圏には見 られないようであり (『 土

偶とその情報』研究会 1994)、 大木式の影響を受けているのかも知れない。

(3)円 盤状土製品 (第 184図 6～ 9、 写真図版116の 6～ 9)

4点出土。 7は、はっきりしないが胎上に繊維は含まれないようで、そうすると 4点全て縄文時代中期前

葉の可能性がある。

僻)焼粘土塊 (写真図版 116の 10～ 23)

14点 出土。形状から大 きく3種類に分けられる。粘土をそのまま手の中でひねったような形で、やや重い

もの (手 びね りと仮称 )、 表面の凸凹著 しく (ギザギザ)金平糖のような形状で、やや重め、土器破片 (が

摩耗 した)の ように見える場合 もあるもの (金平糖状 と仮称 )、 方形を基本としたブロック状で軽 く、表面

が滑 らかで、朱～クリーム色を呈するもの (軽石状 と仮称)。 ほとんどが以上の 3種類のいずれか、あるい

は折衷的な特徴が見 られるが、 17は顕著に異なり、 18も 手びねりに近いがやや異なるか。

割れて しまったものの大きさは、観察表中に記さなかったので、 ここで割れて しまった中で最大の破片の

大 きさを付記 してお く。 10は、35× 23× 2.4cmで 、その他 1片 あり。 11は、3.0× 19× 2 7cmで 、 その他 1片

あり。 12は、3.4× 3.1× 2.3cmで、その他 1片 あり。 14は、3.3× 2.6× 2 3cmで、他に数片あり。20は 、23× 2.1

×1.5cmで、その他 1片 あり。

参考文献

小笠原好彦

鈴木克彦

1984「縄文時代前・中期の土偶J『宮城の研究第 1巻 考古学篇』清文堂出版

『土偶とその情報』研究会 1994『 土偶シンポジウム2秋田大会 東北・北海道の土偶 I』

1985「土偶の研究(H)一 円筒土器文化に伴う土偶―」『日高見国―菊地啓治郎学兄還暦記念論集―』 9ヒ上市)
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4.石 君鼻 (第 185図～第227図、写真図版117～ 181、 観察表は写真図版の方にある)

〔概要〕石器は973点、石器製作時の剥片67,38674gが 出土 した。

素材剥片が極めて多 く、接合を試みたが (作業員 2名 で半月)ほ とんどつかなか った。 しか し、同一母岩

と思われるものは多 く、接合 しないのは、 トゥールとして他に運ばれた部分が多いためと考えられる。

また、調査・整理時には気づかなかったが、磨製石斧の未製品と思われるものが出土 しており、本遺跡で

石器の製作が行われていたことは確実であろう。

次に述べる押圧剥離系列の石器に、石匙などの定型 (整形 ?)石器が少ないのが本遺跡の特徴で、未製品

様の石器 も多 く、二次加工を受けているらしいのに刃が付いておらず、剥片とすべきかスクレイパーA類 と

すべきか悩むものは非常に多かった。そ して、剥片に分類 したものも含めて、石鏃、尖頭器様の形をした剥

片の片側縁辺部に半周～一周剥離を したものが非常に多かった。

石器組成を問題にできるような調査はしていないが、石鏃・尖頭器が多 く磨敲器類が少ないとは言えるだ

ろう。遺構はフラスコ状土坑を主体 としているので、意外にも思える。

〔分類〕石器の分類は、大工原豊氏の分類を参考にした (大工原 1998)。 打製系列、使用痕系列 (研磨痕・

敲打痕により石器 と認識できるもの)、 複合技術系列 (直接打撃・敲打 。研磨を複合的に用いる)の二つに

大別され、打製系列は、押圧剥離系列 (調整に押圧剥離を多用 )、 直接打撃系列 (調整に直接打撃を多用)

か らなる。

各系列の主要な器種 として、押圧剥離系列には石鏃、石錐等が、直接打撃系列には打製石斧等が、使用痕

系列には凹石、敲石等が、複合技術系列には磨製石斧等が入る。押圧剥離系列の石器製作の過程で出る剥片

をフレイク (剥片)A類 、打製系列のそれをフレイク (剥片)B類 とした。

〔出土点数〕以上の分類に基づ くと、石鏃163点、尖頭器96点、石箆28点、石錐 6点、石匙25点、スクレイ

パーA類・ Uフ レイク・ Rフ レイク313点、打製石斧40点、スクレイパー B類 3点、磨敲器類269点、石皿 6

点、台石 1点、砥石 2点、磨製石斧21点、剥片 A類66,683.03g、 剥片 B類65371gが調査で出上 した。

スクレイパー B類は、直接打撃系列の石質で一部設1離痕が見 られるもの。出土量が極めて少なく、磨敲器

類の破片をスクレイパーB類 としている可能性がある。 フレイクB類の認定は難 しく、本当のその器種が押

圧剥離系列で使 っていないか確証を得 るのが難 しいので、認定されたものは少ない。

〔掲載基準〕遺構内出土 トゥールは、はっきりしないものも含め全て掲載 した。遺構内出土石器製作時の剥

片 も、初年度は全て掲載 したが (た だ し図化は最小限にとどめた)、 次年度はあまりに出上が多かったため、

重量のみ計測 し割愛 した。ただ し、第 1号住居跡出上のものは後ろにまとめて掲載 した (写真図版171の 791

～178の 965)。 第 3号住居跡については一部掲載 した (写真図版178の 966～ 181の 1060)。

今回の調査では、遺構内出土品が非常 に多かったため、遺構外については、 3点 しか掲載できなかった

(788～ 790)。 また、未加工の軽石 も、素材 ということで便宜的に剥片類と一緒に扱い、石器に含め、遺構内

出土分については、剥片同様に扱い掲載 している。

〔記載要領・表の見方〕写真だけのものも多いので観察表は写真図版の方に掲載 した。掲載順序は、遺構内

については出土位置 (遺構)に従 って、遺構外については分類に従 っている。その他、本章の冒頭部分参照。

(1)石鏃

遺構内95点、遺構外68点、計163点 出土。丁寧に作 っておらず、剥離いい加減で裏面 ほとんどないものが
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多いのが特徴である。64?、 472?、 605は未製品と思われる。遺構内出土品のうち該当するのは、 6、 12、

25、 40?、  41、 44、  45、  51、  53、 54、 56、  57?、  58、 61、  64、  66、  67?、  74?、  75、  76、  77、  79、  80、  82、

87、  88、  98、  96?、  97、  100、  107、  108、  111、  113、 116?、 120?、  127、  130、  134、  138?、  139、  140?、

144?、  181、  212、  216?、  228、  238、  258、  263、  268、  269、  273、  276?、  321、  330、  331、  422、  432、  456、

458?、  472、  544、  547、  565、  576?、  582、  586、  589、  590、  591?、  595、  596、  597?、  599?、  602?、  608、

628?、  634?、  700、  709、  710、  715、  718、  727?、  730、  731、  735、  736、  742?、  750、  751、  755、  781、  785

で、尖頭器に含めた248も 、石鏃に含めた方がよいか も知れない。

(2)尖頭器

遺構内62点、遺構外34点、計96点 出土。石鏃に類似するものが多いが、より大きいもので、本遺跡では石

鏃 と異なり両面剥離 されているのが普通である。石箆に含めないのは、先端が尖 っているものがほとんどだ

か らである。石鏃の未製品が含まれている可能性 もある (石鏃に再利用が続けられているとしたら、一番最

初に作 られたものは大きい)。 417と 7891よ 、舌状の部分がある。788も 同様だが、石匙 と考えるのが普通か も

知れない。ただ し、今回出土 した石匙 と異なり表裏面とも全面剥離である。遺構内出土品のうち該当するの

は、  8、  11、  13、  15、  31、  60、 62?、  83?、  95?、  109、  121?、  123?、  128、  131?、  132、  133、  135?、

186?、 142?、 143、 146?、 248?、 266、 400?、 417?、 430?、 453?(未製品 ?)、 467?、 473?、 475?、

477?、  479?、  485?、 488?、  502、 515?、  531?、  532?、  535?、 566?、 568?、  571?、  584?、  588、

592?、  594?、  600、  601?、 607?、  618?、  621?、  627?、 636?、  638、  714?、  717?、  720?、  729?、

749?、 763?、 783?、 784?。 788?、 789、 790は、図 も掲載 しているが、遺構外出土である。

以下、表の補足。789と 7901よ、折 り重なるように出土 したが、削平されていた地点で、下 は地山 (Ⅳ層 )、

上は表土 (I層)と いう場所なので、どの程度原位置を保 っているか定かでない。

(3)石箆

遺構内 5点、遺構外23点、計28点 出土。尖頭器 と異なり両端が弧を描き広いものである。遺構内出上のう

ち該当するのは、210、 451、 537、 609?、 740。

僻)石錐

遺構内のみ 6点出土。該当するのは、37、 104、 137?、 536?、 671、 733?

(5)石匙

遺構内15点、遺構外10点、計25点出土。

ない。遺構内か ら出土 したのは、 9、 27、

419、  606、  622、  694、  782。

本遺跡出土品は、剥離が少なく特に裏面に施 したものは非常に少

168、 262、 332、 334、 378(石匙の未製品 ?)、 403、 408?、 410、

(6)ス クレイパーA類・ Uフ レイク・ Rフ レイク

遺構内151点、遺構外162点 (全て「スクレイパーA類」)、 計313点 出土。押圧剥離系列の製作過程で生み

出された剥片に二次加工を施 したものである。いわゆる不定石器 も含む。 ここに含めたものは基本的には刃

部を持つが、本遺跡では、剥片に二次加工 (剥離)を施 しなが ら刃部を持たない、製作途上 とも言える剥片
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が非常に多 く、 これらは基本的には設1片 (フ レイク)扱いにしたが、あまりに剥離数が多 く悩んだ末 こちら

に含めて しまったものもある。また、遺構外出土でただの剥片類 (フ レイク類)に含めた中に、 Uフ レイク、

Rフ レイクが混 じっている可能
Jl■ が高い。

遺構内出土のうち、スクレイパーA類 としたのは、120点 あり、 1、 3?、 23?、 26、 30、 32、 35、 36、

47、  48、  49、  50?、  52?、  55?、  59、 63、 68、  71、  73、  89、  90、  91、  92、  94、  98、 99、  101、  102、  103、  105、

106、  110?、  112、  114、  115、  117、  118、  119、  122、  124、  125、  141、  145、  147、  159、  164、  166、  169、  170、

171、  172、  175、  194、  199?、 200?、  207、 211?、  217、  218?、  229、  235、  239?、  252、  261、  267、  271、

272、  278、  281、  287?、  291?、 293?、  299、  308、  315、  317、  318、  320、  325、  337、  338、  346、  348、  349、

409、 421?、  437、 438、 474?、  478、  484?、  487、  496?、  546、 548、 553、  556、  570?、  573?、 575?、  578?、

579?、 581、  604、  605?、 612?、  615、  619、  620?、  623?、  625?、  635、  637、  712?、  713?、  725?、  726?、

748、 754。 Uフ レイクとしたのは11点で、150?、 174?、 233、 255?、 288、 302、 311、 454?、 455、 641?、

734。 Rフ レイクとしたのは18点で、 157、 365、 380、 395?、 448、 457、 476、 489、 503?、 564、 574、 587、

688、 698?、 716、 722、 759、 787? どちらかわか らず二次加工剥片 としたのは 2点で、 16、 22?

(7)ピエス 。エスキーユ

使用の結果石器に認定される (岡村  1983)と いう意味では使用痕系列だが、剥片 自体は押圧剥離系列の

中で生み出されたものであるし、何よりも形態の類似性か ら、押圧剥離系列に含めた。遺構内か ら4点出土

し、65?、 167?、 196?、 492?が 該当。遺構外は、剥片類 (フ レイク類)に混 じっている可能性が高い。

(8)打製石斧

遺構内20点、遺構外 19点、計40点、 さらに打製石斧 B類が、遺構内 1点、遺構外 8点、計 9点出土。打製

石斧 B類 としたものは、剥離が一部にとどまり敲石 と区別 しがたいもので、磨製石斧にも似ている。打製石

斧 としたもののうち半円扁平でないものは、磨製石斧の未製品の可能性が高い (538、 550、 683)遺構内出

土のうち、打製石斧としたものは、192?、 193?、 236、 237、 249、 251、 253?、 265、 333、 381?、 382?、

384、 542、 557、 562?、 593?、 679、 690、 747、 780。 打製石斧 B類 としたのは、 724。

(9)ス クレイパー B類

直接打撃系列で生み出される剥片に刃部が付いているもの。遺構内 2点、遺構外 1点、計 3点出土。遺構

内出土は、 298、 699?

19 磨敲器類 (凹石、敲石、磨石 )

これ らは使用痕が複合することが多いので一緒に扱 う。遺構内123点、遺構外146点、計269点 出土。遺構

内出上のうち「磨敲器類」 としか認識できなかったものが32点あり、 4?、 5?、 17?、 34、 46、 70?、 81、

84?、  176?、  177?、 202?、  204?、  209、  222?、  240、  241?、 279?、  324?、  335?、  336?、  351?、  352?、

353?、 429?、 470?、 549?、 560?、 580?、 681、 702?、 703?、 743が該当する。

・ 凹石

磨敲器類のうち、はっきりとした凹みを持つもの。遺構内 7点、遺構外18点特定できた。遺構内出土は、

21、 42、 160?、 327、 329、 613、 777が相当。
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・敲石

磨敲器類のうち、凹みを持たず、はっきりした敲打痕を持つ もの。敲石は、雑多なもので構成され主流と

なるものはないので、特に分類はしなか った。遺構内45点、遺構外54点 出土。 191の 出土状況は、写真図版

20に ある。遺構内出土は、 2、 18、 19、 20、 24?、 28、 39、 72、 78?、 86、 161?、 162、 178、 191、 234、

264、  297、  319、  322?、  328、  354、  355、  416、  441?、  442、  443、  461、  464、  468、  481、  517、  543?、  551、

558?、 563?、 626、 631?、 633、 640、 682?、 739、 752?、 753、 774、 775?が 該当。

P磨石

磨敲器類のうち、凹みも敲打痕 も持たないもの。一般的な磨石は62点、磨石 B類 は22点、磨石 C類 は29点

出土 し、総計113点。

磨石 B類は、長方形を基本 とした石の縁辺部に磨面 (敲打によって面になった部分 ?)が あり、その横に

剥離が見 られるものである。今か ら考えれば敲石の中に含めた方が良かったか も知れない。そして、今年度

当センターが調査 し報告者が担当 した石器製作址、北上市金附遺跡の出土晶を見れば、磨石 B類は、磨製石

斧の未製品である可能性が高 く、磨面 と考えたものは、細かい敲打によってできた面であるようだ。

磨石 C類は、扁平な円～楕円形の海岸によく見 られる礫で、使用 しているかどうか定かでないものである。

一般的な磨石は、遺構内21点、遺構外41点出土 し、遺構内出土品は、85、 163?、 243?、 244?、 245?、

246?、  254?、  260?、  316、  326?、  389、 415、  462、  463、  518、  644?、  676、  677?、  678、  741?、  776。  房挙

石の中には、ススが付着 しているものがあり、 これは押圧剥離系列の石器を作 る前の母岩を示 しているのか

も知れない。

磨石 B類 は、遺構内 9点、遺構外13点、遺構内は、43、 69、 270、 323、 471、 541、 552、 611、 706?が 該

当。706は、他のものと異なって側面の磨面の横に敲打面 (剥離)を持 っていないが、他の場所には見 られ

るので本類に含めた。

磨石 C類 は、遺構内 9点、遺構外20点、遺構内は、 242、 285、 444、 617、 629、 630、 639、 705、 708が該

当する。

10 石皿・台石

石皿は、遺構内 5点、遺構外 1点、計 6点出土 し、遺構内は、10?、 459?、 460?、 756?757?が 該当。

本遺跡出上の石皿は、自然礫をそのまま使用 したもので、使用痕跡 も薄い。台石 としたのは、石皿様のもの

だが細長 く厚みのあるもので、遺構内か ら 1点出上 している (38?)。

9D 砥石

遺構内 1点 (728)、 遺構外 1点、計 2点出土。

tひ 磨製石斧

遺構内12点、遺構外 9点、計21点 出土。遺構内は、 14、 247、 314、 469(/1ヽ型 )、 538、 550、 624、 632、

683、 707、 723、 779が該当する。538は未製品かも知れない。そして、既述のように、打製石斧の一部、磨

石 B類は、磨製石斧の未製品である可能性が高い。
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10 その他

未加工の軽石は、素材 ということで便宜的に剥片類 と一緒に扱い石器の中に含めたが、 250の ように加工

が疑われるものあり、また加工品として石製品の中で扱 ったものも、はっきりしないものが多いので、軽石

ということで一括 して別にまとめた方が良かったかも知れない。遺構内 3点 (129、 250、 554)、 遺構外 5点

出土。

この他、遺構内出土の中には、積極的に石器 とは認められないまで も、その疑いのあるものは含めている

が、器種の特定までには至 ってないものがある (126、 173、 431、 545、 561、 711)。

その他、遺構外か ら棒状の石が 1点出土 しているが石棒 とするには躊躇を覚え、石器には含めなかった。

参考文献

岡村道雄 1983「 ピエス・エスキーユ、楔形石器」『縄文文化の研究7 道具と技術』雄山閣

大工原豊 1998「 縄文時代の石器研究の方法J『遺跡 。遺物から何を読みとるか』(帝京大学山梨文化財研究所研究集会報告

集 1)岩田書院

5。 石 寡豊ど吊 (第 184図、写真図版 182の 1～ 8、 観察表は写真図版の方にある)

今回の調査で出土 した石製品は 8点で、垂飾品 1点、円盤状石製品 ?1点、軽石加工品 6点である。以下、

それぞれについて概要 と表の補足を述べていく。なお、表の見方などの注意事項は本章の冒頭に述べている。

(1)垂飾品 (第 184図 1、 写真図版 182の 1)

穿孔が見 られ垂飾品と考えられるもの。 1点出上 した。

(2)円 盤状石製品 ?(第 184図 2、 写真図版 182の 2)

正確には多角形であり円盤状ではない。遺構外か ら 1点 出土。

(3)軽石加工品 (第 184図、写真図版 182の 3～ 8)

加工 した可能性のある軽石を掲げた。 6点出土。なお、未加工の軽石は、素材 ということで便宜的に剥片

類 と一緒に扱い石器の中に含めた。

6.ア スファル ト、コハク、その他 傷真図版182～ 183)

アスファル ト1点、 コハク (加工品含む)18点が出土 し、その他、炭化物なども出土 しているが小片ばか

りで同定に耐えうるものはなかった。なお、軽石については、加工 したものについては石製品で、未加工の

ものについては石器の中に含めた。

(1)ア スファル ト (写真図版 182)

遺構外から 1点出土 した。割れて しまったが、最大片は 5× 3× 2 5calの 大 きさがある。

(2)コ ハク (写真図版 183)

18点出土。県内遺跡か らの出土 としても比較的多い方 と言えようが、一大産地である久慈のす ぐ隣にある

のだか ら、ある意味当然であろう。縄文時代の遺構か ら出土 したものが多数を占め、 この時代のものが主体

である可能性が高いが、 15、 17、 18な どはⅡ～Ⅲ層か ら出土 しているので古代のものも含まれているかも知

れない。
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第 103図 縄文土器 (1)

-215-



出土地点・ 層位 器種・部位 外 面 (文様・ 装飾、地文・ 原体など)
内両

(調 整など)
備  考

文
哉

本
記

5 第1号住居跡 Nα3上器 第(灰 llfく のみ一周) 日～胴上 LRヨ コ、川可卜LRナ ナ メ→辰部～底而 ナテ ただれ 1台 卜繊維、小石含む

6 第1号 lI居跡  Nα4土器 深鉢 (一部欠 ) □ :無文地にLR仰 F/胴上 :LRヨ コ/1rlド LRタ テ→廣部ナデ/康面 :ナ デ? ミガキ 胎土小石含も

7 第1号 住居跡  No5 a十器 鉄
`口

ほか笑| 口～1同 :LR(太 さの異なる原体を撚り合わせ?)コ コ/底～底 al iナ デ ナ デ

8 第1号住居跡・ llo 5 b上器の F lHl:LRヨ コ/医維 ナデ/辰山 :ミ ガキ ナ デ

窮1号住居跡  No 7土 器 深鉢・ □縁部 口:L側圧 (ボ タン状貼付文上も?)/胴 :結東1【 (LR、 ?〕 ?ヨ コ言ねて翔lTに ならない? 繊lT,外 スス・内外摩粍

第104図 縄文土器 (2)

-216-



義

鯵▼
1413

鋼
18

が '

第105図 縄文土器 (3)

21

0        1 13       10cm

／

２２

芦

胤

―‐

日

川

出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文・ 原体など)
内面

〔調整など)
備   考

文

載

本

記

第 号住居跡  Nα8土器 深鉢 。日縁部 口:LRtt■/顎 i深 い束1笑 (縄の押L?)夕 1、 そのトヨコナデ/‖H:RLRコ
'

胎↓織維 '外吹きこほれ

深鉢 ほぼ一日 突能E3単位/日 :LRm「 (隆帯状も・突起は回唇部まで)/胴 I RLRヨ ガキ 外而 スス付婚

第 号住店跡  Nα9上器 深鉢 。日縁部 LR側 圧 胎土繊維・ 外スス

第 号住居跡 。1層 深鉢 。日縁部 回唇 iLRタ テ?/日 :LRttL/顎 :低 く網い隆将に竹管状刺突夕J ナ デ

14 深欽・ R・l部 単車由絡 1(R)?ク テ ナ デ 外 F・I耗、内スス

15 第 号仁居跡 '6贈 底部 (底のみ―周) 胴 :LRタ テ/底部 :ナ デ/底面 :ナ デ 胎七小石・底部摩耗

第 号住居跡・ 6層 日:LRIRll■ /毀 :ヨ コナデ (太 く茂い沈線状,/4pl l RLR'Fヨ コ ナ デ /1血 吹 きこばれ

17 深鎌 。日縁部 LRヨ コ ナ デ 月台土繊維・ クトスス

一弟 号住居跡 柱穴つけたし⑤ 深鉢 。日縁部 単軸絡 1(R)側 圧 ? ただれ

第 号住居跡② 底部 (辰のみ一周) LRク テ→医罰サ デ/辰血 :ナ デ ナ デ 胎土小名 めだつ

第 号住居跡② 深欽 。日縁部 日唇 :LRIF‖ F/日 :LRIH‖圧 ナ デ 胎十繊維膳

1 一界 号に居跡⑫ 深鉢・ 頸部 回 :LR側圧/頸 :隆帯上にLR側 圧/胴 :LRヨ コ? ナ テ

第 号住居跡② 深鉢・ 艶部 日 iLR狽 ll■ /頸 :1墜帯上にLR側 止/4・l:LRヨ コ ナ デ
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日
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Ｈ

Ｈ
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∞
　
一　
守　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

卜［
＼　＼＼

濃
触
飴
Ⅷ

出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 |「 (文様・ 装飾、地文・ 原体など)
内面

(調整など)
備  考

文

載

本

記

第1野 倖居跡② 深 fIN・ 日緞部 日 :情からの細長い束‖突/"i lAい 隆帯にF9積の用突/11T:多 軸絡 (?)タ テ ガ キ 胎土繊稚混入・25と 司―

第1号任 店跡② 深鉢 。日縁部 LRttl■ ミガキ

第1号住 居跡②

第2腎住 居跡  炉体 卜器 1 深鉢 (一周 ) 日 :R仰 F/師 :低い降帯?上 にドからの策‖突/胴 i単軸絡1(R〕 タテ、ナナ ガ キ 胎■級雑・タト血一滸∫摩fL

27 第2号住居助
「 炉体土器2? 深鉢 (刷 下のみ一日) 日 ILと R側 圧/rli:低 い隆帯に かヽらの刺突列/1・ll RLコ コ、十ナメ ミガキ 口唇博経

第106図 縄文土器 (4)
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Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

口
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Ｈ

Ｈ
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Ｅ
〇
〇
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∞
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〇

」膊羽　ｏ潔鯵Ⅷ
Nll 出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文・ 原体 など)

内顧i

(調 整など)
備  考

文

載

本

記

深鉢 (日 、廣欠) 日 :RIFIF//撃 百:低 ヽヽ隆帯?卜 にR?側肝/胴 :LRヨ コ ナ テ 胎十繊紳 日縁摩耗

第 2号住店跡  炉体土器4 深鉢 (1/3周 強) 結束 1種 (LR、 RL)ヨ コ  (半 外面二次焼成で摩耗 ; ミガキ ? 胎土繊維、石

第 2号住居跡  柱穴 5 日縁 部 日:R側たと/胴 :LRヨ コ ナ デ

1 第2号住層跡 柱穴5 深籐 □縁部 単軸絡 1(?)側 Ff ナ テ 外鷹耗

第 2号任居跡  Nα lく 任穴8, 胴部 (1/2周 弱) LRヨ コ→結節 (R)タ テ ミガキ 胎土繊維混入

第107図 縄文土器 (5)
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綾 ガ
３６
「灯〃
御
３７

0          1 : 3        10cm

No 出土地点・ 層位 器種・部位 外 面 (文様・装飾、地文 。原体など)
内面

(調整など)
備  考

文
載

本
記

第2号住居跡 任穴8 深鉢・ 口縁部 口唇 :Lヨ コ/日 :L側圧 //1吹 きこ子ぎれ

34 第2号住居跡炉跡 1～ 3周 辺 深鉢 。国縁部 波状霰//日 :Lと R―社側止/顎 :半蕨竹言状工具による則突/崩 :格東1種 (LY、 Y,コ コ ナ デ

第3号住居跡 炉体土器 底部 (一周 ) Л同:LRヨ コ/底部～底而 :ナ デ ナ デ 内外面摩耗

第3号仁居跡 。1層 深鉢・ 口縁部 LR側 圧 打台十繊雑湿 入

深鉢・ 口縁部 ナ デ

第3号住居跡 。3層 口 :LR偶‖FF/堅百:隆帯 _ヒ にLRIR‖ 肝 ナ デ 胎土繊維、石・外スス

口 :LR側圧/頸 :LR側圧 ? ナ デ

深鉢 。□縁部 波】犬口縁?//口 :LRttl■/4111 i LRタ テ ミガキ

第3号住居跡・ 4層 深鉄 。□綴部 口:LRttFF/1同 :LRヨ コ 摩 It

深鉢 (1/2周 弱) □唇 :強 いナデ/回 ～Eul i LR(0段 多条 ?)コ コ、ナナメ ミガキ ? 胎1小石.休而粘「まくれ

第 3号住肝跡  柱穴 5 LRヨ コほか?

第3号住居跡 周濤 廣部 ほぼ一日う 底而楊底状 ナ デ 胎土繊維 混入

第 3号住居跡 周肩 深鉢・ 口縁部 口 :LR側圧/胴 :LRヨ コ、一部側圧 ミガキ 胎十繊絆 ,外吹きこぼれ

深鉢 。日縁部 口縁 1錘 帯】犬//日 :LRttl■ (隆帝上 も)/Bpl i RLR`Fヨ コ ナ デ 胎土繊維混入 ?

第2～3号住居跡③ 深賠 回緞部 LRl11而 圧痕 ナ デ 胎土繊維 混入

第108図 縄文土器 (6)
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Ⅷ
55

53

58

0          1 : 3         10cm

第109図 縄文土器 (7)

潔
59

靱

岳垣:

薇

出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・装飾、地文・ 原体など)
内面

(調整など)
備  考

文
載

本

記

第 2～3号住店跡③ 波状回縁・ 波頂下縦長突起・ 回縁隆帯状//LRク テ ナ デ

9 第 2～3号住辟跡④ 深鉢 (1/5周 ) 日唇 !R側 [/日 !隆帯上はR、 ドはLR側 [/1同 :LRコ ヨ//隆帯に・BNつ てナデ→鵜文 ガ キ 胎土繊維・ 外向スス

第2～3号住居跡④ I抑‖序・ボタン状買古付支剥落 ミガキ 胎十繊維湿入

51 第2～3号仁店跡④ ナ デ 外面スス付着

第 2～3号住辞跡⑥ 深鉢・ 口縁部 半裁竹管状工具 による刺突列、沈線 ナ デ 外面吹 きこばれ `

第2～3号住居跡⑥ 口唇～口綴最 ヒ部 :LR相 F?(□ 唇ナデで唐跡的)/日 :LR側 F ミガキ

第2～3号住居跡 突起//日唇～口縁 :R側壮 ナ デ

深鉢・ 口縁部 LlllJ圧 ? ナ テ 外面剥落

第2～ 3号住居跡⑦ 鉄

`□

ほか欠 ) 回～RttRLヨ コ、ナナメ→底部～底而ナデ ミガキ?? 外而二次14成で赤 t

57 第 2～ 3号住居跡 側止 (摩花 して見えなヽ 摩粍 内外面摩耗

深鉢・ 口縁部 日唇またぐ隆帯・LR狽1圧 ナデ (丁軍) 胎土繊稚'71ス ス・内躊花

第2～3号住居跡⑦ LR?相 llT ナデ(T黛 ) 胎十繊維・ 外 スス

第2～3号住居跡 櫛歯状沈線 ミガキ? 繊維・ 内面一部スス

深鉢・ 口縁部 日 :長 楕 円形員と付文、RIFl圧 /1同 :LRヨ コ ? 摩 花
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62

キ

ー

こ

糊 Ⅳ
70

0        1 :3       1 0cm

出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文・原体など)
内面

(調整など)
備   考

文

載

本

記

第2～ 3号住居跡③ 日 :LRIBIFf/月 日:LRヨ コ ミガキ? 胎土繊維 淀 ス

第2～ 3号住店跡③ 単軸絡 A R)?タ テ ミガキ 胎 十繊維 混 入

第4A号炉跡  炉体 Aヒ器 底部 (1/2周 弱 ) 単軸絡 A L)タ テ→底部 ナデ/底血 ガ キ ナ デ 外面二次焼成で赤ヽ

第4B～ D号炉跡 炉体 B土器 度部 (度のみ一日) 結東第 種 LR、 RL)ヨ ヨ交 互/底而 :ミ ガキ ミガキ 外面胴部 ボ ロボ ロ

第4B～ D号炉跡  ″体 C.F土器 底部 (底のみ一月) 結束第 種 LR、 RL)ヨ ヨ交互→底部ナデ/底面 :ミ ガキ ミガキ

67 第4B～ D号炉跡 炉体 D ll器 底部 (1/か 剖弱 ) 単軸絡 A ) タテ→底部 ナデ/底 nI ナ デ

第4A～ C号炉跡に伴う?・ 床下Ⅱ層 底部 (1/4周 弱 ) 多軸絡 ( クテ→底部～底 m~ナ デ ナデ丁寧 繊維・ 外 二次焼成

第4A～ C号炉跡・ 床 `F卜 皿暗 回 :単軸絡6Aヨ コ/頸 :LR側 圧/胴 :結束1種 (RL、 LR)ヨ コ

第4A～ C号炉跡 ・床而付近 クリーニング i架0本・ 川司ヨζ 単軸絡 lAク テ ナ デ 繊維・外スス、やや摩耗

第 110図 縄文土器 (8)
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弾は
爾

７５

77

0          1 : 3         10cm

外 面 (文様・ 装飾、地文・ 原体など)
肉面

(調整 など)

本文

記載

LRヨ コ→底部ナデ (光沢)/底 面 :ナ デ (丁寧 )

/頸 :突起上にLR側圧/胴 :LRヨ コ→結節Lタ テ

RLに Rを左巻き (附加条)ヨ コ

第 111図 縄文土器 (9)
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0     95  1 :3

牌
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ギ
攀 攀 霧

出土地点・ 暦位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文・原体など)
内面

(調整など)
備  考

文

載

本

記

第6号炉跡 横 (図商あり)。 Ⅳ層上面 底部 (一周 ) 底部 :LR+結節Rヨ コ/底面 :ナ デ ただれ
第 6号炉跡 に伴 う ?梓穴 2・ 6層 頸 :低 い幅広隆帯に押圧/1・l:斜縄文。結節Lク テ (*外黒く、摩耗〕 歴 経

第6号炉跡に伴 う?柱穴2・ 6層 日:LttL/敦 I低 い隆帯に押圧/胴 !斜縄文・結師タテ (*外自く、摩耗) 摩耗

昇6号 lP跡 に伴う?柱穴追加 (血3?) 半裁時 深鉢・ 十ヨ綴部 日 :結節 (R)ヨ コ/頸 :低め隆帯に押圧 黒 こ 1 胎 ■繊維混入

第 7号炉跡 に伴 う ?梓 I LRヨ ヨ ナ デ

第7号炉跡に伴 う?柱穴4 半裁時 渡強部口唇 :LR側圧/1ヨ :LR程‖肝 摩粍 外 lI「 摩耗

第7号炉跡に伴う?任穴■・上部カクラ 深鉢 。日縁部 LR側圧/胴 :LRヨ コ   (*補修孔→内面その下に未貫通孔 ,外 スス ナ デ

男7号炉跡に伴う?柱穴■,「部カクラン 日～顕 IRLナ ナメ,隆帯に沿ってナデ・高め隆帯上LR側圧/‖間:RLヨ コ、ナナメ ナ デ 口究きこ 1ぎ オ化

第 号住居状遺構 。2層 LL`Pヨ コ ナ テ

第 号位居状遺穂 。2壇 深鉢・ 胴部 LR十 結節Rヨ コ ミガキ? 胎 1を繊維 多ヽ

第 号住居状遣群 4層 結節 (R)ヨ コ?    ネ90と 同一個体 ? ナ デ 胎土繊維・ 外 スス

第 号住居状遺構・4層 LR十 結節Rナ ナメ?   *89と 同一個体 ?、 91と 同一個体 剥落
91 第 号住居状遺構・ 4燿 *90と 同一イB4イ本 剥 落 胎ヒ繊rr、 金雪母・外ス

第 号住居状遺 t・F 半裁時 学軸絡lA(R)タ テ ? ナ デ

第 号住居状遺構 半裁時 LRttL?、 突起下深く円い東‖突列
第 号住居状遣橙 半裁時 医部 (1/4周 弱 ) LRタ テ、ナナメ/底面 :ナ デ ナ デ

第 号住居状遺構 半裁時 単軸絡 lA(R、 L)タ テ ? ナ デ 崎 土 繊 稚 、 金 雲 留

第 号十坑 日唇 il′ Rヨ コ/日 :深い横から蒙!突 ,結東1ヨ コ?/胴 :結束1コ コ→結節Rコ コ ナ デ

第112図 縄文土器 (10)
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0          1 : 3         10cm

外 面 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内面

(調整 など )

単軸絡lA(と、R)タ テ

lA (R、  L)ク テ

日:LR?側圧/胴 :LRヨ コ?

結東 1種 (LR、 RL)ヨ コ逆位交互に (一部□唇部まで) 多・ 内下スス

日唇:し Rヨ コ/日 :LR側圧/顕 :隆帯上に横から刺突列/胴 :結東1種 (RL、 LR)ヨ コ

第113図 縄文土器 (11)
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106

110a

第114図 縄文土器 (12)

出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内面

(調 整など)
備  考

文

載

本

記

第3号土坑 5～ 16層直上 小,レ (完形 ) 突起1単位/手づ くね 1旨 なて

第3号 li坑 16層より下 単聴絡lA(し, タテ ナ デ

第3号土坑 6層 口綴部 (1/5周う 日:LR和
「

。結節Rコ コ/頸 1低 隆帯上椛から束!突 /1同 1箔 東1ヨ コ→結節Rタ テ 椴維多'71ス ス、一乱1摩 花

第3号■坑 6層 深鉢 (1/4周 弱) 口 :単軸絡5(L)側圧/頸 i深 い刺突/1同 :単軸絡lA(L)ク テ ガキ? 繊紳 休スス・内タト屋rL

第3号 十坑 6層 結束2種 (LR、 RL)ヨ コ   (*110と 同一個体 ?)

第3号土坑 '南東藍際底から20cm(16層 ) 浜体・ 口綴部 結東2種 (LR、 RL)ヨ コ     (*A、 BILl~イ 回体) ナ デ 繊維,休 スス,109と 同?

第3号土坑・ 15～ 16層 底部 (底のみ一周) 1同 :結束2種 (LR、 RL)ヨ コ/底 :ナ デ/底而 :ナ デ (丁軍 ) ナ デ 内而底ただれ

第3号 十ちi・ 蘭西 hI際辰 か ら20cm 深鉢 (辰欠 ; □IR側圧/距 :隆常上、下に束‖突列/rd I常 東第1極 (LR、 RL)ヨ コ交互に/庶而!ミ ガキ ミガキ
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113

116
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舗 1別

子
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0     1:3 10cm

115

118

hlo 出土地点・ 膳位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文・原体など)
内面

(調 整など)
備   考

本文

記載

第3号上坑 。南西壁際底か ら20cm 日唇 :RIソ ヨコ?(回 縁部の締き?)/日 ～lFR:結 東1繕 (Rと、LR)ヨ コ ナデ雑 繊維 。//kス ス

第 3号土坑・ 検出山 回 :RljHll■ /川司:結東 1種 (RL、 LR)ヨ コ ナ テ 繊維・ 外スス

11 深鉢 (日 1/4周 ) 日 :単軸絡5(R)押 圧/頸 :隆帯上に深い刺突/1同 !単軸絡lA(L)ク テ ミガキ 繊維・補修孔・外スス

11 第3号上坑 Ral部 (1/8周 耳め ナ デ

第 4号 土坑・ 7層 繕東1種 (LR、 RL)ヨ コ 摩耗 繊維・ 内外摩耗

第 4号 十坑 。1層相 当層 ? 深鉢・ 胴部 LRヨ コ→結節Rヨ コ ナ デ 繊維・外 スス

11 第4号土坑 半裁時、2D① 深鉢・ 口繰部 節路帯→ 口～ ll・ Iコ Rヨ コ、 タテ→節部押肝夕→ ナデ ナ デ

第 5号Ji坑・ 5層 1蛋司
`(1/4,司

) RLヨ コ→騒部 ナデ/底 ER:ミ ガキ `r 繊維・外やや障耗

深鉢・ 口縁部 LR側 圧 ナ デ

第5号土坑 。11層 ナ デ

第 5号土坑 。13層 R側圧 ナ デ 胎土繊維 rft入

第115図 縄文土器 (13)
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第116図 縄文土器 (14)

0          1 : 3         10cm

出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 而 (文様・装飾、地文・原体など)
内而

(調整 など)
備  考

文

載

本

記

弟5号土 1/t'10～ 13相 当層 深鉢 。国縁部 LRヨ コ?―テ結節Rヨ コ ナ デ 繊維・ H/Rき こはれ

第5号 十坑 。10～ 13相 当層 頸 :無文部にL、 R側圧/胴 :結束1種 (RL、 LR)ヨ コ ナ デ 繊維多 ,外スス、歴耗

第5号土坑・ 4、 7相 当層、半裁時 i4N(欠 椙) 日 :R側 圧/艶 :竹管状I具による刺笑夕1/胴 :結東1種 (LR、 RL)ヨ コ ナ デ 底面ミガキ・外面スス Э20〔

第5号土坑 深鉢・ 1同部 摩 耗 繊維多'外 摩rt、 内スス

第5号十坑 鉢 (一部欠損 , 日～胴 :単軸絡 lA(R、 L)タ テ/底面 :ナ テ ナ デ 外「 スス、下二次焼成

第6号土坑 。1層 深鉢・ 回縁部 LRヨ コ→L?側趾 ナデ `r 繊維・ 外剥落

第8号土坑・ 底面直上 (10cm) 深鉢・ 頸部 錦 :低 い隆帯に押
「

・ L降帯に沿ってL側

「
/4同 1結東1(LR、 RL)ヨ コ 烈1落 黒こけで脆い。外スス

第8号 比坑 日唇:LRヨ コ?/日 :Lll[/顕 :高 め陸帯に押圧 (側[?)/阿 1単軸絡5(R)タ テ 麿 ff 繊tr・ 外而全面スス

第8号土坑 深鉢 。日縁部 LIRI圧 ナ デ 黒 こげて脆い

第9号上坑 底部 (底のみ一周) 胴 :LRク テ/A而 : ミガキ ナ デ 賂土繊維 'ス ス・小
'レ

Y

第 10号十坑 南側半裁時 RLに Lを左巻 き (附加条)ヨ コ ガ キ 胎 十繊維混 入

第■号土坑.lal～ 2■器 (3層上面)、 2,7層 鉢 (4/5周 以下 ) 突赳2単位 (上押L)/口 :LRttL(一周しなモリ/口～llll i LR■ 括P「 Rコ コ、タテ たたれ Э20〔
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外 面 (文様・装飾、地文・ 原体など)
内雨

(調 14な ど)

本文

記載出土地点・ 層位

ナデクテ)→ 日縁LR伊‖圧、用部LRヨ コ (*整形痕明瞭)

:結束1種 (LR、 ?)?ヨ コ重ね施文 ?

12号土坑 。Nα2土器 (9層上面 ?)

口 :L側圧/胴 :多 軸絡 (?)タ テ ?

第117図 縄文土器 (15)
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Ｈ

Ｈ
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∞
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出土地点・ 唐位 器種・ 部位 外 両 (文様・装飾、地文 。原体など)
内面

(調整 な ど)
備  考

本文

記戟

第 号「 lil・ 8～9膳 深欽・ 節部 日 :LRク テ?→ R側F/節 !深い押席/胴 :LRク テ?→R側 F? ナ デ 繊締・ 内外軍

第 号土坑・No 3土器 ? 深鉢・ 底部 底雨 :網代痕   (*円 形だが周囲欠けていて径不明) ナ デ

第 3号上坑・18層 上而 鉢 (1/9剖 以 ト 日唇 IRLコ コ/日 :L慣 1と /艶 :構からの深い則突/1同 1結東2種 (LR、 RL)ヨ ナ デ 内・l雨 スス (内雨ほ多い)

深欽 。日綴部 日唇 IRLヨ コ?/日 :R側 F/踊 :祇 い降帯ヒ構から祀突/胴 :工 HIl絡 lAク テ ガ キ 繊維・ 外やや座経

葬 号土坑 半裁時 深鉢 。日縁部 回:単軸絡1(L?)憬‖[/販 t低い隆帯_L横 から刺突/胴 :単ln絡 lA(R、 L)タ テ Э20モ

第 号 1:坑・ 4僧 深鉢 。日縁部 LRヨ コ ナ デ 繊維・ 吹 きこばれ

第 号「 坑 51琶 8∫菖 浜鉢・ 周縁部 日 :RIRIF1/1FH:LRヨ コ ナ デ 繊締・外スス・補修剤

第118図 縄文土器 (16)
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第119図 縄文上器 (17)

No 出土地点・ 層位 器種・部位 外 面 (文様・ 装飾、地文・原体など)
内面

(調整など)
備   考

文
載

本

記

第 4号土坑 深欽 。日綴部 口 :単軸絡6A(R)ヨ ヨ/胴 :単軸絡lA(R、 L)タ テ ガ キ 胎t繊維 ,外 やや摩耗

第 5号十坑・ Nα l土 器 (10層 深鉢・胴部 結東1種 (LR、 RL)ヨ 胎 土繊維 混入

第 5号土坑 ,3層 深鉢・ 口縁部 日唇 :LRヨ コ?/日 !RL側圧/頸 :低い隆語にRL側圧?/胴 :RLヨ コ ナ デ 繊Ft,内外焼けはじけ

第 5号土坑・5層 合部 ?(1/4周 ) LRヨ コ? ナ デ 胎土繊維混入

結東1種 (LR+R?、 RL+L?、 附カロ条)ヨ コ ガ キ 繊紳 吹きこばれ

第15号土坑 。10層 深鉢・ 口縁ヨ
`

日:R側圧/頸 :細 く高い隆帯上細く深い刺突/胴 :単軸絡1(L)`Fタ テ ガキ? 胎土繊維混入

第16号土坑 。Nol土器 (2層上面 ?: 決鉢 (1/4日以下) 口唇!胴部原体ナナメ?/日～頸!隆帯とも含めしR側圧/胴 :単軸絡lA(R、 L)タ テ ガ キ 繊維,外上スス、中上摩耗

第16号「坑 ,最
_ヒ 部暗暢ヒ土 (■層より上) 口 :R側 席 /胴 :結東 1種 (LR、 RL)//施又順序 4・l→ 口 ナ デ 外而 スス付着

第16号■坑・ 2～ 7層 ? 深鉢・ 口縁部 回 :RL側圧/頸 :低い隆帯に刺突 ? ナ デ

157 第 16号土坑 。2～ 8層 ヤ 鉄 一周〕 単草由絡 lA(R、 し)タ テ/底向 :ナ デ ミガキ? 内タト面スス(外 タール状)

第16号十坑 ,2～ 8層 、9～10層上向 `′ 深鉢 。口縁部 施‖★日織//日 唇～日:L側 圧/頸 1低め隆帯に束1突 ?/胴 :単軸絡IA(L)タ テ 摩 好

第16号土坑・ 9～ 10層上面 ? 日唇～口 :LR側圧/胴 :RLヨ コ 納Ft・ 吹きこばれ
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0          1 : 3         10cm

161

ｙ
「ヽ
ご

No 出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文・ 原体など)
内両

(調 整など)
備   考

文

載

本

記

第 16号土坑  半裁時 深鉢・ 胴部 単軍由絡 lA (L、 R)ク テ ガ キ 胎土繊維混メ

第 号「 坑・ 5層 深欽・ 回綴部 口 :Rll‖斤/R周 :結東1繕 (RL、 LRう  ヨコ ナ デ

第17号土坑・ 7層 深鉢・ 回縁部 口 :L、 R側圧/1同 :結束 1種 (LR、 RL〉 ヨコ ナ デ 外全面スス・161と 同一?

第 号土坑・ 8層 烏蹄形側 l■ (R)??・ 隆帝 ?剥落 ナ デ 外面 スス付着

第 号 ■坑・ 8層 浜欽・ 口綴部 口 :L、 Rle十 圧/胴 :結東1種 (LR、 RLう  ヨコ ナ デ 外令面スス・162と 同一?

第17号土坑 半裁時 深鉢・ 口縁部 回
'R側

圧/1同 :結束1種 (RL、 LR)ヨ コ ナ デ 161と 1司 一イ』体

深鉢・ 口縁部 日内BI:LR 9コ /日 :最上部LRヨ コ、その 下RLヨ コ→樹歯状工具展 ナ デ 胎土繊維混赤

第 19号十坑 浜鎌・ 回綴部 日 :LR側十圧 /胴 :結東 1(LR、 RLう ヨコがイ立杢互 に ナ デ

第 19号土瓦 深鉢・ 口縁部 LRタ テ ナ デ 胎土繊維・ 外 スス

顎 :隆帯上深め刺突/4Hl i RLコ コ ? 摩 耗 胎土繊維 rf■ ス

170 深鉢・ 回線部 LRIE‖ 肝 ナ デ

第21号土坑・ 7～8層 深鉢・ 口縁部 日 :R側 圧/頸 :隆帯上横から束1突 /胴 :LR十 結節R?ヨ コ ナ デ 172と 同一 ?

第21号土坑  半裁時 深鉢・ 口縁部 日 :R側止/鋤 :高 め隆帯上横か ら深 い刺突 /胴 :結節 ヨコ?? ナ デ 外スス・ 171と 1可一 ?

第21号十坑  半裁時 深欽・ 釦部 日 :L仰

「
/型HI祇隆幕 LC字形則突/胴 :結東1経 (LR、 RL)→結師Rヨ コ ただれ 胎十繊維 ,174と 同一

第21号 十坑 半裁時 深鉢・ 口縁部 日:L側

「
/顎 1低隆帯 LC字形刺突/胴 :結束1種 (LR、 RL)→ 結節Rヨ コ ただれ 173と 同一個体

第120図 縄文土器 (18)
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第121図 縄文土器 (19)

出土地点・層位 器種・ 部位 外 雨 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内面

(調 整など)
備  考

文

載

本

記

第22号土坑 。3層 、9層上雨 深欽 (2/3周 弱 ) 日唇～野 :L側 圧/結束1種 (LR、 RL)ヨ コ ミガキ 胎土繊維 rft人

第 22号土坑 。9膳 深鉢・ 回縁部 日 :高 い隆帯上L側圧 ?・ 馬蹄状押圧 (LR?)/胴 :LRヨ コ ナ テ 吹きこばれ,177と 同一?

深鉢 。日縁部 回 :高 い隆帯上L側圧?,R、 L側圧・馬蹄状押圧 (LR?)/1同 :LRヨ コ ナ デ 吹きこばれ,176と 同一?

第22号土坑 ,10層 深籐 旧縁部 Rll‖ 圧 ナ デ

第 22;土 坑 。13層 深鉢・ 胴部 LR十 結節Rヨ コ ナ テ 外面摩耗

第22号■坑 (一部第23号ヤ坑合む) 半裁時 口 :R側 圧/胴 :結束1種 (RL十 結節R?、 LR)ヨ コ ナ デ 胎土繊維・ 外スス

第22号i坑 (一部第23号と坑含む) 半裁時 廣部 (1/2日 以下) 結東 lTB(RL、 LR)ヨ コ→底部～底而 ナデ ? ナ テ 繊維・ 肉RIス ス

第23号上ウt'Nα l土 器 (10層 , 深鉢 (1/4周 弱) 口 T,榊
『

/莉 1任いに梓卜に半歳竹管|★ I旦 による相1如 突/輛 i常交1語 (RL、 LR)xT作交互ヨコ ミガキ
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192

0          1 :3         10cm

195

第122図 縄文上器 (20)

出土地点・ 層位 器種・ 都位 外 而 (文様・装飾、地文 。原体など)
内面

(調整など)
備  考

文
載

本

記

第 23号土坑・ 5層 深鉢・ 回縁部 日唇:LRヨ コ/日 :LR側 圧/胴 :LRヨ コ//日 、胴→頸水平方向側圧 ナ デ

深鉢・ 回縁部 Rヨ コ`P・ 結節 (17)ヨ コ ただれ

第23号土坑 ,9層 浜欽・ 回縁部 日唇 :LRヨ コ/日 :LR?側 F/観 :低 い隆帯 L如 突/胴 :単軸絡lAク テ ナ デ 繊維・ 内而 スス

深鉢・ 底部 結束1種 (LR、 RL)ヨ コ逆位交互 に→底部～底而ナテ ガ キ

第23号 ■坑  半裁時 深鉢・ 口縁部 回唇 :LRヨ コ/口 :LR慨 Jと/艶 :低隆帯上横から深い束1褒 /1Tl i LRヨ コ ナ デ 繊維・ 外やや摩花

第24号 土坑・ 5層 深欽・ 回綴部 結 節 (R)ヨ コ      *190と 同一イ同体? ナ デ 月台 lt繊維・ タトスス

第 24号土坑・ 9層 深鉢・ 胴部 LRヨ コ、 ナナメ ナ テ 外上、内下スス

深鉢 ,日縁部 日 i絡蔀 (R)コ コ/凱 :低い隆粁に太い竹會状則賽  イ190と dl―、188と も ナ デ

第24号土坑・ 9層 廣部 (1/4日以下) 1同 :斜絹 文 (原体示明 )/底 部～底而 :ナ デ ナ デ

第 24号封i坑・ 10膳 深鉢・ 頸部 190と 同一個体

第24号 引■坑・ 13層相 当暦 ? 深鉢・ 口縁部 日縁隆帯状 //日 :LR側止/胴 :原体不明 (結節 ヨコ ナデ.′

194 第24号土坑 。14層 日綴部 (1/4日 弱) (ナ デう ナデ光沢 胎 十繊維・ 外 スス

第 25号土坑・ 9唐 卜山～ 17層上 曲 深鉢・ 口縁部 R側圧 (隆帯上 も)  (*剥 落者 しい) ナ テ 胎土繊維混入

第36号■坑? 腰部 (一 部欠損) 結束第 1種 (LR、 RL)ヨ コ交 互→底郡 ナデ/辰山 :ミ ガキ ガキ.F o203
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208
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0        1 :3       1 0cm

209

ヽ

文様および縄文あるが

吹きこばれひどく拓本省略

脚

軽

潮

外 面 (文様・ 装飾、地文 ,原体など)
内面

(調 整など)
出土地点・ 層位

(*外面ただれ、胴部剥落 )

1(?)側 圧・ 側圧 (原体不明 )

:LRヨ ヨ/国 :

:単軸絡 lA(R、 L)タ テ/底雨 :ミ ガキ

ケズリ→底部～辰向ナデ
辞にも?)   (*降 帯「 摩経ひどく、下吹きこぼれで不明) 吹きこぼれ ,内 スス

LRヨ コ?・ 結節Rヨ コ

ヨコ、ナナメ→結節L?タ テ   (*外而スス 焼けはじけ

LRヨ コ→

第123図 縄文土器 (21)
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出:L地点・ 層位 器種・ 部位 外 雨 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内面

(調整 など)
備  考

文

載

本

記

第26号 上坑・ H層 (断面図にあり, 結東1種 (RL十結節L?、 LR)ヨ コ ガキ? 紛絆,夕(お 焦げ、二|え焼ll

第26号とtilyL・ 12=14膳 '` 結束1種 (LR、 RL)ヨ コ 摩耗 外スス・ 内外摩It

第 26号 ■坑 半裁時 日 :上部LR水 14方 FJlttL。 中部扁い隆帯上LRttF■・ 卜部無文/胴 IR?タ デ ナ デ 外 1墜帯 トススイ寸看

第26号土坑 半裁時 深鉢 。日緩部 結東 1種 (RL、 LR)ヨ コ   (*外 令而 スス付肴う 摩 経 内「�14け

`ま

じけ

深鉢 。日縁部 隆帯上L?側圧・ 隆帯下、R側圧、馬蹄状押圧 (R?)? 胎上石・ 外�スス

第 26号 十坑 隆帯 に沿 ってLR狽llt・ 高 い隆帯 にLRttL/4・ liRナ ナメ ナ デ 繊維・ 吹 きこはれ

第27号 土坑・ Nα l土 器 (4層 上面) 底部 (一層|う Ⅲ司:単軸絡lA(Rう クテ/底耐 ミガキ? ガ キ

19 第 27号 に坑・ Nα 2「 |:器 (7層 , 深鉢 日唇 :R側圧/日 :R側圧 (隆帯上も)/1同 :単軸絡lA(R、 L)タ テ 胎 1繊維 ,外面スス

第 27号 !坑 。No3(7層 ) 口唇～朗 :TブR‖1‖ (隆将卜も)・ 隆掃 L悩から栞‖突/1伺 1繕東1極 (I′ R、 Rけ ヨ ガ キ 繊約1・ 外
/fklmス ス

第124図 縄文土器 (22)
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腔

0          1 : 3         10cm
t

出土地点・ 層位 外 而 (文様・ 装飾、地文・ 原体など)
内面

(調整など)

結束1種 (LR、 RL)ヨ コ       (*外 面スス付着) 繊維・内焼けはじ1

lA(R、 L)タ テ

頸 :高 い隆帯にD字形押圧/胴 :LRタ テ ?→

R側圧 (隆帯上 も)。 隆帯に沿 って細かい刺突列/胴 :Rヨ コ

日 :LR側 比/製 :刺 突 (LRttL'P,、  トナデ/胴 :LRヨ コ

RLRナ ナメ

回唇 :突起外LRヨ コ/日 :R側 圧 (突起上は日唇まで)/顕 :半裁竹昔状刻目

口唇 :R?側圧/同 :ナ デ/胴 :LRヨ コ

第125図 縄文土器 (23)
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V―

No 出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内面

(調整など)
備   考

文

載

本

記

237 □ :単軸絡1(L?)根‖圧、底平らな棒状工具による束1突列/胴 :RL?タ テ 胎土繊維混入

第31号土坑・ 4層 櫛歯状工具 による沈線 ナデ凹凸

第31号土坑・ 7、 8、 10庸 際鉢・ □縁部 口唇 :Rヨ コ ??/回 :単軸絡 1(R)側 肝 ナ デ

第31号 +坑 。15層 底部破片 胴 :単軸絡1(R)ナ ナメ、RLヨ コ/底部～底面 :ナ テ ナデヤ 胎土繊維・ 内外摩耗

第31号土坑 。16～17相当層 ? 渓 鉄・ □縁 部 単 THI絡 lA(L)タ テ ` ナ デ

第 31号土坑・ 17～ 18層 深鉢 。日縁部 LRllJ圧 ナ デ

第31号「 坑 。17～ 18層 深抹・ 胴部 綺筒状 イi夏 によ る流練 ナ デ 胎土繊維混入

第31号土坑 半裁時 深鉢 イ。日縁罰∫ 先端中空、買道孔・ 深 い短尻線、東1突 ナ デ 内面 お焦 け

第 31号土坑  半裁 1寺 深鉢・ 回縁部 日唇1亥‖目列?/口 :R狽 1圧 /頸 i低い隆帯?ヒに深い剤突列/111i結 東1種 (LR、 RL)?ヨ コ

第31号 r坑 半裁時 深鉢・ 胴部 隆帯上R側圧、その下隆帯に沿 ってR、 L側圧/LR十 結節Rナ ナメ ナデ光 沢 外吹 きこはれ

第29号～第31号 、第103、 404号 ■坑 半裁時 日縁上から、LR恨 1と、交互刺笑列、LR側と、半裁竹菅状沈線/胴 :LRタ テ ナ デ

第29号～第31号 、第103、 104を 土坑 半薮lrf 深鉢・ 口縁部 細 く深 めの沈線、刺突 ナ デ

第29号～第31号 、第103、 104号 i14 半裁障 LR側圧 ナ デ 胎土繊維混入

第29子～第31号 、第103、 104号 t坑 半裁時 深鉢・ 口縁部 深めのサヽ形文 ナ デ

第29号～第31号 、第103、 104号 土坑 半裁1孝 深鉢・ 口縁部 口 :LR側圧 (低 い隆帯上もう/蠅 :深い刻突列 ナ テ 胎十繊締、白石湿メ

第29号 1坑 ,No2+器 (8層 )、 3層 ほか 浜錬 (An4-周 う 口唇 :LRヨ コ/口～胴 :TJRヨ コ ただれ

第126図 縄文土器 (24)
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第127図 縄文土器 (25)

0

261

1 :3        10cm

外 面 (文様・ 装飾、地文・ 原体など)
内面

(調整など)

lA(R、 L)タ テ
LR?十 結節Rヨ コ?(摩耗 していて

胴部 (1/5以下)

LRヨ コ→結節 (R)ヨ コ       (*外 スス、内黒 )

:ケ ズ リに折いナデ

文/頸 :LRヨ コ
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0        1 :3       10cm
「

出 li地点・ 膳位 器種・部位 外 面 (文 様・装飾、地文 。原体など)
内雨

〔調整など)
備   竜

文

載

本

記

第 36号 i坑の ほカ LR償 J吐 (隆希上 も) ナ デ

第 36号 十坑③ □[!RLコ コ?/日 IR側 |「 .結節Rヨ コ/VΠ I低 めに帯にR脚 IF/1同 ILRヨ ナ デ 繊維・ 外 国縁 キズ

R側序 (日 級最 L部 へ)。 指函状押肝冽 (高 い降帯「 ムう ナ デ

第36号 土坑 '爾北ベル 蘭側ベルトと卜陪 「 ユ:LRIItlL/川可:LRヨ コー>一部 LRljJl性 ナ デ 繊維・内外やや停 It

第36号 ヒ坑。南北ベル 南側ベルトと下層 日 1高めの隆帯上竹管状刺突・R側
「

/師 :低め隆帯に半裁竹管状束‖突 摩 耗 繊維 ,外 スス,日 [修持

第36号 t坑 ,14層 下部、 7唐下I「 から18層 上� 浜鉄 (一部笑椙) 雑lB帯 4//回 :L榊
『

 階帯トー部Rtt F/爛 :結東1種 (1す R+常飾R RIブⅢヨコ→廣部～度面ナテ 内外而 お焦 げ

第 36号主坑 日 :LR伊 lL/凱 :償からの則央の上卜にLRIttL/胴 1早軸絡5(R、 L)ツ タテ 胎土繊維 混入

第 36号 土坑 深鉢 ,日 縁部 RIFl圧・馬蹄状押圧 (R側圧?) ミガキ?

270 第36号土坑 回属 :爪形Й日/Π 11,Rヨ コ/師 :祇 め路帯に半哉竹答‖★如突/1日 :結 飾Rヨ コ ミガキ

日縁 隆帝状・ LRttl■ (突起 は日唇罰,も , ナ攀蒸七 ツ(き こイぎオ■

272 第 37～ 40号 li坑 深鎌 ,日 縁部 回～rll:LR側圧/頸と胴の間 :ナ デ帯/胴 :RLヨ コ ナ デ

273 第41号 J:坑 日 :LR狙‖肝 /節 :徽降帯 に決 い如突 (■1序 ?) ナ テ 繊椰・外塵締・内外里

第41号 ■ ll■ 鉢 (辰 のみ一周) 絣東1種 (1コ R、 RI′ ,ヨ コ (■ しく羽状をなさない)→隈 H・

`～

贋miミ ガキ `′ ただれ

第 128図 縄文土器 (26)
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外 面 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内面

(調整など)

本文

記載

結節Rヨ コ 。LRヨ コ??
半裁竹管状 ![具 によ る

lA(R、 L)タ テ (日 霰と4同部では逆方向?),頸 !低い陸帯に深め

縁一周欠け径不明・ 底雨 :LRヨ コ

LRク テ→結節Rク テ 外スス・内ナデ■具痕?

頸 :低 い隆帯 ?/胴 :LR十

第129図 縄文土器 (27)
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第130図 縄文土器 (28)

0          1 : 3         10cm

llo 出土地点・ 懸位 器種・部位 外 面 (文様・装飾、地文・原体など)
内両

(調整など)
備   考

文

載

本

記

第45号 !坑・ 8層 底部 (1/J剖 強 ) LRヨ コ`F→辰罰
`～

底向ナデ ただれ 胎i繊維,内 面スス付着

第45号 土坑 半裁 F吉 LR十 結節Rヨ コ ナ デ

第46号 に坑 深鉢・胴部 しRタ テ→結節Rタ テ

第46号 ヒ坑 日縁部 (2/3周 弱) 日唇 :強いナデ/日 ～ Ivl i櫛 歯状工具 による沈線 ただれ

第47号 土坑 Nol土 器 (7層 上面) 日辱～日 :R?側 F /餌 :高 い降帯 L押F(*灰 色でF-4耗 ひどく、不明) 摩 耗 繊維・ 摩耗 ひどヽ

第47号 itt Nα l土器 (7層 上山 , 深fA・ 胴部 多軸絡 (?) タ テ 摩耗

第47号 ヒ坑 ,7 層 深鉢・ 口縁部 LR側庄 (突起部 回唇 まで , ナ デ 胎土繊維混入

第47号土坑 ,7 層 回唇 :LRコ コ/国 し側肝 ミガキ

第47号 Eに坑・ 7～ サ着 深鉢・胴部 多軸絡 (?) ク テ 摩粍

第47号 土坑 半裁時 深鉢・ 口縁部 口唇 :LRヨ コ/国 :縦 墜帯剥落・ Lイ員J止 /川可:LRヨ コ 胎土繊維混入

第47号 土坑 半裁時 LRIHl圧 ナデ丁寧 内外黒

第47号土坑 半裁時 榮鉢・ 口縁部 日 :LR側圧/頸 :深い刻 目 ミガキ ?

第48号 十坑  Nol l器 (3層 ) 鉢 (日 縁欠慣 ) 4渡状
.P//日 :Rttlt(隆需 にも)/胴 :Rイ ロイロ→隆帯 卜結節R`′ クテ ミガキ

.r
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第131図 縄文土器 (29)

305

0          1 1 3         1 0cm

303

lNo 出 土地点・ 層位 器種・部位 外 而 (文様・装飾、地文 。原体など)

内面
(調整など)

備   考
本文

記戟

第48号■坑 No2土 器 (1層 ) 浜鉢・ 口級部 日 :太 く高 い隆帯、突腿・ LR側 匠/1同 :RLヨ コ//突 起4単位 'F ナ デ 外上部、内 F部スス

第48号土坑 。1層 小型0本 AIH:子 JRナ ナメ/廣～廣耐 ナデ     (*1/2周 弱) ナ デ 打台i繊維・ タトスス

第48弓 十坑 。
3、 4層 深鉢・ 口縁部 縄 `F、 早 Ftr絡 1(R｀r,側 L 度 経 内夕腱 推 (内特にひどtう

第48号 上坑・ 5、 6局 深鉢・ 胴部 RLRタ テ→結節Rク テ (*上の割日接合面から剥離 ?、 その後tjl tt FF) ナ デ 戦推・吹きこぼれ,内 スス

第18号土坑 '3～ 4層 (1/6)、 5～ 6層 (5/6, 底部 (底のみ一日) 艶hh絡 1`?)ク テ ? (*麿 経 ひど t Fj耗 繊維・内外摩耗ひどヤ

半301と 同一個体・ 1/3は 「第48号土坑」 として取 り上げ

第48号 上坑 。10～■層 深体・ 回縁部 日唇 :期 日/El:RIFl[王 /堅H:社三隆帯 _し束J突 ?/LRヨ コ `F ナ デ 胎土繊維混入

第48号 土坑 半裁時 卜型鉢 (1/4周 ) 同 :TJ?lEI「 千 (降帯 liム う /胴 :LRヨ コ ? ナ デ 胎 上石・ 外摩花

LRヨ コ 座 オ 内外 ボ ロボ ロ

第48号 上坑 深鉢 ,日 縁部 日唇 iLRヨ コ/国 :LIRl圧 (高 い貼付文上も) ナ デ

第48骨土坑 深鉢・ 口縁部 口 :単 4Hl絡 1 `R)側序′/ЛR:LRヨ コー>結節Rヨ コ ただれ 胎 i石含む

第48号十坑 深鉢 。
4111部 結束1種 (RL、 LR)コ コ→結節Lヨ コ ナ デ 繊雑・吹きこばれ
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第 132図 縄文土器 (30)

慕 i灘4繁γ韓 4■

hlo 出土地点・ 層位 器種・ 都位 外 面 (文様・ 装飾、地文・ 原体など)
内而

(調 整など)
備  考

文

載

本

記

菊48号土坑 深鉢・ 口縁部 二山突起・ LR側 圧

第48号 1:坑 日唇 :LR`′ 側 l■/日 :LR側 比/類 :半敷竹管状工具による東1突夕J 摩 花 外黒

第48号 卜琉 深体・ 回綴部 国 :R側圧 /R樹 結束 1種 (LR、 RLう ヨコ  (*回 唇、頸摩耗 ミガキ 胎 ■繊維混ス

第48号 土坑 深鉢 。口縁部 結束1種 (LR?、 RL)ヨ コ 胎 十繊維 多

第48号 土坑 LR、 単軸絡1(R ‖I比 (*卜 の割れ日輪積み接合血からの剥離 ) 胎 上繊維混入

第48号 十坑 深鉢・ □綴部 口:LRヨ コ/堅高:細 く高め隆帯PIHqに L側圧/胴 :斜縄文? 摩 耗

第48号土坑 鉢 (頸一周) 突起2守単位//日 ～頸 :LR側 圧/胴 :LRヨ コ→結節Rタ テ⇒底ナデ Э204

49号、第51号 (第 50号 も?)土坑 底,:fl` /2)』 身身) 底部 ～底 向 :ミ ガキ ナデ
.r

第49号 ?(第 50、 51号 ?う  にIJl 深鉢・ R同部 鉗 :高めの隆帯 にR側肝 /1同 :LRヨ コ ナ デ 繊維・吹きこばれ

第50号 、第51号 生坑、第50号 と坑 ,7層 深鉢 □2/4周 ) 日 :隆帯状折 り返 し日縁・ 口～胴 :LRヨ コ、ナナメ ミガキ

第50号 (第 51号、第 75号 も)土坑 LRヨ コの上、 卜に水半万向 にLRtt EL ナ デ

第50号、第51号 十坑 深鉢 ,日綴部 口唇 :押 圧列 /国 :*黒 こげで不明 (多 軸絡 クテ ??) ナデ? 繊維・ 黒 こけ

第52号土坑・ NαO上器 (2層 ) (一周 ) RLヨ コ、ナナメ→結節 (L)タ テ→底部～底面ナデ/′/底面に?の圧痕 ただれ 内面二次嫌成 で示
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0        1 :3       10cm

鞠

No 出土地点・ 層位 器種・部位 外 面 (文様・ 装飾、地文・原体など)
内lm

(調 整など)
備   考

文
載

本

記

第52;土坑 .llo 上器 (■ ～12層上南)、 9脂 深鉢 (口 1/J司 , 国唇:強 いナデ/国 1竹省状工具沈線?/1同 :結束1種 (LR、 RL)タ テ→結節Rタ デ ミガキ 外お焦げ何着

鉢 (賂完形 ) 口唇 I RL?コ コ/日 I RttE.太 く浅い洗線状ナデ/踊 :結東1種 (LR、 RL)ヨ コ ナ デ 繊維・内日やや摩花 D20イ

第52号t坑・ 1～ 2層 口:L側 FF/1F.li RLナ ナメ 摩 耗

第 52号土坑 。45層、南部2層 主体 波‖大日縁//日 :L側 圧/頸 :低め隆常に深い刺突/1同 1単 軸絡IA(R、 L)タ テ 胎土繊維混入

327 第52号 十坑・ 7～ 10層 深鉢 。日縁部 日唇 !亥 1目 /日 :L旧 J圧/駈 :低 め隆帯に刺突/1同 1緒東1(RL、 LR)?ヨ コ ナ デ

第52号土坑・ 7～10層 日唇 :LRヨ コ/日 :R和 F/冊 :結夷llg(RL、 LR)ヨ ヨ//施 文順胴→日 ナ デ 繊維 ,外 スス・補修子と

第133図 縄文土器 (31)
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瑯

336

ψ

静

出 卜地点・ 屠位 器種・都位 外 面 (文様・ 装飾、地文・ 原体など)
内面

(調 整など)
備   考

文
戦

本

記

第 52号 十航 ,7～ 10層 、 半裁時 月同部 (1/4周 野葛) 結東1種 (LR、 RL)ヨ コ逆位 も ミガキ? 7～ 10層3/10,繊維

第 52号土坑・ 12層 日唇 :LRコ コ/日 :LR租1「/rl i祇 い隆帯に楢からの刺突/胴 :結束1ヨ コ ナ テ 綴維多・吹きこはれ

第52号土坑・ 南部2層 J主体 L側圧 。高い隆帯 (一部剥落 ) FTA耗 月台 li繊維・ クトスス

332 第52号上坑 半裁 H寺 深鎌・ 回縁部 枝状日縁//日～顕LR側 圧、竹管状束‖突、顕低い隆帯/刑 :結束1種 (RL、 LR)コ コ ミガキ 繊lll・ 内部雑けはじけ

第52号土坑 半裁時 日屏～日 :R佃 F/観 :祇め降帯にC宰形菊突/1同 :結東1(LR、 RL)コ 外面やや摩耗

第52号土坑 半裁時 回 :LR側 圧 (隆帯上も)/頸 :束1突列/胴 :結節 (R)ヨ コほか? ガ キ

第54号 十坑・ 1、 2溜 、4中 心相追層 鉢 (1/4周以 下) 結東1種 (LR十 附加条L、 RL+附加条R)ヨ コ逆位交互→日RL側 圧 だ れ 2旧 3/4.緋kl.内休ス

第54号土坑・ 4中心相当層 櫛粛状工具による沈線   (*と 下部れ日、粘上接合面からのギ1離 ) ナ テ 胎t繊維混入

第54号上坑  半裁時 単軸絡1(R)タ テ (向 縁最上部 ヨヨ ナ テ

第134図 縄文土器 (32)
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彎蝋
鞄饂 鶴購磯岬懇曲欝洋驚黙鰈

342

0          1 : 3         10cm

外 面 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内面

(調 整など)

/□ !R、 L側圧/頸 :深 い横から刺突/1同 :結東1種 (LR、 RL)ヨ コ

:結東1(LR、 RL)ヨ コ

結束1種 (LR、 RL)ヨ コ

日 :L側圧/頸 :低め隆帯上刺突・胴 :単軸絡lAタ テ

第135図 縄文上器 (33)
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第136図 縄文土器 (34)
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出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文・原体など)
内而

(調整など)
備  考

本文

記載

第55号 L坑・ 1～餅回当層、9、 11旧 深鉢 (1/4周 弱 ) 日唇～日 :LR側F/範 :祇隆帯 ヒ胴部縄支/胴 :結英1種 (LR ミガキ 繊維・ 波状日縁

第55号 引境  半裁時 日唇～日 1と R側圧/頸 :横からの深い刺突/胴 :単軸絡lA(L)タ テ ナデ丁寧

第55号 土坑 半荻時 口 :高め隆帯 。L7側 F1/頸 :半裁竹管状 ■i具 によ る刺突列 ナ デ 外而摩耗

小型鉢 [¬ :LIHll〒 /Л IH:結東1締

`LR、

 RL)ヨ コ 繊維・ 外全inス ス

日 IR側圧/蜘 :低 め隆帯上深い刺突/1同 :結束1種 (RL、 LR)ヨ コ ナ デ 内外 F―
~耗

深鉢 一部欠娘 ) 日啓!笑起1単位'[阿面眈F/口 !し 側面ll侵 /頚 1跡上に悩からの束‖突列/日 :篭東!種 (Rし、とR)ヨ ]/辰而:ヽ 汀キ ガ キ 休「劇

`ス

ス、下部二渋糧破 920〔

深鉢・ 口緻部 日唇～日 :LRttl「 /節 :高 め降帯 L刻 日列 /H同 :単 輸絡 lAタ テ ミガキ? 胎土繊維混入

第 56号「 坊・ 18眉 日唇:LR??側 F/日 :LR側
「

/頸 :竹管状束‖突/用 :結東1種 (1フ R、 RL)ヨ コ
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359

3Ы         Cm

第137図 縄文土器 (35)

翻 講 群 ミ

出土地点・ 層位 器種・部位 外 而 (文様・ 装飾、地文・ 原体など)
内面

(調整など)
備  考

文

載

本

記

第 56号 土坑 。18層 口:L側 圧/顕 :半裁竹管状刺突,L十 結節r?コ コ/用 :結東1種 (LR、 RL)コ コ ミガキ?

第 57号 十坑 。4相 当層 口唇 :刻 日/口 :LR十 結節 (R) 摩耗 外面 スス何着

第57号上坑・ 5層 Л同:目 殻悔縁文/先端 :摩耗 条 痕

356 第 57号土坑・ 餅目当層 同縁部 `r LRヨ コ  *胴 1/4周弱 。356、 358と 同一個体 ただれ //kttm‐ スス・内下黒い

第 57号「 坑 半裁時 深鉢 。同縁部 口唇 :強いナデ/国 :絡節 (L)ヨ コ ナ デ 胎土繊維混入

第57号土坑 半裁時 *356、 359と 同一桐体

第 57号土坑  半裁 I寺 *356、 358と 同一個体

360 第 57号
「

坑 半裁‖キ 深鉢 。EFul部 LRヨ コ ただれ *356他 と同一個体 ?

第58号土坑・ Nα l引 i器 (3層 上部 ) 決鉢 (1/5日以下) 日唇～日 :Lll「 /Wi祇 い腔帯 LD宰形菊突/1同 :単軸絡lA(R、 L)タ テ ミガキ 繊維 '外剰落・補修孔

第 58号土坑 口 :L側圧/胴 :Lヨ コ ナ デ 胎 十繊維 fFLス

363 第 58号 十琉 深鉢 。日縁部 日 :Ltt■ /銀 :低い墜帯に刺号罵/LRヨ コ ナ デ 胎土繊維 ,外 スス

第58号土坑 日 :R、 L側 圧/‐ II低 い隆帯 l粛 突・ボタン状貼付上L狽1圧 /1al i結 節Lヨ ナ テ

第 58号土坑 単軸絡lA(L)タ テ ナ デ 胎十繊絆、tl.吹 きこぼれ

―-249-―



ラ

電髪舒麓
塾μ

印

鴻 恥 鶴 郡
螺 戟

0印
375

礫罰T
376

378

0        1 :3       10cm

374

第138図 縄文土器 (36)

出土地点・層位 器種・ 部位 外 面 (文様・装飾、地文・原体など)
内面

(調整など)
備   考

文

載

本

記

第58号 七坑・ Alo l土器 (3層上部 ) 深籐 □綴部 日唇 :Lヨ コ/日 :LR側F/1同 :結東1種 (L、 RL)ヨ コ//柿文‖冨序日→胴 ガ キ 師 :微 隆帯状

第58号 。1～ 4盾 /第 29、 63号 土 1/L 胴部 (1/4周 弱) 単軸絡IA(R、 L)ク テ ミガキ? 胎十繊締渾 入

第 58号十坑  半裁時 深鉢・ 口縁部 日 :隆帯状・ RL側 止/敗 :網 く深 い刺突夕U 内面剥落

第59号土坑・ Nol土器 (2層 上面 ) 深鎌 (1/4周 弱 ) 日 :LIAIF‐ /‖同:Lク テ ナ デ 繊維・ 外面 スス

870 第59廿土坑 。Nol土 器 (2層上血)ほ か 深鉢・ 底部 1同下部 :Lナ ナメ?/底部～膜而 :ナ テ 胎十繊締濯 入

第59号 |!坑 。9層 底罰
`～

辰耐 ミガキ ″ ナ デ 胎上繊維混入

372 第59号土坑・ 9層 深♂本 (1/4周 弱 ) 日1師に隆帯lr,→LR十 結節Rヨ コ→R仰
「

/朋 1結東1糟 (ll怖 条、LRttL、 RL+R)ヨ ミガキ 繊維・ 外而 スス

瞭 (1/8周 弱 ) 底～底面 :ナ デ

第61号 li坑 。1層 棄鉢・ 口縁部 単軍由絡5(R, タテ 摩ギを 内外面摩粍

375 第61号十境 。3～ 4相 当層 深 fIN・ □縁部 斜綴文 ?(原 体系明 ) ナデ? 内外而摩耗

第 61号土坑 。4層 深鉢・ 口縁部 LR側 圧 R合十繊粕掏巨入

第 62号 |を坑・ 3層 深 鉢 LRヨ コ'F→半組紐側止 ナ デ 胎土繊維混入

378 浜欽・ 口縁部 日 :LR側 F/卸 :半裁竹管 llk束 ‖突、その下RL側
「

/胴 !RLヨ コ?? ナデ丁軍 ヨ唇亥1日 ?・ 外スス
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第139図 縄文土器 (37)

388

靭 一昨
389

蝿 i輯

徽 Ⅲゞどヨ爾子をR手 Vゞ.手

〒

３９２

外 雨 (文様・ 装飾、地文・原体 など)
内面

(調 Trkな ど)

束1種 (LR+附加条r?、 RL十 附加条R?)ヨ コ逆位交互に

日 :LR側 圧/顕 :浅 い刺突/胴 :結束1種 ココ?(摩耗して不明)

ナデ・吹きこばれ

=LRに R、 RLに L?)ヨ コー1底

日唇 :刻 目/日 :LR側圧/頸 :低 め隆帯上C字刺突/胴 :単軸絡lAタ テ

国 :LR側圧 /4Hl i紺 束 1種 ヨコ `F`Υ

口 IR側 圧/頸 1低め隆帯上刺突/胴 :結束lTg(RL、 LR)ヨ コ

単軸絡1(L)(痕跡的)→LRヨ コ

大波状日縁・ LRヨ コ
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0        1 :3       1 0cm

410

鱒

Л
争

llo 出土地点・ 層位 器種・部位 外 面 (文様・ 装飾、地文・ 原体など)
内面

(調整など)
備   考

本文

記載

第64号土坑 。3層相当層 ? 鉢 ?・ 回縁部

深鉢・ 日縁部 日唇 :斜縄又
.F(摩

花 )/日 :L?側 l■/Ⅲ司:LRヨ コ ナ デ 吹きこぼれで天禄小明環

深鎌・ 回縁部 太 く高 い隆帯・ R側

「

(隆帯上 も・ 馬蹄 形押圧 ) ナデ丁寧 内外 スス付着

深鉢・頸部 陛経ひどくてス明だが、口縁 :IJ?相 ‖F/範 :路帯「 子す?れ‖庁/1R:禾明 麿 耗 内外摩 lfひ どヽ

単軸絡 5 (R) タ テ ナデ維 繊維 。内面スス付着

400 深鉢 ,日縁部 櫛歯状工具 による沈線 ただれ 胎土繊維 混入

第64号土坑・ 6層相当層 ? 深鉢 。日縁部 肝振日縁〃日唇～日:IJR悧
「

/頸 Iパ 日 (個IF?)列 /冊 :結交1(RIフ 、LR)ヨ コ ナ デ

第64号土坑・ 7層相当層 ? 日唇 :強いナデ/回 ～胴 :LRヨ コ ナ デ

403 第64号 十坑 。9層相 当層 ? 深鉢 ,日縁部 日唇 :LRコ コ/日 :単軸絡1(L?)相 1に /1同 i緒東1種 (RL、 LR?) ナ デ 胎土繊維混入

第64号土坑 。9層相当層 ? 深鉢・ 回縁部 折 り仮 し□綴・ ボ タン状日占付支・ TJRヨ コ ナデ難 内面輪稽 み痕

第64号土坑・ 10層 日:LRttL/顎 :逆 さ |し J字状にしRttL州 /1・l!無文希卜LRヨ コ ナ デ

406 R側 圧 ナデ丁軍 外面全面 スス付着

407 第64号土坑・ 8～ 16層相当層 深鉢 ,日縁部 J?制庁

`回

唇、高 め降帯 卜、路帯 に沿 ってうo単輸細 (R)組 1序 摩 繕 内外摩耗

408 第64号土坑 LRIttllt ナ デ 胎土繊維混入

第 64号 十坑 深鉢・ 回縁部 日唇～日 :LR側圧/頸 :刻日状にLR?側圧/胴 :LRヨ コ ナ デ

第64号土坑 深鉢・ 回縁部 ナ デ

第 64号土坑 太めで炭 い況線 ナ デ 外スス、内お焦げ

第 64号 十坑 深鎌・ 日綴部 日唇～日縁右側、高め隆帯上 ?:LR側圧/日縁隆帯より左側 :R?側圧 ナ デ 胎土繊維混入

第64号土坑 深鉢・ 回縁部 日 :単軸絡 1(R?う とRLイ酬FF李百 に /Л同 :LRヨ コ ? ナ デ 繊締・内外ややlF■耗

第140図 縄文土器 (38)
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出土地点・膳位 外 面 (文様・ 装飾、地 文・ 原体 など)
内面

(調整など)

1種 (Rし、LR)ヨ コ→底部～底面ナデ (光沢)と■層出士:(接合
上も,突起は日唇まで), RLRヨ コ→結師Lタ テ

折 り返 し同縁・Lヨ コ (*下 の割れ日、粘 上接合面か らの利離 ) きこばれ,内 スス

も)/胴 :LRヨ コ→結節Rタ テ
:LRナ ナメ/

頸 :高い隆帯上LR側圧/胴 :LRヨ コ、ナナメ

(隆帯上 も)。

日 :R佃 肝/1同 IIコ Rヨ コ、ナナメ  `*下の事‖れ日、粘■移合斎から

で 。馬蹄形 も)

第141図 縄文土器 (39)
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出土地点・ 層位 器種・部位 外 面 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内面

(調整など)
備   考

文

載

本

記

第68号 上坑・ 7層 深鉢・ 口縁部 LRヨ コ ミガキ

深鉢 。□縁部 回:Rtt‐ /類 :LR'F IJll■/1周 :RLヨ コ 摩 経 外而 スス付着

第69号土坑 Nα lュL器 (21層 ?)ほか 深ttt(1/2日 以下) 突起//日 ～頸 :LR悧 圧・縦隆帯 ,隆帯上深め刺笑/胴 :単軸絡lA(L)タ テ ナ デ 繊維・外上中心スス

第69号 土坑 Nol土 器 (21層 `′ )ほか 深鉢 (底4/5周 ) 日底～口 IIクR佃 |「 /節 :高 め隆帯 に期突?/1・liL+結 節Rタ テ/辰面 :ナ デ ナデ? 繊雑・外二決焼成、スス

第 142図 縄文土器 (40)
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第143図 縄文土器 (41)

外 面 (文様・ 装飾、地文・ 原体など)
内面

(調整など)

:RLヨ コ?(摩滅)/日 :LR側圧/頸 :LR側圧?/1同 IRL、 LRヨ コ

R?、 RL)ヨ コ→底部～底面 ミガキ束1種 (LR十

ヨコ→底部～底雨 ミガキ
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斡
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1 : 3         10cm

胃

〃

443

縣
444

露

445

Ⅷ

448
0

出土地点・ 層位 器種・部位 外 面 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内面

(調整など)
備   考

本文

記戦

第 69号 十坑  Nα 2 1t器 の興 深鉢 。日縁部 口 :LR側圧/m司 :LRタ テ? ガキ? 胎 L繊雑・内外面スス

第69号上坑 No 2土 器の奥、24相当層 度部 (度のみ一日) Iコ Rヨ コ→廣部～廣而 ミガキ ? 繊lt,内 スス・夕(二渋lltll

第 69を 上坑  Nα 2土器脇 深飾・ 日縁旨
`

LRIttll■ 胎 土繊維 混入

第 69号 十坑  No2 1!器 R/VJ 深鉢 。日縁部 口:R側圧/額 隆 帯 1同 :RLヨ コ ? ナ デ 外而黒

第69号上坑 。25層相当層 浜欽・ 日綴部 日唇～Π鍛:LRtt FT/昴 1任 いlft幕 に半抒竹管‖T:旦 による椰ti★ ml宰 ,/触 :R?+療節Rヨ コ 1合十繊 1/tF'『 入

深鉢 ,日 稼部 LRI担 J壮 ガキ `F 胎 i繊維 混 入

第 69号 ■坑  半裁陪 深鉢 。日縁部 日
=ILR?ヨ

コ/回 :LR側 [/11T i半数十ζtt I具による刺1笑列/胴 :結束1糟 (LR、 RL)ヨ ガキ? 繊維・補修孔 ,外 スス

第69号 土坑 半裁時 渓鉄・ 口縁部 胎 十紛締 r5ス

株鉢・ 日縁部 1笙帯上 に側 l■ 'F、 外向

'攀

稚、剥落 ひど く小明 ナデ・F

第 69号 十坑  半裁晴 深鉢 。日縁部 口 :RL側圧/臣膏:イ氏ヽ 隆ヽ帯に亥1日 ′/Л何:RLヨ コ? ナ デ 胎 十繊維 l「L入

第69号土坑 半裁哨 浜欽・ 日綴部 国唇 :稚いナデ/口 :T′ RIH∫干/1m:斜紹支 ?

第 69号 L坑 半裁時 深鉢・ 同縁部 日:LRttL/.11 低tЧ堕掃に半数竹営状I具 による則笑夕1/1同 ILR十 格師Rコ コ

446 第 69号 ヒ坑  半裁陪 深鉢 。日縁部 口 :L側 圧//1同 :Lヨ コ 摩 耗 胎 ■繊 維 混 入

第69号土坑 半裁時 深欽・ 日縁都 LR側圧 ガキ ? 1台 十繊そ確,厚 入

448 第 69号上坑  半裁時 深鉢 ,日縁罰
'

口 :Rlllll■ /1・l:LRタ テ ナ デ

第 69号 1■ 坑  半裁時 深鉢 。日縁郡 日唇～口縁 :LR側圧 ナ デ 胎 土繊維 rFL入

第 144図 縄文土器 (42)
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鱒
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第145図 縄文土器 (43)

460

0        1 :3        10cm

フ
458

紗

1,ii:;iiii:::,il:i専 tiiil,i:ξ
ii'ii:i:t:::ii事二|:i:i:r:il::―

外 而 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内面

(調整など)

/頸 :低い隆帯に?の 押E、 隆帯下ヨコナデ/胴 I RL十 竹蔀L?ヨ コ

～ 日綴 :LR側圧 /1同 :LRヨ コ

口縁最上部隆帯状//日 :LR側圧/胴 :LRヨ コ
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群

出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・装飾、地文 。原体など)
内面

(調整など)
備   考

本文

記載

第 69号 司i坑  半裁時 深鉢 (1/4)剖 ) 日唇～日 :LRttl1/艶 :低隆需上C字刻日/RLヨ コ77→絡節Rタ テ ナ デ

第69号土坑 半裁時 演鉢 (度のみ一日) 結東 1種 (RL、 LR)ヨ コ→底部～腹而 ナデ ナデ? 胎 「剃 維混入

胴部 (1/4周 ) 結束 1種 (LR、 RL)ヨ コ 繊維 ,内 面一部摩耗

第 69号 十坑 半裁時 辰部 (医のみ一周) 1間 :単軸絡lA(L)タ テ/辰部～辰EE Iナ デ  (*外血、胴二次焼成、ほスス付君) ミガキ・イ
165a 第69号土坑 半裁時 廣部 (1/5周 弱 ) 結東1種 (RL、 LR)ヨ コ  (*下 の留れ日、粘引ilr合 而からの粛離 ) ナ デ 胎 十繊維混入

深鉢 。日縁部 回唇 :LR?側[/日 :無 文地にLR側圧/用 iロ ナデ→結束1種 (RL、 LR)コ コ ミガキ 胎土繊維 fF■ 入

第 146図 縄文土器 (44)
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攀

霧
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４６７

470

輝
481

爾 癬
468

導

鰯
473

挙‖
474

477

478               479
0          1 : 3         1 0cm

No 出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 lFll(文 様・ 装飾、地文・ 原体など)
内面

(調整 など )
備   考

文

戦

本

記

第70号 土坑 半裁時 深鉢・ 日縁部 日 :LR側圧/頸 :半裁竹管状工具による押 し引き刺突 ミガキ H台 十繊lT混入

第70号 土坑 半裁時 浜鉄 ,日 緻蔀 □ :ナ デ→単車由絡 1(R)側 圧/胴 :LRヨ コ、 タテ 胎上繊維混入

第 号 r坑・ 符日当層 深鉢 。日縁部 土繊維 .471と 桜合

第 号土坑・ 10、 H層 部 単軍由絡 lA (RL、 LR)タ テ ミガキ ? 胎 ■繊 維 湿 入

第 号土坑 。10～11層 浜体 。1日 部 単軸絡lA(L)ク テ 胎土繊維混入

第 号 i坑  半裁時 深鉢・ 口縁部 日:L側圧/頸 :縦長、浅め刺笑/胴 :LRヨ コ?→結節ココ??(不明瞭) ナデ丁軍 繊維・ 468と 接合

第 7 号土坑 半裁時 深鉢・ 口縁部 日:L?側 圧/頸 t低隆帯上束I突 /1同 :最上、結節Rコ コ、下結東1(LR、 RL)コ コ 陸 締 内 //k摩 締

労37 号上 191 半教晴 深欽 。□縁部 口唇 :RLヨ コ/口 :L側 圧/頸 :横からの深い刺笑 ナデJ寧 胎土繊維混入

第 72号 I 深鉢・ 口縁部 LR側 圧 ナ テ 胎 土繊維 lPL人

第73号 土坑 ,Nα J:器 (9層 ド部～13層上函) ほ部(底のみ 胴～辰 :RLタ テ、ナナメ→底部ナデ?/底面 :ミ ガキ

濃体 。日綴部 日 :高降帯 LLR?側 圧 ,単軸絡1(R)側 F■ /1■li LRヨ コ→結FllLRタ テ ナデJ寧 内外 スス付着

第 73号「 深鉢・ 口縁部 単軸絡1(R)側 圧 摩 能

深鉢・艶部 日 :LRI貝 J丘 /川封:LRヨ コ ミガキ

深鎌 。日縁部 日唇～堅百:LRIH圧 (r百の低隆帯上 も)/川司:RLRヨ コ ナ デ 胎i繊維混入

第 78号 を坑 。11層 深鉢・ 日縁部 口唇丸い粘土貼付による突起・ LR側 圧 ナ テ 胎土繊 維混人

深鉢 ,日 縁部 LR側 ,士 ナ デ

第73号土坑 半裁時 深詠 。日縁部 LRIFI圧 (隆帯上も。日唇部もHlじ ナ デ 繊維・外面スス付着

第147図 縄文土器 (45)
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Ⅷ 可 490       イ

第148図 縄文土器 (46)

0          1 : 3         10cm

No 出土地点・層位 器種・部位 外 面 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内面

(調整など)
備   考

本文

記載

483 第73号 十坑  半裁時 回暮 ～ 回 :LRttl■ /毀 :高め 1笙帯上刺突/単聴絡 lA'Fタ テ ナデ !寧

第73号土坑 半裁時 単軸絡 1(R)lB I肝 ミガキ 外而 スス付看

第74号土坑 深鉢・ 口縁部 太 く深い沈線 ナ デ

486 第74号 十坑 L、 RIttll■ ナ デ 胎上繊維多 ヽ

第75号土坑 深欽・ 口縁部 日唇 :強 いナデ/日 :R租‖肝  (*日 唇部、粘十接合面か らの景‖離 ) ナ デ

488 第75号土坑 深鉢・ 口縁部 波状 口縁//回 :Rと LR側 圧/頸 :横か らの束1突列 ナ デ 外而麿経

489 第75号 十坑 R狽!吐 ナ デ 繊維・外面摩耗

第76号土坑 深欽・ 口縁部 突湿面部押肝・ LR十結節R?ヨ コ ナ デ 繊縦 外 スス

第76号土坑 (不 明 ) 単軸絡 lAタ テ??(摩 耗ひどく、不明) 摩 経 外スス・座経ひどヽ

第77腎 十坑 (第 4号陥し穴状遺構含む) RLヨ コ`P(摩耗)      (*胎 土繊維、名含む) ナ デ 補修孔 (両側か ら)

第78号土坑 黒こイナで摩耗し不鮮明だが、RLRヨ コ?? ナデ? 胎 JL繊維・ 黒 こげ

494 第 79号土坑 底部 (2/3周以下) LRヨ コ ?→底部ナデ/底面 !ミ ガキ ? ナ デ

第 79号十坑 鉢?(2/3胤 以卜) 日縁、隆帝上LR側止/胴 i RLRヨ コ、隆帯協タテ、ナナメ 映起孫局罰
`隆

希剥洛) ミガキ 突起ド横に貫通してない

第79号土坑 深鉄・ 口縁部 回 :LR襴 圧 /釦 :高い降帯 にLR側 圧 ナ テ 内外全両 スス付着

第80号土坑 。Nol土 器 (3贈 上山 ) 深鉢 (1/4周弱) 回:R側圧/頸 I半裁竹管状■具による刺突列/1同 :結束1(RL、 LR)ヨ コ ただれ
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本文

記載
出土地点・ 層位 外  而 (文様・ 装飾、地文 。原体 など)

?/節 :浜い東‖突 /1同 :LRヨ コ

日 :LRllIIlt/‖ 同:RLRヨ コ`′

上具 による深 t

ヨコ/ほ :ナ デ/底血 :ミ オキ

深鉢 (1/4日以下) LRヨ コ、ナナメ→底部ナデ  (歪み・他に、1橿 下部か3道上顧i1/5出 土)

ヨコ→結節 (R)ヨ コ

スス、やや障耗

第149図 縄文土器 (47)
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第150図 縄文土器 (48)

515

出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文 '原体など)
内面

(調整など)
備  考

本文

記載

第82号 上坑 半裁 H守 口 :Lttl■ /頸 :深い刺突夕」/胴 :LRヨ コ ナ デ 内外陸経

第82号土坑 半裁時 抹 (1/3周以下 ) 高め隆帯上L側 圧 。隆需下LR十結節Rク テ (*企んでいて径出せなヽ ただれ 外隆稀素1落・内お無げ

第82号土坑 半裁時 深鉢・ 胴部 ミガキ 外上、 内下 スス

菊83号 封i坑  半裁時 LR側 圧 ナ デ

底部 (一日ない) RLRヨ コ→底部～底面 ミガキ ナ デ 胎土繊維砂混入

第83号 土坑 半裁崎 深鉢 。□縁部 日唇 :側

「
?`度 絆)/口 :単輔絡1相 F?,日 Iキ付支 ヒ椰

「
?/RIl:LRヨ コ ミガキ 繊維 外而スス、摩耗

早軍由絡 lA(R、 L)タ テ ミガキ? 胎土繊維混メ

第85号土坑・llal(8層上面?残 した土器) 日綴部 (1/4日 以下) 口:LR側圧硬起頂部は日唇まで,睦帯上も)/1同 :RLRヨ コ→結師Rヨ コ、タテ ナデ丁写

弟B5号 1坑  No l、 3土器lB層上面)、 11器 (0～F層)ほか 胴～底部 (一 周) 結東 1種 (IコR、 R)ヨ コ→第 ナデ、底～底而 ミガキ ナデ? 外而スス、内面ただれ

第35号 ■坑  No2土器 (6層 ) Ⅶ可:LRタ テ→底部ナデ/灰向 :ミ ガキ ナ デ
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鞘
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0        1 :3       10cm

No 出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文・ 原体など)
内面

(調整など)
備  考

文
載

本

記

第85号土坑 Nα 2土器 (6層 ) 深鉢 (日一部欠) 4単位//日 :長 い=RL、 短い=LR(貼付とも・突起間は日唇も)側 [/胴 iしLヨ ナ デ 織維・ 吹 きこはれ

第85号土坑 No 5土 器 (9層 ) LRタ テ→底～底鹸 ガキ ミガキ? 外而 スス付着

第 85号 ヒ坑 。4～ 7層 探鉢・ 口縁部 外スス、やや摩耗

L狽」圧        (*吹きこばれ) ナ デ 繊維 。内お焦 げ

第85号 上坑 ,4～ 7層 浜鉢 。日縁部 LR側 圧 (低め隆帯上も・摩耗して小明燎たが、失起回唇剖
'も

r, ナデ炸 4合 +繊雑、石,外スス

第85号 十t坑・ 4～ 7圏 Iク R櫃‖序 吹きこばれ 。補修孔

深鉢・ 口縁部 LR側圧 摩 耗

第35号土坑・ 4～ 7層 深鉄・ □綴部 日:LR慣1[(突起日唇部も)・ ボタン状貼付文歌1落 ?(窪み)/胴 :Rヨ コ? ナデ? 繊維・内而やや摩耗

銚

`康

のみ一日) 回 :LR組‖F/胴 :LRヨ コ→底ナデ/底而 :ミ ガキ//施文順 11同→日 ナ デ 「半際時J取 り上げ1/3

深鉢・ 口縁部 LR視 J圧 摩 耗

533 第 86号 土 17■・ 11層 LRタ テ? ケズリ??

第151図 縄文土器 (49)
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0          1 : 3         10cm

出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内面

(調整など)
備  考

文

載

本

記

第 86号土坑・ 12層 口:Rttll■ /顎 :低性帯上半裁竹管状束1突 /1同 1緒東1種 (LR、 RL)ヨ コ ナ デ

莞86号 十坑・ 12層 口唇～ 回 :Lttlr/節 :東 ‖突 /Π日 :LRヨ コ 欧 去 こぼ ″L

第86号土坑・ 16層 小型鉢 (1/5周 ) LRヨ コ→国縁側圧?(原 体示明) (*外、内日縁オレンツ、内1同黒) ナ デ 胎土繊維混赤

第88号土 IJL・ 1層 口唇～ 日 :LR側圧/頸 :LR側圧→深 い竹管状工 具 によ る刺突 ミガキ? 胎 土繊維 rFL人

深欽・ 回綴部 日 :LR側

「
/町 :寵 み (降帯景‖落?)/胴 :LRヨ コ (*□原斜組支?) ミガキ ?

第88号土坑・ 2、 3層 深鉢・ 胴部 単軸絡 lA(R、 L)ク テ ナ デ 胎上繊維混ム

第 88号土坑 半萩時 日唇 :LRヨ コマ (摩耗)/日 :LR偶!圧/距 !竹管状束!突/胴 :結東1種 ヨコ? ナデ光沢

深鎌 。日Fy‐ 部 細 め深めの沈貌 ナ デ

第89号土坑・2層 深鉢・ 胴部 単軸絡 lAタ テ ナデ |

第89号土坑 半裁時 結東 1種 (LR、 RL)ヨ コ逆位交互 に ナ デ

深鎌・ 回綴部 □ :R細 F/艶 :高 め降帯 ヒ構から深い角柩状如寮/胴 :単輔絡lAタ テ 外スス・内下ただれ

第89号土17R 半裁時 深鉢・ 頸部 日 :R側圧・隆帯上細く深い刺突/頸 :低め隆帯上半裁竹管状刺突 ナデ !軍
第89号土坑 半萩時 日唇:LR?側L/日 :LRJ‖ [/頸 IC子形刺突/1同 !単 el絡1(L)?、 緒節L?タ テ ミガキ? 繊維・外 スス

深欽 。日縁部 日唇 :LRヨ コ/日 :R側

「

/節 ilA路帯「 竹御 犬珀察/胴 :結飾タテ??
第90号土坑 。4層 深鉢・ 回縁部 LR側圧 ナ デ

第90号土坑・ 4層 「フR十 結節R?ク テ ナ デ 繊維 。内下部黒

第152図 縄文土器 (50)
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0          1 1 3         10cm

蕩 鞍 物 騨 鐸 拗 転
~癬

出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・装飾、地文 。原体など)
内面

(調整など)
備  考

文

載

本

記

第90号土坑 。11層 鉢 (1/5周以下) 口 :R狙‖FF/銅 :/A際帯 卜円形束‖突 /1同 :LRヨ コ 摩 耗 繊維多・外全面スス

第 91号十坑 半裁時 単軸絡 lA(R、 L)→ ナデ→結束1種 (RL、 LR)ヨ コ ナデT箪 胎 十繊維混入

第91号土坑 半裁時 深鉢 。日縁部 析り返し日縁//日 唇 :Lヨ コ?/日 :L慣 lL/顎 :深 い束1笑夕1/1同 !RLヨ コ 胎土繊維・外スス

第92号 土坑・ 3、 4層 深鉢 。日縁部 日唇 :一部RLコ コ/日 :R佃 F/獅 :半 裁竹管状剤突/胴 :結東1(L、 R)?ヨ ナデ丁寧 内外摩耗

554 第92号 十坑 半裁時 鉢 (1/3周以卜) 口唇 :LRヨ コ/口 ～胴 :結束1種 (LR、 RL)逆位交互に施文 ナ デ 胎 十繊維混入

555 第93号土坑 半裁時 単車百絡 lA(R、 LR)タ テ 繊維・ 内面剥落

第94号 土坑 半裁時 深鉢・胴部 ナ デ

深鉢・ 4pl部 単軍由絡 lA(R、 L, タテ ナ デ 外スス、内而令雨スス

第95号土坑 。1層 深鎌・ 口綴部 ヨ唇 :L舟 ヨコ?/日 :と、単軸絡5(R)側 L/敷 :低 め隆帯上深い栞1笑 繊維・胴 :多軸絡タテ

第95号土坑 半裁時 深鉢・ 口縁部 小湾日綴//口 ～節 :LR組‖

「

(蜘の高め降帯 にもう/1同 :LRヨ コ ガ キ 」土繊維・外スス

第 95号 十坑 半裁陪 口 :R側圧/胴 :結束 1種 (LR、 R)ヨ コ ナ ヂ 繊維・ 内外 スス

第97号土坑 半裁時 *図化後、紛笑 したため、写真 もな し。 *図化後、紛失

第 99号土坑 半数時 深鉢・ 胴部 TフRヨ コ ?→結節 (原依不明)ク テ (*外而摩耗 ひど く不明 ) ナ デ

第153図 縄文土器 (51)
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出土地点・盾位 器種・部位 外 而 (文様・ 装飾、地文・ 原体など)
内面

(調整 など )
備  考

文
載

本
記

第 100号十坑 半 裁時 LR側 圧 ナ デ 外而やや摩lJ

第101号土坑・ 3層 深鉢・ 胴部 単軸絡lA(R)?ク テ   (*同 じ大 きさの破片別にある) ナ デ 繊雑多・外_Lス ス、下赤

第 101～ 102号土坑 結束1種 (RL、 LR)ヨ コ ナ デ 繊維.タトスス、内全敵スス

第 103号十坑 。36層 ほか 胴部 (1/5日 以下) ナ デ

第103号土坑 。37層 深鉢・ 口縁部 単軸絡 lAタ テ??→結節Rコ コ こだれ

第104号■坑 ,Nα
l、 2土 器 (32壇 卜)ほ か 深鉢 (1/2月 以下) 日:LRナナメ→I′ Rたてうよこlll[/猾 I高め隆帯→LR側[/胴 :LRコ コ、ナナメ→結師Rナ ナ ナデ (雑 )

第154図 縄文土器 (52)
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μ

出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 而 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内面

(調整など)

備   考
文
載

本

記

第101号 土坑・而3,5～ 9(34層上面)ほか 深鉢 縄巻縄文 (LRに Lを 左巻 きしたものをヨヨに回転)? 指なて (雑 ) 胎土繊維多 ,外面スス D20(

第 04号 土坑・30層 嶼高め睦希 (強 い押L)'日 籍東1(LR、 RL)コ コ7、 halLRタ テ`′ →隆希沿いナデ ナ デ 胎 上繊維 rtE久

RLヨ コ→結節Rク テ ただれ 胎 十繊維・ 外 スス

572 底部 (1/3周以4) 胴 :単軸絡1(R)ナ ナメ/底部～底而 :ナ デ ナ デ 繊維・内面一部摩耗 D20〔

第 04号 i坑 32¬曽 LRヨ コ→RLナ ナメ ナ デ 胎土繊維泥久

深鉢・ 銅部 」ll 高め隆帯に爪形】犬亥‖日/‖同:LRヨ コ ナ デ 胎 |!繊維混入

575 深鉢・ 口縁部 日 :L?側圧/胴 :LRヨ コ→RLヨ コ?? お焦げ多 吹きこぼれ・内縄文?

第 04号Ji坑・西側拡張30層 結東1種 (RL、 LR)ク テ      (*577と IDl―
一個イ本, ナデ

.`

繊維多・ 内ただれ・
r

第 04号 卜うi・ 西程1拡張 30層 ? 深賂 口縁部 576と 同一18j体

578 第104号土坑・ 西側拡張30層 ? 深鉢・ 胴部 RLク テ ナデ? 576と 同一個体 ?

第155図 縄文土器 (53)
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0        1 :3       10cm

出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文・ 原体など)
内面

(調整など)
備   考

本文

記載

579 第104号土坑・西側拡張30層 ? 深鉢・ 胴部 LRタ テ→RLク テ (結 束1種 ?) ただれ 576と 同一個体 ?

580 第 104号土坑・ 凸拡張 34層 深鉢・ 頸部 国 :LRヨ コ?/頸 :高 い隆帯上浅い押圧/1同 I RLヨ コ? ナ テ 胎土繊維混ス

第 1号陥 し穴状遺構 頸 :LR側圧・下ナデ/胴 :LRヨ コ (一部剥落) ナ デ 繊 Fr・ 内やや摩耗

第2号陥 し穴状遺構・ 1層 深 aA・ 胴部 馬蹄形押 L(LR ナ デ 外画スス付着

第 2号陥 し穴状遺構・ 4層 `F 高めの隆帯上L?側圧・ 隆帯に沿 ってR側圧・ LR馬 蹄形押圧 摩 経

第 2号陥 し穴状遺構・ 4層 ? 結束1種 (RL、 LR)ヨ コ→結節 (R)ヨ コ ナ デ
//k而摩経ひどヽ

第3号陥 し穴状遺構 結束1種 (RL、 LR)ヨ コ→結節 (R)ヨ コ ナ デ 外面お焦げ付着

第4号 llaし 穴状遺構  (第 77号土坑含む?) LR側圧・ 馬蹄形押圧 (LRttlt.F ナ デ

第 5号陥 し穴状遺構 半裁時 LR側 圧 ナ デ

第 6号陥 し穴萩遭穂・ 1階 LR側 圧 刺 落

589 第3号焼土 とその周 7/」 日 :R根 1圧 (刀傷で不明瞭)'F/顎 :Lttl■ /樹 jl i LHヨ コ r ナ デ 胎上繊維 多 く含 む

常11～ 14号 締十と第6号炉跡のクリーニング時 RLヨ コ?→結節R?タ テ ナ デ 胎「繊維合む

第12号焼土 焼土内 深鉢・ 1同部 LRタ テ ナ デ

第12号 焼土 焼土および周辺 (半裁時) 結東 1種 (LR、 RL)ヨ コ逆位交互 に ナ デ 胎 土石含む

第 12号 k4+・ 焼 上のあ るⅢ暦 RLヨ コ?→結節Rタ テ ナ デ 胎 十繊維 /frス

第15～21号焼土  ク リーニ ング 口唇 :LRヨ コ/国 :R側圧/頸 :低 い隆帯上D字刺突/胴 :LRタ テ? ガ キ 繊維・ 外面摩耗

第15～21号焼土 ク リーニ ング 渡状日縁//回 :R側圧/引同:LRヨ コ ナ デ 胎土繊維 lH人

第 15～21号焼 十  ク リーニ ング 深鉢・ 口縁部 】Rヨ コ? ナ デ

第21号焼土 焼土およびカクラン 深鉢 。1同部 単軍由絡 lA(■、L, タテ ナ デ 外スス、内面黒色

第 22号焼 土・ 焼土 卜Ⅳ Fel RLナ ナメ? ナ デ

599 第 29号雌 十  ク リーニ ング 艶車苗I141`Rう  ?タ テ ナ デ

第32号焼土 焼土外 深鉢・ 胴部 単軍由絡 lAタ テ ナ デ 内面摩耗

第156図 縄文土器 (54)
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内面

(調 整など)

(?)ク テ/胴 卜部 :LRヨ コ→ナデ
:単草由絡 lA(R、 L)タ テ

1種 (LR、 RL)ヨ コ  (*外 スス、赤く二次焼成、や

第157図 縄文上器 (55)
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612

出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内面

(調整など)
備  考

文
載

本
記

lD④・No l土 器下 深 鉢 日 :早 rl絡 1(R)側性/頸 :l■ い隆語にIaか ら細い束!笑/胴 1早帥絡lAタ テ ナ デ D206

lDの十碧集中に 1同部 (1/3周 弱う 多軸絡 (? タ テ ミガキ?

深鉢・ 回縁部 口 :L側 圧/頸 :刺突列/胴 :LRヨ コ 麿 経

2C②・ⅡI魯 口 :R償!庄・ C写形月(形 文 7/4pl i上 無文、 卜LRヨ ヨ 内向焼けはじけ、スス

2Cの・ Ⅱ!菖 深鎌・ 同縁部 国唇～ 日 iL側 圧 /額 i fAい 降帯上 にRLヨ コ→深 い刺突列 ナデT軍
1 深然・ 回縁部 日 :単軸絡5(R?)側圧・頸低い隆帯/胴 :単軸絡lA(R、 L)タ テ ナ デ

2D(0・ Ⅲ層 RLR、  LRヨ コ    (*補 傍 し、 タト1貝 1か ら開
`す

、 未
=三

通) ナデJ寧 繊維

2D①・Ⅲ層 深鎌 ,日 綴部 口 :LR側 圧・距低い陸帯状/胴 :結東1種 (LR十 附加条L、 RL)ヨ コ ナ デ 】EL繊維多、石含む

1 深鉢・ 回縁部 日:Ltt FF/野 :盲めの路帯卜に結からの渓い粛突/胴 :単輔絡lAク テ? ナ デ 月台■繊維・ 歩米スス 〕20て

第158図 縄文土器 (56)
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616

第159図 縄文土器 (57)

1:3       10cm

６　　　・羽川勺岬ｒ
６２４

緯

628

0

618

Nll 出土地点・ 層位 器種・部位 外 面 (文様・ 装飾、地文・ 原体など)
内面

(調整など)

備  考
本文

記載

欽 (胴一周弱う 結 東 種 (RL、 LR)ヨ コ逆位交互     (外 面スス上部) ガキ ?

2D②・皿麿 深鉢・ 口縁部 日蜃 :斜紹支?/日 :悧

「 `票

体不明)/1同 :結東1種 (LR?、 RL7)コ ただれ 外お焦げ、摩耗ひどヽ

2D⑥・ Ⅱ層 測可剖
`(3/4)剖

) 結束 種 (RL、 LR)ヨ コ逆位交互 (*出上位置不明な破片あり) ミガキ 外而二次焼成で赤 t

2D③・Ⅱ、Ⅲ層 (*11/3、 皿2/3) 深鉢・ 口綴部 口:L側圧/月同:希き束1種 (LR、 RL)ヨ コ ナ テ

620 2D③・Ⅲ層 深鉢 ,日縁部 回唇 :LRヨ コ?/日 :アkttLR、 斜めL側圧/頸 :隆帯に深い束1哭 ナ デ 外面スス付着 pZ∪ (

2D⑥・Ⅲ層 深鉢 。日縁部 口 :LR側圧/頸 :半裁竹管状工具による刺突列/胴 :RLヨ コ ナ デ 胎上繊維・ 外 スス

2D③ oⅢ 層 深鉢 。日縁部 RL側 圧 胎十繊維・ やや摩耗

623 2D③・包含層 深鉢・ 胴部 半裁竹管状 T星によるfTI線 ただれ 内面全面スス付着

深鉢 '日縁部 LR側 圧 ナ デ 3十二繊維混ス

2D③拡張区 皿層 深簾 日縁部 日:R七 十結節R?ヨ コ/頸 :低隆帯上横から束1突 /1同 :単軸絡lA(R、 L)タ テ 胎十繊絡 //kス ス

2D③拡張区 Ⅲ層 深鉢・ 口縁部 日 :R組‖F/卸 i lA降 帯に沿って下R側圧/1同 !R十 結師L?ヨ コ ミガキ 胎土繊維・外スス

2D⑥拡穏区 Ⅲ 層 □ :R側 圧/頸 :隆帯景1落 /1同 :LR、 RLヨ コ (間摩耗、結束1種 ?) 麿 耗 繊維 ,外 スス・lll外摩花

2D③拡張区 Ⅲ層 回 :R側 圧・上部欠損/1鳳 :結束1種 (LR、 RL)ヨ コ逆位交互に 摩耗 R台十繊維・外スス

2D③・Ⅳ匿-10em 深鉢・ 口縁部 ナ デ 胎土繊維・ 外スス
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Nα 出土地点・層位 器種・ 部位 外 而 (文様・ 装飾、地文・ 原体など)
内面

(調整など)
備  考

文

載

本

記

2D③・Ⅳ層-10cm 肇百:Rll‖ 圧 /胴 :LR十結節 Rヨ コ ナ デ 繊維・内外スス付着

2D Ⅱ～ Ⅲ層上部 深第・ 口縁封∫ 日唇 :細 く深い刻目/日 :LR側 圧・横からの刺突/駿 !隆帯上に半裁竹管状刺突列 ナ デ 1同 :多 軸絡 クテ

Ⅱ～ Ⅱ層 上部 深鉢・ □縁部 日 :単軸絡5`′ 側L→横からの策1突 /1al i LRタ テ、ヨコ→結栗 (R)つ コほか ナ デ 繊維・刺突は横から

3C④・Ⅳ層-15cm 浜欽・ 口綴部 日 :LIR‖ 肝/軍膏:刻日・Lll‖ 圧/1同 :RL?十 緯告節R?ヨ コ ミガキ?

・ Ⅲ層 日唇 :側圧?(摩耗)/日 :LR側圧/11同 ILRヨ コ?(摩耗)(ネ 内外摩耗)

・ Ⅲ層 深鉢・ 日縁部 日唇 :RttL/回 :水半LR、 垂直R側 壮/類 :側 止 `P/1・li LRヨ コ rF
ナ デ 日～顕貼合わせ・外スス

3D②・Ⅲ層 深餘・ 回綴部 日唇 :LRヨ コ?/日 :LR‖ lT/範 !3め降帯に刺突/1同 :単軸絡5(R)タ テ 摩 耗 外面全面 スス伺 着

・ Ⅳ層 -15cm 口 :単軸絡1(?)側 圧/頸 iC字形刺突/胴 :単軸絡lAク テ ただれ

・ Ⅱ層 深鉢 (1/4間以下) 日 LRヨ コ/鋤 :墜帯上に押l■/1pl i LR+結 節Rタ テ ナデ | 繊維・ 内面ただれ

4C④・Ⅳ層-10cm 深鎌 ,日綴部 半裁竹管 I犬工具 によ る押 し引 き沈線 摩 耗 胎土繊維混人

lDじ付進(拡張剖∫分`r、 第18、 20号 土境
IP

国内而ILRコ コ/日 :羽状縄文 (LR、 RLコ コ)/頸 1低い隆帯/胴 :LRコ コ 胎 1小石、繊維合む

第160図  縄文土器 (58)
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第161図 縄文土器 (59)

654

甲

出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文・ 原体など)
内面

(調整など)
備  考

文
載

本
記

4D⑫・ ■層 深欽 。日縁部 結 節 (R) ナ デ 胎土緩維、金雲は'外スス

642 Ⅲ層 深鉢・ 口縁部 営生車綜舞1(R)と 雪圭車綜洛5`Rう な耳組1肝 ナ デ 胎十繊維・ 外 スス

643 ・ Ⅲ層 回:LRヨ コ?/頸 :太 く低めの隆帯に側圧?/LRク テ ただれ 繊維,外摩耗,内外スス

5C④・Ⅱ層 深鉢・ 口縁部 日唇～踊 :LR側 に、隆帯 (上 に半裁竹管状刺突)上下も/1同 ILR十 緒節Rヨ コ ガ キ 胎土繊維混入

645 Ⅱ、Ⅲ層 (*ほ ぼ1/2ず つ) 深鉢 。□縁部 TコR側昨 ナ デ Л台十繊

・ Ⅲ層 日唇:LRヨ コ?/日 :L側圧/頸 :低 め隆帯にD字形爪形文/胴 :RLコ コ? ガ キ 繊維

5C④・Ш層 深体・ 口縁部 日 :単軸絡1(R?)側 1圧 /額 !低 い隆帯に深い束1突/胴 :単軸絡lAタ テ ガ キ

648 5C③～④・Ⅳ層上血疑似現象 深鉢・ 口縁部 給 十糾の言 めの B If付

`内

而 に も)。 太 く浜 めの沈線、東‖突 ナ デ 外 ス ス、 剥 i

Ⅳ層上面疑似現象 深鉢 (1/D司以 ト 緒東1種 くLR、 R)ヨ ヨ ナ デ 繊維・内面黒く光沢

6B④・E層 深鉢・ 口縁部 最上部隆帯・ RL■1圧 (隆帯上 も 剥 落

Ⅱ)曽 深鉢・ 口縁部 日唇 :斜縄支

`麿

流)?/LR+結節 (R)コ コ、その下RL+1付加条Rヨ ナ デ 1格から深い刺突

Ⅱ層 折り返し口縁・LRヨ コ・牧ワンポイント円矮帝

6B④・Ⅱ層 深欽・ 口縁部 R側た ナ デ

Ⅱ層 深鉢・ □縁部 暉縁言 い降榊 ★・ LRヨ コ、 ナナメ ナ デ 外吹 きこばれ

・ 工層 口 :RI貝1止 (矮稀上も,/】同:LRヨ コ ナ テ 外吹きこばれ
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661

出土地点・ 層位 器種・部位 外 面 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内両

(調整など)
備   考

本文

記載

6B④・Ⅱ層 深鉢・ 口縁部 日唇 :強 いナデ/日 :三角形部分深い彫り去り/胴 :LR十 結節Rタ テ ナデ丁寧 外吹 きこばれ

・ Ⅱ∫曽 日 :隆語以外日答LRヨ コ・ R側止 (隆帯日唇も)/鏃 :刺突 (側L? ナ デ 胎上繊維 混 人

658 6B④・Ⅱ、Ⅲ層 (*Ⅱ 層2/3、 Ⅱ層1/3) 深鎌・ 口縁部 日 LRtt■ (隆右浄上も)/1同 :RLRヨ コ、 ナナメ ナ デ 胎 十石混 入

6B④・Ⅲ層 深鉢 。□縁部 回縁隆帯状 。LRヨ コ・ 頸部無文帯 (縄文→ナデ) ナ デ 外吹 きこばれ

・ Ш層 高 めの 1堡再・ LRヨ コ ナデ丁軍

・ Ⅱ層 内側 に析 り返 し回縁・ LR十 結節 Rヨ コ (疎う ナ デ

6C①・工層 深鉢・ 口縁部 回 :LR側圧 (隆帯上 も)/胴 :LRヨ コ ナ デ

663 ・ Ⅱ魁 L狽」L ナ デ 隆帯剥 落

・ Ⅲ圏 深鎌 。日縁部 口 :LR側圧/耳Fp:RLヨ コ ナ デ 外而 スス付 着

6C①・Ⅲ層 深鉢・ 口縁部 日 :LR側圧/胴 :LRヨ コ  (*回 縁貼 り合わせにより成形) ナ デ 外吹 きこばれ

666 ・ Ⅱ層 深鉢 。日縁部 LRI貝 ll■ ナデ丁寧 胎土繊維混 ス

・ Ⅲ躍 深然 。日綴部 日縁隆帯状・ LR側圧 ナ デ 月台土繊紹4・ タトスス

6CO・ Ⅲ層 深鉢・ 回縁部 日 :LR側圧 (隆帯上 も)。 隆帯下無文/1同 :LRヨ コ? ナ デ 外面スス付着

669 ・ Ⅱ圏 深鉢 。日縁部 日～顎 :横 からの束1笑 (低い隆粁上も).隆 稀卜無文/胴 :多 軸絡タテ7(厚能) ナ デ

6C①・Ⅲ層 深鉢 。日綴部 口唇 :強いナデ/口 :LRttFT ミガキ

6C①・Ⅲ層 深鉢 。日縁部 LR側 圧 ナ デ 繊維・外スス、摩耗

第162図 縄文土器 (60)
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出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文・ 原体など)
内面

(調整など)
備  考

文

載

本

記

6C①・ Ⅲ唐 沢鱗 回綴部 口 :高めの降帯→R網‖序 /1同 :結東 1種 (LR、 RL)ヨ コ ナ デ 繊維 ,隆帯泉1落下無文

Ⅱ層 深鉢 。日縁部 日 :LRヨ コ?(隆帯上 も)。 LR側 圧/頸 :隆帯上LR側圧 ナ デ 外吹きこばれ ,内輪FH痕

6C② ,■ 層 深体・ 日縁部 日愚:LR?旧![/日 :LR側 [/毀 i狼 い隆帯に束1興列/1tl l緒 東1種 (LR、 RL)コ コ

Ⅱ)曽 深籐 口綴部 ガキ? 繊維 ,内而焼けはじけ

Ⅱ層 日 :LR側圧    (*F部 、剥落摩耗のため不明 ) ミガキ ? 繊締 ,内而構けはじけ?

6C②・I層 頸 /3周強 隆帯上 ほかLR側 圧 ナ デ

・ Ⅲ層 深鉄 。日縁部 ナ デ

6C②・Ⅲ遷 LRI貝 lL (錘希上も, ナデ十沢

6C②・Ⅱ層 深鉢・ 口縁部 日:L側圧?/頸 :隆帯上に刺賽ア1/胴 :結師タテ (*摩 花ひどく、小明際, 摩 花

・ Ⅲ層 RIⅢIFF ナデ光沢 胎土繊維混入

6 C r29.Ⅲ 層 日 :RlllJたと/打同:LRヨ コ ナ デ 朱而やや摩経

6C②坑柱・ I～ Ⅱ層 深鉢・ 口縁部 回唇～口 :Rll J圧 ナ デ 日唇摩托・吹きこぼれ

坑柱・ I～ Ⅱ層 日最 卜部 :降帯 卜L側肝 ?・ LRlli斥 ナ デ 胎上繊維、石混人

Ⅱ腐 日 :LRttl■/1同 :LRヨ コ ナ デ 欠Rκ きこヤぎオL

6C⑥・ Ⅱ層 深慾・ 口縁部 日～頸折り返し〃日唇～国IR側と/顎 :深い廉1笑夕1/1ul t早 帥絡lA(R、 L)タ テ 〕学耗 外面スス付着

Ⅱ層 ナ デ 胎土繊維混入

Ⅱ膳 L側圧 (口 唇部、隆帯上 も) ナ デ 胎十繊締湿 入

第163図 縄文土器 (61)
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雫ゞ無毒Ц重重玉群irす

出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内而

(調整など)
備  考

本文

記載

Ⅱ贈 日唇 :斜め刻日列 (爪形)/日 :隆帯剥落?/胴 :結東1種 (LR、 RL)ヨ コ ナ デ 胎土繊維多・外スス

6C⑥・ Ⅲ層 回唇 :強いナデ/LR側圧 摩 耗

6C③・Ⅲ層 深抹・ 口縁部 日 :L側圧/頸 :太 く高めの隆帯 (押圧列)/1同 !単軸絡 ?ク テ ナ デ 繊4作
,締修71(面 側から,

6C③坑桂・Ⅲ層 単輔絡 lAタ テ ?→結節 Rヨ コ ? 摩耗 繊維 。内外摩耗

7A Ⅱ層 高い隆帯上LR側圧・隆帯下RLRヨ コ? ナデ絶 胎土繊維・外二次ll成

7B①抜根時 深鉢・ 回縁部 高 い 1獲帝・ 単軸絡 1(R)lpl庄 ナ デ

7B②付JIr 層 (ナ厨植土 , 深欽

`底

1/3周 ) 日 :R側 F/踊 :高 め隆帯 (R側 圧)/1同 :LRヨ コ、ナナメ→底ヨ,ナ デ ナ デ 胎 土繊維混入

7B②付近 層 (腐植土 LRヨ コ/底面 :ナ デ ナ デ

7B②付近 層 (腐植土 深鉢 。日縁部 折り返し口縁//国 ～‖側:LRヨ コ ナ デ 繊締・ //k令而 スス

7B②句Jh 層  (腐
'値

上 日唇 I LRtt Ff?/日 :LR側 [/頸 :低 い隆帯に深い策!突/胴 i結東1(LR、 RL,コ コ ナ デ 繊維・外吹きこぼれ

7B②付近 層 (腐植土 日 :上部胴部と同じ?・ LR側圧・高い隆帯/胴 :RL十結節Rヨ コ ナ デ

7B②付近 層 (腐植土) 国 :Lttlt/鍛 :深めの刺突夕」 ナ デ 胎 十繊維 混入

7B②付近 層 (腐植土 濃鉄・ 口級部 水平方向にR側圧、それに斜交 して半裁竹管状工兵による辰い短沈線 ナ デ 側圧→短沈線

第164図 縄文土器 (62)
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0        1 13       10cm

螂

外 面 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内雨

(調整 など )

本文
記戦

「1:絡帯 ヒLR橙‖
「

(一部日縁内�まで),頸、

1結東1(RL+結卸L、 LR)ヨ コ

工具による浅い沈線、深 t

:半裁竹管状工具 による刺突 ?/胴 :LRヨ コ

上LRttl■ /料 Pl i LRヨ コ

第 165図 縄文土器 (63)
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７２６

0          1 : 3         10cm

出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文・ 原体など)
内面

(調 整など)
備  考

文

載

本

記

・ ⅡI曽 深鉢・ 口縁部 LRttL・ 突起 卜の隆帝に囲まれたところ短沈線による又様 ナ デ 下著1れ 日粘土接合面

・ ⅡI醤 深鉢・ 口綴部 突漣 田唇 :LR?側 圧 /口 :LR側

「

ナ デ

深鉢・ 口縁部 LR狽1圧 ナデT黛
・ Ⅱ膳 深鉢・ 口縁部 回 :回 矮帝 卜矢羽根状沈線・ LR側 庄/‖同 :LRヨ コ ナ デ 日縁隆希剥洛

・ ⅡI営 底部～底商 iミ ガキ ? ナデ? 胎「L繊維混入

深鉢・ 口縁部 L側圧 ミガキ

・ ■暦 深鉢・ 口縁部 日唇:LRタ テ?/日 :L観!L/敷 :細 く局めの隆〒みにRLヨ つ/胴 :需東1(LR、 Υ,コ コ ナ デ 胎土繊維混入

・ Ⅱ層 底部 (ほ ぼ一日) 底面 :ナ デ ナ デ

深鉢 。□縁部 口唇 :爪形刻 目列/胴 :LRヨ コ ナ テ

・ ШI醤 台形突麟 折 り返 し口縁 。LRヨ コ ミガキ 胎土繊維多・外スス

・ Ⅲ層 深鉢・ 口綴部 縦隆帯・ R側圧 (隆帯上 もう ナデ? 繊紳 外吹きこぼれ

7B②・Ⅲ層 深鉢・ 口縁部 L側圧 ナ デ

7B②・m層 単軍由絡 lA(R、 L)タ テ 胎土繊維・ 外剥落

第166図 縄文土器 (64)
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第 167図 縄文土器 (65)
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内面

(調整など)
外 面 (文様・ 装飾、地文 。原体など)

突起 日唇玄1日 /田 :LRttl■・ 高 い

//口 :LR側圧 (隆帯上、下 も)/胴 :LRヨ コ ?

し□綴//司 ～1同 :LRヨ コ

:LRヨ コ/口 :L側圧・半裁竹管状工具による

日～頸 :高 い隆帯・LR側 圧/胴 :LRヨ コ (隆帯そば熙

:RLヨ コ/日 :LR十結節Rコ コ?/町

国最上、隆帯上R側圧・

:LR側圧、押捺 (隆帯上、おっても)・ 一部隆帯上爪形文/1111:LRコ コ
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746
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材 颯 将 ふeF4甚ャ
ゥ峰ネ孝事

７４９

＼     勺醐

出土地点・ 唐位 器種・部位 外 面 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内面

(調整など)
備  考

本文

記載

7B③・Ⅲ層 IJIF TH ミガキ? 胎 十繊維脚

・ Ⅱ I魯 日!RttE/頸 :細 い棒状工具による横からの兼‖笑列/胴 :単軸絡lA(R、 L)タ テ ナ テ

・ Ⅲ層 深鉢・ 口縁部 日縁 隆帯状 //日 :LR側圧 (隆帯上、下 も)/1阿 :RLR?ヨ コ ミガキ? 1部一部ヘラ状工具覆 `F

7B③・Ⅲ層 日唇～日最「 :L佃 F/日 i路帯→
L・4『/郵 :深 い権lk煎 寮冽/1日 :斜紹支 (P.評) ナ デ 休スス ,内 ltけ はじけ

・ Ⅱ層 日最上 :R側圧/口 :LR側圧、刺突 (押捺 ?)、 細 く深い沈線

・ Ⅲ層 深鉢・ 口縁部 口唇 強 いナデ/LRヨ コ ナ デ

7B③・Ⅲ層 廣而 :ナ デ ナ デ 胎十繊維、有混入

・ Ⅱ層 口 :LRllJ」 ■/川可:LRヨ コ 指なで 月台二L繊維・クトスス

・ Ⅳ膚 ヒm‐ l 深体 (距のみ一日) Π :隆帯状に突出 (上 にLR側 [)/翅 :RL十結師Lコ コ/胴 :RL十 格節Lタ テ ナ デ 内外面 スス付看

第168図 縄文土器 (66)

-280-



矧

７５５

準ヽ
753

鞠転犠 鞍筆′

〔_王ミゴ
757

,額祟番
ゾ

７５８

ヽ
報

鞄

欝

唯
霊

挫

議

Ｗ

甍

騨
L鹸

ヒ_止こ超万9

tげ 4▼
=

外 lfg(文様・装飾、地文・原体など)
内面

(調整など)

本文

記載

文様6単位 ?//日 隆帯→同～胴LRヨ コ、ナナメ

回 :隆帯上もLRヨ コ・銘歯文/頸 :隆帯に沿ってナデ/阿 :LRヨ コ

日:LR側 [(ボ タン状貼付文上も/1Hh巻 き状に)。 爪形圧痕/胴 :LRヨ コ

:強 いナデ/日 :LR狽‖Ft/胴 :LRヨ コ//

第 169図 縄文土器 (67)
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第170図 縄文土器 (68)

0          1 : 3         10cm

出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 雨 (文様・ 装帥、地文 。原体など)
内面

(調整など)
備   考

本文

記載

7B③、④・ Ⅲ層 深鉢 (2/3周弱) 4単位//日唇 :LR側圧/日 :隆帯上ほかLR側圧/胴 :LRヨ ナ デ ④1/12・ 胴上スス

7Bの・Ⅲ層 深鉢 (1/2円以 ト LR十 結節Rヨ コ、ナナメ     (*外 面二次焼成で赤ヽ ガ キ

767 Ⅲ層 底訂

`

/3周弱〕 LRヨ コ、ナナメ→結節 (R)ク テ→底部ナデ/底面 :ナ デ ?

皿層 深鉢・ 日縁部 口唇 :T,Rコ コ??(摩耗う /「|:LR組1圧 ナ デ
7/r面 やや摩耗

7Rの ,Ⅲ 層 深鉢・ 口縁部 櫛歯状工具 による沈線 タテ ナ デ 骨台 tittit・ タトスス

770 7Bの・ Ⅲ層 決体 。日緞部 口唇 :LRヨ コ?/日 LRl11止 ミガキ? 組締・ 外やや歴耗

771 7 BOD・ ⅢI曽 深鉢・ 口縁部 半裁竹管】★ に星 による刺突列 ?・ R側圧 (*摩耗 ひ ど く不 明瞭 ) ミガキ `P 外摩 XT_ひ どヽ
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0          1 : 3         10cm

No 出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内面

(調 整など)
備   考

文

載

本

記

7Bの・ Ⅲ層 底而 :ミ ガキ ナ デ

口唇～類 :LRlpll■ (1矮 将上 も)・ lFkい 1墜帯 /4同 :Rヨ コ ガ キ

7 B r4D・ Ⅲ層 □:LR侵 1圧・細く深い沈線、刺突/胴 :RLRヨ コ (*外 やや摩耗う ナデ斗沢 繊Fl・ 肉而14け はじけ

7Bの・ Ⅲ層 突起頂部深い窪み 。LR側 圧 (隆帯上 も) ナデ J寧
口唇 :‖」止 (LR'F iF)?/日 :単軸絡 1(7)側 l■ ナ デ

7B④・Ⅲ層 深鉢・ 口縁部 LRlrtJ圧 (ボ タン】犬貼4+文上
`ま

渦状に) ガキ? 夕(口えきこ

`ぎ

オ化

7Bの・ Ⅲ層 摩耗 内外摩TL・ 789と 同一 l

日唇 :LRヨ ヨ (突起上 も)/日 :LRttlt/鰻 :綱 く深 い刺突夕1 ナ デ 繊維・ 内外 スス

7B④・Ⅲ層 日唇～日 :LR側圧 ガキ?

7BO・ Ⅲ層 LRttIF(突記口唇へう ミガキ 胎土繊維 I「Lス

日唇～ に1:Rttl■ (貼付文上 も) ナデ7 胎土繊維麒

7B④・Ⅲ層 日:LR側 圧/1同 :LRヨ コ (*一部はっきり、LRヨ コ→LRttI肝 ) ナ デ 希、繊紳 吹きこぼれ

7Bの・ Ⅲ層 LRヨ コ、ナナメ      (*外 吹きこばれ ,

Lljtl止 く鮨付文上も)   (*卜 の吾Jれ 日粘上接合面の素」離) ナ デ 吹きこぼれ、内全面スス

第171図 縄文土器 (69)
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出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内面

(調整など)

備  考
文
載

本
記

7B④・コ層 深鉢 。日縁部 回唇～回 :R側圧 ナ デ

7B④・Ⅲナ曽 深鉢・ 釦部 日 :LR側圧・細い隆帯/頸 :微隆帯状/胴 :RLコ コ→結節 (?)タ テ 摩 耗

788 ・ Ⅲ層 深鉢 。国縁部 口唇 :側 FF?/口 :L側 圧/顎 :深い刺突夕」 ミガキ 胎 ■繊維混人

7B④・Ⅱ層 R側圧・ 低めの隆帯上はL?側圧 摩耗 外スス・773と 同一?

・ Ⅲ層 LR側圧 (突起上は国唇部まで) ナ デ 内而お焦げ付着

・ Ⅲ層 深鉢 。日縁部 □唇 :突起間を除きR側圧/口 :R側圧 (貼付文上 も) ナ デ 丹今聡 維・ 外 スス

7B④・■層 口唇～口 :R側圧 (低 い隆帯上 も)/胴 ILRヨ コ ナ デ 繊維 ,内面全面スス?

7C①・Ⅱ)曽 日唇～頸 :単軸絡1(R)側 圧・頸低め隆帯/4同 1単軸絡lAタ テ 摩 耗 繊維多・ 内外摩耗

7C Ⅱ層 (6/7)、 7C②・Ⅲ層 (V7) 深鉢・ 回縁部 LR側圧 (高 い隆帯上 も)     (*外 面スス付着 ) ナ デ 繊維 ,806と 司一悩体

7C①・■、Ⅲ層 (ほ ぼ● 1) 日:L側圧 (高 い隆帯上も)/1同 :LR(0段多条)コ コ//隆帯→
lll部施叉 ナ デ 胎上繊維、白る。外厚耗

7C ・ Ⅲ層 底部 (底のみ一日) 櫛歯状沈線 タテ/辰向 :ナ デ ただれ 胎土繊維混入

797 ・ ⅢI目 深鉢 。日縁部 R側 圧 (高 い隆帯、貼付文上 も・ 突起口唇部は渦巻 き状に) ナ テ 繊維・外スス、摩kII

第172図 縄文土器 (70)
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0          1 : 3         10cm

４

８０７

外 面 (文様・装飾、地文・原体など)
内面

(調整など)

ヨコ?→結節Rヨ コ?(*摩耗して、

?、 ボタン状賂付文/縮東1種 (附加条)ヨ コ

口 :R側圧 (高 い隆帯上 も)/胴 :LRヨ ヨ

:結束1(RL、 LR)ヨ コ

第173図 縄文土器 (71)
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出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・装飾、地文・ 原体など)
内面

(調整など)
備  考

文
載

本
記

8A③付近,I層 (腐植 L)、 ④・Ⅱ層 深鉢・ 回縁部 日 1単軸絡1(?)領 ‖[/胴 :結東1種 (LR、 RL)コ コ (*補修孔、外から) ナ デ 繊維・外スス、中摩耗

8A Ⅱサ魯 深鉢 。日縁部 回 :LR側圧 (突起頂部は日唇まで〕/胴 :LRヨ コ ミガキ ? ,台 寸繊締′
『

入
8A ・ Ⅱ層 深鉢・ □縁部 □ :R側圧 (隆帯上 も)/胴 :LRヨ コ  (*隆 帯上摩滅 ; ナ デ

8A③・Ⅱ層 深鉢・ 回縁部 波頂部下細 く高めの蛇行隆帯 。その周囲LRヨ コ ナ デ
//1ス ス、摩耗

8A③・Ⅱ層 深鉢・ 口縁部 LR側 丘 ナ テ 繊lll,内而llLけ はじけ

8A ・ ■層 深体・ 口縁部 LR側 肝 (降帯「 ムう ナ デ

8A③・Ⅱ層 深鉢・ 口縁部 LR側 圧 ナ デ

8A③・ Ⅱ層 深鉢・ 国縁部 国内面 に稜・ LRヨ コ→半裁竹管状工具 によ る深 い It7繰 ナ デ

8A 。■1目 深鉢・ 節部 日 :LR??側 圧/胴 :LRヨ コ?(*摩 耗 ひど くて不明) 摩 花 級維・内向焼けはじけ

8A③・Ⅱ層 深鉢・ 回縁部 日 :Lttl■ /胴 :LRヨ コ→緒節 (L)タ テ ナ デ 内外而 スス付着

8A③・ Ⅱ層 深鉢 。日縁部 回 :Rl11圧 /1同 :LRヨ コ ナ デ ‖合十繊Fr'『 入
8A ・ Ⅱ層 深抹 。日縁部 LR側 圧 ナ デ

8A③・Ⅱ膳 深鉢・ 回縁部 口 :LR側圧 (頸部隆帯上 も)/胴 :LRヨ コ ガ キ

第174図 縄文土器 (72)
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出土地点・ 層位 器種・部位 外 面 (文様・ 装飾、地文・ 原体など)
内面

(調整など)
備   考

本文

記載

8A Ⅱチ醤 深鉢・ 回縁部 R側圧 (降帯 ともう

8A碩功・ Ⅱ、Ⅲ層 (半 Ⅱ3/7、 ■4/7) 深鉢 。日縁部 口 :単軸絡1(L)側圧/胴 :LRヨ コ ナ デ 胎土繊維・ 外 スス

824 8A③・Ⅲ層 底部 (1/3周 弱 ) LRヨ コ、ナナメ→底部ナデ/底面 :ナ デ ? ナデ (立き時)

8A 深鉢 突ttl二 腔/日 :LR側十
「

(突胆FElも )/頸 :睦帯上に竹管状刺笑/胴 :Rヨ コ

826 8A ・ Ш層 辰部 (2/3周 弱 ) LRヨ コ→底部ナデ/底面 :ナ デ (丁寧) ナデ(Tg) 胎土繊維

8A③・Ⅲ層 深鉢・ 口縁部 日 I高 い隆帯上は浅めの刻目?,R側圧/頸 :半裁竹管状工具による刺突 ナ デ

8A③・コ層 深鉢・ 頸部 LRヨ コ→半裁竹管状工具 によ る深 く太め沈線 ナ デ

第175図 縄文土器 (73)
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Nll 出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内面

(調整など)
備   考

本文

記載

8A③・ⅢI醤 日:RttL(高 い隆稀上も)/.BI半数竹管状I具による烈!笑/胴 :LRヨ コ ナ テ 外面スス付着

8B⑥・Ⅲ層 深鉢 。日縁部 単軸絡 1(?)■‖圧   (*下 の害1れ 日、粘 十接合面か ら剥離 ?) ミガキ

8A③・皿層 深鉢 。日縁部 日 :言 い路帯「 下からЙ日・Rll「 /甑 :半哉竹管‖★珀突/1回 :RLヨ コ? ナ デ 胎 卜白砂 IFF入

8A①・Ⅲ遭 ナデ雑 胎土繊維・ 外 スス

8A①・ 皿層 深鉢 。日綴部 L側圧 (隆帯上も・突起rfl部 は回唇部まで) ミガキ?

8A③・ 皿層 深鉢 。日縁部 口蜃 :韓いナデ /r4:半裁竹管】★Ti具 による剣突列・ R側肝 ミガキ 胎 十繊維混 入

8A③・Ⅲ層 太めで浅 い況緑・ 交互刺突列 ナ デ

836 8A⑥・ Ⅲ層 鉢 。国縁部 口 :L側 圧 (文様意匠あり)/月同:RLヨ コ、ナナメ ナデ雑 胎土繊維・外血スス

8A③・ 肛層 深鉢 。日縁部 □唇 :RIィ コヨ ?/日 :Iコイ印ll・ /結〕剖種

`Iソ

R、 RLう ヨコ ナ デ H台十繊維rFr入

8A Ⅲ層 LRlull■  c〔起瑚
`は

口唇罰
`も

, ナ デ 胎土繊維混入

8A Ⅱ層 小型・ 底部 ナデ  (*FR部 一周 ) ナ デ

8B①付近・ I層付近 (腐植土 深鉢 。日縁部 ただれ 月台十i監鯰維 。//kス ス

8BQ)付近・ I層付近 (腐櫃土 日～凱 !馬蹄形抑止 (LRIJ L`F)'LR側 性 (高 めの隆粁上も,/胴 :斜縄又
｀
イ ナ デ 胴部原体不明

8B①付折・ I層付訴 (腐植十 深鉢 。日縁部 LRIRI圧 ナ テ 外スス・内焼けはじけ

第176図 縄文土器 (74)
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No 出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・装飾、地文・ 原体 など)
内面

(調整など)
備   考

文

載

本

記

8B①・Ⅱ層下部～Ⅲ屑上部、Ⅲ層 深欽 (底2/3周 ) 日唇 LR、 RLaコ /回 RRE′
/頭

i懸帯郎 肝眼湘 結東臆 LP、 RL鮒膝 Rを歴 』ヨコ→ほ訃ヽ 汀キ ミガキ″ 底薗 :ミ ガキ

8B①・Ⅱ層 卜部～Ⅲ層上部 深鉢 牢記□唇 LR個 F/口 駅偶『 僚淀「古)/蒟 降帯「にLR旧『 /日 Lナナメ、タテ→空起下無師(Llタ ミガキ? 内面お蕉げ、外面スス

8B①・ Ⅱ目下部～Ⅲ層上部 深鉢・ 口縁部 LR側圧 (隆帯上も,隆帯上とその間は日唇部も)・ 半裁竹管状束1突 ?(側 圧?

第177図 縄文土器 (75)
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出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内面

(調整など)
備   考

文

載

本

記

8 B llD・ Ⅱ屠下部～Ⅲ層上部 日～毀部隆帝状//日 :月 形ヽ状束1笑列・R側 圧/胴 IRL十 結節 (R7)ヨ コ ミガキヤ
8B①・ Ⅱ層下部～Ⅲ層 L部 深欽・ 節部 日 :R側圧 /釦 :半裁竹管状工具 によ る沈繰 /胴 :RLRヨ コ ミガキ? 繊維・内面焼けはじけ

Ⅱ層 卜部 ～ Ⅲ層上罰∫ 茎 ?・ 頸部 橋状把手    (*外 面 スス付着 ?) ナ デ 内外赤色付着物

Ⅱ層、 Ⅱ遭下部～Ⅲ層上部 単軸絡 1(R)lHIL   (*外 面 スス付着 ) ガ キ Ⅱ層3/5、 Ⅱ～Ⅱ2/5

8B①・ Ⅱ層下部～Ⅲ層 L部 渓鎌・ 口綴部 日 :R側圧 /釦 :徽隆帯 iに LRヨ コ→爪形状束‖突 ガ キ 外面スス付着

■層下部～Ⅲ屠上部 深鉢・ 口縁部 LR側圧     (*外 面摩耗ひどい) ガ キ 繊辮・肉帝炸けはじけ?

852 Ⅱ層 ド部～ 皿膳上部 日 :LR側 L/毀 :刺突列 ? ナ デ 外 a釘 吹 きこ 1ま れ

853 8B①・ Ⅱ腟下部～Ⅲ層 L部 深欽・ □縁部 日唇～口 :LR側圧 ナ デ

854 Ⅱ層下部～皿層上部 深鉢・ 口縁部 日 iC字形刺突列 (側圧 ?)・ 単軸絡1(?)組〕圧/1同 :RLヨ コ? ナ テ 胎七繊維混入

855 8B①・ Ⅱ層下部～Ⅲ膳上部 日:LttL`P(日 縁llEね 部も)/胴 :RLヨ コ7 (*吹きこぼれひどい) ナ デ 繊維・ 吹 きこはれ

8B①・ Ⅱ層下部～Ⅲ層 L部 深鉢・ 口綴部 日 :R印 圧・高い隆帯上に爪形文?/質 :lkい 隆帯に卿突/胴 IRL?ヨ コ ナ デ

857 ]層下部～Ⅲ層上部 深鉢・ 口縁部 日唇 :斜縄文?/日 :R側圧/頸 :竹管状刺突列/胴 :RLヨ コ、タテ 摩耗

8B①・ Ⅱ暦下部～皿層上部 日唇 :RLヨ コ/日 :LRIFIL・ 束1笑 (狽ll1 7)?/4同 :結東1(RL、 LR,ヨ コ ガ キ 繊維・ 吹 きこはれ o20,

8B①・ Ⅱ層下蔀～Ⅲ層「 部 深鎌・ 口縁部 日唇 LR猥 1「 ?/日 :LR側十
「

/節 :半裁竹管如突/胴 :LR十 結節 (R)コ コ ナ デ 補惨l.休スス、内縮けはしり

8B① ,■ 層 F部～Ⅲ層上部 深鉢 。口縁部 台形突起・ LRヨ コ ガ キ

第178図 縄文土器 (76)
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出土地点・ 層位 器種・部位 外 面 (文様・ 装飾、地文 。原体など)
内面

(調整など)
備   考

文

致

本

記

8R①・■層下部～Шtt L部 浜欽・ 口綴部 日:LR側圧/頸 :半裁竹管状工具による刺突列?→ナデで一部消えてる ガ キ 繊維・折り返し日縁

862 ・ Ⅱ層 卜]`～ Ⅲ膚上部 口～鍛 :LRttl■ ・ 低 い隆帝上 に刺突列 2条 /4・li早軸絡 lAタ テ ナ デ 繊雑・祈り返し日・外スス

・ Ⅱ層下部 ～ 皿層上部 深鉢・ 口縁部 □:R側圧/額 :半裁竹管状工具による刺突 ガ キ jlnA十 繊維、石混入
864 8R① ,■ 層下部～Ⅲ層「 部 浜鉄・ 口綴部 LR側 圧 ミガキ 始土繊維混入

・ Ⅱ層 卜罰
'～

Ⅲ層上部 lhり 返し日縁・LRヨ コ(*外国縁部スス付着.卜 の署1日接合血から刊離? ナ デ 内 llI輪積痕、 スス

・ Ⅱ層下部～ Ⅲ層上 部 深鉢・ 口縁部 R側圧 。口唇部ミガキ ミガキ 胎 十繊維湿入

AB①・Ⅱ層下部～皿層 に部 深籐 口縁部 LR側 圧 (隆帯上 も) 繊維 ,外 スス、中摩耗

・ 皿層 LRttL・ 半裁竹管状工具による刺笑夕」 ナ デ 外面やや摩耗

・ Ⅲ虐 深鉢 ,日
I・A部 R側圧 ナ デ 外吹きこばれ

回 :LR側圧 (隆帯上 も)/胴 :LRヨ コ ? ナ デ 繊維・ 外面摩耗

・ Ⅲ層 日～類 :LRttL・ 頸に細 く高めの隆需、側とで縁取 り/11・l:LRヨ コ ナ デ 繊雑多'外 スス、中厚耗

872 ・ Ⅱ層 深鉢 ,日縁部 RIFl圧 ミガキ
R側圧 ナ デ 胎土繊維・内面摩耗

874 )曽 FFe植土) 日:LRttL/毀 :局 めの隆希に側L(原体不明)｀ P/1同 :LRコ コ、タテ? ナ デ

875 層 腐植 土 ) 深鉢 。日縁部 日:LR憫1圧/頸 :半裁竹管状工具による束‖突列 (*熱による灰色変色) ナ デ 繊維 ,外熱による摩耗 ?

876 8B①・ 層

`腐

緒 十 ) □ :LRla‖「〒鮒 付にム)・ IS帯 /R同 :Tコ Rヨ コ 内面焼けはじけ、摩耗

877 )曽 属植土 ) R側止 (隆希上 も、 日唇 また ぐ隆稀 の場 合 は日唇罰
`ま

で ) ナ デ

層 腐植土 ) 深鉢 。日縁部 LRヨ コ (隆帯上も)。 低めの隆帯 。日隆帯下LRヨ コ→鋸徳状沈線 ナ テ 月台十繊維・ タトスス

第179図 縄文土器 (77)
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出土地点・ 層位 器種・部位 外 面 (文様・ 装飾、地又 。原体など)
内面

(調整など)
備  考

本文

記載

8B③・I層 日唇:LRヨ コ/日 :LR側圧/胴 :結束1種 (LR、 RL)コ コ逆位交互に 胎土繊維混入

Ⅱ)曽 深鉢・ 口縁部 日唇～日 :L側柱/・|:低 い1唾帝向脇に深い剰失/胴 i襦栗1(LH、 工L,ヨ ミガキ?

Ⅱ層 深鉢・ 口縁部 B:R側 圧 (隆帯上 も)。 頸 :高 めの隆稀 (IPF止夕り ナ デ 胎 十繊締・ 外 ス

8B③・ Ⅱ層 深鉢・ 回縁罰
'

結節 (R)ヨ コ (十 LRヨ コ??) ナ デ 繊維多・ 内外摩耗

・ Ⅲ層 深欽 。日縁部 深いC字形刺突列・ 単軸絡1(R?)側 圧 ナ テ

884 ・ Ⅲ膳 深鉢・ 回縁部 日 :L租‖圧・不規則爪形痕跡/頸 :微 隆帯に横から深め刺突/胴 IRLヨ コ ナ デ 胎 十繊維混 入

8B③・Ⅲ層 □ :f湘‖序 /1同 :RLヨ コ//柿文順序 1同→ 口 ナ デ 胎 上繊維混入

深鉢・ 口縁部 日唇 :強 いナデ/日～胴 :櫛歯状沈線縦位に ミガキ? 繊維 `P'外日縁 スス

・ Ⅲ層 回:R側 圧/頸 :深いC字形刺突 (R側圧による?〉 摩 tr 繊維 ,外 や や摩 耗

8B③・Ⅲ層 LR側 圧 ナ テ 胎 上繊維混入

深鉢・ 回縁部 日:L側圧 (隆 帯上も)・ 隆帯下無文/胴 :RLRヨ コ (:突起頂部泉1落 ?) ナ デ

・ Ⅲ層 突起頂部窪み    (*外 面菜1落 , ミガキ

8B⑥・Ⅳ層上面 LR側 圧 (隆帯上 も・ 突起間は回唇部 も) ナ テ 内外 スス付着

I層腐植土 深欽 '日 縁部 口唇 :強 いナデ/口 :単軸絡1(R)側圧 ナデ丁寧 外黒、中 スス

8B④・ I層腐植土 日 :L側 圧/頸 ,隆帯に押圧 (何 らかの圧痕で繊維状 ) ナ デ 繊維・ 894と 同一

8B④・ I層腐植土 893と 同一個体

第180図 縄文土器 (78)
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外 面 (文様・ 装飾、地文 。原体など)

内面

(調整など)

*摩耗しているため

日:LR側圧/頸 :竹管状刺突列/胴 :LRタ テ?(*

起 (粘土 まくれ)/胴 :LRLヨ コ??

1同 ILRヨ コ→結節 (R)ク テ



蔦銭轟η
曇 上、::ョぉや鶴 ::,こ

載

７
Ⅳ
用

飴

910

第182図 縄文土器 (80)

914

0        1 :3       10cm

出土地点・ 層位 器種・ 部位 外 面 (文様・装飾、地文・原体など)
内面

(調整など)
備   考

文

載

本

記

8C①・Ⅱ瞳 日～鎖隆予状//国 :R側性/顎 :深い竹會状刺突ア1/1阿 :斜縄文 (LRコ コ`F) ナ デ 繊維 '外 スス、中摩耗

8C②伺折・ I層 (腐植■) 深鉢・ 口縁部 口唇 ナデで突 出//回 縁側

『

?・ LRヨ コ、 クテ ナ デ 胎 十繊維 混 ス

11 8C②付近・ I層 (腐植土) 深鉢・ 口縁部 LR側圧 ナ デ 隆帯剥落

8C②付近・ I層 (属桓土) 内 lt～ 日 :RLR?側 L ナ デ 胎土繊維 混 入

8C②・ ⅡI目 深鉢・ 口縁部 LR?側圧 (令而吹きこ
`ぎ

れあり万R明〕 ナ デ 緋雁・休眈きこぼれ、中スス

深鉢・ 口縁部 日～頸隆帯状//国 :単軸絡1(R)狽 !圧/頸 :側 圧?/胴 :Rヨ コ ただれ 胎土繊維・ 外 スス

8C②・Ⅱ層 LRヨ コ、 ナナメ ナ デ 繊維・外 スス、素1落

8C②羅似現象 深鉱・ 口縁部 日 :R、 L側 圧/頸 :深 めD字形東‖突・ 貼付文柔‖落/胴 :RLヨ コ ナ デ 膏台i繊維・ タトスス

8C②坑柱・ Ⅲ層 深鉢・ □縁部 胎土繊維混入

8C③・‖層 T夕 RI貝1,上 (1獲 帝上も) ミガキ

-294-



鞠         鯉
郎

碇雀郷″
′
欲

925

９２６ 0          1 : 3         10cm

爾
辞

・ :

内面

(調 整 など)
外 面 (文様・装飾、地文 。原体など)

り突起//口 :LR側圧/頸 :高 い B字状突起/胴 :LRヨ コ

/日 [:LRコ コ、突起LLR側圧/日 :LR側[/嗣 :LRヨ コ、ナナメ→結節Lタ テ

)/日 :L側 圧/頸 :低い隆帯上円く

トレンチ (中 央

第183図 縄文土器 (81)

―-295-



廻
５

岡
里

ё

凹

働

∩
Ⅲ姻

Ｇ

国Ω口

〕

‐（伸伸螂嘲【鰤呻〕‐

Э週鰯
(と::::::)              6

0      1 :4      10cm

１

Ｏ
Д

ＩＩ

＝

Ｈ

Ｈ

日

Ｈ

日

Ｖ

Ｉ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｉ

⇔

0                1 : 2               10cm

第184図 土製品 。石製品

―-296-―



◇

◆    
乾

高

熙

Ｙ

縣

く

一

船
―――
―――
四





ち

　

　

４‐

日◇
　

　

◆

く【IIニユゝ             44

|

(ζ〔:ことさ」                 48

¨

４５

　

４９

＝

　

　

―

攀

◆
ひ

ら



⌒ 51

３

　

↓

ｗ

５６

（
　

０

◇
◆    58

◇

≦為鳴|

I

-61 -

第188図  石器 (4)

-300-

0         213        5cm



_           66           
くく正三二三二,〉             67

季                65

_                68

_             74

1

⇔   76        てr/″

~｀

ゥゝ    77

７９

ぺ

ヽ

‐

ν

ヽ

′

―

‐

蛾
盆

凩



―鰯―ひ
6   87

Ａ

川

嘲

ｌ ｆ

８２

一

１ ‐

０

【

　

　

　

８０

一

【

　

⇔

一

6            88

1

ハ
ｒｌ
Ｈ
日
∀
　
　
　
　
　
ハ

∩

―――

〕

一一

９３

も

1                                     92

第190図 石器 (6)

-302-



-              99

沿

‐―

即

I ′

6 97  
◆  

側0

I

０４

　

‐０７

‐
‐

一

Ｗ

　

』
金

一



ar υ 朗○ 則

0

8H  ▽

川

0   …′
I

Ｋ
‐‐十
円
Ｖ

代
‐Ｉ
Ч



θ  窪
在

◆   
縁7

I

I

ぅ    120

6  

側

I

９

Ⅲ州―キ‐側Ⅲ悧判ⅦＷＶ）‐３０　　　務
　
　
５．

口Ａ

◆
獅　
・３０

応

一

⇔   
ψ8



0
側

6  

υ

◆  
暇  0側

|

I

愕 5

1

140
1

制

  o

全    

μ2

0         2:3        5cm

第194図 石器 (10)

―-306-―



◆   

阻

I

ら   

倒

」母

酪
李

I

爾

147

0鱒

157

ΔJ
158

cm         m

第195図 石器 (11)

-307-



一

９

　

　

　

　

◆

Π
側
Ｗ
リ

一

佃

M

甲∽
峯    "4

I

イ ー             175

0         2:3        5cm



∩
日
∪

0        2:3       5cm

第197図 石器 (13)

％

ヽ

鐸
「一

姶

鞠

∪

卜  
制

I

⇔



握 子〇
基  

憎7

ａ
円
――Ｉ
Ｖ

濁

判
圏姶 鰯

～
  知 1

ハ
肌
＝
Ｖ

一

２０７

　

　

０

　

ω

_慈鋭 _)軽

-                     220 第 198図 石器 (14)

-310-

0        2:3        5cm



◆                228

碕

ソ

＼
勲
�
Ｎ
Ｍ
加
刻
γ
″

２３

O‖め



一

口

〉
〔
円
Ｗ
ＩＩｌ
γ

０
綴
姻
Ⅲ
棚
Ⅷ％

厩

一

血
サーー
脚
／



0284      1 :3        10cm

_            288

0        2:3        5cm



２９‐

凩
側
Ｕ

一

金

一

３０‐　　　　〈傍【〔中中〕）　２９４

ガ

『
‐ぺ
嘲
響
会

第202図 石器 (18)

狙         298



311

317

３３‐



る          338

_             342

|

/-            343

→         349

0        2:3        5cm

333

0         1 :3        10cm



(〔::こ
こここ三Ξ:::)         354

甑 ,ハ
I

r__            365

1

-移為の
1

_             368

「

　

　

　

　

　

　

　

　

３７８

ヽ

　

　

　

＝

‐――　　　　　　　△

廻
３７０

刀
‐―
＼

一‐鯵
‐ヽ

384

354、  355、  384

0         2:3        5cm       0         1 :3        10cm

第205図 石器 (21)

||ギ .―輩:lラ

-317-



`

_              397

0         2:3        5cm       <【:ここととュェ>                 403

第206図 石器 (22)

-318-―

389
392

⊂⊃ 怪  →
1 : 3         10cm

一

|

396

I

394



莉0

姦

Π

‐――

‐――

‐キＩ

Ⅶ

一

416

―（

、

‐

′

ノ

八

―キ‐

――‐

‐――

―――

――Ｉ

Ｖ

∩

∪

0         213        5cm

第207図 石器 (23)

-319-



ぃＬ

］
４３２

Ｌ、ｍｍ出旧山田旧田ｍ舶山出山削四山

贔
ふ

４３０

刑
円
即

一

、
綴

�

卸

一

一

437        t〔

::こ

:::::::::::i::il」〉

ハ
＝
刊
Ｖ

0         2:3        5cm

第208図 石器 (24)

-320-



_    456

К
ＩＩＩ
円
げ

-321-



⊂  、     472

っ               477

澗
州
肖

一

鰯

ф

金                479

0         2:3        5cm

第210図 石器 (26)

464

0        1 13       10cm

-322-



守              483

481

0         2: 3         5cm  0          1 :3         10cm

第211図 石器 (27)

一-323-



_                  503

鬱   
引 5

◆                535

第212図 石器 (28)

炒

524

ら

ら

-324-―



胴
Ｈ

＝

旧

Ｖ

ｈ
Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｗ

I

も                555

552

0         2 :3         5cm         0          1 1 3         10cm

第213図 石器 (29)

-325-



鯵 9ひ
幸              556

麹 {鰯
_              559

◇    565

ハ
川
内
咀

一

 ヽ   1  ′

会             570

５７‐　　　　　　慕ら〕］呻枷山山柳豹卿〕５７４

日
Ｈ
Ｖ

円
脚
Ψ
∩9         2::72      5,m

第214図 石器 (30)

-326-



9
1

_                      579

_               577

⌒             581

-饒‖餓
~

_              585

→

6    586

第215図 石器 (31)

一-327-―

1



‐    590

６０２

一

◆

一

◆   側



ド

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

６０５

′
‐

∩

出

Ｈ

Ｗ

Ｖ

一

ハ

側

瑯

も

◆   
餌 8

6  608

◆

|

0

第217図 石器 (33)

―-329-―



622

<【三二I)〉                  635

I

蘭
Ｈ
〕

′ 、

△

　

　

Ｍ

６３４

川
川
即

ヽ

１

一

【ゑい　
期
俸

６
　
　
　
・

ハ
酬
リ

一



I

ぬ   
側

０

◇

一

６４４

∩
日
∪

〈
悧
脚Ｖ
Ｏ
鵬
翻
Ⅷ

0         2:3        5cm

第219図 石器 (35)

-331-―



鮎
Ⅷ 一

８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呻
　
　
　
　
　
【　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７００

１

‥

―

嗚
一

◆

一

683

0         2:3         5cm   0          1 : 3         1 0cm

第220図 石器 (36)

-332-



∩
問
哩

0          1 :3         10cm

| ◆  
列 0



０

導
珍

聟

一

◇    
列 4

鬱 Ю 珍
6 刑

721

I

726

洲

旧

ν



ｎ
川
Ⅵ
ｗ

川
ハ
別

‐Ｖ
川
瑚
Ｎ
Ｍ
Ｍ
ｖ

７３
　
　
　
　
Ａ
Ｎ
Ⅲ
田
Ｗ
Ｖ
　
７３

△
ゆ
下
〆
⇔

_   730



鮎
川
側
嘲

胤

爛

糊

鮎

滲

I

_   750

は

_芯

<こ> 751

∞10
1

{――ヽ _           760

-鰻〕巳
-              763

0         2:3        5cm



ｎ

Ｈ

川

Ｎ

一‐み弾韓》‐一　　‐ ハ
ーー
刊
Ｗ

一

へ

I

出
日
Ⅳ
Ｖ

一

７６９

日
――

判
，

盗

0        2:3        5cm

第225図 石器 (41)

-337-―



I

印 ダ∪
く〔:II!!三ニラ

〉                 783

1

q
I

て
=:こ
ここ::〔:::::'〉

                       784

775、  776、  777、  779

0          1 : 3         10cm

第226図 石器 (42)

―-338-―

0         2:3        5cm

∞



0         2:3        5cm

第227図 石器 (43)

―-339-―



Ⅵ。考 察

100基近 くと今回の調査で最 も多 く検出されたフラスコ状土坑について考察を加え、 フラスコ状土坑をめ

ぐる諸問題について考えてみたい。

1.平清水Ⅱ遺跡のフラスコ状土坑 彿 1表～第3表 )

(1)位置

若干の空白部分はあるが、基本的には調査区全域に見 られる (第 6図～第 7図 )。 西側調査区の北端は、

段丘崖になっており、遺跡の北縁と考えて良いと思われる。フラスコ状土坑は、ほぼ北縁まで広がっていた

ということになる。分布には多寡が見 られ、多重重複する地点 もあれば、空白域になる地点 もある。幾つか

の群に分かれることは明白である。

(2)平面形

全体的な比較が可能なのは、底面形だけである。基本的にはほとんどが円形で、その中に幾つか楕円形に

近い不整円形が認められるが (第 1表底径欄の○×△と記されている土坑)、 第66号 ?、 第68号土坑は、はっ

きりした楕円形である。

開田部の形が確認できたものはほとんどない (第 1表備考欄 )。 上場が確認されたものも原形を留めてい

る場合は極めて少ないと判断されるが、断面形がフラスコ形を呈するものはそう考えても良いであろう (後

述 )。 第 3号、第33号、第42号、第50号、第69号、第70号土坑が相当するが、42、 69、 70号 は、調査上の問

題で開田部の形を掴めていない。その他の開口部の形は、底面 と同 じ円形を主体 とするようである。

(3)規模

これも、全体的な比較が可能なのは、底径だけである (第 1表 )。 これを規模 ごとに示 したのが第 2表で

ある。 1.5～ 1,9mの間に87基 の約 6割を占める54基がある。1.5mと 1.8mの 二つのピークがあると見ることも

できよう。1,9m以上より大きなものは比較的多様で、最大 3mの ものまで見 られる。

檸)断面形

断面形は、今回調査 した遺構の特徴か ら大 きく二つに分けた (埋め戻 し穴の部分を除 く)。 国が外反する

フラスコ形 (1類 )、 首はあるが口ははっきりしない富士山形 (2類 )、 日も首 もない台形 (3類)である。

左右非対称であったり形が崩れているもの (他 に比べて幅が広いものも含む)に ついては、それぞれ 1′ ～

3′ 類 とした (第 1表 )。 2′ 類の中には、一見 3類に見えるものがあるが (第 84号土坑)、 他の 3類に比べて

深 く形 も三角形に近いことから、 2類の屈曲部 (首)がはっきりしないものと判断 した。

今回の調査では、貯蔵穴様のある程度の規模 と深さを持つ土坑にビーカー形は検出されていない。 このこ

とか ら、本来は全て同 じ形態であったものが、削平の度合いによって 3つ の形に分かれているのではないか

と示唆された。

そこで、検出位置と断面形の相関性を検討 してみると、東側調査区 (水路部分)で は確かにそのような傾

向が読みとれる (第 6図 )。 この部分は、法面になっており南側が大きく削平されている。 1～ 2類は、斜

面上方である北側にしか認められていない。他の場所でも、概ね 1類のそばには 2類、 3類のそばには 2類

と、同様の傾向が見 られる。 1～ 2類土坑に隣接する第 5号土坑が 3′ 類なのは、古代の竪穴住居跡に削平

されているためであろう。
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しか し、 2～ 3類土坑に囲まれた第33号土坑は 1類である。第 1号住居 と重複 し、その床面から検出され

た第42号土坑が 1類である。西側の調査区 (2～ 8グ リッド)は、南側 は水田造成時に削平を受けているが

北側は受けていない。 しか し、土坑の断面形は必ず しもこの傾向を反映 していない。 これらのことか ら、断

面形は、削平によって影響を受 けるが、 もともと深さによって異なっていた可能性が高い。

(5)深 さと断面形

言 うまでもな く検出面か らの深さである。最深が第69号の2.2m、 最 も浅いのが04mで 4基ある。

前項の検討結果を受けて、断面形 と深さの相関性を探 ってみた (第 3表 )。 1～ 3類 には、それぞれ 1′

～ 3′ 類を含む。確かに、深いものは 1類、浅いものは 3類、中間は 2類 という傾向が読みとれる。

しか し、 この傾向にやや外れた数値を示すものがある。 1類では、深 さ1.lmの第63号、 lmの第50号土坑

で、浅いのに 1類である。第63号 は、 1類とはしたが他と異なる形態で、国は外反 しても首はないに等 しく、

1類 に含めるのがそもそも間違いなのか も知れない。第50号 は、断面形 はフラスコ形 としか言えないが、規

模が非常に小さい。 2類では、深さ1.6mの第36号、1.8mの 第56号、 1.9mの 第82号土坑が、他か ら外れてい

る。何れも幅が広 く大規模な崩落を窺わせる。底径 も大きく、 もともとの規模 も大きかったようだが。 3類

では、深さ13mの 第52号土坑が他か ら外れている。本土坑は、 はっきりした埋め戻 し穴を持ち、そうでな

かったら2類であった可能性 もある。

以上から、第52号土坑はやや苦 しいが、それ以外は合理的な原因がつきとめられた。その結果か ら、前項

で得た仮説は「本遺跡のフラスコ状土坑は、規模が同 じなら、断面形は深さによってほぼ決まる」 と改めら

れる。小規模なら浅 くて もフラスコ形になり、大規模なら深 くてもフラスコ形にならない場合があるという

ことで、ただし後者 は崩落による可能性が高い。

規模 と深さによつて、断面形が変わる理由は何か。次節で解釈 してみたい。

(6)底面施設

副穴あるいは小溝が確認 された土坑は、97基中43基 ある。 これは、例えばほぼ同 じ時期の宮城県小梁川遺

跡などと比べて極めて高い比率だが (159基中 1割以下。村田 1987:p.424)、 どうして、持つ土坑 とない

土坑があるのか。他の属性 との相関性は? 何れも残まなが ら読みとることはできなかった。

興味深い施設 ?と して、「員占り壁」が認められた。 これは、他土坑 と重複する部分の底面に地山土を貼 っ

て補強 したもので、第68号土坑にのみ見 られた。

(7)覆土

調査時には何度 も同 じパ ターンの土層を目にし簡単に類型化できると考えていた。 ところが、いざ類型化

しようとすると、そう簡単ではない。炭化物を含み黒っぽい色を呈するか、地山上の再堆積か、埋め戻 し土

かという点 も含めて類型化 しようとしたが、容易でないことがわかった。

結局、ブロック状に層が分かれるか、広がりを持つかという違いに注目し、上か ら下までブロック状に分

かれ全体がモザイク状を呈するもの (A類 )、 広が りを持ち一様で極端 に水平に堆積するもの (D類)を両

端に置き、その中間を B、 C類 とした。 B、 C類 は、何れも下層がブロック状でな く広が りを持つ もので、

薄い層が何枚 も堆積する 1類 と、比較的厚い層が、少な く堆積する 2類 とに分けた。 B類 とC類の違いは、

上の層の違いで、上がモザイク状になるものを B類、上が広がりを持つ ものを C類 とした。

D類のうち、ほぼ水平に堆積 しているものをDい類、やや斜めになる (曲線を描 く)も のをDあ類 とした。

Dl類 は、 C2類 と区別 しにくくなるが、 Dあ類は厚さが比較的均質なもの、 C2類 は一様でないものであ

る。 Bl類、 Cl類 のうちには、最下層がある程度 ブロック状になるものも含んでいる。言 うまで もな く、
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第 1表 フラスコ状土坑一覧表

名 位 置 底径(m) 朱さ(m 由彬 語 十 哩め戻し 遺物出土状況 時 期 重 複 備 考

1 2D～ E 0 B2? 雨 天 ～

2D 目H女 ? A 雨 天 ～ 上場直径09mの 円形

2D 畠‖々・澄 Ⅱ 下層、多量の土器片 下層dl? 上場直径09mの 円形

2D 1 1? ? C2?  1～ T層以外 上場直径 17× 14mの 橋円形

2D 副 穴 A 中層、半完形土器 後 ? 上場 12× lmの情円形

2D 他 と異 な り割愛

7 3C～ D 穴一口
日 Dい  |○

3D Bl? 医面直上、土器破片 中 ? →9?i?10

3D 8X 3? Dい ?| 8→9?
3D 6X 3 Bl? 8?10 段 。上場直径 lm円形

3D 1
？

・
B2? 下層、半完形土器 後半?

Lじ ～D 不 11 副 穴 A 底面直上、完形土器2 下層dl?

16Xl 2′  ? 冨し代? A 下層、半完形土器 下層c? 13-14 上場直径09mの 円形

14 B2 前後 ? 13→ ,?15 上場 12× lmの橋 円形

4C 2′ C 低 tal直 上 、 土 器 坂 片 前末～ ?14・ ?16

3～4C ? 不 明 副 穴 Bl 上層、下層、土器片 前後 ? 15?16 上場直径03mの
4D 1 2 A 削後半 Y 上場08× 06mの 楕円形 ?

4D 3′ 副 穴 A 百 い 'r 赤御堂式土器片
4D 19? 3′ Cl
4D 17? Cl
4C 11 A 前後半? 21723
4C 23X2 11 2′ Blか Cl RII太 ～

4C 22X19 1 2′ 冨U穴 B2 ほ面直上、大きな土器片 下層d 21?23
4～5C 2′ or2 冨町穴 Bl 前中 ? 理 め展 し穴 ,「場 15X13mの 円形

5C～ D 11 2′ Bl  l× (目狛 中層、土器片多ヽ RII未 ～ zb・ rz断白

5C 2 Bl 底、壁際冗形土器逆位 中前 ?

5C 24X21 3 A? 瓜囲巳上、主喬庁、礫 前末 り方 ?・「 場17× 16m楕円

5C 2′ Dあ ? 最下層還物出土 前末 17× 17不整

5～6C 上層 `P土器片出土 な ため吾‖愛

5～6C きなため割愛

5～6C 2′
Ｄ
Ｄ

「
天～中綱 104+→ 31

5D 18X15? 2′  ? Ｄ
Ｄ

→6肝 ,7t

5D 15 1
Ｄ
υ

→1011,?32 !場直径03mの 円～楕 円

5D 11 3′ 副 穴 A 底面直上、完形土器 前末 十器は、押 しつぶされて出土

5C～ D 14 2 A れ珍ど ―)R・解 !場直径05m円
6C 2′ or2 Cl 中前

6C～ D 大部分調査範囲外のため不明

6C 15?? A →39,?40

6C 21× 19 2′ 昌」ク(・r C2 上部人為 38→ ,40?

6C 2 不 明 副 穴 示 日月 〕8,41.101,10を

6～ 7C 11 2′ Cl X(目然`F 末 ? 壁不 自然→ 2基重複 ?

6C 15 1 昌uク( C2か D →1住 ? 底 白色粘十層

6～7C 5 1 2 副 穴 Dあ ? 後 ? 弓O14・
→1件

6B～ C 14 2′  ? 目しく? Dあ ? 前末～中初 →1住 ?
7B～ C 1 2 Bl 歳多いのに鉦漬物層多ヽ 45-48 二段・ 上場08× 06mの楕円

7C 15?? 不 明 B2? 茶 ～

7B～ C 不 明 3′ A 北壁近く、土器多め 前末～中初 47→6炉 2基重複 ?

7B 不 明 2 卜 由部、と寧 末 45-48 埋め戻 し穴・崩落ひどく不明

7C 11 2 副 穴 Cl 51

7C 1 C2? 末 ～ 51→ ,?49 上場直径05m円
7C 不 明 2 C2? →50,?49 重複 ひど く不明

6B 13 3 副 穴 A ,半罪彬、中き∫昇形十 |1芙 ～ 埋 め戻 し穴

6～7B 11 2 副 水 Cl 上場 11× 06m楕 円

7B 17 12 2 副 穴 Π 上場直径09m不整円

7B 2′ ? Cl 層 十 恭 片 多 し 身〔 ` 55-56 底硬管・上場12Xlmの 不整楕円

7B 2′ B2 大きな礫、半年形十器 前後～末 55→ ,?57 埋 め戻 し穴

7A～ B 1 3′ 冨‖穴十小薦 C2 古 い ? 56?57 上場直径11円 。早～前前土器片

7B 2 属I穴十小溝 B2 大 きな十恭 片 末 ? 上場直径08m不整円

7A～ B 15X12 3 ? B～ D 耳 彬 十 淋 末 ?

7A 17 3′ 副穴十小臓 C2 上場 13× 12mの 不整楕 円

7～8A 16× 15 3′ 副 穴 B～ D 上場 13× 12mの 円

7A～8B 1 副 穴 Cl 落■中に副穴検出・上場13X12不整惰円

8B 11 1
rl蝙」穴 Cl? 末 ?

8B 25× 23 2′ Cl 末 ～ 3住
→.→

18,65→ ? 埋め戻し穴?・ 上場2X17m楕円
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位 置 風件 (m 朱さ(m) 断面形 底面施設 覆 十 1蝉 め屏 遺物出土状況 時 期 重 複 備 考

B 15?? 3 B～ D 前後半 →
2住

.10う ,・出? やや異 な る型

8B liXO]?? 3′ /、口月 →2住 `→66 異なる型

8B 3 Cl 卜層 、 大 きな 十 淋 片 中前 ? 2、 3住→̀?66

8B 23X15 2 貼 壁 Dあ 中前 ? 側→̀〕 住→? 段・ 上場 22× 08m長楕 円

8A 1 ヽ Bl 卜層 、 多 量 の 十 器 片 前 末 土器、半完形 に復元

8A～ B 17 1 亀レ(あ リイ C27:全て ―>ノ X伸子

8B～ C 2 副 穴 Bl 前 末

8B～ C 1 2′ or2 B2 72→3住 ? 上場 12× 08の 不整楕円

8C 11 2′ C2 前末～中初 73-,5円脂 段 ?・ 埋 め戻 し穴 ??
7C 07? 不 明 副 穴 示 H月

7C 2′ A・

7～ 8C 3′ 呂‖,て 十′い層 jz →4陥 '77→ ?

7～ 8C 不 明
→3陥

,→76?

7D 2 副 穴 1, 78?79 上場直径05m円
7D 26× 21 不 明 78?79 医砂礫層

8C 19× 17 2 Dい `Fi 中層、大きな土器片 前末～中初 →〕〕粧,→
i陥 ?

8C 17 副 穴 Dl L層 ?、 半完形土器 前後～ 埋 め戻 し穴 ?

8C 3 2′ or2 Bl 中前 ? 上場直径 18mの 円形

9D 3′ 副 穴 A 後 ～ 上場08× 07mの橋円

1l C～ D 17 2′ 直線的 邑J穴 1 後 ～ 上場直径109mの 円形・底花同岩

1lC～ D 不 明 3′ 1 下層、大きな土器片 中前 〕T 重複 ひどい

1l C 25× 21 3 邑J穴 1?1下半 前後半 85→ ,?87

1l C～ D 不 明 不 明 イ ?85・ ?86 削平 のため不明

14C 21 3 哀 A 前後～前末

14C 19X17 3 1 前後～前末 掘り方・上場直径15mの 不堅円

14C 1 jYY 尺 1     1△ 前後半 →
1を焼'?i住

14C 15 2 A →5AB炉

14～ 15C 3 Bl?10 前後～前末

15C Cl  (D
15～ 16C 3 Bか CIO 上場直径 13mの不整円

16C 呂Hケく C2?1上 半 前後半 上場直径08m円形

16B～ C 1 Cl l下 半

17B～ C Bか CIO

第 2表 フラスコ状土坑規模一覧表

径 (m) 点数(基 ) 備 考

1

l

1

1 楕円形

3 楕円形 1

楕円形 2

楕円形 1

楕円形 2

14 楕円形 2

7 楕円形

3 楕円形

4 精円形

4 楕円形

3 楕円形 2

3 楕円形 2

2

2

1

3 l

第 3表 フラスコ状土坑深さ一覧表 (形態との相関)

深さ(m) 1類 2類 3類 不 明 合 計

4 4

4 4

1 5 6

6 2 8

7

7 2 1

1 ユ 6 2 9

1 1 11

2 4 4

7 1 8

4 1 5 6

5 3 1 4

6 1 1 2

7 1 1

8 1 1

9 1 1

2

1 l

8 7

*93基 のうち、規模不明な 6基を除く。

*楕円形は、長径と短径の平均値。

*93基 のうち、深さ不明な 2基を除く。

*1～ 3類には、それぞれ 1′ ～ 3′ 類を含む。

*1類→フラスコ形、 2類→富士山形

3類→台形
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最下層が大きな広がりを持つ ことは、 D類のような不自然な状態でない限 り考えにくい。

以上の他、順序が逆になったが、全体 として極めて特徴的な堆積状態を示すとして最初に注 目したものが

あり、 これをⅡ類 とした。まとめると、 A類、 Bl類、 B2類、 Cl類、 C2類、 Dあ 類、 Dい類、 Ⅱ類に

分けたことになる。

(8)覆土と埋め戻 し

前項の分類は、人為堆積か自然かをある程度反映させようとして作成 したものである。 D類 (特にDい類)

は人為、 B、 C類 は自然堆積を示すのではないかと推測 し、 A類 も人為の可能性があると考えた (B類の上

半 も人為 ?)①

そこで、調査時の所見を横に示 し (第 1表 )、 対応するか見てみた。Oは人為、△は人為の可能性がある

こと、 ×は自然堆積を示 し、「全て」「上半」「下半」等の言葉は、人為堆積が認め られる部分を示 したもの

である。

削平されて当時の上層堆積状態が不明な地点が多 く、人為かどうか見極めが付かなかったものがほとんど

なので、 はっきりしないが、第88号土坑以下を見ると対応 しない場合の方が多い。

以下、人為 と調査時に判断された土坑で C類 と判断されたものをやや詳細に見ていくと、 C2類 とした第

39号 は、確かによく見ると層の厚 さが均質で、 Dあ類に含めた方が良かったかも知れない。 C2類 ?と した

第70号 も、 9層以外は層の厚さが均質である。 Cl類 とした第84号 は、層の厚さ自体は不均質だが、堆積方

向が不 自然である。 Cl類 とした第89号は、最下層は薄 く不均質だが、その上 は確かに人為を窺わせる。

Cl類 とした第93号 も、層の厚 さ自体 は一部不均質だが、確かに全体 としては一様であり不 自然である。

C2類 ?と した第95号 は、下半に不自然さを感 じるが、調査時の判断通 り上半が埋め戻されているとしたら、

全 く対応 しない。 Cl類 とした第96号 は、確かに全体 としては一様であり不 自然である。 しか し調査時の判

断通 り下半 (だ け)が埋め戻されているとしたら対応 しない。

このように、そういう目で見ればある程度対応させることはできるようだが、類型化された土層構造から

人為かどうかを判断するのは難 しいようである。人為かどうかを詳細に検討 した宮城県小梁川遺跡での検討

結果を見 ると、確かに、 D類 に代表 されるように均質な堆積を示す ものに人為が多いとは言えるようだが

(村田 1987:第 428図 )、 一見すると自然堆積にしか見えないものもあり (同 :1号土壊 )、 必ず しも 1対 1

には対応 していない。

そして、これも小梁川遺跡に示されているが、本遺跡の場合 も、全て埋め戻されたと判断されるもの、人

為 と自然の両方が認められるものと多様である。

(9)埋め戻 し穴と埋め戻す理由

「埋め戻 し穴」 としたのは、土坑検出面に確認された住居状の穴で、底～壁がはっきりせず疑似現象に近

い状態を示 し、土坑の中心 とは同心円状に対応せず一見すると別の遺構が重複 していると感 じさせる穴であ

る。第24号、第48号、第52号、第56号、第64号 ?、 第73号 ?、 第81号 ?土坑に認め られた。

この穴の土の行方が気になるが、特定できた土坑はない。地山再堆積土、地山ブロックを含む層などが相

当するとは思われるが。また、本末転倒になるが、はっきりと埋め戻 しが確認できた土坑 も実はない。

なぜ、 こうした穴を掘 ってで も埋め戻 したのか。埋め戻 し穴は、比較的規模の大 きな土坑に確認されてい

る。規模の大きなものはより危険であるため、積極的に埋め戻 したとするのが蓋然性が高いであろう。本遺

跡のフラスコ状土坑は、地山の性質によるものか極めて崩れやす く、精査 したそばか ら崩壊 していった。 も

し、廃絶された土坑が、そばにあり、まだ崩れる可能性を残 していたら、埋め戻そうと考えるのが自然であ
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ろう。あるいは、そもそも埋めるためではなく、次節で述べるように中のものを取 り出 しやす くするための

穴の可能性 もある。深いフラスコ形は、底にあるものを取 り出すのは容易ではないか らである。

4① 遺物出上状況

他の属性 との関係 も含めて、顕者な傾向を読みとることはできなかった。土器は、破片～半完形土器と完

形土器があり、第12号、第26号土坑か らは、底面あるいは直上から完形土器が出上 しており、特に第26号 は、

逆位に安置 したような形で奥の壁際か ら発見されているが、覆土 も含め特に目立 った特徴は見 られなかった。

ただ し、両土坑 とも断面形がフラスコ形に近 く原型に近い状態を保 っていると考え られ (前述)、 その点か

ら土坑掘削後比較的早い段階で埋め戻 している可能性がある。墓などに再利用 して。

10 重複関係

第 1表中に略記 した。→は新旧関係を示 し、○→△が古→新を示す。不確かな場合は、○→△ ?、 新旧関

係がはっきりしない場合は、○ ?△のように示 し、何れも自明である相当する土坑名 (○ とする)を省略 し、

→△、△→、→△ ?、 △→ ?(△→○ ?の意 )、 ?△などと記 した場合がある。重複する遺構が、 フラスコ

状土坑の場合は、番号だけ示 し、それ以外の遺構については、番号の後に、住居は住、陥 し穴状遺構は陥、

焼土は焼、フラスコ状以外の上坑は土 と略記 した。

陥 し穴状遺構 と焼土は、何れ もフラスコ状土坑より新 しいようであり、竪穴住居跡は新旧両方ある。

印D 時期

第 1表では、縄文時代前期中葉～中期前葉 とされた土坑については時期を省略 した。時期を特定できた土

坑は非常に少ない。大部分が前期中葉～中期前葉に納まるようだが、第18号、第57号のように、古 くなる可

能性を持つものもある。

2.フ ラスコ状土

(1)位置

坑をめぐる諸問題

該期の遺跡のほとんどがそうであるように、本遺跡 も集落内にフラスコ状土坑が群在する。遺跡のす ぐ北

側の斜面には、現在ナラの木が多 く見 られ、調査中も多量の ドングリが落ちてきた。当時の植生ははっきり

しないが、その生態的条件か ら周囲に ドングリ、 クリなどの木が生えていた可能性 は高 く、本来的にはそう

した場所であるからこそフラスコ状土坑が掘 られたのではないかと思われる。縄文時代 と言 っても、その間

には大 きな環境の変化があり (安田 1980)一 括 りにはできないが、気温 も上が り下が りしていたのなら同

じような植生が周期的には現れたと思われる。その際、同 じような生業戦略を採 っていたのなら、 フラスコ

状土坑が周期的に見 られるはずであろう。

このことを証明するかのように、少なくとも岩手県では、前～中期集落跡の群在するフラスコ状土坑の中

か ら、思い出したように晩期の土器が出土することがある。例えば、九戸村長興寺 I遺跡、九戸村嶽Ⅱ遺跡 ?、

二戸市上里遺跡、北上市柳上・上鬼柳Ⅳ遺跡、同 石曽根遺跡 (以上、出典は、日本考古学協会 2001参照)、

同 煤孫遺跡 ((財)岩手県文化振興事業団 1994)な ど。

前～中期の特異性は、そうした採集の地に竪穴住居を作 り集落を営んだことにある。それも、大形住居を

持ち拠点的と考えられる集落を。 もちろん完全に分かれるわけではないが、どちらかと言えば晩期などの拠

点的集落に比べ標高の高い場所に立地することが多い。ナ||な どか ら遠 く水の便が悪い場所が多いのである。

このことは、フラスコ状土坑の中に蓄えたものの採集・加工を、いかに重視 し生業戦略の重 きを置いていた

かを意味するのであろう。
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(2)掘削方法

本遺跡のフラスコ状土坑 は、特 にも口が狭 く、人が入れない場合 もしば しばあった (例えば第33号 )。 仕

方なく断ち割 って掘 ったのだが、縄文人はどのように掘 ったのであろうか。

第Ⅲ章に記 したように、今回の調査では思い切った断ち割 りができず解明できなかったのだが、その痕跡

らしいものが僅かに認められた。写真図版34な どに見るように、底面に黒土が点々と残るのである。最初は

根による撹乱と考えていたが、その間隔は比較的均質であり、深い穴にも認め られたことか ら、掘 り方の痕

跡ではないかと思 うようになった。オーバーハ ングする壁の表面 も者 しく凹凸が見 られる。 これらから、地

表に立 って尖 った棒状の工具 (あ るいは組み合わせて)で突 くようにして掘 ったのではないかと想像する。

(3)同時に存在 した数

フラスコ状土坑は、時期が特定 されるものは少ない。 したがって、同時に存在 した数を割 り出すのは容易

でないのだが、塚本師也氏は、短期集落の数の少ないフラスコ状土坑を対象 とし、出土遺物の全点 ドットと

接合作業を元に、この問題に果敢に取 り組んでいる (塚本 1992、 1998)。

対象とした栃木県品川台遺跡は、縄文時代前期前葉阿玉台Ⅱ～Ⅲ期の集落跡で、径約100mの環状集落で、

住居跡 7軒、柱穴群 6基、 フラスコ状土坑 9基が検出され、 フラスコ状土坑 も間隔を置いて環状に配されて

いるが、他より近接するものが数基あり、それを一括すると 5～ 6群に分かれそうである。調査面積は、約

10,000∬ で、調査範囲を越えて集落が広がる可能性は少ないようである。

残まなが ら同時存在数の確定までには至 らなかったのだが、ある程度の絞 り込みには成功 している。隣接

するフラスコ状土坑の間隔は、最小で約3.8m、 平均約 7m、 同時存在が想定 される土坑 は、最大 4基で、

その間は66m以上離れてお り、他より近接する土坑同士の間に同時存在は想定されていない。

このことか ら、一つの群の中で同時に存在 した土坑は 1基ではないかと仮定 される。絞 り込みが可能な短

期の該期遺跡が他にも存在 したか資料渉猟する余裕が今ないので、この仮説を強化できないが、この説に則っ

て平清水Ⅱ遺跡の上坑を見てみる。

規模の大きなフラスコ状土坑が、西側調査区の中央付近に偏ること、副穴あるいは副穴 十小溝を持つ一群

が、西側調査区の北東部分に偏ることが指摘できるが、排他的というほどではなく、また群の中も比較的多

様であり、あまり強 くは言えないが、群にまとまりがあること、 このことか ら一つの群に一つの経営主体が

想像され、それはおそらく一家族であろう。 フラスコ状土坑の規模が大 きいということは、多 くの貯蔵物を

必要 としたとしたということで、単純に考えれば家族の人数が多かったということになる。家族の人数が短

期間に大きく増減するということはないだろうから、一つの群に規模の大 きな土坑が しばらく作 られ続ける

ということになるのであろう。

そして、空白域が周囲にあるのに頻繁に重複するということは、竪穴住居によく言われるように、集落内

に初めか ら区画が割 り当て られており、それをはみ出すことはできなかったということなのだろう。

檸)耐 用年数

データを取る余裕がないので不正確だが、本遺跡はフラスコ状土坑の重複が多い方だと思われる。前項の

区画云々の仮定が正 しいとすれば、その原因は、継続期間が長いか頻繁に作 り直 したかのどちらかであろう。

ここで、どちらかに決する決めてはないが、参考になる事実がある。それは、本遺跡のフラスコ状土坑が、

形態及び地山の性質か ら極めて崩れやすいということであり、調査中にも次々に崩落 して しまった。前述の

栃木県品川台遺跡は、その逆で、崩れやすい首の部分に特に硬 くて丈夫な土層を当てて崩落を防いでいる

(塚本 1992:p294)。 品川台遺跡のフラスコ状土坑が少ない理由の一つは、耐用年数にもあり、塚本氏は
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「 1基 の袋状土坑の利用期間は、 1年ではな く、数年以上にわたった」 としている (同 :p297)。

平清水 Ⅱ遺跡のフラスコ状土坑を精査 した実感 として、少なくとも本遺跡の場合、蓋を して中を乾燥 しな

いようにするか、中にものをぎっしり詰めるか しない限 り、 1年 も持たなかっただろうと思われる。そのよ

うな手当をしても、周囲に集落があり、頻繁に人が行 き来 し振勃にさらされるのであろうか ら、数年 も持つ

ということは稀であったろうと推測される。

(5)形態・機能・ 用途・ 使用方法

平清水 Ⅱ遺跡では、 3つ の断面形が認められた。 フラスコあるいは袋状 という断面形に「内部空間の温度

と湿度が一定になることによる保存効果が期待できるJ(長岡 19991p.200)の なら、断面による機能の違

いはないのだろうか。実験 してみる必要があるが、筆者の調査時の実感では、深 くフラスコ形を呈する土坑

は、外気の遮断力は強いようで、例えば、22mあ った第69号土坑の底は、30℃ を越える日で もひんやりと

涼 しかったのを憶えている。また、物理的な問題 として、深い穴を断面台形に掘 ったら底面が非常に広がっ

て しまい崩落を上めるのは難 しいだろう。 したがって、深い袋状土坑を掘 るとしたら、 フラスコ形に掘 らざ

るを得ないということになる。逆に、 フラスコ形にも欠点があり、後で中のものを取 り出しにくい。頻繁に

ものを出 し入れするなら、浅い台形の方が便利である。

結局、断面形は、掘 り手の規模 (容量)と 深さ (遮断力)に対する目的を反映 しているのだと思われる。

つまり、同 じ容量でも、遮断力があまり必要なければ台形に掘るし、遮断力が特に必要ならフラスコ形に掘

り、容量 も遮断力 も必要なら大 きいフラスコ形に掘 るということである。

容量 と遮断力に対する目的は、なぜ変勃するのだろうか。容量は、中に入れる必要量の変動、例えばその

年の堅果類の豊不作の反映などで十分に理解できるが、遮断力は難 しい。遮断力が強ければ中のものを長 く

持たせることができると単純に考えることができるとしたら、その必要性が変動するということであろうか。

不作の年に長 く持たせたい、あるいは逆に豊作で採れすぎたので腐 らせずに長 く持たせたい、あるいは、そ

もそも中に入れる貯蔵物自体が異なり、その貯蔵物の保存性の違いによるものなのか。 これ以上、解釈を限

定させる材料はないが、前節で群 ごとの断面形の分布を見たところ (第 6図～第 7図 )、 群 ごとに大まかに

は傾向が一致するが異質なものを含む場合 もあった。

また、前項で述べたように、崩れないように使 うには、蓋をするか中にものをびっしり詰める必要がある

が、そうした検討を可能にする材料 もない。今後の調査での検討に期待 したい。

参考文献

lMl岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 1994『煤孫遺跡』(第 196集 )

塚本師也 1992「 綜括第 1章第2節 1,袋状土坑」『品川台遺跡』lHl栃木県文化振興事業団

1998「袋状土坑における遺物出土状況と遺構間の出土土器接合」『シンポジウム縄文集落研究の新地平 2 発表

要旨』縄文集落研究グループ

2001「関東地方東北部における縄文時代の大形貯蔵穴出現期の様相(上 )」『研究紀要』 9 1blと ちぎ生涯学習文化

財団埋蔵文化財センター

長岡史起 1999「 遺構研究 貯蔵穴」『4電文時代』10(第 3分冊)(陪電文時代文化研究の100年』)縄文時代文化研究会

日本考古学協会2001年度盛岡大会実行委員会 2001『亀ヶ岡文化―一集落とその実体―』

村田晃- 1987「 Ⅱl鬱 )フ ラスコ状土嬢」『小梁川遺跡』宮城県教育委員会 (第 122集 )

安田喜憲 1980『 環境考古学事始』(NHKブ ックス365)日 本放送出版協会
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1.遺物

Ⅶ。まとめ

今回の調査成果をまとめ、若子の解釈を加えて今後の課題としたい。

今回出土 した遺物は、縄文土器 (30× 40× 30cmの コンテナ)37箱、土師器約20点、土製品は23点 (土器 ?

1点、土偶 4点、円盤状土製品 4点、焼粘土塊14点 )、 石器は973点 、石器製作時の剥片67,336.74g、 石製品

は 8点 (垂飾品 1点、円盤状石製品 ?1点、軽石加工品 6点 )、 アスファル ト1点、 コハク (加工品含む)

18点 である。

石器類の内訳は、石鏃163点、尖頭器96点、石箆28点、石錐 6点、石匙25点、スクレイパーA類・ Uフ レ

イク・ Rフ レイク313点、打製石斧40点、スクレイパーB類 3点、磨敲器類269点、石皿 6点、台石 1点、砥

石 2点、磨製石斧21点、剥片 A類 66,68303g、 剥片 B類 653.71gで ある (器種名は第V章参照)。

①縄文土器

・早～前期前半の上器 (白浜式、寺の沢式、赤御堂式 ?ほか)が数点、後期の可能性のある土器が 1点 出土

している他は全て前期中葉～中期前葉の土器 (円筒下層bl式～円筒上層 b式)の ようで、中でも前期末～

中期前葉の土器 (円筒下層dl式～円筒上層a2式)が大部分を占める。

・前期末は、大木 6式系および折衷土器、中期前葉には、大木 7a式系、五領 ヶ台 Ia式系土器が認められ

る。

五領 ヶ台 Ia式系 と考えたのは、 52、 244?、 248、 277?、 323、 541、 656、 708、 756で ある。 このうち、

244は、大木式分布圏に頻繁に見 られる系列で、当地方では大木 7a式 の組成に含めることが多い。その他

の土器は、大木 7a式分布圏にもそれほど顕著でなく、見た目にも本遺跡か ら出上 した他の土器と大 きく異

なり、搬入品と考えたいが、関東地方に同 じような土器を見つけることができなかったために五領 ヶ台 Ia

式系としたものである。

本県南部大木式分布圏か らは「五領 ヶ台 Ia式そのものといってよい土器」 (今村 1985:p l12)ん 頻ゞ繁

に出土 しており、最近では青森県でも五領 ヶ台式の影響を受けた土器が指摘されている (茅野 2002:p.41)。

したがって、本遺跡か ら出土 しても特別なことではないのだが、他の遺跡で出土 した土器とやや異なってお

り、大木式分布圏でもそんなには見 られない。永峯 (1981)、 今村 (1985)、 小林ほか (1988)、 縄文セ ミナー

の会 (1995)を参照すると、長野、北陸に見 られる土器の方に近いようにも思える。該期の北陸系土器は、

日本海側の秋田県では比較的頻繁に出土 しており (冨樫 1984)、 出土 して もそれほど特異なことではない

と思われるが、 こちらについても北陸地方に同 じような土器を見つけることはできなかったので、何とも言

えない。

②その他の遺物

・ 石器製作時の剥片が多量に発見され、また磨製石斧の未製品 も見 られることから、本遺跡は石器製作址と

考えられる。

・石器組成で注目されるのは、該期の遺跡 としては珍 しく磨敲器類の比率が比較的小さいことと、石鏃・尖

頭器類の多さである。

本書で分類 した尖頭器のほとんどは、石鏃の大形のものといった形状を している。また、石鏃といっても
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両面 を全面剥離 している ものは少 な く、 これ らも未製品 と言え るか も知 れない。す ると、石器組成の特異性

は、本遺跡が通常 の集落跡 に石器製作址 と しての性格が加わ っているため と言 え るか も知 れない。

参考文献

今村啓爾 1985「 五領ヶ台式上器の編年」『東京大学文学部考古学研究室研究紀要』 4

小林達雄ほか編 1988『 縄文土器大観 3 中期Π』旭ヽ学館

縄文セミナーの会 1995『 第 8回縄文セミナー 中期初頭の諸様相』

冨樫泰時 1984「秋田県における北陸系の上器について」『本荘市史研究』 4本荘市史編さん室

茅野嘉雄 2002「青森県内における縄文時代前期末～中期初頭の異系統土器群についてJ『研究紀要』 7青森県埋蔵文化財

調査センター

永峯光一編 1981『 縄文土器大成 2 中期』講談社

2.遺構

今回の調査では、縄文時代の竪穴住居跡 3棟、炉跡10基 (土器埋設炉 6基 =炉体土器の数、石囲炉 3基、

地床炉 1基 )、 住居状遺構 1基、土坑・ 墓壊104基、溝状の陥 し穴状遺構 7(6?)基 、焼±42基、古代 (平

安時代 ?)の竪穴住居跡 2棟、住居状遺構 1基、土坑 1基 (第 105号)検出された。縄文時代の遺構は、前

期中葉～中期前葉のものがほとんどを占め (中でも前期末～中期初頭 )、 その他早期の可能性のあるフラス

コ状土坑が 2基ある (第 18号、第57号 )。 縄文時代の土坑は、墓媛の可能性のあるもの (第 101号～第104号 )

とそれ以外に分けられ、それ以外のものは、 フラスコ然 としたものがほとんどである (第Ⅵ章に一覧表 )。

①縄文時代の竪穴住居跡 。炉跡

竪穴がはっきりと確認できた住居は、5,8× 4.8mの 隅丸長方形～楕円形・土器埋設炉、短軸 4血、長軸 9m

以上の隅丸長方形～長楕円形・土器埋設炉 3+2、 6.8× 4,7m程 度の楕円形・土器埋設石囲炉 。周溝の 3棟

である。 この他、上記のように、炉跡と周囲に柱穴が確認されただけの住居跡がある。

岩手県では円筒上層 a式期の竪穴住居跡の検出は少なく、今回、二戸市上里遺跡例 (lVll岩手県埋蔵文化財

センター 1983)、 軽米町水吉Ⅵ遺跡例 (lMl岩手県文化振興事業団 1994)し か見つけられなか った。上里

遺跡では大形住居 (ロ ングハウス・炉は不明)、 水吉Ⅵ遺跡では通常規模の住居 (何れも楕円形 。地床炉 )

が検出されている。周溝 は、両遺跡に認められる。円筒上層al式期のロングハウスは、秋田県和田Ⅲ遺跡

(秋田県教育委員会 2003)、 通常規模の住居は秋田県萱刈沢貝塚 (八竜町教育委員会 1979)、 同 小袋岱

遺跡 (秋 田県教育委員会 1999)な どにも見 られる。円筒式分布圏の中心青森県には、三内丸山遺跡 (青森

県教育委員会 2000ほか)を初めとして調査例は多 く、岩手県にほど近い畑内遺跡 も円筒式期の大集落跡で、

該期のロングハウスなどが見 られる (青森県教育委員会 2001ほか)。 成田滋彦氏によれば、青森県の円筒

上層 a式期の「炉は、地床炉・土器埋設炉・石囲炉・土器埋設石囲炉」が見 られるとのことである (成田

2001:p.34)。 筆者が瞥見 した感 じでは、 ロングハウスでは土器埋設炉、通常規模の住居は地床炉が一般的

なようにも思われたが、定かではない。平面形 も、本遺跡で検出された住居跡は一般的な形態のようである。

今回の調査例は残 りが悪いので、 これ以上の検討は割愛する。

②縄文時代の住居状遺構

1基のみだが、竪穴住居跡に隣接 し、物置などの可能性があるかも知れない。

③土坑 。墓境

フラスコ状土坑94基、墓墳 1基 (第 104号土坑)ほかが検出された。

・本遺跡のフラスコ状土坑は、極端に国が狭いものが多い。
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・底面直上か ら完形土器が出土 したフラスコ状土坑がある (第 12号、第26号土坑 )。 第26号土坑では、壁近

くから逆位に安置 したような形で出土 した。

・本遺跡のフラスコ状土坑について、第Ⅵ章で検討 した結果、規模 と深さによつて断面形が決定されること

がわかった。

・墓墳 と考えた円筒下層 b式期第104号土坑の底面直上か ら、白色粘土板、板状の礫が出土 した。

④陥 し穴状遺構

調査区に散在する。時期の特定は難 しいが、縄文時代中期の可能性がある。

⑤焼上

幾つかの集中地点がある。時期の特定は難 しいが、本遺跡で大量 に出土 した石器製作時の剥片に関係ある

かも知れない。

⑥古代の遺構

住居状遺構は竪穴住居跡に隣接 し、物置などの可能性があるか も知れない。土坑は、竪穴住居跡の覆土中

か ら掘 りこまれている。

参考文献

青森県教育委員会 2000『三内丸山遺跡XV』 (第283集 )

2001『畑内遺跡Ⅶ』(第 308集 )

秋田県教育委員会 1999『小袋岱遺跡』(第285集 )

2003『和田Ⅱ遺跡』(第350集 )

側岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 1994『水吉Ⅵ遺跡発掘調査報告書』(第219集 )

lMl岩手県埋蔵文化財センター 1983『上里遺跡発掘調査報告書』(第55集 )

成田滋彦 2001「青森県における縄文時代集落の諸様相」『第 1回研究集会基礎資料集 列島における縄文時代集落の諸様

相』縄文時代文化研究会

八竜町教育委員会 1979『萱刈沢貝塚』

3.遺跡

①遺跡の性格

・縄文時代早期～前期前半

土器片が数点出土 しており、フラスコ状土坑の 2基は、この時期の可能性もある。

・縄文時代前期中葉～中期前葉

土器の量が急激に増え、集落が営まれた。遺構としてはフラスコ状土坑が主だが、墓や大形住居も作られ、

石器製作も行われるなど、地域の拠点的集落であったと思われる。調査範囲が狭 く、集落構造は不明である。

・縄文時代中期 ?

陥し穴状遺構は、この時期の可能性が高い。廃村になって車が生えだし、これを求めてやってきた動物を

落とそうとしたのだと思われる。焼土も、この時期の可能性があるかも知れない。

。平安時代

竪穴住居跡 2棟、住居状遺構 1基、土坑 1基が、この時期に属する。遺物の出土は極端に少ない。

②地域の中で

第Ⅱ章第 3節で見たように、縄文時代前期中棄～中期前葉の集落跡、平安時代の集落跡は、周囲にかなり

広がるようだが、詳細は不明である。
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遺跡遠景 (北側上空から)

調査区全景 (次年度)(南側上空から)

写真図版 1 遺跡遠景・ 調査区全景
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調査区西部 (東から)

調査区中央部 (西から)

調査区中央部 (西から)

写真図版 2 調査前風景・調査区地形 (初年度～次年度 (1))
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写真図版 3 調査区地形 (次年度 (2))
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写真図版 7 第 2号住居跡 (2)
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写真図版16 第 7号住居跡 (2)
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写真図版17 第 7号住居跡 (3)、 第 8号住居跡 (1)
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写真図版21 第10号住居跡 (3)、 第11号住居跡 (1)
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写真図版22 第11号住居跡 (2)。 第 1号住居状遺構
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第 2号住居状遺構と第 1号陥 し穴状遺構の重複

第 1号上坑

医ゞ
第 2号土坑

写真図版23 第 2号住居状遺構・第 1号陥 し穴状遺構・第 1号、第 2号土坑 (1)
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写真図版24 第 2号土坑 (2)、 第 3号土坑
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第 5号土坑平面

同 9層 土器出土状況 (南から) 同 横から
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写真図版25 第 4号～第 6号土坑
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写真図版26 第 7号～第 9号土坑
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写真図版28 第12号土坑 (2)、 第13号土坑、第14号土坑 (1)
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写真図版29 第 14号土坑 (2)～第 16号土坑
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写真図版30 第 17号～第20号土坑
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同土器出土状況 (遠景)



rⅢ   '
ユ11+|

与挫
離鷲・

・

第24号土坑平面

同 断面

同 土器出土状況 (遠景)

写真図版32
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写真図版33 第 25号土坑 (2)～ 第 27号上坑 (1)
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写真図版36 第33号～第36号土坑 (1)
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写真図版39 第46号～第48号土坑 (1)
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写真図版44 第 56号上坑 (2)～第 58号土坑

―-396-―



第59号土坑平面

同 土器出土状況

同 断面

同 横から

第61号土坑
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-406-



第90号土坑平面

同 検出状況と第42号焼土                 現地
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写真図版62 第 5号陥 し穴状遺構 (2)～第 7号陥 し穴状遺構 。第 1号～第 5号焼土 (1)

第 1号～第 5号焼土平面 第 1号焼土断面

-414-



第 2号焼土断面

第7号焼土断面

写真図版63 第 2号～第 5号焼土 (2)、

第 5号焼土断面

第3号焼土断面

第 6号～10号焼土 (1)

第 3号焼土断面

第 6号～第10号焼土平面 第 6号焼土断面

-415-



第10号焼上断面第 9号焼上断面

旧
叶
引
撃
中
ミ
艦
―
中
〓
怒

影幸|

11■ ,.

i f,       |!

第11号焼土断面
｀  1  歯4イ■1'

li騨
・

| |二 ,4 _

.||・

―

1●・ 11・■

!  
、

■繰|li

卜 i.  4

旧
叶
引
寧
中
冨
盤
を
中
Ｐ
眠

第15号焼土断面
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写真図版67 第27号～第31号焼土
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第32号焼土

第34号焼土

第35号焼土

写真図版68 第32号～第35号焼土
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第36号焼土

第37号焼土

第38号焼土

,帝警義錢壌

'|

第39号焼土

写真図版69 第36号～第39号焼土
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中央部から北側を望む

写真図版70

第40号焼土

…

・ ―

中央部から南を望む

第40号焼土 。調査区および周辺の地形

-422-

初年度南側調査区 初年度中央部西側調査区

プレハブから西を望む 中央部から南西を望む



写真図版71 縄文土器 (1)(S=1/3)
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写真図版72 縄文土器(2)(S=1/3)
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写真図版73 縄文土器 (3)(S=1/3)
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写真図版74 縄文土器(4)(S=1/3)
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写真図版75 縄文土器 (5)(S=1/3)
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写真図版76 縄文土器 (6)(S=1/3)
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写真図版77 縄文上器 (7)(S=1/3)

一-429-



警
‐ｏ

写真図版78 縄文上器 (8)
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写真図版79 縄文土器 (9)
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写真図版80 縄文土器 (10)(S=1/3)
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‐ 写真図版81 縄文土器 (11)(S=1/3)
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写真図版82 縄文土器 (12)(S=1/3)
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縄文土器 (13)(S=1/3)
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写真図版84 縄文土器 (14)(S=1/3)
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縄文土器 (15)
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写真図版86 縄文土器 (16)(S=1/3)
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写真図版87 縄文土器 (17)(S=1/3)
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縄文土器 (18)(S=1/3)

一-440-―



334

写真図版89 縄文土器 (19)(S=1/3)

-441-―



340

就

写真図版90 縄文上器 (20)(S=1/3)
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写真図版91 縄文土器(21)(S=1/3)
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写真図版92 縄文土器 (22)(S=1/3)
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写真図版93 縄文土器 (23)(S=1/3)
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写真図版94 縄文土器 (24)(S=1/3)

―-446-―



写真図版95 縄文土器 (25)(S=1/3)
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写真図版96 縄文土器 (26)(S=1/3)
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縄文土器 (27)
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写真図版97
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縄文土器 (28)(S=1/3)
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写真図版98



鸞
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写真図版99 縄文土器(29)(S=1/3)(561紛 失)
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写真図版100 縄文上器(30)(S=1/3)
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写真図版101 縄文土器(31)(S=1/3)
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写真図版102 縄文土器 (32)(S=1/3)
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写真図版103 縄文土器 (33)(S=1/3)
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写真図版 104 縄文土器 (34)(S=1/3)
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写真図版105 縄文土器 (35)
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写真図版106 縄文土器(36)(S=1/3)
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写真図版 107 縄文土器 (37)(S=1/3)
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写真図版108 縄文土器 (38)(S=1/3)
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写真図版109 縄文土器 (39)(S=1/3)
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写真図版110 縄文土器 (40)(S=1/3)
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写真図版111 縄文土器 (41)(S=1/3)
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写真図版112 縄文土器 (42)(S=1/3)
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縄文土器 (43)(S=1/3)
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写真図版 113



写真図版114 縄文土器 (44)(S=1/3)
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No 種 別 出土地点・層位
最大計測値 (cm)

重量 (g) 残存状態 備 考
図の

有無

文

載

本

記岳 さ 中畠 厚 さ

1 土器 ? 8C③・Ⅱ層 (58) (27) 1472 破片 割 国 、 ビ ツ ク色 に変 色 184凶 1

鰯織翻
lI 別 出土地点・ 層位 重量 (g)

残存状況
(部位・3日 ほか )

つくり
外面

(文様・ 装飾)
lNl者 物 備  考

の

徹
【

図

有

文
載

本

記

2 土 偶 第29～31号、第 103、 104号土坑・半裁時 858 四肢のいずれか ? 仮】犬 疑ll!`条体F寝文1寡樹無て(半 ら} [84陳

3 十 偲 第 73号「 坑 。6層 1同 著ヽ ? 板 状 無支 (ナ デ) 184図

4 土偶 東側道路・ 検出両 (IV層 ) 1380 頭部 ? 板状 疵l賂条体L痕文」賢起イ[2 184Ⅸ

土 偶 試据 トレンチ1・ Ⅲ唐 仮 状 賀(文 (ナ デ )。 雷通刑 [84反

写真図版115 土師器 (S=1/3)・ 土製品 (1)(S=1/2)
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繭
‰

Nα lI 別 出土地点・ 層位
最大言1沢」値 (cm,

重量 (g)
の
工

辺周
加 利用土器の様子 備  考

図の

有無

文

載

本

記長 さ 幅 厚 さ

6 日繰

'!十

型吊 7 7 7505 字 形 中期前葉?の 1同部破片(LRタ テ?)で、外面二次焼成でやや厚i毛 84図 6

7 円継状土製品 第48号土坑 10 破
'キ

け「磨 胴部破片(LRヨ コ 'P、 海綿骨針うで、外向やや摩耗 84剣 7

8 円器状十製品 13 完 形 未加工 中期前東?の胴部破片(LRコ コ→結節Lタ テ,内 而ミガキ) 31キ権合→字形 84房即8

lq婚 ‖★十翻PI 8 B r4‐ 好似朔 象 (27】 416 tly片 未方□丁 胴部破片 (結束llIRL、 LRヨ コ?) 84図 9

罐懺

k愕

鐘 欅,
17

種  別 出土地点・ 層位
最大き1潰‖値(cm)

重量 (g) 備 考
の

純
〔

図

有

文

載

本

記ε さ 幅 厚 さ

焼粘土 Jl■ 第 1号住居 r3/ 1552 キびねり p20g

11 焼粘 十塊 第 5B住 居 顔跡 1905 軽石状

12 第 6号倅居 洋穴 2 手びねり形だが、軽石状

1 焼粘土 177 第 1号 lI居状遺橋 4 1 軽冶状 だが灰色

14 焼粘十塊 第 21号 土坑・ 6層 手 びね り

15 焼粘土塊 第 22号 十境 21 15 10 金平糖状

焼粘土塊 第31号土坑・ 16～ 17相 当層 イ 18 13 金半糖形だが、軽る状

17 焼粘 十塊 第 85号 土坑・ 4～ 7層 黒 く撤密だが、軽 い。

緯粘十娩 第 29号棒 十 ク リーニ ング 26 手びねりだが、表面黒 く、やや重い。

1 焼粘土塊 第 29号焼土 手 ひね りと金半穏 の中間型

猪を鶏与―L川冦 4C④・Ⅳ層-10cm 金平糖状

棒粘十娩 5D②・Ⅲ層 22 棒有状だが、繊密 で言 いハ

焼粘土現 7Bё・ Ⅲ層 16 金平糖状

焼粘 土塊 ・ Ⅱ層7C( 32 軽石状

写真図版 116 土製品 (2)(S=1/2)
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Nα 出土地点・ 層位 器  極
最大計況J値 (cm)

こ量(g 石 質 残存状況 備   考
の

儀
｛

図

有
本文

記載屋 さ 幅 軍 さ

1 第 号住居 。Nα2土器 スクレイバーA類 3 11 貞岩 185X

2 第 号住店 旧 敲 石 376 949( 砂 岩 れ,支ナキ
3 箕 号住居 庫 スクレイパーA類 ? と7 11 百岩 (】ヒ 85収

4 第 号住屠・ 層 磨敲器類 ? 571 花南閃緑岩 (北 _L) 破 li

5 第 号住店 層 08i 砂 岩 (北 :)

6 ， 弗 号イヤ居 。2層 石跡 325 18 1 頁 岩 (Jヒ 杵
=、

端賃I] rl泉

7 第 号住居・ 6層 残核 ? 101と 凝灰岩 (北上 )

8 第 号但こ脳・ 6屈 父 t Fl器 3 史岩

9 孝弗 弓イ11席辞・ 6厚憂 /―I匙 57 11 235〔

11 第 号住唇・6層 尖頭器 1 頁岩 (北 略完形

第 号住居・ 6層 41鏃 4 44〔 貞岩 先培.義舌kね 凸 基

1
一弟 号作居・ 61F・ 57 22 11 1291 頁岩 (引 ヒ

写真図版117 石器 (1)(2、 4は S=1/3 他はS=1/2)
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写真図版 118 石器 (2)(15～ 17、 22は S=2/3 他は S=1/2)

―-470-―

No 出土地点・ 層位 器 種
最大言十測値 (cm)

三量 (g 石  質 残存状況 備   考
の
無

図

有

文

載

本

記岳 さ 隠 匡 さ

0 第 号住居・ 6層 右皿 ? 25[ 59〔 砂岩 (久慈層群 ,

第 ll・ 居・ 7層 磨製石斧 488 324 砂岩 (北上 ) ‖終年κ

第 号住居② 6+

第 号住居 ( 二次カロ正剥月 1 65▼ 26( チャー ト (北上 )

第 号住居 | 磨敲器頼 ? 132 砂岩 (北 し) 破 片

第 号住居② 請 希 7 66f 2000〔 砂岩 (Jヒ「 1/2 No 19と 接合 ,3片接合

9 一弟 号住居 ( 1/2 No18と 接 合

弟 号住居十 597 砂岩 (久慈層群 )

第 号化居② Pl石 12 J 空 I岩 (北「 先賠部に面をなす1練あり'鋼中央凹う

第 号住居② 二次加エエ‖II'F 52[ 686〔 頁岩 (北上 ; 司―個体の別の破片あり (4ヽ )



全

銭

３。

艤鮭踵盟囲ＦＦ３　　　　　　　　　　　　　３

31

Nd 出土地点・ 層位 器 種
最大計測値 (cln)

ヨ量(g) 石 質 残存状況 備  考
図の

有無

文
載

本
記長 さ 厚 さ

第 号住居② スクレイ′ヾ―A短 ? 1537 良岩 (北上 ) 尖頭器 に近 ヽ !86X

第 号住居② 王岩 (北上 ) 破 片

第 号住居④ 石 鏃 頁岩 (北上 ) 基部欠損 凸 丞 !86X
第 号住居④ スクレイパーA絶 085 良若 く北上 ) !86反

第 号住居④ 冶 匙 4 1 2025 頁岩 (北上 ) 第 形 186反

第 号住居④ 護石  (の破片 ) 4 花圃斑岩 (北上) 破片 !86送

第 号住居④ ただの剥片 ? 貞岩 く北上 j

第 号住居④ スクレイパーA幾 ユ 豆岩 (北上〕 186瞑

1 第 号住居④ 尖頭器 11〔 頁岩 (北上 : 欠損 t86図

第 号住居④ スクレイパーA種 36f 良岩 (北上 : Rフ レイク
第 号住居④ 買岩 (北上 ) 2片移合

第 号住居O 磨敲器類 29( 砂岩 (北上 : 破片

第 号住居④ スクレイパーA範 170千 貝岩 (北上 j

第 号住居④ 26[ 曳岩 (北上 ) 欠 椙 187関

第 ;住居0 石 錐 4 1 頁岩 (北上 ; 略完形 187図

第2号住居炉①～⑥周辺 1 頁岩 (北上 : 鵬 ? 凸基

写真図版119 石器 (3)(33、 38、 39は S=1/2 他は S=2/3)
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盛
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写真図版120 石器 (4)(38、 39、 42、 43は S=1/3 他はS=2/3)

出土地点・層位 器 rE
最 大 沢‖ll(

≧量(g 石  質 残存状況 備   考
の

蝕
〔

図

有

文

載

本

記長 さ 厚 さ

第 2号住居 炉体土器 (1) 台石 ? 2881 1 V1/N岩 (久慈層群 : 石皿 ?

第 2号倖居 炉体十器 Nα 3 敲 有 81〔 68595

第 2号に居 fH①～③周辺 石鏃 ? 35 07 頁岩 (北上) 略完形 凸基 18イ じき

第 2号住居 。2層 凹 石 77759 花南閃緑岩 (北上 )
/Jk面 に敲打痕

磨 41B頬 701 花耐閃緑岩 (北 ト 欠絹 片佃佃 lHlに 平ナH而

石鏃 375 頁岩 北上 略完形 凸基 18イ 区

第 2号住居 柱穴 2 石 鏃 31 1 負 岩 】ヒ_L 側待完刃ラ 赴 基 t87区

第2号住房  ll穴 4 磨敲器類 471 21 砂 岩 】ヒ_と

4 第2号住居 柱穴5 スクレイパーA類 頁岩 北上 187図

第 2を住居 柱穴 5 スクレイバーA娘 275 21 0 t87区

第 2号倅居 梓穴 5 スクレイバーA頬 1 頁 岩 Jヒ _ヒ 欠キロ

第2号住居 位穴5 スクレイパーA類 ? 37 7 頁岩 北上 18イ 区

第 3号住居・ 1回 焔 鏃 24 6 費岩 Jヒ _ヒ 完 形 平基・ 翼面加工少 なヽ t88区

スクレイバーAll? 5〔 165 3877 重岩 Jヒ_L Uフ レイク t88反

―-472-
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NO 出土地点・ 層位 器 種
最大計測値 (cm)

重量 (g) 石  質 残存状況 備   考
の

範
【

図
有

文

載

本

記長 さ 旱 さ

第3号住居 。3瞳 石 鏃 1 65 311 先月,二部欠損 凸基・裏面加工少なヽ 188図

第3号住居 。3層 布 緋 頁岩 北ヒ) 卜部欠偶 [88区

第3号住居 。3層 イパーA類ツ 貞 岩 北上 ) [88阪

第3号住居・ 4賤 石 鏃 1 55 百 岩 】L「 ) 基部欠損 凸基 188図

第3号住居 。4層 石隣 ? 頁岩 北_ヒ ) 基部欠損 [88区

第3号住居・4層 れ 鏃 774 貞 岩 引ヒ上 ) 品県・ 崇‖離′少なヽ [88瞑

第3号住居・ 4層 スクレイ′ヾ―A麺 31 15 2205 頁 粘 北上 ) 188図

第3号住居 。4膳 空0百緊 と ] 頁岩 北上) [88区

第3号住層 。4層 名 鏃 2 貞 岩 】ヒと) 両端欠掲 品 泉 [88配

嘉3号住居 柱穴 10 尖頭器 ? 11 頁 岩 北上 ) 188図

第3号住居 群穴 10 36f 頁岩 [89区

第3号住居 周満 貞 岩 】ヒ上) [89屎

第3号住居 周満 ピェス・ェスキーユ? 27 545 頁 岩 Jヒ 上: 189図

第3号作居 周満 石 鎌 365 頁岩 略完サIタ 凸 丞 [89区

第3号住居 床 クリーニ ング 貞 岩 】ヒ上 片篇瀾朧歩■ ,h果 ?,ス クレバ A節 ? [89漂

第2号～3号住居 磨石 B類 675 41 63457 閃緑岩 (Jヒ ヒ) 189図

第2号～3号住居 ( 磨講器緬 ? 621 a安山岩(】 t上 )b買岩(北上| 破 片

写真図版121 石器 (5)(69は S=1/3 他はS=2/3)
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写真図版122 石器 (6)(72、 78、 85、 86は S=1/3 他はS=2/3)

出土地点・ 層位 器 種
肇大計湖値 (cm)

重量 (g 石 質 残存状況 備  考
の

艇
〔

図

有

文

載

本

記FRさ 幅 厚 さ

第 3号作居 床 ク リーエ ング クレイ A煙 負岩 (北上 ) Uフ レイク 189X

71 第2号～3号住居① スクレイパーA超 11 787 a安山■(すヒL)b言 岩(】佐ヒ)

第 2号～3号住居① 敲 る 48273 砂岩 (北上 ) 側面面をなす。中央に敲打痕

7 クレイ A類 良岩 (北 L) 尖頭器つ くりか け `P 189区

第2号～3号住居③ 石簾 ? 165 凝灰岩 (北「 出療,H而副訥まとんhし ,ス ルイ′fA願 ? 189医

る嫉 頁岩 (北上 先端欠損 凹 墓 89ヌ

第 2号～3号住居③ 石鏃 15 22[ 良岩 (北上 基部欠損 凸 基 189区

77 第2号～3号住居③ 石鏃 4 1 葺岩 (】 陛L 189Ⅸ

第 2号～ 3号住居③ 凝灰岩 (北上) 欠損

第 2号～ 3号住居⑥ 石鏃 良岩 (北上 基部欠損 凸基・ 剥離少 なヽ 189図

第2号～3号住居③ 石3r 17 55を 頁舞 (北 と 先端欠椙 品 基 190図

第 2号～3号仁居 磨敲器類 327 1 lt 凝灰岩 (北上 ) 破片

第 2号～3号住居 石 t14 7 良岩 (北上 基部欠損 190じ聖

第2号～3号住居④ 1 頁岩 (北 L 先端kiS 190図

第 2号～3号仁居 磨敲器類 | 砂岩 (北上 破片 残核 ?

第 2号～3号住居 磨 石 右英安 山岩 (北 上 ) 完形

第2号～3号住居④ 講 肩 55016 ホソレンフェルス(】ヒ_L) 表墓 中央 に茂 い凹み
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92

出土地点・ 層位 器 種
:大計狽J値 (cm)

三量(g 石 質 残存状況 備   考
の
無

図

有

文

載

本

記巨 さ 幅 匡 さ

石鏃 良岩 (北上 ) 凪 190ヌ

石 鏃 4 1 出豪 ? 190区

第 2号～3号住居 スクレイ A頼 7 375` 買岩 (北上) 190送

スクレイ A類 良岩 (】ヒ」ヒ) 190瞑

スクレイ′ヾ―A 1 灰岩 (北 190ほ

第 2号～3号住月 スクレイ ―ヾA類 01 55` 頁岩 (北上) 190Ⅸ

第2号～3号住居④ 石鏃 4 21 良宕 (】ヒ_ヒ ) 凸 190瞑

スクレイパーA類 3 190屋

第 2号～3号住提 2 頁岩 (北上) 1/2 190Ⅸ

第2号～3号住居④ 石鏃 ? 1 負岩 (北上 )

`欠

椙 ?・ 粛| 少なヽ と90瞑

第 2号～3号住居 き (北上) 凸基 191区

スクレイ ―ヾA と 7 頁岩 (北上) 191Ⅸ

第2号～3号住居④ スクレイ A類 3 2 1 良岩 (北上 ) 頭器 ? と91ヌ
100 る 鍬 1 き (北上) 賂字形 凸基 191区

スクレイ A類 31 J 頁岩 (北上 ) 191Ⅸ

第 2号～3号律 居 スクレイ A類 3 14[ 良岩 (北上 ) 191瞑

103 スクレイパーA鎮 4 (引 ヒ上 ) 191区

写真図版123 石器(7)(S=2/3)
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触

牌

No 出土地点・ 層位 器 種
最大計測値 (cm)

言量(g 石  質 残存状況 備   考
の

征
（

図

有

文

載

本

記長 さ 一早

第 2号～3号作居① 石鉾 1 2 と23: 百 岩
―
Iヒ ト 先端欠損 191区

第2号～3号住居⑦ スクレイ A類 5( 1 2121 良岩 引ヒ_ヒ 191区

第 2号～3号住居I スクレイ A類 3 15[ Jヒ _ヒ 191収

第 2号～3号住居 石鏃 2 百岩
―
11ト 鋼

'驚

貫
.r

円基 ? 191図

第2号～3号住居〇 石鏃 ユ 民岩 引ヒ_ヒ 先端.愚爵i矢偶 凸愚.片 面熙 、月面ほとんど剤離なt 192送

尖頭器 1 貫岩 Jヒ _L 192反

第 2号～3号住居I スクレイ′ヾ―A報 ? 41 67: 百岩 Jヒ ト 192区

第2号～3号住居⑦ 石鏃 ユ 員岩 引ヒ_ヒ 略完形 凸 基 192Ⅸ

スクレイ A籟 5 1 貞岩 Jヒ _ヒ 92反

■ 8 第 2号～3号住居I 石鏃 4 1 百岩 先端欠損 凸基 192区

第2号～3号住居〇 スクレイ A類 4 0 員岩 引ヒ_し 向端欠損 192Ⅸ

スクレイ A鞭 1 曳岩 Jヒ _し 192反

第 2号～3号住居I 石鏃 ? 2 1 128イ 百 岩 円基・ 尖頭器 ? 192図

7 第2号～3号住居⑦ スクレイ A類 1 頁岩 石鏃 ? 192送

スクレイ A類 5( 凝灰岩 (】ヒJと ) 192瞑

写真図版124 石器(8)(S=2/3)
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127

3

133 134

写真図版125 石器 (9)(126は S=1/3 他はS=2/3)

No 出土地点・層位 器 種
最大 測lt(

重量 (8 石 質 残存状況 備   考
の

笠
〔

図

有

文

載

本

記長 さ 厚 さ

スクレイバーA簸 良 岩 北 上 193図

第2号～3号住居〇 石鱗 ? 365 1 頁岩 】ヒ劃ヒ スクレイノヾ―A類 ? t98Ⅸ

第 2号～3号仁居I 尖頭器 ? 27 頁岩 】ヒ上 193反

スクレイ′ヾ―A類 4 良 岩 】ヒ_L 尖頭器 イ 193図

第2号～3号住居⑦ 企 tl蜀器 ? 17 頁岩 】ヒ■ 欠椙 193区

第 2号～3号住居I スクレイ′ヾ―A類 17 283f 頁岩 北上 作§百器 ? 193阪

第 2号～3号作居| スクレイパーA籟 良 岩 Jヒ _し 193図

第2号～3号住居〇 禾 明 611 1337モ 蔓岩 Jヒ _と 破 片 磨製 IJ~斧 ?

第 2号～3号仁居 石鏃 64f 百 岩
―
11ト 円基 193瞑

第 2号～3号住居 尖頭器 1 北上) 尽損

第2号～3号住居⑦ 罪店  (未加工う 15 27〔 凝灰岩 (北

石鏃 ユ 百 芦 ト 先端欠損 出 来 198瞑

尖頭器 ? 4 1 壁る (北上 スクレイノヾ―A類 ヤ 194区

第2号～3号住居◎ 2 12[ 911 頁岩 (北上 欠椙 194Ⅸ

第 2号～ 3号仁居 14f 頁岩 (北上 194瞑

石鏃 54( 良岩 先端欠狼 凸基 194区

第2号～3号住居③ 尖頭器 ? 47 11 12 罠岩 スクレイパーA類 ? 194Ⅸ
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148    __       7 149

出土地点・ 層位 器  種
最大言十測イ直(cm)

二量 (g 石  質 残存状況 備  考
の

住
ヽ

図

有
本文

記載こ さ 幅 三 き

第2号～3号住居③ 4 11 1045 ホルンフェルス(北上) 194朕

石錐? 0 頁岩 (北 L) 石鏃 ? 194図

第 2号～ 3号倅居I 石隣 ? 2′ 7 買岩 (北上 スクレイノヾ―A類 ? 194LX

第 | 号～3号住居③ 右 嫉 1 6 凝灰岩 (北上 ) 完 形 /■ 募 194反

石鏃 ? 2( 10[ 百岩 (北 L) 尖頭器 ?・ 円基 194図

第 2号～ 3号倅居| チャー ト (北上 : 194枢

第 1 号～3号住居③ と 良岩 】ヒ_L 確片(兵部?) 194反

尖頭器 2 12 百 岩 〕ヒト 略完形 他と異なり統長の一般的な形 195図

第 2号～3号住居I 7f〕旅? 2ゼ 79f 貞岩 北 上 尖頭器 ? 195Ⅸ

第2号～3号住居⑥ スクレイパーA類 4 16[ 300〔 罠岩 欠椙 195反

尖頭器 ? 2 1 6 頁 岩 Jヒ ト 195図

第4号住居  tT穴 1・ 5層 29f 37 62イ 頁岩 北 上 195Ⅸ

第 号住居北西隅付近 第4A号炉跡横 フレイク 31( 12〔 良岩

第 号住居北山 IIIHJ付 近 第4A号炉跡横 ) フレイク 122 流紋岩 (北 ト

第 号住居北両隅 f・ 近  (第 4A号炉跡構 Uフ レイク? 頁岩 (北上) 195Ⅸ

第 号住居北西隅付近 第4A号炉跡横 ) フレイク 2〔 良岩 (北上 )

第 号住店北山隅付近 第4A号炉跡横 ) 8 流紋 岩 (北 ト

第 号住居北西隅付近 第4A号炉琳桔う 珪質頁岩 (北上 :

写真図版126 石器 (10)(148は S=1/3 他はS=2/3)
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胤 轟

q紗
156

電 伊
157

粗潜
158

鐵 み
164

胞
鞘
幣
▼

出土地点・ 層位 器 種
最大計測値 (ell)

三量 (g 石 質 残存状況 備  考
の

征
＾

図

有

文
載

本

記罠 さ 厚 さ

第10号住居北西隅付近 (第4A号炉跡横 フレイク 158R 流紋岩 (北上)

第 10号住居北西隅付近 (第4A号炉跡結う 良岩 (北上

第10号住居北西隅付近 (第4A号炉跡横) 214 56ι 頁岩 (北上

第48, C号炉跡 (B?) Rフ レイク 14 頁岩 (北上 195図

第4B, C号炉跡炉周辺 5 25 1 良岩 (北上 195図
第4B C号 炉詠炉周〕 スクレイパーA類 07: 1192 頁岩 (北 L 195じ超
第5A号炉跡 凹石 ? 145 4 571 8` 欠帽 石皿状の石に多くの]]み [95瞑

第5A号炉跡 語有 ? 8404t 花 両岩 (北上 )

第5C号炉跡 炉体 十宋 敲 冶 73295 石英安 山岩 (北上 ) 欠損

第5C号炉跡 炉体土器 磨石 ? 848 2955f 砂岩 (北 ヒ

第 5C号歩跡 炉体土器 負岩 (北上 破 片 196図
第 42号焼 十、第5A号～5B号炉詠周囲 27 頁岩 (〕ヒト [96区

第42号焼土、第5A号～5B号炉跡周囲 92f 珪質頁岩 (北上 ) 196瞑

第 42号焼上、第5A号～5B号炉跡周開 ピエス エスキ 負岩 (北上 ) 196図
第42号焼土、第5A号～5B号炉跡周囲 石匙 1 3883 珪質頁岩 (】 rト 略完形 196区

写真図版127 石器 (11)(156、 160～ 163は S=1/3 他はS=2/3)
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171

出土地点・ 層位 器 種
最大詰氾‖値 (cm)

三量 (g 石  質 残存状況 備  考
図の

有無

文

載

本

記長 さ 幅 厚 さ

第42号焼上、第5A号～5B号炉跡周囲 スクレイパーA類 良岩 (北上 ) Rフ レイク 196瞑

第42号焼土、第5A号～5B号炉跡周囲 4 ホルンフェルス(北上 ;

.も師】ら考えるとB顕の万か員いか 196区

第42号峰 十、第5A号～5B号炉跡周囲 百井

`】

ヒト) 196X

第42号焼土、第5A号～5B号炉跡周囲 21 91 良岩 (北上 ) 欠損 196瞑

第 6号炉跡炉  図面 にあ り 不明石製品 8454 ホルンフェルス(北 上) 縁辺部 に磨画あ り

第 7号住居 I●穴 2 Uフ レイク`F 1 百岩 (Jヒ「
196Ⅸ

第7号住居 柱穴 2 スクレイパーA類 2 頁岩 (北上 , Rフ レイク

第 7号住居 柱穴4 半裁時 磨敲器類 ? 24354 石英安 山岩 (北上 )

177 砂岩 (北 r 破 片

讃 希 5( 546〔 溶結凝灰岩 (北上 )

三岩  (】 ヒ_し )

28〔 0 3 百岩 (】 ヒト

第10号住居 。4層  (床面) 石 鏃 24E 珪質頁岩 (北上 ) 完形 円其

第 10号住居② フレイク 豆岩 (北上 )

第 10号住居② 1 077 チャート (北 L)

第10号住居② 頁岩 (北上) Jフ レイク??
第 0号住居② 頁岩 (北上 )

第 0号住居② 百井 (‐1/ト

第 0号住居② 流紋岩 (北上)

第10号住居② 22〔 177 貞岩 (北上 ,

写真図版128 石器 (12)(173、 176、 178は S=1/3 他はS=2/3)
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出土地点・ 層位 器 種
最大計測値 (cm)

重量 (8 石 質 残存状況 備   考
の

雀
ト

図
有

文
載

本

記長 さ さ

第10号住居② フレイクB類 53( 3 15, 2984 ひん岩 (北 _に ,

第 10号に居④ フレイク 1 負岩  (北上 )

第 10号住居  カマ ド崩 +4-l 敲石 4 78398 花南閃緑岩 9ヒ _と) 剥洛 ひどヽ p21〔

第10号住居 打製石斧 ? 5 27 ホルンフェルス(北上) 欠 損 197瞑

第 10号住居 67 33 48137 はんれい岩  (北 ヒ) 197区
194 一弟 号住居 第 105号 ■In~合む ∩ スクレイパーA類 4 12 1755 頁岩  (北上 )

， 弟 号住居 第105号土坑含む フレイク 57 18 398β 貢岩  (北 _L: 197図

弟 号 l■ 居 第 105号土坑含む エスキ 37 172g 良岩  (北上 ) 197図
号住居 第 105号 十坊含む ④ 1て 頁岩  (北上 :

第 号住居カマ ド伺近 1 57 頁岩 (北上 )

弟 号住店 カマ ド付 JT スクレイパーA.I・ e? 32' 1 1924 良岩  (北上 )

第 号住居② 37[ 072 頁岩  (】 hト フレイク
， 弟 号件居の フレイク 2 143 082 買岩 (北上)

弟 号住店0 磨敲器類 ? 33: 496〔 ホルンフェルス(北 上) れ,H

写真図版129 石器 (13)(189、 191～ 193は S=1/3 他はS=2/3)
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写真図版130 石器 (14)(204は S=1/3 他はS=2/3)
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No 出土地点・ 層位 器 種
最大詰預‖値 (cln〕

重量 (g) 石 質 残存状況 備   考
図の

有無
本又

記載長 さ 暇 日
子

第 号仁居④ フレイク 良岩 く北上 ,

第 号住居 磨敲器類 ? 22: ホルンフェルス(北上: 破 片

第 号住居 ( フレイク 百井 (】 比ト

第 号仁店● 尻紋岩 (北上 ) 1988

第 号住居 スクレイ A類 11 頁 岩 】ヒ■ 198区

箕 号住居 ( フレイク 155 百岩

`】

Lヒ )

第 号住居状遺構 。4層 藤敲器類 2 良岩 (北上 破片

210 第 号住層状遺橋 。4層 石箆 8883 頁岩 】ヒ上 198区

第 2号住状漬構 スクレイ ―AttY l 百岩 (J比 ト フレイク? 198区

1 第2号住状遺構 石鏃 頁岩 (北上 略完形 凸基・裏面剥離少なヽ

第 2号住状遺構 375 頁岩 (北 _と

第 2号律状遺橋 267` 百岩

`J比

「 霰辺部、火を受けているのか示黒ヽ 198区

第2号住状遺構 369 1 頁岩 (北上

第 1号土坑 石鏃 ? 2 16( 頁岩 (北上 朱悟 198図

第 1号 十坑 スクレイ 一A顛 百岩

`JL「

198じ雹

第 1号土坑 スクレイ′ヾ―A類 ? 3 チャー ト (北上)



No 出土地点・ 層位 器 種
岳大計瀾値 (

三量(g 石 質 残存状況 備   考
の
無

図

有

文
載

本

記罠 さ 阜 さ

第 号土坑 フレイクB類 頁岩 (北_L

第 号十坑 フレイク 37` 頁岩 (北上 ) 198掻

第 号土坑 237 071 チャー ト (北上 )

222 第 号土坑 磨敲器類 ? 2574〔 花南閃緑岩 (北「 さわるとボロボロ崩れる

第 2号十坑 フレイク? 07を 28` 頁岩 (北上 )

第2号土坑 フレイク 良岩 (北上 )

第 2号土坑 クレイク? チャート (北「 )

226 第 2号十坑 フレイク 374i 頁岩 (北 199Ⅸ

第2号土坑 4 1 チ ャー ト (北 上) 199ヌ

第 3号土坑 。15～16層直上 石 鏃 頁岩 (北上 一部次帽 凹 兵 99阪

第 3号十坑 。15～16層 よ り下 スクレイパーA蛹 174` 買岩 (北 199Ⅸ

第3号土坑 。南東壁際底か ら20cn(16層 ?) フレイクB類 1 貞岩 0ヒ

クレイク 賣岩 (北上

第 3号十坑 186ィ 頁岩 (北 199Ⅸ

第3号土坑 ? Uフ レイク 4 22E 良岩 (北

敲 石 際岩 (北上 欠椙 令而講 tTFEI

写真図版131 石器 (15)(222、 234は S=1/3 他はS=2/3)
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嬢

顧

嬢

鱒

鱒

攣

２４

241

葺

７

観

２

鮎 磯
245

出土地点・ 層位 器 種
最大計測値 (

圭量 (g 石 質 残存状況 備  考
の
無

図

有

文
載

本

記長 さ 旱 さ

第4号 十坑・ 1相 当層 ? スクレイ ―A類 15 百岩 (北 _ヒう 199反

第4号土坑・5層 打製石斧 2 25764 花南斑岩 (北上 ) 199図

第5号土坑 半裁時 22t ひん岩 (北上 ) 欠 褐

第 5号十坑 半裁時 石 鏃 42 1 頁岩 (北 _ヒう 平 某 199瞑

第8号土坑 スクレイパーA稲 ? 頁岩 (北上 ) 199図

第8号土坑 磨敲器類 11 1011 花 闊閃緑岩 (北上 ) 破 片

第9号 十坑 磨敲器類 ? 117 ひん岩 (北 _ヒ )

第 号土坑 半裁時 藤石 C覇 861 2整 (北上)

第 号土坑 。18層 1 13` 妙 岩 北 ヒ 破 月

第 号十坑 ,3層 磨石 ? 271 砂 岩 】と_L 破 片

2 砂岩 北上

第 号土坑 半裁時 砂 岩 】ヒ劃ヒ ススイ寸看
第 号土坑・ 5層 磨製石斧 204 3515 菌 岩 】ヒ劃ヒ 表而篠雇 多

22 1 百 岩 】佑ト 他と進って長(ヽ 先鶴大1卜 泰椰加外による菱鰤 200図

第 号土坑 半萩時 打裂る斧 17t 花闘閃緑岩 (北上 ) 欠 福 半 円扁平

第 号土坑・最上層の次 (2層 の上 まで ) 軽石加工品 ? 071 軽石 (北上 ) 破 片

写真図版132 石器 (16)(236、 237、 241、 242、 247、 249は S=1/3 他は S=2/3)
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写真図版133 石器 (17)(251、 264は S=1/3 他はS=2/3)

出土地点・ 層位 器 種
計】 m)

三量 (g 石 質 残存状況 備  考
の

鉦
（

図

有

文

載

本

記Eさ 幅 匡 さ

第 16号土坑 。9～ 10層上面 `F 打裂る斧 TE面閃緑岩 (Jヒ上) 欠 損 半円扁半

252 第16 土坑 半裁時 スクレイバーA類 3 175 頁岩 (北 _ヒ ) Rフ レイク

打聟有斧 ? 7 破片 石創類破片 ?

第 17号土坑 半裁時 22t 21 良岩 】ヒ上)

255 第18号土坑 Uフ レイク? 1 頁岩 (北上 ) 200図

第 18号十坑 56f 27J 877 頁岩 (北上)

第 18号土 lyt 1 チャー ト (北上) 200図

第19号土坑 石 鏃 155 睡質頁岩 (北上 ) 果静十曽笑帽 凸泉

第 19号十坑 フレイク 7 頁岩 北上)

第 21号土坑 半裁時 砂 岩 】ヒ上) 破 片

第21号土坑 半裁時 スクレイパーA類 1 貞 岩 】ヒ上) No243のような形の夫製品?

石 託 77 頁岩 】ヒ上) 完形 200Б瑠

第 22号土 lllく一部第 23号土坑含む)半萩時 冶 鏃 14 07 負 岩 】ヒ上) 凸 基 300図

第22号土坑 (一部第 23号土坑含む )半裁時 敲 石 凝灰岩 (北上 ) lRI而敲打痕 (一部而をなす)
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276

写真図版134 石器 (18)(265、 270は S=1/3 他はS=2/3)

Nα 出土地点・ 層位 器 種
最大計測値 (側 )

室量 (g 石  質 残存状況 備   考
の
無

図

有
本文

記戦長 さ 早 さ

悧製石斧 22【 29774 花南閃緑岩 (】 ヒ
「

一部貨烙 半円扁平

第24号土坑・5層 尖頭器 6 1 lt 159′ 頁岩 (北 200区

267 ス ク A娘 1 負岩 Rフ レイク 200反

第 24号 十坑・ 12層 石鯨 41 と7 07: 百岩 (J「 業雪,午培貨糧 占基・ 基部黒色付着物 201肛

第24号 土坑・12層 石鏃 頁岩 (北上 ) 凸 基 201Ⅸ

第 24号土坑・ 13層 磨名 B類 砂 岩 欠椙

第 24号 ■坑・ 13層相当層 スクレイパーA頼 47 1 118〔 チャート (JLト Rフ レイク 201腟

272 第24号土坑・ 13屠 相当層 スクレイ′ヾ A類 51 14 チャート (Jヒ _し ) 201Ⅸ

273 第 24号上坑  半裁時 るjlJi [6 貞 岩 】ヒJ二 裏部欠個 凸 累 201瞑

第 25号 十坑 クレイク 301 218 044 菌岩

275 第25号上坑 5 頁岩

276 第 25号土瓦 2 | 23i 良岩 月同破片 凸 呆

277 第 25号 十坑 フレイク 535 228 モ管露岩 (Jヒ ト

第25号 土坑 スクレイパーA類 37 l■質貫岩 (北上 ) Rフ レイク 201区

279 第 25号土坑 572 121 花 l・
rll岩 (北 _し ) ,箆片
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写真図版135 石器 (19)(282、 284、 285は S=1/3 他は S=2/3)

一-487-

出土地点・ 層位 器 種
最大計 lR値 (cm

三量 (g 石 質 残存状況 備   考
の

錘
（

図

有

文

載

本

記こ さ 幅 厚 さ

第25号土坑 残核 248モ 頁岩 (北 _ヒ

第25号土坑 スクレイ ―ヾA類 360: 珪質頁岩 (北_L) 201ヌ

第 25号土坑 フレイク 784 1028そ 右莫姓岩 (北上 )

第25号土坑 736と モ紋岩 (北

第25号土坑 残 核 31 赤色頁岩 (北上 ) 201瞑

第 25号土坑 磨店 C類 67を 5「lF 1071 砂岩 (北

第 25号十坑 フレイク 21 09〔 貢岩 0ヒ上
287 第25号土坑 スクレイパーA類 ? 4 1 352イ 頁岩 (北

第 25号土坑 Uフ レイク 良看 (北上 201懐

第 25号土坑 フレイクB類 | 罠岩 (引 ヒ上

第25号土坑 フレイクB頗 11を 2727 ひん岩 (北上)

第 25号土坑 スクレイバーA類 ? 22` 員岩 (Jヒ 上, 702瞑

第 25号十坑 フレイク?? 1 石 英 (水 吊 ) (】ヒト



皓藝
300

Чぽ
303

顧

０４

隷

３
No 出土地点・ 層位 器 種

最大計淵‖値 (cm)
重量 (g 石 質 残存状況 備  考

の
無

図

有

文

載

本

記長 さ 幅 一日
子

298 第25号十坑 スクレイ′ヾ―A類 ? 赤色貞岩 (北上 ) フレイク?

294 第25号土坑 フレイク? 1 頁 岩

第25号土坑 フレイク 頁岩 (北上)

第25号十坑 残 核 79267 チャー ト (北上 )

第25号土坑 講 万 52422 溶結凝灰岩 (北 ヒ) 正面 中央敲打痕

298 第25号土坑およびその周辺・ 検出血 (Ⅳ層上画, スクレイパーBttY И 3096 ルス(北上) 202反

第25号十坑およびその周辺・ 検出雨 (Ⅳ層上面 ) スクレイパーA類 良 岩 北上 ) Uフ レイク 202X

第25号土坑およびその周辺 。検出面(Ⅳ層上面) フレイク 1 02C 頁肴 (北上 )

第25号土坑およびそのナ 065 頁岩 北上 ) 202瞑

第25号十坑およびその視 Uフ レイク 4 負 岩 】ヒ上) 202X

第25号土坑およびその周辺 。検出面(Ⅳ層上面) フレイク 25` 頁 井 】ヒ上)

第25号土坑およびその) 頁岩 北上)

第25号土坑およびその折 負 岩 】ヒ上) 202X

第25号十坑およびその日捌・ 織許商

`Ⅳ

層 L而) フレイク? 11 2338 珪暫百岩 (北上 ) 203区

写真図版136 石器 (20)(296、 297は S=1/3 他はS=2/3)
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315

313

317

319

写真図版137 石器 (21)(314、 316、 319は S=1/3 他はS=2/3)

314

No 出土地点・ 層位 器  種
最大言1沢1値 (銅 )

重量(g 石 質 残存状況 備  考
の

征
〔

図
有

本文

記載隔 厚 さ

第25号土坑およびその周辺・ 検出而 (Ⅳ層 L而 ) 60( ユ 382( 頁岩 (北上 :

第25号土坑およびその周辺・検出両(Ⅳ層上面) スクレイパーA類 1 貞岩 (北 _ Rフ レイク 202図

弟ツ5号土玩およびその周辺 '検出血 Ⅳ層上面 ) フレイク 珪質頁岩 (北上)

第25号土坑およびその周辺・検出而 (Ⅳ 層「 而う 39f l 7 AF チヤー ト (北上)

第25号土坑およびその周辺・検出面(Ⅳ 膳上面) Uフ レイク 4 4 1 貞岩 (北上

第25号土坑およびその周辺・検出両 Ⅳ層上面 ) フレイク 021 頁岩

第25号土坑およびその周辺・検出而 (Ⅳ 層 L面 ) 80f チャー ト (北上)

第26号 十坑 。6層 相 当よ り下部 磨製石斧 1477を 貞岩 (北上 一部矢椙

第26号fL坑 。13層 スクレイパーA娘 545 1 頁岩 (北 203Ⅸ

第 26号土坑 半裁時 磨 店 55C 1876t 砂岩 (北 破 片 側面暦石B IRの ような平IB而

317 スクレイパーA鎖 4 貞岩 (北上 Rフ レイク 203X
第27号土坑・ 4～跡日当層 スクレイパーA類 貞岩 (北 203Ⅸ

第 28号土坑 。
4、  6、 7相 当層 58ι 6359を 安山岩 (北上 : 正而 中央敲打痕

スクレイパーA類 38[ 1 負岩 (北上 ) 203区
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等拶
321

|プ
323

出土地点・ 層位 器 種
最大言十河値 (cm:

三量 (g 石  質 残存状況 備   考
の

催
（

図

有

文

載

本

記長 さ 中高 庫 さ

第28号十坑 半裁時 石 鏃 1 良 店 】ヒ上) 卜罰
`の

み 凸基 203図

第28号土坑 半裁時 35 105 砂岩 (北上 ) 撥辺部に談打寝?,薦 るC瀬形似る

323 第 28号Ji坑  半裁時 磨石 B類 ? 130t 625 401 4岳 ひん岩
`Jヒ

「 う 形が柿と霊なる.椴J部 に自′iT痕

第29～31号 03号 04号十坑 37i 1 安山岩 (北 _し , 破 片

第29～31号 03号 04号土坑 スクレイ′ヾ―A美面 8( 53 135 質岩 Jヒ _し ) Rフ レイク 203区

T.29～31号 ］有 04考土瓦 半数 1時 磨石 ? h1/N岩

`】

ヒト 何立li

第29～31号 03号 04号 i坑  半裁 1孝 凹 石 1981こ 閃緑君 (北 _し ,

第29～31号, 103号 04号土坑 半裁時 識 布 29117 砂 岩 】ヒ上) 縁辺部 に敲打痕

第29～31号 ,103号 ,104号 土坑 半裁時 凹石 7 26C 301 7 よルンフェルス(ヤ「) 中央部 に「引み・ 不柊形

第 3 号十坑・ 6～ 15相 当層 石 鏃 1 41 貝君 引ヒ_し , 田各死 ,レ 凸 基 203区

“男 号十す 。16～ 17ホ 日当層 ? 3( 17 075 貞 岩 〕ヒと) 完 形 203X
一昂 号土坑・ 26～27層 石匙 32ε 203匡

第 3 号Jl坑  半裁時 打製る斧 3846こ 砂岩 裏雨敲打痕 204区

65( 18631 ひん岩 (北 _し ) 破チキ

第32号土 lll 31∠ 16を 072 327 本奏脚岩 (Jヒ ト

写真図版138 石器 (22)(322、 323、 326～ 329、 333は S=1/3 他はS=2/3)
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346

出土地点・ 層位 器 種
最大 llR」 イ置(cmi

重曼 (g 石  質 残存状況 備  考
の

範
ヽ

図
有

文

載

本

記長 さ さ

第31号土坑 半裁時 府 匙 J 頁岩 北上 ) 欠 損 204Ⅸ

第32号土坑 スクレイパーA類 17t 貞 岩 引ヒr) Rフ レイク

第32号土坑 2( 1 2 頁 岩 】ヒト 204図

第32号土坑 フレイク 頁岩 北上 )

第32号土坑 良岩 北 ヒ

第32号土坑 522 頁 岩 】ヒ_ヒ )

嘉32号土坑 07 頁岩 北上 ) 204Ⅸ

第32号 十坑 2 ユ 42t 良 岩 】ヒ上, 204瞑

第32号土坑 頁岩 北_ヒう
第32号土坑 ユ 百 岩 」ヒ「 Ⅲ 204区

第32号 十坑 スクレイパーA類 ユ 良 岩 】し上, Rフ レイク 204瞑

第32号土坑 フレイク 4 王売」 】ヒ_L〕 204図

第32号土坑 入クレイ 頁岩 北上) 204隊

第32号 十坑 4 31 良 岩 封ヒ上 ) 204潔

第32号土坑 フレイク 58〔 4 王尭」 】ヒ_L) 205図

第32号土坑 磨敲器類 ? 327 花南閃緑岩 0ヒ上) 朗年ぐ粉 :々

写真図版 139 石器 (23)(351は S=1/3 他は S=2/3)
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写真図版140 石器 (24)(352～ 355は S=1/3 他はS=2/3)

出土地点・ 層位 器 種
肢太 Hf測値 (cn;

重是 (g) 石 質 残存状況 備   考
の

雛
（

図

有

文
載

本

記岳 さ 厚 さ

第32号土坑 磨敲器類 ? 49323 花商閃緑岩 (北 上) 欠損

嘉32号 土坑 29771 イE両閃緑岩 (北上)

第32号 十 1n~ 講 布 22805 砂岩 】陛I‐ 縁〕部、T而中央に論イ「痕 〕05屎

第32号土坑 7 497コ 砂岩 北上 ) 縁辺部に敲打痕 J∩ 5瞑

第33号 土坑 フレイク 負 岩 引ヒニ)

第33号 十1J~ 12 頁 岩 】ヒ「
第33号土坑 7 頁岩 北上)

第33号土坑 144 1582 良 岩 】ヒ上)

第33号 十坑 071 頁 岩 】ヒ_[

第38号土坑 頁岩 北上)

第33号土坑 27g 39と 良 岩 】ヒ上)

第33号 十坑 15 1522 百 岩 】ヒ_ヒ )

弟33号土ll`r 頁岩 北上)

第33号土坑 ? Rフ レイク 21 31 曳岩 】ヒ上) 205区

第33号 十坑 ? フレイク 25( 803 頁岩 】ヒ_ヒ )

第33号土坑 ? 百 岩 】L卜 う

868 第33号上坑 ? 08[ 232 貝 岩 Jヒ_L, 205区

第33号 十坑 ? 22 037 頁岩 】ヒ上)

-492-



380

鰺隷
383

鶏鶴

写真図版141 石器 (25)(381、 382、 384は S=1/3 他はS=2/3)

-493-

出土地点・ 層位 器  種
最大計測値 (cm)

三量 (g 石 質 残存状況 備  考
の

住
ヽ

図

有

文

載

本

記さ 享 さ

370 第33号 十坑 ? フレイク 22F 07f 277 頁岩 (北上 205Ⅸ

第33号土坑 ? 1 良岩 】ヒ上
第 33号土坑 々 頁岩 (北 ト

373 第33号 十坑 ? 181 06f 頁岩 北 上

第33号土坑 ? 11 良岩 北 上

375 17氾 頁 岩

376 第33号 十坑 ? 202を 頁岩 (北 _と 205区

第33号土坑 ? 良岩 (北上

378 石匙の未製品 ? 頁岩 (北 ト 石錐の欠損品 ? 205図

第 33号 十坑 ? フレイク 331 頁岩 (北上

380 第33号土坑 ? Rフ レイク 負岩 (北上 205瞑

打製石斧 ? チャート (北 ト No382と 同一個体 ?
第 33号 十坑 ? 107` 9β チ ャー ト (引 ヒ上 ) Nα381と 1司 ――十日千本?

383 第34号土坑 フレイク 131 貝岩 (北上 )

第 34号土 ll 打製石斧 7 15 7E闘閃緑岩 (北 r) 半円扁平 205図

385 第 35号 十坑 フレイク 4 赤色頁岩 (北 L)

第35号土坑 1 1 77 負岩 (北上 )

第 35号土 ll t 15 貢岩 (北 L) 206区



Ｌ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

389

出土地点・ 層位

写真図版142 石器 (26)(389、 390、 401は S=1/3 他はS=2/3)
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写真図版143 石器 (27)(415、 416は S=1/3 他はS=2/3)

412

416

415

Nα 出土地点・ 層位 器  種
最大計測値 (cmi

≧量(g) 石 質 残存状況 備   考
の

住

図

音

文

載

本

記長さ 厚 さ

第36号土坑④ る 匙 頁岩 欠損 」06図

第36号土坑④ フレイク 21J 頁岩

第36号土坑 07 良岩 (北上 )

第36号 十境 29( 1 差管頁岩 (北 ヒう

第36号土坑④ 買岩

第 36号土坑・ 南北 ベル ト南側 ベル トと下層 6 曳岩 (北上 未製品

第36号土坑・南北ベル ト南側ベル トと下層 スクレイパーA顆 頁岩 (北 _ヒ

第36号土坑・ 南北ベル ト南側ベル トと下層 石 匙 6 4 173` 頁岩 (北 略元形

第36号土坑 。南北 ベル ト北側ベル トと下層 フレイク 良岩 (北

第36号土坑・ 南北ベル ト南側ベル トと下層 フレイクB幻ミ'′ 1694 チ ャー ト (北 卜) 磨石 ?の破片 ?
第36号土坑・ 南北ベル ト南側ベル トと下層 188 頁岩 (北

第 36号土坑・ 南北 ベル ト南側ベル トと下層 フレイク 600を 良岩 (北上 )

第36号土坑・ 南北ベル ト南側ベル トと下層 磨石 3673〔 石葵斑岩 (北
「

う ゼ07区

第36号土坑・ 南北ベル ト北側ベル トと下層 敲 石 5315` 花筒閃緑岩 (北 上) rH部中心敲打痕
第 36号土坑・ Tl北ベル ト南側 ベル トと下層 1 良岩 (北上 ) 黒徹付着物 207瞑
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写真図版144 石器(28)(S=2/3)

出土地点・ 層位 器  種
最大計測値 (cm;

目室量 (宮 石 質 残存状況 備  考
の
無

図
有

文
載

本
記長 さ 幅 旱さ

第36号土坑 フレイク 2 2 ユ 負岩 】ヒ上) 207瞑

第86号 十坑 石匙 2277 百 岩 】ヒ上) 略完形 207区

第37～40号土坑 フレイク 17〔 12コ 貢岩 北上)

第37～40号土坑 スクレイ′ヾ―A類 ? 負 岩 】ヒ上) 未製品? フレイク?

第37～40号 土坑 石鏃 223 頁 岩 】ヒJと IIS完形 凹 基 207図

第37～40号土坑 フレイク 1 4 3 頁岩 (北上 307区

フレイクB類 砂 岩 】ヒ」し

第 37～40号土坑 フレイク 4 頁 岩 】ヒ_上

第37～40号土坑 13( 79f 頁岩 北上

珪質良岩 (北上

428 第 37～40号土坑 7 百岩 (北上

第 37～40号 十坑 秒 岩 ト 破 片

良岩 (北上 スクレイ′ヾ―A類 ?

431 不明 64J 頁岩 (北上 石創類 に関係
.F

第 37～40号 十 1n~ 石鏃 百井

`J「

作霧,暴部静悟 品 屎 208Ⅸ

フレイク 275 良岩 (北 208阪

第 37～40号土坑 頁岩 (北上
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441

No 出土地点・ 層位 器  種
衰大言十〕 直(cm)

三量 (g 石 質 残存状況 備   考
の

征
＾

図

有
本文

記載屍 さ 幅 軍 さ

フレイク l 15t 1 良岩 北 上

第 37～40号 十坑 134 頁 岩

第37～40号土坑 スクレイ ―A類 875 頁岩 北 上 208反

438 第 37～40号土坑 2( 0 負 岩 引ヒ_ヒ 〕08区
第 87～40号 十坑 フレイク 11 頁 岩

第37～40号土坑 石 核 31〔

敲府 ? ホルンフェルス(北 上) 裏面剥落 (敲打痕 ?)
第 37～40号 十坑 敲石 花商岩閃緑岩●ヒ上) 粉 々にBFIれ る

第37～40号土坑 花南岩閃緑岩 (北上) 粉 々に崩 れ る 。禾整形

磨石 C頬 7 花聞岩 (北上 ) 】08区
第 4 号十坑 フレイク 百 岩

第4 号土坑 18〔 0 頁岩 北上 )

第 4 号土J/t 311 11] 良 岩 引ヒ_L)

第 4 号土坑 Rフ レイク 買 岩 北上 ) 208区

写真図版145 石器 (29)(441～444は S=1/3 他は S=2/3)

-497-



456

出土地点・ 層位 器 種
大計測値 (cm)

重量 (g 石  質 残存状況 備  考
の

征
（

図

有

文

載

本

記Eさ 享さ

第41号 十坑 石 核 51[ 百 岩 (JLト 208区

第41号土坑 フレイク チャー ト (北上)

第42号土坑 。4～ 10層 石箆 ? 7 15 3577 頁 岩 】ヒ_ヒ ) スクレインヾ―A類 'r 208K

第42号 十坑 半裁時 フレイク 2( 5 百 井 209区

第42号土坑 半裁時 全頭器?(茉製品) 2 15 良 岩 】ヒ_し , スクレイパーA緬 ? 209阪

第42号土坑  半裁時 Uフ レイク? 6414 頁 岩 】ヒ上 Rフ レイク 209区

第43号 十坑  ク リーニ ング Uフ レイク 1 754 百 岩 209区

第43号土坑 半裁時 石 鏃 良 君 】ヒJE 一部欠損 平基 ? 309反

第 43号土坑 半裁時 Rフ レイク 2 岩 引ヒL 309区

2上 百 岩 破 片 先瑞部 309区

第45号土坑・ 底面 よ 19294 花南閃緑岩 破片 扮々に崩れる

第 46号 土坑・ ⑤層 (ス ス) 敲石 5 39132 花南閃緑岩  9ヒ上 ) 表面敲打痕で、じゃがいも状 B09区

写真図版146 石器 (30)(460、 461は S=1/3 他はS=2/31/3 他はS=2/3)
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tLj土 地点・層位 器 種
最大計測値 (ol)

重量 (g 石  質 咲存状況 liB  考
の

雀
（

図

有

文

敏

本

記受 さ 中品 早 さ

第45号 土坑・ 9眉 しfl(断而図 ) 石 BIl? 195 72 花商閃緑岩

第46号 十坑 藤 石 77` 29847 石英斑岩 (北上 )

第46号 上坑 溶結 l‐ t灰岩 (北 L) B09瞑

第46号土坑 敲 石 57 55 20113 礫岩 (J「「 う Nα461と ほとんど同 じ ι10区

第46号 ■坑 フレイク 51 210区

写真図版147 石器 (31)(465は S=2/3 他はS=1/3)
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出土地点・ 層位 器 種
最大ラ測値 (cm

三量 (g 石  質 残存状況 備   考
の

征
ヽ

図

有

文
載

本

記さ 厚 さ

第 46号 十 1n‐ フレイク 46て 1 チャート (JLト

第 47号土 llt 尖頭器 `r 頁岩 (北上 : 210区

嘉48号土坑・ 5、 6層 敲 石 60927 安山岩 (北上 )

小型磨型斎斧 17 高 岩 】ヒト 210X

磨敲器類 l 077 711 ひん岩 (北 _ヒ ) 破 片

第48号 土坑 半裁Π寺 磨石 B類 622 3829 ひん岩 (北上 ) まだはっきりした而をしている
第48号 十坑 半裁時 石鎌 夫製品 ? 18 055 32E 高 岩 J比 ト 210反

第48号 土坑 尖頭器 ? 4 を4 頁岩 北上 : 欠 損 10区

第48号土坑 スクレイパーA類 ? 1 貞 岩 】ヒ上 石証 ?

475 第48号 十坊 搾ラ百器 ? 頁 岩 J監 ト 石鏃 ? J10阪

第48号土坑 Rフ レイク 12 頁岩 北上 : を10区

第48号土坑 尖酸器 ? ユ 貞 岩 】ヒ_し ) 欠オ目
478 第48号 十坑 スクレイ′ヾ―A類 4 12 2271 頁岩 】ヒト を11瞑

第48号土坑 尖頭器 ? 頁岩 北上 : 欠 狼 10に

第49号 ?(第 50、 51号土坑 ?) フレイク 07E 貞 岩 北上 )

1 第49号 ?(第 50、 51号 十1n~?う 論 府 7 4 砂 岩 】ヒト 今面 に講打痛 を11反

第49号、第51号 (第 50号 も?)土坑 フレイク? 駐質買岩 (北上)

写真図版148 石器 (32)(468、 471、 481は S=1/3 他はS=2/3)
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出土地点・層位 器 種
歳大計 lRl値 (cm)

三量 (g 石 質 残存状況 偏   考
図の

有無

文

載

本

記巨 さ 厚 さ

第49号、第 51号 (第 50号 も
｀F)土坑 フレイク 3 百 岩 」佐ト 211図

484 第50号、第 51号 土坑 スクレイ 一A類 ? 2 良 岩 】ヒ_上 ) 欠 損 2■図

第50号、第51号土坑 塗豆薗器 ? 34 賣 岩 】ヒ上) 211区

フレイク 1 31 百 井

第50号、第51号 土坑 スクレイパーA毅 41 1 チャートく北上, Rフ レイク 211図

第50号、第51号土坑 37 三完子 】ヒ上) 211区

489 第50号、第 51号土坑 Rフ レイク 百 岩 J「 ト 211反

第50号、第 51号土坑 フレイク 4 11 1275 良 岩 】ヒ上)

第50号、第51号土坑 331 三え」 】ヒ上)

T.50号、第 51号土坑 1 51 百 井

第50号、第 号土坑 フレイク? 良 岩 引ヒ上 )

第50号、第 号土坑 フレイク 107 113 IIえ子 】ヒ上)

第50号、第 5 号土坑 フレイク? 5 百 岩 Irト 全莞来 Or有鉾夫禦吊 ? 211瞑

第50号、第 号土坑 スクレイバーA類 `r 冶英安 山岩 (北上 , 禾製品 `r

第50号、第5 号土坑 フレイク 貞岩 (北上 )

第50号、第 51号土坑 百岩 (】 ヒト 211瞑

第50号、第 号土坑 負 岩 北上 )

写真図版 149 石器 (33)(S=2/3)
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写真図版150 石器 (34)(518は S=1/3 他はS=2/3S)

Nα 出土地点・ 層位 器 極
最大計潰1値 (cm)

三量 (g 石 質 残存状況 備   考
の
無

図

有
本文

記載長 さ 厚 さ

第 50号、第51号 十坑 クレイク 1 75 チャート (Jヒ ト)

第50号、第51号土坑 13b 頁岩 (北上

貞岩 (北上 欠椙

第 50号、第 51号十坑 Rフ レイク? 28[ 415 菌岩 (北 ト 212関

第50号、第51号土坑 頁岩 (北上

505 234 貞岩 (北 上

第 50号、第51号 十坑 23モ 露揖 (Jヒ |「

507 第50号、第51号土坑 頁岩 (北上

45こ 貞岩 (北上

509 第 50号、第 51号 十坑 34 1 21 87 百岩 (JLト

第50号、第51号土坑 17[ 頁岩 (北上

511 1222 右英安 山岩 (北 上 )

第 50号、第 51号 ■坑 075 チャート (Jヒ L)

第 50号、第51号 十蜻 残核 7 404 39つ 頁岩 (北上 )

フレイク 負岩 9ヒ _ヒ

第 50号、第 51号 十坑 尖頭器 ? 703 チャート (Jヒ L) 4WY片 712板

第50号、第 51号 l rm~ 7 228 チャー ト (北上)

婚 右 1 10613 エルンフェルス(北 ヒ) 破 片
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写真図版151 石器 (35)(517、 519、 520は S=1/3 他はS=2/3)

No 出土地点・ 層位 器 種
最大計消‖値 (帥

重量 (g) 石 質 残存状況 備   考
の

健
（

図

有

文

載

本

記長 さ 幅 早 さ

7 第50号、第51号土坑 敲 石 48782 砂岩 (北上 : 上 卜向端部 敲打痕 ,12区

第50号、第 51号土坑 残核 ? 33279 礫岩 (北上 : スクレイパーB類 」12屎
第50号、第 51号 十坑 残核 チャー ト (北上 ) 」12図

第50号土坑 (第 51号、第75号)土坑 フレイク 頁岩 (北上 :

第50号土坑 第 51号、第 75号 土坑 頁岩 (北上 i 212日

第50号 十坑 第 51号、第 75号)十坊 06: チャー ト (北上 )

第50号土坑 第51号、第75号 土坑 フレイク▽ 1 寅岩 (北上 ;

第 50号土坑 (第 51号、第 75号 土 坑 フレイク 07( チヤー ト (北上)

第50号 十坑 第 51号、第 75号)十坑 貞岩 (北上 )

527 第50号土坑 (第 5 号、第75号)土坑 よ チャー ト

第 50号土坑 傷語5 号、第 75号 )土坑 フレイク? 1477 チ ヤー ト (北上 尖頭器  未製品 ?
第50号 土坑 (第5 号、第 75号 十琉 チャー ト (北上

第50号土坑 第 5 号、第75号 土坑 頁岩 (北 両極打法
第 50号土坑 傷善5 号、第 75号)土坑 尖頭器 ? 2 頁岩 (北 スクレイパーA類 ? 石錬? 212瞑

第 50号 ■坑 (第 5 号、第 75号 十坑 2 11 チャー ト (北上 ) 先端欠椙 212反
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写真図版152 石器 (36)(538、 541～ 543、 545は S=1/3 他はS=2/3S)

出土地点・ 層位 器 種
最大計測値 (cm)

ヨ量(g 石 質 残存状況 備   考
の
無

図

有

文
載

本
記長 さ 厚 さ

533 第50号土坑 (第 51号、第75号 も)土坑 フレイク 1 121 良岩 く北 L

第 50号土坑 (第 51号、第 75号 もう土 IJt 22f 凝灰岩 (北上 )

F135 第 50号 十坑 (第 51号、第 75号 も)土坑 尖頭器
.F 25 1 10を 百岩

`】

ヒ 未製品 ? 212区

石錐 ? 2 貞岩 (北 先端欠損 212瞑

第52号土坑南部・ 2層 主体 石箆 44 1 457 貢岩 (北上 末
'締

欠!畳 末端黒色付看物

第52号十坑 半裁時 百井

`JL

午端欠椙

第52号土坑 半裁時 残核 ? 1609( 礫石器 未製品 ?

第 52号土坑 半裁時 頁岩 (北上 213Ⅸ

磨る B類 砂岩 (】 比「 表 墓凹み

第53号土坑・ 8相当層 ? 打製石斧 21t 2534t ホルンフェルス(北 Jl) 半円扁平

第53号土坑・ 8T目 当時 `F 敲石 ? 花南閃緑岩 (北 上 ) ボロボロ

第54号十坑 。
1、 2層 石鏃 百岩 (Jヒ ト 一部欠褐 平 泉 213Ⅸ

第54号土坑・ 1、 2層 不 明 1142「 砂岩 (久慈層群 ) ボロボロ崩れる、講石 ??
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写真図版153 石器 (37)(550～ 552、 557、 558は S=1/3 他はS=2/3)

出土地点・ 層位 器  種
段大言「潰llH(銅 )

三量 (g 石 質 残存状況 備   考
の
無

図

有

文

載

本

記岳 さ 匡 さ

第54号 土坑・ 5層 スクレイパーA類 1 良岩 (北上 )

第54号土坑・ 12層 右 嫉 頁岩 (北 欠損 凹基

第 54号土坑・ 9～ 17相 当層 ムクレイ′‐ A頼 149f 頁岩 (北 213双

第54号 ■坑 半裁時 喀敲器類 ? 31〔 322 ひん岩 (北上 ) 破 片

第55号土坑 ,6層 磨製冶斧 5 3374( ひん岩 (北 ト 先端欠損 先端|1近研磨前のようなllき であ,、 未敦品か

第 55号土坑 '7=8層 敲 石 54〔 頁岩 (北 縁辺部敲 |

第 55号土坑・ 7=8層 磨石 B麺 57 37 33001 良岩 欠椙 213瞑

第55号土坑 。14相 当層上 ? ス ク A類 1 1( 頁岩 (】ヒ ■3区

第 55号土坑  半裁時 軽 石 22` 軽石 (北

第55号土坑 半裁時 5 3 真岩 213瞑

第59号 Jと坑 半裁時 スク A類 3 脱灰岩 (北「 ■4区

第 59号上 jyt 半裁時 ∬製石斧 と22 18【 2601ι 花南閃緑岩 (北上 : 半円鳥平

第 60号土坑・ 5層 講4~l? 62f 4 2150[ 砂岩 (北 _し , 不 4k干

5rD9 フレイク I 2 04 1 24 貞岩 (引 ヒ_Lう ど14区
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写真図版154 石器 (38)(561～ 563は S=1/3 他はS=2/3)

if rFf

,驚

盛
｀

サ
:ガ

出土地点・ 層位 器 極
吊大計測阿百(

褒量 (g 石  質 残存I犬況 備   考
の

籠
（

図

有

文

戟

本

記
長 さ 1旱 さ

第62号 上坑・ 2曙 lH当 層 磨高,P駿蜀? 52( 12 28 71 砂 岩 】ヒJ二 , 破片 表而にスス付着

不明 98と 167 1031 l1/N岩 久慈旧fl) 欠 檀

第63号 土坑 半裁時 打製ろ斧 944 2549 百岩

`Jヒ

ト

第63号上坑 半裁晴 講葛 ? 67; 20604 安山岩 (北 ,

第63号 十坑  半裁 4・● Rフ レイク 31[ 025 23 頁 岩 北上 ) 213瞑

石 鏃 4 21: と ] 7 FIF 百 岩 】ヒ「 ) 主H.作 |テテ骨 凸 泉 214に

第64号土玩・ 2庭 弁ラ貰器 ? 140と 頁岩 北_L) 一部欠慢

第 64号 十坑・ 6相 遇虐 ` フレイク? 1 16 1509 貞岩 北 し) 未製品 `′ 214反

395 2 339修 El岩 Jヒ Lう 214区

第64号上坑・4～ 5層 上部 残 核 43 41: 382t チャー ト (北 上) 214Ⅸ

第 64号 土坑 スクレイフヾ―Alg‐ ? 貞岩 北 し 214医

尖iFI器 `F 2 1 菌岩 Jhト 未製品 ? B14区

572 第64号土坑 残 核 4 262t 頁岩 北 上 〕14望

第 64号 土坑 スクレイ′ヾ―AttE? 1 5487 負岩 引ヒ_二 禾製品 `′ 315瞑

第 64号 十け Rフ レイク 菌岩 Jヒ ト 314区
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写真図版155 石器 (39)(580、 593は S=1/3 他はS=2/3)

出土地点・ 層位 器 種
髪大計河値 (cmう

重量 (g 石 質 残存状況 備   考
図の

有無

本文

記載長 さ 幅 厚 さ

575 スクレイパーA類 7 17 266イ 負岩 (北 上 来製品
.F

5図

第64号土坑 石鏃 ? 37 頁 岩 引ヒヒ 5送

577 第 64号土坑 フレイク 頁岩 (北 _し

第64号 十坑 スクレイパーA類 7 3 2861 負岩 引ヒ_ヒ 5図

第64号土坑 1 貞岩 引ヒ!

第64号土坑 磨敲器類 ? 12' 砂 井 ト t立片

第64号 ■坑 スクレイパーA類 1 05〔 良岩 (北上 Rフ レイク 215図

第65号 土坑・ 7層 子f鏃 1 2 頁岩 】ヒ上 略完形 凸 基 215Ⅸ

フ レイク 92( 百岩 (Jヒ 十 215慄

スクレイタぐ―A類 ? 215図

第67号 土坑・4～7層 フレイク と 75 01 負岩 】ヒ_上 ) 215図

586 第 67号土坑・ 4～ 7層 石鏃 3 7 石 莞宏 III岩

`Jヒ
「

Ⅲ キユ澪欠椙 品 県 215図

Rフ レイク 21 1 良岩 9ヒ L 216図

1 貞岩 (北 L 216図

第 68号上」・yt'1膳 石鏃 1 3F 04f 12` 営岩

`Jヒ

ト 216図

590 第68号 引i坑 。1層 4 1 07 凸基,和 能少ない。かる(罠っている 216図

石1/? 115 良岩 (北 し) 果祁欠相 凸 悪 216当

尖頭器 ? 7 2068 赤徹百岩 (】ヒト) 欠 椙

第 68号土坑 。6旧 打製七斧 ″ 15908 砂岩 IFx片 表面中央に敲何痕 も

石 鏃 32〔 貞 岩 】ヒヒ 一部欠幅 凸基 216図
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写真図版 156 石器 (40)(603は S=1/3 他は S=2/3=)

―-508-―

出土地点・ 層位 器 種
最大計測値 (ca)

三量 (g 石 質 残存状況 備  考
図の

有無

文

載

本

記罠さ 幅 匡 さ

尖頭器 マ 4 1 良岩 9ヒ 216区

1 434 頁岩 (北上 先端欠福 216Ⅸ

石鏃 ? 百岩

`J「

下部貨指 216阪

残核 ? 4 1 砂岩 (北 216は

石鏃 ? 頁岩 (北上 先端欠帽 216Ⅸ

尖頭器 チャート (北 L) k娼 216反

11 チャー ト (北上 ) 先端破片 216腟

石鎌 ? 17 頁岩 (北上 ) 216屡

残核 ? 14477 石真窪 Iキ
「井

`】

ヒr)

第 68号土坑・ 9層 スクレイ′ヾ―A顆 負岩 (北上ケ

スクレイ ―A類 ? 賣岩 (北上 石鏃  未製品 ?

第68号土坑 半裁時 石匙 7 百岩 (―1/ト 年 形

第 68号土坑 半裁時 尖頭器 ″ 員岩 (北上 ;
スクレイタぐ―A類 ヽ

第 68号 十坑 半裁時 石 鏃 頁岩 (北上 欠 椙 円基 ?

第68号土坑 半裁時 石笛 ? 百岩 (北 ト 石駐 芙製品?ス クレイ′ヾ―A瀬

菊69号土坑・ No l土 器 の下 フレイク 25〔 14 貝岩 く北上 ; スクレイパーA類 未製品?



613

614

鶴 1曲
616

615

鍵
Ｆ
Ｅ
可
ぽ

出土地点・ 層位 器 種
最大計 rH値 (

ヨ量(g 石 質 残存状況 備  考
の

征
〔

図

有

文

載

本

記長 さ 幅 厚 さ

第69号土坑・ Nα2土器  (24層 ) 磨石 B類 と35〔 55476 砂岩 (北上 )

スクレイパーA頼 ? 頁 岩 (北 [ 破 片 217図

凹石 8 34103 ひん岩 (北上) llo614と 接合・正面中央に凹み

第69号土坑・ 25層 ひん岩 (北 L) Nα613と 接合
スクレイパーA類 頁 岩 (北 L 欠 椙 217日

9 買岩 (北上) 217図

菊69号土坑 半裁時 磨石 C無 ひん岩 (北上 )

第69号 十坑 半裁時 尖頭器 ? 27 頁岩 (北上う 破 片 217図

第69号土坑 半裁 1寺 スクレイパーA類 赤色頁岩 (北上) 217図

620 第69号土坑 半裁時 スクレイ′ヾ―A鎖 7 1 砂岩 (北上 ) 218区

第69号 十坑 半裁 時 塗頭器 ? 18 百岩 (北上 ) 先端のみ 217屎

第69号土坑 半裁時 石匙 07 頁岩 (北上 ) 略完形 218図

第70号土坑 半裁時 スクレイパーA7XH 7 43〔 良岩 (北上 ) 未製品 ? 218区

第70号十坑 半裁時 磨製石斧 2184判 ひん岩 (北 L) 先瑞のみ

第70号土坑 半裁時 頁岩 (北 _し ) 218区

第70号土坑 半裁時 敲 右 5067よ 砂岩 (北上 , 縁辺部敲打痕

第70号十坑 半裁時 尖頭器 ? ≡岩 (北上) 井端欠椙 示鎌 ? 218反

写真図版157 石器 (41)(611、 613、 614、 617、 624、 626は S=1/3 他はS=2/3)
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636

No 出上地点・層位 器 極
般大計測値 (cn)

重量 (g 石  質 残存状況 備   髯
の

徹
（

図

有

文

載

木

記長 さ 7さ

628 第 70号土坑 半裁 lJl 石錬 ? 965 ∬岩 】1ト 基部欠損 凸基 ?・ 尖頭器 ? 218図

第 号十 tJ~・ 8相 ゴ4阿 ? 磨石 C類 795 48t 14 石夫安山岩 (北 と,

第 号上 IIL° 1～ 6属 21396 石英安 山岩 (北 _[)

一弗 号土坑  半裁時 敲石 ? 402 27768 /比簡閃緑岩 (Jヒ 「 ボロボロ崩れる
“男 号十うi 引1裁 1寺 藤抑石作 25242 ひん岩 (北 L) [/2

第72号土坑・ 5層 敲 冶 72 50973 花・rl列:岩 (北上 ) 点々と高支イT)直 あ り

第 72号土坑 。5贈 そ「」・lえ ? 4 1 822 蔚岩 Jlト 円ぷ.妄
Hl刑再にほとんどなし 218図

宛 72号 十うi 半殺 ,寺 貞岩 北 ヒ) ク(f畳 218区

第72号上坑 半数時 4 31 J 1469 貞 岩 引ヒJ二 ) 泉部欠椙 車而彙‖離 1/Nな ヽ 218阪

第 73号土坑 。4眉 スクレイバーA拒 62 16 2979 頁岩 】ヒLう 欠損 218K
第 73号十二」・nⅢ 4層 29 6ι 貞岩 Jヒ し) 219区

第73号土坑・ 15層 踏る C IU 161コ 凝吹岩 (北 _「 )

第 73号上 llt 半裁‖t 高支冗T 1073 612 密 山岩 (Jヒ Lう 表雨中央、ほ辺部2箇所に敲打痕

641 塊 74丹十坑 チフレイク? 2F 3 チャー ト (北 E 219Ⅸ

弟74号 Jiウ i フレイクB類 437 08J 1l J 砂 岩 引ヒ|:)

写真図版158 石器 (42)(629～ 633、 639、 640は S=1/3 他はS=2/3)
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写真図版159 石器 (43)(644は S=1/3 他はS=2/3)

Nα 出土地点・ 層位 器 種
景大計濯ll● (cm)

重量 (g 石 質 残存状況 備   考
の
徹
一

図

有
本文

記載長 さ 幅 厚 さ

第 74号上坑 フレイクB類 貞岩 Jヒ と
第 74号 土坑 磨若 ? 79 48 1322【 ひん岩 (JL 219区

第75号土坑 13と 1 75 員岩 く北 ヒ

第 75号上坑 1935 負岩 】ヒ上
647 第 75号土坑 113 059 頁岩 Jlト

第75号土坑 121 1582 頁岩

第 75号土 llt フレイク ` 19 負岩 未製品 ? 219反

第 75号土坑 フレイク 10 11 チ ト

第75号土坑 頁岩

第 75号土坑 58, と482 良岩 北 上

第 75号土坑 25遇 葺岩 J(ト

第 75号 十 1Jii lイ ( 買岩

第 75号土 ll■ 1 負岩 北 上

第 75号土坑 と6 百 岩 Jlト

第 75号 十14~ 6 11 頁岩

第 75号土 17■ 24彦 1 29 良岩 引ヒ_し

第 75号土坑 蔵岩 Jヒ ト
第 75号 十 1n‐ 頁岩

弟 75号土坑 フレイク '′ 良岩 未製品 ?
662 第 75号土坑 フレイク 237 2 頁岩 JLト

第75号十うi 7 貫岩 北 上

664 第75号土坑 19写 負 岩

第 75号土坑 175 頁 岩 〕ヒト
第 75号 ■坑 24F 21石 貞岩 北上

-511-



鯉
＝盈

出土地点・層位 器  種
簑大計測値 (cm)

三量 (g 石  質 残存状況 備  考
の
無

図

有

文

載

本

記岳 さ

“

畠 軍 さ

第 75号土坑 フレイク 百岩

`】

監
「

)

第 75号 十坑 壇質良岩 】ヒ上)

第75号土坑 チャー ト 】ヒ上)

第 75号土坑 73ι

第 75号十坑 石錐 1 1 チャー ト 】ヒ上) 欠俵 219反

第76号土坑 フレイク 頁岩 (北上 )

673 第 76号土 1/L 75f 百岩

`JL卜

)

第76号十坑 フレイクB類 117 右英姓岩 引ヒ■ )

第76号土坑 フレイク 3 頁岩 (北上 )

第 76号土坑 磨石 8 57 溶結輝灰井 (北 午端部而 をな している

677 第76号 十坑 磨石 ? 41 浴結凝灰岩 〔北 彦19図

第76号土坑 磨 希 778 65281 砂岩 (北上 ) 不整形

第 76号土坑 打製石斧 7

第76号十坑 残 P//? 1 16232g 右夷姓岩 引ヒJヒ )

第77号土坑 藤敲器類 51 砂岩 (北上 ) 破 片 彦19図

写真図版 160 石器 (44)(676～681は S=1/3 他は S=2/3)
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鯵
醸

縁

▼・一

687
688

686

690

Nll 出土地点・ 層位 器 種
最大計渕値 (cln

重量 (g) 石 質 残存状況 備   考
の

鉦
（

図

有

文

載

本

記岳 さ 鱚 厚 さ

第77号土坑 敲石 ? 11454 花薗閃緑岩 (北 _卜 ) 破 片 粉々に砕ける

第 77号土 jJL 磨製石斧 34259 閃緑岩 (北上 ) 欠損 網かい駁打展綬く、未製品か 」20褪

第77号土坑 (第 4号陥 し穴 に合む フレイク? 1675 チャー ト (北上 ;

第77号土坑 (第 4号陥 し穴に含む 石英 安 山岩 (北 _L) 未製品 ? 〕20図

第77号土堀 (第 4号陥 し穴 に含む フレイク 328 頁岩 (北上 :

第77号土坑 (第 4号陥 し穴 に合む ?) 277 凝灰岩 (北上)

688 第77号土坑 (第4号陥 し穴に含む Rフ レイク 41 0( チャー ト (北上 ) 220図

第78号土坑 フレイク? 171 チャート
`JLト690 第78号土坑 fT製示毎 77` 894` 花筒閃緑岩 (北上) 破 片 半円扁平

第79号 十境 フレイク 62] 111 チャー ト (北上 )

第79号土坑 12 1 更岩 (北上 ;

第79号土坑 04 チヤー ト (北上 ) 未製品 ? 220ヌ

第79号土坑 石匙 1 352〔 負岩 (北上 ) 略第形 み20収

第79号土坑 フレイク チャート
`】

監卜)

写真図版161 石器 (45)(690は S=1/3 他はS=2/3)
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出土地点・ 層位 器 種
衰大計測値 (cm)

重量 (g 石  質 残存状況 備   考
の

飽
〔

図

有

文

載

本

記罠さ 幅 旱 さ

第79号土坑 磁核 ? 71 1 チャート (北 L 320Ⅸ

第 79号土坑 フレイクB類 ? 11 4238 ボルンフェルス(北 上) 321瞬

698 第 79号十 1n~ Rフ レイク? 1 罠岩 (引 ヒL
第79号土坑 スクレイパーB頼 ? 82 砂 岩 (北 L 221Ⅸ

700 第 79号土坑 る 鏃 14t 頁岩 (北上 凸基 320反

第 79号 十坑 残核 ? チャート (北上,

第79号土坑 磨諦采緬 ? 石英安 山岩 (北_L) 破 片

第 79号土坑 ホルンフェルス(十 ト 磨病 ?

写真図版162 石器 (46)(S=2/3)
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写真図版163 石器 (47)(705～708は S=1/3 他はS=2/3)

出土地点・ 層位 器 種
簑大計損J値 (cm)

目量 (g 石  質 残存状況 備  考
の
無

図

有

文

載

本

記屋 さ 幅 軍 さ

第79号土坑 フレイクB類 ? 4843
705 第 79号土坑 磨石 C 745 3238i 石英安 山岩 (北 _L) 221図

706 磨馬 B類 ? 127 67 52192 閃緑岩

`北

ト 途中 ? 221図 p213

第79号土坑 磨製石斧 12 4159【 化南閃緑岩 (北上 , 先端欠損 基部娘に面となる敲打痕 221図

磨石 C類 1 凝灰岩 (北上 )

石鏃 頁岩 (〕Lr 一部欠損 凸基 221図

第81号土坑北西部及びその周辺 半裁時 石鏃 頁岩 (北_L 円丞・片面剥雛ほとんどな 221図

第 81号土坑北 山部及びその周辺 半裁時 不 明 ホルンフェルス(北 上) 藤敲器類破片 ?

第 81号 十坑南東隅及 びその周辺 半裁 1寺 スクレイパーA頼 ? 3 27 露岩 (JLト 未製品 ? 221図

第82号土坑・ 22相当層 ?? スクレイバーA類 ? 頁岩 (北上 未製品 222図

第 82号上坑  半裁時 尖頭器 ヤ 1 負岩 (北上 布鏃  (円 泉 ) 222図

715 石鏃 31 265 買岩 (】 Lト 先君,長郭k損 凸基 222図

Rフ レイク 頁岩 (北上 222図

尖頭器 ヤ 1 貞岩 (北上 先瑞欠椙 石鏃  (円果 ) 222図

第 85号 土坑・ 4～ 7層 石鏃 2 1 安 山岩

`JLト

凸基 2225剰
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727

◆

‐

遺

甲

７

出土地点・ 層位 器 種
簑大計 lRl値 (cm)

三量(g 石 質 残存状況 備   考
の

征
〔

図

有

文

載

本

記屋 さ 幅 軍 さ

第85号土坑・4～ 7層 フレイク? 11 頁岩 (北 222区

第 85号土坑・ 4～7層 尖頭器 マ 4 1 189〔 貞岩 (北上 欠椙

第 85号 十坑・ 4～7層 フレイク? 1 菌岩 (JL 未製品 ? 222反

第85号～86号土坑 半裁時 Rフ レイク 頁岩 (北 222Ⅸ

第 85号～86号土坑 半裁 1寺 磨製石斧 2788〔 閃緑岩 (北 欠椙

第 88号 十坑・ 4層 T製希斧 ? 砂岩 (北

725 第89号土坑 半裁時 スクレイパーA類 ? 106〔 頁岩 (北 222Ⅸ

第 89号土坑 半裁時 1 貞岩 (北上

727 第 89号 十坑 半裁時 石鏃 ? 頁岩 (北 ht片 222瞑

第89号土坑 半裁時 砥石 頁岩 (北上)

第 89号土坑 半裁時 尖頭器 ヤ ユ 12 1を 貞岩 (北 _ヒ 石鏃  (円 暴 )

石鏃 3 頁岩 (Jヒ 欠 椙 品 豪 223瞑

頁岩 (北 一罰
`欠

捜 凸丞・ 裏面剥離少 なヽ 223区

第 90号土坑  半裁時 フレイク 負岩 (北上 未製品 ?

738 石錐 ? 頁岩 (北 _「 石3F 夫製品 ? 228瞑

頁岩 (北 223Ⅸ

第 91号土坑・ 14層 色鏃 1 良岩 (北上 先端欠娼 凸 基

第 91号土坑 半裁時 頁岩 (北上 Ⅲ 豪 223反

第 91丹 十1Jl 半裁時 残核 ? 757そ チャート (】ヒ上) 223区

写真図版164 石器 (48)(723、 724、 728は S=1/3 他はS=2/3)
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鰺機
ヽ

744

出土地点・ 層位 器 種
最大計湘‖値 (

重量 (g 石 質 残存状況 備  考
の

住
ト

図

有
又
載

本
記長 さ 1旱 さ

第91号 十坑 半裁時 残核 ? 732 325 228C 賣 岩 】ヒ_し )

第91号土坑 半裁時 講 希 748611 主として縁辺部使用・面になっている

第92号土坑 半数時 冶 箆 11 2019 良 岩 】ヒ上, 223区

磨石 ? 3865J 閃緑岩 (北 L)

第95号土坑 半裁時 53C 頁岩 (北 _ヒ 先端欠損 凸基 223阪

第 100号土坑 半裁時 磨敲器類 4 賢山岩 く北 L) 破 片

第10 号、第 102号 十坑 フレイク 24 貞岩 Jヒ _ヒ )

一弟 号、第102号土坑 35〔 23f 097 目岩

第10 号、第 102号上坑 1 7と 1311 頁岩 引ヒL)

第10 号、第 102号 土坑 !T製石斧 27166 砂 岩 】ヒ上) 半円FR平

第103号土坑 。36層 スクレイ′ヾ―A楽百 1 475β 安 11岩 (北「 ) 223腰

尖頭器 帝 17 ホルンフェルス(北 上 未製品`F'右 質が他と異なる 224区

第 104号十坑西偶‖拡張・ 30層 ? 石 鏃 17 貞 岩 】ヒ上) 略完形 凹 暴 224X
第 104号 十埼西側拡 FrE・ 30屠 ? 有 鋳 2ι 13 04 101 菌 岩 キ

'常

のみ 224瞑

写真図版165 石器 (49)(738、 739、 741、 747は S=1/3 他はS=2/3)
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写真図版166 石器 (50)(752、 753は S=1/3 他はS=2/3)

No 出土地点・層位 器  種
衰太計 /Rl値 (cln)

ヨ量(g 石  質 残存状況 備   考
の
鶴
小

図

有

文

載

本

記昆 さ 中畠 厚 さ

敲石 ? 44617 砂岩 く北上 , 正面中央2個凹み

第104号土坑北西隅 (く ずれ)・ 32層 ? 敲 る 隈岩 (北上 )

第 104号土坑西拡張 。34層 クレイパーA類 チャート
`JLト

Rフ レイク B24区

第 104号 十坑・ 34層相 当層 ? 石鏃 員岩 (北上 略完形 凹 基

第2号陥 し穴状遺構 フレイク 129 貞岩 (北上

第 2号陥 し穴  ″ Rフ レイク 51 頁岩 (北上 B24区

760 第 2号陥 し穴 フレイク 頁岩 北上 未製品 ?
第2号陥 し穴 負岩 】ヒ_し
第 2号陥 し穴 228 073 頁岩 Jヒ ト

763 第 2号陥 し穴 1 7f 03f 頁岩 北上 未製 品 ? 324区

第2号陥 し穴 1 負 岩 】ヒ_し J25瞑

765 第 2号陥 し穴 388 百 岩 Jヒ ト
766 第 3号陥 し穴 フレイク 325 頁岩 北上 325区

41 99( 良 岩 Jヒ _し B25反

尖頭器 ? 286 頁岩 】ヒト 未製品 225区

第 3号陥 し穴 フレイク 28 01 頁岩 北上 325Ⅸ
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出土地点・ 層位 器 種
最大計測値 (cln)

竜量 (g 石  質 残存状況 備  考
の

範
〔

図

有

文
載

本

記受さ 噛 旱 さ

756 第 104号 十坑・ 底面 レ■ 添皿 ? 7

写真図版 167 石器 (51)(S=1/3)



出土地点・ 層位 器 TE
最大計測値 (cm)

三量(g 石 質 残存状況 備  考
図の

有無

文

載

本

記長 さ 1子 さ

第104号土坑・ 底面 石皿 ? 1 1940C 花開閃緑岩  (北上 )

写真図版 168 石器 (52)(S=1/3)
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770

写真図版169 石器 (53)(770～ 773、 778は S=1/3 他はS=2/3)

779

出土地点・ 層位 器 種
最大訂 lH価

`
ヨ是(g 石 質 残存状況 備   考

図の

有無

本文

記載民 さ 唱 早 さ

第 3号陥 し穴状遺構 フレイク 237 頁岩 (北
「

)

771 箕3号陥 し穴 残核 ? 162 1「l` 374f 頁岩 (北上)

第3号陥 し穴  〃 1 11 4544 チャート (北 _し )

773 第 3号陥 し穴  〃 52 5311 頁岩 (北 _ヒ ) 225瞑

第 3号陥 し穴 講 店 7 5ι 388 rli ホルンフェルス(】ヒヒ) 縁迎部敲打展 ι25区

775 弟3号陥 し穴  〃 8e 4 5134t 礫岩 (北上 ) 表裏而弱 く敲打 ?

第 3号陥 し穴  〃 磨 石 57 5821 砂岩 (北 _ヒ ) 差真而磨而 726瞑

777 第 3号陥 し穴 μ呵病 1 167 7 3080f ホルンフェルス(北 上) 表山中央径 2 5cm ulみ ι26区

第4号陥 し穴状遺構  (第 77号土坑含む ?) フレイク 19と 05i 良岩 (北上 )

第 5号陥 し欠状遺構 半裁時 磨製石斧 122 38666 ひん岩 (北 _「 午,常 欠相 726瞑

第 5号陥 し穴状遺構 半裁時 打製有斧 76 35f 4465 閃緑岩 (北上)
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写真図版 170 石器 (54)(S=2/3)
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出土地点・層位 器 種
最大三十測値 (cln)

三量 (g 石 質 残存状況 備   考
の

征
ト

図
有

本文

記載巨さ

“

畠 軍 さ

第 6号陥 し穴状遺構 。1層 冶 嫉 頁岩 (北上 欠損 ? 凸基 726瞑

第■号～第14号焼十 ,第 6号炉跡 クリーニング 石 匙 良岩 (引 ヒ上 略完形 B26区

第13号焼土 焼土内 2 1 頁岩 】ヒ上 基部のみ

第 15号～第 21号焼土  ク リーニ ング 百井

`」

「 ト 726寂

第 15号～第 21号燒 十 ク リーニ ング 石鏃 1 良岩 (北上 凸 屋 B26送

6C③の上坑?(第 36号土坑?; フレイク 2 頁岩 Jと上

6C③の上坑?(第 36号土坑
'

Rフ レイク? 13と 頁岩 (北上

2D⑥・ Ⅱ層 尖頭器 ? 1 貞岩 (】ヒ上 冤 形 227区

8D③・検出面 (Ⅳ 層: 144 1 63と 買七(北 上、興冽どちらもありうる) 一部欠椙 No790と いっしょに出てきた 227Ⅸ

8D③・検出血 (Ⅳ 層) 157 7 百岩

`】

L「 �789と いっし来にHlて きた 227反
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写真図版 171 石器 (55)(S=2/3)
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写真図版172 石器 (56)(S=2/3)
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写真図版174 石器 (58)(S=2/3)
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写真図版 175 石器 (59)(S=2/3)
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写真図版 176 石器 (60)(S=2/3)
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写真図版177 石器 (61)(S=2/3)
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写真図版 178 石器 (62)(S=2/3)
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写真図版180 石器 (64)(S=2/3)
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写真図版 181 石器 (65)(S=2/3)
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4       -二

出土地点・ 層位 器 種
最大計江‖値 (cm

重呈 (g 石 質 残存状況 備  考
の

銀
ト

図

有
本文

記載長 さ 幅 厚 さ

1 第 25号土坑 垂飾品 0〔 アェルス(北 上) 略完形 両側から夕孔・先端加工痕 ? 184図 :

2 4C⑥・ I～皿屑 円悧 犬石製品 ? 1 985( 砂岩 (北「 一部欠椙 周縁部、而IfFり してある
^

1845¶ 上

3 第1号土坑 軽石加工品 ? 軽石 (北上) 一面、也めて半清 (ll踏 `r

4 第 16号土坑 。2～ 7層 軽石加工品 ? 4 軽石 (北 L) 摩耗 しているだけか

5 第19号十坑 rIX石カロエ品 ? 51 16 16 軽所(浮石)(R羽山lF7) 摩繕 しているだ けか

6 第25号土坑およびその周辺・検出面(Ⅳ層上両) 軽石加工品 ? 軽石(浮石X奥羽山1に ) 夏面研磨か(摩托しているだけ?) 184凶 (

7 第 29号土坑 。3層 軽る加 工品 ? 磋右 (北上 ) 一面研磨 ?

8 第63号 十坑 半裁時 40 軽布 (北 ト 一而研磨

写真図版182 石製品 。アスファル ト (S=1/2)
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一
●

No 出土地点・ 層位
簑大計浸J値 (cm)

宣量(g 残存状況 備   考
の

健
ヽ

図
有

文

載

本

記岳 さ 幅 厚 さ

1 第 1号住居跡・3層 粉 々

2 第 1号住居 ,

3 第 1号 lT居 [ 粉 々

4 第2号住居跡・ 2層 11 一部欠損 小豆大で、未加工 ?

5 第 2号～第 3号住居跡⑦ 29(

第1号 十坑 粉 々 蓋色 く、未み少 なヽ

第5号土坑 。4層 粉 々

第 24号土坑 。4階 欠積 小豆大で、未加工

第24号十坑 。12層 08〔 粉 々

10 第26号土坑・ 黒土 (1層 ?)下部 粉 々

11 第 28号土坑・ 8層 貢色 く、赤 み少 なヽ

粉 々

第83号土坑 。2層 欠損

14 第 89号土坑 。3層 欠 小指 の先大・ 未加工

6C②・ Ⅱ層 24( 入寿 し指大

16 6C④・Ⅳ層上面 154

17 264 //k損
人を し指 よ り大 きい 。未加工

8A

写真図版183 コハク (S=1/2)
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おゝ りがな

所収遺跡名

おゝりがな

所 在 地

コ  ー   ド 】ヒ糸争 東経
調 査 期 間 調査面積 調 査 原 因

市町村 遺跡番号

平清水コ

遺跡

岩手県九戸郡

野田村大字野田

第 22地 割字 明

内53番地ほか

03503 」G60-0224 度

分

秒

141居王

47うチ

51セ少

2001.08.20

-2001.1109

2002.08.01

-2002.11.15

1,350だ ふるさと農道

緊急整備事業

に伴 う事前調

査

所収遺跡名 種 丹1 主 な 時 代 主  な 遺  構 主 な 遺 物 特 記 事 項

平清水Ⅱ

遺跡

集落跡 縄文前期中葉～

～中期前葉 (円

筒 下 層 d式 ～

上層 a式期主)

竪穴住居跡 3棟

炉跡10基

住居状遺構 1基

土坑・墓墳104基

陥 し穴状遺構 7基

焼±42基

縄文土器 (早△ 。前

前△ 。前中○・前

後◎ 。中前◎)

大コンテナ37箱

土偶 4点

焼粘土塊14点

石製垂飾品 1点

円盤状石製品 ?1点
アスファル ト1点

コハク18点

口が極端に狭い

フラスコ状土坑

五領 ヶ台 Ia式系

土器片

磨製石斧の未製品

石器製作時の剥片多

く、石器製作址 と考

えられる。

平安時代

(9世紀後葉 ?)

竪穴住居跡 2棟

住居状遺構 1基

土坑 1基

土師器

土製品 ?、 コハク?
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